
 

近現代中国の「経世致用」思想と 

            書法への展開 

ー郭沫若を中心として 
 

 

 

松宮貴之 
 

 

博士（学術） 
 

 

 

 

 

国際日本文化研究センター共同研究員 
佛教大学非常勤講師 

 
 

令和元年度 
(2019) 



目次 

近現代中国の「経世致用」思想と書法への展開―郭沫若を中心として    

                           

松宮貴之 

【目次】 

   序章〈ｐｐ1～3〉 

Ａ  二百年前から郭沫若に至るまでの中国学芸の演繹 

一  前近代からの碑学派と帖学派の潮流及び実学思想と書法〈ｐｐ4～14〉 

二  日本と影響関係にあった「経世致用」思想と書法への反映―亡命、留学中国人を中心としてⓐ 碑学派の

変貌〈ｐｐ15～41〉  

三 日本と影響関係にあった「経世致用」思想と書法への反映―亡命、留学中国人を中心としてⓑ帖学派と北洋

政府〈ｐｐ42～66〉 

四 日本と影響関係にあった「経世致用」思想と書法への反映―亡命、留学中国人を中心としてⒸ 中国共産党

員と日本〈ｐｐ67～77〉 

五  近代からの北碑南帖の学と共産党員の書からの郭沫若の位置付け〈ｐｐ78～83〉 

Ｂ 在日時代から抗日戦までの郭沫若の学問と書法 

六  在日時代の郭沫若と学問ー 五四運動期から反蒋運動に至るまでの郭沫若に於ける孔子観と儒教道徳の

継承問題について〈ｐｐ84～101〉 

七  郭沫若「《周易》时代的社会生活」に於ける階級史観の発見とその政治性についてー「《周易》时代的社会

生活 上篇」の分析を中心として〈ｐｐ102～113〉 

八  郭沫若の「辛」字論の是非と展開を巡って〈ｐｐ114～126〉 

九  民国抗日戦争期に於ける郭沫若の「書」及び「文学」の論理―郭沫若に於ける「言語」「文学」「思想」の表

出としての「書」様式の史的変遷について〈ｐｐ127～15１〉 

十 抗日戦に向けての政治活動と行書・贈《屈原》表演者二首を巡って〈ｐｐ152～156〉 

Ｃ 解放後から大躍進政策までの書の在処                 

十一 抗日勝利から中華人民共和国建国期、百花斉放時に至る郭沫若の書様式の整理ー日中戦争終結から一

九五〇年代後期の様式変遷と所謂「第二期郭体」の確立時期を巡って〈ｐｐ157～173〉 

十二 郭沫若の大躍進政策期に於ける書法様式の類型とその背景についてー「漢詩」の分析を中心とした政治

性及び建築と書法との照合〈ｐｐ174～180〉 

十三 郭沫若に於ける百花斉放の文学と書ー百花斉放詩の書風を巡って 〈ｐｐ181～192〉 

十四 一九五〇年代後期から六〇年代前期にかけての郭沫若の歴史学行政・視察旅行と詩、そして書ー一九

五〇年代に誕生、一九六〇年代に確立する第三期郭体の生成過程と横幅作品の背景ついての分析的

考察〈ｐｐ193～204〉 

Ｄ 社会主義運動から文革、そして晩年に於ける書の変貌 

十五 大躍進、調整時代、一九五八年から一九六二年までの郭沫若の文学と書ー視察時に於ける第三期郭体

から第四期郭体までの過程とその詩、書の思想〈ｐｐ205～216〉 

 



十六 一九六三年から文革に至るまでの郭沫若の漢詩の在処と書ー郭沫若「満江紅」詩の社会史的意義を中心

にして〈ｐｐ217～227〉 

十七 文化大革命期に於ける郭沫若の思想変転下の詩詞と書ー蘭亭論争の行方と毛沢東との関係に於ける 

書風の変貌を巡って〈ｐｐ228～243〉 

十八 郭沫若の晩年の文学と書〈ｐｐ244～248〉 

    終章〈ｐｐ249～250〉 



 

1 
 

序
章 

 
本
論
は
、
中
国
の
約
二
百
年
前
か
ら
現
代
ま
で
の
書
法
の
変
遷
を
中
心
に
、

学
際
的
な
観
点
で
捉
え
ん
と
し
た
論
考
で
あ
り
、
主
に
中
後
半
部
か
ら
、
そ
の

時
代
を
生
き
た
郭
沫
若
の
書
を
基
軸
と
し
た
社
会
史
的
視
角
か
ら
、
分
析
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。 

俯
瞰
す
れ
ば
、
東
ア
ジ
ア
の
文
化
史
に
於
い
て
、
日
本
、
朝
鮮
半
島
、
中
国

は
、
常
に
緊
密
な
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。 

遅
く
と
も
漢
代
に
は
、
日
中
の
文
化
の
行
き
来
は
確
認
で
き
、
そ
れ
は
、
儒

教
、
仏
教
等
の
吸
収
過
程
か
ら
も
大
ま
か
に
推
察
で
き
る
。 

日
本
に
於
い
て
中
国
か
ら
の
文
化
の
摂
取
は
、
個
別
事
象
を
除
い
て
主
に
時

の
為
政
者
に
拠
る
が
、
そ
の
時
代
の
環
境
、
時
代
情
勢
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
民
族
特
有
の
形
で
、
変
化
し
て
受
容
さ
れ
た
。 

書
に
於
い
て
も
、
現
代
に
行
わ
れ
る
「
臨
書
」
と
古
代
に
お
け
る
「
臨
書
」

に
対
す
る
思
念
の
違
い
を
は
じ
め
、
古
代
か
ら
近
現
代
ま
で
の
歴
史
上
の
人
物

の
「
書
」
に
現
れ
る
「
思
想
」
を
時
代
、
地
域
、
文
化
等
の
そ
れ
ぞ
れ
の
背
景

の
も
と
に
、
王
羲
之
、
顔
真
卿
、
聖
徳
太
子
、
副
島
種
臣
、
毛
沢
東
な
ど
、
日

中
の
能
書
家
の
「
書
」
か
ら
解
き
明
か
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。 

基
本
的
に
は
、
中
国
か
ら
日
本
へ
と
い
う
流
れ
が
近
世
ま
で
の
主
な
潮
流
で

あ
る
が
、
近
代
か
ら
は
、
そ
の
潮
流
は
底
流
と
し
て
保
守
さ
れ
な
が
ら
も
、
西

洋
文
化
の
受
容
と
言
う
文
脈
で
、
日
本
か
ら
中
国
へ
と
逆
流
を
見
せ
、
帝
国
日

本
は
、
中
国
革
命
の
拠
点
的
な
地
と
し
て
、
そ
の
文
化
的
な
葛
藤
の
場
と
し
て

機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
実
態
は
、
明
治
か
ら
の
北
京
、
東
京
の
帝
都
政
権
外
交
ル
ー
ト
、
ま
た

江
戸
以
来
の
所
謂
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
モ
ダ
ン
ロ
ー
ド
」
広
州
、
上
海
、
長
崎
、

神
戸
、
横
浜
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
、
中
国
の
旧
文
化
と
共
に
、
新
文
化
も
日
本
に

経
済
的
側
面
と
共
に
流
入
し
て
い
た
。 

取
り
分
け
、
こ
の
二
〇
〇
年
は
、
中
国
清
朝
の
旧
文
化
が
帝
都
政
権
ル
ー
ト

と
広
州
ル
ー
ト
を
通
じ
て
も
遣
り
取
り
さ
れ
、
保
守
派
、
進
歩
派
、
超
進
歩
派

と
鬩
ぎ
合
い
を
見
せ
な
が
ら
相
互
に
影
響
し
、
そ
の
拮
抗
の
中
で
、
淘
汰
さ
れ

て
い
く
変
貌
の
時
代
で
あ
っ
た
と
も
観
念
で
き
る
。 

そ
の
中
で
、
清
朝
か
ら
の
北
洋
政
府
、
中
華
民
国
、
そ
し
て
本
稿
で
後
の
中

華
人
民
共
和
国
で
指
導
的
立
場
に
立
っ
た
、
郭
沫
若
を
基
軸
に
論
を
構
成
す
る
。 

書
法
的
に
言
え
ば
、
保
守
派
の
帖
学
派
、
進
歩
派
の
碑
学
派
、
そ
れ
を
超
克

す
る
共
産
党
の
書
と
し
て
、
内
省
の
書
、
大
衆
の
書
か
ら
、
実
学
の
政
治
的
プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
書
と
し
て
、
こ
の
二
〇
〇
年
を
か
け
て
結
実
し
た
の
で
あ
る
。 

書
と
は
、
そ
も
そ
も
歴
史
的
に
士
大
夫
の
芸
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
人
民
の

芸
術
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
主
的
な
芸
術
と
し
て
の
実
験
が
な
さ
れ
、
さ
ら

に
も
う
一
方
で
民
族
文
化
遺
産
の
継
承
、
国
学
へ
の
郷
愁
と
し
て
そ
の
立
場
を

形
成
し
て
い
る
が
、
為
政
者
の
書
、
政
治
、
文
学
、
学
問
、
芸
術
を
ト
ー
タ
ル

な
教
養
体
系
と
し
て
有
す
る
文
人
の
書
と
し
て
は
、
郭
沫
若
が
管
見
で
は
象
徴

的
な
最
後
の
文
人
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

士
大
夫
時
代
の
清
朝
と
そ
の
遺
老
、
革
命
派
、
そ
し
て
共
産
党
、
三
本
の
矢

が
、
交
錯
し
、
そ
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
担
う
人
民
共
和
国
の
郭
沫
若
に
よ
っ
て
収

斂
さ
れ
て
い
く
姿
を
、
近
現
代
書
法
史
の
中
核
と
し
て
跡
付
け
る
。 

 

論
を
大
き
く
四
段
に
分
け
て
構
成
し
た
が
、
そ
の
概
要
を
示
す
と
以
下
の
通

り
で
あ
る
。 

 

Ａ 
 

二
百
年
前
か
ら
郭
沫
若
に
至
る
ま
で
の
中
国
学
芸
の
演
繹 

中
国
、
ま
た
東
ア
ジ
ア
が
近
代
を
迎
え
る
約
二
百
年
前
か
ら
、
急
激
な
西
洋

化
が
始
ま
っ
た
。 

そ
の
影
響
は
中
国
の
政
治
思
想
を
も
変
容
さ
せ
、
そ
の
経
学
が
様
変
わ
り
し

て
い
く
が
、
そ
れ
と
共
振
す
る
よ
う
に
書
論
も
変
貌
を
遂
げ
る
。 

本
稿
で
は
、
そ
の
経
世
致
用
の
政
治
思
想
が
書
論
に
現
れ
る
の
を
清
の
道
光

期
広
州
の
阮
元
の
北
碑
南
帖
論
と
仮
定
し
、
そ
の
民
本
主
義
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
る
こ
と
か
ら
稿
を
起
こ
し
た
。 
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そ
し
て
そ
れ
ら
民
本
化
、
大
衆
化
の
思
想
（
西
洋
化
の
濫
觴
）
の
影
響
を
受

け
た
、
康
有
為
、
孫
文
、
楊
守
敬
、
王
国
維
、
羅
振
玉
、
蒋
介
石
な
ど
が
、
中

国
か
ら
亡
命
、
留
学
し
、
日
本
と
い
う
場
に
お
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
実
学
思
想

を
促
進
さ
せ
、
様
々
な
書
の
華
を
開
花
さ
せ
た
。
そ
の
潮
流
を
、
進
歩
派
の
碑

学
派
、
保
守
派
の
帖
学
派
、
超
進
歩
派
の
共
産
党
員
の
書
と
し
て
三
つ
に
類
型

化
し
、
社
会
思
想
史
的
に
観
念
化
を
図
っ
た
。 

そ
の
中
か
ら
モ
デ
ル
と
し
て
、
彼
ら
よ
り
ひ
と
世
代
後
に
な
る
が
、
後
の
中

華
人
民
共
和
国
の
指
導
的
な
立
場
を
取
る
こ
と
に
な
る
郭
沫
若
を
、
中
盤
か
ら

の
骨
子
と
し
て
取
り
上
げ
る
。 

 Ｂ 

在
日
時
代
か
ら
抗
日
戦
ま
で
の
郭
沫
若
の
学
問
と
書
法 

先
ず
帝
都
日
本
と
中
国
革
命
と
の
関
係
を
、
留
学
生
を
中
心
に
俯
瞰
し
、
そ

の
一
人
で
あ
る
郭
沫
若
の
留
学
、
亡
命
時
代
に
お
い
て
、
日
本
に
於
い
て
ど
の

様
な
影
響
を
学
芸
共
に
受
け
た
か
を
分
析
す
る
。
郭
に
と
っ
て
の
日
本
留
学
の

意
義
を
、
同
時
代
あ
る
い
は
前
後
す
る
時
代
の
中
国
か
ら
の
留
学
生
の
な
か
で

位
置
付
け
た
。 

一
度
目
の
留
学
期
の
書
の
作
品
は
管
見
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
当

時
、
陽
明
学
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

後
に
、
北
伐
に
伴
い
中
国
に
帰
国
す
る
も
、
蒋
介
石
と
の
決
別
に
よ
っ
て
思

想
が
決
定
的
に
変
化
し
、
再
度
日
本
に
亡
命
。
西
洋
思
想
の
マ
ル
ク
ス
主
義
に

よ
る
歴
史
、
甲
骨
金
文
研
究
に
専
心
、
ま
た
日
本
の
左
翼
人
士
と
交
流
し
、
日

本
の
警
視
庁
の
監
視
下
に
置
か
れ
た
。 

当
時
の
蒋
介
石
思
想
批
判
、
唯
物
歴
史
学
、
文
字
学
に
つ
い
て
も
少
し
く
分

析
し
た
。 

特
に
周
易
の
解
釈
、
甲
骨
文
「
辛
」
字
を
中
心
に
論
究
し
、
殷
代
の
奴
隷
制

社
会
に
つ
い
て
の
歴
史
哲
学
を
確
認
し
た
。
ま
た
そ
の
当
時
に
残
し
た
書
が
、

東
京
三
鷹
の
ア
ジ
ア
ア
フ
リ
カ
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
書
と
書
学

に
つ
い
て
も
論
述
す
る
。 

そ
の
後
日
中
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
再
度
帰
国
、
抗
日
文
化
宣
伝
の
責
任
者
と

し
て
そ
の
書
の
持
つ
意
味
も
、
単
な
る
趣
味
で
は
な
く
、
経
世
致
用
の
政
治
的

役
割
を
担
い
、
所
謂
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
化
し
、
第
一
次
郭
体
を
形
成
す
る
。
そ
の

第
一
次
郭
体
と
は
、
旧
文
化
（
文
語
）
へ
の
白
話
体
の
導
入
と
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
。
つ
ま
り
中
華
民
族
に
と
っ
て
の
文
化
の
生
命
線
を
、
日
本
な
ど
周
辺
諸

国
の
漢
文
と
は
一
線
を
画
し
、
郭
沫
若
は
白
話
に
求
め
て
い
た
と
も
解
せ
ら
れ

る
。 

 

総
じ
て
本
稿
で
言
う
「
郭
体
」
と
は
、
抗
日
戦
以
後
の
、
実
学
な
政
治
性
を

帯
び
た
書
法
様
式
か
ら
定
義
を
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
、
郭

沫
若
が
立
場
的
に
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
に
入
り
、「
文
化
」

を
政
治
利
用
す
る
経
世
致
用
を
担
う
為
政
者
側
の
任
に
本
格
的
に
就
い
た
こ
と

を
意
味
し
、
そ
れ
以
前
の
書
は
、
概
ね
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
所
謂
伝
統
中
華

的
な
「
文
人
趣
味
」
「
国
学
」
「
国
粋
主
義
」
に
よ
る
個
人
的
「
趣
味
」
に
よ

っ
て
解
消
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
こ
の
後
者
の
文
脈
的
な
視
角
に

よ
る
分
析
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。 

 

Ｃ 

解
放
後
か
ら
大
躍
進
政
策
ま
で
の
書
の
在
処 

 
 
 
 
 
 

そ
の
後
日
中
戦
争
終
結
、
国
共
内
戦
を
経
て
中
華
人
民
共
和
国
の
要
職
に
就

き
、
文
化
行
政
の
リ
ー
ダ
と
な
っ
て
、
文
字
言
語
政
策
を
主
導
。
当
時
の
書
は

そ
の
模
索
ぶ
り
を
顕
著
に
表
す
多
様
な
実
験
作
が
多
い
。 

そ
し
て
一
九
五
五
年
、
そ
の
政
策
が
一
区
切
り
つ
き
、
百
花
斉
放
時
代
に
突

入
す
る
。
そ
の
当
時
の
書
は
、
学
術
の
復
興
と
芸
術
と
し
て
の
書
を
謳
歌
す
る

が
如
く
、
抗
日
戦
争
以
前
の
文
語
体
の
書
風
が
盛
り
込
ま
れ
、
裂
帛
の
気
迫
と

伸
縮
を
伴
う
爆
発
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
第
二
期
郭
体
を
形
成
し
て
い

る
。
抗
日
戦
か
ら
の
周
恩
来
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
。 

し
か
し
、
そ
の
後
の
反
右
闘
争
に
伴
い
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
衰
え
、
そ
の
書
風

は
や
や
お
と
な
し
い
白
話
体
書
風
に
少
し
く
揺
れ
戻
る
第
三
期
郭
体
へ
と
変
遷

す
る
。
そ
の
頃
、
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
の
中
で
、
中
国
各
地
に
そ
の
書
を

残
す
こ
と
に
な
る
。 
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 Ｄ 

社
会
主
義
運
動
か
ら
文
革
、
そ
し
て
晩
年
に
於
け
る
書
の
変
貌 

そ
し
て
一
九
六
三
年
の
満
江
紅
詞
の
発
表
以
降
、
孤
立
す
る
国
際
情
勢
の
中

で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ま
た
毛
沢
東
の
復
権
を
後
押
し
す
る
よ
う
な
作
品
が

多
作
さ
れ
、
詩
よ
り
詞
が
増
え
る
道
程
の
中
で
、
再
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
溢
れ
る

第
四
期
郭
体
へ
と
姿
を
変
え
て
、
文
革
へ
と
突
入
す
る
。
こ
れ
は
、
文
白
の
綱

引
き
と
言
う
よ
り
、
旧
文
化
の
存
亡
を
か
け
て
、
如
何
に
そ
の
存
在
感
を
示
す

か
と
言
う
意
義
の
あ
る
姿
で
あ
り
、
書
の
本
質
の
一
面
で
あ
る
「
権
力
へ
の
奉

仕
」
を
見
事
に
体
現
し
た
、
華
や
か
で
派
手
さ
を
志
向
す
る
様
式
と
も
言
え
る
。 

ま
た
些
か
専
門
的
で
見
解
の
分
か
れ
る
点
で
あ
る
が
、
碑
石
学
派
の
発
展
と
、

金
石
学
の
西
洋
考
古
学
と
の
接
触
に
と
も
な
う
変
質
の
中
で
、
郭
沫
若
を
い
か

に
位
置
付
け
る
か
、
ま
た
古
典
と
し
て
賞
玩
さ
れ
て
き
た
王
羲
之
『
蘭
亭
序
』

な
ど
の
諸
写
本
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
論
争
に
、
郭
が
い
か
に
関
与
し
、
そ
こ

に
は
い
か
な
る
政
治
的
・
時
代
的
背
景
が
潜
在
し
て
い
た
か
等
の
論
点
か
ら
も

考
察
を
加
え
た
。 

そ
の
後
、
文
革
に
至
り
郭
沫
若
は
詩
の
制
作
を
辞
め
、
毛
沢
東
の
得
意
と
す

る
詞
の
制
作
は
続
け
る
が
、
そ
の
書
風
も
毛
沢
東
風
の
狂
草
体
、
所
謂
文
革
前

期
書
風(

第
五
期
郭
体)

へ
と
移
り
、
そ
の
書
が
残
さ
れ
る
の
は
、
文
革
初
期
の

も
の
の
み
で
、
文
革
中
後
期
の
書
は
、
詞
の
存
在
と
裏
腹
に
姿
を
消
す
。
そ
し

て
文
革
終
結
後
、
ま
た
詩
と
共
に
姿
を
現
わ
す
が
、
そ
れ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

衰
え
た
、
文
革
後
期
書
風(

第
六
期
郭
体)

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

最
晩
年
一
九
七
〇
年
代
の
第
七
期
の
書
風
は
、
日
中
の
和
平
の
使
者
、
外
交

官
と
し
て
の
最
後
の
書
風(

第
七
期
郭
体)

だ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
郭
沫
若
の
書
は
、
抗
日
戦
か
ら
そ
の
最
期
に
い
た
る

ま
で
、
「
経
世
致
用
」
の
書
で
あ
り
、
近
代
か
ら
継
承
さ
れ
た
最
後
の
文
人
の

書
と
言
え
よ
う
。 

ま
た
建
国
以
後
は
毛
沢
東
の
権
力
と
比
例
し
て
、
賛
歌
、
そ
し
て
闘
争
と
し

て
、
そ
の
書
が
躍
動
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
も
、
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
現
代
中
国
の
書
法
は
、
経
世
致
用
か
ら
（
復
古
的
言
語
運
動
と
い
う

文
脈
で
も
な
く
）
人
民
の
芸
術
と
し
て
、
す
で
に
確
た
る
地
位
に
移
行
し
つ
つ

あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
近
現
代
中
国
の
「
経
世
致
用
」
思
想
と
書
法
の
展
開
を
最
も

具
に
一
覧
で
き
、
そ
の
時
代
時
代
の
影
響
を
強
く
受
け
た
郭
沫
若
の
書
法
を
中

心
に
、
日
中
文
化
交
流
史
を
踏
ま
え
た
上
で
、
東
ア
ジ
ア
の
近
現
代
の
書
の
変

貌
と
し
て
鳥
瞰
す
る
。 
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Ａ 

二
百
年
前
か
ら
郭
沫
若
に
至
る
ま
で
の 

中
国
学
芸
の
演
繹
ー 

 

第
一
章 
前
近
代
か
ら
の
碑
学
派
と
帖
学
派
の
潮
流
及
び 

実
学
思
想
と
書
法 

一 

貶
南
尚
北
の
美
学1 

 

阮
元
書
論
の
意
義 

 

書
論
史
を
通
観
し
た
と
き
、
こ
れ
ほ
ど
の
衝
撃
を
与
え
う
る
論
文
を
著
し
た

人
物
は
、
他
に
類
例
を
見
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
阮
元(

一
七
六
四
ー
一
八

四
九)

と
い
う
本
格
派
の
経
学
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
そ
の
偉
業
は
、
後
世
の
歴

史
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
阮
元
は
清
朝
、
乾
隆
五
四
年
の
進

士
で
道
光
期
に
は
致
仕
し
て
太
傅
を
加
え
ら
れ
た
高
級
官
僚
で
あ
り
、
学
問
界

に
も
大
き
な
業
績
を
残
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
十
三
経
注
疏
校
勘
記
』『
経
籍
篹

詁
』
『
皇
清
経
解
』
『
積
古
齋
鐘
鼎
彝
器
款
識
』
『
両
浙
金
石
志
』
『
揅
経
室
集
』

や
畢
沅
と
共
編
し
た
『
山
左
金
石
志
』
な
ど
の
著
述
は
然
る
事
な
が
ら
、『
南
北

書
派
論
』『
北
碑
南
帖
論
』
と
い
う
書
論
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
阮
元
の
学
風
の

一
端
を
示
す
も
の
と
言
え
る
。
漢
学
を
尊
び
宋
学
を
排
し
た
学
問
的
姿
勢
、
ま

た
経
史
、
金
石
に
精
通
し
た
そ
の
学
殖
を
背
景
と
し
て
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
、

書
に
於
け
る
新
た
な
知
見
を
齎
し
て
お
り
、
ま
た
従
来
の
王
朝
単
位
で
な
さ
れ

て
き
た
書
史
の
認
識
方
法
を
打
ち
破
り
、
地
理
文
化
史
的
な
観
点
に
よ
っ
て
南

北
を
二
分
し
た
手
法
は
、
当
時
の
書
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
清
新
で
あ
っ
た
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
後
世
、
そ
の
書
論
は
実
証
主
義
的
な
論
調
か
ら

多
く
の
批
判
、
是
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
阮
元

と
い
う
人
物
総
体
と
の
関
係
論
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
や
、
当
時
何
故
に
そ
の

説
が
提
出
さ
れ
た
か
と
い
う
真
意
を
見
抜
く
こ
と
が
、
最
優
先
の
課
題
で
あ
る

よ
う
に
思
う
。 

 

尚
古
思
想
と
金
石
学
的
視
座 

 

上
古
の
姿
に
思
い
を
馳
せ
、
そ
の
理
想
像
を
復
元
せ
ん
と
こ
と
を
期
し
て
、

そ
の
礎
と
な
る
事
実
を
追
い
求
め
経
学
・
史
学
の
原
典
批
判
が
行
わ
れ
る
の
は

漢
学(

樸
学)

の
常
道
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
よ
り
客
観
的
、
実
証
的
に
行
う

た
め
、
確
実
な
資
料
と
な
る
金
石
文
へ
の
研
究
が
一
世
を
風
靡
し
た
の
は
、
所

謂
清
朝
考
証
学
と
称
さ
れ
る
学
風
が
席
捲
し
た
只
中
に
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て

お
り
、
そ
の
学
問
の
副
産
物
と
し
て
当
書
論
は
登
場
す
る
。『
南
北
書
派
論
』
の

第
一
声
、 

 

元
謂
、
書
法
遷
變
、
流
派
混
淆
、
非
溯
其
源
、
曷
返
于
古
。 

(

大
意)

わ
た
く
し
阮
元
の
み
る
と
こ
ろ
、
書
法
の
変
遷
、
流
派
の
混
乱
は
、
さ

か
の
ぼ
っ
て
そ
の
源
を
た
ず
ね
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
い
に
し
え
に
立
ち

返
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

と
あ
る
の
は
、
そ
の
復
古
主
義
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
中

原
の
古
法
」
と
し
て
北
派
の
書
を
高
く
評
価
す
る
視
座
は
、『
積
古
齋
鐘
鼎
彝
器

款
識
』
『
山
左
金
石
志
』
『
両
浙
金
石
志
』
が
示
す
よ
う
に
古
代
へ
の
遡
及
志
向

を
背
景
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
系
脈
に
あ
る
漢
代
の
書
法
を
よ
し
と
す
る
美
意
識

に
連
鎖
し
、
そ
れ
は
同
書
で
北
朝
の
書
に
つ
い
て
、 

 

惟
是
遭
時
離
亂
乱
、
體
格
猥
拙
、
然
其
筆
法
、
勁
正
遒
秀
、
往
往
畫
右
出

鋒
、
猶
如
漢
隷
。
其
書
碑
誌
、
不
署
書
者
之
名
、
即
此
一
端
、
亦
守
漢
法
。 

(
大
意)

た
だ
動
乱
の
時
代
に
遭
遇
し
た
た
め
に
、
書
品
は
猥
拙
だ
け
れ
ど
も
、

し
か
し
筆
法
は
力
強
く
遒
秀
で
あ
り
、
往
々
に
し
て
画
の
右
に
鋒
を
出
し
、

漢
代
の
隷
書
の
趣
が
あ
る
。
碑
誌
を
か
い
て
も
書
者
の
名
を
し
る
さ
な
い
、

と
い
う
一
事
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
よ
う
が
、
や
は
り
漢
法
を
守
っ
て
い
る
。 
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と
述
べ
る
よ
う
に
、
漢
代
隷
書
の
面
影
を
残
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
た
と
観
念

さ
れ
る
金
石
文
字
の
美
学
に
他
な
ら
な
い(

図
１)

。 
ま
た
そ
の
北
碑
を
評
し
た
「
方
厳
」「
方
正
」
な
ど
方
筆
（
四
角
張
っ
た
筆
使

い
）
を
連
想
さ
せ
る
術
語
も
『
南
北
書
派
論
』『
北
碑
南
帖
論
』
が
起
草
さ
れ
る

直
前
に
記
さ
れ
た
「
摹
刻
天
發
神
讖
碑
跋
」
（
図
２
）
の
中
で
、 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

              
 

  

其
字
體
乃
合
篆
、
隷
而
取
方
折
之
勢
、
疑
即
八
分
書
也
。
八
分
書
起
于
隷

字
之
後
、
而
其
筆
法
篆
多
于
隷
。
是
中
郎
所
造
、
以
存
古
法
。
惜
人
不
能

學
之
也
。
北
朝
碑
額
往
往
有
酷
似
此
者
。
魏
齊
諸
碑
出
于
漢
魏
三
国
、
隋

唐
以
後
、
歐
褚
諸
體
實
魏
齊
諸
碑
之
苗
裔
。
而
神
讖
之
體
亦
開
其
先
、
學

者
罕
究
其
原
流
矣
。 

 

(

大
意)

そ
の
字
体
は
篆
書
と
隷
書
を
兼
ね
備
え
、
方
折
の
筆
法
を
取
っ
て
い
る
。

多
分
こ
れ
が
八
分
な
の
で
あ
ろ
う
。
八
分
は
隷
書
の
後
か
ら
起
こ
り
、
そ

の
筆
法
は
隷
書
よ
り
篆
書
の
方
が
多
い
。
蔡
邕
が
造
っ
た
も
の
で
、
古
法

を
残
し
て
い
る
。
残
念
な
の
は
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

北
朝
の
碑
額
は
し
ば
し
ば
こ
れ
に
酷
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
魏
斉
の
諸
碑

は
漢
、
魏
、
三
国
か
ら
出
て
、
隋
、
唐
以
後
、
欧
陽
詢
、
褚
遂
良
の
各
字

体
は
実
は
魏
斉
の
諸
碑
の
子
孫
で
あ
る
。
こ
の
天
發
神
讖
碑
の
字
体
が
そ

の
先
陣
を
切
っ
た
も
の
で
あ
り
、
学
者
も
ま
れ
に
そ
の
源
流
を
理
解
し
て

い
る
。 

 

と
あ
り
、
こ
こ
に
あ
る
「
方
折
」
も
隷
書
に
ゆ
か
り
の
あ
る
書
法
で
あ
り
、
そ

れ
が
阮
元
の
美
意
識
の
源
泉
に
な
っ
て
い
た
こ
と
は
論
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う2

。 
 

 

そ
し
て
そ
の
南
北
二
派
の
分
類
は
、 

 

元
、
二
十
年
來
、
留
心
南
北
碑
石
、
證
以
正
史
。 

(

大
意)

わ
た
く
し
阮
元
は
二
十
年
来
、
南
北
の
碑
石
を
研
究
し
、
正
史
に
よ
る

裏
づ
け
を
試
み
て
い
る
。 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
正
史
と
の
照
合
に
よ
っ
て
自
説
を
裏
付
け
た
と
す
る
自
負
を

込
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
阮
元
の
書
論
は
、
そ
の
思
想
の
中
核
に

学
問
的
精
神
を
宿
し
た
書
論
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

北
派
優
勢
意
識
と
唐
宋
分
岐
論 

 

阮
元
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
南
北
二
分
の
書
派
の
流
れ
を
具
体
的
に
見
て
み
る

図 1 図 2 
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と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
魏
晋
以
後
、
鐘
繇
・
衛
瓘
を
同
源
に
し
て
以
後
二
派

に
分
類
さ
れ
る
と
し
、
南
派
は
東
晋
を
起
点
に3

、
王
羲
之
・
王
献
之
・
僧
虔
等

か
ら
智
永
・
虞
世
南
に
至
り
、
北
派
は
索
靖
・
崔
悦
・
盧
諶
・
高
遵
・
沈
馥
・

姚
元
標
・
趙
文
深
・
丁
道
護
か
ら
欧
陽
詢
・
褚
遂
良
へ
と
系
譜
付
け
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、 

 

南
派
不
顯
于
隋
、
至
貞
觀
始
大
顯
。 

(

大
意)

南
派
は
隋
代
に
は
振
る
わ
ず
、
唐
の
貞
観
年
間
に
な
っ
て
大
い
に
盛
ん

に
な
っ
た
。 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
唐
代
に
な
っ
て
初
め
て
の
南
派
勢
力
の
拡
大
を
認
め
て
お
り
、

こ
の
分
岐
論
が
『
南
北
書
派
論
』
を
通
じ
て
の
一
つ
の
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、 

至
唐
初
、
太
宗
獨
善
王
羲
之
書
、
虞
世
南
最
爲
親
近
、
始
令
王
氏
一
家
、

兼
掩
南
北
矣
。 

(

大
意)

唐
の
初
め
に
な
っ
て
、
太
宗
が
と
り
わ
け
王
羲
之
を
称
賛
し
、
虞
世
南

を
親
任
し
た
た
め
、
は
じ
め
て
王
氏
一
族
の
書
法
が
南
北
に
ゆ
き
わ
た
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

と
し
、
唐
太
宗
の
王
羲
之
称
揚
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
南
派
に
該
当
す
る
虞
世
南

へ
の
親
任
に
よ
っ
て
、
南
北
つ
ま
り
中
国
全
土
が
そ
の
色
に
染
め
ら
れ
た
と
し
、

そ
の
初
例
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
前
文
で
、 

 

然
歐
褚
諸
賢
、
本
出
北
派
、
洎
唐
永
徽
以
後
、
直
至
開
成
、
碑
版
石
經
、

尚
沿
北
派
餘
風
焉
。 

(

大
意)

し
か
し
な
が
ら
欧
陽
詢
や
褚
遂
良
た
ち
は
、
も
と
も
と
北
派
の
出
身
で

あ
り
、
唐
の
永
徽
以
後
開
成
年
間
に
至
る
ま
で
、
碑
版
や
石
経
に
は
、
北

派
の
遺
風
が
用
い
ら
れ
た
。 

 

と
述
べ
ら
れ
て
い
た
り
、
さ
ら
に
下
文
で
は
、 

 

然
此
時
、
王
派
雖
顯
、
縑
楮
無
多
、
世
間
所
習
、
猶
爲
北
派
。 

(

大
意)

し
か
し
こ
の
と
き
王
派
が
顕
彰
さ
れ
た
が
、
書
跡
の
数
が
多
く
な
か
っ

た
の
で
、
民
間
一
般
で
な
ら
っ
た
の
は
、
や
は
り
北
派
で
あ
っ
た
。 

 

と
、
太
宗
の
趣
向
に
よ
っ
て
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
っ
た
と
す
る
も
の
の
、
唐
代
を
代

表
す
る
そ
の
キ
ー
パ
ン
サ
ー
と
し
て
欧
陽
詢(

図
３
）
・
褚
遂
良
を
論
い
、
そ
の

来
源
が
北
派
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
り4

、
さ
ら
に
「
民
間
」
で
用
い
ら
れ
た

の
は
未
だ
北
派
で
あ
っ
た
と
す
る
唐
代
北
派
優
勢
説
に
終
始
し
て
い
る
こ
と
は

特
筆
に
値
す
る
。
ま
た
阮
元
に
と
っ
て
の
一
つ
目
の
矛
先
が
唐
太
宗
に
向
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
や
「
民
間
」
の
書
現
象
へ
の
配
慮
は
、
そ
の
政
治
思
想
を
読
み

解
く
上
で
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
実
際
に
南
派
が
主
流
と
な
る
の
は
、 

 

趙
宋
閣
帖
盛
行
、
不
重
中
原
碑
版
。
於
是
北
派
愈
微
矣
。 

(

大
意)

宋
代
に
は
『
淳
化
閣
帖
』
が
も
て
は
や
さ
れ
、
中
原
の
碑
版
を
重
視
し

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
北
派
は
ま
す
ま
す
衰
微
し
た
。 

 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
南
派
の
美
意
識
を
内
包
し
た
宋
代
の
『
淳
化
閣
帖
』(

図
４)

の
出
現
を
北
派
衰
微
の
強
い
要
因
と
考
え
て
い
る
。
さ
ら
に
下
文
で
、 

 

宋
以
後
學
者
昧
于
書
、
有
南
北
兩
派
之
分
、
而
以
唐
初
書
家
、
擧
而
盡
屬

羲
獻
。
豈
知
歐
褚
齊
隋
、
近
接
魏
周
、
中
原
文
物
、
具
有
淵
源
、
不
可
合

而
一
之
也
。 

(
大
意)

宋
以
後
の
学
者
は
、
書
に
南
北
両
派
の
区
別
が
あ
る
の
に
気
付
か
ず
、

唐
初
の
書
家
を
一
人
残
ら
ず
全
て
王
羲
之
・
王
献
之
の
系
統
と
考
え
た
。

ど
う
し
て
欧
陽
詢
・
褚
遂
良
が
、
北
斉
・
隋
の
世
に
生
長
し
、
北
魏
・
北

周
に
近
接
し
て
い
た
こ
と
、
中
原
の
文
物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
淵
源
が
あ
り
、
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ま
と
め
て
一
つ
に
で
き
な
い
こ
と
な
ど
、
知
っ
て
い
よ
う
か
。 

 
と
あ
り
、
当
論
が
宋
以
後
の
学
者
、
つ
ま
り
そ
れ
に
連
な
る
阮
元
に
と
っ
て
の

「
現
在
」
の
学
者
た
ち
の
書
法
情
勢
に
向
け
ら
れ
た
問
題
意
識
の
発
露
で
あ
る

こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

阮
元
の
「
南
派
」「
南
帖
」
批
判 

書
論
と
は
、
文
学
で
あ
る
。
よ
っ
て
そ
の
第
一
声
に
発
せ
ら
れ
る
文
言
は
、

そ
の
論
説
全
体
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

『
北
碑
南
帖
論
』
に
於
い
て
、 

 

古
石
刻
紀
帝
王
功
德
、
或
爲
卿
士
銘
德
位
、
以
佐
史
學
。
是
以
古
人
書
法
、

未
有
不
托
金
石
以
傳
者
。 

(

大
意)

古
の
石
刻
に
は
、
帝
王
の
功
徳
が
書
き
つ
け
ら
れ
、
あ
る
い
は
卿
相
の

た
め
に
そ
の
徳
義
や
官
位
が
書
き
し
る
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
歴
史
の
研

究
に
役
立
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
古
人
の
書
法
は
、
す
べ
て
金
石
に
刻

ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
わ
っ
た
。 

 

と
あ
る
の
は
、
阮
元
の
書
学
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
金
石
美
学

の
開
眼
で
あ
っ
た
こ
と
は
贅
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
当
書
論
が
そ
の

一
点
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、「
貶
南
尚
北
」
の
体
裁
を
取
っ
て
い
る
事
実
は
、
そ

の
政
治
性
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
れ
が
よ
り
根
深
い
思
想
的
背
景
を
有
し
て
い

た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
具
体
的
に
言
う
な
ら
ば
、
そ
れ
は
経
学
を

は
じ
め
と
す
る
学
術
、
文
化
の
南
北
対
峙
に
呼
応
す
る
が
如
く
、
書
法
も
そ
の

枠
組
み
に
収
め
る
こ
と
が
所
期
の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
構
想
を

成
し
遂
げ
る
た
め
に
北
碑
と
対
照
に
た
る
南
派
像
を
措
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
命
題
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う5

。
で
は
阮
元
に
よ
る
そ

の
「
南
派
」
「
南
帖
」
、
そ
の
批
判
の
実
態
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
同
書
で
、 

 

閣
帖
晉
人
尺
牘
、
非
釋
文
不
識
。
苟
非
世
族
相
習
成
風
、
當
時
啓
事
、
彼

此
何
以
能
識
。 

(
大
意)

『
淳
化
閣
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
晋
人
の
書
簡
は
、
釈
文
が
な
け
れ
ば
読 

め
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
書
体
を
習
い
、
使
い
な
れ
た
世
族
で
な
け
れ 

ば
、
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な
啓
事
な
ど
、
ど
う
し
て
互
い
に
読
む
こ
と
が
で 

き
よ
う
か
。 

 

図 3 図 4 
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と
あ
る
よ
う
に
そ
の
可
読
性
に
伴
う
特
権
化
へ
の
異
議
、
ま
た
『
南
北
書
派
論
』

で
、 

宋
帖
展
轉
摩
勒
、
不
可
究
詰
、
漢
帝
秦
臣
之
蹟
、
並
由
虚
造
。 

(

大
意)
宋
帖
は
つ
ぎ
つ
ぎ
と
翻
刻
さ
れ
、
原
本
の
真
相
を
つ
き
と
め
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
漢
の
帝
王
や
秦
の
名
臣
の
筆
跡
な
ど
、
ど
れ
も
偽
作
で
あ

る
。 

 と
述
べ
る
よ
う
に
、
法
帖
氾
濫
に
よ
る
「
美
」
の
原
形
の
喪
失
と
偽
物
の
混
在

を
挙
げ
て
い
る
。 

し
か
し
そ
の
批
判
の
根
拠
は
、
よ
り
根
深
い
と
こ
ろ
に
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
終
文
で
、 

 

庶
幾
漢
魏
古
法
、
不
爲
俗
書
所
掩
。
不
亦
褘
歟
。 

(

大
意)

漢
・
魏
の
古
法
が
俗
書
の
た
め
に
隠
蔽
さ
れ
な
い
よ
う
に
と
、
願
っ

て
止
ま
な
い
。
北
派
が
顕
彰
さ
れ
る
こ
と
は
な
ん
と
す
ば
ら
し
い
こ
と
で

は
な
い
か
。 

 と
総
括
す
る
よ
う
に
、
そ
の
南
派
の
書
を
「
俗
書
」
と
卑
下
し
た
実
相
は
、
韓

愈
の
「
石
鼓
歌
」
で
、 

羲
之
の
俗
書
は
、
姿
の
媚び

た
る
を
趁お

う
。 

と
あ
る
の
を
典
故
と
し
た
王
羲
之
批
判
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
も
復

古
的
経
学
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
よ
う
な
感
性
が
看
取
さ
れ
る
。 

経
学
的
美
意
識
の
希
求 

 

阮
元
は
確
か
に
北
派
を
顕
彰
し
、
南
派
の
流
れ
を
貶
め
て
い
る
が
、
一
方
で

南
朝
の
書
を
『
南
北
書
派
論
』
の
中
で
、 

 

南
派
乃
江
左
風
流
、
疏
放
妍
妙
、
長
于
啓
牘
、
減
筆
至
不
可
識
。 

(

大
意)

南
は
江
左
の
風
流
で
あ
り
、
奔
放
に
し
て
美
し
く
た
え
な
る
あ
り
さ
ま

で
、
書
簡
に
適
し
て
お
り
、
字
画
が
省
略
さ
れ
て
識
別
で
き
な
い
。 

 

と
あ
り
、
可
読
性
の
批
判
へ
と
集
約
さ
れ
て
し
ま
う
文
脈
で
は
あ
る
が
、
そ
の

中
で
そ
の
書
美
を
幾
ら
か
は
認
め
て
い
る
。
で
は
阮
元
の
貶
南
尚
北
の
観
念
を

支
え
る
心
底
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
同
書
で
、 

 

北
朝
族
望
質
朴
、
不
尚
風
流
、
拘
守
舊
法
、
罕
肯
通
變
。 

(

大
意)

北
朝
の
名
族
は
質
朴
で
風
流
を
尊
ば
ず
、
か
た
く
な
に
旧
来
の
書
法
を

守
っ
て
、
変
化
を
求
め
よ
う
と
し
な
い
。 

 

と
あ
り
、
さ
ら
に
同
書
の
終
盤
の
局
面
に
入
り
、 

 

南
北
朝
經
學
、
本
有
質
實
輕
浮
之
別
、
南
北
朝
史
家
、
亦
毎
以
夷
虜
互
相

詬
詈
。
書
派
攸
分
、
何
獨
不
然
。 

(

大
意)

南
朝
と
北
朝
の
経
学
に
は
、
も
と
も
と
軽
薄
と
質
実
と
い
っ
た
学
風
の 

違
い
が
あ
り
、
南
朝
と
北
朝
の
歴
史
家
も
常
に
夷
狄
よ
虜
囚
よ
と
互
い
に 

罵
倒
し
あ
っ
て
い
る
。
南
と
北
と
の
分
立
、
ど
う
し
て
書
派
だ
け
が
そ
う 

で
な
い
わ
け
が
あ
ろ
う
か
。 

 

と
あ
り
、
そ
の
直
後
に
、 

  

宋
元
明
書
家
、
多
爲
閣
帖
所
囿
。
且
若
禊
序
之
外
、
更
無
書
法
。
豈
不
陋
哉
。 

(
大
意)

宋
・
元
・
明
の
書
家
は
多
く
『
淳
化
閣
帖
』
に
よ
っ
て
枠
に
は
め
ら
れ
、

そ
の
上
「
蘭
亭
序
」
以
外
に
書
法
が
な
い
か
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
な

ん
と
視
野
の
狭
い
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。 

 

と
述
べ
ら
れ
、
前
章
で
み
た
王
羲
之
書
法
の
踏
襲
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。 
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つ
ま
り
阮
元
の
北
派
へ
の
認
識
と
は
、
「
質
朴
」
「
質
実
」
に
象
徴
さ
れ
る
人

間
性
に
根
差
し
た
価
値
基
準
か
ら
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
ゆ
え
に

王
法
が
軽
視
さ
れ
、
よ
っ
て
冒
頭
で
、 

 
北
派
則
是
中
原
古
法
、
拘
謹
拙
陋
、
長
于
碑
榜
。 

(

大
意)

北
派
は
中
原
に
伝
わ
っ
た
古
法
で
あ
り
、
ぎ
こ
ち
な
く
拙
陋
で
、
碑
榜

に
適
し
て
い
る
。 

 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
技
術
を
度
外
視
し
た
「
拙
」
を
も
容
認
す
る
美
学
を
打
ち

立
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
「
拙
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
美
意
識
が
「
勁

正
」
「
遒
勁
」
「
方
厳
」
な
ど
の
新
た
な
評
語
概
念
の
発
明
へ
と
展
開
し
た
こ
と

は
、
書
美
の
領
域
を
新
た
に
拡
充
し
た
こ
と
に
他
な
ら
ず
、
書
論
史
に
於
い
て

大
き
な
進
展
を
見
せ
た
功
績
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う6

。 

以
上
の
よ
う
に
阮
元
の
書
論
は
、
ア
ル
カ
イ
ズ
ム
を
基
調
と
し
つ
つ
経
史
の

学
問
的
方
法
を
援
用
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
宿
し
、
さ
ら
に
南
北
の
民
族
的
性

格
を
相
対
化
し
た
上
で
そ
の
北
朝
的
人
間
性
を
顕
彰
せ
ん
と
し
た
強
い
政
治
性

を
有
し
た
書
論
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
託
古
改
制
」
を
基
調
と

し
つ
つ
、
そ
の
「
質
朴
」
を
尊
ぶ
精
神
は
、
儒
教
的
文
人
観
の
そ
れ
で
あ
り
、

そ
の
形
骸
化
し
た
貴
族
性
に
異
を
唱
え
る
反
骨
の
美
意
識
の
源
泉
は
、
や
は
り

彼
の
経
学
的
人
間
性
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
時
代
状
況
と
し
て
の
当
書
論
登
場
の
意
味
は
、
宋
以

降
の
法
帖
刊
行
に
依
存
し
て
き
た
美
意
識
の
偏
向
化
、
矮
小
化
に
伴
う
軽
佻
さ

に
対
し
て
、
新
資
料
を
以
っ
て
書
美
の
荘
厳
さ
を
回
復
せ
ん
と
し
た
運
動
の
始

ま
り
と
も
位
置
付
け
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

  

二 

阮
元
の
考
拠
学
上
の
位
置 

濱
口
富
士
雄
『
清
代
考
拠
学
上
の
思
想
史
的
研
究
』
に
拠
れ
ば7

、
阮
元
の
経

学
は
、
「
文
字
学
は
経
学
で
あ
る
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
踏
ま
え
た
上
で
、 

阮
元
に
は
、
「
論
語
論
仁
論
」
「
孟
子
論
仁
論
」
「
性
命
古
訓
」
「
論
語
一
貫

説
」「
大
学
格
物
論
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
理
学
に
あ
っ
て
、
か
れ
ら
の
存
立

に
か
か
わ
る
重
大
な
概
念
で
あ
る
仁
・
性
・
命
・
一
貫
・
格
物
な
ど
ー
儒

学
本
来
の
か
た
ち
に
お
け
る
聖
賢
の
真
意
で
あ
る
と
理
学
に
お
い
て
認
識

さ
れ
て
い
た
も
の
ー
こ
れ
ら
の
経
書
中
に
お
け
る
原
初
儒
学
に
お
け
る
本

義
を
実
証
的
に
解
明
し
た
論
文
が
『
揅
経
室
集
』
に
見
え
る
。
各
語
の
、

経
書
中
に
お
け
る
実
際
の
用
例
を
博
引
し
、
帰
納
法
的
処
理
に
よ
っ
て
究

明
し
た
概
念
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
理
学
に
お
い
て
説
か
れ
て
い
る

が
ご
と
き
思
弁
的
、
観
念
論
的
な
内
実
は
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
平
明
な
術

語
と
し
て
提
示
さ
れ
、
そ
の
理
学
に
お
け
る
概
念
の
変
質
が
強
調
さ
れ
た
。

こ
れ
は
現
象
的
に
み
れ
ば
、
紛
れ
も
な
く
理
学
に
た
い
す
る
厳
し
い
客
観

的
論
拠
を
示
し
た
上
で
の
糾
弾
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
本
質
的
に
は
、
反
理
学
の
熱
気
に
満
ち
た
問
題
意
識
の
迸
り
に
突
き
動

か
さ
れ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
た
だ
考
拠
学
に
お
け
る
既
成
の
路
線
上

を
形
式
的
に
進
み
、
目
前
の
課
題
解
決
の
た
め
に
分
析
を
適
用
し
た
に
し

か
す
ぎ
な
い
も
の
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
反
理
学
の
要
素
が
す
べ
て
欠
落
し

て
い
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
わ
ば
非
理
学
と
し
て
歩
み
、
主
観

か
ら
離
れ
て
訓
詁
考
証
の
方
法
論
が
存
す
る
こ
と
を
確
信
す
る
に
至
っ
た

立
場
か
ら
の
分
析
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
方
法
論
の
完
璧
さ
を

期
し
て
実
事
求
是
を
主
張
し
、
客
観
性
を
徹
底
化
す
る
た
め
に
帰
納
法
を

活
用
し
た
に
し
か
す
ぎ
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。 

と
述
べ
、
戴
震
の
反
理
学
か
ら
非
理
学
へ
と
移
行
す
る
旨
を
分
析
し
て
い
る
が
、

そ
も
そ
も
清
の
道
光
期
に
発
せ
ら
れ
た
阮
元
の
『
北
碑
南
帖
論
』
、
つ
ま
り
「
石

碑
」
の
文
字
が
、
「
法
帖
」
の
文
字
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
説
は
、
「
石
碑
」
、

つ
ま
り
思
想
と
し
て
の
「
漢
学
」
が
、「
法
帖
」
、
換
言
す
れ
ば
形
骸
化
し
た
「
朱

子
学
」「
陽
明
学
」
な
ど
の
「
理
学
（
天
理
と
人
性
に
照
ら
し
て
経
書
を
解
釈
す

る
学
問
）
」
を
批
判
す
る
「
樸
学(

清
朝
に
流
行
し
た
考
証
を
重
ん
じ
る
学
問)

」

の
思
想
を
基
底
と
し
て
い
た
こ
と
に
大
過
な
か
ろ
う
。
さ
ら
に
阮
元
の
思
想
に

異
を
唱
え
た
内
藤
湖
南
の
、
書
道
史
を
「
作
意
派
」
と
「
率
意
派
」
の
二
大
潮
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流
に
分
類
す
る
思
想
は
、
「
作
意
」
つ
ま
り
朱
子
学
、
「
率
意
」
は
陽
明
学
に
該

当
し
、
あ
く
ま
で
も
帖
学
の
範
疇
で
の
見
解
に
過
ぎ
ず
、
今
と
な
っ
て
み
れ
ば
、

作
意
派
の
代
表
を
趙
孟
頫
、
率
意
派
の
代
表
を
米
芾
と
し
た
董
其
昌
の
「
朱
子

学
対
陽
明
学
」
の
構
造
を
有
す
る
思
想
の
影
響
下
に
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
近
世
の
書
論
史
に
君
臨
す
る
董
其
昌
や
阮
元
の
思
想
は
、
朱
子
学
、

陽
明
学
、
樸
学
と
い
う
学
問
界
の
相
克
の
現
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 三 

阮
元
の
反
清
思
想
と
革
命
に
つ
い
て 

 

こ
こ
で
昨
今
、
松
村
茂
樹
氏
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
説
に
触
れ
て
お
か
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う8

。
そ
れ
は
、
阮
元
ら
考
証
学
の
祖
と
な
る
顧
炎
武
か
ら
の
経

脈
に
つ
い
て
の
思
惟
で
あ
る
。
碑
学
を
興
し
た
阮
元
『
南
北
書
派
論
』
は
詰
ま

る
所
、
世
に
行
わ
れ
て
い
る
王
羲
之
の
「
俗
書
」(

南
派)

を
払
い
の
け
、
正
統

で
あ
る
「
中
原
古
法
」(

北
派)

に
立
ち
返
る
よ
う
訴
え
た
論
文
で
、
南
派
は
中

国
を
支
配
し
て
い
る
清
朝
の
、
北
派
は
中
原
を
発
祥
の
地
と
す
る
漢
民
族
の
メ

タ
フ
ァ
ー(

隠
喩)

で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
れ
は
、
阮
元
が
、
反
清
思
想
を
有
し

て
い
た
顧
炎
武
の
流
れ
を
汲
む
古
文
学
派
経
学
者
で
あ
る
こ
と
に
因
る
と
し
た
。 

 

つ
ま
り
阮
元
は
、
そ
の
書
論
に
よ
っ
て
、
清
朝
の
支
配
以
前
の
漢
族
の
統
治

に
復
古
す
る
べ
き
こ
と
を
唱
え
た
と
す
る
も
の
で
あ
る
革
命
の
思
想
を
内
包
し

て
い
た
と
す
る
。
そ
れ
は
高
官
の
位
に
あ
っ
た
阮
元
に
と
っ
て
は
、
分
か
る
も

の
に
は
分
か
り
、
分
か
ら
な
い
も
の
に
は
、
分
か
ら
な
い
ギ
リ
ギ
リ
の
提
言
で

あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

例
え
ば
、
乾
隆
帝
の
業
績
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
そ
の
間
な
さ
れ
た
文

化
面
で
の
学
術
奨
励
、
博
学
鴻
詞
科
を
設
け
て
人
材
を
集
め
、
古
今
の
優
れ
た

書
物
を
書
き
写
し
保
存
す
る
と
い
う
文
化
的
大
事
業
で
あ
る
『
四
庫
全
書
』
の

編
纂
が
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も
、
『
大
清
通
礼
』
『
皇
朝
文
献
通
考
』

『
続
文
献
通
考
』
『
三
礼
義
疏
』
『
大
清
一
統
志
』
『
大
清
会
典
』
『
皇
朝
通

典
』
『
御
批
通
鑑
輯
覧
』
『
唐
宋
詩
醇
』
な
ど
の
編
纂
と
い
う
事
業
へ
の
執
着

で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
編
纂
事
業
は
、
反
面
で
、
反
清
思
想
を
調
査
す
る
と
い
う
禁
書
、

字
句
の
点
検
と
い
う
文
字
獄

も

じ

ご

く

と
表
裏
を
な
し
、
『
四
庫
全
書
』
『
大
清
会
典
』

な
ど
の
存
在
は
、
そ
の
代
表
と
さ
れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
乾
隆
の
禁
書
・
文
字
の
獄
は
、
そ
の
罪
を
犯
し
た
も
の
は
重
罪
と
し

た
が
、
そ
の
裏
面
で
行
わ
れ
た
大
規
模
な
叢
書
の
編
纂
は
、
国
内
の
知
識
人
を

多
数
動
員
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
反
清
思
想
の
個
所
を
削
除
し
、
知
識
人
に
活

躍
の
場
を
あ
た
え
、
清
朝
の
臣
下
と
し
て
懐
柔
す
る
こ
と
で
絶
対
の
服
従
を
目

指
し
た
も
の
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
の
中
で
は
、
乾
隆
、
嘉
慶
、
道
光
の
三
期
に
仕
え
て
き
た

阮
元
が
、
書
論
と
い
う
従
来
最
も
政
治
性
の
少
な
い
分
野
と
い
え
る
領
域
か
ら
、

晩
年
に
漸
く
宣
言
し
た
、
反
清
思
想
の
発
露
で
あ
り
、
漢
族
の
国
粋
主
義
を
意

味
す
る
際
ど
い
選
択
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
に
は
、
妥
当
性
は
あ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う9

。 

最
晩
年
の
変
節 

 

さ
ら
に
近
年
の
詳
細
な
研
究
業
績
に
よ
る
と
、
阮
元
の
書
論
、
そ
の
中
で
も

東
晋
書
法
観
の
変
遷
に
つ
い
て
衆
目
を
集
め
て
い
る
。 

 

菅
野
智
明
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば1

0

、
阮
元
の
持
説
「
南
北
書
派
論
」
は
、
経

学
を
は
じ
め
と
す
る
学
術
・
文
化
の
南
北
対
峙
と
書
の
そ
れ
と
の
符
合
を
説
く

点
に
主
眼
が
あ
り
、
こ
れ
に
伴
い
起
草
時(

嘉
慶
十
六
年)

 

の
「
北
碑
南
帖
論
」

も
、
南
派
を
概
し
て
王
羲
之
等
貴
族
書
法
で
代
表
さ
せ
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ

っ
た
と
し
、
さ
ら
に
、 

し
か
し
一
方
で
晋
塼
研
究
に
も
力
を
注
ぐ
彼
は
、
東
晋
書
法
に
つ
い
て
、

晋
塼
に
見
る
隷
意
の
支
配
的
な
民
間
書
法
と
、
そ
こ
か
ら
脱
化
し
た
貴
族

書
法
と
の
重
層
的
な
並
存
を
想
定
す
る
に
至
る
が
、
こ
の
重
層
論
へ
の
転

換
は
、
嘉
慶
十
九
〜
二
十
一
年
頃
、
つ
ま
り
起
草
か
ら
さ
ほ
ど
時
期
を
隔

て
ず
し
て
行
わ
れ
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
南
北

書
派
説
」
と
の
整
合
や
、
張
燕
昌
の
所
説
と
の
密
接
な
結
び
付
き
が
示
唆



 

11 
 

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
重
層
論
を
説
く
序
跋
は
、
道
光
三
、
四
年
頃
ま
で
に

多
見
す
る
。
そ
こ
で
は
、
法
帖
に
お
け
る
貴
族
書
法
の
伝
真
性
を
疑
い
つ

つ
も
、
隷
意
か
ら
脱
化
し
た
今
楷
性
に
は
貴
族
書
法
の
原
像
を
見
、
そ
れ

を
北
碑
書
法
と
対
置
さ
せ
て
い
た
。 

と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、 

と
こ
ろ
が
、
道
光
六
年
前
後
か
ら
、
阮
氏
は
上
記
重
層
論
と
は
全
く
矛
盾

す
る
見
解
、
す
な
わ
ち
晋
塼
書
法
で
東
晋
期
を
一
元
的
に
捉
え
、
伝
存
の

法
帖
貴
族
書
法
を
偽
跡
と
見
る
説
を
示
す
よ
う
に
な
る
。
塼
文
、
碑
刻
を

更
に
絶
対
視
す
る
彼
は
、
か
ね
て
よ
り
鍾
繇
の
法
帖
を
偽
跡
と
し
て
き
た

よ
う
に
、
法
帖
貴
族
書
法
の
伝
真
性
を
徹
し
て
否
定
し
、
隷
意
か
ら
の
脱

化
や
今
楷
性
も
梁
代
前
後
か
ら
と
し
た
。
こ
の
転
換
は
、
書
の
南
北
と
い

う
地
域
性
の
枠
組
よ
り
も
、
碑(
塼)

 

や
帖
と
い
う
書
写
の
場
に
よ
る
資
料

性
の
枠
組
の
偏
重
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
果
た
し
て
南
北
書
派
説
は
、

阮
氏
自
身
が
大
き
く
修
正
に
向
か
う
点
を
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
当
初
の
東
晋
書
法
の
重
層
論
か
ら
、
後
の
隷
意
一
元
論
は
、
後
述

す
る
郭
沫
若
の
蘭
亭
論
弁
の
基
底
を
為
す
と
す
る
説
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

民
本
主
義
の
思
想 

 

阮
元
の
考
証
の
特
徴
の
一
つ
に
民
間
に
残
存
す
る
塼
を
、
決
定
的
な
判
断
の

根
拠
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。 

例
え
ば
、
澤
田
雅
弘
氏
に
よ
れ
ば1

1

、 

晋
が
南
渡
の
際
に
携
帯
し
た
の
が
帖
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
立
碑
が
禁

じ
ら
れ
た
南
朝
で
は
、
真
・
行
・
草
書
だ
け
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
篆
隷
の

遺
法
が
失
わ
れ
た
、
と
説
い
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
文
は
、
里
堂
道
聴

録
所
録
本
・
揅
経
室
集
本
と
も
に
東
晋
墓
甎
を
例
に
と
り
な
が
ら
、
そ
の

墓
甎
書
法
に
対
す
る
両
本
の
解
釈
は
全
く
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

里
堂
道
聴
録
本
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
「
太
興
三
年
甎
」
は
蘭
亭
序
よ
り
も

三
三
年
早
い
が
、
そ
の
書
は
蘭
亭
序
に
近
似
す
る
。
蘭
亭
序
に
み
る
行
書

の
風
は
、
王
羲
之
以
前
か
ら
す
で
に
行
わ
れ
て
い
た
東
晋
書
派
の
書
風
で

あ
っ
て
、
王
羲
之
は
そ
の
大
成
者
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
起

草
時
、
こ
の
一
段
で
阮
元
が
力
説
し
た
の
は
、
蘭
亭
序
に
三
三
年
早
い
東

晋
墓
甎
に
お
い
て
も
、
す
で
に
蘭
亭
序
同
然
の
行
書
で
あ
っ
た
い
う
点
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
東
晋
墓
甎
の
書
は
、
蘭
亭
序
同
様
に
、
篆
隷
の
遺
法
が

失
わ
れ
た
南
朝
の
書
の
物
証
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。 

と
述
べ
、
さ
ら
に
、 

こ
れ
に
対
し
、
揅
経
室
集
本
に
い
う
と
こ
ろ
は
、
東
晋
墓
甎
は
民
間
の
陶

匠
の
手
に
な
る
も
の
な
が
ら
、
篆
・
隷
に
近
似
し
、「
古
意[

隷
古
の
遺
意]

」

を
失
っ
た
蘭
亭
序
の
書
と
ま
っ
た
く
似
な
い
。
東
晋
の
風
流
人
の
書
も
「
古

意[

隷
古
の
遺
意]

」
を
伝
え
る
民
間
の
書
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
阮
元
は
嘉
慶
一
六
年
に
起
草
し
た
の

ち
、
東
晋
で
は
貴
族
間
の
書
と
篆
隷
に
近
い
民
間
の
書
と
が
重
層
的
に
お

こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
に
い
た
っ
て
、
東
晋
墓
甎
の
書
を
蘭
亭
序
と

は
ま
っ
た
く
似
な
い
篆
隷
に
近
い
民
間
の
書
の
物
証
と
し
た
の
で
あ
る
。 

と
そ
の
論
拠
と
な
る
民
間
の
塼
に
つ
い
て
言
及
し
、
さ
ら
に
、
先
ほ
ど
の
菅
野

氏
の
論
究
で
も1

2

、 

爾
来
の
重
層
論
を
排
し
、
確
証
あ
る
民
間
書
法
で
の
一
元
化
に
傾
い
た
と

こ
ろ
へ
「
永
和
右
軍
」
塼
が
示
さ
れ
た
。
管
見
で
は
、
該
塼
の
書
影
を
供

す
る
図
録
は
見
な
い
が
、
と
も
あ
れ
、
或
い
は
王
羲
之
と
の
直
接
的
な
関

わ
り
も
臭
わ
す
該
塼
を
、
阮
氏
が
貴
族
文
化
の
枠
内
で
制
作
さ
れ
た
塼
と

見
做
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
勿
論
、
貴
族
の
墓
塼
で
あ
っ
て

も
、
阮
氏
の
言
う
よ
う
に
、
そ
の
書
者
は
「
城
塼
を
造
り
し
者
」
即
ち
民

間
の
陶
匠
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
貴
族
墓
塼
以
上
に
、
貴
族
書
法

を
別
格
に
位
置
付
け
る
積
極
的
な
根
拠
が
あ
る
の
か
、
阮
氏
の
疑
念
は
大

い
に
高
ま
っ
た
に
違
い
な
い
。
果
た
し
て
「
東
晉
世
塼
、
字
體
大
類
如
此
」

と
い
う
、
貴
族
・
民
間
の
別
な
く
時
代
を
一
律
に
覆
う
隷
意
の
存
在
が
確

信
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 
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と
あ
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
は
、
民
間
書
法
へ
の
強
い
拘
り
の
背
景
と
な
る
思
想

の
実
態
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。 

こ
れ
は
先
ほ
ど
の
『
北
碑
南
帖
論
』
で
、 

古
石
刻
紀
帝
王
功
德
、
或
爲
卿
士
銘
德
位
、
以
佐
史
學
。
是
以
古
人
書
法
、

未
有
不
托
金
石
以
傳
者
。 

と
あ
り
、
さ
ら
に
、 

閣
帖
晉
人
尺
牘
、
非
釋
文
不
識
。
苟
非
世
族
相
習
成
風
、
當
時
啓
事
、
彼

此
何
以
能
識
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
そ
の
可
読
性
に
伴
う
特
権
化
、
貴
族
性
へ
の
異
議
、
つ
ま
り

は
民
本
主
義
、
大
衆
化
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
次
章
で
は
、
そ
の
傍

証
と
な
る
起
草
さ
れ
た
当
時
の
阮
元
を
取
り
巻
く
環
境
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。 

阮
元
と
西
学
の
影
響 

そ
も
そ
も
当
時
阮
元
を
取
り
巻
く
環
境
を
考
え
て
み
る
と
、
阮
元
が
建
て
た

書
院
、
「
学
海
堂
」
は
広
州
に
あ
る
。 

劉
建
輝
氏
の
『
日
中
二
百
年
』
に
拠
れ
ば1
3

、 

一
八
一
〇
年
代
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
自
由
貿
易
体
制
が
既
に
中
国
南
部
、

広
州
十
三
行
に
忍
び
を
よ
せ
、
す
こ
し
ず
つ
在
来
の
帝
国
が
独
占
す
る
貿

易
体
制(

広
東
シ
ス
テ
ム)

を
転
覆
し
、
そ
し
て
最
終
的
に
は
武
力
に
よ
っ

て
中
国
な
い
し
東
ア
ジ
ア
全
体
を
「
開
放
」
さ
せ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、

こ
の
自
由
貿
易
体
制
を
代
表
す
る
列
強
諸
国
、
と
り
わ
け
英
米
の
個
人
商

人
た
ち
の
合
法
、
非
合
法
に
広
州
に
潜
入
し
、
従
来
の
外
国
人
商
館
十
三

行
を
中
心
に
、
現
地
の
人
た
ち
を
抱
き
込
ん
だ
形
で
、
ま
が
り
な
り
に
も

一
つ
の
近
代
的
空
間
を
形
成
し
、
そ
の
後
の
中
国
各
地
で
成
立
す
る
租
界

の
祖
形
を
作
り
だ
し
た
。
そ
し
て
こ
の
人
た
ち
に
交
じ
っ
て
、
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の
宣
教
師
た
ち
、
中
で
も
そ
の
先
駆
者
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ

ソ
ン
が
ま
さ
に
一
八
〇
七
年
に
広
州
に
上
陸
し
、
以
降
、
彼
を
中
心
に
中

国
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
全
体(

ガ
ン
ジ
ス
河
以
東)

に
キ
リ
ス
ト
教
、
ま
た

西
洋
文
化
を
広
め
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。 

と
あ
り
、
当
時
の
広
州
で
の
西
洋
化
の
濫
觴
が
確
認
で
き
る
。 

 

そ
し
て
阮
元
も
そ
の
西
学
の
影
響
を
受
け
、『
畴
人
伝
』
に
代
表
さ
れ
る
天
算

関
係
の
著
書
を
残
し
、
西
洋
の
社
会
政
治
制
度
、
宗
教
、
政
治
関
係
、
科
学
技

術
に
も
関
心
を
示
し
て
い
る1

4

。
ま
た
同
時
に
阮
元
は
「
西
学
中
源
」
と
い
う

発
想
を
堅
持
し
、
そ
の
来
源
を
中
国
の
歴
史
に
求
め
た
。
こ
の
よ
う
な
学
問
姿

勢
が
「
実
事
求
是
」
の
治
学
に
関
係
し
て
い
る
と
も
解
せ
ら
れ
て
い
る1

5

。 

 

さ
ら
に
先
に
見
た
阮
元
の
民
本
主
義
的
性
格
に
つ
い
て
、
王
宁
宁
氏
は
、「
民

本
与
家
风
ー
阮
元
的
慈
善
思
想
及
其
实
践
」
の
中
で1

6

、
西
洋
の
慈
善
思
想
、

キ
リ
ス
ト
教
の
訓
戒
を
中
国
の
儒
家
伝
統
の
民
本
主
義
、
そ
の
仁
学
に
求
め
た

と
す
る
画
期
的
な
説
を
提
出
さ
れ
て
い
る1

7

。 

阮
元
の
『
揅
経
室
集
』
所
収
の
「
孔
子
論
仁
論
」
「
孟
子
論
仁
論
」
、
取
り
分

け
王
道
の
在
り
方
を
説
き
、
そ
の
民
本
主
義
に
よ
っ
て
、
王
の
不
仁
に
よ
っ
て
、

革
命
を
も
容
認
す
る
『
孟
子
』
の
思
想1

8

を
説
い
た
「
孟
子
論
仁
論
」
の
中
で
、

例
え
ば1

9

、 

 

按
、
以
上
六
章
、
皆
言
不
仁
之
君
重
賦
斂
、
好
戦
陣
、
糜
爛
其
民
、
凶
年

不
救
民
、
不
得
民
心
、
必
致
菑
危
憂
辱
、
陥
於
死
亡
。
六
国
、
亡
秦
皆
不

逃
乎
此
言
。
可
見
堯
、
舜
、
孔
子
三
代
之
仁
政
、
百
世
以
俟
聖
人
而
不
惑
。 

(

大
意)

考
え
て
み
る
と
、
以
上
の
六
章
は
皆
不
仁
で
、
税
金
を
重
く
し
、
戦
争

を
好
み
、
民
衆
を
た
だ
れ
く
ず
し
、
凶
年
に
は
救
わ
ず
、
民
心
を
得
な
い
。

そ
う
す
る
と
必
ず
災
い
、
危
険
、
憂
い
、
辱
め
を
受
け
、
死
に
至
る
。
亡

秦
も
こ
の
例
を
免
れ
な
い
。
堯
、
舜
、
孔
子
の
三
代
の
仁
政
を
見
る
べ
き

で
、
百
世
、
聖
人
を
ま
っ
て
惑
わ
な
い
。 

 

と
あ
る
不
仁
に
拠
る
王
の
滅
亡
論
は
、
先
に
見
た
松
村
説
の
阮
元
革
命
論
と
符

合
す
る
と
も
言
え
る
。 

経
世
致
用
の
書
論
と
書 

 

「
実
事
求
是
」
と
い
う
語
は
、『
漢
書
』
巻
五
十
三
〈
河
間
献
王
劉
徳
伝
〉
に



 

13 
 

「
修
学
好
古
、
実
事
求
是
。
」
に
あ
り
、
そ
の
顔
師
古
注
に
「
務
得
事
実
、
毎
求

真
是
也
。
」
に
拠
っ
て
い
る
。
そ
の
思
想
は
、
顧
炎
武
、
戴
震
の
継
承
で
あ
り
、

『
揅
経
室
三
集
』
巻
五
〈
惜
陰
日
記
序
〉
で
、
そ
の
理
念
が
明
言
さ
れ
て
い
る2

0

。 
 

そ
も
そ
も
「
実
学
」
と
い
う
語
を
現
代
の
言
葉
に
置
き
換
え
れ
ば
、「
実
際
に

役
に
立
つ
学
問
」
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
直
截
に
言
え
ば
、
朱
子
学
、
陽
明

学
の
理
学
、
そ
の
内
聖
の
た
め
の
窮
理
と
雖
も
、
そ
の
空
理
空
論
的
な
思
弁
性

へ
の
批
判
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
「
経
世
致
用
」
、
つ
ま
り
古
代
の
経
書
、
学
問
は
世
を
治
め
，
実
益
を

増
進
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
観
念
は
、
阮
元
に
よ
っ
て
も
推

進
さ
れ2

1

、
そ
れ
が
芸
術
、
書
の
領
域
ま
で
拡
張
さ
れ
た
結
果
が
「
北
碑
南
帖

論
」
等
の
書
論
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
書
の
実
学
思
想
の
源
泉
と
も
言
え
る
だ
ろ

う2
2

。 

つ
ま
り
、
当
該
期
に
あ
っ
て
、
中
国
の
学
問
、
書
は
、
従
来
の
貴
族
専
有
の

内
聖
の
学
、
内
聖
の
書
法
か
ら
、
政
治
、
実
学
、
経
世
致
用
の
学
、
そ
し
て
石

碑
主
義
の
大
衆
の
為
の
書
へ
と
変
貌
を
遂
げ
、
大
き
く
舵
が
切
ら
れ
た
と
言
え

る
。 そ

し
て
こ
こ
で
経
世
致
用
の
学
と
し
て
創
作
さ
れ
た
書
論
、「
碑
学
」「
帖
学
」

と
い
う
枠
組
み
に
拠
っ
て
、
そ
の
理
念
の
基
に
学
問
も
「
碑
学
＝
古
文
学
、
今

文
学
」
、
「
帖
学
＝
理
学
」
と
、
と
も
に
変
遷
を
遂
げ
、
前
者
が
、
清
代
の
革
新

派
、
後
者
が
保
守
派
に
よ
っ
て
堅
持
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
そ
の
思
惟
が
深
め
ら

れ
て
中
国
全
体
の
改
革
が
進
み
、
そ
れ
が
書
の
姿
に
も
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

 
                                        

          

 
1 

本
章
は
、
拙
箸
『
書
論
の
文
化
史
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
〇
年
九
月)

を
基
に
加
筆
、

修
正
を
加
え
た
。 

2 

真
田
但
馬
「
阮
元
の
南
北
書
派
論
に
つ
い
て
」
『
東
洋
研
究
』
第
八
号
（
一
九
六
四

年
九
月 

所
収
） 

3 

東
晋
観
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
澤
田
雅
弘
「
焦
循
『
里
堂
道
聴
』
所
録
の
南
北
書
派

論
・
北
碑
南
帖
論
に
つ
い
て
」
『
書
学
書
道
史
研
究
』 

第
十
三
号
（
二
〇
〇
三
年

                                        
 

九
月 

所
収
）
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
、
そ
の
意
識
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
菅
野
智
明

「
阮
元
に
お
け
る
東
晋
書
法
観
の
変
遷
」
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
十
五
号
（
二
〇

〇
五
年
九
月 

所
収
）
に
詳
し
い
。 

4 

『
北
碑
南
帖
論
』
で
は
「
欧
・
褚
の
若ご

と

き
は
、
則
ち
全
く
隷
法
従よ

り
来
た
り
、
磨ま

崖が
い

の

巨
石
、
区
夏
に
照

し
ょ
う

耀よ
う

す
」
と
あ
り
、
欧
陽
詢
・
褚
遂
良
の
書
法
の
淵
源
が
隷
書
に

あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。 

5 

前
掲
真
田
・
菅
野
論
文
参
照
。 

6 

阮
元
の
北
碑
観
、
ま
た
そ
こ
に
現
れ
る
評
語
の
考
察
は
、
菅
野
智
明
「
阮
元
の
北

碑
観
ー
北
派
観
と
の
関
わ
り
か
ら
」 

『
芸
術
研
究
報
』
二
十
七
号 

（
二
〇
〇
七

年
三
月 

所
収
）
に
詳
し
い
。 

7 

濱
口
富
士
雄
『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』(

国
書
刊
行
会 

一
九
九
四
年

一
〇
月)

第
二
編 

8 

松
村
茂
樹
『
「
書
」
を
考
え
る
ー
書
の
本
質
と
は
』(

二
玄
社 

二
〇
一
〇
年
九
月) 

9 

注
８
参
照
。 

1
0 

菅
野
智
明
「
阮
元
に
お
け
る
東
晋
書
法
観
の
変
遷
」
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
十

五
号
（
二
〇
〇
五
年
九
月 

所
収
） 

1
1 

澤
田
雅
弘
「
焦
循
『
里
堂
道
聴
』
所
録
の
南
北
書
派
論
・
北
碑
南
帖
論
に
つ
い
て
」

『
書
学
書
道
史
研
究
』 

第
十
三
号
（
二
〇
〇
三
年
九
月 

所
収
） 

1
2 

注
１
０
参
照 

1
3 

劉
建
輝 

東
ア
ジ
ア
叢
書
『
日
中
二
百
年
ー
支
え
合
う
近
代
』(

武
田
ラ
ン
ダ
ム
ハ

ウ
ス
ジ
ャ
パ
ン 

二
〇
一
二
年
一
〇
月) 

1
4 

彭
林
「
从
《
畴
人
传
》
看
中
西
文
化
冲
突
中
的
阮
元
」(

『
学
术
月
刊
』
一
九
九
八

年
五
月) 

 

颜
广
文
「
论
阮
元
的
西
学
思
想
」(

『
华
南
师
范
大
学
学
报(

社
会
科

学
版)

』
二
〇
〇
三
年
四
月) 

王
瑜
「
阮
元
思
想
研
究
述
评
」(

『
广
西
社
会
科
学
』

二
〇
〇
六
年
六
月) 

1
5 

钟
玉
发
「
论
阮
元
“
西
学
中
源
”
说
的
考
据
特
色
」(

『
黄
山
学
院
学
报
』
二
〇
〇

八
年
二
月) 

1
6 

王
宁
宁
「
民
本
与
家
风
…
阮
元
的
慈
善
思
想
及
其
实
践
」(

『
扬
州
大
学
学
报
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(
人
文
社
会
科
学
版)

』
二
〇
一
五
年
五
月) 

1
7 

田
汉
云
「
论
阮
元
对
孔
孟
伦
理
观
的
阐
发
」(

『
孔
子
研
究
』
二
〇
一
七
年
三
月) 

1
8 

金
谷
治
『
中
国
思
想
を
考
え
る
ー
未
来
を
開
く
伝
統
』(

中
公
新
書 

一
九
九
三

年
三
月) 

1
9 

阮
元
『
揅
経
室
集
』
上(

中
国
歴
史
文
集
叢
刊 

中
華
書
局 

一
九
九
三
年) 

2
0 

尹
协
理
「
略
论
阮
元
的
“
实
事
求
是
”
之
学
」(

『
江
淮
论
坛
』
一
九
八
七
年
一
〇

月) 
 

彭
林
「
阮
元
实
学
思
想
丛
论」(

『
清
史
研
究
』
一
九
九
九
年
八
月) 

 
 

2
1 

钟
玉
发
「
论
阮
元
经
世
致
用
思
想
的
学
术
特
色
」(

『
肇
庆
学
院
学
报
』
二
〇
〇

七
年
五
月) 

2
2 

郭
伟
其
「
在
经
史
艺
术
之
间
ー
从
阮
何
书
学
看
中
国
艺
术
史
的
实
学
传
统
」

(

『
艺
术
工
作
』
二
〇
一
六
年
八
月) 
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第
二
章 

日
本
と
影
響
関
係
に
あ
っ
た
「
経
世
致
用
」
思
想

と
書
法
へ
の
反
映 

 

ー
亡
命
、
留
学
中
国
人
を
中
心
と
し
て 

 

  

ⓐ 

碑
学
派
の
変
貌 

 

清
代
の
考
証
学
か
ら
展
開
し
た
学
問
潮
流
に
つ
い
て
、
濱
口
富
士
雄
氏
は
、

『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』
の
中
で1

、 

 
 

以
上
の
よ
う
に
、
乾
嘉
の
考
拠
学
全
盛
期
を
承
け
て
か
ら
さ
ら
に
考
拠
学

＝
漢
学
派
の
重
鎮
と
し
て
漢
学
の
提
唱
を
生
涯
に
わ
た
っ
て
事
と
し
た
た

め
、
朱
子
学
を
奉
ず
る
宋
学
派
か
ら
激
し
い
攻
撃
を
受
け
、
方
東
樹
は
そ

の
著
『
漢
学
商
兌
』
の
焦
点
を
阮
元
に
絞
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
阮
元
の
積
極
的
か
つ
効
果
的
な
考
拠
学
に
た
い
す
る
テ
コ
入

れ
と
主
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
思
想
史
上
の
事
実
と
し
て
、
阮
元
以
降
の

考
拠
学
の
趨
勢
は
、
そ
の
正
統
的
な
進
展
と
し
て
で
は
な
く
、
清
代
考
拠

学
の
中
枢
に
根
源
的
な
理
念
と
し
て
貫
か
れ
て
い
た
反
理
学
の
立
場
が

徐
々
に
修
正
さ
れ
、
理
学
＝
宋
学
と
の
折
衷
を
旨
と
し
た
漢
宋
兼
采
の
学

風
が
兆
し
、
殊
に
そ
の
学
長
と
も
な
っ
た
陳
澧
に
代
表
さ
れ
る
か
た
ち
で

こ
れ
が
明
確
化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
、
漢
学
の
異
端
的
な
発

展
形
態
と
し
て
の
今
文
公
羊
学
が
、
そ
の
優
れ
た
唱
道
者
を
得
て
大
い
に

興
隆
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。 

と
整
理
さ
れ
た
よ
う
に
、
阮
元
以
降
の
漢
学
は
、
漢
宋
兼
采
の
学
風
と
今
文
公

羊
学
の
流
れ
で
俯
瞰
す
る
と
、
見
事
に
了
解
さ
れ
る
面
が
あ
る
。 

以
下
、
阮
元
の
流
れ
を
汲
む
書
人
達
を
少
し
く
見
て
行
き
た
い
。 

一 

包
世
臣 

書
論
の
交
差
点2 

実
学
思
想
家
と
書
論 

包
世
臣(

一
七
七
五
❘
一
八
五
五)

。
字
は
愼
伯
。
号
は
倦
翁
。
涇
県(

安
徽
省)

の
人
。
一
八
〇
八
（
嘉
慶
十
三
年)

の
挙
人
。
仕
官
の
機
会
に
恵
ま
れ
ず
、
晩
年

に
よ
う
や
く
江
西
の
新
喩
知
県
に
就
い
た
が
、
一
年
で
退
い
た
。
彼
は
、
若
き

日
か
ら
「
経
世
済
民
」
の
実
学
に
傾
注
し
、
し
ば
し
ば
時
の
高
官
の
幕
で
政
策

提
言
し
た
。 

著
述
も
、
政
治
経
済
に
関
す
る
現
実
的
な
問
題
を
論
じ
た
も
の
が
多
い
。『
安

呉
四
種(

安
呉
は
涇
県
の
古
名)

』
は
、
そ
の
代
表
作
で
、
そ
の
一
種
に
有
名
な

「
論
書(

芸
舟
双
楫)

」
が
収
録
さ
れ
、
彼
の
書
学
を
よ
く
伝
え
て
い
る
。 

 
 

 

そ
れ
も
包
世
臣
な
り
の
書
の
制
度
化
を
期
し
た
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

本
来
的
に
思
想
、
書
法
、
制
度3

、
政
治
、
歴
史
と
は
、
少
な
く
と
も
士
大
夫
た

ち
が
書
の
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
ろ
ま
で
は
、
有
機
的
な
繋
が
り
を
見
せ
て
い
た
。 

 

包
世
臣
と
魏
源
・
龔
自
珍
等
の
変
法
思
想
の
先
駆
者
た
ち
と
の
共
通
要
素
は
、

腐
敗
し
た
官
界
の
原
因
と
し
て
の
官
僚
の
儒
教
的
倫
理
観
の
頽
廃
で
あ
っ
た
が
、

後
者
二
人
は
公
羊
学
的
な
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
家
で
あ
っ
た
の
よ
り
も
、
実
学
者
、

現
実
主
義
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う4

。 

 

帖
学
と
碑
学 

 

包
世
臣
の
書
法
は
、
図
１
の
作
品
が
示
す
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
王
羲
之
の
臨

書
な
ど
帖
学
的
な
も
の
が
多
く
残
存
す
る
が
、
一
つ
目
の
碑
学
改
革
の
契
機
と

な
っ
た
の
は
、
鄧
石
如
と
の
邂
逅
で
あ
る5

。
二
十
八
歳
時
の
十
日
と
、
二
十
九

歳
時
の
二
日
し
か
出
会
っ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
何
の
啓
発
が
あ
っ
た
の

か
が
重
要
だ
が
、
弟
子
の
礼
を
取
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
そ
の
書
論
『
芸
舟
双
楫
』
の
中
で
は
、
そ
の
伝
授
は
空
間
論
と
執
筆

法
の
二
か
所
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。 
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さ
ら
に
留
意
す
べ
き
点
と
し
て
、
そ
の
鄧
石
如
の
才
を
見
出
し
た
梁
巘
は
、

そ
も
そ
も
帖
学
派
の
泰
斗
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
な
ど
を
勘
案
す
れ
ば
、
阮
元
以

来
の
北
碑
南
帖
論
、
つ
ま
り
帖
学
を
否
定
し
碑
学
を
主
張
し
た
の
は
、
四
五
歳

時
、
安
徽
省
出
身
で
揚
州
や
南
京
に
住
む
こ
と
の
多
か
っ
た
包
が
、
北
京
に
行

く
際
、
山
東
省
を
通
り
、
済
南
で
北
朝
の
碑
文
を
多
く
入
手
し
た
こ
と
に
因
る

と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
証
左
と
し
て
、『
芸
舟
双
楫
』
の
導
入
部
「
論
書
」
は
、
四
三
歳
の
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
碑
学
思
想
の
核
心
に
あ
る
「
歴
下
筆
譚(

歴
下
は
済
南
の
古
名)

」

以
下
、
大
部
分
は
四
五
歳
以
後
の
思
惟
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
因
み
に
嘉
道
年

間
で
の
学
風
の
変
化
に
も
留
意
し
た
い6

。 

そ
し
て
、
こ
の
時
期
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
踏
ま
え
、
包
は
鄧
石
如
を
北
碑
派

の
創
始
者
に
祭
り
上
げ
よ
う
と
企
て
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
も
そ
も
包
世
臣
が
そ
こ
で
手
に
入
れ
た
の
は
、
山
東
省
の
鄭
道
昭
の
碑
文
、

ま
た
、
北
朝
の
碑
文
で
は
、「
龍
門
二
十
品
」
に
代
表
さ
れ
る
洛
陽
郊
外
、
龍
門

石
窟
の
造
像
記
で
あ
る
。 

 

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
「
嬌
舞
倚
床
図
便
面
賦
」
の
造
像
記
風
の
書(

図
２)

は
、
そ
の
影
響
を
如
実
に
物
語
る
資
料
と
言
え
、
特
に
始
平
公
造
像
記(

図
３)

の
面
影
が
濃
い
作
品
で
あ
り
、
そ
の
結
体
が
拡
張
さ
れ
る
と
図
４
の
よ
う
な
行

書
と
な
る
の
だ
ろ
う
。 

『
芸
舟
双
楫
』〈
歴
下
筆
譚
〉
に
「
‥
魏
霊
蔵
、
楊
大
眼
、
始
平
公
各
造
像
は
、

一
種
を
為
し
、
皆
孔
羨

こ
う
せ
ん(

碑)

よ
り
出
ず
。
龍

り
ゅ
う

威い

虎
震

こ

し

ん

の
規
を
具そ

な

う
」
と
あ
る
「
龍

威
虎
震
の
規
」
と
は
、
龍
の
威
厳
、
ト
ラ
の
咆
哮
の
震
え
の
よ
う
な
力
強
さ
と
、

注
釈
す
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
気
が
成
す
異
形
を
開
発
せ
ん
と
、
包
世

臣
は
さ
ら
に
研
究
を
深
め
て
い
る
。 

た
だ
し
、
荘
厳
に
書
く
の
が
石
刻
美
の
美
し
さ
と
理
解
し
つ
つ
も
、
ど
ん
な

言
葉
で
も
そ
の
よ
う
に
書
く
べ
き
と
い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。
諸
々
の
法
帖
研

究
を
鑑
み
る
と
、
そ
う
い
う
書
法
様
式
的
な
拘
束
の
限
界
に
、
包
は
気
付
い
て

い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

         

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

     

 

       

 

 

図 １ 
図 ２ 図３ 
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気
学
と
開
発
さ
れ
た
用
筆
法
と
執
筆
法7 

 

書
と
所
謂
「
気
」
と
の
関
係
は
、
遅
く
と
も
孫
過
庭
の
書
譜(

図
５)

の
時
代

に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
更
に
南
宋
以
後
、
書
論
の
中
に
現
わ
れ
る
「
気
」
は
、

道
学
の
理
気
二
元
論
の
着
想
の
影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
て
い
る
。 

つ
ま
り
包
世
臣
の
書
論
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
さ
れ
る
「
気
満
」
思
想
は
、
理
学

の
延
長
、
つ
ま
り
理
学
と
言
う
思
想
を
背
景
と
す
る
帖
学
か
ら
の
経
脈
の
発
想

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
そ
の
気
の
抽
出
の
拘
り
と
し
て
、
こ
の
時
代
隆
盛
す
る
の
が
、
執
筆

論
で
あ
る
。 

包
は
双
鈎
懸
腕
、
実
指
虚
掌
、
逆
入
平
出
、
に
よ
っ
て
「
気
満
」
に
帰
す
と

実
践
し
た
が
、
そ
の
要
諦
と
は
、
肉
体
内
に
於
い
て
極
限
ま
で
圧
縮
さ
れ
た
指

尖
か
ら
発
せ
ら
れ
る
気
に
あ
り
、
執
筆
法
と
は
そ
の
「
気
放
」
の
構
え
で
あ
り
、

そ
の
気
の
定
着
法
と
し
て
の
用
筆
法
が
、
中
鋒
論
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

例
え
ば
、
包
の
弟
子
で
あ
っ
た
何
紹
基
は
、
廻
腕
法
に
拠
る
中
鋒
論
に
よ
っ

て
書
表
現
を
実
践
し
、
呉
煕
載
は
、
包
世
臣
の
細
や
か
な
執
筆
法
を
忠
実
に
実

践
し
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
当
時
盛
ん
で
あ
っ
た
執
筆
法
、
用
筆
法
論
争
は
、
気
功
法
の
書
へ

の
反
映
で
あ
り
、
包
世
臣
は
、
帖
学
か
ら
の
気
学
の
命
脈
と
、
碑
学
と
の
融
合

を
期
し
て
い
た
と
言
え
る
。 

 

時
代
は
書
に
何
を
求
め
た
の
か 

 

包
の
論
と
し
て
の
碑
学
と
は
裏
腹
に
、
実
作
と
し
て
残
る
の
は
、
先
に
触
れ

た
よ
う
に
内
聖
、
内
面
を
詠
う
法
帖
系
の
草
書
の
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
そ
の
詩
境
の
表
出
、
本
番
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
碑
学
を
呑
み
込
ん
だ

帖
学
の
姿
が
採
択
さ
れ
た
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。
こ
の
碑
学
と
帖
学
の
矛
盾

と
融
合
が
、
包
世
臣
の
特
徴
で
も
あ
る8

。 

 

図
６
の
草
書
作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
な
る
詩
は
、
宗
廟
の
在
り
方
を
問
う
内
容
、

つ
ま
り
政
治
発
言
で
あ
る
が
、
そ
の
気
の
注
入
へ
の
異
常
な
ま
で
の
執
着
と
、

そ
れ
に
呼
応
す
る
樸
学
と
経
世
致
用
の
学
を
呑
み
込
ん
だ
儒
教
宇
宙
の
強
固
な

大
理
に
よ
っ
て
国
を
治
め
、
救
わ
ん
と
し
た
こ
と
は
容
易
に
推
察
で
き
る9

。 

 

そ
の
貴
族
の
在
り
方
を
問
う
た
実
学
思
想
家
の
真
実
の
姿
、
歴
史
上
類
例
を

見
な
い
屈
強
の
儒
教
魂
こ
そ
が
、
包
世
臣
の
詩
境
で
あ
り
、
書
境
で
あ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
こ
れ
ら
の
書
論
、
書
こ
そ
が
、
列
強
に
対
す
る
救
国
の
た
め
の
抵
抗
運
動
の

姿
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

図４ 

図５ 
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包
世
臣
の
書
論 

Ⅰ 

菅
野
智
明
氏
に
よ
れ
ば
、
包
世
臣
論
書
の
「
奇
」
に
つ
い
て
の
着
眼
が
指
摘

で
き
る
が
、
そ
の
「
奇
」
と
い
う
美
意
識
の
源
泉
は
、
明
の
董
其
昌
の
書
論
『
画

禅
室
随
筆
』
の
中
で
、
頻
繁
に
使
わ
れ
る
批
評
語
に
「
奇
に
似に

て
、
反か

え

っ
て
正
」

と
い
う
観
念
に
あ
る
。
こ
れ
を
翻
訳
す
れ
ば
、
「
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
逆

に
正
し
い
」
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
米
芾
や
王
羲
之
に
見
ら
れ
、
趙

孟
頫
に
は
、
理
解
で
き
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
董
其
昌
と
趙

孟
頫
の
蘭
亭
序
の
臨
書
を
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
書
論
思
想
は
、
顕
著
に
反
映
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
「
奇
」
と
「
正
」
で
、
物
事
を
捉
え
る
着
想
は
、

陽
明
学
左
派
の
「
狂
者
胸
次(

狂
者
の
気
概)

」
の
議
論
の
影
響
と
言
え
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
当
時
の
思
想
界
で
は
、
「
奇
」
「
正
」
「
真
」
が
盛
ん
に
議
論

さ
れ
、
そ
れ
が
董
其
昌
の
書
論(

思
想)

や
書
の
実
作
に
も
反
映
さ
れ
た
。
包
世

臣
論
書
の
碑
学
を
呑
み
込
み
、
よ
り
高
度
化
さ
れ
た
「
奇
」
概
念
も
そ
の
陽
明

学
上
の
思
想
で
捉
え
れ
ば
、
そ
の
系
脈
に
つ
い
て
は
解
消
さ
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
そ
の
高
度
化
の
内
容
に
つ
い
て
、
菅
野
氏
は1

0

、 

阮
氏
は
更
に
、
方
筆
の
筆
画
を
北
碑
の
特
徴
と
す
る
が
、
包
説
に
お
け
る

「
中
実
」
の
筆
法
は
、
単
に
方
筆
の
形
状
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、

「
峻
」
「
宕
」
「
直
」
に
類
す
る
評
語
と
、
「
渋
」
「
曲
」
に
類
す
る
評
語
と

対
比
さ
れ
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
属
性
が
統
一
止
揚
さ
れ
る
複
雑
な
働
き
を
見

よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
複
雑
な
統
一
止
揚
を
見
よ
う
と
す
る
姿

勢
は
、
包
説
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
は
結
構
や
章
法
の
面
で
確
認
さ
れ
る
。

阮
氏
は
、
北
碑
の
結
構
に
偏
平
を
指
摘
す
る
程
度
に
止
ま
る
が
、
包
氏
の

場
合
、「
和
」「
渋
」「
曲
」
な
ど
の
評
語
や
、
先
学
に
着
目
さ
れ
て
き
た
「
白

を
計
り
て
以
て
黒
を
当
つ
」
、「
九
宮
法
」「
左
右
牝
牡
相
得
」
な
ど
、
主
と

し
て
結
構
・
章
法
の
調
和
や
呼
応
の
側
面
を
重
視
す
る
一
方
で
、「
変
」
も

不
可
欠
の
要
件
と
し
、
変
化
と
調
和
・
呼
応
、
双
方
を
満
た
す
と
こ
ろ
に

「
奇
」
と
い
う
境
界
を
見
る
の
で
あ
っ
た
。 

と
分
析
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
董
其
昌
以
来
の
帖
学
的
な
「
奇
」
が
、
碑
学
的 

に
開
発
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

包
世
臣
の
書
論 

Ⅱ 

再
び
菅
野
智
明
氏
の
『
近
代
碑
学
の
書
論
史
的
研
究
』
に1

1

、 

 

こ
う
し
た
包
氏
の
北
碑
観
は
、
実
は
彼
の
王
羲
之
書
法
観
と
本
質
的
に
乖

離
せ
ず
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
包
説
は
南
北
差
を
重
視
し
な
い
。

こ
の
点
に
お
い
て
、
方
筆
の
筆
画
の
ほ
か
、
隷
意
の
諸
技
法
の
残
存
や
扁

平
な
外
形
に
典
型
的
な
北
碑
像
を
見
る
阮
説
と
は
、
鮮
明
な
対
立
を
成
し

て
い
る
。
た
だ
し
包
氏
の
描
く
王
羲
之
は
、
北
碑
に
見
通
し
た
対
峙
的
な

鍾
繇
派
と
梁
鵠
派
と
い
う
二
大
書
派
の
い
ず
れ
も
結
び
付
け
ず
、
第
三
派

た
る
一
部
の
北
碑
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
た
。
そ
こ
に
は
蔡
邕
や
近
代

の
鄧
石
如
と
並
ん
で
王
羲
之
を
中
庸
的
な
高
み
に
置
こ
う
と
す
る
、
包
氏

の
志
向
が
推
測
さ
れ
た
。 

と
い
う
卓
見
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
包
世
臣
は
王
羲
之
に
象
徴
さ
れ
る
宋
学
と
、
漢
学
に
象
徴
さ
れ
碑 

図６ 
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学
の
用
筆
の
止
揚
を
試
み
て
い
た
と
解
せ
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
換
言
す
れ
ば
、
阮
元
以
降
の
考
拠
学
の
趨
勢
が
、
正
統
的
な
進
展
で 

は
な
く
、
清
代
考
拠
学
の
根
源
的
な
理
念
と
し
て
貫
か
れ
て
い
た
反
理
学
の
立

場
が
徐
々
に
修
正
さ
れ
、
理
学
＝
宋
学
と
の
折
衷
を
旨
と
し
た
漢
宋
兼
采
の
学

風
の
表
れ
が
、
包
世
臣
の
書
論
で
あ
り
、
そ
の
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 二 

沈
曾
植 
融
合
さ
れ
る
東
方
思
想
の
書
相1

2 

変
貌
す
る
観
念 

沈
曽
植
（
一
八
五
〇
❘
一
九
二
二
）
、
は
清
末
民
初
の
官
僚
、
歴
史
家
。
嘉
興

（
浙
江
省
）
の
人
で
、
字
は
子
培
、
号
は
巽
斎
ま
た
は
乙
盦
、
晩
年
は
寐
叟
と

号
し
た
。
一
八
八
〇
年
、
進
士
と
な
り
、
刑
部
主
事
、
員
外
郎
、
郎
中
を
歴
任

し
た
。
一
八
九
八
年
、
母
の
死
で
離
官
。
湖
広
総
督
張
之
洞
の
招
き
を
受
け
、

し
ば
ら
く
の
間
、
張
氏
創
建
に
よ
る
武
昌
の
両
湖
書
院
を
主
宰
し
た
。
一
九
〇

〇
年
、
義
和
団
の
乱
が
発
生
す
る
と
両
広
総
督
李
鴻
章
・
両
江
総
督
劉
坤
一
・

湖
広
総
督
張
之
洞
が
東
南
互
保
を
結
ぶ
の
に
奔
走
し
、
そ
の
後
、
再
び
官
途
に

復
帰
。
江
西
省
広
信
、
次
い
で
南
昌
の
知
府
を
経
て
、
一
九
〇
五
年
、
安
徽
提

学
使
に
抜
擢
さ
れ
、
学
生
を
視
察
す
べ
く
日
本
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
翌
年
安

徽
布
政
使
に
累
遷
、
賄
賂
が
横
行
す
る
腐
敗
し
た
官
界
に
あ
っ
て
、
こ
れ
を
厳

に
慎
み
、
そ
の
直
行
は
江
湖
に
喧
伝
さ
れ
た
。
一
九
一
〇
年
に
顕
官
と
の
不
和

に
よ
り
引
退
。
辛
亥
革
命
後
は
上
海
に
隠
棲
、
前
清
遺
老
の
肩
書
き
で
売
字
を

生
業
と
し
、
邸
宅
を
海
日
楼
と
称
し
た
。
一
九
一
七
年
、
溥
儀
（
宣
統
帝
）
を

再
度
擁
立
し
よ
う
と
す
る
張
勲
復
辟
に
参
加
し
、
学
部
尚
書
に
任
命
さ
れ
た
。 

博
学
で 

多
方
面
に
造
詣
が
深
く
、
刑
部
在
職
中
は
刑
法
の
研
究
に
成
果
を
上

げ
る
ほ
か
、
西
北
辺
境
の
歴
史
・
地
理
や
、
音
韻
学
な
ど
に
精
し
か
っ
た
。
儒

学
・
遼
金
元
史
・
法
律
学
・
音
韻
学
・
地
理
学
・
仏
教
学
に
精
通
し
、
金
石
・

日
録
学
に
も
優
れ
、
詩
や
書
も
能
く
し
た
。 

 

書
学
は
、
碑
帖
兼
習
の
立
場
を
と
り
、
自
身
が
蔵
す
る
碑
帖
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
そ
れ
ら
へ
の
題
跋
は
『
寐
叟
題
跛
』
と
し
て
影
印
刊
行
さ
れ
て
い
る1

3

。 
 

そ
の
書
は
、
こ
う
し
た
碑
帖
の 

融
合
の
産
物
と
見
做
さ
れ
、
さ
ら
に
包
世
臣

や
張
裕
釗
の
影
響
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
楊
守
敬
、
呉
昌
碩
、
羅
振
玉
、

王
国
維
な
ど
の
名
士
と
も
交
遊
が
あ
り
、
近
代
書
壇
の
領
袖
と
目
さ
れ
て
い
る
。 

 帖
学
派
の
素
顔
か
ら
変
法
家
の
面
目
へ 

沈
曾
植
は
、
早
年
は
理
学
に
傾
倒
し
た
。
こ
の
現
象
は
、
多
く
清
末
の
士
大

夫
に
共
通
す
る
傾
向
で
も
あ
る
。
例
え
ば
朱
熹
の
「
山
林
気
」「
道
学
気
」
と
い

う
思
想
は
、
彼
の
書
論
に
も
散
見
し
、
陸
九
淵
の
影
響
も
、
そ
の
文
献
の
中
で

確
認
で
き
る1

4

。
図
７
の
書
は
、
そ
の
よ
う
な
穏
や
か
な
理
学
者
と
し
て
の
佇

ま
い
を
示
す
帖
学
派
の
書
、
彼
の
素
顔
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
在
官
中
、

一
時
的
に
政
治
運
動
に
頓
挫
し
て
い
た
康
有
為
に
金
石
学
を
勧
め
、
そ
れ
を
受

け
て
康
有
為
が
『
広
芸
舟
双
楫
』
を
執
筆
し
た
話
は
有
名
で
あ
り
、
一
八
九
五

年
、
康
有
為
や
梁
啓
超
と
と
も
に
強
学
会
を
設
立
し
、
変
法
運
動
を
推
進
し
て

い
る
。
そ
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
て
、
沈
も
同
様
に
「
北
碑
」
に
も
傾
倒
し
た

と
言
え
る1

5

。
そ
し
て
そ
の
両
者
の
相
異
へ
の
言
及
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
そ

の
書
流
観
、
碑
品
観
は
、
康
有
為
と
共
有
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
沈
説
は
、
こ

れ
ら
の
碑
論
の
互
証
を
拡
大
、
充
実
さ
せ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
沈
も
、
そ
の

政
治
潮
流
の
中
で
、
当
時
の
「
大
同
」
思
想
の
現
出
で
あ
る
北
碑
に
傾
倒
し
て

い
っ
た
と
言
え
る1

6

。
図
８
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
隷
書
の
作
品
は
、
そ
の
時
期

の
沈
の
思
想
変
遷
の
足
跡
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 
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源
泉
と
し
て
の
包
世
臣 

沈
曾
植
が
、
特
に
理
論
面
で
も
啓
発
を
受
け
た
の
は
包
世
臣
の
書
論
で
あ
り
、 

ま
た
そ
の
筆
法
は
晩
年
ま
で
影
を
落
と
す
こ
と
に
な
る1

7

。
菅
野
智
明
氏
の
沈

曾
植
の
書
論
の
総
括
に
拠
れ
ば1

8

、 

沈
氏
は
、
包
世
臣
の
北
碑
論
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
、
筆
法
の
方
・
円
に

よ
る
北
魏
期
の
対
立
的
な
二
大
書
派
を
構
想
し
た
。
特
に
張
猛
龍
碑
・
刁

遵
墓
誌
を
各
々
の
派
の
代
表
に
据
え
る
点
に
、
沈
説
の
特
徴
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
東
魏
期
の
敬
史
君
碑
も
第
三
極
に
位
置
付
け
、
こ
の
期
の
数

碑
を
基
準
作
と
す
る
こ
と
か
ら
も
、
包
説
に
基
づ
く
展
開
が
確
認
さ
れ
た
。 

と
さ
れ
て
い
る
。 

し
か
し
そ
も
そ
も
包
世
臣
の
書
論
『
芸
舟
双
楫
』
は
、
碑
学
派
の
書
論
と
し

て
世
に
喧
伝
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
実
は
碑
学
と
帖
学
の
兼
采
、
融
合
に
あ

る
。
ま
た
沈
は
包
世
臣
か
ら
実
践
面
で
多
大
な
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
す
で
に

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
図
９
の
書
に
は
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
沈
曾
植
の

碑
帖
融
合
の
思
想
、
そ
の
漢
宋
兼
采
の
学
風
の
基
の
「
融
合
」
と
い
う
思
想
は
、

そ
の
詩
や
学
問
に
ま
で
波
及
し
て
い
る
。 

菅
野
氏
は
さ
ら
に1

9

、 

従
来
沈
説
論
書
の
特
質
と
さ
れ
て
き
た
互
証
論
で
は
、
先
学
に
指
摘
さ
れ

な
い
異
な
る
位
相
を
見
出
せ
た
。
上
記
方
円
の
様
式
対
峙
を
、
包
説
か
ら 

示
唆
を
得
つ
つ
六
朝
書
論
に
み
る
二
王
の
対
比
に
よ
っ
て
象
徴
的
に
擬
え

る
相
。
同
じ
く
二
王
の
法
帖
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
前
者
の
相
と
は
別

次
元
で
鋭
意
比
較
の
碑
刻
を
拡
充
し
つ
つ
個
別
的
・
具
体
的
な
接
点
を
探

る
相
。
更
に
阮
元
説
へ
の
追
従
と
反
発
の
錯
綜
も
互
証
論
に
多
面
性
を
齎

す
要
因
と
し
て
見
逃
さ
な
い
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
互
証
」
と
い
う
硬
直
化
し
な
い
多
面
的
な
も
の

の
捉
え
方
の
先
に
「
実
事
求
是
」
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
書
境
と
し
て
の
「
融
合
」
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う2

0

。 

そ
の
融
合
思
想
と
い
う
着
想
の
原
点
は
、
沈
の
詩
に
「
百
年
、
安
呉
老
を
起

図７ 

図 8 
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こ
さ
ん
と
欲
し
、
八
法
歴
下
の
談
を
重
ね
て
添
う
」
と
あ
る
の
に
象
徴
さ
れ
る

が
ご
と
く
、
包
世
臣
の
書
論
、
及
び
そ
の
思
想
の
漢
宋
兼
采
の
学
風
の
結
果
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

           

章
草
と
い
う
新
思
想 

沈
は
、
晩
年
に
章
草
を
こ
と
さ
ら
に
好
み
、
包
風
の
う
ね
り
の
あ
る
草
法
に
、

直
線
的
な
章
草
の
波
法
を
交
え
、
険
絶
且
つ
奇
抜
な
図
１
０
の
如
き
書
風
を
確

立
し
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
章
草
書
風
へ
の
変
貌
の
要
因
は
、
如
何
な
る

も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か2
1

。
門
弟
の
王
国
維
は
、「
一
切
の
諸
学
を
治
め
、
趣

博ひ
ろ

く
し
て
旨
約つ

づ

め
、
識
高
く
し
て
議
平
ら
か
な
り
」
と
沈
を
評
し
た2

2

。
そ
の

博
学
自
由
の
才
は
、
王
国
維
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
新
し
い
研
究
『
流
沙
墜
簡
』

に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う2

3

。
そ
の
自
由
な
木
簡
の
姿
態
に
魅

せ
ら
れ
、
中
で
も
そ
の
章
草
に
心
奪
わ
れ
た
。
康
有
為
同
様
に
漢
魏
に
そ
の
理

想
を
見
た
経
験
の
あ
る
沈
曾
植
に
と
っ
て
、
そ
の
章
草
が
最
も
融
合
し
易
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
そ
の
章
草
の
帖
学(

理
学)

的
な
要
素
が
、
大
同
の

碑
学
の
宇
宙
に
上
積
み
さ
れ
た
表
現
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

融
合
す
る
詩
書
学
の
書
相 

図
１
１
の
北
宋
元
祐
期
に
寄
し
た
黄
庭
堅
詩
の
釈
文
と
大
意
を
記
す
と 

 

山
行
十
日
雨
沾
衣 

幕
阜
峰
前
対
落
暉 

野
水
自
添
田
水
満 

晴
鳩
還

鳴
雨
鳩
帰 

 

霊
源
大
士
人
天
眼 

双
塔
教
師
仙
仏
機 

 

白
髪
蒼
顔
重

到
此 

問
君
還
是
昔
人
非 

(

大
意)

山
の
旅
で
十
日
雨
に
衣
を
濡
ら
し
、
岡
の
先
に
あ
る
夕
日
に
相
対
す
。

野
水
は
自
ず
か
ら
田
園
を
満
た
し
、
鳩
は
晴
れ
に
あ
ら
わ
れ
雨
に
帰
る
。

憔
清
禅
師
は
世
間
の
眼
目
と
な
る
方
、
祖
心
禅
師
は
、
諸
仏
の
か
な
め

に
な
る
方
。
白
髪
蒼
顔
に
な
っ
て
た
び
た
び
こ
こ
に
く
る
が
、
戴
君
に

機
嫌
を
問
う
と
、
あ
な
た
は
元
気
だ
が
、
昔
の
知
り
合
い
は
亡
く
な
っ

て
い
る 

 

と
な
る
。 

詩
は
、
初
め
「
三
元
」
、
盛
唐
開
元
、
中
唐
元
和
、
北
宋
元
祐
の
詩
人
を
規
範

と
す
る
こ
と
を
説
き
、
後
に
「
三
関
」
、
つ
ま
り
元
祐
、
唐
の
元
和
、
晋
の
元
嘉

の
関
を
通
過
す
る
「
華
厳
詩
境
」
を
主
張
し
た2

4

。
そ
し
て
そ
れ
は
思
想
的
に

言
え
ば
、
経
学
、
玄
学
、
理
学
、
仏
学
を
超
越
し
、
解
脱
す
る
境
地
を
理
想
と

し
た
と
も
言
え
る
。 

図
１
１
の
こ
の
詩
は
、
沈
が
拘
り
を
見
せ
た
元
祐
期
の
も
の
で
あ
り
、
書
風

的
に
も
あ
ら
ゆ
る
要
素
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
東
方
思
想
の
融
合
、

「
渾
沌
」
の
書
が
、
彼
の
行
き
着
い
た
境
涯
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う2

5

。 

      

図 9 
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三 

儒
教
魂
の
変
革
者 

康
有
為2

6 

大
同
の
書
と
思
想 

康
有
為(

一
八
五
七
ー
一
九
二
七)

 

清
末
の
学
者
・
政
治
家
。
広
東
省
南
海
県

の
人
。
字
は
広
夏
。
号
は
長
素
。
ま
た
更
生
と
号
し
、
南
海
先
生
と
呼
ば
れ
る
。

七
歳
で
よ
く
文
を
作
り
、
十
八
歳
の
と
き
同
郷
の
大
儒
、
朱
九
江
（
程
朱
を
主

と
し
、
経
世
致
用
を
主
と
し
た
）
に
経
学
を
学
び
、
ま
た
仏
教
、
西
洋
の
学
に

も
通
じ
た
。
の
ち
に
王
闓
運
門
下
の
廖
平
の
影
響
で
公
羊
学
に
入
り
、
公
羊
学

を
大
成
し
た
。
一
八
八
八
（
光
緒
十
四
年
）
、
日
本
の
明
治
維
新
に
か
ん
が
み
て
、

改
革
の
必
要
を
上
書
し
た
が
、
い
れ
ら
れ
ず
郷
里
に
帰
り
、
万
本
草
堂
を
開
い

て
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。
弟
子
に
梁
啓
超
・
陳
千
秋
な
ど
が
あ
る
。
一
八

九
一
（
光
緒
十
七
年)

、『
新
学
偽
経
考
』
を
書
い
て
、
そ
の
説
を
発
表
し
た
が
、

日
清
戦
争
後
、
一
八
九
五
年
に
は
変
法
自
強
を
と
な
え
、
ま
た
強
学
会
を
組
織

し
て
政
治
運
動
を
お
こ
な
っ
た
。
一
八
九
七
年
、『
孔
子
改
制
考
』
を
出
し
て
改

革
論
の
根
拠
を
公
羊
学
に
求
め
、
翌
年
二
月
に
は
保
国
会
を
作
り
、
光
緒
帝
に

も
謁
見
し
、
ぬ
き
ん
で
て
庶
政
改
革
の
任
に
当
た
っ
た
。
し
か
し
あ
ま
り
急
激

に
過
ぎ
、
反
対
派
の
反
撃
に
あ
い
、
八
月
に
は
い
わ
ゆ
る
戊
戍
政
変
を
引
き
お

こ
し
て
、
同
志
譚
嗣
同
は
刑
死
。
み
ず
か
ら
は
梁
啓
超
と
と
も
に
日
本
に
亡
命

し
た
（
百
日
改
革
と
い
わ
れ
る
）
。
そ
の
後
は
保
皇
会
を
お
こ
し
て
孫
文
の
革
命

運
動
と
対
立
。
辛
亥
革
命
後
は
孔
教
会
を
設
立
し
て
反
動
化
し
、
清
朝
の
再
興

を
は
か
っ
て
失
敗
し
て
の
ち
は
隠
棲
し
た
。
民
国
十
六
年
二
月
没
。 

著
に
、『
孔

子
改
制
考
』
『
新
学
偽
経
考
』
『
大
同
書
』
の
ほ
か
、
『
春
秋
公
羊
伝
注
』
『
礼
運

篇
注
』
『
孟
子
微
』
『
論
語
新
注
』
『
広
芸
舟
双
楫
』
な
ど
が
あ
る
。 

そ
の
康
有
為
を
代
表
す
る
大
同
思
想
が
、
図
１
２
に
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

千
界
皆
煩
悩
、
吾
来
偶
現
身
。 

獄
囚
哀
濁
世
、
饑
溺
為
斯
人
。 

諸
聖
皆

良
薬
、
蒼
天
太
不
神
。
萬
年
無
進
化
、
大
地
合
沈
淪
。
人
道
只
求
楽
、
天

心
只
有
仁 

先
除
諸
苦
法
、 

復
見
太
平
春
。
一
一
生
花
界
、 

人
人
現
佛
身
。

大
同
吾
有
道
、
吾
欲
度
生
民
。
廿
年
抱
宏
願
、
卅
巻
告
成
書
。
衆
病
如
其

己
、
吾
言
亦
可
除
。 

人
天
縁
己
矣
、
輪
劫
轉
空
虚
。
懸
記
千
秋
事
。
醫
王

亦
有
初
。
光
緒
甲
申
、
法
兵
震
粤
、
吾
避
兵
還
銀
河
郷
澹
如
樓
、
感
兵
事

之
惨
、
著
《 

大
同
書
》
、
以
為
待
百
年
之
後
、
不
意
今
六
十
之
年
、
親
見

大
同
、
喜
書
𦾔
書
所
題
三
詩
。
己
未
春
正
月
。
康
有
為 

(

大
意)
千
界
は
、
み
な
煩
悩
で
、
私
は
た
ま
た
ま
現
在
に
身
を
宿
し
た
。
囚
わ

れ
て
濁
世
を
哀
し
み
、
苦
し
み
て
そ
の
人
と
な
る
。
聖
人
は
良
薬
で
、
蒼

天
は
神
で
は
な
い
。
万
年
経
つ
も
進
化
な
く
、
大
地
は
落
ち
ぶ
れ
る
。
人

図 10 図 11 
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図 12 

の
道
は
た
だ
楽
を
求
め
る
が
、
天
の
心
に
は
た
だ
仁
が
あ
る
。
先
ず
苦
法

を
除
き
、
ま
た
太
平
の
春
を
見
る
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
な
や
か
な
世
界
を

生
じ
、
ひ
と
び
と
は
現
実
の
仏
身
で
あ
る
。
大
同
、
わ
た
し
に
道
が
あ
り
、

民
を
生
か
そ
う
と
望
む
。
二
〇
年
そ
の
願
い
を
抱
え
、
三
〇
巻
の
書
物
を

作
る
。
も
ろ
も
ろ
の
病
は
私
の
身
の
よ
う
で
、
わ
た
し
の
言
葉
も
除
く
べ

き
。
人
と
天
の
縁
は
已
み
、
輪
廻
は
空
虚
に
な
る
。
予
言
は
的
中
し
、
千

年
の
こ
と
。
法
の
薬
を
施
す
佛
菩
薩
界
に
も
ま
た
初
め
が
あ
る
。 

一
八
八
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
軍
が
粤
を
震
わ
せ
、
私
は
銀
河
郷
澹
如
樓
に
逃

げ
た
。
兵
事
を
哀
し
み
大
同
書
を
著
し
、
百
年
後
を
待
っ
た
。
今
思
わ
ず

六
〇
歳
、
大
同
を
見
て
喜
ん
で
、
三
詩
を
題
す
。
一
九
一
九
年
春
。 

 

こ
の
大
同
思
想
と
は
、
儒
教
の
経
典
『
礼
記
』
の
一
篇
「
礼
運
」
に
示
さ
れ

た
大
同
世
界
を
、
仏
教
世
界
や
西
欧
の
科
学
的
知
識
で
修
飾
し2

7

、
大
同
世
界

と
い
う
一
切
の
苦
悩
か
ら
解
放
さ
れ
た
完
全
に
自
由
平
等
の
理
想
郷
を
書
き
上

げ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
著
作
期
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
一
八
八
四
年
説
は
、
既
に
批

判
さ
れ
て
い
る
が2

8

、
そ
の
当
時
の
事
態
が
執
筆
の
契
機
に
な
っ
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
こ
の
作
品
が
書
さ
れ
た
一
九
一
九
年
は
、
ち
ょ
う
ど
五
四
運
動
の
時
期

に
当
た
る
。 

一
般
に
封
建
道
徳
、
儒
教
文
化
の
否
定
運
動
と
言
わ
れ
る
そ
の
運
動
に
つ
い

て
、
康
有
為
は
、
こ
こ
で
肯
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
彼
の
思
想
、
政
治
活
動

と
一
見
矛
盾
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。 

竹
内
弘
行
氏
は
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て2

9

、 

康
有
為
が
名
を
民
国
と
称
し
な
が
ら
今
に
至
る
ま
で
の
八
年
間
、
未
だ
一

度
も
真
の
民
意
、
真
の
民
権
を
見
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
「
こ
れ
あ
り
、

学
生
の
此
の
挙
よ
り
始
ま
る
の
み
」
と
評
価
し
、
い
わ
ば
毛
沢
東
の
新
民

主
主
義
革
命
論
か
ら
す
る
時
代
区
分
と
共
通
す
る
部
分
を
も
つ
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
あ
る
い
は
両
者
と
も
に
、
母
体
と
し
て
の
伝
統
社
会
や
文

化
を
根
底
に
も
っ
て
お
り
、
五
四
運
動
も
中
国
革
命
も
実
は
、
魯
迅
の
い

う
「
中
国
式
の
乱
」
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
と
も
あ
れ
、
魯
迅
を
五

四
文
化
運
動
の
代
表
者
と
す
れ
ば
、
五
四
運
動
評
価
の
一
点
に
お
い
て
、

五
四
文
化
運
動
の
攻
守
が
一
時
入
れ
替
わ
っ
た
こ
と
、
そ
の
鍵
が
、
康
有

為
の
虚
君
共
和
制
や
孔
教
論
を
支
え
た
伝
統
の
母
体
を
め
ぐ
る
評
価
の

相
異
に
あ
っ
た
… 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
の
書
の
文
言
に
あ
る
よ
う
に
、
康
有
為
に
と

っ
て
五
四
運
動
は
、
大
同
世
界
を
拓
く
佛
菩
薩
界
の
始
ま
り
と
認
識
し
て
い
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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三
世
説
と
書
論 

 
実
学
と
は
、
実
際
の
現
実
世
界
に
役
立
つ
学
問
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
歴

史
学
に
投
影
さ
れ
、
理
想
的
な
未
来
の
ロ
マ
ン
ス
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の

が
、
こ
の
当
時
の
公
羊
学
の
特
徴
で
あ
る
。
換
言
す
る
と
、
西
洋
の
未
来
に
理

念
的
世
界
を
希
求
す
る
様
式
を
、「
託
古
改
制
」
と
い
う
東
洋
独
特
の
様
式
に
す

り
替
え
て
、
実
現
せ
ん
と
し
た
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。 

そ
し
て
康
有
為
の
大
同
思
想
に
於
け
る
三
世
論
と
は
、「
礼
運
」
の
大
同
・
小

康
説
を
、
公
羊
三
世
説
と
結
び
付
け
、
拠
乱
世
↓
升
平
世(

小
康)

↓
太
平
世(

大

同)

と
い
う
順
序
で
社
会
は
発
展
す
る
も
の
と
考
え
た
。
し
か
し
中
国
の
現
状
は

無
数
の
苦
悩
に
満
ち
た
拠
乱
世
で
あ
り
、
そ
れ
は
孔
子
の
時
代
か
ら
継
続
し
て

い
る
。
欧
米
社
会
に
つ
い
て
は
、
男
女
平
等
の
問
題
や
、
人
民
が
平
等
で
君
主

を
立
て
ず
、
大
統
領
が
お
さ
め
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
升
平
世
と
見
る
の
が

基
本
姿
勢
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

そ
し
て
孔
子
を
素
王
と
し
て
、
そ
の
時
代
を
拠
乱
世
と
し
て
そ
こ
か
ら
升
平 

世
、
太
平
世
へ
と
発
展
し
て
い
く
と
い
う
考
え
は
、
漢
代
公
羊
家
の
考
え
で
あ 

り
、
一
八
八
九
年
頃
に
著
さ
れ
た
書
道
論
『
広
芸
舟
双
楫
』
に
も
そ
の
影
響
が 

垣
間
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
康
有
為
に
と
っ
て
の
こ
の
書
論
は
、
当
初
の
動
機
は 

と
も
あ
れ
、
三
大
著
書
と
い
わ
れ
る
政
治
思
想
書
『
新
學
偽
經
考
』
『
孔
子
改 

制
考
』
『
大
同
書
』
の
前
座
的
な
位
置
付
け
に
見
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
れ 

ら
思
想
書
の
論
拠
と
な
る
古
文
偽
作
説
を
証
明
す
る
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て 

の
文
字
研
究
的
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
政
治
性
を
孕
ん
だ
当
書
論 

は
、
自
ら
が
信
ず
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
文
字
を
確
立
す
る
布
石
と
も
な
っ
た
と
考
え 

ら
れ
る
が
、
そ
の
太
平
世
の
文
字
と
し
て
六
朝
文
字
が
採
択
さ
れ
た
。
つ
ま
り

「
神
品
」「
妙
品
」「
高
品
」「
精
品
」「
逸
品
」「
能
品
」
と
い
う
康
有
為
の
ラ
ン

ク
付
け
に
お
い
て
、
そ
の
「
神
品
」
に
爨
龍
顔
碑(

図
１
３)

、
靈
廟
碑
陰
、
石

門
銘
を
置
い
て
い
る
が
、
近
年
の
研
究
で
は
、
三
世
説
に
於
い
て
最
高
位
の
太

平
世
、
そ
れ
は
後
の
『
大
同
書
』
に
結
実
す
る
大
同
的
理
想
郷
に
通
底
す
る
と

し
、
そ
う
し
た
境
地
に
置
か
れ
る
べ
き
碑
刻
は
、
隷
意
の
筆
意
、「
渾
」
的
筆
画
、

変
化
あ
る
結
構
と
い
う
三
特
性
を
兼
備
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
、
既
に
提
出

さ
れ
て
い
る3

0

。 

ま
た
殷
周
代
の
籀
書
は
彫
刻
刀
を
使
っ
た
の
で
と
が
っ
た
筆
画
が
多
く
、
そ

の
後
、
漆
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
の
で
、
丸
味
を
帯
び
、
漢
代
以
後
は
墨
を
使
う

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
四
角
張
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
と
説
く
よ
う
に
、
そ

の
書
風
の
変
遷
を
用
材
か
ら
見
た
う
え
で
、
康
有
為
自
身
、
常
に
漆
ば
り
の
濃

墨
で
丸
味
を
帯
び
た
蔵
鋒
用
筆
で
通
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
あ
く
ま
で

素
王
孔
子
、
隷
書
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
、
つ
ま
り
孔
子
教
の
継
承
者
と
し
て
の
立
ち
位
置

を
保
守
し
な
が
ら
、「
渾
」
等
の
形
而
上
学
的
な
美
学
を
構
築
し
た
太
平
世
と
し

て
の
六
朝
の
表
出
で
あ
る
。 

つ
ま
り
そ
の
書
論
を
基
盤
に
書
に
於
い
て
も
、
大
同
に
結
実
す
る
ロ
マ
ン
ス

の
世
界
を
描
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

       

 

   

図 13 
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北
碑
南
帖
論
の
批
判
的
継
承
と
「
渾
」
と
「
峻
」 

菅
野
智
明
氏
の
分
析
に
拠
れ
ば
、『
広
芸
舟
双
楫
』
に
於
け
る
「
書
派
」
の
語
、

及
び 
関
連
語
彙
を
列
挙
し
た
上
で3

1

、 
こ
れ
ら
を
通
覧
し
て
み
る
と
、
そ
の
殆
ど
が
南
北
書
派
、
及
び
漢
魏
の
鍾

繇
・
衛
氏
派(

も
し
く
は
包
氏
の
い
う
梁
鵠
派)

へ
の
言
及
で
占
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
南
北
書
派
説
が
阮
元
の
提
唱
以
来
、
碑
学
の
基
本

的
論
点
に
据
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
、
こ
こ
で
改
め
て
説
く
ま
で
も
な
い

が
、
康
氏
の
場
合
、
か
か
る
南
北
説
は
上
記
の
よ
う
に
「
書
は
派
を
分
か

つ
べ
き
も
、
南
北
は
分
か
つ
能
わ
ず
」(

宝
南
第
九)

と
し
て
明
確
に
否
定

す
る
。
だ
が
こ
の
否
定
は
、
一
方
に
お
い
て
、
包
氏
が
提
起
す
る
鍾
繇
・

梁
鵠
派
と
い
う
二
派
の
対
峙
説
を
批
判
す
る
中
で
、
微
妙
に
揺
ら
ぐ
こ
と

に
な
る
。
康
氏
は
、
史
伝
を
も
と
に
梁
鵠
の
書
法
が
鍾
繇
の
そ
れ
に
拮
抗

す
る
ほ
ど
の
書
流
を
形
成
し
な
か
っ
た
と
し
、
む
し
ろ
衛
覬
か
ら
衛
瓘
・

衛
恒
へ
累
代
継
承
さ
れ
る
衛
氏
の
書
法
を
重
視
し
た
。 

と
し
、
康
有
為
に
お
い
て
は
、
漢
魏
南
北
朝
の
二
大
潮
流
と
し
て
衛
氏
ー
崔
氏

と
鍾
繇
ー
盧
氏
を
二
大
書
派
と
提
示
し
た
と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
書
の
評
語
に

於
い
て
更
に
微
細
に
、「
渾
」
系
と
「
峻
」
系
で
分
類
し
た
と
整
理
さ
れ
た
。
そ

し
て
概
ね
渾
系
は
鍾
派
、
峻
系
を
衛
派
に
属
す
る
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
「
渾
」
と
「
峻
」
の
内
実
に
つ
い
て
、 

こ
の
書
派
群
で
は
、
評
語
「
峻
」
が
付
す
一
群
と
、「
渾
」
の
付
す
そ
れ
と

が
、
大
き
な
ま
と
ま
り
を
形
成
し
つ
つ
対
峙
し
て
い
る
。
各
々
は
、
筆
画

の
方
／
円
の
別
で
ほ
ぼ
重
な
る
が
、「
渾
」
の
書
派
の
実
際
を
見
る
な
ら
ば
、

あ
る
種
の
円
筆
は
そ
の
範
疇
に
入
れ
ず
、
逆
に
一
定
の
方
筆
性
が
認
め
ら

れ
る
も
の
を
取
り
込
む
な
ど
、
独
自
の
概
念
が
窺
わ
れ
た
。
こ
れ
に
は
、

康
氏
に
お
け
る
「
渾
」
の
評
語
が
与
っ
て
い
る
。 

と
し
た
上
で
、
さ
ら
に
、 

康
氏
の
六
朝
評
価
は
、
か
か
る
書
派
を
単
位
に
窺
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
即
ち
「
碑
品
十
七
」
の
所
掲
碑
刻
に
鑑
み

る
な
ら
、
今
般
の
十
四
派
は
、
「
高
品
」
以
上
と
、
「
精
品
」
以
下
に
、
ほ

ぼ
明
瞭
に
区
別
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
、
高
品
以
上
の
高
位
の
書
派
は
、

上
記
の
「
渾
」
を
冠
す
る
一
派
の
他
、
隷
書
の
筆
意
を
留
め
る
古
碑
の
一

派
、
変
化
に
富
ん
だ
姿
態
の
摩
崖
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
「
神
品
」
に
冠
さ
れ
る
爨
龍
顔
碑
、
靈
廟
碑
陰
は
、
こ
う
し
た
隷

意
、「
渾
」
的
筆
画
、
変
化
あ
る
結
構
と
う
い
う
三
特
性
を
兼
備
し
た
、
康

氏
碑
品
の
典
型
的
存
在
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
こ
れ
ら
の
書
論
は
、
後
の
梁
啓
超
の
新
史
学
に
連
な
る
科
学
性
と
、

康
有
為
の
漢
代
に
ル
ー
ツ
を
求
め
る
恣
意
性
、
つ
ま
り
思
想
性
の
産
物
だ
と
考

え
ら
れ
る
。 

 宋
学
的
思
惟
、
人
欲
と
天
理
の
行
方 

「
人
欲
を
去
り
、
天
理
を
存
す
」 

こ
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
テ
ー
ゼ
は
、
宋
学
か
ら
の
理
学
の
伝
統
で
あ
る
。 

青
年
期
に
朱
子
学
者
で
あ
る
朱
次
琦
に
教
え
を
受
け
た
康
有
為
に
と
っ
て
、

そ
の
思
想
を
如
何
に
継
承
し
、
ま
た
発
展
さ
せ
、
新
た
に
時
代
に
合
う
も
の
を

創
出
す
る
か
、
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。 

 

結
論
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
「
天
理
人
欲
」
の
説
に
対
し
て
康
有
為
は
「
天
欲

人
理
」
の
説
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
る
。
早
く
二
九
歳
の
著
『
康
子
内
外
篇
』

一
四
、
理
気
篇
の
中
で
、 

 

故
理
者
、
人
理
也
。
若
耳
目
百
体
、
血
気
心
知
、
天
所
先
与
。
嬰
児
無
知

己
有
欲
焉
、
無
与
人
事
也
。
故
欲
者
、
天
也
。
程
子
謂
天
理
是
体
認
出
、

此
不
知
道
之
言
也
、
蓋
天
欲
而
人
理
也
。 

(

大
意)
よ
っ
て
理
と
は
、
人
の
理
で
あ
る
。
耳
目
身
体
、
血
気
知
覚
は
天
よ
り

先
ず
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
嬰
児
は
知
識
は
な
い
が
、
欲
が
あ
る
。

人
事
に
関
係
な
い
。
よ
っ
て
や
は
り
欲
は
、
天
で
あ
る
。
程
子
は
天
理
を
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体
認
し
て
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
分
か
っ
て
い
な
い
か
ら
。
た
ぶ
ん
天
欲

人
理
が
正
し
い
。 

 

と
あ
り
、
従
来
の
理
学
を
批
判
し
、
欲
望
の
合
理
性
を
認
め
て
い
る
。
ま
た
後 

年
の
『
大
同
書
』
に
於
い
て
も
、 

  
 

大
同
之
世
、
交
合
之
事
、
人
人
縱
其
欲
、
而
給
其
求
、(

中
略)

無
界
無
限
。 

(

大
意)

大
同
の
世
界
は
、
性
愛
は
人
々
の
自
由
で
あ
り
、
そ
の
求
め
に
与
え
、(

中

略)

無
限
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
、
男
女
の
性
欲
を
認
め
、
一
定
の
条
件
を
付
し
て
肯
定
す
る
徹
底
的
な 

欲
望
肯
定
論
を
主
張
し
て
い
る
。 

つ
ま
り
は
、
欲
望
が
膨
張
し
、
人
と
自
然
、
社
会
を
破
壊
す
る
緊
張
を
、「
仁
」

の
德
で
解
決
し
、
調
和
さ
せ
る
と
い
う
近
代
的
思
想
性
を
具
え
て
い
た
と
言
え

る
だ
ろ
う3

2

。 

な
ら
ば
、
次
の
書(

図
１
４)

の 

 

 
 

澹
泊
足
以
明
志
、
寧
静
足
以
致
遠
。
慆
慢
不
足
以
研
精
、
険
躁(

不
足)

以

理
性
。 

(

大
意)

淡
泊
が
志
を
明
ら
か
に
さ
せ
、
冷
静
さ
が
遠
く
を
お
も
ん
ば
か
ら
せ
る
。

あ
な
ど
り
は
研
鑽
を
妨
げ
、
険
し
く
騒
が
し
状
態
は
理
性
を
妨
げ
る
。 

 

と
あ
る
「
理
性
」
の
文
字
は
、
近
代
的
な
理
性
の
姿
態
で
あ
る
。 

 

そ
の
激
し
い
エ
ロ
チ
ズ
ム
を
内
包
し
た
書
は
近
世
か
ら
の
変
転
、
そ
の
思
想

の
反
映
と
い
う
他
は
な
い
だ
ろ
う
。
総
じ
て
言
え
ば
、
康
有
為
の
隷
楷
書
は
、

公
的
な
性
格
の
場
で
、
行
草
書
は
、
内
面
を
詠
う
語
や
詩
な
ど
私
的
な
場
で
多

用
さ
れ
て
い
る
。 

  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四 

梁
啓
超 

進
歩
派
の
啓
蒙
思
想
と
書
の
在
処3

3 

進
歩
派
と
伝
統 

梁
啓
超(

一
八
七
三
ー
一
九
二
九)

。
清
末
民
国
初
の
学
者
、
政
治
家
。
新
会

県
（
広
東
省
）
の
人
。
字
は
卓
如
。
号
は
任
公
。
幼
時
か
ら
秀
慧
で
、
阮
元
の

学
海
堂
に
学
ん
で
、
訓
詁
の
学
を
修
め
た
が
、
十
六
歳
の
時
、
康
有
為
の
広
東

長
興
の
万
木
草
堂
に
学
び
、
そ
の
変
法
維
新
・
大
同
の
説
に
共
鳴
し
て
、
そ
の

鼓
吹
に
つ
と
め
た
。
一
八
九
六
（
光
緒
二
十
二
年
）
に
、
中
国
最
初
の
雑
誌
で

あ
る
『
時
務
報
』
を
上
海
で
創
刊
し
、
自
ら
も
『
変
法
通
義
』
を
著
し
た
。 

 

一
八
九
八
（
光
緒
二
十
四
年)

、
康
有
為
が
光
緒
帝
に
召
さ
れ
て
戊
戍
の
新
政

を
行
う
に
及
ん
で
は
、
そ
の
参
謀
格
と
し
て
活
曜
し
、
そ
の
失
敗
後
（
こ
れ
を

戊
戌
政
変
と
い
う
。
光
緒
二
十
四
年
八
月
の
こ
と
）
は
日
本
に
亡
命
し
、『
清
議

報
』
を
発
刊
し
た
。
次
い
で
一
九
〇
二
（
光
緒
二
十
八
年)

、
『
新
民
叢
報
』
を

出
し
、
新
民
運
動
を
展
開
し
た
。
民
国
に
な
っ
て
か
ら
は
、
一
九
一
五
（
民
国

四
年)

袁
世
凱
の
帝
政
に
反
対
し
、
民
国
六
年
張
勲
の
復
辟
に
反
対
し
、
民
国
七

図 14 
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年
に
は
パ
リ
の
平
和
会
議
に 

中
国
全
権
顧
間
と
し
て
渡
欧
し
た
。
晩
年
は
時
代

の
動
き
に
と
り
の
こ
さ
れ
て
専
ら
学
術
研
究
に
従
事
し
た
。
民
国
十
八
年
没
、

年
五
七
。
著
に
『
清
代
学
術
概
論
』
『
中
国
近
三
百
年
学
術
史
』
『
中
国
歴
史
研

究
法
』『
先
秦
政
治
思
想
史
』『
中
国
文
化
史
綱
』『
墨
経
校
釈
』『
飲
泳
室
文
集
』

『
大
乗
起
信
論
考
証
』
『
梁
任
公
近
著
第
一
輯
』
『
梁
任
公
学
術
講
演
集
』
な
ど

が
あ
り
、
著
書
論
文
を
集
め
た
も
の
に
『
飲
泳
室
合
集
』
が
あ
る
。
そ
の
『
飲

泳
室
文
集
』
に
は
、
古
碑
帖
を
扱
っ
た
題
跋
類
が
多
く
収
め
ら
れ
、
執
筆
時
期

は
民
国
六
年
か
ら
七
年
、
十
三
年
か
ら
十
四
年
に
集
中
し
て
い
る
。 

そ
の
進
歩
的
な
思
想
は
「
四
蔽
」「
二
病
」
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
伝
統
文

化
を
批
判
す
る
。 

１ 

旧
史
は
朝
廷
の
君
主
と
臣
下
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
国
家
に
対
す

る
観
念
が
な
く
、
国
民
の
た
め
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い
。 

２ 

個
人
の
存
在
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
て
、
社
会
そ
の
も
の
へ
の
視
点
が
な
い
。 

３ 

過
去
の
事
実
の
記
載
は
あ
る
が
、
現
在
の
記
載
が
な
い
。 

４ 

事
実
の
記
載
に
重
き
を
置
い
て
、
そ
の
事
実
が
起
こ
っ
た
因
果
関
係
に
つ

い
て
考
え
て
い
な
い
た
め
、
将
来
を
見
据
え
る
観
点
が
な
い
。 

５ 

事
実
の
記
述
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
役
に
立
た
な
い
事
実
で
、
そ
の
内

容
に
取
捨
選
択
を
加
え
て
い
な
い
。 

６ 

「
述
べ
て
作
ら
ず
」
と
い
う
考
え
方
に
固
執
し
て
体
裁
を
踏
襲
す
る
だ
け

で
、
そ
こ
に
ほ
と
ん
ど
創
造
が
な
い
。 

つ
ま
り
旧
来
の
史
学
に
は
、
君
臣
関
係
と
い
う
意
識
だ
け
で
、
国
家
、
国
民

と
い
う
意
識
、
社
会
そ
の
も
の
へ
の
視
点
、
現
在
の
記
述
の
欠
如
、
歴
史
の
因

果
関
係
、
内
容
の
選
択
、
新
た
な
創
造
と
い
う
要
素
が
欠
落
し
て
い
る
と
指
摘

す
る3

4

。 

 

さ
ら
に
、「
私
は
孔
子
を
愛
す
る
。
し
か
し
真
理
を
も
っ
と
愛
す
る
。
私
は
先

輩
・
国
家
・
故
人
を
愛
す
る
。
し
か
し
自
由
を
も
っ
と
愛
す
る
。
そ
れ
に
私
は

孔
子
が
真
理
を
愛
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
が
梁
啓
超
の

伝
統
文
化
へ
の
基
本
姿
勢
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う3

5

。 

 

詩
界
革
命
の
形 

梁
啓
超
の
詩
を
分
析
す
る
の
で
あ
れ
ば
、『
飲
冰
室
詩
話
』
を
紐
解
か
ね
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
中
で
、
明
確
な
定
義
を
せ
ず
に
「
詩
界
革
命
」
の
言
葉

を
使
う
が
、
新
意
境
、
新
語
句
、
旧
風
格
を
同
時
に
充
た
す
詩
を
作
る
こ
と
が
、

梁
啓
超
の
詩
界
革
命
の
定
義
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
「
近
世

詩
人
で
新
理
想
を
鎔
か
し
て
旧
風
格
に
入
れ
込
む
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
黄
遵

憲
公
度
を
推
奨
す
べ
き
で
あ
る
と
」
と
述
べ
、
黄
遵
憲
を
詩
話
全
体
に
渡
り
高

く
評
価
す
る
。 

 

ま
た
梁
啓
超
の
詩
界
革
命
の
特
徴
は
、
杜
甫
を
特
に
評
価
す
る
こ
と
だ
と
言

え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
「
情
聖
杜
甫
」
の
中
で
、 

 

真
実
の
描
写
が
詳
し
け
れ
ば
詳
し
い
ほ
ど
真
情
は
い
よ
い
よ
は
っ
き
り
と

表
れ
る
。
我
々
が
そ
れ
ら
の
詩
を
熟
読
す
れ
ば
『
真
即
美
』
の
道
理
を
理

解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
述
べ
、
そ
の
詩
風
を
「
簡
単
な
語
句
の
中
に
無
限
の
情
緒
を
包
括
」
し
て
い

る
と
、
何
よ
り
も
情
感
を
重
ん
じ
る
。 

 

そ
し
て
次
の
書(

図
１
５)

は
、
一
九
一
七(

民
国
六
年)

に
梁
啓
超
が
王
羲
之

風
の
様
式
で
杜
甫
の
暮
帰
詩
を
書
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

霜
黃
碧
梧
白
鶴
棲 

城
上
擊
拆
復
鳥
啼 

客
子
入
門
月
皎
皎 

誰
家
搗
練

風
淒
淒 

南
渡
桂
水
闕
舟
楫 

似
歸
秦
川
多
鼓
鼙 

年
過
半
百
不
稱
意 

明
日
看
雲
還
杖
藜 

(

大
意)

黄
色
の
霜
、
青
い
梧
に
白
鶴
は
す
み
、
城
の
上
で
は
、
拍
子
木
を
打
っ

て
夜
回
り
し
、
鳥
が
ま
た
鳴
い
て
い
る
。
客
人
は
門
に
入
り
月
は
光
り
、

だ
れ
の
家
で
ね
り
絹
を
打
ち
、
風
が
ひ
や
や
か
で
あ
ろ
う
か
。
南
は
桂
水

を
渡
る
。
舟
の
楫
が
少
な
く
、
秦
川
に
帰
る
よ
う
で
、
軍
事
用
の
太
鼓
が

お
お
い
。
年
は
五
〇
年
が
す
ぎ
、
意
は
か
な
わ
ず
。
明
日
は
雲
を
見
て
、

杖
を
も
っ
て
帰
ろ
う
。 
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と
あ
り
、
前
半
は
暮
帰
の
さ
む
ざ
む
と
し
た
景
色
を
詩
人
の
悲
哀
に
託
し
、
後

半
句
は
そ
の
生
活
の
寂
し
さ
、
孤
独
さ
を
描
写
し
て
い
る
。 

当
年
の
七
月
、
張
勲
の
復
辟
に
反
対
す
る
た
め
に
、
段
祺
瑞
内
閣
の
財
務
総

長
と
な
り
、
八
月
に
は
ド
イ
ツ
に
宣
戦
布
告
、
十
一
月
に
は
、
財
政
総
長
を
辞

任
し
て
お
り
、
こ
の
詩
は
、
上
丁
つ
ま
り
二
月
か
八
月
の
上
旬
の
丁
の
日
に
書

か
れ
て
い
る
。
前
年
の
護
国
運
動
成
功
後
、
政
治
か
ら
離
れ
社
会
教
育
事
業
に

従
事
す
る
が
、
ま
た
「
憲
法
」
「
内
閣
」
「
復
辟
」
問
題
に
よ
っ
て
、
政
治
の
渦

中
に
巻
き
込
ま
れ
る
。 

こ
の
詩
は
そ
の
政
治
に
対
す
る
失
望
と
社
会
の
度
重
な
る
変
乱
へ
の
嫌
悪
感

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 

 

新
民
と
新
史
学
と
書 

康
有
為
の
弟
子
で
あ
り
、
そ
の
三
世
説
を
継
承
し
た
梁
啓
超
が
、
来
日
後
、

愛
国
心
発
揚
の
た
め
に
独
自
の
社
会
進
化
論
を
踏
ま
え
た
新
民
論
、
新
史
学
を

発
表
す
る
。
こ
れ
が
後
に
継
承
さ
れ
る
「
実
事
求
是
」
の
精
神
で
あ
る
。 

一
九
〇
二
年
に
発
表
さ
れ
た
『
新
民
論
叢
』
に
発
表
し
た
『
新
史
学
』
に

は
、
今
日
西
洋
で
通
行
し
て
い
る
諸
学
問
の
中
で
、
中
国
に
固
有
の
も
の

は
、
史
学
だ
け
で
あ
る
。
史
学
と
は
学
問
の
中
で
最
も
広
く
、
き
わ
め
て

大
切
な
も
の
で
あ
る
。
国
民
の
明
鏡
で
あ
り
、
愛
国
心
の
源
泉
で
あ
る
。

今
日
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
民
族
主
義
が
発
達
し
、
列
国
が
日
々
文
明
を
発
達

さ
せ
た
の
に
は
、
史
学
の
功
績
が
そ
の
半
ば
に
あ
る
。 

と
述
べ
、
史
学
の
意
義
を
説
き
、『
新
民
論
叢
』
の
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
『
新

民
説
』
で
は
、 

新
民
と
い
う
の
は
、
我
が
民
が
こ
と
ご
と
く
古
い
も
の
を
捨
て
、
他
の
も

の
に
従
う
の
で
は
な
い
。
新
の
意
味
に
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
「
も
と
も
と

持
っ
て
い
た
も
の
を
鍛
え
磨
い
て
新
し
く
す
る
」
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一

つ
は
「
も
と
も
と
無
か
っ
た
も
の
を
他
か
ら
取
っ
て
き
て
新
し
く
す
る
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

と
、
そ
の
新
民
の
姿
を
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
新
民
論
、
と
新
史
学
と
の
有
機
的
な
関
係
の
中
で
、
か
れ
の
書 

が
あ
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
梁
啓
超
の
書
に
つ
い
て
、
宣
統
三
年
、 

つ
ま
り
一
九
一
一
年
時
の
書
に
つ
い
て
星
翁
氏
は
、 

梁
任
公
の
書
法
は
、
鄭
文
公
の
魏
碑
に
そ
の
用
筆
法
を
得
て
い
る
。
し
か

し
、
晋
唐
の
王
羲
之
、
褚
遂
良
の
筆
法
で
険
し
さ
を
納
め
て
出
入
し
、
粗

の
中
に
細
を
帯
び
、
幾
つ
か
の
意
を
平
ら
げ
濃
厚
な
古
体
字
に
つ
い
て
見

る
と
、
龍
が
飛
び
鳳
が
舞
う
よ
う
で
あ
る
。 

と
評
せ
ら
れ
た
よ
う
に
、
当
初
は
図
１
６
の
ご
と
く
帖
学
の
影
響
が
強
い
も
の

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
梁
啓
超
の
書
に
つ
い
て
の
言
説
は
、「
飲
冰
室
碑
帖
跋
」
と
清
華
大
学
教

職
員
書
法
研
究
会
で
の
講
演
録
に
あ
る
「
書
法
指
導
」(

民
国
一
六
・
一
九
二
七

年)

五
五
才
時
の
諸
説
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
る
が
、
先
ず
金
石
学
者
と
し
て
の
梁

啓
超
の
ス
タ
ン
ス
は
、 

 

１ 

金
石
書
を
他
見
し
、
か
つ
引
用
す
る
。 

 

２ 

文
字
考
証
に
主
眼
を
お
く
。 

 

３ 

史
書
に
よ
る
歴
史
的
考
証
を
旨
と
す
る
。 

 
４ 

北
碑
の
啓
蒙
を
説
く
。 

と
さ
れ
て
い
る3

6

。
ま
た
師
で
あ
る
康
有
為
の
書
論
『
広
芸
舟
双
楫
』
の
影
響

が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る3

7

。 

 

そ
し
て
、
前
者
の
題
跋
時
期
が
乙
丑
の
歳
、
つ
ま
り
一
九
二
五
年
に
集
中
し

て
い
る
が
、
彼
が
前
年
に
病
床
に
臥
し
、
天
津
で
療
養
生
活
を
送
り
、
年
明
け

図１５ 
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図１７ 

て
回
復
し
た
も
の
の
公
務
に
復

帰
せ
ず
、
天
津
で
静
養
し
て
い

た
時
期
で
あ
り
、
ま
た
現
存
す

る
書
作
品
も
そ
れ
以
降
の
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
の
は
、
当

時
に
梁
啓
超
は
書
に
携
わ
る
時

間
が
多
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。 

 

当
時
、
書
の
跋
文
を
書
く
こ

と
は
、
余
暇
の
楽
し
み
で
あ
る

と
と
も
に
、
彼
の
新
史
学
の
一

環
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う3

8

。
そ

し
て
そ
の
書
風
も
図
１
７
・
図

１
８
に
見
る
よ
う
に
漢
碑
の
様

式
、
北
碑
の
書
が
多
見
さ
れ
、
こ
の
時
期
か
ら
本
格
的
に
梁
啓
超
の
書
家
と
し

て
生
活
が
始
ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  
 

図
１
８
は
、
北
碑
の
臨
書
で
あ

る
が
、
図
１
７
に
は
、 

 

宿
雪
不
除 

愛
厥
虚
白 

 
 

新
月
来
覿 

麗
以
流
黄 

(

大
意)

積
も
っ
た
雪
を
除
か
ず
、 

 

そ
の
虚
白
を
愛
す
。
新
月
が 

 

や
っ
て
き
て
、
麗
し
く
黄
色 

に
流
れ
る
。 

 

と
当
時
二
月
の
情
景
を
詠
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
図
１
９
に
見
え
る
よ
う
な
、
北
碑
を
基
盤
と
し
た
行
書
様
式
は
、
当
時

に
編
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
が
、
そ
の
文
言
は
、 

  

石
梁
茆
屋
有
彎
碕 

流
水
濺
濺
度
両
隄 

晴
日
煖
風
生
麥
気 

緑
陰
幽
草

勝
花
時 

(

大
意)
石
の
は
り
、
か
や
の
屋
に
湾
曲
し
た
岸
が
あ
り
、
流
れ
る
水
が
さ
ら
さ

ら
と
つ
つ
み
を
わ
た
る
。
春
の
日
の
あ
た
た
か
い
風
が
麦
の
気
を
生
じ
、

緑
の
影
の
奥
深
い
草
が
花
よ
り
も
優
れ
て
い
る
。 

図１６ 

図１８ 

図１９ 
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初
夏
に
書
か
れ
た
こ
の
詩
は
、
当
時
の
梁
啓
超
の
静
養
中
の
自
身
の
状
態
を

暗
示
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

北
碑
の
書
論
と
「
蛻
嬗
」 

 

菅
野
智
明
氏
に
拠
れ
ば3

9

、
梁
啓
超
の
書
論
、
そ
の
題
跋
の
分
析
か
ら
、
ま

ず
注
目
す
べ
き
は
北
碑
、
さ
ら
に
そ
れ
を
中
心
と
す
る
魏
晋
南
北
朝
碑
へ
の
跋

が
挙
げ
ら
れ
る
。
康
有
為
の
『
広
芸
舟
双
楫
』
に
啓
発
さ
れ
た
梁
啓
超
は
、
無

論
そ
の
影
響
下
に
あ
り
、
そ
の
傾
向
は
自
然
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
そ
こ
で
そ

の
特
色
を
言
え
ば
、
既
に
劉
濤
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
梁
説
が
諸
跋
を
貫

い
て
常
に
視
座
に
据
え
て
い
る
の
は
、
書
体
や
様
式
の
「
蛻
変
」「
嬗
変
」
乃
ち

変
遷
で
あ
り
、
北
魏
碑
に
つ
い
て
、「
元
景
墓
誌
跋
」「
鄭
道
忠
墓
誌
跋
」「
恵
猛

墓
誌
跋
」
な
ど
か
ら
太
和
期
、
そ
し
て
神
亀
・
正
光
期
に
画
期
を
み
よ
う
と
す

る
点
を
、
梁
氏
一
流
の
「
史
家
的
眼
光
和
立
場
」
の
反
映
と
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
梁
氏
が
「
方
厳
峻
抜
」
な
る
書
風
を
「
盛
魏
正
宗
」
と
す
る
傍
ら
、「
石
門

銘
」
や
「
龍
門
造
像
」
な
ど
を
「
別
調
」
と
す
る
「
主
流
」
と
「
支
流
」
の
対

比
的
鑑
賞
法
も
梁
氏
碑
学
の
特
質
と
見
て
い
る
と
さ
れ
た
。 

 

ま
た
太
和
期
様
式
の
特
質
と
し
て
、「
蛻
し
て
未
だ
化
せ
ず
」
と
い
う
隷
法
の

残
存
や
、
重
厚
に
し
て
刀
意
の
横
溢
す
る
筆
画
の
迫
力
を
見
出
し
、
神
亀
・
正

光
期
で
は
張
猛
龍
を
基
準
作
と
し
て
、
精
緻
な
刻
法
に
よ
っ
て
、
方
厳
と
豪
放

を
兼
備
す
る
結
構
を
重
視
し
、
そ
れ
に
代
表
さ
れ
る
様
式
を
書
品
の
絶
頂
と
捉

え
、
そ
の
後
の
東
・
西
魏
、
北
斉
・
北
周
期
で
は
、
作
為
的
な
隷
法
に
書
品
の

凋
落
を
見
ら
れ
た
。 

 

さ
ら
に
、
神
亀
・
正
光
期
の
一
類
を
正
統
と
し
、
そ
の
傍
系
に
つ
い
て
多
様

性
を
説
き
、
「
風
華
」
「
妍
妙
」
を
付
す
も
、
南
派
書
法
の
影
響
を
認
め
ず
、
あ

く
ま
で
北
碑
の
自
律
的
進
展
を
見
、
遷
洛
以
後
の
北
魏
期
の
絶
対
視
に
よ
っ
て
、

南
化
の
時
期
を
遅
ら
せ
た
と
観
念
さ
れ
て
い
る
。 

以
上
の
よ
う
な
、
史
学
に
よ
っ
て
、
梁
啓
超
の
書
学
の
骨
格
は
形
成
さ
れ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

娯
楽
と
い
う
在
処 

一
九
二
七
（
民
国
一

六
年
）
、
逝
去
の
約
前
年

に
発
表
さ
れ
た
「
書
法

指
導
」
は
、
梁
啓
超
の

晩
年
の
書
道
思
想
の
結

晶
で
あ
る
。
因
み
に
こ

の
年
に
師
康
有
為
は
亡

く
な
っ
て
い
る
。
そ
の

概
略
は
、 

１ 

字
を
学
ぶ
の
は
、 

 

造
像
記
の
『
魏
霊
蔵
』

『
始
平
公
』
『
楊
大
眼
』 

か
ら
入
手
す
る
の
が
い
い
。 

２ 

唐
碑
と
六
朝
碑
を
比
べ
る
と
、
前
者
は
規
矩
整
斉
と
し
て
お
り
、
後
者
は

一
定
の
法
則
が
な
い
。
筆
力
遒
勁
な
も
の
に
し
た
け
れ
ば
、
六
朝
碑
が
い
い
。 

３ 

乾
隆
以
前
は
帖
学
が
盛
行
し
た
が
、
中
葉
以
降
は
代
わ
っ
て
碑
学
が
興
り
、

現
在
に
至
る
。
コ
ロ
タ
イ
プ
版
が
発
明
さ
れ
て
、
帖
学
に
も
回
復
の
希
望
が

出
て
き
た
。 

４ 

入
門
が
難
し
い
た
め
学
ぶ
に
は
慎
み
が
必
要
で
あ
り
、
道
を
誤
っ
て
は
い 

け
な
い
。
模
倣
す
べ
き
で
な
い
も
の
に
四
派
あ
る
。
①
趙
子
昂
・
董
其
昌
の

一
派
②
蘇
東
坡
③
柳
公
権
④
李
北
海
が
そ
れ
に
当
た
る
。 

と
な
る
が
、
基
本
的
に
康
有
為
の
説
を
踏
襲
す
る
も
の
の
、
帖
学
の
コ
ロ
タ
イ

プ
版
を
認
め
る
な
ど
、
よ
り
柔
軟
性
の
あ
る
思
想
と
言
え
る
。 

さ
ら
に
そ
の
中
の
前
段
の
前
置
き
で
「
書
法
は
も
っ
と
も
優
美
で
便
利
な
娯

楽
の
具
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
れ
は
、
書
が
元
来
詩
の
表
現
で
あ
り
、
そ
の
詩
と
は
毛
伝
以
来
「
詩
は
志

図２０ 
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の
之い

く
と
こ
ろ
な
り
」
と
す
る
伝
統
を
放
棄
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

 
少
な
く
と
も
政
治
家
時
代
の
詩
に
は
、
政
治
的
な
寓
意
が
認
め
ら
れ
、
こ
の

思
想
は
、
隠
棲
以
後
の
書
の
在
処
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

図
２
０
の
「
節
臨
聖
教
序
」
は
、「
書
法
指
導
」
発
表
と
同
年
の
作
で
あ
る
が
、

一
九
二
〇
年
代
に
於
い
て
、
仏
教
の
「
中
国
化
」
の
意
義
を
高
く
評
価
し
、
さ

ら
に
仏
教
の
「
中
国
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
将
来
の
中
西
融
合
に
よ
る
「
新
文

明
」
建
設
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
と
、
こ
の
「
妙
」
を
尽
く
し
た
と
す
る4

0

、

仏
教
碑
文
へ
の
執
着
と
は
関
係
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う4

1

。 

 

五 

羅
振
玉 

科
学
と
ル
ー
ツ
の
書
法4

2 

羅
振
玉(

一
八
六
六
ー
一
九
四
〇)

。
清
末
民
国
初
年
の
考
証
学
者
・
金
石
学

者
。
浙
江
省
上
虞
の
人
。
字
は
叔
蘊
、
ま
た
叔
言
。
号
は
抱
残
老
人
・
守
残
老

人
・
雪
堂 

。
少
年
の
こ
ろ
か
ら
考
古
学
に
没
頭
し
、
成
人
し
て
張
之
洞
の
知
遇

を
う
け
、
清
の
宣
統
元
年(

一
九
〇
九)

、
京
師
大
学
堂
農
科
監
督
に
な
っ
た
。

そ
の
間
、
清
室
内
閣
大
庫
所
蔵
の
古
文
書
や
敦
燈
文
書
の
保
存
に
努
力
し
た
。 

 

民
国
革
命
で
日
本
に
亡
命
し
、
京
都
で
甲
骨
文
字
の
研
究
に
専
念
し
、
帰
国

後
、
天
津
に
居
住
し
、
溥
儀
の
家
庭
教
師
を
務
め
る
。
満
洲
事
変
後
、
そ
の
監

察
院
院
長
と
な
り
、
後
に
日
満
文
化
協
会
会
長
も
務
め
て
い
る
。
金
石
考
証
の

学
に
精
通
し
、
王
国
維
の
師
で
あ
る
と
と
も
に
義
父
で
あ
る
。
書
室
を
禁
雨
楼
・

面
城
精
舎
と
い
う
。
民
国
二
九
年
没
、
年
七
五
。
著
に
、『
殷
虚
書
契
考
釈
』『
殷

虚
書
契
前
後
篇
』『
石
鼓
文
考
釈
』『
敦
煌
石
室
書
目
』『
敦
煌
石
室
遺
書
十
二
種
』

『
敦
煌
零
拾
七
種
』
『
史
料
叢
刊
初
編
』
『
皇
清
奏
議
』
な
ど
が
あ
る
。 

 

 

跋
文
と
日
常
様
式 

中
国
清
王
朝
の
崩
壊
に
と
も
な
い
、
多
数
の
中
国
書
画
の
逸
品
が
日
本
に
流

入
し
そ
の
受
け
皿
に
な
っ
た
の
が
、
今
の
関
西
に
あ
る
博
物
館
の
前
身
で
あ
り
、

ま
た
そ
の
収
集
に
当
た
っ
た
の
は
、
政
治
家
、
財
界
人
、
学
者
で
あ
っ
て
、
そ

の
作
品
群
は
彼
ら
の
功
績
の
結
晶
で
あ
る
。
そ
の
中
国
側
の
パ
イ
プ
役
と
な
っ

た
清
朝
遺
民
の
代
表
的
な
人
物
と
し
て
、
こ
こ
で
は
、
羅
振
玉
を
挙
げ
る
。
辛

亥
革
命
の
難
を
逃
れ
、
王
国
維
と
と
も
に
京
都
に
居
住
し
、
京
都
学
派
を
は
じ

め
、
そ
の
周
辺
の
財
界
人
、
政
治
家
と
交
流
し
た
。
そ
し
て
そ
の
生
活
の
為
に
、

所
有
し
て
い
た
書
画
文
物
を
売
却
。
ま
た
、
書
品
の
流
伝
に
つ
い
て
な
ど
が
書

さ
れ
た
跋
文
の
内
容
は
、
そ
の
書
美
と
と
も
に
近
代
日
中
文
化
交
流
史
に
於
け

る
貴
重
な
歴
史
資
料
と
も
言
え
る
。
図
２
１
の
宋
拓
集
王
聖
教
序(

上
野
本)

跋

を
見
る
と
、 

 

集
右
軍
書
聖
教
序
宋
拓
本
、
平
日
所
見
不
下
十
餘
本
。
然
多
南
渡
後
拓
本
。

此
本
曩
得
之
西
呉
周
氏
、
精
采
殊
勝
、
初
亦
不
敢
遽
信
為
未
渡
南
時
物
、

比
来
京
師
、
見
楊
大
瓢
跋
関
中
南
氏
所
蔵
宋
末
周
艸
窓
本
。
艸
窓
言
得
之

京
口
一
士
人
家
、
忭
京
未
失
時
所
拓
者
。
並
几
与
此
細
校
、
一
一
肳
合
、

始
知
此
本
確
為
北
宋
氈
墨
。
歳
庚
戌
、
吾
友
内
藤
博
士
来
京
師
、
出
以
相

示
、
一
見
驚
歎
。
視
予
之
篋
蔵
十
餘
歳
、
必
竣
校
以
周
艸
窓
本
而
始
確
信

為
北
宋
拓
。
其
鑒
賞
之
敏
鈍
、
相
去
殆
不
可
道
里
計
矣
。
博
士
叚
之
帰
国
、

付
良
工
精
印
、
並
介
予
此
本
於
其
友
上
野
君
、
其
愛
之
篤
、
与
博
士
同
、

因
以
帰
之
、
爰
識
語
于
冊
尾
、
以
存
鴻
爪
、
辛
亥
七
月
下
澣
、
上
虞
羅
振

玉
。 

(

大
意) 

集
右
軍
書
聖
教
序
の
宋
拓
本
は
、
こ
の
半
生
で
十
数
本
を
見
て
き
た
。

し
か
し
南
渡
後
の
拓
本
が
多
い
。
こ
の
拓
本
は
、
以
前
西
呉
の
周
氏
か
ら

得
て
、
そ
の
精
彩
は
殊
に
勝
れ
、
初
め
は
す
ぐ
に
は
南
渡
以
前
の
も
の
と

は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
最
近
北
京
で
楊
大
瓢
が
跋
し
た
関
中
南
氏
所
蔵
の

宋
末
周
艸
窓
本
を
見
た
。
艸
窓
は
、
こ
れ
は
京
口
の
一
士
人
家
よ
り
え
て
、

北
宋
の
都
、
忭
京
の
時
代
に
拓
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る
。
机
に

並
べ
て
こ
れ
と
細
か
に
比
べ
る
と
、
す
べ
て
符
合
し
、
は
じ
め
て
こ
の
本

が
確
か
に
北
宋
の
拓
本
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
歳
、
庚
戌(

一
九
一
〇
年)

、

吾
が
友
内
藤
博
士
が
北
京
に
き
た
の
で
、
出
し
て
み
せ
た
が
、
一
見
し
て
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驚
歎
し
た
。
自
分
の
篋
蔵
の
も
の
を
十
数
年
見
て
き
た
が
、
必
ず
比
較
を

お
え
る
の
は
周
艸
窓
本
を
使
い
、
始
め
て
確
信
し
て
北
宋
拓
と
見
做
し
た
。

其
の
鑑
賞
の
敏
鈍
は
、
わ
た
し
と
比
べ
て
そ
の
み
ち
の
り
は
計
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
博
士
は
こ
れ
を
借
り
て
帰
国
し
、
良
工
に
精
印
さ
せ
、
あ
わ

せ
て
こ
の
拓
本
を
そ
の
友
人
、
上
野
君
に
紹
介
す
る
と
、
こ
れ
を
愛
す
る

こ
と
が
篤
く
、
博
士
と
同
様
で
あ
っ
た
。
で
あ
っ
た
の
で
こ
れ
を
か
れ
に

あ
げ
る
こ
と
に
し
た
。
こ
こ
に
冊
尾
に
識
語
し
て
鴻
爪
を
残
す
。
辛
亥(

一

九
一
一
年)

七
月
下
旬
、
上
虞
羅
振
玉
。 

  

こ
の
よ
う
な
細
字
が
、
羅
振
玉
の
科
挙
日
常
文
字
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

ま
た
内
藤
は
、
羅
振
玉
と
旧
知
の
仲
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
し
て
こ
の
よ
う
な
時
勢
背
景
に
於
け
る
跋
文
は
、
当
時
大
量
に
書
か
れ
、

原
田
博
文
堂
か
ら
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
羅
に
と
っ
て
は

生
活
の
た
め
で
も
あ
っ
た
が
、
清
朝
の
文
物
に
纏
わ
る
、
日
本
と
清
と
の
交
流

を
示
す
、
貴
重
な
資
料
で
も
あ
る4

3

。
ま
た
従
来
皇
帝
の
為
に
な
さ
れ
た
こ
の

跋
文
を
付
す
と
い
う
作
業
が
、
大
衆
の
為
と
な
っ
た
の
が
羅
振
玉
の
跋
文
の
特

性
で
あ
り
、
碑
帖
の
思
想
に
捉
わ
れ
な
い
新
た
な
唯
物
的
な
実
学
の
書
論
の
形

で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。 

 甲
骨
金
文
の
学
問
研
究
文
字 

 

羅
振
玉
は
、
金
石
に
造
詣
が
深
か
っ
た
が
、
そ
の
史
学
、
学
術
研
究
上
に
残

し
た
貢
献
の
一
つ
が
、
甲
骨
文
の
伝
播
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
『
殷
墟
書
契
前
編
』

な
ど
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。
甲
骨
、
金
文
の
臨
書
作
品
が
多
数
残
さ
れ
た
が
、

杉
村
邦
彦
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
書
は
「
臨
」
と
い
う
よ
り
も
、
「
写
定
」

す
な
わ
ち
「
定
本
と
し
て
書
き
と
め
る
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
彼
の

そ
れ
は
、
学
問
の
延
長
で
あ
り
、
む
し
ろ
学
問
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う

説
が
提
出
さ
れ
て
い
る4

4

。 

 

確
か
に
、
多
数
の
「
金
文
」
の
臨
書
は
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
に
あ
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
が
、
甲
骨
文
の
場
合
そ
う
と
は
限
ら
な
い
。
図
２
２
の
書
に
は
、

甲
骨
文
を
用
い
て
、 

 

図２１ 

図２２ 
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三
徳
六
行
大
学
教 

五
風
十
雨
豊
年
占 

集
殷
契
遺
文 

貞
松
羅
振
玉 

(
大
意)

三
徳(

智
仁
勇)

、
六
行(

孝
、
友
、
睦
、
姻
、
任
、
恤)

は
大
学
の
教
え
、

五
日
ご
と
に
風
が
吹
き
、
十
日
ご
と
に
雨
が
降
る
意
か
ら
、
世
の
中
が
平

穏
無
事
で
あ
る
た
と
え
。
気
候
が
穏
や
か
で
順
調
な
こ
と
で
、
豊
作
の
兆

し
と
さ
れ
る
。 

羅
振
玉
は
、
そ
の
生
涯
に
於
い
て
、
教
育
行
政
へ
の
関
心
が
強
か
っ
た
。
当

時
の
多
く
の
論
者
た
ち
が
、「
西
学
」
を
提
唱
し
な
が
ら
西
洋
の
学
問
の
倫
理
的
、

精
神
的
価
値
を
認
め
ず
、
中
国
と
外
国
を
切
り
離
し
た
の
に
対
し
て
、
羅
振
玉

は
先
ず
革
新
の
諸
原
理
を
異
文
化
と
し
て
と
ら
え
な
い
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
の

「
倫
理
思
想
」
に
も
「
多
く
隠
か
に
我
が
先
哲
之
遺
訓
と
合
す
」
と
し
て
、
西

洋
と
中
国
の
内
的
生
活
に
於
け
る
相
関
関
係
を
見
出
し
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
っ

て
儒
家
思
想
の
価
値
観
を
中
国
個
別
な
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
東
西
の
価
値

を
踏
ま
え
た
普
遍
的
な
も
の
と
し
て
足
ら
し
め
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
西
洋
の

近
代
的
な
も
の
と
中
国
の
伝
統
的
な
も
の
を
、「
新
」
と
「
旧
」
と
し
て
捉
え
ず
、

中
国
の
主
体
性
と
国
際
化
の
実
現
を
両
立
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
る4

5

。 

 

そ
の
よ
う
な
文
脈
か
ら
言
え
ば
、
中
国
の
文
字
の
ル
ー
ツ
の
研
究
、
そ
の
甲

骨
文
字
を
使
っ
て
軸
足
を
中
国
に
保
ち
な
が
ら
、
古
代
の
神
秘
的
な
雰
囲
気
の

中
で
、
儒
教
道
徳
や
固
有
の
文
化
を
高
ら
か
に
宣
言
し
た
羅
振
玉
独
自
の
境
涯

を
記
し
た
も
の
と
言
え
る
。
そ
の
羅
振
玉
の
甲
骨
作
品
も
、
今
も
色
あ
せ
る
こ

と
の
な
い
持
続
力
な
生
命
感
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

内
面
、
境
涯
の
表
出
と
し
て
の
書 

一
九
三
三
年
、
羅
振
玉
六
八
歳
の
六
月
、
二
年
前
の
満
州
事
変
、
前
年
の
満

州
国
建
立
を
受
け
、
監
察
院
院
長
に
就
任
、
十
月
に
は
満
日
文
化
協
会
の
常
務

理
事
の
任
に
就
く
。
そ
の
臘
、
つ
ま
り
年
の
暮
、
陰
暦
の
十
二
月
に
、
羅
自
身
、

作
詩
は
得
意
で
は
な
い
と
自
任
し
、
古
典
の
引
用
が
多
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

次
の
よ
う
な
詩
を
残
し
て
い
る(

図
２
３)

。 

 

 

馬
足
車
塵
又
二
年 

頽
矜
仍
荷
主
恩
偏 

豸
冠
耀
首
態
無
補 

虎
口
餘
生

未
忍
捐 

畢
竟
人
心
思
漢
臘 

 

果
然
天
命
集
團
宣 

嚢
中
尚
有
枯
毫
在

好
賦
車
攻
六
月
篇 

癸
西
臘
八
日
即
事 

口
占
一
律 

貞
松
老
人
書
付
縄

祖
次
孫 

(

大
意)

戦
時
か
ら
二
年
が
経
ち
、
く
ず
れ
か
け
た
プ
ラ
イ
ド
が
君
主
の
恩
に
か

か
っ
て
い
る
。
神
獣
の
冠
が
頭
を
輝
か
し
、
態
様
に
補
う
と
こ
ろ
は
な
い
。

危
険
な
余
生
は
棄
て
る
に
は
ま
だ
忍
び
な
い
。
つ
ま
り
、
人
心
は
、
漢
の

祭
り
を
思
い
、
は
て
に
天
命
は
、
団
体
宣
言
を
集
め
る
も
の
だ
。
袋
の
中

に
ち
び
け
た
筆
が
あ
り
、
詩
経
の
車
攻
や
六
月
で
王
を
言
祝
い
で
賦
す
。 

 

と
あ
る
。
そ
の
少
し
く
屈
折
し
た
心
理
の
中
で
、
王
政
へ
の
忠
誠
は
、
変
わ
ら

な
い
。 

羅
振
玉
は
、
し
ば
し
ば
顔
真
卿
の
書
を
学
ん
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
書

図２３ 
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に
は
、
日
常
時
の
文
字
に
比
べ
、
膨
ら
ん
だ
用
筆
が
見
て
取
れ
、
そ
の
影
響
が

看
取
さ
れ
る
。 

つ
ま
り
顔
真
卿
を
好
ん
だ
と
言
う
こ
と
が4

6

、
終
生
変
わ
る
こ
と
の
な
い
王

(

清)
へ
の
忠
義
の
表
れ
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り

内
面
の
表
出
、
道
徳
に
は
伝
統
に
沿
っ
て
帖
学
的
な
行
草
を
用
い
、
研
究
と
い

う
史
学
、
実
学
に
は
、
科
学
的
で
忠
実
な
「
写
定
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
向
き

合
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

六 

王
国
維 

そ
の
哲
学
と
文
学
、
そ
し
て
書4

7 

そ
の
学
問
と
政
治 

王
国
維(

一
八
七
七
ー
一
九
二
七)

。 
清
末
民
国
初
年
の
人
、
海
寧
（
浙
江
省
）

の
人
。
字
は
、
静
庵
・
伯
隅
。
号
は
、
観
堂
・
静
菴
。
諡
は
忠
愨
。
一
八
八
三

年
か
ら
私
塾
で
学
び
、
一
八
九
二
年
に
秀
才
と
な
る
。
一
八
九
九
年
、
上
海
の

『
時
務
報
』
に
勤
務
し
、
羅
振
玉
の
東
文
学
社
で
外
国
語
と
化
学
・
物
理
学
を

学
び
、
西
洋
の
学
問
に
触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
藤
田
豊
八
博
士
に
つ

い
て
、
欧
文
及
び
西
洋
の
哲
学
・
文
学
・
美
術
を
修
め
た
。
清
の
一
九
〇
一
（
光

緒
二
七
・
明
治
三
四
年
）
、
日
本
に
留
学
し
、
東
京
物
理
学
校
に
入
学
し
た
が
、

翌
年
帰
国
し
て
江
蘇
省
の
南
通
師
範
学
校
教
習
・
蘇
州
師
範
学
校
教
習
と
な
り
、

哲
学
を
講
じ
た
。
一
九
〇
七
年
ご
ろ
西
洋
哲
学
の
研
究
か
ら
、
文
学
の
、
詞
、

戯
曲
の
研
究
へ
と
嗜
好
を
変
え
る
。
さ
ら
に
辛
亥
革
命
後
、
一
時
、
羅
振
玉
と

京
都
に
亡
命
し
、
羅
振
玉
に
従
っ
て
、
考
証
学
・
金
石
学
な
ど
の
古
学
を
研
究

し
た
。
ま
た
当
時
、
改
め
て
内
藤
湖
南
、
狩
野
直
喜
、
富
岡
謙
蔵
な
ど
の
清
朝

保
守
派
を
支
持
す
る
京
都
学
派
と
交
流
し
た4

8

。 

帰
国
後
、
一
九
二
三
（
民
国
十
二
年
）
に
愛
新
覚
羅
溥
儀
に
招
か
れ
「
南
書

房
行
走
」
に
就
任
、
一
九
二
五
年
に
は
清
華
学
校
研
究
院
教
授
と
な
り
、
ま
た

北
京
大
学
国
学
研
究
所
で
指
導
し
た
。
民
国
十
六
年
六
月
、
国
民
革
命
軍
が
北

京
に
せ
ま
る
に
及
び
、
清
朝
の
末
路
を
悲
し
ん
で
北
京
頤
和
園
の
昆
明
湖
に
身

を
投
じ
た
。
年
五
一
。
カ
ン
ト
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
・
ニ
ー
チ
ェ
な
ど
を

愛
読
し
て
、
そ
の
影
響
を
受
け
、
一
九
〇
四
（
光
緒
三
十
年)

『
紅
楼
夢
評
論
』

の
著
が
あ
る
。
第
一
次
帰
国
期
の
『
人
間
詞
話
』『
宋
元
戯
曲
史
』
な
ど
新
分
野

を
開
拓
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
日
本
で
の
甲
骨
文
研
究
の
先
駆
者
と
し
て
の
功

績
も
大
き
い
。
著
は
上
記
の
ほ
か
、
『
静
菴
文
集
』
『
曲
録
』
『
考
原
』
『
頤
和
園

詩
』『
流
沙
墜
簡
』『
観
堂
集
林
』
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
集
め
た
も
の
に
『
王

忠
愨
公
遺
書
』
が
あ
る
。 

 西
洋
学
の
影
響 

王
国
維
が
西
洋
文
化
に
始
め
て
接
し
た
の
は
、
新
学
を
通
じ
て
で
あ
る
が
、

科
学
技
術
・
政
治
・
経
済
・
社
会
な
ど
の
学
問
に
は
向
か
わ
ず
、
西
洋
哲
学
を

専
攻
し
た
。
そ
の
西
洋
哲
学
を
知
っ
た
の
は
東
文
学
社
時
代
で
あ
る
が
、
田
岡

佐
代
治
の
文
集
を
読
み
、
は
じ
め
て
カ
ン
ト
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
ア
ー
を
知
っ

た
と
い
う
。
さ
ら
に
趣
向
は
ニ
ー
チ
ェ
へ
と
向
か
い
、
後
の
文
学
思
想
や
史
学

研
究
の
科
学
性
に
そ
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
王
国
維
の
西
洋

学
へ
の
心
酔
を
示
す
内
容
が
、
図
２
４
に
は
記
さ
れ
て
い
る4

9

。 

 

旧
徳
酔
心
如
美
酒 

新
篇
清
目
勝
真
茶 

(

大
意)

ふ
る
い
徳
目
は
心
を
酔
わ
す
こ
と
美
酒
の
ご
と
き
で
、
新
し
い
学
問
は
、

眼
を
清
め
真
茶
に
勝
る
。 

 

そ
の
書
風
は
、
唐
の
欧
陽
詢
を
基
礎
に
し
た
力
強
い
楷
書
で
書
さ
れ
て
い
る
。

王
国
維
の
書
の
傾
向
は
、
唐
時
代
を
下
地
に
し
た
謹
直
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ

は
宋
様
式
に
分
類
で
き
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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人
間
詞
話
の
思
想 

 

王
国
維
が
、
文
学
、
ま
た
広
く
学
問
全
般
の
根
本
的
使
命
と
み
な
し
た
の
は
、

絶
対
的
真
理
の
追
求
で
あ
り
、
そ
の
真
理
は
学
説
な
り
作
品
な
り
の
ま
と
ま
っ

た
形
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
於
い
て
完
結
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
絶
え
ず

後
世
に
向
か
っ
て
開
か
れ
、
そ
の
完
成
を
期
し
、
そ
の
持
続
力
が
、
学
説
、
作

品
の
持
つ
生
命
力
と
考
え
た5

0

。 

 

王
国
維
は
詞
を
作
る
前
に
、
詩
を
作
っ
て
お
り
、
文
学
へ
の
関
心
は
か
な
り

早
く
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。 

そ
の
理
論
書
、『
人
間
詩
話
』
の
中
で
、
五
代
、
北
宋
の
詞
を
独
絶
と
評
し
て

い
る
が
、
そ
の
根
拠
に
持
ち
出
さ
れ
た
の
が
、
「
境
界
」
の
概
念
で
あ
る
。 

境
界
の
創
造
に
、
先
ず
は
造
境
と
写
境
が
あ
り
、
造
境
は
理
想
で
あ
り
、
写

境
は
写
実
で
あ
り
、
大
詩
人
は
そ
れ
が
自
然
に
合
す
る
。
ま
た
有
我
の
境
と
無

我
の
境
が
あ
り
、
有
我
の
境
は
、
我
を
以
て
物
を
観
て
、
そ
れ
ゆ
え
に
色
彩
を

表
し
、
そ
れ
は
動
よ
り
静
に
ゆ
く
と
き
に
得
て
、
故
人
の
詞
に
多
く
表
れ
る
。 

 

無
我
の
境
は
、
物
を
以
て
物
を
観
る
こ
と
で
、
何
者
が
我
で
何
者
が
物
か
分

か
ら
ず
、
豪
傑
の
詞
に
多
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
そ
の
境
と
言
う
の

は
、
景
物
を
い
う
だ
け
で
な
く
、
喜
怒
哀
楽
も
人
心
中
の
一
境
界
で
あ
り
、
よ

っ
て
真
景
物
、
真
感
情
を
写
す
も
の
を
境
界
が
あ
る
と
い
う
。 

こ
の
よ
う
な
境
界
説
の
背
景
に
は
西
洋
の
カ
ン
ト
の
流
れ
を
汲
む
シ
ラ
ー
に

基
づ
く
と
言
わ
れ
、
そ
の
国(

S
t
a
a
t
)

と
い
う
語
が
「
境
界
」
概
念
を
生
み
出
し

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
シ
ラ
ー
は
権
利
の
力
の
国
で
は
、
人
と
人
と
は
力
で
相

遇
し
そ
の
活
動
も
制
限
を
受
け
、
倫
理
の
国
で
は
、
人
と
人
は
法
律
の
威
厳
で

相
対
し
そ
の
意
志
は
束
縛
を
受
け
る
が
、
文
化
教
養
の
世
界
、
審
美
の
国
で
は
、

人
は
形
象
を
別
人
に
表
し
、
た
だ
自
由
遊
戯
の
対
象
と
し
て
人
と
相
対
し
、
自

由
を
通
り
、
自
由
を
給
予
す
る
、
こ
れ
が
基
本
法
律
で
あ
り
、
こ
の
審
美
の

S
t
a
a
t

が
「
境
界
」
の
源
泉
と
考
え
た
。
無
論
、
そ
の
考
え
方
は
、
中
国
伝
統

の
思
想
に
も
垣
間
見
え
、
そ
の
伝
統
的
な
美
学
思
想
、
そ
の
民
族
本
位
の
思
想

を
具
有
し
、
ま
た
中
西
融
合
、
渾
然
一
体
と
な
っ
た
も
の
と
分
析
さ
れ
て
い
る5

1

。 

ま
た
真
摯
な
感
情
に
よ
っ
て
、
天
下
万
世
の
真
理
を
探
究
す
る
王
国
維
の
基

本
的
態
度
は
、
「
真
」
「
不
真
」
が
基
準
と
な
り
、
そ
れ
は
「
不
隔
ー
隔
」
と
い

う
区
別
に
換
言
で
き
、
人
間
詞
話
四
十
則
で
は
、
蘇
軾
は
不
隔
で
黄
山
谷
は
、

や
や
隔
と
評
さ
れ
て
い
る5

2

。 

 黄
山
谷
の
位
置
付
け
と
書 

 

図
２
５
は
王
国
維
の
表
面
的
に
は
黄
山
谷
《
松
風
閣
詩
帖
》
の
臨
書
で
あ
る

が
、
そ
の
意
図
は
、
形
態
よ
り
も
そ
の
文
学
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

依
山
築
閣
見
平
川 

夜
闌
箕
斗
插
屋
椽 

我
來
名
之
意
適
然 

老
松
魁
梧

數
百
年 

斧
斤
所
赦
令
參
天 

風
鳴
媧
皇
五
十
弦 

洗
耳
不
須
菩
薩 

泉

嘉
二
三
（
以
上
二
字
倒
置
）
子
甚
好
賢 

力
貧
買
酒
醉
此
筵 

夜
雨
鳴
廊

到
曉
懸 

相
看
不
歸
臥
僧
氈 

泉
枯
石
燥
復
潺
湲 

山
川
光
暉
為
我
妍 

野
僧
早
（
此
字
點
去
）
旱
饑
不
能
饘 

曉
見
寒
溪
有
炊
煙 

東
坡
道
人
已

沈
泉 

張
侯
何
時
到
眼
前 

釣
臺
驚
濤
可
晝
眠 

怡
亭
看
篆
蛟
龍
纏 

安

得
此
身
脫
拘
攣 

舟
載
諸
友
長
周
旋 

 

図２４ 
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(

大
意)

山
に
よ
り
そ
っ
て
築
か
れ
た
楼
閣
、
そ
こ
か
ら
広
い
長
江
が
見
わ
た
せ

る
。 

夜
が
更
け
る
と
、
箕
・ 
斗
の
星
座
が
、
軒
端
の
た
る
き
に
か
か
っ

て
い
る
。 

私
は
こ
こ
へ 

来
て
松
風
閣
と
名
づ
け
た
が
、
心
に
よ
く
か
な

っ
て
い
る
。 

老
松
は
高
く
厳い

か

つ
く
数
百
年
を
経
て
、 

斧
や
斤
を
免
れ
て

今
は
天
に
と
ど
く
ほ
ど
だ
。 

松
風
は
女
媧
氏
の
五
十
弦
の
意
が
鳴
る
よ
う

で
、
そ
の
音
に
清
め
ら
れ
て
菩
薩
泉
で
耳
を
洗
う
必
要
も
な
い
。 

君
た
ち

が
す
ぐ
れ
た
人
物
を
心
か
ら
し
た
う
気
持
ち
を
愛
で
、
貧
し
い
懐
を
無
理

し
て
酒
を
買
い
、
こ
の
宴
席
で
酔
お
う
。
夜
の
雨
が
回
廊
に
鳴
り
、
朝
方

ま
で
つ
づ
き
、
顔
を
見
合
わ
せ
て
帰
る
の
を
や
め
、
寺
僧
の
毛
布
で
眠
っ

た
。
枯
れ
た
泉
、
乾
い
た
石
に
、
ま
た
水
が
さ
ら
さ
ら
流
れ
は
じ
め
、
山

川
は
光
り
輝
い
て
、
私
の
た
め
に
美
し
く
よ
そ
お
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
田

舎
の
僧
は
ひ
で
り
で
飢
え
、
か
ゆ
も
す
す
れ
な
い
。
暁
に
寒
渓
の
あ
た
り

に
か
ま
ど
の
煙
が
立
つ
の
を
望
見
す
る
ば
か
り
。
東
坡
道
人
（
蘇
拭
）
は

も
は
や
黄
泉
路

よ

み

じ

に
没
し
た
。
張
侯
（
張
耒)

は
い
つ
眼
前
に
姿
を
あ
ら
わ
す

こ
と
か
。
釣
台
で
は
騒
ぐ
浪
音
に
も
昼
寝
が
で
き
、 

怡
亭
で
李
陽
冰

り
よ
う
ひ
ょ
う

の
蛟

み
ず
ち

の
か
ら
み
つ
い
た
篆
書
を
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

ど
う
し
た
ら
こ
の
身

は
憂
き
世
の
し
が
ら
み
か
ら
の
が
れ
、 

友
人
た
ち
と
舟
に
乗
り
、
い
つ
ま

で
も
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。 

 

そ
し
て
『
人
間
詞
話
』
補
遺
の
中
で
、
黄
山
谷
に
触
れ
、 

 

山
谷
云
『
天
下
清
景
、
不
擇
賢
愚
而
與
之
、
然
吾
特
疑
端
為
我
輩
設
』
誠

哉
是
言
。
抑
獨
清
景
而
已
、
一
切
境
界
、
無
不
為
詩
人
設
。
世
無
詩
人
、

即
無
此
種
境
界
。
夫
境
界
之
呈
於
吾
心
而
見
於
外
物
者
、
皆
須
臾
之
物
。

惟
詩
人
能
以
此
須
臾
之
物
、
鐫
諸
不
朽
之
文
字
、
使
読
者
自
得
之
。
遂
覚

詩
人
之
言
、
字
字
為
我
心
中 

所
欲
言
、
而
又
非
我
之
所
自
言
、
此
大
詩
人

之
秘
妙
也
。 

(

大
意)

黄
山
谷
が
言
う
に
は
「
天
下
の
風
景
は
賢
愚
を
選
ば
ず
与
え
て
く
れ
る

の
で
、
私
は
疑
心
を
持
ち
な
が
ら
自
分
の
し
つ
ら
え
を
つ
く
る
」
と
。
こ

れ
は
名
言
だ
。
そ
も
そ
も
た
だ
風
景
が
あ
る
だ
け
で
、
す
べ
て
が
境
界
で

あ
り
、
詩
人
が
作
る
の
で
あ
る
。
世
の
中
に
詩
人
が
い
な
け
れ
ば
、
こ
の

種
の
境
界
な
ど
な
い
。
そ
も
そ
も
境
界
は
自
分
の
こ
こ
ろ
を
外
者
に
託
し
、

み
な
寸
刻
の
も
の
で
あ
る
。
た
だ
詩
人
の
み
が
寸
刻
に
不
朽
の
文
字
を
き

ざ
み
つ
け
、
読
者
に
自
然
と
得
さ
し
め
る
。
遂
に
は
詩
人
の
言
葉
を
覚
え
、

そ
の
文
字
が
私
の
望
む
と
こ
ろ
と
な
り
、
ま
た
私
が
自
分
の
言
え
な
い
と

こ
ろ
と
な
る
。
こ
れ
が
詩
人
の
秘
訣
で
あ
る
。 

 

と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
我
々
に
身
近
に
感
覚
で
き
る
中
西
融
合
の
境
界
論
は
、
先
ほ
ど
見
た
思

想
に
他
な
ら
ず
、
黄
山
谷
の
詞
に
そ
れ
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
書
も
黄
山

谷
の
書
を
い
さ
さ
か
小
振
り
に
意
匠
を
変
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
宋
様
式
に
他

な
ら
な
い
。 

王
国
維
の
書
も
ま
た
、
そ
の
独
自
の
様
式
と
し
て
持
続
的
な
生
命
力
を
保
有

し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

図２５ 
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七 

胡
適 

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
と
口
語
詩
の
書5

3 
胡
適
の
生
涯 

胡
適(
一
八
九
一
ー
一
九
六
二)

。
民
国
の
人
。
安
徽
省
績
渓
県
の
人
。
最
初

の
名
は
胡
洪
騂
。
の
ち
「
物
競
ひ
天
択
び
、
適
者
生
存
す
」
の
適
の
字
を
と
っ

て
、
適
之
と
改
め
、
胡
適
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
し
た
が
、
一
九
一
〇
年
ア
メ
リ
カ

留
学
の
官
費
生
と
な
っ
て
か
ら
、
そ
れ
を
正
式
の
名
と
し
た
。
若
い
こ
ろ
の
清

末
の
維
新
時
代
に
生
長
し
て
、
梁
啓
超
の
影
響
を
う
け
、
と
り
わ
け
厳
復
訳
の

『
天
演
論
』
の
影
響
を
受
け
た
。 

十
四
歳
の
と
き
上
海
の
梅
渓
学
堂
に
入
り
、

の
ち
、
澄
衷
学
堂
・
中
国
公
学
・
震
旦
学
堂
に
学
び
、
清
末
、
一
九
一
〇
（
宣

統
二
年)

二
〇
歳
の
と
き
、
義
和
団
事
件
の
賠
償
金
に
よ
る
官
費
生
と
し
て
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
た
。 

は
じ
め
カ
ン
タ
ー
ル
大
学
で
農
学
を
勉
強
し
た
が
、
の
ち
コ
ー
ネ
ル
大
学
で

文
学
を
学
び
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
で
哲
学
を
学
び
、
哲
学
博
士
の
称
号
を
得
た
。

「
先
秦
名
学
史
」
は
そ
の
学
位
論
文
で
あ
る
。
最
も
ハ
ク
ス
レ
ー
と
デ
ュ
ー
イ

の
影
響
を
受
け
、
み
ず
か
ら
も
「
こ
の
二
人
は
科
学
的
方
法
の
性
質
と
功
用
と

を
は
っ
き
り
私
に
教
え
て
く
れ
た
」
と
言
っ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
主
義
者
と
し

て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
中
国
に
も
ち
こ
ん
だ
最
初
の
人
と
し
て

注
目
さ
れ
た
。 

留
学
中
、
一
九
一
七
（
民
国
六
年
）
一
月
、
雑
誌
、『
新
青
年
』
二
巻
五
期
に

発
表
し
た
「
文
学
改
良
芻
議
」
は
、
文
学
革
命
（
白
話
文
学
の
提
唱
）
の
第
一

声
と
し
て
大
き
な
反
響
を
呼
び
、
そ
の
後
発
表
し
た
、
「
歴
史
的
文
学
観
念
論
」 

「
建
設
的
文
学
革
命
論
」「
論
短
篇
小
説
」「
文
学
進
化
観
念
与
戯
劇
改
良
」「
談

新
詩
」
な
ど
は
い
ず
れ
も
画
期
的
な
新
文
学
論
と
し
て
新
文
学
運
動
を
前
進
さ

せ
た
。
そ
の
論
は
、
文
言
の
文
学
を
死
ん
だ
文
学
と
認
め
て
、
こ
れ
を
排
撃
す

る
破
壊
的
方
面
と
、
白
話
の
文
学
を
活
き
た
文
学
、
正
宗
の
文
学
と
認
め
て
国

語
の
文
学
を
う
ち
た
て
よ
う
と
す
る
建
設
的
方
面
と
に
分
か
れ
る
が
、
白
話
文

学
の
価
値
を
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
は
白
話
文
学
史
を
書
き
、
白
話
文
学
の
手
本

を
過
去
の
小
説
に
認
め
る
と
こ
ろ
か
ら
は
、『
紅
楼
夢
』『
水
滸
伝
』『
儒
林
外
史
』

な
ど
の
文
学
作
品
の
整
理
考
証
を
試
み
、
ま
た
新
詩
を
提
唱
す
る
と
こ
ろ
か
ら

は 

、
み
ず
か
ら
創
作
し
て
『
嘗
試
集
』(

民
国
九)

を
出
し
た
。 

 

一
方
、
思
想
方
面
に
も
大
き
な
業
績
を
の
こ
し
、
特
に
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』

は
そ
の
方
法
態
度
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
で
、
民
国
六
年
帰
国
後
は
陳
独
秀

に
迎
え
ら
れ
て
北
京
大
学
教
授
と
な
り
、『
新
青
年
』
の
編
集
に
も
関
係
し
て
文

学
界
思
想
界
に
活
躍
し
、
民
国
十
一
年
陳
独
秀
の
あ
と
を
つ
い
で
北
京
大
学
文

科
科
長
と
な
っ
た
。
翌
十
二
年
病
気
の
た
め
大
学
を
去
っ
た
が
、
翌
年
ま
た
復

帰
し
、 

民
国
十
五
年
渡
米
し
て
、
翌
年
帰
国
し
た
。
そ
の
後
、
光
華
大
学
教
授
・

呉
淞
中
国
公
学
校
長
兼
文
理
学
院
長
に
な
っ
た
が
、
孫
文
の
三
民
主
義
を
批
判

し
て
国
民
党
の
忌
避
に
ふ
れ
、 

圧
迫
せ
ら
れ
て
公
職
を
辞
し
、
商
務
印
書
館
に

入
っ
た 

。
民
国
十
九
年
ま
た
北
京
に
帰
り
、
翌
年
北
京
大
学
教
授
と
な
っ
て
、

同
大
学
の
諸
種
の
政
治
問
題
・
文
化
運
動
を
指
導
し
た
。 

抗
日
戦
中
は
国
民
政
府
の
命
を
受
け
て
渡
米
し
、
各
地
で
講
演
し
、
民
国
二

十
七
年
、
駐
米
大
使
と
な
っ
た
。
戦
後
は
三
十
七
年
北
京
大
学
校
長
と
な
り
、

一
九
四
八
（
民
国
三
十
七
年
）
十
二
月
、
中
国
共
産
党
の
北
京
解
放
と
と
も
に

北
京
を
脱
出
し
て
台
湾
に
移
っ
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
一
九
五
三
年

に
は
日
本
に
も
た
ち
寄
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
六
二
年
二
月
二
十
四
日
没
、

台
北
市
南
港
に
墓
が
あ
り
、
中
央
研
究
院
構
内
に
胡
適
記
念
館
が
建
て
ら
れ
て

遺
品
が
陳
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
解
放
後
、
一
九
五
〇
年
ご
ろ
か
ら
徹
底
的

な
胡
適
批
判
が
行
わ
れ
た
。 

 白
話
運
動
の
書 

伝
統
的
な
思
想
的
制
約
か
ら
解
放
へ
と
向
か
う
時
代
に
、
胡
適
ら
の
五
四
運

動
の
旗
手
は
立
ち
上
が
っ
た
。
取
り
分
け
、
ア
メ
リ
カ
帰
り
の
胡
適
は
伝
統
的

な
思
想
制
約
に
真
正
面
か
ら
組
み
合
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
で
習
得

し
た
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
伝
統
的
な
古
代
か
ら
の
中
国
思
想
を
整

理
し5

4

、
文
語
と
言
う
旧
弊
を
打
破
、
一
部
貴
族
の
言
葉
で
は
な
く
、
大
衆
の
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言
葉
を
尊
重
し
、
そ
の
白
話
運
動
に
取
り
組
ん
だ
。 

 
胡
適
と
言
う
人
物
に
つ
い
て
、
竹
内
好
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
思
想
的
な
深

み
は
な
い
。
幅
広
い
が
奥
行
は
浅
い
と
評
さ
れ
る
が
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
一

世
代
前
の
梁
啓
超
と
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る5

5

。 

 

文
界
革
命
に
着
手
し
た
こ
の
二
人
は
、
科
挙
の
廃
止
、
清
朝
の
崩
壊
、
中
華

民
国
の
成
立
な
ど
に
政
治
制
度
が
激
変
す
る
中
で
、
新
し
い
文
学
を
模
索
し
た

人
た
ち
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
の
胡
適
の
次
の
書(
図
２
６)

、
一
九
二
四
年
の
作
、
曹
誠
英
に
対
す
る
恋

愛
詩
「
煩
悶
」
に
は
、 

放
也
放
不
下
、
忘
也
忘
不
了
。 

剛
忘
了
昨
兒
的
夢
、
又
分
明 

看
見
夢
里 

的
一
笑
。 

(

大
意)

放
っ
て
も
放
て
な
い
、
忘
れ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
忘
れ
た
ば
か
り
の 

昨
日
の
夢
、
ま
た
明
ら
か
に
夢
の
中
の
微
笑
み
を
見
た
。 

 

と
書
か
れ
、
そ
の
書
様
式
は
、
洒
脱
な
清
涼
感
を
湛
え
る
と
と
も
に
、
伝
統
的

な
格
式
よ
り
も
当
時
の
今
に
比
重
を
置
く
感
性
が
顕
著
で
あ
る
。
や
は
り
、
当

時
の
民
本
主
義
的
な
進
歩
派
、
大
衆
化
の
流
れ
を
汲
む
碑
学
派
の
影
響
が
顕
著

で
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
胡
適
の
文
字
は
、
活
字
に
近
い
可
読
性
に
富
ん

で
い
る
と
も
分
析
で
き
、
敢
え
て
言
え
ば
や
は
り
石
碑
の
趣
を
有
し
て
い
る
。 

白
話
運
動
の
旗
手
と
し
て
の
文
学
革
命
を
担
っ
た
胡
適
が
、
そ
の
発
露
を
楷

書
に
求
め
た
の
は
、
後
に
見
る
郭
沫
若
が
そ
れ
を
簡
体
字
に
連
な
る
主
流
と
し

て
の
白
話
様
式(

音
譜
的
草
書
様
式)

に
求
め
た
の
と
、
見
事
に
対
照
を
な
し
て

い
る
。 
 

二
人
の
詩
観
と
書
法
観
の
違
い
を
反
映
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 小
結 

 

本
章
で
は
、
阮
元
の
流
れ
を
汲
む
碑
学
系
の
書
人
に
つ
い
て
、
概
観
し
た
。 

総
じ
て
い
え
ば
、
阮
元
の
民
本
史
観
に
よ
る
漢
学
を
背
景
と
す
る
北
碑
南
帖

論
か
ら
実
学
的
に
演
繹
さ
れ
、
漢
宋
兼
采
で
あ
る
が
、
先
ず
は
包
世
臣
に
影
響

を
与
え
、
そ
こ
か
ら
沈
曽
植
へ
と
展
開
す
る
。
そ
し
て
康
有
為
は
そ
の
碑
学
、

「
実
事
求
是
」
的
な
科
学
性
と
、
三
世
論
と
い
う
「
史
観
」
を
背
景
と
す
る
書

論
を
登
場
せ
し
め
、
そ
の
弟
子
の
梁
啓
超
に
お
い
て
は
、
更
に
科
学
的
な
史
学

と
し
て
再
構
成
さ
れ
、
羅
振
玉
、
王
国
維
に
於
い
て
は
、
さ
ら
に
そ
の
西
洋
史

学
的
実
証
性
、
学
術
性
が
実
学
的
に
も
高
め
ら
れ
た
。
ま
た
胡
適
に
至
っ
て
は
、

そ
の
内
面
を
詠
う
白
話
文
学
に
も
石
碑
の
書
風
が
侵
入
し
た
の
を
み
た
。 

 

つ
ま
り
、
碑
学
者
も
一
般
的
に
は
、
公
的
、
実
学
的
な
性
格
の
も
の
は
、
碑

学
系
の
書
で
、
私
的
な
文
学
な
ど
は
行
草
書
で
書
か
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
用
途
、

環
境
、
対
象
に
よ
っ
て
、
書
き
分
け
ら
れ
て
き
た
の
が
、
現
実
の
碑
学
派
の
実

態
で
も
あ
る
。 

 

つ
ま
り
そ
の
実
学
思
想
に
よ
っ
て
、
碑
学
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
て
ら
れ
て
も
、

一
方
で
漢
宋
兼
采
の
状
況
が
、
な
お
一
般
的
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

さ
ら
に
「
史
観
」
の
問
題
。
そ
れ
は
、
実
証
主
義
的
な
書
論
へ
と
変
貌
し
て

い
く
近
代
書
論
の
趨
勢
の
中
で
も
、
な
お
そ
の
根
源
的
な
思
想
と
し
て
存
し
、

「
託
古
改
制
」
に
拠
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
世
界
を
幻
視
す
る
康
有
為
に
於
い
て
最
も

顕
著
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

無
論
、
そ
の
関
係
者
に
も
そ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
が
、
外
面
的
、
実
学
的
、

社
会
的
、
さ
ら
に
史
学
・
学
術
的
な
文
脈
で
使
わ
れ
た
碑
学
派
の
書
風
が
、
後

に
は
内
面
を
詠
う
私
的
な
文
学(

旧
詩)

に
も
侵
入
し
、
多
様
な
書
美
が
花
開
い

た
と
言
え
る
。 

図 26 
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ま
し
て
や
新
文
化
運
動
の
旗
手
で
も
あ
っ
た
、
胡
適
の
白
話
詩
ま
で
に
も
石

碑
の
書
風
が
浸
潤
し
た
の
は
、
そ
の
実
学
的
性
格
の
故
で
あ
っ
た
と
も
了
解
さ

れ
よ
う
。 

こ
れ
ら
、
実
学
的
な
碑
学
派
の
書
、
書
論
に
よ
っ
て
、
当
時
期
に
飛
躍
的
に

書
の
美
質
の
発
見
に
拍
車
が
か
か
り
、
そ
の
多
様
振
り
は
、
近
代
の
東
ア
ジ
ア

の
民
主
化
、
西
洋
化
の
趨
勢
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
も
偶
然
で
は
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。 

こ
れ
ら
近
代
碑
学
の
美
質
の
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
菅
野
智
明
氏
に
よ

っ
て
厳
密
に
研
究
さ
れ
て
お
り
、
本
章
で
も
多
く
そ
の
説
に
拠
っ
た
こ
と
も
明

記
し
て
お
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
学
恩
に
謝
意
を
示
し
た
い
。 

                                        

          

 
1 

濱
口
富
士
雄
『
清
代
考
拠
学
の
思
想
史
的
研
究
』(

国
書
刊
行
会 

一
九
九
四
年

一
〇
月)

第
二
編 

2 

拙
箸
『
書
と
思
想
』(

東
方
書
店 

二
〇
一
九
年
五
月)

の
「
包
世
臣
」
の
章
に
加
筆
、

修
正
を
加
え
た
。 

3 

江
口
久
雄
「
包
世
臣
の
鈔
法
論
に
關
す
る
一
考
察
」(
『
東
方
學
』
第
五
五
輯 

一

九
七
八
年
一
月 

東
方
學
會) 

4 

大
谷
敏
夫
「
包
世
臣
の
實
學
思
想
に
つ
い
て
」(

『
東
洋
史
研
究
』
第
二
八
巻 

第

二
・ 

三
号 

一
九
六
九
年
十
二
月 

東
洋
史
研
究
会) 

大
谷
敏
夫
「
清
末
江
南

基
層
社
会
と
包
世
臣
の
農
政
観
」(

『
研
究
論
集
』
第
一
〇
集 

二
〇
一
二
年
一

二
月 

河
合
文
化
教
育
研
究
所) 

5 

高
畑
常
信
「
鄧
石
如
・ 

包
世
臣
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」(

『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
』
第

二
部
門 

人
文
科
学 

第
四
一
集 

一
九
九
〇
年
二
月 

東
京
学
芸
大
学) 
遠

藤
昌
弘
「
新
資
料 

包
世
臣
に
宛
て
た
鄧
石
如
尺
牘
に
つ
い
て
」(

『
大
東
書
道
研

究
』
第
一
七
号 

二
〇
一
〇
年
三
月 

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所) 

6 

包
世
臣
著 

高
畑
常
信
訳
『
芸
舟
双
楫
』(

一
九
八
二
年
七
月 

木
耳
社) 

郑
大

华
「
包
世
臣
与
嘉
道
年
间
的
学
风
转
变
」(

『
安
徽
史
学
』
二
〇
〇
六
年
七
月) 

徐
立
望
「
时
移
势
变:

论
包
世
臣
与
常
州
士
人
的
交
往
及
经
世
思
想
的
嬗
变
」

(

『
安
徽
史
学
』
二
〇
〇
五
年
一
〇
月) 

                                        
 

7 

西
林
昭
一
「
包
世
臣
の
書
學
ー
氣
満
に
つ
い
て
」(

『
東
洋
研
究
』
第
八
号 

一
九
六

四
年
八
月 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所) 

8 

杨
林
顺
「
从
平
城
时
期
与
洛
阳
时
期
书
风
比
较
看
包
世
臣
碑
学
观
中
的
矛
盾

性
」(

『
中
国
书
法
』
二
〇
一
七
年
一
〇
月) 

9 

熊
帝
兵
「
试
析
包
世
臣
的
“
厚
生
”
思
想
及
实
践
」(

『
淮
北
师
范
大
学
学
报(

哲
学

社
会
科
学
版)

』
二
〇
一
一
年
一
〇
月) 

1
0 

菅
野
智
明
『
近
代
碑
学
の
書
論
史
的
研
究
』(

二
〇
一
一
年
二
月 

研
文
出
版) 

1
1 

同
注
１
０ 

1
2 

拙
箸
『
書
と
思
想
』(

東
方
書
店 

二
〇
一
九
年
五
月)

の
「
沈
曾
植
」
の
章
に
加
筆
、

修
正
を
加
え
た
。 

1
3 

菅
野
智
明
「
『
寐
叟
題
跛
』
の
書
法
」(

『
福
島
大
学 

教
育
学
部
論
集 

人
文
科

学
部
門
』
第
六
一
号 

一
九
九
六
年
一
二
月
福
島
大
学
教
育
学
部)) 

1
4 

成
联
方
「
沈
曾
植
研
究
摘
编
」(

『
中
国
書
法
』
总
二
八
一
期 

二
〇
一
六
年
五

月) 
1
5 

菅
野
智
明
「
沈
曾
植
の
北
碑
論
」(

『
中
国
文
化
』
第
五
七
号 

一
九
九
九
年
六
月 

中
国
文
化
学
会) 

・ 

同
注
１
０ 

1
6 

同
注
１
０ 

1
7 

金
丹
「
包
世
臣
书
学
思
想
对
晚
近
书
坛
影
响
不
同
论
」(

『
南
京
艺
术
学
院
学
报

(

美
术
与
设
计
版)

』
二
〇
〇
八
年
五
月) 

1
8 

同
注
１
０ 

1
9 

同
注
１
０ 

2
0 

狄
德
全
「
论
沈
曾
植
的
书
学
思
想
」(

『
安
康
学
院
学
报
』
二
〇
一
〇
年
八
月) 

成
联
方
「
碑
帖
融
合 

继
往
开
来
ー
沈
曾
植
的
书
法
风
格
及
演
变
」(

『
中
国
书

法
』
二
〇
一
五
年
七
月) 

2
1 

贾
明
哲
「
沈
曾
植
的
章
草
探
索
及
意
义
」(

『
大
众
文
艺
』
二
〇
一
一
年
一
二
月) 

2
2 

彭
玉
平
「
论
王
国
维
与
沈
曾
植
之
学
缘
」(

『
中
山
大
学
学
报(

社
会
科
学
版)

』

二
〇
一
〇
年
三
月) 

2
3 

唐
全
明
「
论
《
流
沙
坠
简
》
与
《
爨
宝
子
碑
》
对
沈
曾
植
书
法
的
影
响
」(

『
美
与
时

代(

下)

』
二
〇
一
五
年
六
月) 
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2
4 

李
瑞
明
「
三
元
与
三
关
―
陈
衍
与
沈
曾
植
的
诗
学
离
合
」(

『
文
艺
理
论
研
究
』

二
〇
〇
五
年
九
月) 

2
5 

李
瑞
明
「
沈
曾
植
诗
学
与
书
学
的
意
向
同
构
」(

『
嘉
兴
学
院
学
报
』)

二
〇
〇
五

年
三
月) 

2
6 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
康
有
為
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

2
7 

孙
浩
然
「
论
佛
教
的
大
同
理
想
」(

『
广
播
电
视
大
学
学
报 

哲
学
社
会
科
学
版
』

二
〇
一
二
年
第
四
期 
总
第
一
六
三
期) 

2
8 

竹
内
弘
行
『
康
有
為
と
近
代
大
同
思
想
の
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
〇
八
年
一

月) 
2
9 

同
注
２
８ 

3
0 

菅
野
智
明
「
『
広
芸
舟
双
楫
』
に
お
け
る
六
朝
碑
書
派
の
構
成
と
評
価
」(

『
筑
波 

 
 

大
学
芸
術
研
究
報
告 

第
四
三
輯 

芸
術
研
究
報
二
四 

二
〇
〇
三
』
筑
波
大 

 
 

学
芸
術
学
系
研
究
報
告
委
員
会 

二
〇
〇
四
年
二
月) 

王
崗
「
康
有
為
的
碑 

 
 

学
改
良
与
古
典
書
法
美
学
的
終
結
」(

『
書
法
研
究
』
八
一
・
八
二 

書
法
研
究 

組 

一
九
九
八
年) 

31 

同
注
１
０ 

3
2 

李
强
华
「
“
理
欲
之
辩
”
的
近
代
价
值
嬗
变
― 

以
康
有
为
“
理
欲
观
”
为
中
心

的
考
察
」(

『
江
汉
大
学
学
报 

人
文
科
学
版
』
第
三
〇
巻
第
二
期 
二
〇
一
一
年

四
月) 

3
3 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
梁
啓
超
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

3
4 

馬
場
将
三
「
梁
啓
超
の
『
新
史
学
』
に
つ
い
て
―
そ
の
「
新
」
の
考
察
を
通
し
て
」

(

『
東
洋
文
化
』
九
一
号 

二
〇
〇
三
年
九
月 

無
窮
會) 

3
5 

梁
啓
超
「
保
教
非
所
以
尊
孔
論
」(

一
九
〇
二
年 

文
集
之
九) 

3
6 

高
澤
浩
一
「
梁
啓
超
碑
帖
跋
－
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
中
心
と
し
て
」(

『
書

学
書
道
史
研
究
』
十
二
号 

二
〇
〇
二
年) 

3
7 

平
野
和
彦
「
飲
冰
室
論
書
考
」(

『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
一
号 

一
九

九
四
年) 

                                        
 

3
8 

菅
野
智
明
「
梁
啓
超
の
北
碑
論
」(

『
書
学
書
道
史
研
究
』
十
四
号 

二
〇
〇
四
年

九
月) 

3
9 

同
注
１
０ 

4
0 

梁
啓
超
「
跋
集
王
聖
教
序
」(

一
九
二
三
年
一
〇
月) 

4
1 

高
柳
信
夫
「
「
中
国
学
術
思
想
史
」
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
ー
梁
啓
超
の
場
合
」

(

『
言
語
・
文
化
・
社
会
』
五
号 

二
〇
〇
七
年) 

4
2 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
羅
振
玉
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

4
3 

拙
稿
「
羅
振
玉
跋
文
注
釈
考 

I

」(

『
京
都
語
文
』
十
九 

二
〇
一
二
年
十
一
月 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会) 

4
4 

杉
村
邦
彦
「
羅
振
玉
に
お
け
る
“
文
字
之
福
”
と
“
文
字
之
厄
”
―
京
都
客
寓
時

代
の
学
問
・ 

生
活
・
交
友
・ 

書
法
を
中
心
と
し
て
」(

『
書
論
』
第
三
二
号 

二
〇

〇
一
年
三
月 

書
論
編
集
室) 

4
5 

錢
鷗
「
羅
振
玉
の
教
育
論
一
斑
ー
国
民
教
育
の
普
及
を
め
ぐ
っ
て
」(

『
書
論
』
第

三
二
号 

二
〇
〇
一
年
三
月 

書
論
編
集
室) 

4
6 

同
注
４
４ 

4
7 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
王
国
維
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

4
8 

修
斌
・
陳
琳
琳
「
王
国
維
と
狩
野
直
喜
・
内
藤
湖
南
」(

『
東
ア
ジ
ア
ー
歴
史
と
文

化
』
第
十
九
号 

二
〇
一
〇
年
三
月 

新
潟
大
学
東
ア
ジ
ア
学
会) 

こ
の
中
で
狩

野
と
は
戯
曲
研
究
で
、
内
藤
と
は
古
代
史
研
究
に
於
い
て
交
流
し
た
と
あ
る
。 

4
9 

佐
藤
武
敏
『
王
國
維
の
生
涯
と
学
問
』(

二
〇
〇
三
年
十
一
月 

風
間
書
房) 

5
0 

井
波
陵
一
「
躍
動
す
る
精
神
ー
王
國
維
の
文
學
理
論
に
つ
い
て
」(

『
中
國
文
學
報
』

四
十
二
冊 

一
九
九
〇
年
十
月) 

5
1 

同
注
４
９ 

 
5
2 

同
注
５
０ 

5
3 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
胡
適
」
の
章
に
加

筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

5
4 

船
引
一
乗
「
胡
適
の
提
唱
し
た
「
整
理
國
故
」
運
動
の
二
つ
の
側
面
」(

『
中
国
言
語
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文
化
研
究
』
第
四
号 

二
〇
〇
四
年 

佛
教
大
学 

中
国
言
語
文
化
研
究) 

5
5 

大
原
信
一
「
胡
適
と
白
話
文
・ 

国
語
運
動
」(

『
同
志
社
外
国
文
学
研
究
』
六
四

号 
一
九
九
二
年 

同
志
社
大
学
外
国
文
学
会) 
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第
三
章 

日
本
と
影
響
関
係
に
あ
っ
た
「
経
世
致
用
」
思
想

と
書
法
へ
の
反
映 

 

ー
亡
命
、
留
学
中
国
人
を
中
心
と
し
て 

 

ⓑ 

帖
学
派
と
北
洋
政
府 

 

清
中
末
期
か
ら
改
革
の
思
想
、
経
世
致
用
の
思
想
は
、
樸
学
、
碑
学
に
象
徴

さ
れ
が
ち
で
は
あ
る
が
、
実
際
に
政
権
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
の
は
、
理
学
者

で
あ
り
、
書
で
言
え
ば
帖
学
派
に
象
徴
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
見
過
ご
さ
れ
て

い
る
感
が
あ
る
。
つ
ま
り
経
世
致
用
、
実
学
の
精
神
は
、
宋
明
理
学
に
も
変
容

を
与
え
、
そ
の
内
聖
思
想
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
た
。
そ
し
て
そ
の
保
守

派
た
ち
は
、
内
聖
の
思
想
を
思
惟
し
続
け
な
が
ら
も
、
時
の
情
勢
に
致
用
せ
ん

と
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

具
体
的
に
そ
の
系
譜
は
、
清
朝
の
保
守
派
、
実
権
派
か
ら
北
洋
政
府
、
更
に

北
洋
軍
閥
へ
と
受
け
継
が
れ
、
満
洲
国
に
於
い
て
消
散
さ
れ
る
宿
命
に
あ
っ
た
。 

 

そ
の
理
学
者
達
の
書
法
は
、
無
論
帖
学
派
の
そ
れ
が
基
幹
と
さ
れ
て
い
る
が
、

さ
ら
に
書
道
の
用
筆
論
的
に
言
え
ば
、
王
羲
之
を
代
表
と
す
る
帖
学
、
筆
を
傾

け
側
筆
を
使
う
偏
鋒
と
、
石
碑
な
ど
の
筆
を
垂
直
に
立
て
る
用
筆
、
正
鋒
を
、

清
代
の
書
人
達
は
融
合
し
た
も
の
が
多
い
と
言
え
よ
う
。 

 

そ
し
て
、
そ
こ
に
書
そ
の
も
の
が
、
内
聖
の
具
と
し
て
よ
り
も
、
実
際
の
政

治
に
如
何
に
裨
益
す
る
か
と
い
う
実
学
の
思
想
が
反
映
さ
れ
、
顕
著
に
表
れ
る

の
が
、
一
八
〇
〇
年
頃
か
ら
の
、
東
ア
ジ
ア
の
西
洋
化
の
潮
流
と
合
致
す
る
。 

 

そ
し
て
松
村
茂
樹
氏
の
論
に
拠
れ
ば1

、
清
朝
の
書
法
界
は
、 

 
 

革
命
が
成
功
し
、
帖
学
派
は
打
倒
さ
れ
、
碑
学
派
は
中
国
書
法
界
を
席
巻

し
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
に
も
及
び
、
い
わ
ゆ
る
六
朝
書
道
と
し
て
も
て

は
や
さ
れ
た
。
た
だ
、
こ
れ
に
よ
り
、
書
の
世
界
は
大
き
な
宝
を
損
な
う

こ
と
に
な
る
。
帖
学
派
が
根
底
と
し
、
そ
の
命
脈
を
保
っ
て
き
た
王
義
之

書
法
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
阮
元
が
打
倒
の
対
象
と
し
た
の
が
王
義
之
書

法
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
阮
元
は
、
王
義
之
書
法
打
倒
を
呼
び
か
け
な
が
ら
、

自
身
は
王
義
之
書
法
で
書
き
続
け
て
い
た
。
阮
元
の
目
的
は
政
治
的
革
命

で
あ
り
、
王
義
之
書
法
は
そ
の
メ
タ
フ
ァ
ー
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
阮
元

は
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
論
理
を
徹
底
さ
せ
た
た
め
、
結
果
的
に
思
っ
て
も

い
な
い
王
義
之
書
法
根
底
否
定
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
述
べ
た
上
で
、 

だ
が
、
純
然
た
る
王
義
之
書
法
で
書
い
た
の
は
、
王
義
之
一
人
だ
け
で
あ

っ
た
。
王
義
之
書
法
は
、
偏
鋒
と
い
う
正
統
で
な
い
書
法
を
用
い
て
い
る

た
め
、
正
統
を
尊
重
す
る
人
々
は
、
そ
の
ま
ま
を
学
ぶ
わ
け
に
は
行
か
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
人
々
は
、
王
義
之
の
字
形
を
正
鋒
で
書

く
よ
う
に
し
た
。
初
唐
の
三
大
家
（
虞
世
南
、
欧
陽
詢
、
褚
遂
良
）
な
ど

は
そ
の
典
型
で
、
王
義
之
書
法
を
推
進
し
た
唐
の
太
宗
に
仕
え
、
王
義
之

書
法
の
名
手
と
さ
れ
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
正
鋒
で
書
い
て
い
る
。
た
だ
、

当
時
は
紙
を
机
上
に
広
げ
て
書
く
の
が
普
通
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
も
は

や
筆
を
九
十
度
に
当
て
る
純
然
た
る
正
鋒
は
不
可
能
で
あ
る
。
だ
か
ら
ど

う
し
て
も
角
度
が
つ
く
し
、
ス
ナ
ッ
プ
や
抑
揚
も
少
し
は
利
か
せ
た
く
な

る
。
そ
う
い
う
風
潮
に
待
っ
た
を
か
け
た
の
が
唐
の
顔
真
卿
で
あ
る
。
政

治
的
に
も
学
問
的
に
も
超
が
つ
く
保
守
派
で
あ
っ
た
顔
真
卿
は
、
王
義
之

の
字
形
を
正
鋒
で
書
く
こ
と
を
徹
底
さ
せ
、
顔
法
と
い
う
保
守
的
筆
法
を

確
立
さ
せ
た
。
顔
真
卿
を
革
新
的
書
家
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
が
、
こ
れ

は
当
た
ら
な
い
と
筆
者
は
思
う
。
か
く
し
て
、
顔
真
卿
以
降
、
中
国
の
書

の
世
界
に
は
、 

①
正
鋒
で
書
く
こ
と
を
徹
底
し
よ
う
と
し
た
人
。 

②
正
鋒
で
書
く
こ
と
を
精
神
と
し
な
が
ら
変
化
を
許
容
し
た
人
。 

の
二
種
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
概
ね
②
の
立
場
の
人
々
が

清
代
の
帖
学
派
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
。 

と
し
た
上
で
、
そ
の
清
朝
帖
学
派
に
つ
い
て
具
体
的
に
、 

つ
ま
り
、
中
国
に
お
け
る
正
統
尊
重
が
純
然
た
る
王
義
之
書
法
を
存
在
せ

し
め
な
か
っ
た
中
、
清
代
の
帖
学
派
は
、
建
前
上
は
正
鋒
を
尊
重
し
つ
つ
、
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か
ろ
う
じ
て
王
羲
之
書
法
の
命
脈
を
保
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
帖
学
派
の
書
論
を
見
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
晴
代
初
期
の
帖
学
派
を
代
表

す
る
笪
重
光
（
一
六
二
三-

一
六
九
二
）
は
、
『
書
筏
』
の
中
で
、 

腕
を
寝
か
せ
て
筆
管
を
傾
け
る
と
、
中
鋒
の
妨
げ
に
な
り
、
思
考
が

滞
っ
て
機
知
が
止
む
と
、
多
く
算
盤
の
よ
う
に
揃
っ
て
い
る
だ
け
の

字
に
な
る
。
生
き
生
き
と
し
て
留
ま
ら
な
け
れ
ば
意
趣
が
開
通
し
、

流
れ
動
い
て
滞
ら
な
け
れ
ば
作
用
が
円
滑
に
な
り
、
作
用
と
意
趣
が

相
い
生
ず
れ
ば
、
変
化
が
出
る
。 

と
述
べ
、
中
鋒
つ
ま
り
正
鋒
を
大
前
提
と
し
な
が
ら
、
変
化
を
出
す
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
る
。 

と
し
、
更
に
清
朝
帖
学
派
の
泰
斗
た
る
梁
同
書
（
一
七
二
三-

一
八
一
五
）
『
頻

羅
庵
論
書
』
の
言
説
を
踏
ま
え
た
上
で
、 

 
 

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
い
わ
ば
正
鋒
の
軛
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
帖
学
派
の

書
は
軟
弱
に
流
れ
な
く
て
済
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
帖
学
派

の
書
と
は
、
王
羲
之
書
法
の
行
き
過
ぎ
を
正
鋒
で
制
御
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
成
り
立
っ
て
い
た
と
も
言
え
よ
う
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
、
書
法
論
の
流
れ
を
、
政
治
史
、
思
想
史
、
文
学
史
を
踏
ま
え
、

少
し
く
垣
間
見
て
行
き
た
い
。 

 

一 

林
則
徐 

ア
ヘ
ン
戦
争
と
東
洋
道
徳
の
書
境2 

ア
ヘ
ン
戦
争
と
書 

林
則
徐(

一
七
八
五-

一
八
五
〇)

。
清
代
の
官
僚
政
治
家
。
福
建
省
生
れ
。
字

は
元
撫

げ

ん

ぶ

・
少
穆

し
ょ
う
ぼ
く

、
号
は
竢し

村そ
ん

老
人

ろ
う
じ
ん

。
嘉
慶
の
進
士
。
ア
ヘ
ン
禁
煙
論
を
唱
え
、

鉄
差
大
臣
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
問
題
解
決
に
奔
走
し
、
ア
ヘ
ン
戦
争
の

際
に
、
陸
軍
海
軍
最
高
責
任
者
と
な
る
。
敗
戦
あ
と
の
和
議
成
立
後
、
イ
リ
辺

彊
に
左
遷
さ
れ
た
が
、
ま
た
開
墾
事
業
に
功
績
を
あ
げ
、
雲
貴
総
督
に
昇
任
し
、

洪
秀
全
の
乱
の
際
に
は
、
討
伐
軍
司
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
、
進
軍
中
に
病
歿
し
た
。 

 

林
則
徐
と
言
え
ば
、
や
は
り
東
ア
ジ
ア
近
代
史
を
告
げ
る
ア
ヘ
ン
戦
争
で
の

戦
歴
と
、
そ
の
愛
国
主
義
的
な
性
格
で
著
名
で
あ
る
だ
ろ
う
。 

 

ア
ヘ
ン
戦
争
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
清
を
開
国
さ
せ
た
戦
争
で
あ
る
が
、
そ
の

発
端
は
、
産
業
革
命
を
遂
げ
た
イ
ギ
リ
ス
が
十
九
世
紀
初
め
に
行
っ
た
、
イ
ン

ド
に
綿
花
を
、
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
ア
ヘ
ン
を
輸
出
し
、
中
国
の
茶
を
輸
入
す

る
三
角
貿
易
に
よ
る
民
衆
の
ア
ヘ
ン
吸
飲
の
弊
害
に
心
を
痛
め
て
い
た
林
則
徐

が
、
厳
禁
派
の
代
表
と
し
て
、
一
八
三
九
（
道
光
十
九
年
）
、
広
州
で
ア
ヘ
ン

貿
易
を
取
り
締
ま
っ
た
の
を
機
に
、
翌
年
イ
ギ
リ
ス
艦
隊
が
広
州
を
封
鎖
し
た

こ
と
に
よ
る
。
四
二
年
に
清
は
敗
北
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
南
京
条
約
を
結
び
、
香

港
を
割
譲
、
広
州
、
厦
門
、
福
州
、
寧
波
、
上
海
を
開
港
し
た
。
こ
の
事
件
の

情
報
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本
へ
と
伝
わ
り
、
幕
府
は
攘
夷
の
法
令
を
撤
回
し
、

外
国
と
の
衝
突
を
極
力
避
け
る
こ
と
に
腐
心
し
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
林
則
徐
の
心
の
葛
藤
を
示
す
内
容
が
、
図
１
の
書
に
顕
著
に
表
れ
て
い

る
。 

 

清
貴
容
仁
貴
断 

莫
苟
刻
以
傷
厚 

莫
磽
确
以
沽
名 

勿
借
公
道
遂
私

情 

勿
市
小
恵
傷
大
体 

憑
怒
徒
能
損
己 

文
過
豈
足
欺
人 

遇
急
愈

要
従
容 

得
意
倍
当
謙
謹 

(

大
意)

清
貴
は
仁
を
容
れ
、
断
つ
こ
と
を
た
っ
と
ぶ
。
厳
し
さ
に
、
傷
深
き

な
き
よ
う
に
。
や
せ
地
で
名
を
求
め
る
こ
と
な
き
よ
う
に
。
公
道
を
借

り
て
私
情
を
遂
げ
な
い
よ
う
に
。
小
さ
な
恵
み
で
本
体
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
。
怒
り
に
憑
り
つ
か
れ
る
と
無
駄
に
自
分
を
損
な
う
。
饒
舌
で

人
を
騙
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
急
に
あ
え
ば
、
ま
す
ま
す
ゆ
っ
た
り

と
振
る
舞
い
、
意
を
得
れ
ば
ま
す
ま
す
謙
虚
た
れ
。 

 

こ
の
「
清
貴
は
仁
を
容
れ
、
断
を
貴
ぶ
」
で
始
ま
る
こ
の
書
幅
は
、
「
断
」
、

つ
ま
り
「
勿
れ
」
の
訓
戒
が
、
い
く
つ
か
書
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
小
恵
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を
市
い
、
大
体
を
傷
ず
つ
く
る
こ
と
勿
れ
」
と
は
、
ま
さ
に
ア
ヘ
ン
の
や
り
取

り
を
す
る
当
局
者
た
ち
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
っ
た
に
相
違
な
か
ろ
う
。 

 

林
則
徐
の
書
風
と
書
論 

一
般
的
に
林
則
徐
の
書
は
、
そ
の
楷
書
は
欧
陽
詢
、
行
書
は
帖
学
風
の
秀
麗

な
書
と
評
さ
れ
、
郭
尚
先

か
く
し
ょ
う
せ
ん

、
梁
章
鉅

り
ょ
う
し
ょ
う
き
ょ

と
と
も
に
「
閩び

ん(

福
建
省)

人
の
三
君
」
と

並
称
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
図
２
ら
の
多
く
の
臨
書
作

品
が
示
す
よ
う
に
宋
の
米
芾
の
影
響
が
顕
著
で
あ
る
と
言
え
る
。
ま
た
そ
の
米

芾
観
は
、
図
３
に
、 

 

東
坡
云
詩
求
工
、
字
不
奇
。
天
真
爛
漫
是
吾
師
。
此
語
直
是
無
等
等
呪
。 

其
作
書
毎
於
巻
後
留
数
尺
曰
以
待
五
百
年
後
人
題
跋
。 

(

大
意)

蘇
軾
が
い
う
に
は
、
詩
は
、
う
ま
さ
を
求
め
ず
、
字
は
奇
を
衒
わ
な

い
。
天
真
爛
漫
が
、
わ
が
師
で
あ
る
と
。
こ
の
語
は
、
ま
さ
に
真
言
の

呪
文
に
相
当
す
る
。
書
を
か
く
ご
と
に
巻
後
に
数
尺
を
留
め
て
い
る
。

五
百
年
後
の
題
跋
を
待
っ
て
い
る
と
。 

こ
の
「
東
坡

と

う

ば

云
う
、
詩
は
工
を
求
め
ず
、
字
は
奇
せ
ず
。
天
真
爛
漫
、
こ
れ
吾

師
な
り
。
こ
の
語
、
直
に
こ
れ
無
等
等
呪
な
り
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
董
其
昌

の
書
論
『
画
禅
室
随
筆
』
の
文
言
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
董
其

昌
が
最
も
思
慕
し
た
米
芾
、
そ
の
思
想
を
経
由
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
林
則
徐
の
米
芾
風
の
行
書
は
、
董
其
昌
の
系
譜
で
捉
え
る
べ
き

も
の
と
言
え
る
。 

 

そ
も
そ
も
董
其
昌
の
書
法
思
想
は
、
「
真
」
や
「
奇
」
を
尚

た
っ
と

ぶ
、
陽
明
学
の

思
想
の
反
映
で
あ
り
、
林
則
徐
の
書
も
陽
明
学
の
書
と
言
え
よ
う
。 

 

陽
明
学
者
と
し
て
の
面
貌 

龔
き
ょ
う

自
珍

じ

ち

ん

、
魏
源

ぎ

げ

ん

、
黄
爵

こ
う
し
ゃ
く

滋 じ

な
ど
、
経
世
の
学
を
提
唱
す
る
今
文
公
羊
学
派
の

人
び
と
と
親
交
を
重
ね
た
林
則
徐
の
思
想
は
、
一
般
的
に
開
明
的
な
経
世
学
と

言
わ
れ
て
い
る
。
無
論
、
地
方
長
官
と
し
て
数
多
の
内
政
改
革
を
提
言
実
施
し
、

国
家
財
政
の
再
建
、
民
生
の
安
定
に
尽
力
、
そ
の
農
業
、
水
利
政
策
な
ど
の
行

図 1 
図 2 

図 3 
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政
的
足
跡
を
顧
み
れ
ば
、
異
存
は
な
い
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
特
に
経

世
思
想
家
、
魏
源
と
の
つ
よ
い
絆
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
影
響
は
看
過
で
き
な
い

だ
ろ
う3

。 
し
か
し
一
方
で
、
そ
の
魏
源
は
『
大
学
古
本
』
を
上
梓
す
る
な
ど
、
理
学
に

も
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
そ
し
て
魏
源
や
龔
自
珍
の
陽
明
学
的
な
思
想
は
、「
独

立
」
や
「
心
力
」
と
い
っ
た
近
代
的
意
識
の
萌
芽
で
あ
っ
た
と
す
る
指
摘
が
、

既
に
学
術
界
で
は
な
さ
れ
て
い
る
。4 

そ
し
て
、
彼
ら
と
思
想
を
共
有
し
て
い
た
林
則
徐
の
書
を
分
析
す
る
と
、
そ

の
書
風
や
書
論
だ
け
で
な
く
、
や
は
り
陽
明
学
的
な
色
彩
の
濃
い
内
容
が
多
く

残
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
林
則
徐
が
学
問
を
修
め
た
鰲
峰
書
院
、
所
謂
「
閩
学
」
は
、
朱
子
学
を

奉
ず
る
学
派
で
あ
り
、
そ
の
基
本
思
想
は
理
学
に
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
だ
ろ
う5

。 

図
４
の
書
に
於
い
て
、 

 

廟
堂
之
上
以
養
正
気
為
先
海
宇
之
内
。
以
養
元
気
為
本
張
、
使
賢
人
君

子
無
欝
心
之
言
則
正
気
培
矣
。
能
使
群
黎
百
姓
無
服
誹
之
語
則
元
気
固

矣
。
此
万
世
保
天
下
之
要
道
也
。
従
政
有
箇
大
体
。
大
体
阮
立
則
小
節
、

雖
有
牴
牾
、
別
作
張
弛
、
以
輔
吾
大
体
之
所
未
備
、
不
可
便
改
弦
易
轍
。

譬
如
待
民
貴
有
恩
、
此
大
体
也
。
即
有
頑
暴
不
化
者
重
刑
之
而
待
民
之

大
体 

不
変
。
待
士
有
礼
此
大
体
也
。
即
有
淫
肆
不
検
者
厳
治
之
。
而

待
士
之
大
体
不
変
。
官
雖
至
尊
、
不
可
以
人
之
性
命
佐
巳
之
喜
怒
。
官

雖
至
卑
不
可
以
巳
之
名
節
佐
人
之
喜
怒
。 

 
(

大
意)

廟
堂
の
上
で
、
正
気
を
養
い
て
世
界
に
先
ん
ず
。
元
気
を
養
う
の
が
、

本
源
で
あ
る
。
賢
人
、
君
子
に
ふ
さ
が
っ
た
こ
こ
ろ
の
言
葉
を
無
く
さ

せ
れ
ば
、
正
気
は
培
え
る
。
民
衆
の
こ
こ
ろ
の
中
で
非
難
す
る
言
葉
を

無
く
さ
せ
れ
ば
、
元
気
は
確
固
と
し
た
も
の
と
な
る
。
こ
れ
が
い
つ
の

時
代
も
天
下
を
治
め
る
か
な
め
の
道
で
あ
る
。
政
治
に
与
る
も
の
に
は
、

本
質
が
あ
る
。
本
質
を
立
て
て
、
小
節
に
則
れ
ば
、
い
き
ち
が
い
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
は
っ
た
り
弛
ん
だ
り
し
て
も
、
わ
が
本
質
の
不
備
な

る
と
こ
ろ
を
た
す
け
て
く
れ
る
し
、
つ
る
や
轍
を
か
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
例
え
ば
民
を
貴
び
恩
が
あ
る
よ
う
に
遇
す
る
の
が
、
本
質
で
あ

る
。
愚
か
で
乱
暴
者
し
て
変
わ
ら
な
い
も
の
は
、
重
刑
に
処
せ
ば
、
民

衆
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
士
を
遇
す
る
の
に
礼
節
が
あ
る
の
も
本
質

で
あ
る
。
淫
ら
で
ほ
し
い
ま
ま
な
振
る
舞
い
を
し
、
取
り
締
ま
れ
な
い

も
の
に
厳
し
く
対
処
す
る
。
士
を
遇
す
る
本
質
は
変
わ
ら
な
い
。
官
僚

が
尊
に
至
れ
ば
、
人
の
性
命
に
よ
っ
て
自
分
の
喜
怒
を
た
す
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
官
僚
が
卑
し
け
れ
ば
、
自
分
の
名
節
に
よ
っ
て
人
の
喜

怒
を
た
す
け
る
こ
と
は
で
き
な
い 

図 4 
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と
あ
り
、
経
世
の
為
の
廟
堂
に
於
け
る
「
正
気
」
、
ま
た
士
大
夫
の
心
意
気
、

人
心
統
治
の
心
得
な
ど
は
、
ま
さ
に
陽
明
学
の
影
響
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
思
想

が
後
に
、
日
本
を
含
む
東
ア
ジ
ア
に
伝
播
し
て
、
西
洋
に
身
構
え
る
べ
き
姿
と

し
て
の
規
範
と
な
っ
た
と
言
う
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二 

曾
国
潘 
東
ア
ジ
ア
近
代
の
源
泉6 

 
 

曾
国
藩(

一
八
一
一
‐
一
八
七
二)

。
清
の
湘
郷(

湖
南
省)

の
人
で
、
字
は
滌で

き

笙せ

い

、

子し

城
じ
ょ
う

ま
た
居き

ょ

武ぶ

・
伯
涵

は

く

か

ん

と
号
し
た
。
一
八
三
八(

道
光
十
八
年)

の
進
士
で
、
翰

林
に
入
り
、
累
官
し
て
礼
部
侍
郎
と
な
っ
た
。
太
平
天
国
の
乱
に
は
、
湘
軍
を

編
制
し
て
沿
江
の
各
省
を
復
し
、
李
鴻
章
・
左
宗
棠

さ

そ

う

と

う

な
ど
と
各
地
に
転
戦
、
頗

る
軍
功
が
あ
っ
て
、
毅
勇
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
両
江
総
督
と
な
っ
て
、

欽
差
大
臣
と
な
り
、
江
蘇
、
安
徽
、
江
西
、
浙
江
四
省
の
軍
務
を
す
べ
、
ま
た

体
仁
閣
大
学
士
に
任
命
さ
れ
た
。
穆
宗
の
同
治
年
間
、
六
一
歳
で
卒
し
、
謚
を

文
正
と
い
う
。
そ
の
学
は
、
同
郷
の
先
輩
、
王
船
山
、
唐
鑑
な
ど
の
影
響
を
受

け
、
義
理
、
詞
章
、
経
済
の
ほ
か
、
考
拠
を
重
ん
じ
、
梅
曾
亮
に
従
っ
て
桐
城

派
の
学
風
を
取
り
、
文
は
桐
城
派
の
空
疎
を
救
い
、
正
大
雄
健
で
門
人
に
は
呉

汝
綸
が
い
る
。
洋
務
運
動
の
推
進
者
で
あ
る
と
共
に
、
朱
子
学
者
と
し
て
名
を

馳
せ
、
著
に
は
、『
曾
文
正
公
文
集
』『
詩
集
』『
経
史
百
家
雑
抄
』
な
ど
が
あ
り
、

門
人
の
李
瀚

り

か

ん

・
李
鴻
章
の
編
に
よ
る
『
曾
文
公
全
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
座
右
の
銘
で
あ
っ
た
、
四
耐
四
不
訣(

冷
に
耐
え
、
苦
に
耐
え
、
煩
に
耐
え
、

閑
に
耐
え
、
激
せ
ず
、
躁
が
ず
、
競
わ
ず
、
随
わ
ず
、
以
て
事
を
成
す
べ
し)

は
後
世
、
多
く
人
口
に
膾
炙
さ
れ
、
共
和
制
へ
と
移
行
す
る
近
代
中
国
史
に
於

い
て
、
毀
誉
褒
貶
の
中
で
、
中
華
三
千
年
来
の
理
想
、
「
道
徳
に
即
し
た
権
力
」

の
施
行
者
た
る
「
儒
將
」
と
し
て
、
西
洋
化
に
抗
っ
た
姿
は
、
身
構
え
た
東
洋

と
し
て
、
歴
史
的
な
一
つ
の
起
点
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。 

 

文
学
と
書
論 

 

曾
国
藩
の
文
学
論
や
書
論
は
、
そ
の
日
記
類
に
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
ら
の

融
合
性
に
そ
の
特
徴
が
見
出
せ
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、 

 

作
字
之
道
、
二
者
并
進
、
有
著
力
而
取
険
勁
之
勢
、
有
不
著
力
而
得
自

然
之
味
、
著
力
如
昌
黎
之
文
、
不
著
力
如
淵
明
之
詩
、
著
力
則
右
軍
称

如
錐
画
沙
也
、
不
著
力
則
右
軍
所
称
如
印
印
泥
也
、
二
者
闕
一
不
可
、

亦
猶
文
家
所
謂
、
陽
剛
之
美
、
陰
柔
之
美
矣
。 

(

大
意)

書
法
の
道
は
、
二
つ
の
要
素
が
並
び
進
む
べ
く
、
例
え
ば
力
を
表
す

所
が
あ
れ
ば
、
険
し
く
強
い
と
こ
ろ
を
取
る
が
、
力
を
表
さ
な
い
自
然

の
味
が
あ
っ
て
、
韓
愈
の
文
が
あ
れ
ば
、
陶
淵
明
の
詩
の
要
素
が
あ
り
、

王
羲
之
の
錐
画
沙

す

い

か

く

さ

が
あ
れ
ば
、
印
印

い

ん

い

ん

泥 で

い

が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
二
者
は
一

つ
も
欠
く
べ
き
で
な
く
、
こ
れ
は
文
学
者
の
い
う
陽
剛
と
陰
柔
の
美
で

あ
る
。 

 と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
二
元
論
的
発
想
は
、
朱
子
学
の
陰
陽
論
の
影
響
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
書
を
論
じ
て
、 

 

作
字
之
道
、
剛
健
、
婀
娜
二
者
華
缺
一
不
可
。
余
既
奉
欧
陽
率
更
、
李

北
海
、
黄
山
谷
三
家
以
為
剛
健
之
宗
、
又
當
参
以
褚
河
南
、
董
思
白
婀

娜
之
致
、
庶
為
成
體
之
書
。 

(

大
意)

書
法
の
道
は
、
強
さ
と
し
な
や
か
さ
と
が
必
要
で
、
共
に
一
つ
も
欠
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く
べ
き
で
な
い
。
私
は
欧
陽
詢
、
李
邕
、
黄
庭
堅
を
強
さ
と
捉
え
、
褚

遂
良
、
董
其
昌
、
を
し
な
や
か
さ
と
捉
え
、
合
わ
せ
て
一
つ
の
体
と
な

す
。 

 と
い
う
。 

つ
ま
り
そ
の
書
は
、
見
る
も
の
を
気
圧
す
る
よ
う
な
猛
々
し
さ
は
感
じ
ら
れ

ず
、
そ
の
厳
し
さ
と
穏
や
か
さ
の
両
者
が
闕か

か
な
い
と
こ
ろ
が
、
彼
の
真
骨
頂

な
の
で
あ
ろ
う
。 

次
の
図
５
の
書
は
臨
江
仙
の
詞
調
の
も
の
で
あ
る
。
款
記
に
辛
亥
春
日
と
あ

り
、
一
八
五
一
（
成
豊
元
年
）
四
十
歳
の
と
き
の
作
で
あ
る
。 

 

繞
屋
疎
林
濃
蔭
緑 

軒
窓
都
覚
清
幽 

何
當
携
客
一
登
樓 

雲
山
烟
水
際

倚
檻
豁
吟
眸 

畫
裏
山
城
依
峻
嶺 
嵐
光
遠
共
雲
浮 

半
江
涼
雨
入
新
秋

前
汀
墻
影
密 

彷
彿
起
漁
謳
歌 

 

辛
亥
春
日 

曾
國
藩 

(

大
意)

家
屋
を
め
ぐ
る
ま
ば
ら
な
林
が
濃
い
緑
の
影
を
や
ど
し
、
の
き
の
窓
は

す
べ
て
清
く
深
み
が
あ
る
。
ど
う
し
て
客
と
と
も
に
樓
に
登
ろ
う
か
。
雲

の
山
の
煙
が
水
際
ま
で
た
ど
り
、
欄
に
よ
り
か
か
っ
て
詩
人
の
視
野
が
ひ

ろ
い
。
画
の
な
か
の
山
城
は
そ
び
え
た
ち
、
嵐
の
光
が
遠
く
雲
と
浮
か
ぶ
。

川
に
降
り
注
ぐ
涼
し
い
雨
が
新
秋
を
つ
げ
、
な
ぎ
さ
の
垣
の
影
が
こ
い
。

か
す
み
か
ら
漁
師
の
歌
が
沸
き
起
こ
る
。 

 

と
あ
る
こ
の
詩
は
、
情
況
的
に
ち
ょ
う
ど
太
平
天
国
の
乱
が
起
こ
っ
た
年
で
あ

る
。 当

年
、
太
平
天
国
の
乱
が
勃
発
し
、
清
の
正
規
軍
で
あ
る
「
八
旗
」
が
鎮
圧

に
あ
た
っ
た
が
連
戦
連
敗
で
あ
っ
た
。
そ
の
訳
は
長
年
の
う
ち
に
八
旗
は
貴
族

化
し
弱
体
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
清
国
政
府
は
各
地
の
郷
紳
た
ち

に
「
郷
勇
」
と
呼
ば
れ
る
臨
時
の
軍
隊
の
徴
募
を
命
じ
た
。
時
に
命
を
受
け
た

曽
国
藩
は
後
に
複
数
の
団
練
（
地
方
有
力
者
が
自
主
的
に
組
織
し
た
自
衛
の
た 

 

め
の
民
兵
組
織
）
を
ま
と
め
、
郷
勇
を
組
織
さ
せ
た
。
こ
れ
が
後
の
「
湘
軍
」

で
あ
り
、
後
に
そ
の
強
さ
を
発
揮
し
て
最
終
的
に
太
平
天
国
軍
を
破
る
こ
と
に

な
る
。 

し
か
し
当
年
閏
八
月
は
、
太
平
軍
が
永
安
州
城
を
抜
き
、
太
平
天
国
を
創
建

し
た
時
期
に
あ
た
り
、
ま
た
そ
の
五
月
に
は
、
《
敬
陳
聖
德
三
端
預
防
流
弊
疏
》

を
上
奏
、
直
諫
し
、
咸
豊
皇
帝
の
行
政
を
批
判
し
た
た
め
、
怒
り
を
蒙
り
緊
迫

し
た
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

屈
原
と
曾
国
藩
の
詩 

『
楚
辞
』
漁
父
は
漁
父
辞
と
も
称
さ
れ
、
楚
辞
の
諸
篇
の
中
で
も
最
も
有
名

な
も
の
で
あ
り
、
司
馬
遷
も
史
記
の
中
で
、
屈
原
の
孤
高
を
象
徴
す
る
詩
と
し

て
引
用
し
て
い
る
。
そ
の
詩
と
は
、 

 

屈
原
既
放
、
游
於
江
潭
、
行
吟
澤
畔
。
顏
色
憔
悴
、
形
容
枯
槁
。
漁

父
見
而
問
之
曰
「
子
非
三
閭
大
夫
與
。
何
故
至
於
斯
。
」
屈
原
曰
「
舉

世
皆
濁
我
獨
淸
。
衆
人
皆
醉
我
獨
醒
。
是
以
見
放
。
」
漁
父
曰
「
聖

人
不
凝
滯
於
物
、
而
能
與
世
推
移
。
世
人
皆
濁
、
何
不
淈
其
泥
而
揚

其
波
。
衆
人
皆
醉
、
何
不
餔
其
糟
而
歠
其
釃
。
何
故
深
思
高
舉
、
自

図 5 
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令
放
爲
。
」
屈
原
曰
「
吾
聞
之
。
新
沐
者
必
彈
冠
、
新
浴
者
必
振
衣
。

安
能
以
身
之
察
察
、
受
物
之
汶
汶
者
乎
。
寧
赴
湘
流
、
葬
於
江
魚
之

腹
中
、
安
能
以
皓
皓
之
白
、
而
蒙
世
俗
之
塵
埃
乎
。
」
漁
父
莞
爾
而

笑
、
鼓
枻
而
去
。
乃
歌
曰
「
滄
浪
之
水
淸
兮
、
可
以
濯
我
纓
。
滄
浪

之
水
濁
兮
、
可
以
濯
我
足
。
」
遂
去
、
不
復
與
言
。 

（
大
意
）
屈
原
は
、
追
放
さ
れ
て
湘
江
の
淵
や
岸
を
さ
ま
よ
い
、
沢
の
ほ
と

り
で
歌
を
口
ず
さ
ん
で
い
た
。
顔
は
や
つ
れ
て
、
そ
の
姿
は
痩
せ
衰

え
て
い
る
。
あ
る
年
老
い
た
漁
師
が
彼
に
尋
ね
た
。「
あ
な
た
は
三
閭

大
夫
さ
ま
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
ど
う
し
て
こ
ん
な
落
ち
ぶ
れ
た
お

姿
に
な
っ
て
し
ま
わ
れ
た
の
で
す
か
」
と
。
屈
原
は
言
う
「
世
の
中

の
人
々
す
べ
て
の
心
が
濁
っ
て
い
る
中
で
、
私
一
人
だ
け
が
清
ら
か

だ
か
ら
だ
。
人
々
が
み
な
酔
っ
て
い
る
中
で
、
私
一
人
だ
け
が
醒
め

て
い
る
。
だ
か
ら
追
放
さ
れ
た
ん
だ
よ
」
と
。
漁
師
は
言
う
に
は
「
聖

人
と
い
う
も
の
は
、
物
事
に
こ
だ
わ
ら
ず
に
世
の
中
と
一
緒
に
移
り

変
わ
り
ま
す
。
世
の
中
の
人
々
の
心
が
濁
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う

し
て
一
緒
に
そ
の
泥
を
か
き
混
ぜ
て
、
波
を
立
て
な
い
の
で
す
か
。

人
々
が
酔
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
そ
の
酒
か
す
を
口
に
し
て
、

そ
の
薄
い
酒
を
飲
も
う
と
し
な
い
の
で
す
か
。
ど
う
い
っ
た
理
由
で

深
く
考
え
、
お
高
く
と
ま
っ
て
、
自
分
か
ら
追
放
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
を
し
た
の
で
す
か
」
と
。
屈
原
が
い
う
に
は
「
私
は
こ
う
い
う
こ

と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。『
髪
を
洗
っ
た
ば
か
り
の
者
は
必
ず
冠
に

つ
い
た
よ
ご
れ
を
払
い
、
入
浴
し
た
ば
か
り
の
者
は
、
必
ず
衣
服
の

ほ
こ
り
を
ふ
る
っ
て
は
ら
う
』
と
。
ど
う
し
て
清
廉
潔
白
な
こ
の
身

に
、
世
俗
の
汚
れ
た
も
の
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い

や
で
き
な
い
。
む
し
ろ
湘
江
に
行
っ
て
魚
の
エ
サ
に
な
ろ
う
と
も
、

ど
う
し
て
清
廉
潔
白
な
こ
の
身
を
世
俗
の
埃
の
中
に
ま
み
れ
さ
れ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
か
、
い
や
で
き
な
い
」
と
。
漁
師
は
に
っ
こ
り
と

笑
っ
て
、(

出
航
す
る
た
め
に
）
船
の
縁
を
叩
い
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
と
き
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
だ
。「
滄
浪
の
水
が
澄
ん

で
い
る
の
な
ら
、
私
の
冠
の
紐
を
洗
お
う
。 

滄
浪
の
水
が
濁
っ
て
い

る
の
な
ら
、
私
の
足
を
洗
お
う
」
と
。 

と
う
と
う
そ
の
ま
ま
去
っ
て

し
ま
い
、
二
人
は
も
う
二
度
と
語
り
合
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。 

 

つ
ま
り
先
の
詩
の
「
漁
歌
」
と
は
、
こ
の
楚
辞
の
漁
父
辞
と
解
す
る
べ
き
で

は
な
か
ろ
う
か
。 

換
言
す
れ
ば
、
西
洋
化
す
る
俗
世
が
太
平
軍
を
指
し
、
そ
れ
と
の
苦
戦
続
き

の
中
で
忠
心
か
ら
諫
言
に
及
び
、
節
を
守
り
続
け
る
自
身
を
屈
原
に
準
え
、
そ

の
苦
悶
に
応
え
る
か
の
よ
う
に
漁
夫
の
歌
が
聞
こ
え
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
曾
国
藩
は
、
清
朝
の
衰
退
の
中
で
悲
し
み
を
禁
じ
え
ず
、
別
の
詩
で
も

屈
原
を
弔
う
詩
を
作
っ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
「
得
郭
筠
仙
書
并
詩
却
寄
六
首
」
其
二
に
於
い
て
、 

 

大
雅
悲
淪
歇 

斯
文
久
不
尊 

至
情
宜
屈
強 

吾
道
有
蘺
藩 

仰
首
呼

虞
舜 

狂
歌
答
屈
原 

自
非
君
子
性 

玆
意
固
難
論 

(

大
意)

大
雅
は
衰
落
を
悲
し
み
、
こ
の
文
久
し
く
尊
ば
れ
ず
。
情
は
屈
強
な

の
が
よ
く
、
わ
が
道
に
は
ま
が
き
が
あ
る
。
天
を
仰
ぎ
虞
、
舜
を
呼
び
、

狂
っ
た
歌
で
屈
原
に
こ
た
え
る
。
君
子
の
性
で
な
け
れ
ば
、
こ
の
意
味

は
は
じ
め
か
ら
説
明
す
る
の
は
難
し
い
だ
ろ
う
。 

 と
詠
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
詩
に
つ
い
て
、
張
静
氏
は
『
曾
国
藩
文
学
研
究
』
の
中
で7

、 

 
 

在
乱
世
之
中
，
他
渴
望
能
够
出
现
虞
舜
太
平
世
界
，
在
梦
想
破
灭
之
后
，

只
得
像
屈
原
一
样
怀
绝
望
之
离
开
朝
廷
，
自
绝
沉
沦
。
此
情
此
意
何
等

沉
重
。 

(

大
意)
乱
世
の
中
で
、
虞
や
舜
の
太
平
の
時
代
を
渇
望
し
、
そ
の
夢
が
砕
け

る
中
で
、
ま
る
で
屈
原
の
よ
う
に
朝
廷
を
離
れ
、
自
ら
落
ち
ぶ
れ
る
。

こ
の
気
持
ち
は
な
ん
と
重
い
こ
と
だ
ろ
う
か
。 
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と
述
べ
て
い
る
。 

 
忠
臣
、
曽
国
藩
は
、
詩
を
通
じ
て
屈
原
と
心
を
通
わ
せ
て
い
た
こ
と
は
間
違

い
な
か
ろ
う
。 

 

儒
的
自
省
の
鬼 

 

曾
国
藩
は
自
ら
の
書
舎
を
「
求
闕
齋
」
と
称
し
た
。
そ
の
「
求
闕
」
と
は
、

常
に
自
か
ら
闕
け
る
と
こ
ろ
を
も
と
め
て
、
こ
れ
を
悔
い
改
め
る
努
力
を
続
け

る
こ
と
が
、
天
道
に
か
な
う
と
い
う
人
生
観
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
曾

国
藩
の
日
常
で
、
過
ち
を
自
責
す
る
場
合
に
多
く
用
い
ら
れ
る
語
は
、
「
可
恥
」

「
愧
恨
」
「
愧
極
醜
極
」
「
鄙
極
醜
極
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
書
論

の
中
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
彼
の
自
省
と
は
、
儒
教
に
於
け
る
「
天
」

や
「
鬼
神
」
に
対
し
て
で
あ
っ
て
、
現
代
的
な
意
味
で
の
反
省
と
は
、
次
元
を

異
に
す
る
厳
格
な
も
の
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
所
謂
、
理
学
者
と
し
て
の
内
聖

化
の
精
神
の
発
露
で
あ
る
。 

 

そ
の
曾
国
藩
の
一
八
四
三(

道
光
二
十
二
年)

十
二
月
七
日
の
日
記
に
は
、
己

の
日
課
と
し
て
「
作
字
」(

書
法)

が
設
け
ら
れ
て
い
る(
図
６)

が
、
そ
の
天
へ

の
恭
し
さ
、
敬
虔
な
精
神
が
、
そ
の
書
境
の
根
幹
に
あ
る
こ
と
は
、
言
を
俟
た

ず
、
因
み
に
そ
の
下
り
に
は
、
朝
飯
を
食
し
て
半
時
、
字
を
書
し
、
筆
墨
の
応

酬
を
す
る
と
あ
っ
て
、
そ
の
仕
事
を
明
日
に
残
す
と
「
清
く
」
な
り
難
し
と
あ

る
図
７
は
、
そ
の
筆
墨
の
応
酬
の
詩
で
あ
り
、 

 

新
篇
波
瀾
特
浩
蕩 

古
人
廉
階
要
躋
攀 

(

大
意)

新
し
い
書
物
は
波
打
つ
よ
う
に
は
び
こ
っ
て
い
る
が
、
古
人
の
正
し

い
み
ち
は
、
攀
じ
登
る
こ
と
を
要
す
。 

 と
あ
っ
て
、
程
朱
義
理
学
に
依
拠
す
る
桐
城
派
、
中
興
の
祖
と
称
さ
れ
る
が
ご

と
き
、
経
世
を
負
う
士
大
夫
と
し
て
の
民
族
の
気
骨
を
反
映
さ
せ
た
見
事
な
内

容
、
そ
し
て
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
当
時
、
詩
の
応
酬
が
教
養
の
戦
い
で
も
あ

り
、
ま
た
風
流
な
駆
け
引
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
好
資
料
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

 

図 6 
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理
学
者
と
し
て
の
書
相
と
趙
孟
頫 

 

曾
国
藩
は
、
そ
の
書
論
や
、
漢
詩
に
も
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も

朱
子
学
者
で
あ
っ
た
。 

晩
年
の
言
〈
勧
学
篇
示
直
隷
士
子
〉
に
は
、 

  
 

 

為
学
之
術
有
四
。
曰
義
理
、
曰
考
拠
、
曰
辞
章
、
曰
経
済
。
義
理
者
、

在
孔
門
為
徳
行
之
科
、
今
世
目
為
宋
学
者
也
。
考
拠
者
、
在
孔
門
為
文 

学
之
科
、
今
世
目
為
漢
学
者
也
。
辞
章
者
、
在
孔
門
為
言
語
之
科
、
従

古
芸
文
及
今
世
制
義
詩
賦
皆
是
也
。
経
済
者
、
在
孔
門
為
政
事
之
科
、

前
代
典
礼
、
政
書
、
及
当
世
掌
故
皆
是
也
。 

 

（
大
意
）
学
問
の
方
法
は
四
つ
あ
る
。
義
理
学
、
考
証
学
、
修
辞
学
、
経
済
学

で
あ
る
。
義
理
と
は
、
孔
子
門
下
の
徳
行
の
科
目
で
、
今
の
世
で
言
え

ば
宋
学
で
あ
る
。
考
証
学
は
、
孔
門
の
文
学
の
科
目
で
、
今
の
漢
学
で

あ
る
。
修
辞
学
は
、
孔
門
の
言
語
学
で
、
今
の
八
股
文
、
詩
、
賦
で
あ

る
。
経
済
学
と
は
、
孔
門
の
政
治
学
で
、
前
代
の
典
礼
、
政
治
文
書
、

時
代
の
し
き
た
り
で
あ
る
。 

 と
明
確
に
語
ら
れ
、
ま
た
黄
進
興
『
従
理
学
到
倫
理
学
ー
清
末
民
初
道
徳
意
識

的
転
化
』
で
は8

、
曾
の
義
理
学
を
整
理
し
て
、 

  
 

 

简
而
言
之
，
曾
氏
义
理
学
的
特
色
有
二
，
其
一
，
在
于
躬
行
实
践
，
不

在
于
竞
奇
斗
艳
，
其
二
，
在
于
以
礼
代
理
，
不
尚
谈
空
说
玄
。 

(

大
意)

簡
潔
に
言
え
ば
、
曾
氏
の
義
理
学
に
は
二
つ
の
特
徴
が
あ
り
、
一
つ

は
自
ら
が
行
う
実
践
で
あ
り
、
艶
や
か
さ
を
競
わ
ず
、
二
つ
目
は
、
礼

に
よ
っ
て
理
を
代
行
し
、
空
談
を
た
っ
と
ば
な
か
っ
た
。 

 

 と
あ
る
そ
れ
で
あ
り
、
自
ら
、 

  
 

 

一
宗
宋
儒
、
不
廃
漢
学
。 

(

大
意)

宋
学
を
宗
と
す
る
が
、
漢
学
を
廃
す
る
も
の
で
も
な
い
。 

 と
標
榜
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

つ
ま
り
は
、
彼
の
思
想
は
宋
学
を
基
本
に
し
た
、
漢
学(

樸
学
）
の
「
託
古
改

制
」
主
義
者
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
そ
の
思
想
は
書
に
も
顕
著
に
表
れ
、
そ
の
書
論
に
於
い
て
、 

 

生
平
欲
将
柳
誠
懸
、
趙
子
昂
両
家
合
為
一
爐
。 

と
唐
の
柳
公
権
と
元
の
趙
孟
頫
の
二
家
を
合
せ
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
た
こ

と
に
も
影
響
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
そ
の
書
相
か
ら
も
説
明
で
き
る
。 

 

そ
も
そ
も
儒
将
と
称
さ
れ
た
曾
国
藩
の
書
は
、
時
折
見
せ
る
猛
々
し
さ
の
印

象
よ
り
も
、
穏
や
か
さ
に
そ
の
本
質
が
あ
る
の
は
、
そ
の
中
核
に
趙
孟
頫
の
書

法
が
内
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。 

そ
し
て
そ
の
趙
孟
頫
の
書
と
は
、
朱
子
学
の
太
極
の
宇
宙
を
体
現
し
た
書
で

あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
は
趙
孟
頫
の
書
画
同
源
の
思
想
も
、
そ
の
淵

源
に
は
そ
の
朱
子
学
的
な
宇
宙
思
想
が
あ
り
、
そ
の
穏
純
な
形
貌
が
、
後
に
朱

子
学
を
敵
視
し
た
陽
明
学
者
で
あ
っ
た
董
其
昌
ら
に
よ
っ
て
、「
奴
書
」
な
ど
と

図 7 
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酷
評
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
視
角
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

つ
ま
り
は
そ
の
奴
書
と
さ
れ
た
内
実
は
、
貴
族
化
、
形
骸
化
し
た
朱
子
学
者

に
対
す
る
批
判
で
あ
り
、
そ
の
書
の
「
妍
」
の
部
分
だ
け
が
拡
張
さ
れ
た
批
判

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
古
来
の
朱
子
学
者
た
ち
は
、
そ
の
修
身
主
義
、
内
聖

の
性
情
ゆ
え
に
、
趙
孟
頫
を
基
礎
に
し
た
こ
と
は
、
近
世
来
の
書
の
伝
統
と
し

て
保
守
さ
れ
、
そ
の
骨
格
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
り
、

曾
国
藩
も
ま
た
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

 正
・
偏
兼
鋒
の
王
羲
之
書
法 

さ
ら
に
、
『
求
闕
齋
学
書
日
録
』
の
中
で
、 

 

作
書
、
思
偃
筆
多
用
之
於
横
、
抽
筆
多
用
之
於
竪
。
竪
法
宜
努
抽
並
用
、

横
法
宜
勒
偃
並
用
。
又
首
貴
有
俊
抜
之
気
、
後
貴
有
自
然
之
勢
。
大
約
書

法
不
外
羲
献
父
子
。
余
以
師
羲
、
不
可
遽
幾
。 

(

大
意)

書
法
は
、
考
え
て
み
る
と
側
筆
は
多
く
横
に
用
い
、
引
く
筆
使
い
は
、

多
く
竪
に
用
い
る
。
竪
画
は
努
法
と
抽
法
を
併
用
す
べ
き
だ
し
、
横
画
は
、

勒
法
と
側
筆
を
併
用
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
初
め
は
、
す
ぐ
れ
て
つ
き
つ

け
る
気
を
た
っ
と
び
、
あ
と
は
、
自
然
の
勢
い
を
た
っ
と
ぶ
。
あ
ら
ま
し

書
法
は
、
王
羲
之
、
王
献
之
父
子
か
ら
外
れ
な
い
。
私
は
王
羲
之
を
師
と

す
る
が
、
に
わ
か
に
は
近
づ
け
な
い
。 

 

と
あ
る
の
は
、
先
に
見
た
松
村
説9

、
清
朝
帖
学
派
の
系
譜
に
あ
る
こ
と
の
証
で

あ
り
、
そ
の
正
鋒
を
前
提
と
す
る
偏
法
、
王
法
が
、
曽
国
藩
に
と
っ
て
は
、
そ

の
正
鋒
、
偏
鋒
の
両
者
が
、
朱
子
学
的
二
元
論
と
し
て
哲
学
化
さ
れ
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

東
洋
の
誇
り 

 

清
国
公
使
館
員
の
中
で
、
曾
国
藩
の
属
僚
で
あ
っ
た
黎
庶
昌
の
随
員
で
も
あ

っ
た
楊
守
敬
と
明
治
の
文
人
、
日
下
部
鳴
鶴
と
の
関
係
は
有
名
で
あ
る
が
、
日

下
部
が
曾
国
藩
の
書
論
を
信
条
と
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
の
書
論
の
一
則
と
は
、 

 

作
書
之
道
寓
沈
雄
於
静
穆
之
中
、
乃
有
深
味
。
雄
字
須
有
長
剣
快
戟
、

龍
拏
虎
踞
之
象
。
鋒
鋩
森
森
不
可
逼
視
者
為
正
宗
。
不
得
以
剣
抜
弩
張

四
字
相
鄙
。
為
一
種
郷
愿
字
、
名
為
含
蓄
深
厚
、
非
之
無
挙
、
刺
之
無

刺
、
終
身
無
入
処
也
。
作
古
文
古
詩
亦
然
。
作
人
之
道
亦
然
、
治
軍
亦

然
。 

(

大
意)

書
法
の
道
は
雄
々
し
さ
を
静
寂
の
う
ち
に
寓
す
べ
き
で
、
そ
れ
で
深

み
が
出
る
。
雄
字
は
武
器
、
龍
や
虎
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
鋒
鋩
が
厳
し

く
、
迫
り
見
え
な
い
の
が
正
し
い
。
剣
抜
弩
張
の
四
字
が
い
や
し
い
の

で
は
な
い
。
一
種
の
偽
善
者
の
字
を
、
含
蓄
あ
っ
て
深
い
と
い
う
の
は
、

こ
れ
は
謗
る
に
も
値
せ
ず
、
一
生
悟
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
古
文
、
古
詩
、

教
育
、
軍
事
も
ま
さ
に
同
じ
。 

 で
あ
る
。 

こ
の
「
書
」
を
儒
將
の
教
養
の
一
環
と
し
て
捉
え
た
、
凄
味
を
感
じ
さ
せ
る

文
句
を
背
景
に
、
厳
し
い
求
闕
の
人
が
鄙
と
し
な
い
、
朱
子
学
的
な
静
け
さ
の

中
に
秘
め
た
「
雄
」
の
書
の
調
べ
、
そ
の
精
神
こ
そ
が
、
近
代
に
於
け
る
「
東

洋
人
の
誇
り
」
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

さ
ら
に
、
犬
養
毅
は
、
「
道
徳
の
修
養
」
の
中
で
、 

然
ら
ば
支
那
は
昔
か
ら
さ
う
い
う
国
柄
か
と
い
ふ
に
、
さ
う
で
は
な
い
、

明
末
に
は
節
義
の
為
に
死
ん
だ
人
が
澤
山
あ
る
、
宋
末
に
も
澤
山
あ
る
。

之
は
何
の
為
め
か
と
い
ふ
に
、
学
問
の
変
化
が
、
其
の
主
な
る
原
因
を
為

し
て
居
る
と
思
ふ
。
清
朝
に
も
道
学
者
は
あ
る
、
朱
学
者
も
陸
王
学
者
も
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あ
る
が
、
比
較
的
少
数
で
、
乾
隆
、
嘉
慶
頃
か
ら
漢
学
が
盛
ん
に
行
は
れ
、

言
わ
ば
考
古
の
学
問
で
あ
つ
て
、
宋
学
即
ち
静
座
求
道
と
い
う
功
夫
体
得

の
学
問
は
衰
え
て
し
ま
つ
た
、
こ
れ
が
清
末
に
節
義
の
士
の
出
来
な
い
原

因
で
あ
る
と
思
ふ
。
節
義
の
士
の
道
学
者
よ
り
出
で
た
る
一
例
と
し
て
は
、

長
髪
賊
の
乱
に
大
功
を
樹
て
た
曽
国
藩
の
如
き
が
尤
も
著
し
い
も
の
で
あ

る
。
曾
は
近
年
罕
に
み
る
人
傑
で
あ
つ
た
が
、
あ
の
人
の
本
領
は
朱
子
学

者
で
あ
つ
た
。
死
に
至
る
ま
で
修
養
を
怠
ら
ず
、
日
々
向
上
を
勉
め
て
已

ま
な
い
人
で
あ
つ
た
事
は
、
其
の
日
記
を
見
て
も
分
か
る1

0

。 

と
あ
り
、
曽
国
藩
を
朱
子
学
者
と
し
て
、
顕
彰
し
、
さ
ら
に
そ
の
書
論
、『
木
堂

翰
墨
談
』
の
中
で
も
、
道
学
者
（
程
朱
学
）
の
書
を
推
奨
し
、
最
も
規
範
と
す

べ
き
書
を
趙
孟
頫
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
思
想
と
書
と
の
関
係
が

読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

三 

朱
子
学
者
の
苦
悶 

李
鴻
章1

1 

理
学
者
の
本
領 

李
鴻
章 

(

一
八
二
三-

一
九
〇
一)

 

。
原
名
は
章
銅
、
字
は
少
荃
、
漸
甫
、
号

は
儀
叟
、
諡
は
文
忠
。
安
徽
省
盧
州
府
合
肥
県
東
郷 

(

現
在
の
肥
東
県)

出
身
。

清
末
の
官
僚
、
政
治
家
で
あ
る
。 

父
の
文
安
の
本
姓
は
許
、
母
は
李
氏
だ
っ
た
。

李
家
に
嗣
子
が
な
か
っ
た
た
め
、
一
家
は
許
李
両
姓
を
称
し
、
文
安
が
科
挙
を

受
験
す
る
に
あ
た
り
、
李
氏
を
称
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
父
の
文
安
は
、
一
八

三
八
年
の
進
士
で
曾
国
藩
と
は
同
期
で
あ
り
、
刑
部
督
捕
司
郎
中
、
死
後
に
李

鴻
章
の
功
に
よ
っ
て
光
禄
大
夫
、
大
学
士
を
追
贈
さ
れ
る
。
李
鴻
章
は
一
八
四

五
年
、
上
京
し
て
曾
国
藩
に
師
事
し
、
四
七
年
、
殿
試
十
三
位
で
合
格
後
、
翰

林
院
に
入
り
、
五
〇
年
編
修
と
な
る
。
四
七
年
合
格
の
際
の
正
考
官
は
、
の
ち

に
林
則
除
、
馮
桂
芬
ら
を
推
挙
し
た
蘇
州
出
身
の
軍
機
大
臣
・
潘
世
恩
で
あ
っ

た
。
こ
の
時
の
状
元
は
張
之
万
、
同
期
と
し
て
ほ
か
に
、
沈
桂
芬
、
沈
葆
禎
、

郭
崇
燾
ら
が
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
も
、
特
に
青
年
期
以
降
、
李
鴻
章
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
は
、
や
は
り
曽
国
藩
で
あ
る
。
彼
は
生
涯
、
曽
国
藩
を
師
と
称
し

た
。
曽
国
藩
は
清
末
の
著
名
な
理
学
者
で
、
清
朝
初
期
に
流
行
し
た
考
証
学
を

看
過
し
な
か
っ
た
が
、
義
理
学
が
最
も
大
な
る
も
の
で
、
義
理
を
明
ら
か
に
す

れ
ば
、
自
ら
の
行
い
は
要
を
得
て
国
に
治
め
る
根
本
が
で
き
る
と
考
え
た
。 

 

儒
学
は
「
修
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
」
と
い
う
人
生
理
念
を
掲
げ
、「
修

身
」
と
は
学
問
の
修
養
を
意
味
し
、「
内
聖
」
す
な
わ
ち
聖
人
に
な
る
よ
う
修
行

す
る
。「
斉
家
」「
治
国
」「
平
天
下
」
は
、「
外
王
」
、
す
な
わ
ち
他
者
に
影
響
を

与
え
、
世
界
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
曽
国
藩
は
、
朱
子
の
解
釈
に

従
い
、
自
分
の
勤
め
を
全
う
す
る
こ
と(

内
聖)

に
よ
り
、
家
、
国
、
世
界
の
秩

序
を
維
持
し
安
定
さ
せ
る
こ
と(

外
王)

を
目
指
し
、
自
己
の
修
養
を
中
心
と
し

た
宋
明
の
義
理
学
に
心
酔
し
、
考
証
学
を
も
治
世
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
曽
国
藩
と
の
出
会
い
は
、
決
定
的
に
李
鴻
章
の
人
生
に
影
響
を
与
え

た
。
つ
ま
り
曽
国
藩
が
彼
の
才
能
を
高
く
買
い
、
そ
の
才
能
を
発
揮
で
き
る
場

を
提
供
し
、
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
十
九
世
紀
中
国
の
政
治
の
舞
台
に
頭
角
を
現
し

た
と
言
え
る
。 

 

李
鴻
章
は
、「
軍
営
に
い
た
時
、
我
が
師
と
食
事
を
取
り
、
食
後
皆
で
テ
ー
ブ

ル
を
囲
ん
で
、
経
典
を
論
証
し
た
り
、
歴
史
を
討
論
し
た
り
し
て
、
飽
き
も
せ

ず
倦
ま
ず
悟
し
て
く
れ
、
全
て
学
問
や
政
治
に
有
益
で
実
際
に
用
い
る
こ
と
が

で
き
た
。
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
の
よ
う
な
思
想
を
受
け
た
李
鴻
章
の
次
の
書(

図
８)

は
、
ま
さ
に
そ
の
影

響
を
受
け
た
内
容
で
あ
る1

2

。 

 

志
逸
九
霄
風
度
凝
遠 

心
統
群
理
器
宇
閎
深 

(

大
意)

志
は
高
い
空
に
あ
そ
び
、
威
儀
は
き
び
し
く
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
っ

て
い
る
。
こ
こ
ろ
は
す
べ
て
の
理
を
修
め
、
度
量
は
広
く
深
い
。 

 

 

こ
の
書
は
、
朱
子
学
者
に
相
応
し
く
帖
学
派
の
正
統
、
王
羲
之
書
風
を
継
承

し
、
や
や
強
気
な
右
上
が
り
の
結
体
を
取
っ
て
い
る
。 

そ
の
「
群
理
を
統
べ
る
」
と
は
、
ま
さ
に
宋
明
理
学
の
影
響
と
言
え
る
だ
ろ
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う
。
そ
の
内
容
と
と
も
に
そ
の
書
法
が
、
李
鴻
章
の
気
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。 

 洋
務
と
公
羊
学 

李
鴻
章
の
政
治
家
と
し
て
の
活
動
は
、
江
蘇
巡
撫
と
し
て
上
海
に
赴
任
し
て

い
た
と
き
に
始
ま
る
。
彼
は
そ
こ
で
西
欧
の
人
々
及
び
そ
の
軍
事
を
中
心
と
し

た
技
術
に
接
し
、
ま
た
蘇
州
紳
士
と
連
携
す
べ
く
経
世
思
想
家
・
馮
桂
芬
ら
を

幕
僚
と
し
、
更
に
は
、
上
海
の
商
人
と
も
つ
な
が
り
を
も
っ
た
。
そ
の
た
め
中

国
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
対
す
る
認
識
と
政
策
方
針
に
つ
い
て
、
彼
ら
か
ら

深
い
影
響
を
う
け
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
馮
桂
芬
は
、
李
鴻
章
の
ブ
レ
ー
ン
と
し
て
蘇
州
、
上
海
の
防
備
の
経
験

か
ら
西
洋
武
器
の
強
さ
を
提
言
で
き
た
こ
と
、
ま
た
馮
の
「
自
強
」
思
想
は
自

国
の
落
伍
と
外
国
の
技
術
へ
の
認
識
を
新
た
に
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
い
ち
早
く

日
本
の
動
向
に
注
目
し
、
洋
務
運
動
を
推
進
し
た
際
、
日
本
を
手
本
に
す
る
よ

う
講
じ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

こ
の
馮
の
思
想
は
、
一
八
二
八
年
に
正
誼
書
院
で
学
問
を
修
め
た
際
、
江
蘇

巡
撫
、
林
則
徐
に
師
事
し
た
こ
と
、
ま
た
父
の
喪
に
服
す
る
た
め
出
身
の
江
蘇

に
戻
っ
た
と
き
に
魏
源
と
知
り
合
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因
と
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 

 

林
則
徐
、
魏
源
と
も
に
西
洋
に
対
処
す
る
経
世
学(

公
羊
学)

に
通
じ
て
い
た

上
に1

3

、
陽
明
学
に
よ
っ
て
、
「
独
立
」
「
心
力
」
と
い
っ
た
近
代
的
要
素
を
保

有
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て1

4

、「
洋
務
運
動
」
が
推
進
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

外
交
の
苦
闘 

中
国
近
代
史
に
お
い
て
李
鴻
章
が
果
し
た
役
割
と
し
て
重
要
な
も
の
に
外
交

が
あ
る
。
李
鴻
章
が
外
交
面
で
も
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一

八
七
〇
年
の
天
津
教
案
に
関
わ
る
処
理
を
契
機
と
す
る
。
当
時
直
隷
総
督
・
曾

国
藩
が
事
件
処
理
を
担
当
し
た
が
、
強
硬
な
態
度
を
と
る
フ
ラ
ン
ス
側
に
対
し
、

曽
国
藩
は
そ
の
意
を
迎
え
る
方
針
を
と
っ
た
た
め
弾
劾
さ
れ
、
李
鴻
章
が
こ
れ

に
替
っ
て
直
隷
総
督
兼
北
洋
大
臣
の
任
に
就
い
た
。
折
し
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普

仏
戦
争
が
勃
発
し
、
フ
ラ
ン
ス
側
が
ひ
き
あ
げ
た
た
め
事
件
は
決
着
を
み
た
。

以
後
李
鴻
章
は
、
当
時
の
清
朝
が
直
面
し
た
外
交
問
題
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を

責
任
者
と
し
て
担
当
し
た
の
で
あ
る
。 

 

対
英
仏
関
係
と
し
て
は
、
一
八
七
五
年
の
マ
ー
ガ
リ
ー
殺
害
事
件
の
交
渉
と
芝

罘
条
約
の
締
結
、
清
仏
交
渉
と
、
八
五
年
の
天
津
条
約
、
お
よ
び
八
六
年
英
国

の
雲
南
侵
略
に
対
す
る
烟
台
条
約
の
締
結
を
担
当
し
た
。
対
露
関
係
と
し
て
は
、

イ
リ
問
題
の
交
渉
に
関
与
し
た
。
対
日
関
係
と
し
て
は
、
七
一
年
の
日
清
修
好

条
規
締
結
、
台
湾
原
住
民
に
よ
る
琉
球
漁
民
殺
害
事
件
の
処
理
と
、
そ
れ
に
伴

う
琉
球
帰
属
問
題
の
交
渉
を
担
当
し
た
。
当
時
の
修
好
条
規
批
准
の
た
め
渡
中

し
た
副
島
種
臣
に
与
え
た
一
幅
が
図
９
で
あ
る
。 

 

忠
勤
亮
特 

(

大
意)

忠
義
と
勤
労
が
並
外
れ
て
優
れ
て 

 

い
る
。 

 

道
学
の
「
五
倫
の
徳
」
を
持
ち
出
し
た
副
島
に
対
し
て
の
妥
協
と
賛
辞
で
あ

る
。 図

１
０
は
、
李
鴻
章
の
書
で
あ
る
が
、 

 
受
質
自
天
先
以
敬
譲 

潜
神
内
識
加
之
謙
勤 

図 8 
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図９ 

図 10 

 (

大
意)

質
を
天
か
ら
受
け
謙
譲
を
先
ん
ず
。 

精
神
を
内
に
知
り
こ
れ
に
加
え
る
に 

謙
勤
を
先
に
す
る
。 

 

ま
さ
に
、
内
聖
を
示
す
、
理
学
の
思
想
に
他

な
ら
い
。
こ
の
末
尾
の
「
謙
勤
」
は
副
島
に
与

え
た
「
忠
勤
」
と
は
類
似
す
る
が
、「
勤
」
と
い

う
心
力
を
尽
く
す
部
分
で
、
共
感
を
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
東
洋
道
徳
の
近
世
的
外
交
の
姿
と
言

え
る
。 

 
こ
れ
ら
の
交
渉
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
副
島
は

李
鴻
章
に
漢
詩
を
贈
っ
て
い
る
。 

 

 
 

似
李
中
堂 

種
臣 

 

刻
舟
踪
失
剣 

舟
去
踪
己
滅 

膠
柱
調
瑟
琴 

柱
移
調
愈
拙 

道
與
治
汚

隆 

弊
風
何
瑣
屑 

俗
吏
拘
簿
書 

掊
克
脧
膏
血 

儒
生
泥
章
句 

陳
腐

鼓
口
舌 

所
以
更
張
事 

必
徯
不
世
傑 

（
大
意
）
舟
に
剣
を
失
っ
た
あ
と
を
刻
み
、
舟
は
去
っ
て
そ
の
あ
と
は
す
で
に

な
く
な
っ
て
い
る
。
柱
に
膠
を
塗
り 

宴
の
た
め
の
意
琴
を
用
意
し
て
も
、

柱
は
か
わ
っ
て
し
ま
っ
て
、
調
べ
は
い
よ
い
よ
拙
い
。
道
は
政
治
の
汚
濁

に
関
わ
り
、
悪
い
風
習
は
、
ど
う
も
わ
ず
ら
わ
し
い
。
つ
ま
ら
ぬ
役
人
は
、

ど
う
で
も
い
い
文
章
に
拘
り
、
過
剰
な
税
の
取
り
立
て
は
（
過
剰
な
勝
気
）

は
骨
を
折
っ
て
得
た
利
益
と
財
産
を
細
ら
せ
る
。
儒
者
は
章
句
に
と
ら
わ

れ
て
、
陳
腐
な
こ
と
ば
で
し
ゃ
べ
り
ち
ら
か
す
。
よ
っ
て
い
ま
ま
で
衰
え

て
き
た
こ
と
を
改
め
て
盛
ん
に
す
る
た
め
に
、
か
な
ら
ず
世
に
稀
な
傑
物

を
ま
っ
て
い
る
。 

 

と
詠
い
、
魯
氏
春
秋
の
「
刻
舟
求
剣
」
の
故
事
か
ら
、
い
つ
ど
き
も
一
つ
に
拘

泥
せ
ず
、
時
代
に
順
応
す
べ
き
と
述
べ
る
。
最
後
の
「
不
世
傑
」
は
李
鴻
章
を

指
す
。
副
島
と
李
鴻
章
と
の
関
係
は
、「
誠
」
に
よ
っ
て
貫
か
れ
、
世
界
情
勢
に

則
し
て
副
島
は
別
れ
際
に
再
度
西
洋
化
を
促
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る1

5

。 

 

戦
争
の
書
境 

外
交
に
目
を
転
ず
る
と
、
八
五
年
以
降
は
、
壬
午
軍
乱
に
際
し
て
派
遣
さ
れ

た
清
朝
軍
の
提
督
・
呉
長
慶
の
幕
下
に
い
た
袁
世
凱
に
朝
鮮
の
外
交
の
実
権
を

預
け
た
。
ま
た
日
清
戦
争
に
際
し
て
は
、
指
揮
下
の
陸
軍
と
北
洋
艦
隊
を
派
遣

し
、
当
初
こ
れ
を
統
率
し
た
が
、
旅
順
港
陥
落
に
よ
っ
て
統
率
権
を
奪
わ
れ
、

北
洋
大
臣
の
任
を
解
か
れ
る
。
し
か
し
戦
後
、
張
蔭
桓
、
邵
友
濂
を
全
権
と
す

る
広
島
で
の
交
渉
が
決
裂
す
る
と
、
全
権
と
し
て
下
関
へ
派
遣
さ
れ
、
条
約
締

結
の
任
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
李
鴻
章
は
、
内
実
空
疎
な
軍
備
に
理
解
が
あ
り
、
ま
た
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
の
戦
争
を
回
避
し
た
か
っ
た
し
、
そ
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
を
尽
く
し

て
い
た
。 

つ
ま
り
こ
れ
ら
外
交
に
お
け
る
李
鴻
章
の
政
策
方
針
は
、
魏
源
以
来
の
「
夷

を
以
て
夷
を
制
す
」
の
思
想
を
踏
ま
え1

6

、
列
強
間
の
利
害
を
利
用
し
て
、
武

力
衝
突
を
極
力
回
避
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た1

7

。
し
か
し
、
こ
の
方
策
の
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多
く
は
成
功
を
み
ず
、
こ
の
間
清
朝
は
、
琉
球
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
朝
鮮
な
ど
に

対
す
る
宗
主
権
を
失
い
、
西
域
の
領
土
も
縮
小
し
た
の
で
あ
る
。 

つ
ま
り
当
時
に
あ
っ
て
、
李
鴻
章
は
、
理
学
者
と
し
て
の
「
修
身
斉
家
治
国

平
天
下
」
の
順
に
終
始
、
敬
虔
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。 

次
の
図
１
１
は
、
日
本
に
残
る
李
鴻
章
の
書
で
あ
る
。 

  
 

落
霞
孤
鶩
供
千
里 

馬
跡
車
輪
満
四
方 

(

大
意)

落
ち
る
霞
に
孤
独
な
ア
ヒ
ル
が
千
里
を
供
に
し
、
馬
の
足
跡
や
車
輪

が
四
方
に
満
ち
て
い
る
。 

 

こ
の
孤
鶩
と
は
、
李
鴻
章
自
身
で
あ
ろ
う
が
、
上
句
で
志
、
ロ
マ
ン
を
、
下

句
で
は
、
戦
争
の
現
実
を
詠
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
李
鴻

章
自
身
は
ロ
マ
ン
ス
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
、
常
に
苦
悶
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

そ
の
下
関
条
約
締
結
後
、
一
八
九
六
年
、
ロ
シ
ア
は
ニ
コ
ラ
イ
二
世
の
戴
冠

式
の
特
使
と
し
て
、
李
鴻
章
の
派
遣
を
要
請
し
、
セ
ン
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
で
、

対
日
防
衛
と
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道 

(

黒
龍
江
省
・
吉
林
省)

横
断
敷
設
権
な

ど
を
内
容
と
す
る
露
清
同
盟
密
約
が
締
結
さ
れ
た
。
李
鴻
章
は
、
締
結
後
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
を
経
て
帰
国
し
、
総
理
各
国
事
務
衛
門
大
臣
の
任
に
就

い
て
い
る
。 

 

露
清
密
約
締
結
以
後
、
租
借
地
と
鉄
道
利
権
を
要
求
す
る
な
ど
、
列
強
の
中
国

に
対
す
る
要
求
の
内
容
は
一
変
し
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
国
内
で
「
変
法
」

を
求
め
る
声
が
高
ま
っ
た
。 

李
鴻
章
も
従
来
か
ら
体
制
改
革
の
必
要
を
認
識
し
て
お
り
、
総
理
各
国
事
務

衛
門
大
臣
在
職
中
に
は
、
科
挙
の
廃
止
な
ど
「
変
法
」
を
主
張
し
、
康
有
為
ら

の
「
変
法
」
の
動
き
に
対
し
、
そ
の
性
急
さ
を
懸
念
し
つ
つ
も
こ
れ
を
支
持
し

て
い
た
。 

李
鴻
章
は
、
来
た
る
「
変
法
」
の
時
代
の
橋
渡
し
も
し
て
い
た
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。 

 

四 

後
期
桐
城
派
文
学
の
展
開(

黎
庶
昌
・
吳
汝
綸)

1
8 

-

曽
国
藩
か
ら
の
二
つ
の
水
脈(

外
交
と
教
育)

 

桐
城
派
の
文
学
と
外
交 

黎
庶
昌(

一
八
三
七-

一
八
九
七)

。
清
末
の
貴
州
遵
義
の
人
。
字
は
蒓
斎
。 

曽

国
藩
に
師
事
し
た
。
光
緒
初
年
欽
差
大
臣
の
書
記
官
と
し
て
欧
州
に
渡
り
、 

一

八
八
一
（
光
緒
七
年
・
明
治
一
四
年
）
三
月
欽
差
大
臣
と
し
て
日
本
に
駐
在
し

た
。
部
下
の
楊
守
敬
が
古
書
を
蒐
集
し
た
の
に
よ
っ
て
、
忘
佚
し
た
書
物
二
十

六
種
二
百
巻
を
摹
刻
し
、
『
古
逸
叢
書
』
と
名
づ
け
た
。
ま
た
古
文
を
よ
く
し
、

『
続
古
文
辞
類
纂
』
二
十
八
巻
を
編
し
、
著
に
『
拙
尊
園
叢
稿
』『
曽
文
正
公
年

譜
』
『
春
秋
左
伝
杜
注
校
勘
記
』
『
広
韻
校
札
』
『
論
語
坿
録
』
『
訪
徐
福
墓
記
』

な
ど
が
あ
る
。 

こ
の
黎
庶
昌
ら
当
時
の
官
僚
に
と
っ
て
の
課
題
を
端
的
に
言
え
ば
、
如
何
に

儒
教(
体
制)

を
保
守
し
つ
つ
、
洋
務
化
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
黎
庶
昌
が
、
そ
の
儒
家
と
し
て
、
曽
国
藩
か
ら
受
け
継
い

だ
思
想
は
、
桐
城
派
の
そ
れ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
と
言
え
る1

9

。
と
く
に
散
文

が
得
意
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ2

0

、
そ
の
書
風
も
古
文
に
相
応
し
い
、
碑
学
の

図 11 
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楷
書
が
白
眉
で
あ
る
。 

ま
た
黎
庶
昌
は
、
文
章
家
と
し
て
は
、
本
土
で
習
得
し
た
桐
城
派
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
と
、
洋
行
し
て
受
け
た
西
洋
文
明
と
の
葛
藤
が
顕
著
に
表
れ
た
散
文

家
と
も
言
え
る2

1

。
さ
ら
に
彼
の
外
務
経
験
は
、
曽
国
藩
の
「
师
夷
智
以
造
船

炮(

夷
狄
の
知
恵
で
武
器
を
作
る)

」
の
「
自
强
御
夷(

自
ら
が
強
く
な
っ
て
夷
狄

を
御
す)

」
か
ら
「
择
善
而
从(

善
を
選
ん
で
従
う)

」「
酌
用
西
法(

西
洋
の
方
法

を
く
み
取
る)

」
へ
と
、
や
や
軟
化
し
た
思
想
の
持
主
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う2

2

。 

 

日
本
で
の
経
世
と
外
交
活
動 

明
治
十
四
年
に
来
日
し
た
黎
庶
昌
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
日
本
と
の
外
交
課
題

は
、
琉
球
と
朝
鮮
半
島
の
問
題
で
あ
っ
た2

3

。
ま
た
そ
の
軋
轢
の
処
理
と
、
日

本
と
の
親
善
、
価
値
観(

儒
教)

の
共
有
化
、
中
華
文
明
の
拡
大
化
が
そ
の
任
務

だ
っ
た
と
言
え
る
。
日
本
と
の
親
善
、
価
値
の
共
有
化
は
、
当
時
の
公
使
館
員

と
日
本
の
文
人
と
の
交
流2

4

、
中
華
文
明
の
拡
大
は
、
部
下
の
楊
守
敬
を
使
っ

て
の
古
書
蒐
集
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
「
古
逸
叢
書
」
の
編
纂2

5

、
書
道
の
啓
蒙

に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
た2

6

。 

 

ま
た
日
本
事
情
へ
の
諜
報
活
動
は
、
そ
の
調
停
役
で
あ
り
日
本
側
の
ス
パ
イ

的
役
割
を
担
っ
て
い
た
宮
島
誠
一
郎
と
の
交
流
が
象
徴
的
で
あ
る
が
、
黎
は
そ

の
宮
島
の
息
子
、
詠
士
を
同
門
の
張
廉
卿
の
も
と
へ
留
学
さ
せ
る
よ
う
斡
旋
し

て
い
る
。 

こ
れ
は
、
無
論
、
友
好
関
係
の
構
築
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本
側
ス
パ
イ
の

人
質
を
預
か
る
と
い
う
春
秋
以
来
の
古
典
的
な
外
交
手
腕
の
一
面
と
も
言
え
る

だ
ろ
う
。 

 

図
１
２
の
黎
庶
昌
が
、
宮
島
誠
一
郎
に
送
っ
た
漢
詩
は
、
三
年
ぶ
り
の
再
会

を
祝
う
内
容
で
あ
る
。 

黎
庶
昌
が
一
八
八
一
年
、
何
如
璋
の
後
任
の
公
使
と
し
て
日
本
に
派
遣
さ
れ
、

一
八
八
四
年
に
一
度
帰
国
し
、
一
八
八
七
年
に
再
び
駐
日
公
使
に
就
任
し
た
際

の
も
の
で
あ
る
が
、 

索
居
離
別
己
三
季 

握
手
相
逢
一
惘
然 

信
有
断
金
能
礪
石 

可
曽
蒼

海
変
為
田 

榑
桑
浴
日
花
争
綬 

楓
樹
成
林
葉
媚
煙 

興
子
鞠
町
区
咫
尺 

更
聯
情
話
早
櫻
天 

(

大
意)

居
を
分
か
ち
て
、
す
で
に
三
年
。
握
手
し
て
と
も
に
再
会
を
果
た
し

茫
然
自
失
だ
。
信
用
は
金
を
断
ち
石
を
磨
ぐ
こ
と
が
で
き
、
蒼
海
を
変

じ
て
田
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
。
扶
桑
は
日
に
浴
し
、
花
は
官
職

を
き
そ
い
、
楓
の
樹
が
林
に
な
り
葉
は
煙
に
媚
び
る
。
あ
な
た
と
麹
町

の
す
ぐ
近
く
に
住
み
、
さ
ら
に
情
話
を
連
ね
て
桜
の
空
に
早
く
し
た
い

も
の
だ
。 

 

と
、
そ
の
信
義
が
碑
学
的
な
楷
書
で
強
く
詠
わ
れ
て
い
る
。
因
み
に
黎
の
書
風

を
古
文
運
動
家
の
一
人
、
蘇
軾
に
擬
す
る
研
究
者
も
い
る2

7

。 

そ
し
て
、
こ
の
一
八
八
七
年
に
息
子
、
宮
島
詠
士
は
渡
清
す
る
こ
と
に
な
る
。 

中
華
文
化
へ
の
尊
敬
を
持
ち
、
外
交
上
の
打
算
、
駆
け
引
き
の
中
で
も
信(

理)

を
最
も
重
ん
じ
て
い
た
だ
ろ
う
こ
と
は
、
後
に
政
治
家
、
犬
養
毅
が
そ
の
桐
城

派
の
学
問(

道
学)

や
書
法
の
影
響
を
強
く
受
け
、自
分
の
墓
碑
を
そ
の
伝
承
者
、

宮
島
詠
士
に
託
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う2

8

。 

曽
国
藩
門
下
か
ら
出
た
外
交
家
の
手
腕
は
、
見
事
に
日
本
の
政
治
界
に
も
影

響
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

桐
城
派
の
教
育
観
の
変
貌 

図 12 
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呉
汝
綸(

一
八
四
〇-

一
九
〇
三)

。
清
の
桐
城(

安
徽
省)

の
人
。
字
は
摯
甫
。

同
治(

一
八
六
二-

一
八
七
四)

の
進
士
。
古
文
に
長
じ
、
久
し
く
曽
国
藩
の
客
と

な
り
、
李
鴻
章
の
下
に
あ
っ
て
奏
議
を
掌
っ
た
。
冀
州
の
長
官
と
な
り
、
光
緒(

一

八
七
五-
一
九
〇
八)

年
間
、
北
京
大
学
堂
総
教
習
と
な
っ
た
。
日
本
に
も
来
遊

し
、
教
育
制
度
を
観
察
し
て
『
東
游
叢
録
』
を
書
い
た
。
著
に
『
易
説
』『
詩
説
』

『
深
州
風
土
記
』
『
詩
文
集
』
な
ど
が
あ
る
。
光
緒
二
十
九
年
没
、
年
六
四
。 

 

科
挙
合
格
者
で
、
曽
国
藩
に
認
め
ら
れ
た
ほ
ど
の
文
才
の
持
主
、
呉
汝
綸
が

後
年
に
直
面
し
た
課
題
は
、
西
洋
化
教
育
の
推
進
と
い
う
難
題
だ
っ
た
。
当
初
、

総
教
習
の
役
を
堅
く
固
辞
し
て
い
た
が
、
つ
い
に
一
九
〇
二
年
、
張
百
熙
の
熱

意
に
お
さ
れ
承
諾
し
た
。
一
九
〇
五
年
の
科
挙
の
廃
止
に
至
る
ま
で
の
、
下
準

備
の
役
に
付
き
、
一
九
〇
二
年
六
月
に
は
来
日
し
、
日
本
の
教
育
制
度
の
調
査

を
行
い
、
報
告
書
『
東
游
叢
録
』
を
刊
行
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
張
之
洞
が
起
草

し
た
『
奏
定
学
堂
章
程
』
が
、
一
九
〇
四
年
一
月
に
中
国
最
初
の
学
校
章
定
と

し
て
制
定
さ
れ
る
。 

 

結
果
的
に
清
政
府
は
、
伝
統
的
な
儒
教
思
想
を
温
存
し
な
が
ら
も
、
国
家
主

義
的
な
富
国
強
兵
路
線
に
の
っ
て
西
洋
の
科
学
文
化
を
導
入
し
、
日
本
明
治
中

期
以
後
の
国
家
主
義
的
教
育
方
針
、「
教
育
勅
語
体
制
」
が
中
国
の
実
情
に
も
っ

と
も
即
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う2
9

。 

 

来
日
中
の
呉
汝
綸
と
森
塊
南
と
の
漢
詩
の
や
り
取
り
が
、
そ
れ
を
象
徴
し
て

い
る
が
、
清
が
西
洋
の
文
化
や
制
度
を
学
ば
な
か
っ
た
た
め
、
軍
事
力
が
衰
え
、

西
洋
列
強
の
進
出
を
許
し
、
後
世
に
禍
根
を
残
し
た
こ
と
を
述
べ
、
清
と
日
本

が
と
も
に
旧
習
に
囚
わ
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
に
強
く
な
り
、
助
け
合
っ
て
存
在
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
唱
え
る
が
、
結
び
は
、 

  
 

自
強
要
在
撥
雲
霧 

五
嶽
一
一
呈
青
嵁 

若
遺
其
本
廃
儒
術 

恐
類
魏
晋

尊
荘
聃 

 

(

大
意)

自
強
の
か
な
め
は
雲
霧
を
ひ
ら
き
、
五
山
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
青
い
凹

凸
を
あ
ら
わ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
そ
の
根
本
を
忘
れ
、
儒
教
を
廃

す
れ
ば
、
恐
ら
く
魏
晋
の
類
の
荘
老
を
尊
ぶ
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。 

 

と
清
国
が
国
力
を
増
し
、
独
立
を
守
る
た
め
に
は
、
儒
教
を
軽
視
し
て
は
な
ら

な
い
と
述
べ
て
い
る
。 

 

呉
汝
綸
も
儒
教
教
育
の
一
切
廃
止
の
発
言
の
中
、
旧
来
の
儒
学
、
文
学
の
伝

統
を
新
教
育
に
取
り
込
む
こ
と
を
重
視
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る3

0

。 

 

保
守
と
崩
壊
へ
の
道
程 

そ
も
そ
も
呉
汝
綸
は
、
桐
城
派
の
古
文
の
特
徴
を
、 

 

 
 

 

桐
城
諸
老
、
気
清
体
潔
、
海
内
所
宗
、
独
雄
奇
瑰
瑋
之
境
尚
少(

『
与
姚

仲
実
』)

 

(

大
意)

桐
城
派
の
諸
老
は
、
気
が
澄
み
体
は
清
潔
で
、
雄
々
し
さ
や
め
ず
ら

し
さ
、
す
ぐ
れ
て
立
派
な
境
地
は
、
や
や
少
な
い
。 

 と
評
価
し
、
曽
国
藩
は
そ
の
平
易
の
文
を
矯
正
し
、
漢
賦
の
広
大
な
気
を
注
入

し
た
と
捉
え
た3

1

。 

そ
し
て
「
雅
潔
」
を
宗
と
す
る
そ
の
文
体
は
、
徐
々
に
変
貌
を
遂
げ
、
そ
の

後
継
者
、
呉
汝
綸
は
、 

 

吴
汝
纶
就
是
提
倡
一
种
将
“
气 

”“
才
”“
奇
”
融
为
一
体
的
那
种
气
势

雄
奇
，
底
蕴
深
厚
的
古
文
创
作
。 

(

大
意)

汝
林
は
、「
気
」「
才
」「
奇
」
を
融
合
し
て
気
勢
を
雄
奇
に
し
、
内
容

の
深
い
古
文
創
作
を
提
唱
し
た
。 

 と
言
わ
れ
て
い
る3

2

。
無
論
こ
れ
は
、
晩
年
の
心
境
か
も
し
れ
な
い
が
、
次
の

書
幅
は
そ
の
風
格
を
具
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
図
１
３
に
は
、 

 
大
海
弧
舟
風
万
里 

一
船
以
外
動
相
危 

夜
来
駴
浪
掀
天
地 

卻
是
沈
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冥
睡
夢
時 

(

大
意)

大
海
の
一
つ
の
船
が
万
里
の
風
に
一
船
以
外
は
動
け
ば
危
う
し
、
夜

か
ら
と
ど
ろ
く
よ
う
な
波
が
天
地
を
あ
お
ぎ
、
か
え
っ
て
ひ
っ
そ
り
と

睡
夢
の
と
き
。 

と
あ
る
。
こ
の
詩
を
ど
う
解
釈
す
る
か
。
危
険
を
告
げ
る
、
と
ど
ろ
く
よ
う
な

波
は
西
洋
化
す
る
時
勢
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
無
関
心
で
い
る
と

い
う
の
は
、
あ
く
ま
で
儒
教
を
保
守
す
る
と
い
う
自
負
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
の

か
も
し
れ
な
い
。 

そ
の
文
体
は
雄
奇
に
溢
れ
、
そ
の
書
風
も
、
桐
城
派
の
正
統
に
相
応
し
く
帖

学
的
の
そ
れ
で
あ
る
が
、
正
義
感
に
は
や
っ
て
か
内
聖
が
甘
く
な
り
、
か
な
り

の
性
急
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。 

張
廉
卿
や
黎
庶
昌
と
は
違
う
、
保
守
派
の
在
り
方
の
違
い
を
示
す
と
と
も
に
、

桐
城
派
が
崩
壊
し
て
ゆ
く
過
程
を
よ
く
物
語
っ
て
い
る
。
曽
国
藩
の
継
承
者
で

あ
り
、
そ
の
洋
務
運
動
の
展
開
を
担
っ
た
呉
に
と
っ
て
も3

3

、
も
は
や
理
学
の

内
聖
の
思
想
だ
け
で
は
、
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

こ
の
書
は
、
ま
さ
に
洋
務
派
か
ら
制
度
を
重
ん
じ
る
変
法
派
へ
と
移
る
過
渡

期
の
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

   

五 

変
貌
す
る
桐
城
派 

張
廉
卿3

4 

曽
国
藩
の
後
継
者 

張
裕
釗(

一
八
二
三
‐
一
八
九
四)

。
字

あ
ざ
な

は
廉
卿
、
濂
亭
と
号
し
た
。
湖
北
武

昌
の
人
。
一
八
四
六
（
道
光
二
十
六
年
、
二
三
歳
に
し
て
湖
北
省
の
挙
人
と
な

っ
て
北
京
に
上
り
、
一
八
五
〇
（
同
三
〇
年
）
に
は
、
国
子
監
学
生
学
録
に
及

第
し
、
運
命
の
出
会
い
と
も
い
う
べ
き
曽
国
藩
の
知
遇
を
得
、
彼
の
門
人
と
な

っ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
咸
豊
二
年
（
一
八
五
二
）
、
太
平
天
国
の
乱
侵
攻

に
よ
り
、
進
士
の
道
を
断
念
し
て
郷
里
武
昌
に
帰
り
抗
戦
に
あ
た
る
が
、
そ
の

間
、
曽
国
藩
幕
僚
と
し
て
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
曽
国
藩
の
篤
い
信
任
を
得
た
。 

一
八
五
二
（
咸
豊
九
年
）
張
裕
釗
の
求
め
に
応
じ
、
曽
国
藩
が
祖
父
張
以
諸

の
た
め
に
「
武
昌
張
府
君
墓
表
」
を
撰
び
、
ま
た
、
一
八
四
六
（
同
治
三
年
）

に
没
し
た
父
張
善
準
の
た
め
に
も
「
張
君
樹
程
墓
誌
銘
」
を
撰
び
、
一
八
六
八

（
同
治
七
年
）
、
張
裕
釗
が
曽
国
藩
の
側
近
と
し
て
南
京
入
り
し
、
同
年
「
湘

郷
相
国
曽
公
五
十
有
八
寿
序
」
を
記
し
た
こ
と
、
一
八
七
一
（
同
治
十
年
）
、

曽
国
藩
よ
り
直
隷
主
講
と
し
て
の
招
き
を
う
け
た
こ
と
は
、
そ
の
関
係
性
を
端

的
に
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
、 

李
鴻
章
は
政
治
家
と
し
て
曽
国
藩
門
で
傑
出
し
て
い
た
が
、
文
事
に
関
し
て

は
、
張
裕
釗
が
第
一
人
者
で
あ
っ
た
。
『
清
史
稿
』
に
「
国
藩
文
を
為
る
、
義

法
を
桐
城
に
取
り
、
益
々
閎
む
る
に
漢
賦
の
気
体
を
以
て
す
。
尤
も
裕
釗
の
文

を
善
し
と
す
。
嘗
て
言
ふ
。
吾
が
門
人
の
成
る
有
る
を
期
す
可
き
者
、
惟
だ
張

呉
両
生
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
の
が
そ
の
証
で
あ
る
。
張
と
は
張
裕
釗
、
呉
と

は
呉
汝
綸
で
あ
る
。 

曽
国
藩
の
没
し
た
翌
年
の
一
八
七
三
（
同
治
十
二
年
）
、
張
裕
釗
は
官
を
離

れ
、
南
京
の
鳳
池
書
院
主
講
に
就
任
し
た
。
さ
ら
に
、
一
八
八
三
（
光
緒
九
年
）

に
は
、
李
鴻
章
の
招
請
に
応
じ
、
直
隷
省
の
保
定
蓮
池
書
院
主
講
に
就
任
し
た
。 

 
 

そ
し
て
、
一
八
八
八
（
同
十
四
年
）
、
蓮
池
書
院
主
講
を
辞
し
て
か
ら
は
、

図 13 
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上
海
の
梅
渓
書
院
、
武
昌
の
両
湖
書
院
、
襄
陽
の
鹿
門
書
院
等
に
足
を
留
め
、

一
八
九
二
（
十
八
年
）
、
西
安
に
隠
棲
。
一
八
九
四
（
光
緒
二
十
年
）
二
月
十

九
日
、
西
安
に
お
い
て
没
し
た
。 

著
書
に
は
『
左
氏
服
賈
注
考
証
』
『
今
文
尚
書
考
証
』
等
が
あ
り
、
ま
た
、

彼
の
詩
文
を
編
纂
し
た
も
の
と
し
て
は
、
還
暦
を
祝
し
て
門
人 

査
燕
緒
に
よ
っ

て
編
ま
れ
た
『
濂
亭
文
集
』
、
裕
釗
の
没
後
、
黎
庶
昌
の
手
に
よ
っ
て
早
急
に

編
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
『
濂
亭
遺
詩
遺
文
』
が
あ
る
。 

 桐
城
派
の
内
実 

桐
城
派
と
は
清
代
古
文
の
一
派
で
、
明
の
帰
有
光
（
震
川
）
を
う
け
つ
い
で
、

唐
の
韓
愈
、
宋
の
欧
陽
脩
の
古
文
を
主
張
し
、
典
雅
醇
正
な
文
を
作
っ
て
一
世

を
風
靡
し
た
。
方
苞
（
望
渓
）
が
ま
ず
出
て
基
礎
を
作
り
、
劉
大
魁
、
姚
鼐
（
姫

伝
）
が
こ
れ
を
う
け
つ
い
で
発
展
さ
せ
た
が
、
み
な
安
徽
省
の
桐
城
県
の
出
身

な
の
で
、
そ
の
名
が
あ
る
。
古
文
の
義
法
を
説
い
て
厳
格
で
あ
り
、
儒
学
思
想

を
根
底
に
し
て
、
儷
句
・
駢
文
・
俚
語
の
類
を
排
し
、
文
飾
を
去
っ
て
簡
潔
で 

質

実
な
文
章
を
主
張
し
た 

。
ま
た
漢
学
者
の
訓
詰
に
専
念
す
る
の
に
反
対
し
、
義

理
・
考
拠
・ 

詞
章
の
相
待
つ
べ
き
こ
と
を
主
張
し
た
。
姚
鼐
の
門
か
ら
は
管
同
・

梅
曾
亮
・
方
東
樹
・
姚
瑩
が
出
て
、
嘉
慶
か
ら
道
光
に
至
る
文
壇
で
活
躍
し
、

そ
の
師
法
を
伝
え
た
が
、
そ
の
他
、
曽
国
藩
・
呉
汝
綸
・
林
紓
・
厳
復
な
ど
も

ま
た
こ
の
派
の
人
で
あ
る
。
た
だ
し
、
民
国
初
年
の
新
文
学
運
動
、
白
話
運
動

に
は
、
桐
城
派
は
そ
の
直
接
の
攻
撃
目
標
と
な
っ
て
亡
び
て
し
ま
っ
た
。 

そ
し
て
、
張
廉
卿
の
師
で
あ
り
桐
城
派
中
興
の
祖
、
曽
国
藩
の
基
本
姿
勢
は
、 

 

曽
国
藩
认
为
，
汉
学
不
行
，
明
学
不
行
，
颜
李
学
不
行
，
只
是
以
宋
学

程
，
朱
学
思
想
内
容
而
采
取
了
韩
欧
古
文
形
式
的
”
桐
城
派
”
始
得
谓

之
正
宗
。 

(

大
意)

曽
国
藩
は
、
漢
学
で
も
な
く
、
明
学
で
も
な
く
、
顔
李
学
で
も
な
く
、

た
だ
宋
学
の
程
子
、
朱
子
の
思
想
を
取
っ
て
韓
愈
や
欧
陽
脩
の
古
文
の

形
式
で
表
す
の
が
桐
城
派
で
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
こ
れ
で
正
宗
と
言
え

る
。 

と
あ
る
よ
う
に3

5

、
理
学
者
的
面
貌
が
強
か
っ
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
そ
の
書

風
も
、
帖
学
派
、
所
謂
王
羲
之
風
の
様
式
で
書
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。 

 

そ
れ
に
対
し
て
、
張
廉
卿
の
書
は
、
一
見
碑
学
派
の
様
相
で
あ
り
、
ま
た
書

論
に
於
い
て
も
碑
学
派
の
書
と
し
て
、
康
有
為
に
よ
っ
て
喧
伝
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
い
る
。 

康
有
為
は
、
『
広
芸
舟
双
楫
』
体
変
第
四
の
中
で
、 

 

国
朝
書
法
凡
有
四
変
。
康
雍
之
世
、
専
仿
香
光
、
乾
隆
之
代
、
競
講
子

昂
。
率
更
貴
盛
於
嘉
道
之
間
、
北
碑
萌
芽
於
咸
同
之
際
。
至
於
今
日
碑

学
益
盛
。
多
出
入
於
北
碑
率
更
間
、
而
呉
興
亦
蹀
躞
伴
食
焉
。
吾
今
判

之
、
書
有
古
学
有
今
学
。
古
学
者
晋
帖
唐
碑
。
所
得
以
帖
為
多
。
凡
劉

石
奄
姚
姫
伝
等
皆
是
也
。
今
学
者
北
碑
漢
篆
也
。
所
得
以
碑
為
主
、
凡 

鄧
石
如
張
廉
卿
等
是
也
。 

(

大
意)

わ
が
清
朝
の
書
法
は
、
お
よ
そ
四
度
の
変
遷
が
あ
る
。
康
熙
・
雍
世

の
世
は
、
も
っ
ば
ら
香
光
を
手
本
と
し
、
乾
隆
の
世
は
、
あ
ら
そ
っ
て

子
昂(

趙
孟
頫
）
を
学
ん
だ
。
率
更(

欧
陽
詢
）
の
碑
は
嘉
慶
・
道
光
年

間
に
貴
ば
れ
て
盛
行
し
、
北
碑
は
咸
豊
か
ら
同
治
の
移
り
際
に
芽
生
え

て
、
今
日
に
な
っ
て
碑
学
は
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。
多
く
は
北
碑

と
率
更
の
碑
と
を
ま
じ
え
て
い
る
が
、
呉
興(

趙
孟
頫
）
の
方
も
こ
れ
に

の
ろ
の
ろ
と
お
伴
を
し
て
い
る
。
今
、
私
の
判
断
で
は
、 

書
に
は
古
学

が
あ
り
、
今
学
が
あ
る
。
古
学
と
い
う
の
は
晋
帖
・
唐
碑
で
あ
る
。
帖

か
ら
習
得
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
劉
石
庵(

劉
鏞
）
・
姚
姫
伝(

姚
鼐)

ら
は
み
な
そ
う
で
あ
る
。
今
学
と
い
う
の
は
北
碑
と
漢
代
の
篆
隷
で
あ

る
。
碑
か
ら
習
得
さ
れ
る
こ
と
が
主
で
あ
る
。
鄧
石
如
・
張
廉
卿(

張
裕

釗
）
ら
が
そ
う
で
あ
る
。 

 と
述
べ
て
い
る
。 
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し
か
し
魚
住
和
晃
氏
は
こ
の
評
価
に
対
し
て
異
論
を
唱
え
、 

張
裕
釗
が
王
羲
之
に
傾
倒
し
て
い
た
こ
と
、
欧
陽
詢
、
米
芾
を
好
ん
で
い

た
こ
と
、
そ
れ
が
碑
学
派
の
諸
家
と
学
書
の
態
度
を
異
に
す
る
と
こ
ろ
は

既
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら
の
態
度
は
、
曽
国
藩
の
態
度
と
は
よ
く
一
致
し

て
い
る
。
つ
ま
り
張
裕
釗
は
書
法
に
関
し
て
も
、
曽
国
藩
の
も
と
に
あ
っ

て
は
、
曽
国
藩
の
考
え
方
を
遵
守
し
学
ん
で
い
た
。
そ
れ
は
曽
国
藩
の
意

に
留
ま
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
述
懐
の
中
で
最
も
注

目
さ
れ
る
の
は
、
張
裕
釗
が
碑
学
派
的
な
文
字
を
書
き
始
め
た
の
は
、
か

な
り
晩
年
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
張
裕
釗
は
曽
国
藩
と
死

別
し
て
、
は
じ
め
て
古
法
研
鑽
に
う
ち
こ
み
、
独
自
の
書
風
、
境
地
を
切

り
開
き
始
め
た
の
で
あ
る
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る3

6

。 

思
想
、
文
学
、
書
の
連
関
を
知
る
上
で
、
貴
重
な
見
解
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 師
の
死
と
新
た
な
道 

曽
国
藩
は
、
書
牘
「
与
張
廉
卿
」
の
中
で
、 

 

 
 

足
下
為
古
文
、
筆
力
稍
患
其
弱
。
昔
姚
惜
抱
先
生
論
古
文
之
途
、
有
得

於
陽
与
剛
之
美
者
、
有
得
於
陰
与
柔
之
美
者
、
二
端
判
分
、
画
然
不
謀
。

余
嘗
数
陽
剛
者
、
約
得
四
家
。
日
荘
子
、
日
揚
雄
、
日
韓
愈
柳
宗
元
。

陰
柔
者
、
約
得
四
家
。
日
司
馬
遷
、
日
劉
向
、
日
欧
陽
修
曾
鞏
。
然
柔

和
淵
懿
之
中
、
必
有
堅
勁
之
質
、
雄
直
之
気
、
運
乎
其
中
、
乃
有
以
自

立
。
足
下
気
体
近
柔
、 

望
熟
読
揚
韓
各
文
、
而
参
以
両
漢
古
賦
、
以
救

其
短
何
如
。 

 

(

大
意)

あ
な
た
が
、
古
文
を
つ
く
る
と
、
筆
力
が
や
や
弱
い
の
を
患
う
。
昔

姚
惜
抱
先
生
が
古
文
の
み
ち
を
論
じ
た
が
、
陽
剛
の
美
と
陰
柔
の
美
が

あ
っ
て
、
二
分
で
き
ず
、
は
っ
き
り
と
は
か
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
。

私
は
か
つ
て
陽
剛
を
、
お
よ
そ
四
家
か
ら
得
た
。
荘
子
、
揚
雄
、
韓
愈
、

柳
宗
元
で
あ
る
。
陰
柔
も
、
お
よ
そ
四
家
か
ら
得
た
。
司
馬
遷
、
劉
向
、

欧
陽
修
、
曽
輩
で
あ
る
。
し
か
し
柔
和
の
中
に
、
必
ず
堅
勁
の
質
、
雄

直
の
気
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
運
筆
す
れ
ば
、
自
か
ら
立
ち
上
が
っ
て

く
る
。
あ
な
た
の
気
体
は
柔
に
近
い
の
で
、
揚
韓
の
各
文
を
熟
読
し
、

そ
こ
に
両
漢
の
古
賦
を
交
え
れ
ば
、
短
所
は
救
わ
れ
る
だ
ろ
う
。 

 と
述
べ
、
張
廉
卿
の
書
の
柔
弱
さ
を
諫
め
、
揚
雄
、
韓
愈
、
両
漢
の
古
賦
を
学

べ
ば
、
そ
の
書
風
は
是
正
さ
れ
る
と
い
う
言
葉
を
残
し
て
い
る
。 

 

曽
国
藩
亡
き
後
、
張
廉
卿
の
書
が
一
変
す
る
の
は
、
こ
の
遺
言
と
も
な
っ
た

指
導
に
基
づ
く
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
晩
年
の
弟
子
で
あ
る
宮
島
詠
士
、
宮

島
家
に
残
る
習
書
資
料
を
こ
こ
に
挙
げ
る
と
、 

 

【
詩
】(

詩
経
以
外
は
詩
人
名)

 

詩
経 

陶
潜 

韓
翃 

王
維 

岑
参 

李
白 

杜
甫 

王
昌
齢 

厳
維 

皇
甫

冉 

自
居
易 

蘇
軾 

【
文
】 

司
馬
相
如
「
子
虚
賦
」 

司
馬
遷
『
史
記
』
留
侯
世
家
・
貨
殖
伝 

班
固
『
漢
書
』
礼
楽
志
「
両
都
賦
」 

周
興
嗣
『
千
字
文
』 

韓
愈
「
平
涯
西
碑
」
「
柳
子
厚
墓
誌
銘
」
「
河
南
令
張
君
墓
誌
銘
」
「
国
子
監

司
業
竇
公
墓
誌
銘
」
「
贈
太
傅
董
公
行
状
」
「
班
堅
封
燕
然
山
銘
」 

欧
陽
修
「
尹
師
魯
墓
誌
銘
」
「
南
京
欧
陽
公
墓
誌
銘
」
「
胡
先
生
墓
表
」
「
大

理
寺
丞
狄
君
墓
誌
銘
」 

と
あ
る3

7

。 

 
こ
れ
ら
は
、
ま
さ
に
曽
国
藩
の
指
導
に
基
づ
い
た
古
文
学
習
の
足
跡
と
言
え

る
だ
ろ
う
。 

図
１
４
の
両
漢
の
古
賦
で
あ
る
班
固
「
東
都
賦
」
の
書
を
見
れ
ば
、
彼
の
文

学
、
書
法
観
の
変
貌
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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渾
沌
と
す
る
窮
理 

曽
国
藩
の
死
後
、
張
廉
卿
が
鳳
池
書
院
に
あ
っ
た
、
一
八
七
四
（
同
治
十
三

年
）
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

読
松
雪
斎
集 

 
 

 

松
雪
斎
集
を
読
む 

文
章
翰
墨
総
翩
翩 

 

文
章 

翰
墨
は
総
べ
て
翩
翩 

典
午
風
流
紫
府
仙 

 

典
午
の
風
流 

紫
府
の
仙 

可
惜
江
南
好
風
日 

 

惜
し
む
可
し 

江
南
の
好
風
日 

衣
冠
不
是
永
和
年 
 

衣
冠
は
是
れ
永
和
の
年
な
ら
ざ
る
を 

 

(

大
意)

文
章
翰
墨
は
す
べ
て
ひ
ら
ひ
ら
と
、
六
朝
の
風
流
、
神
仙
の
宮
殿
、

惜
し
む
ら
く
は
江
南
の
風
日
、
衣
冠
は
永
和
の
東
晋
で
は
な
い
。 

 

『
松
雪
斎
集
」
と
は
元
の
趙
孟
頻
の
文
集
を
指
し
、
趙
孟
頻
は
南
朝
宋
室
の

後
裔
で
、
書
画
に
傑
出
し
た
力
量
を
示
し
、
と
く
に
書
に
お
い
て
は
王
義
之
に

強
い
傾
倒
を
見
せ
た
。
蘭
亭
序
に
は
ひ
と
き
わ
執
着
を
示
し
、
定
武
本
蘭
亭
序

に
十
三
の
跛
文
を
書
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
復
古
主
義
者
で
あ
り
、
そ
の
書
は

風
流
で
朱
子
学
的
な
妍
美
さ
を
備
え
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
書
は
、

趙
孟
頫
へ
の
哀
惜
と
訣
別
と
を
よ
く
表
す
内
容
で
あ
り
、
曽
国
藩
以
後
の
張
廉

卿
の
心
境
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。 

ま
た
図
１
５
の
書
は
、 

  
 

 

一
樽
濁
酒
有
妙
理 

半
牕
梅
影
助
静
歓 

(

大
意)

ひ
と
樽
の
濁
酒
に
妙
理
あ
り
。
半
窓
の
梅
の
影
に
静
か
な
よ
ろ
こ
び

を
た
す
け
て
く
れ
る
。 

 と
あ
り
、
そ
の
書
は
、
晩
年
の
碑
学
を
踏
ま
え
た
峻
厳
な
行
書
で
書
さ
れ
て
い

る
。 理

学
の
語
で
あ
る
「
妙
理
」
の
佇
ま
い
も
、
そ
の
理
学
の
片
鱗
は
残
す
も
の

の
帖
学
的
な
朱
子
学
性
を
逸
脱
し
て
い
る
。
張
廉
卿
の
理
学
は
、
朱
子
学
的
な

趙
孟
頫
を
超
え
、
古
文
と
渾
沌
と
し
た
、
新
た
な
様
式

ス

タ

イ

ル

を
提
起
し
て
い
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

 

        

 
古
文
運
動
と
し
て
の
碑
学
と
日
本
へ
の
伝
播 

先
に
見
た
よ
う
に
、
張
廉
卿
の
碑
学
は
、
所
謂
「
樸
学
」
と
は
違
っ
た
、
曽

図 14 

図 15 
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国
藩
の
韓
愈
観
や3

8

、
そ
の
古
文
文
学
観
の
反
映
と
も
言
え
る
碑
学
で
あ
る3

9

。

そ
の
古
文
は
士
大
夫
の
意
気
、
俗
に
言
う
「
漢

お
と
こ

ら
し
さ
」
に
満
た
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。 

 

そ
の
張
廉
卿
が
日
本
人
弟
子
宮
島
詠
士
の
父
誠
一
郎
に
与
え
た
書
幅
が
、
図

１
６
で
あ
る
。
内
容
は
、
厳
維
の
「
丹
陽
送
韋
参
軍
」
で
あ
る
が
、 

 

丹
陽
郭
裏
送
行
舟 

一
別
心
知
両
地
秋 

日
晩
江
南
望
江
北 

寒

鴉
飛
尽
水
悠
悠 

(

大
意)

こ
こ
丹
陽
の
城
の
ほ
と
り
に
旅
立
つ
舟
を
見
送
る
。
ひ
と
た
び
別

れ
を
つ
げ
て
は
、
や
が
て
お
の
お
の
別
の
土
地
で
む
か
え
る
秋
の
わ

び
し
さ
を
、
今
か
ら
は
っ
き
り
と
心
に
感
じ
る
。
夕
ぐ
れ
に
江
の
南

よ
り
、
は
る
か
北
岸
の
方
を
眺
め
や
れ
ば
最
早
鴉
の
飛
ぶ
姿
も
な
く

な
り
、
水
が
悠
々
と
流
れ
て
い
る
ば
か
り
。 

 

と
あ
り
、
書
風
は
帖
学
と
碑
学
の
融
合
、
詩
風
は
雅
重
で
、
魏
・
晋
の
風
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
図
１
７
の
張
廉
卿
の
継
承
者
の
一
人
で
あ
る
宮
島
詠
士
の
書
、「
漢
魏
遺

風
」
は
、
張
廉
卿
の
理
念
を
、
高
ら
か
に
謳
っ
た
も
の
に
相
違
な
か
ろ
う
。 

六 

鄭
孝
胥 

満
州
に
至
る
書
の
変
貌4

0 

そ
の
生
涯 

鄭
孝
胥(

一
八
六
〇
‐
一
九
三
八)

。
清
の
詩
人
、
福
建
省
閩
県
の
人
。
字
は

太
夷
、
ま
た
蘇
戡
（
蘇
龕
）
。
一
八
八
二
（
光
緒
八
年)

の
挙
人
。
駐
日
公
使
館

員
と
し
て
日
本
に
わ
た
り
、
神
戸
駐
在
領
事
と
な
っ
て
の
ち
、
広
西
辺
防
大
臣

な
ど
に
な
っ
た
。
民
国
に
な
っ
て
か
ら
は
宣
統
帝
の
侍
講
と
な
り
、
一
九
三
二

年
満
洲
国
が
で
き
て
か
ら
は
国
務
総
理
と
し
て
活
躍
し
た
。
詩
を
得
意
と
し
て

江
西
詩
派
の
作
風
を
う
け
つ
ぎ
、
清
末
詩
人
の
代
表
と
し
て
陳
三
立
と
並
び
称

せ
ら
れ
た
。『
海
蔵
楼
詩
集
』
八
巻
が
あ
り
、
ま
た
書
家
と
し
て
も
す
ぐ
れ
て
い

る
。
民
国
二
七
年
没
、 

年
七
九
。 

 書
に
因
む
人
々
と
そ
の
書
論 

鄭
孝
胥
は
、
主
に
上
海
時
代
の
と
き
に
、
康
有
為
や
呉
昌
碩
と
も
交
わ
っ
て

い
る4

1
。
当
時
鄭
孝
胥
は
、
そ
の
高
い
学
識
に
よ
っ
て
、
上
海
文
墨
界
の
中
心

的
な
存
在
と
な
り
、
そ
の
清
剛
た
る
書
は
引
く
手
あ
ま
た
で
、
売
字
の
年
間
収

入
は
数
千
元
に
の
ぼ
っ
た
と
い
う4

2

。
康
有
為
と
は
、
主
に
『
広
芸
舟
双
楫
』

図 16 

図 17 
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を
通
じ
て
、
六
朝
文
字
の
受
容
を
促
進
せ
し
め
、
ま
た
呉
昌
碩
と
は
、
解
元(

科

挙
の
地
方
試
験
で
あ
る
郷
試
の
首
席
合
格
者)

出
身
で
あ
っ
た
鄭
の
封
建
時
代

の
感
覚
の
ま
ま
で
、
上
海
と
い
う
特
異
な
場
に
於
い
て
、「
書
」「
詩
」「
画
」「
篆

刻
」
な
ど
を
介
し
て
交
流
し
た
。 

そ
し
て
そ
の
書
風
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
記
の
分
析
か
ら
、
二

十
代
は
篆
書
、
隷
書
に
興
味
を
持
ち
、
三
〇
代
は
そ
の
興
味
が
楷
書
、
行
書
に

移
り
、
四
〇
代
は
、
宋
、
元
、
明
、
清
の
書
家
を
好
ん
で
鑑
賞
し
た
と
い
う
分

析
が
な
さ
れ
て
い
る4

3
。
ま
た
こ
れ
ら
の
変
遷
は
、
後
に
昭
和
三
年
十
月
に
清

浦
奎
吾
の
依
頼
で
、
上
野
精
養
軒
に
於
い
て
書
道
作
振
会
の
グ
ル
ー
プ
を
前
に

披
瀝
さ
れ
た
書
論
、
先
に
「
北
碑
南
帖
論
」
に
触
れ
、
北
碑
か
ら
楷
書
や
隷
書

を
よ
く
学
び
、
ま
た
さ
ら
に
唐
や
宋
の
時
代
に
下
っ
て
全
体
を
包
み
込
む
べ
き

と
し
た
書
道
論
と
も
符
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
図
１
８
の
隷
書
の
作
は
、 

 

奉
鬿
承
杓 

綏
億
衙
彊 

春
宣
聖
恩 

秋
貶
若
霜 

 
(

大
意)

北
斗
の
星
を
奉
じ
て
、
国
の
境
を
安
ん
ず
。
春
に
は
天
子
の
恵
み

を
宣
布
し
、
秋
に
は
初
秋
の
霜
を
取
り
除
く
。 

 と
あ
り
、
あ
の
漢
の
「
石
門
頌
」
の
臨
書
作
品
で
あ
る
。 

鄭
孝
胥
の
、
隷
書
な
ど
の
金
石
へ
の
関
心
、
学
書
姿
勢
を
示
す
作
品
と
言
え

る
だ
ろ
う
。 

 

同
光
体
様
式
の
確
立 

鄭
孝
胥
の
詩
風
は
、
一
般
的
に
同
光
体
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
近
代
詩
派
の

一
つ
で
、“
同
”
と
“
光
”
に
分
け
ら
れ
、
特
に
清
代
“
同
治
”
と
“
光
緒
”
の

両
年
号
を
指
す
。
一
八
八
三
（
光
緒
九
年
）
か
ら
一
八
八
六
（
十
二
年
）
ま
で

の
間
、
鄭
孝
胥
、
陳
衍
が
北
京
で
こ
の
詩
派
の
宣
伝
を
開
始
し
た
。
民
国
以
来

の
文
学
史
家
は
競
っ
て
、“
同
光
体
”
使
い
、
或
い
は
広
範
に
定
義
し
、
近
代
桐

城
詩
派
も
そ
の
範
疇
に
含
む
と
す
る
説
も
あ
る
。
ま
た
近
代
以
来
の
“
宋
詩
派
”

と
も
並
び
称
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
近
年
で
は
“
同
光
体
”
を
晚
清
か
ら
民
国

の
歴
史
変
遷
の
中
で
、
詩
体
が
形
成
さ
れ
、
一
定
の
政
治
に
参
与
し
た
学
術
集

団
と
も
目
さ
れ
、
同
光
体
は
当
初
同
光
時
期
の
“
清
流
”
政
治
と
相
関
し
て
活

動
し
、
張
之
洞
な
ど
の
支
持
を
得
た
と
さ
れ
る
。 

次
の
書
は(

図
１
９)

、
京
都
学
派
の
神
田
喜
一
郎
が
、
上
海
東
洋
路
の
海
藏

楼
に
鄭
孝
胥
を
訪
ね
た
際
、
鄭
氏
か
ら
送
別
の
記
念
と
し
て
近
作
の
詩
を
書
い

て
送
ら
れ
た
も
の
で
、
『
海
蔵
楼
詩
集
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

夸
父
康
回
事
有
因 

触
山
逐
日
各
忘
身 

羲
和
弭
節
崦
嵫
迫 

奈
此
蒼

茫
独
立
人 

(

大
意)

太
陽
を
追
い
か
け
て
、
の
ど
が
か
わ
い
て
死
ん
だ
伝
説
の
巨
人 

夸こ

父ほ

は
そ
う
な
っ
た
こ
と
に
理
由
が
あ
り
、
山
を
か
き
分
け
太
陽
を
追
い

吾
身
を
忘
れ
た
。
太
陽
を
運
行
さ
せ
る
御
者
、
羲
和
は
節
度
を
守
り
、

太
陽
の
沈
む
山
に
迫
っ
た
。
こ
の
果
て
し
な
く
広
々
と
し
た
独
立
し
た

人
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

 

 

一
九
二
三(

民
国
十
二
年)

当
時
の
鄭
孝
胥
の
心
境
を
物
語
る
も
の
で
、
そ
の

不
遇
に
於
い
て
渋
味
と
力
強
さ
の
気
分
を
醸
し
出
し
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
鄭
孝
胥
の
書
は
、
晩
年
に
確
立
す
る
と
言
え
る
。
も
と
も
と

図 18 
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桐
城
派
の
流
れ
を
汲
む
鄭
の
書
は
帖
学
を
基
調
と
す
る
。
ま
た
そ
の
日
常
科
挙

文
字
と
榜
書
の
融
合
過
程
に
於
い
て
、
そ
の
帖
学
書
風
の
中
に
、
金
石
や
唐
宋

諸
家
の
要
素
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た
。
そ
の
「
楷
隷
相
参
」
と
称
さ
れ
た
書
風
は
、

彼
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な
っ
て
変
貌
し
た
書
風
を
意
味
す
る
。 

ま
さ
に
同
光
体
様
式
の
確
立
と
言
え
る
含
蓄
に
富
ん
だ
書
風
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

 

日
本
の
漢
詩
人
と
の
関
係
と
満
州
の
夢 

 

鄭
は
日
本
で
駐
日
公
使
時
代
か
ら
、
多
く
の
文
人
と
交
流
し
た
。
国
分
青
崖
、

細
田
謙
蔵
ら
の
漢
詩
人
や
長
尾
雨
山
な
ど
の
京
都
学
派
の
流
れ
を
汲
む
学
者
な

ど
、
清
朝
保
守
派
を
支
持
す
る
勢
力
と
満
州
国
成
立
に
至
る
ま
で
密
に
連
携
し

て
い
た
側
面
が
あ
る4

4

。 

 

次
の
図
２
０
は
、
一
九
三
四
年
の
初
め
、
満
州
国
の
総
理
大
臣
と
し
て
日
本

に
招
聘
さ
れ
た
時
、
国
分
青
崖
宅
に
訪
れ
、
揮
毫
し
た
書
で
あ
る
。 

 

雨
中
来
訪
石
楠
荘 

只
話
劉
基
與
李
綱 

怪
道
青
崖
髭
似
雪 

猶
将
忠

義
悩
詩
腸 

示
誠
意
書
且
贈
忠
定
文
集 

甲
戍
仲
春
十
八
日 

青
崖
詩

老
教
正 

孝
胥 

(

大
意)

雨
の
中
、
国
分
邸
「
石
楠
荘
」
に
訪
れ
て
、
た
だ
明
の
開
国
の
元
勲

劉
基
や
宋
の
忠
臣
李
綱
に
つ
い
て
話
を
し
た
。
道
理
で
青
崖
の
髭
は
雪

の
ご
と
く
、
忠
義
が
詩
情
を
悩
ま
し
て
い
る
。
李
綱
の
文
集
を
送
っ
て

誠
意
を
示
し
た
。 

 

こ
の
書
の
よ
う
に
鄭
孝
胥
の

書
は
晩
年
に
気
骨
が
充
実
す
る
。

ま
た
そ
の
屈
折
し
た
心
理
の
中

で
も
「
忠
義
」
へ
の
執
着
は
、

日
本
と
満
州
に
於
い
て
、
そ
の

「
東
洋
道
徳
」
が
共
振
し
て
い

た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い

る
。 

 

小
結 

本
章
で
は
、
清
政
府
の
保
守

派
、
実
権
派
の
書
を
中
心
に
、

そ
の
思
想
、
文
学
を
垣
間
見
た
。 

そ
の
書
の
内
容
は
、
経
世
致

用
的
に
社
会
情
勢
を
詠
う
詩
も

あ
る
が
、
内
聖
を
志
向
す
る
理

学
者
的
な
内
面
を
詠
う
も
の
も

多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
時
の
主
流
派
で
あ
っ
た
理
学
者
＝
帖
学
派
は
、

現
代
の
中
国
史
研
究
で
は
疎
外
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
む
し
ろ
こ
ち
ら
が
、
本

流
派
で
あ
り
、
日
本
政
府
が
正
式
に
相
手
と
し
て
い
た
の
は
、
彼
ら
の
方
で
あ

る
。 林

則
徐
、
曽
国
藩
、
李
鴻
章
、
呉
汝
綸
、
張
廉
卿
、
鄭
孝
胥
の
流
れ
は
、
通

じ
て
最
後
の
王
朝
の
姿
で
あ
り
、
彼
ら
は
内
聖
と
実
学
の
葛
藤
の
中
で
も
が
い

た
人
々
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
書
に
も
見
事
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
正
式
な
日
本
政
府
の
相
手
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、
日
本
人
と
の
関
係
も
深

く
、
先
に
見
た
よ
う
に
李
鴻
章
な
ど
は
、
副
島
種
臣
か
ら
、
近
代
化
、
つ
ま
り

実
学
化
を
促
さ
れ
た
り
、
呉
汝
綸
は
、
日
本
の
教
育
制
度
に
啓
発
さ
れ
た
り
、

図 20 

図 19 
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日
本
と
の
関
係
の
中
で
経
世
致
用
を
促
進
さ
せ
た
。
ま
た
逆
に
曽
国
藩
の
弟
子
、

張
廉
卿
の
元
に
、
宮
島
詠
士
は
留
学
し
、
本
場
の
内
聖
論
を
学
ぶ
な
ど
、
相
互

に
影
響
し
合
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

書
は
、
政
治
・
文
学
・
書
論
・
思
想
と
の
関
係
の
な
か
で
醸
成
さ
れ
る
も
の

で
あ
り
、
中
国
の
正
統
派
か
ら
日
本
人
は
多
く
の
伝
統
的
な
教
養
を
授
か
り
、

ま
た
実
学
、
科
学
制
度
の
進
ん
だ
日
本
か
ら
清
朝
保
守
派
た
ち
も
多
く
の
知
識

を
学
び
、
同
じ
東
洋
人
と
し
て
の
在
り
方
を
模
索
し
て
い
た
と
も
言
え
る
。 

対
西
洋
、
特
に
ロ
シ
ア
へ
の
抵
抗
と
い
う
一
枚
岩
と
し
て
形
成
さ
れ
た
同
朋

意
識
は
、
ま
さ
に
彼
ら
に
於
い
て
実
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
後
に
北
洋
軍
閥
、

満
洲
国
へ
と
繋
が
る
宿
命
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

日
中
両
国
の
正
し
い
歴
史
認
識
の
た
め
に
は
、
彼
ら
の
日
中
の
保
守
派
同
志

の
相
互
関
係
の
研
究
は
、
今
後
も
深
め
ら
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

                                        

          

 
1 

松
村
茂
樹
「
帖
学
派
の
書
法
」(

『
墨
』
二
五
四
号 

芸
術
新
聞
社 

二
〇
一
八
年

九
月) 

2 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
林
則
徐
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

3 

大
谷
敏
夫
著
『
魏
源
と
林
則
徐 

: 

清
末
開
明
官
僚
の
行
政
と
思
想
』(

山
川
出

版
社 

二
〇
一
五
年 

〈
世
界
史
リ
ブ
レ
ッ
ト
人 

 

七
〇
〉 

) 
伍
君
「
龚
自
珍
、
林

则
徐
、
魏
源
经
世
致
用
思
想
之
比
较
」(

『
湖
南
农
业
大
学
学
报(
社
会
科
学
版)

』

二
〇
〇
七
年
四
月) 

田
田
叶
「
传
统
文
化
对
林
则
徐
“
经
世
致
用
”
思
想
的
影

响
」(

『
世
纪
桥
』
二
〇
一
二
年
六
月) 

4 

李
亜
「
幕
末
の
陽
明
学
と
梁
啓
超
」(

『
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年

報
』
一
〇
巻
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
一

四
年
三
月) 

5 

许
维
勤
「
鳌
峰
书
院
的
学
术
传
统
及
其
对
林
则
徐
的
滋
养
」(

『
清
史
研
究
』
二

〇
〇
七
年
八
月) 

林
怡
「
林
则
徐
的
闽
学
师
承
及
其
为
官
之
道
」(

『
中
共
福
建

省
委
党
校
学
报
』
二
〇
一
五
年
七
月) 

6 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
曽
国
藩
」
の
章
に

                                        
 

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

7 

张
静
『
曾
国
藩
文
学
研
究
』 

岳
麓
书
社
二
〇
〇
八
年 

8 

黄
進
興
『
従
理
学
到
倫
理
学-

清
末
民
初
道
徳
意
識
的
転
化
』(

允
晨
文
化
実
業

股
份
有
限
公
司 

二
〇
一
三
年
一
月) 

9 
 

同
注
１ 

1
0 

鷲
尾
義
直
編
『
犬
養
木
堂
伝
』
下
《
明
治
百
年
史
叢
書
》(

原
書
房 

一
九
六
八

年) 
11 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
李
鴻
章
」
の
章

に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

1
2 

陳
敏
「
李
鴻
章
の
思
想
形
成
に
つ
い
て
の
一
考
察-

教
育
が
彼
に
与
え
た
影
響
」

(

『
立
命
館
文
學
』
六
一
五
号 

二
〇
一
〇
年
三
月) 

1
3 

白
春
岩
「
李
鴻
章
の
「
自
強
」
思
想-

馮
桂
芬
か
ら
の
影
響
を
中
心
と
し
て
」(

『
ソ

シ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
』
一
九
号
二
〇
一
三
年
三
月) 

1
4 

李
亜
「
幕
末
の
陽
明
学
と
梁
啓
超
」(

『
お
茶
の
水
女
子
大
学
比
較
日
本
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
年
報
』
一
〇
号 

二
〇
一
四
年
三
月) 

1
5 

拙
稿
「
書
と
漢
詩
か
ら
み
る
日
清
修
好
条
規-

副
島
種
臣
の
古
典
的
外
交
手
法

に
秘
め
ら
れ
た
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
そ
の
思
想
」 

御
厨
貴
・
井
上
章
一
編
『
建
築
と

権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム』(

岩
波
書
店
二
〇
一
五
年
三
月) 

1
6 

大
谷
敏
夫
『
魏
源
と
林
則
徐-

清
末
開
明
官
僚
の
行
政
と
思
想
』(

山
川
出
版
社 

二
〇
一
五
年
四
月) 

1
7 

岡
本
隆
司
『
李
鴻
章-

東
ア
ジ
ア
の
近
代
』(

岩
波
新
書
一
三
四
〇 

二
〇
一
一
年

一
一
月) 

18 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
黎
庶
昌
・
吳
汝

綸
」
の
章
に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

1
9 

成
晓
军
「
试
论
黎
庶
昌
对
曾
国
藩
文
学
观
点
继
承
和
发
展
」(

『
湖
湘
论
坛
』
一

九
九
三
年
第
六
期) 

2
0 

王
燕
玉
「
黎
庶
昌
及
其
散
文
」(

『
贵
州
师
范
大
学
学
报 

社
会
科
学
版
』
二
〇
〇

〇
年
第
一
期 

总
第
一
〇
六
期) 

康
文
「
简
论
黎
庶
昌
散
文
创
作
」(

『
贵
州
文

史
丛
刊 

』
二
〇
〇
七
年
第
四
期) 
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2
1 

汪
太
伟 

「
黎
庶
昌 

“
使
外
文
学
”
作
品
的
新
因
素
及
其
对
中
国
近
代
散
文
发

展
的
意
义
」(

『
重
庆
师
范
大
学
学
报 

哲
学
社
会
科
学
版
』
二
〇
一
二
年
第
一

期) 
2
2 

成
晓
军「
试
论
黎
庶
昌
对
曾
国
藩
洋
务
思
想
的
继
承
和
发
展
」(

『
贵
州
社
会

科
学
』
一
九
九
四
年
第
二
期 

 

总
第
一
二
八
期) 

2
3 

西
里
喜
行
「
黎
庶
昌
の
対
日
外
交
論
策
と
そ
の
周
辺-

琉
球
問
題
・
朝
鮮
問
題

を
め
ぐ
っ
て
」(

『
東
洋
史
研
究
』
第
五
三
巻
第
三
号 

平
成
六
年
十
二
月) 

2
4 

石
田
肇
「
東
洋
の
学
芸 
藤
野
海
南
と
黎
庶
昌-

二
人
の
交
友
を
中
心
に
」(

『
東

洋
文
化
』
第
八
三
号 

一
九
九
九
年
九
月 

無
窮
会) 

 

薄
培
林
「
中
村
敬
宇
と

清
末
中
国
の
官
僚
文
人
」(

『
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究 

第
四
号
』
二
〇
〇
九
年
三

月 

関
西
大
学
ア
ジ
ア
文
化
交
流
研
究
セ
ン
タ-

) 

石
田
肇
「
黎
庶
昌
を
め
ぐ
る

人
々
」(

『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一
一
号 

二
〇
一
〇
年
三
月) 

2
5 

陳
捷
『
明
治
前
期
日
中
学
術
交
流
の
研
究-
清
国
駐
日
公
使
館
の
文
化
活
動
』

(

二
〇
〇
三
年
二
月 

汲
古
書
院) 

2
6 

『
書
論-

特
集 

楊
守
敬
』
第
二
六
号 

(

一
九
九
〇
年
九
月 

書
論
研
究
会) 

2
7 

方
全
国 

龚
义
龙
「
黎
庶
昌
墨
宝
鉴
赏 

」(

『
牡
丹
』
二
〇
一
六
年
第
二
期) 

2
8 

信
廣
友
江
「
宮
島
大
八
書
丹
《
故
内
閣
総
理
大
臣
犬
養
公
之
碑
》
の
書
法
ー
執

筆
の
背
景
と
宮
島
大
八
の
晩
節
」(

『
表
現
文
化
研
究
』
第
六
巻
一
号 

二
〇
〇

六
年
十
一
月 

神
戸
大
学
表
現
文
化
研
究
会) 

2
9 

汪
婉
「
京
師
大
学
堂
総
教
習
呉
汝
綸
の
日
本
観
察
」
『
中
国
研
究
月
報 
』(

通
号

五
四
一 

一
九
九
三
年
三
月) 

 
3
0 

合
山
林
太
郎
「
森
塊
南
と
呉
汝
綸-

一
九
〇
〇
年
前
後
の
日
中
漢
詩
唱
和
」 

(

堀
川
貴
司
・
浅
見
洋
二 

編
『
蒼
海
に
交
わ
さ
れ
る
詩
文
』
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書

十
三 

二
〇
一
二
年 

汲
古
書
院) 

3
1 

张
静
『
曾
国
藩
文
学
研
究
』(

二
〇
〇
八
年 

岳
麓
书
院) 

3
2 

代
利
萍
「
论
吴
汝
纶
古
文
创
作
中
的
“
重
文
轻
理
”
说 

」(

『
淮
南
师
范
学
院
学

报
』
二
〇
一
五
年
第
四
期 

第
十
七
巻 

总
第
九
二
期) 

3
3 

张
涛
「
论
曾
国
藩
对
吴
汝
纶
的
影
响
―
以
用
人
思
想
为
例
」(

『
湖
南
人
文
科
技

学
院
学
报
』
第
六
期
二
〇
一
一
年
十
二
月) 

                                        
 

34 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
張
廉
卿
」
の
章

に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

3
5 

魏
际
昌 

吴
占
良
「
桐
城
古
文
学
派
与
莲
池
书
院
」(

『
文
物
春
秋
』
一
九
九
六
年

第
三
期 

总
三
三
期) 

3
6 

魚
住
和
晃
『
張
廉
卿-

悲
憤
と
憂
傷
の
書
人
』(

一
九
九
三
年
七
月 

柳
原
書
店) 

3
7 

魚
住
和
晃
『
張
廉
卿
の
書
法
と
碑
学
』(

二
〇
〇
二
年
六
月 

研
文
出
版) 

3
8 

李
文
博
「
曾
国
藩
与
韩
愈
」(

『
书
屋
』
二
〇
一
四
年
三
月) 

 
3
9 

前
掲 

魚
住
両
書
参
照
。 

40 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
鄭
孝
胥
」
の
章

に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

4
1 

松
村
茂
樹
「
『
鄭
孝
胥
日
記
』
に
見
え
る
呉
昌
碩
と
の
交
友
」(

『
大
妻
国
文
』
第
二

九
号 

一
九
九
八
年
三
月 

大
妻
女
子
大
学
国
文
学
会) 

4
2 

陳
貞
寿
「
鄭
孝
胥
」(

朱
信
泉
、
厳
如
平
主
編
『
民
国
人
物
伝
』
第
四
巻 

一
九
八

四
年 

中
華
書
局
所
収) 

4
3 

平
野
和
彦
「
鄭
孝
胥
と
康
有
為
」(

『
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
二
二
号 

一

九
九
五
年 

群
馬
女
子
短
期
大
学) 

4
4 

深
澤
一
幸
「
鄭
孝
胥
と
東
京
の
漢
学
者
た
ち」(

『
言
語
文
化
研
究
』
三
四
号 

二

〇
〇
八
年
三
月 

大
阪
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
科) 
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第
四
章 

日
本
と
影
響
関
係
に
あ
っ
た
「
経
世
致
用
」
思
想 

と
書
法
へ
の
反
映 

ー
亡
命
、
留
学
中
国
人
を
中
心
と
し
て 

 

Ⓒ 

中
国
共
産
党
員
と
日
本 

中
国
共
産
党
の
創
立
メ
ン
バ
ー
は
創
設
者
の
陳
独
秀
や
董
必
武
を
は
じ
め
、

多
数
が
日
本
へ
の
留
学
経
験
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
家
の
李
大
釗
や
東

京
生
ま
れ
の
廖
承
志
は
早
稲
田
大
学
で
、
毛
沢
東
体
制
で
長
期
に
わ
た
り
首
相

（
国
務
院
総
理
）
を
務
め
た
周
恩
来
も
一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
九
年
ま
で
東

京
の
専
門
学
校
（
の
ち
の
明
治
大
学
）
で
修
学
し
て
い
る
。
中
国
共
産
党
の
設

立
会
議
で
あ
る
第
一
次
全
国
代
表
大
会
を
自
宅
で
開
催
し
た
李
漢
俊
は
東
京
帝

国
大
学
の
卒
業
生
で
あ
り
、
当
時
そ
の
会
合
に
日
本
へ
の
留
学
生
の
代
表
と
し

て
出
席
し
た
周
仏
海
は
京
都
帝
国
大
学
出
身
だ
っ
た
。 

 

中
国
共
産
党
の
対
日
政
策
は
一
九
三
五
年
の
抗
日
戦
争
の
呼
び
か
け
に
始
ま

る
。
中
国
共
産
党
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
（
ソ
連
共
産
党
が
中
核
を
担
う
国
際
共
産

主
義
組
織
）
の
指
示
で
、
当
時
の
国
民
党
の
蒋
介
石
政
権
に
抗
日
戦
争
を
呼
び

か
け
て
第
二
次
国
共
合
作
に
導
き
、
日
中
戦
争(

支
那
事
変
）
で
最
後
は
日
本
を

敗
北
に
至
ら
せ
た
。
日
本
共
産
党
で
も
中
国
共
産
党
と
協
力
し
て
抗
日
運
動
に

協
力
し
た
例
が
多
く
、
野
坂
参
三
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
日
本
代
表
と
し
て
延
安

で
日
本
人
民
反
戦
同
盟
を
指
揮
し
た
。 

 

一 

斉
白
石1 

 

社
会
変
革
の
象
徴 

斉
白
石(

一
八
六
三-

一
九
五
七)

。
現
代
の
書
画
家
。
湖
南
省
湘
潭
県
の
貧
農

の
出
身
。
は
じ
め
名
を
純
芝
、
号
を
渭
清
、
蘭
亭
と
い
っ
た
が
、
の
ち
改
め
て

名
を
璜
、
号
を
瀕
生
、
ま
た
白
石
道
人
と
い
っ
た
。
小
さ
い
と
き
か
ら
病
弱
で
、

指
物
大
工
と
な
り
、
そ
の
間
、
花
鳥
を
ほ
る
こ
と
を
覚
え
た
。
近
代
の
能
書
家

た
ち
が
科
挙
出
身
者
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
身
分
を
保
証
の
上
に
成
り
立
つ
傾

向
が
あ
っ
た
の
に
対
し
、
彼
は
貧
農
出
身
で
あ
り
な
が
ら
、
中
年
期
に
エ
リ
ー

ト
集
団
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
時
に
於
け
る
地
位
概
念
の

柔
軟
性
と
身
分
制
度
の
流
動
性
を
考
え
る
上
で
の
、
見
事
な
サ
ン
プ
ル
的
存
在

と
さ
れ
た
。
二
〇
歳
の
こ
ろ
か
ら
芥
子
園
画
譜
を
自
習
し
て
、
三
〇
歳(

一
八
九

三
年)

以
後
、
よ
う
や
く
画
家
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
三
二
歳
、
友
人
と
詩
社
を

結
成
し
て
詩
作
に
ふ
け
り
、
ま
た
印
を
刻
す
る
こ
と
を
覚
え
た
。
そ
の
後
、
売

画
刻
印
の
生
活
を
続
け
、
も
っ
ぱ
ら
旅
を
常
と
し
た
。
そ
の
時
代
を
「
五
出
五

帰
」
と
言
わ
れ
て
い
て
い
る
。
一
九
一
七(

民
国
六
年)

夏
、
兵
乱
を
避
け
て
北

京
に
移
り
、
そ
こ
で
湖
南
出
身
の
名
画
家
、
陳
衡
恪

ち

ん

こ

う

か

く

と
交
わ
り
、
評
価
が
一
段

と
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
二
〇
年
に
は
桐
城
派
の
大
家
、
林
紓

り

ん

じ

ょ

に
よ
っ
て
「
南

呉
北
斉
」(

南
の
呉
昌
碩
と
北
の
斉
白
石)

と
激
賞
さ
れ
た
が
、
斉
白
石
自
身
も

制
作
の
上
で
呉
昌
碩
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
呉
昌

碩
が
石
鼓
文
な
ど
の
伝
統
古
典
に
重
心
を
置
い
て
い
た
の
と
比
べ
て
、
当
時
の

現
代
感
覚
の
方
が
多
く
織
り
交
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
革
命
派
の
書
の
よ
う
に

西
洋
化
の
影
響
を
受
け
た
と
い
う
よ
り
も
、
庶
民
的
な
感
覚
に
傾
い
て
い
た
と

言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
一
九
二
七
年
、
北
京
の
国
立
芸
術
専
門
学
校
の
教
授
と
な

り
、
解
放
後
は
人
民
芸
術
家
と
し
て
、
一
九
五
二
年
、
全
国
文
学
芸
術
界
連
合

会
主
席
団
委
員
と
な
り
、
五
四
年
に
は
全
国
人
民
代
表
大
会
代
表
に
選
ば
れ
、

五
五
年
に
は
世
界
平
和
評
議
会
か
ら
国
際
平
和
賞
を
受
賞
し
、
五
七
年
九
月
十

六
日
没
し
た
。 

 斉
白
石
の
書
論 

書
画
家
で
あ
る
斉
白
石
の
書
論
は
、
図
１
の
書
に
先
ず
垣
間
見
ら
れ
る
。 
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吾
書
意
造
本
無
法 

此
詩
有
味
君
勿
伝 

(
大
意)

私
の
書
は
意
に
よ
っ
て
作
っ
た
も
の
で
、
法
則
が
な
い
。
こ
の
詩
に

味
が
あ
っ
て
も
、
君
は
伝
え
な
い
で
。 

 

一
九
二
二(

民
国
十
一
年)

に
書
さ
れ
た
こ
の
幅
は
、
前
句
「
吾
書
は
意
造
に

し
て
本
よ
り
無
法
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
蘇
軾
の
書
論
の
踏
襲
で
も
あ
る
。
ま
た

紙
幅
の
書
き
込
み
に
は
、
自
分
の
書
が
、「
怪
」
で
あ
る
こ
と
に
も
拘
り
を
見
せ

て
い
る
。
こ
の
行
書
作
品
を
鑑
賞
す
る
場
合
、
そ
の
「
意
」
と
は
、
蘇
軾
の
よ

う
な
「
士
大
夫
」
の
意
と
い
う
よ
り
も
、「
人
民
」
の
意
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
。 

 

ま
た
斉
白
石
の
書
作
品
の
下
地
に
は
、
自
ら
語
る
よ
う
に
李
北
海
、
何
紹
基
、

金
冬
心
、
鄭
板
橋
と
《
天
発
神
讖
碑
》
の
影
響
が
看
取
さ
れ
る
。
但
し
、
啓
功

の
回
想
録
に
、 

  
 

 
 

齐
先
生
对
于
写
字
，
是
不
主
张
临
帖
的
。
他
说
字
就
那
么
写
去
，
爱
怎 

么
写
就
怎
么
写
。 

(

大
意)

書
法
に
関
し
て
、
斉
白
石
先
生
は
法
帖
の
臨
書
を
す
べ
き
な
ど
と
は
、

主
張
さ
れ
な
か
っ
た
。
書
は
ど
の
よ
う
に
書
こ
う
と
自
由
で
、
書
き
た
い

よ
う
に
書
け
ば
い
い
と
言
う
の
が
持
論
だ
っ
た
。
《
啓
功
叢
稿
所
収 

記

斉
白
石
先
生
軼
事
》 

 と
あ
る
よ
う
に
、
古
典
は
あ
く
ま
で
も
絶
対
的
な
も
の
で
な
く
、
消
化
さ
れ
る

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
但
し
敢
え
て
、
斉
白
石
の
書
の
特
徴
を
言

え
ば
、
そ
の
消
化
の
深
み
に
欠
け
、
や
や
呼
吸
が
速
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

戦
争
と
書 

図
２
の
一
九
二
九
年
に
書
さ
れ
た
こ
の
書
は
、
一
九
一
九
年
に
故
郷
の
湖
南

省
で
の
争
乱
を
避
け
て
、
み
た
び
北
京
に
来
た
と
き
に
作
ら
れ
た
詩
で
あ
る.

 

 

一
日
飛
車
出
帝
京 

衡
陽
何
処
着
斯
民 

園
荒
孤
亦
営
巣
穴 

世
変
人

偏
識
姓
名 

愁
似
草
生
焼
又
発 

盗
如
山
密
剗
難
平 

三
年
深
負
紅
梨

樹 

北
地
非
無
杜
宇
声 

(

大
意)

あ
る
一
日
、
車
に
乗
っ
て
北
京
を
出
た
が
、
衡
陽
の
ど
こ
に
こ
の
民

を
着
か
せ
て
く
れ
よ
う
か
。
園
は
荒
れ
、
み
な
し
ご
は
洞
窟
に
住
ん
で

い
る
。
世
は
人
の
名
を
変
え
さ
せ
、
愁
い
は
草
の
焼
け
る
が
ご
と
く
発

し
て
く
る
。
盗
み
は
山
の
密
の
よ
う
で
治
ま
ら
な
い
。
三
年
間
、
抗
力

の
強
い
紅
梨
を
深
く
負
っ
た
。
北
の
地
に
は
、
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
い
て
い

た
。 

図 1 

図 2 
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こ
の
望
郷
の
思
い
が
述
べ
ら
れ
た
詩
が
、
一
九
二
九
年
に
ま
た
書
さ
れ
た
の

は
、
当
時
、
湖
南
で
は
農
民
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
の
関
係
性
が
指

摘
で
き
る
。
書
風
は
、
何
紹
基
風
の
行
書
で
あ
る
が
、
呉
昌
碩
の
書
風
と
も
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

次
の
図
３
の
書
は
一
九
三
八(

民
国
二
七
年)

に
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

保
民
徳
乃
大 

道
国
行
維
艱 

(

大
意)

民
を
保
つ
徳
が
、
つ
ま
り
は
大
き
く
、
道
徳
の
国
が
ま
か
り
通
る
の

は
、
難
し
い
。 

 

日
中

戦
争
時

の
作
で

あ
る
が
、

そ
の
愛

国
心
が

吐
露
さ

れ
て
い

る
。
そ
の
書
風
は
、《
祀
三
公
山
碑
》
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
書
風
の
淵

源
は
、
文
学
の
師
、
王
闓

お

う

が

い

運 う

ん

が
そ
れ
を
愛
好
し
て
い
た
こ
と
に
因
る
の
で
あ
ろ

う
。 革

命
家
の
書
の
特
徴
と
し
て
、
そ
の
個
人
の
癖
を
肯
定
す
る
傾
向
が
あ
る
が
、

斉
白
石
は
比
較
的
古
典
に
準
拠
し
、
そ
こ
に
モ
ダ
ニ
ズ
ム
的
な
新
し
い
感
覚
と

軽
妙
さ
が
看
取
さ
れ
る
。 

 

二 

陳
独
秀 

儒
教
の
批
判
の
内
幕2 

 

新
文
化
運
動
と
生
涯 

陳
独
秀(

一
八
七
九-

一
九
四
二)

。
民
国
の
思
想
家
。
安
徹
省
懐
寧
の
人
。 

原

名
は
乾
生
。
一
名
、
仲
。
字
は
仲
甫
。
独
秀
は
郷
里
の
独
秀
山
に
因
ん
で
号
と

し
た
も
の
。
十
八
歳
の
と
き
江
南
の
郷
試
に
応
じ
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
康
有
為
・

梁
啓
超
の
説
に
共
鳴
し
て
西
洋
文
明
に
接
し
た
。
浙
江
求
是
書
院
を
出
て
か
ら

日
本
に
渡
り
、
東
京
高
等
師
範
学
校
速
成
科
を
卒
業
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
に

遊
学
し
て
、
そ
の
思
想
文
化
の
影
響
を
う
け
た
。
帰
国
後
、
安
徽
高
等
学
堂
教

務
長
と
な
り
、
辛
亥
革
命
に
は
安
徽
都
監
柏
文
蔚
の
秘
書
と
し
て
革
命
運
動
に

参
加
し
、
安
徽
教
育
司
長
に
な
っ
た
。
一
九
一
三(

民
国
二
年)

、
袁
世
凱
に
反

対
し
て
失
敗
し
、
日
本
に
亡
命
し
た
。
袁
世
凱
の
死
後
、 

帰
国
し
て
一
九
一
五

年
、
雑
誌
、
新
青
年
を
創
刊
し
て
健
筆
を
ふ
る
っ
た
。
翌
年
北
京
医
専
校
長
湯

爾
和
の
紹
介
で
、
北
京
大
学
校
長
蔡
元
培
に
招
聘
さ
れ
て
文
科
科
長
と
な
り
、

胡
適
・
李
大
釗
な
ど
の
人
材
を
あ
つ
め
て
新
文
化
運
動
の
中
心
と
な
っ
た3

。
中

で
も
孔
子
教
排
撃
に
力
を
入
れ
て
、
「
吾
人
最
後
の
自
覚
」
「
孔
子
の
道
と
現
代

生
活
」
「
憲
法
と
孔
子
教
」
「
復
辟
と
尊
孔
」
な
ど
を
新
青
年
誌
上
に
発
表
し
て

急
先
鋒
と
な
っ
た4

。
新
文
学
運
動
も
ま
た
彼
に
よ
っ
て
推
進
せ
ら
れ
、
胡
適
の

文
学
改
良
芻
議
に
呼
応
し
て
発
表
し
た
文
学
革
命
論
は
新
文
学
運
動
の
方
向
を

示
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
五
四
運
動
の
の
ち
、
十
月
革
命
の
影
響
を

受
け
て
次
第
に
マ
ル
ク
ス
主
義
に
接
近
し
、
一
九
一
九
年
、
保
守
派
の
教
授
の

排
撃
を
う
け
て
北
京
大
学
を
退
い
た
。
以
後
、
革
命
運
動
に
奔
走
し
て
一
九
二

〇
年
五
月
に
は
、
上
海
に
共
産
主
義
小
組
を
組
織
し
て
段
祺
瑞
の
た
め
捕
え
ら

れ
た
。
釈
放
さ
れ
て
の
ち
、
一
時
陳
炯
明
の
下
に
あ
っ
て
広
東
省
教
育
委
員
に

な
っ
た
が
、
そ
の
後
追
わ
れ
て
上
海
に
潜
入
し
、
同
年
秋
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

代
表
ウ
オ
イ
チ
ン
ス
キ
ー
と
相
識
っ
て
、
そ
の
援
助
の
も
と
に
中
国
共
産
党
を

李
大
釗
ら
と
と
も
に
創
立
し
た
。
一
九
二
一
年
、
中
国
共
産
党
中
央
委
員
長
に

挙
げ
ら
れ
、
一
九
二
三
年
、
中
国
共
産
党
総
書
記
と
な
り
、
以
来
共
産
党
最
高

幹
部
と
し
て
久
し
く
党
の
全
権
を
掌
握
し
た
が
、
一
九
二
七
年
、
国
民
党
・
共

産
党
の
分
離
後
、
日
和
見
主
義
者
と
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
排
斥
を
う
け
、
党

中
央
部
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
、 

翌
年
に
は
総
書
記
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
、
一
九
二
九

図 3 
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年
に
は
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
と
し
て
共
産
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
後
も

中
国
共
産
党
の
元
老
と
し
て
重
き
を
な
し
、 

執
拗
に
潜
行
運
動
を
続
け
て
、
一

九
三
二
年
秋
、
つ
い
に
上
海
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
お
い
て
逮
捕
さ
れ
、
一
九
三
四

年
六
月
二
〇
日
徒
刑
八
年
の
判
決
を
う
け
、
江
蘇
第
一
監
獄
に
い
れ
ら
れ
た
。 

 

抗
日
戦
が
勃
発
す
る
に
及
び
、
一
九
三
七
年
八
月
二
一
日
人
民
戦
線
派
の
巨

頭
た
ち
と
と
も
に
釈
放
さ
れ
、
抗
日
戦
線
の
陣
頭
に
た
っ
た
が
、
一
九
四
二
年

病
死
し
た
。
著
に
『
独
秀
文
存
』
三
巻
が
あ
る
。 

 

伝
統
中
国
と
の
対
決
者
の
書 

 

儒
教
批
判
を
行
っ
た
こ
と
で
著
名
な
陳
独
秀
に
伝
統
的
な
教
養
が
備
わ
っ
て

い
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
次
の
図
４
の
書
は
、
そ
の
款
記
に
「
啓
明

に
正
さ
ん
を
請
う
」
と
あ
る
よ
う
に
、
つ
ま
り
は
周
啓
明
、
魯
迅
の
次
弟
周
作

人
に
陳
独
秀
が
与
え
た
も
の
で
あ
る5
。 

そ
の
漢
詩
は
清
の
陳
恭
尹
《
崖
門
謁
三
忠
祠
》
で
あ
り
、
そ
の
三
忠
と
は
、

南
宋
の
時
代
、
元
の
侵
略
に
抗
っ
た
文
天
祥
、
陸
秀
夫
、
張
世
傑
の
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
詩
は
、
も
と
も
と
明
清
の
易
姓
革
命
の
際
の
亡
国
の
悲
痛
を
詠
い
上

げ
て
い
る
。 

  
 

 

山
木
蕭
蕭
風
更
吹 

 

両
崖
波
浪
至
今
悲 

一
声
望
帝
啼
荒
殿 

十
載

愁
人
来
古
祠 

海
水
有
門
分
上
下 

江
山
無
地
限
化
夷 

 
停
舟
我
亦

艱
難
日 

畏
向
蒼
苔
読
旧
碑 

(

大
意)

 

山
木
に
き
び
し
い
風
が
吹
き
付
け
、
両
崖
の
波
浪
が
今
に
ま
で
至
り

悲
し
い
。
忠
祠
の
荒
涼
と
し
た
正
殿
の
上
に
、
突
然
一
羽
の
ホ
ト
ト
ギ

ス
が
伝
来
し
て
泣
い
て
、
国
が
滅
び
る
悲
し
い
心
を
思
い
出
さ
せ
て
い

る
。
十
年
も
の
憂
人
が
古
祠
に
礼
拝
す
る
。
海
水
に
上
下
を
分
け
る
門

が
あ
り
、
国
土
が
消
え
失
せ
、
外
国
と
の
境
界
も
別
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
舟
で
逃
げ
る
逃
亡
生
活
を
終
え
た
が
、
し
か
し
生
活
は
依
然
と

し
て
苦
難
に
満
ち
て
い
る
。
た
と
え
こ
の
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、

畏
れ
て
青
色
の
苔
を
被
っ
た
古
碑
を
読
む
、
つ
ま
り
三
人
の
勇
ま
し
く

気
性
が
強
い
碑
文
を
読
ん
で
顕
彰
す
る
の
だ
。 

 

言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
自
分
に
対
し
て
忠
臣
三
人
が
自
分
を
犠
牲
に
し

て
ま
で
も
遂
げ
よ
う
と
し
た
志
を
自
分
た
ち
の
愛
国
心
に
照
ら
し
合
わ
し
た
内

容
で
あ
る
。 

そ
の
周
作
人
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
を
『
新
青
年
』
で
発
表
し
、
五
四

運
動
直
前
に
、
そ
の
代
表
作
で
あ
る
「
人
の
文
学
」
が
陳
独
秀
に
評
価
さ
れ
て
、

『
新
青
年
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
の
作
は
、
中
国
初
の
重
要
な
近
代
文
学
理
論

と
見
な
さ
れ
、
郁
達
夫
が
、
五
四
運
動
の
最
大
の
成
功
は
そ
の
「
個
人
」
の
発

見
だ
と
称
え
た
ほ
ど
で
あ
る6

。 

 

そ
の
よ
う
な
五
四
新
文
化
運
動
の
担
い
手
に
と
っ
て
も
、
そ
の
心
の
拠
り
所

は
、
伝
統
中
国
の
国
家
へ
の
忠
義
心
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

 

そ
の
書
は
、
書
の
基
本
を
備
え
た
章
法
に
よ
っ
て
行
書
で
書
か
れ
、
筆
触
も

濃
厚
、
近
代
前
の
士
大
夫
た
ち
に
、
そ
う
引
け
を
取
ら
な
い
力
作
で
あ
る
。
た

だ
し
、
や
は
り
革
命
派
の
書
だ
け
あ
っ
て
、
ど
こ
か
に
解
放
感
が
あ
っ
て
、
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
豊
か
で
あ
る
。 

 

ま
た
先
に
少
し
く
触
れ
た
よ
う
に
、
一
九
三
一
年
に
上
海
に
於
い
て
、｢

中
国

共
産
党
左
派
反
対
派｣

と
い
う
組
織
を
作
り
、
総
書
記
の
任
に
就
く
が
、
翌
年
の

十
月
に
は
国
民
党
当
局
に
よ
っ
て
上
海
に
て
逮
捕
さ
れ
る
。
一
九
三
七
年
釈
放

さ
れ
、
中
共
か
ら
の
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
が
こ
れ
を
拒
否
し
、
そ
の
後
は
独
自

で
抗
日
的
な
著
作
活
動
な
ど
に
従
事
す
る
。
そ
し
て
一
九
三
八
年
か
ら
は
四
川

江
津
に
住
み
始
め
る
。 

図 4 
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図
５
は
そ
の
江
津
で
書
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
八
才
に
し
て
「
秀
才
」
に

な
っ
て
か
ら
、
一
九
一
五
年
『
青
年
雑
誌
』
を
創
刊
し
新
文
化
運
動
を
発
動
し
、

一
九
四
二
年
四
川
省
の
江
津
で
落
ち
ぶ
れ
て
世
を
去
る
ま
で
の
一
生
は
、「
康
党
」

「
乱
党
」
「
共
産
党
」
と
い
う
道
を
歩
み
、
波
乱
万
丈
で
あ
っ
た7

。
そ
の
晩
年

の
抗
日
戦
中
で
唐
の
李
益
「
夜
上
受
降
城
聞
笛
」
を
書
し
た
の
で
あ
る
。 

 

 
 

回
楽
峰
前
沙
似
雪 

受
降
城
外
月
如
霜 

不
知
何
処
吹
芦
管 

一
夜
征

人
尽
望
郷 

(

大
意)

回
楽
峰
の
前
の
沙
漠
地
帯
は
月
光
が
降
り
そ
そ
い
で
、
真
っ
白
に
見

え
て
、
ま
る
で
雪
の
よ
う
で
あ
る
。
受
降
城
の
城
外
は
、
月
光
に
照
ら

さ
れ
、
霜
が
降
り
た
か
の
よ
う
で
あ
る
。
胡
人
が
ど
こ
で
葦
笛
を
吹
い

て
い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
が
。
胡
人
の
吹
く
、
も
の
悲
し
げ
な
胡
笳

の
音
を
聞
い
て
一
晩
中
、
出
征
兵
士
は
、
こ
と
ご
と
く
望
郷
の
念
に
駆

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

日
中
戦
争
の
最
中
、
望
郷
の
年
、
故
郷
の
安
徽
省
懐
寧
に
想
い
を
遣
っ
て
想

っ
て
の
詩
心
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
そ
の
書
風
は
、
所
謂
「
狂
草
」
で
書
か
れ
て
い
る
。
狂
お
し
い
ま
で

の
感
情
の
表
白
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
意
外
に
も
伝
統
的
な
書
法
を
一
応
は
踏
ま

え
て
い
る
。
た
だ
し
や
は
り
こ
こ
も
共
産
主
義
者
の
書
だ
け
あ
っ
て
、
些
か
伝

統
へ
の
慎
み
は
欠
け
て
い
る
と
は
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

三 

魯
迅 

革
命
と
書
の
在
処8 

 

魯
迅
の
生
涯 

魯
迅(

一
八
八
一-

一
九
三
六)

。
民
国
の
文
学
者
。
浙
江
省
紹
興
の
人
。
清
の

光
緒
七
年
生
ま
れ
。
本
名
は
周
樹
人
。 

魯
迅
は
筆
名
。
筆
名
は
こ
の
ほ
か
五
十

種
以
上
あ
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
一
つ
に
名
誉
や
栄
達
を
欲
し
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
も
う
一
つ
に
は
言
論
の
自
由
を
奪
わ
れ
て
変
名
を
必
要
と
し
た
か
ら
で

あ
る
。
一
九
三
三(

民
国
二
二
年)

か
ら
翠
年
に
か
け
て
最
も
多
く
用
い
て
い
る
。 

幼
年
時
代
は
比
較
的
豊
か
な
読
書
人
の
家
に
育
っ
た
が
、
十
三
歳
の
と
き
官

吏
の
祖
父
が
入
獄
し
て
か
ら
家
が
没
落
し
、
十
六
歳
の
と
き
父(

周
儀
炳
）
が
若

く
病
死
し
て
か
ら
一
層
窮
乏
し
て
苦
難
を
な
め
た
。
戊
戍
政
変
の
あ
っ
た
一
八

九
八(

光
緒
二
四
年)

感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、 

新
思
想
の
習
得
と
洋
学
の
修

業
の
た
め
、
南
京
に
出
て
江
南
水
師
学
堂(

海
軍
兵
学
校)

に
入
っ
た
が
、
翌
年

礦
路
学
堂
に
転
じ
た
。
こ
の
こ
ろ
愛
読
し
た
も
の
に
厳
復
訳
の
『
天
演
論
』
や
、 

維
新
思
想
を
鼓
吹
し
た
『
時
務
報
』
が
あ
り
、
多
く
の
影
響
を
受
け
た
。
一
九

〇
二
年
一
月
卒
業
す
る
と
、
翌
年
三
月
日
本
に
渡
り
、
弘
文
学
院
に
入
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
特
に
生
物
・
科
学
に
興
味
を
持
ち
、
科
学
小
説
の
翻
訳
を
し
た
。

そ
れ
は
中
国
大
衆
の
進
展
を
望
む
な
ら
、
ま
ず
科
学
小
説
か
ら
始
め
る
べ
き
だ

と
い
う
考
え
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

弘
文
学
院
を
卒
業
す
る
と
、
医
を
志
し
て
、
一
九
〇
四
年
九
月
仙
台
医
学
専

門
学
校
に
入
学
し
た
。
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
西
洋
医
学
に
よ
っ
て
中
国
人
を

救
い
、
ひ
い
て
は
国
民
の
維
新
に
対
す
る
信
仰
を
深
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、

途
中
感
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
文
学
に
転
じ
た
。
こ
の
辺
の
こ
と
は
『
吶
喊
』

の
序
や
仙
台
で
世
話
に
な
っ
た
藤
野
厳
九
郎
教
授
の
こ
と
を
綴
っ
た
『
藤
野
先

生
』
に
詳
し
い
。
そ
れ
は
要
す
る
に
中
国
を
救
う
道
は
人
々
を
病
気
か
ら
救
う

図 5 
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こ
と
で
も
、
ま
た
身
体
を
強
固
に
す
る
こ
と
で
も
な
く
、
一
に 

中
国
人
の
精
神

を
改
造
す
る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
に
は
文
学
が
第
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。 

仙
台
を
去
っ
た
魯
迅
は
そ
の
一
九
〇
六
年
七
月
、
帰
国
し
て
母
の
命
ず
る
ま

ま
に
朱
安
と
結
婚
し
た
が
、
数
日
し
て
ま
た
弟
の
周
作
人
を
と
も
な
っ
て
東
京

に
ま
い
も
ど
っ
た
。
東
京
で
は
亡
命
中
の
章
炳
麟
か
ら
革
命
思
想
を
学
び
、
一

九
〇
七
年
、
雑
誌
の
『
新
生
』
を
計
画
し
た
。「
文
化
偏
至
論
」「
摩
羅
詩
力
説
」

は
そ
れ
に
載
せ
る
た
め
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
費
用
の
点
で
失
敗
し

た
。
次
い
で
周
作
人
と
小
説
の
翻
訳
を
計
画
し
、『
域
外
小
説
集
』
を
出
し
た
が
、

こ
れ
も
ま
た
売
れ
行
き
が
悪
く
て
失
敗
し
た
。 

魯
迅
は
こ
こ
に
深
い
懐
疑
と
寂
寞
に
沈
潜
し
、
一
九
〇
九
八
月
、 

帰
国
し
て

浙
江
両
級
師
範
学
校
や
紹
興
の
中
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。
一
九
一
二
（
民
国

元
年
）
革
命
が
成
功
し
て
臨
時
政
府
が
成
立
す
る
と
、
一
月
教
育
部
総
長
蔡
元

培
（
同
郷
の
先
輩
）
に
招
か
れ
て
教
育
部
に
入
り
、
五
月
政
府
と
と
も
に
北
京

に
移
っ
た
。
し
か
し
革
命
が
真
の
革
命
を
も
た
ら
さ
な
い
現
実
に
ひ
ど
く
失
望

し
て
、
再
び
深
い
寂
寞
と
懐
疑
に
お
ち
こ
ん
だ
。
こ
の
苦
を
避
け
る
た
め
、
一

時
、
金
石
拓
本
の
蒐
集
に
専
念
し
た
が
、
や
が
て
一
九
一
八
年
五
月
、
銭
玄
同

の
勧
め
に
よ
っ
て
最
初
の
小
説
『
狂
人
日
記
』
を
発
表
し
た
。
そ
れ
は
狂
人
の

口
を
か
り
て
中
国
の
礼
教
を
激
し
く
攻
撃
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
陳
独
秀

や
呉
虞
の
反
孔
教
運
動
が
激
し
く
展
開
さ
れ
、
ま
た
陳
独
秀
の
「
文
学
革
命
論
」

や
胡
適
の
「
文
字
改
良
芻
議
」「
歴
史
的
文
学
観
念
論
」「
建
設
的
文
学
革
命
論
」

が
相
次
い
で
発
表
さ
れ
る
時
期
に
当
た
っ
て
い
た
。
こ
れ
以
後
、
五
・
四
運
動

の
波
に
の
っ
て
代
表
作
の
『
阿
Ｑ
正
伝
』
以
下
を
発
表
し
、
そ
れ
ら
は
小
説
集

の
『
吶
喊
』『
彷
徨
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
雑

文
に
鋭
い
も
の
を
見
せ
、
そ
れ
ら
は
『
熱
風
』『
墳
』
な
ど
の
雑
文
集
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
間
、
北
京
大
学
・
師
範
大
学
・
女
子
師
範
大
学
の
教
壇
に
た

ち
、
中
国
小
説
史
略
（
中
国
で
最
初
の
小
説
史
）
を
刊
行
。
ま
た
周
作
人
ら
と

語
絲
社(

一
九
二
四
年
）
を
作
り
、
外
国
文
学
研
究
を
主
と
し
た
未
名
社(

一
九

二
五)

を
作
っ
た
。 

し
か
し
一
九
二
六
年
、
三
・
一
八
事
件
（
軍
閥
政
府
の
文
化
弾
圧
に
抵
抗
し

た
学
生
運
動
）
の
の
ち
、
急
進
的
な
文
化
人
へ
の
逮
捕
令
が
出
る
に
及
び
、
長

年
住
み
な
れ
た
北
京
を
脱
出
し
て
八
月
厦
門
に
赴
き
、
厦
門
大
学
教
授
と
な
っ

た
（
当
時
、
林
語
堂
が
文
科
科
長
を
し
て
い
た
）
。
厦
門
に
は
半
年
ば
か
り
い
て

広
東
に
赴
き
、
中
山
大
学
の
文
学
系
主
任
兼
教
務
主
任
と
な
っ
た
が
、 

折
か
ら

北
伐
の
最
中
で
（
蒋
介
石
を
総
司
令
と
す
る
北
伐
軍
は
一
九
二
六
年
七
月
広
東

を
出
発
し
た
）
、
や
が
て
一
九
二
七
年
四
月
、
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
が
行

わ
れ
て
革
命
派
や
共
産
党
へ
の
弾
圧 

が
激
し
く
な
る
と
、
九
月
広
東
を
去
っ
て

上
海
に
逃
れ
た
。
こ
れ
以
後
、
許
広
平
と
同
居
し
て
著
作
に
専
念
し
た
が
、
こ

の
間
創
造
社
・
太
陽
社
の
革
命
派
と
論
争
し
た
り
、
右
翼
の
梁
実
秋
ら
の
新
月

派
と
論
争
し
た
り
し
た
。
一
九
三
〇
年
、
中
国
左
翼
作
家
連
盟
が
結
成
せ
ら
れ

る
と
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
活
曜
し
、
ま
た
一
九
三
六
年
に
は
、
中
国
文
芸
工

作
者
を
組
織
し
て
抗
日
民
族
統
一
戦
線
を
主
唱
し
た
が
、
同
年
十
月
十
九
日
午

前
五
時
二
十
五
分
宿
痾
の
肺
結
核
と
喘
息
が
急
変
し
て
上
海
施
高
塔
路
大
陸
新

邨
の
寓
で
没
し
た
。
享
年
五
六
。
中
国
最
初
の
民
衆
葬
が
行
わ
れ
、
万
国
公
墓

に
葬
ら
れ
た
。 

な
お
、
瞿
秋
白
は
『
魯
迅
雑
感
集
』
の
序
で
、
魯
迅
は
進
化
論
か
ら
階
級
論

に
進
み
、
無
産
階
級
の
真
の
味
方
と
な
り
、
さ
ら
に
戦
士
と
な
っ
た
と
言
っ
て

い
る
が
、
こ
の
魯
迅
の
方
向
こ
そ
正
に
人
民
文
学
の
方
向
と
し
て
新
中
国
で
は

高
く
評
価
さ
れ
、
尊
崇
せ
ら
れ
て
い
る
。
延
安
に
は
魯
迅
師
範
学
院
、
魯
迅
芸

術
学
院
な
ど
、
そ
の
名
を
冠
し
た
学
校
が
作
ら
れ
、
毛
沢
東
も
「
中
国
第
一
等

の
聖
人
」
（
魯
迅
論
―
一
九
三
八
年 

十
月 

魯
迅
逝
世
二
週
年
記
念
日
に
お
け

る
講
演
）
と
言
い
、「
中
国
文
化
革
命
の
主
将
」（
新
民
主
主
義
論
）
と
言
っ
て 

、

そ
の
民
族
解
放
の
急
先
鋒
と
し
て
革
命
に
大
き
な
助
力
を
与
え
た
点
を
高
く
評

価
し
て
い
る
。 

よ
っ
て
一
九
四
九
年
の
解
放
後
、
魯
迅
研
究
は
急
激
に
盛
ん
に

な
り
、
魯
迅
全
集
も
一
九
五
六
年
十
月
以
降
、
注
釈
付
の
も
の
が
新
た
に
刊
行

さ
れ
て
い
る
。 

 章
炳
麟
か
ら
の
継
承
と
断
絶 
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師
弟
関
係
に
あ
っ
た
、
章
炳
麟
と
魯
迅
、
そ
の
弟
子
魯
迅
は
章
炳
麟
に
つ
い

て
「
学
問
の
あ
る
革
命
家
」
と
評
価
し
た
。「
文
学
復
古
」
を
提
唱
し
、
古
代
書

面
語
の
「
文
言
文
」
を
重
視
し
た
章
炳
麟
と
現
代
書
面
語
「
白
話
」
を
推
進
し

た
魯
迅
は
、
実
際
に
信
頼
関
係
で
結
ば
れ
た
師
弟
で
あ
っ
た
。
魯
迅
は
章
炳
麟

を
尊
敬
し
、
章
炳
麟
が
袁
世
凱
政
府
に
軟
禁
さ
れ
た
時
も
、
蒋
介
石
に
指
名
手

配
に
さ
れ
た
時
も
、
そ
の
親
交
を
保
っ
て
い
た
。
し
か
し
一
方
で
新
文
化
運
動

の
急
進
派
の
代
表
と
し
て
、
守
旧
派
の
重
鎮
で
あ
っ
た
章
炳
麟
と
は
、
意
見
が

真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。 

た
だ
「
国
学
大
師
」
と
称
さ
れ
た
章
炳
麟
の
学
問
は
、
伝
統
的
な
精
神
の
全

面
的
継
承
で
は
な
く
、
具
体
的
に
は
主
に
諸
子
百
家
に
対
す
る
研
究
と
特
に
左

伝
を
中
心
と
す
る
儒
学
の
経
書
、
そ
し
て
言
語
学
に
対
す
る
研
究
の
三
種
類
の

内
容
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
儒
学
は
、
宋
明
理
学
で
は
な
く
、
考
証
学
の
系
統
に

あ
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
彼
の
「
国
学
」
と
は
、
清
代
以
来
の
考
証
学
を
骨
格
に
、
諸

子
学
や
儒
教
の
経
学
、「
小
学(

文
字
の
形
体
・
音
韻
・
訓
詁
に
つ
い
て
研
究
し
、

経
学
を
基
礎
づ
け
る
学
問)

」
の
昇
華
に
あ
っ
た
の
で
あ
る9

。
そ
の
章
炳
麟
の

小
学
研
究
は
音
韻
を
基
礎
に
据
え
た
も
の
で
あ
っ
て
、
文
字
は
ま
ず
音
が
あ
っ

て
そ
の
後
に
字
形
が
作
ら
れ
た
と
い
う
そ
れ
ま
で
の
伝
統
的
小
学
と
異
な
る
ス

タ
ン
ス
を
取
り
、
こ
う
し
た
小
学
と
い
う
言
語
学
の
成
果
を
歴
史
・
社
会
研
究

に
積
極
的
に
活
用
し
た
点
が
特
徴
的
で
あ
る1

0

。 

魯
迅
は
、
日
本
で
そ
の
小
学
の
基
本
テ
キ
ス
ト
『
説
文
解
字
』
の
講
義
を
章

炳
麟
か
ら
受
け
て
お
り
、
彼
の
言
語
、
音
へ
の
執
着
と
そ
の
卓
越
し
た
金
石
学

の
源
泉
は
、
章
炳
麟
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 旧
詩
と
書
の
在
処 

新
文
化
運
動
の
担
い
手
で
あ
っ
た
魯
迅
が
、
旧
詩
の
使
い
手
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
意
外
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
つ
ま
り
彼
の
小
説
や
雑
感

の
類
、
革
新
的
な
部
分
が
の
ち
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
旧
文
化
の
継

承
部
分
の
問
題
の
分
析
は
、
大
き
な
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う

1
1

。
そ
れ
は
詩
、
思
想
だ
け
で
な
く
、
書
も
ま
た
然
り
で
あ
る1

2

。 

魯
迅
は
、
一
九
三
四
年
八
月
二
十
五
日
《
中
华
日
报
・
动
向
》「
汉
字
和
拉
丁

化
」
に
於
い
て
、 

 

为
了
这
方
块
的
带
病
的
遗
产
，
我
们
的
最
大
多
数
人
，
已
经
几
千
年
做

了
文
盲
来
殉
难
了
，
中
国
也
弄
到
这
模
样
，
到
别
国
已
在
人
工
造
雨
的

时
候
，
我
们
却
还
是
拜
蛇
，
迎
神
。
如
果
大
家
还
要
活
下
去
，
我
想
：

是
只
好
请
汉
字
来
做
我
们
的
牺
牲
了
。
现
在
只
还
有
“
书
法
拉
丁
化
”

的
一
条
路
。 

(

大
意)

こ
の
四
角
い
字
の
弊
害
を
伴
っ
た
遺
産
の
お
蔭
で
、
我
々
の
最
大
多

数
の
人
々
は
、
す
で
に
幾
千
年
も
文
盲
と
し
て
殉
難
し
、
中
国
も
こ
ん

な
ザ
マ
と
な
っ
て
、
ほ
か
の
国
で
は
す
で
に
人
工
雨
さ
え
作
っ
て
い
る

と
い
う
時
代
に
、
我
々
は
ま
だ
雨
乞
い
の
た
め
蛇
を
拝
ん
だ
り
、
神
迎

え
を
し
た
り
し
て
い
る
。
も
し
我
々
が
ま
だ
生
き
て
行
く
つ
も
り
な
ら

ば
、
私
は
、
漢
字
に
我
々
の
犠
牲
と
な
っ
て
貰
う
外
は
な
い
と
思
う
。

今
は
も
う
「
書
き
方
を
ラ
テ
ン
化
す
る
」
一
筋
の
道
が
あ
る
き
り
だ
。 

 と
唱
え
た
一
九
三
〇
年
代
の
上
海
時
代
に
、
矛
盾
す
る
か
の
よ
う
に
、
多
く
の

詩
と
書
を
残
し
て
い
る
。 

 

魯
迅
の
旧
詩
は
、
一
切
の
好
詩
は
唐
で
終
わ
っ
た
と
い
う
認
識
の
上
に
、
人

か
ら
の
依
頼
の
た
め
、
革
命
同
志
や
、
特
に
日
本
人
に
贈
っ
た
も
の
が
多
く
、

そ
れ
は
旧
時
代
の
教
養
の
中
で
育
っ
た
生
い
立
ち
が
せ
し
め
た
産
物
で
あ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

図
６
の
書
は
、
一
九
三
二
年
に
浜
之
上
学
士
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。 

 

故
郷
黯
黯
鎖
玄
雲 

遙
夜
迢
迢
隔
上
春 

歳
暮
何
堪
再
惆
悵 

且
持
卮

酒
食
河
豚 

(

大
意)

故
郷
は
闇
黒
で
、
黒
雲
が
鎖
し
、
長
夜
は
い
つ
明
け
る
と
も
知
ら
ず
、
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来
た
る
べ
き
上
春
は
隔
て
ら
れ
、
わ
が
手
に
ふ
れ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

年
の
暮
れ
ど
う
し
て
悲
し
み
を
再
び
思
い
返
す
に
堪
え
ら
れ
よ
う
か
。

し
ば
ら
く
酒
を
飲
み
河
豚
を
食
べ
せ
め
て
心
の
憂
さ
を
晴
ら
そ
う
。 

そ
の
書
は
、
章
炳
麟
の
行
書
の
様
式
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
そ
れ
を
庶
民
的
に

愛
ら
し
く
し
た
佇
ま
い
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
図
７
は
、
一
九
三
三
年
に
西
村
真
琴
博
士
の
た
め
に
書
か
れ
た
も
の

だ
が
、 

奔
霆
飛
熛
殱
人
子 

敗
井
頽
垣
賸
餓
鳩 

 
 

 
 

偶
値
大
心
離
火
宅 

終
遺
高
塔
念
瀛
洲 

 
 

 
 

精
禽
夢
覚
仍
銜
石 

闘
士
誠
堅
共
抗
流 

 
 

 

度
尽
劫
波
兄
弟
在 

相
逢
一
笑
泯
恩
讐 

(

大
意)

飛
行
機
の
爆
撃
、
飛
び
交
う
火
が
人
の
子
を
襲
い
、
敗
頽
し
く
ず
れ

落
ち
た
村
の
井
戸
と
人
の
住
む
家
の
垣
の
中
に
、
た
だ
飢
え
た
鳩
が
一

羽
残
さ
れ
た
。
偶
然
に
慈
悲
深
き
西
村
博
士
に
出
会
い
、
餓
鳩
が
火
宅

を
離
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
鳩
が
死
ん
だ
あ
と
、
日
本
人
の
高
貴
な

る
心
に
よ
っ
て
、
日
本
に
三
羲
塔
と
い
う
塚
を
残
し
た
。
西
村
博
士
か

ら
手
厚
く
葬
ら
れ
た
こ
の
鳩
は
、
大
夢
、
す
な
わ
ち
死
か
ら
蘇
り
精
衛

と
い
う
島
に
な
っ
て
日
本
と
中
国
と
の
間
に
横
た
わ
る
溝
を
う
め
つ
づ

け
る
で
あ
ろ
う
。
闘
士
は
堅
き
誠
に
よ
っ
て
共
に
流
れ
に
抗
っ
て
、
劫

波
、
四
十
三
億
三
千
二
百
万
年
を
超
え
て
彼
岸
に
達
し
、
日
中
が
兄
弟

と
な
り
、
積
み
上
げ
ら
れ
た
恩
讐
が
す
べ
て
ほ
ろ
び
去
り
、
互
い
に
一

笑
し
う
る
再
会
の
日
が
必
ず
来
る
で
あ
ろ
う
。 

 

上
海
事
変
の
最
中
、
西
村
博
士
が
当
地
で
飢
え

て
飛
べ
な
く
な
っ
た
鳩
を
見
つ
け
、
見
捨
て
る
に

忍
び
な
く
大
阪
に
連
れ
帰
っ
た
。
日
本
の
鳩
と
の

間
に
子
が
生
ま
れ
、
そ
の
日
中
の
愛
の
鳩
を
平
和

の
使
者
と
し
て
上
海
に
送
る
こ
と
を
念
じ
養
っ
た

が
、
死
ん
で
し
ま
う
。
博
士
は
、
そ
の
鳩
を
自
宅

に
埋
葬
し
、
石
碑
を
立
て
て
三
羲
塔
と
名
付
け
た
。

そ
の
記
念
と
し
て
鳩
の
遺
影
を
描
き
魯
迅
に
送
り
、

題
詠
を
請
う
た
の
が
、
こ
の
詩
に
当
た
る1

3

。 

 

魯
迅
の
書
は
、
こ
の
よ
う
に
日
中
戦
争
期
の
も

の
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
の
特
徴
と

し
て
、
日
本
人
の
依
頼
に
よ
る
も
の
、
そ
れ
は
著

名
な
中
国
人
で
あ
る
魯
迅
か
ら
そ
の
伝
統
中
国
の

文
化
の
継
承
者
的
な
側
面
か
ら
、
詩
や
書
を
請
い

求
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
に
答
え
る
よ

う
に
日
本
人
と
の
友
好
関
係
を
築
か
ん
と
欲
し
た

内
容
が
そ
の
詩
、
書
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
、
魯
迅
の
詩
文
、
書
は
、
特
に
章
炳
麟

の
そ
れ
を
換
骨
奪
胎
し
、
晩
年
の
日
中
戦
争
の
中

に
あ
っ
て
、
そ
の
書
の
在
処
は
、
日
本
人
と
の
友
好
、
そ
の
絆
と
し
て
表
出
し

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 四 
郁
達
夫 

小
説
家
の
書1

4 

 

郁
達
夫
の
道
程 

図７ 

図 6 
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郁
達
夫(

一
八
九
六-

一
九
四
五)

。
民
国
の
小
説
作
家
。
浙
江
省
富
陽
県
の
人
。

名
は
文
。
字
は
達
夫
。
父
が
早
く
亡
く
な
り
貧
乏
で
あ
っ
た
た
め
十
三
歳
の
と

き
か
ら
漂
流
生
活
を
始
め
た
。
学
校
を
転
々
と
変
わ
り
、
杭
州
中
学
で
は
徐
志

摩
と
同
級
で
あ
っ
た
。
翌
年
退
学
し
て
長
老
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
育
英

書
院
に
転
入
し
た
が
、
間
も
な
く
ス
ト
ラ
イ
キ
の
主
謀
者
と
し
て
除
名
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
家
に
あ
っ
て
独
学
し
、
一
九
一
三
年
九
月
、
北
京
政
府
司
法
部
の
役

人
で
あ
っ
た
長
兄
に
と
も
な
わ
れ
て
日
本
に
渡
り
、 

東
京
の
小
石
川
で
長
兄
一

家
と
同
居
し
た
。
翠
年
夏
、
第
一
高
等
学
校
の
特
設
予
科
に
入
学
し
、
一
九
一

五
（
民
国
四
・
大
正
四
年
）
長
兄
の
勧
め
で
医
科
に
入
る
つ
も
り
で
名
古
屋
の

第
八
高
等
学
校
理
科
に
入
学
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
を
は
じ
め

西
欧
近
代
文
学
に
親
し
み
、
高
校
在
学
中
に
読
ん
だ
小
説
は
一
千
部
に
も
の
ぼ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

文
学
へ
の
関
心
が
深
ま
る
と
、
や
が
て
理
科
か
ら
文

科
に
転
じ
（
一
九
一
五
年
）
、
一
年
お
く
れ
て
一
九
一
九
（
民
国
八
年
）
、
東
京

帝
国
大
学
経
済
学
部
に
入
学
し
、
一
九
二
二
年
に
卒
業
し
た1

5

。
こ
の
間
一
九

二
一
年
に
書
い
た
『
沈
淪
』
は
出
世
作
と
な
り1
6

、
一
躍
名
を
あ
げ
る
。
ま
た

郭
沫
若
（
九
州
大
学
在
学
）
張
資
平
・
成
仿
吾
（
東
京
大
学
在
学
）
田
漢
（
東

京
高
等
師
範
学
校
在
学
）
ら
と
純
文
芸
雑
誌
の
発
行
を
は
か
り
、
文
学
団
体
創

造
社
を
結
成
し
た
。
一
九
二
二
年
に
帰
国
後
は
安
慶
法
政
学
校
で
英
語
を
教
え

な
が
ら
、
雑
誌
、『
創
造
季
刊
』
の
編
集
に
あ
た
っ
た
。
翌
年
九
月
、
北
京
大
学

講
師
と
な
り
、
こ
の
こ
ろ
の
作
品
に
、「
蔦
蘿
行
」「
還
郷
記
」「
春
風
沈
酔
的
晩

上
」
が
あ
る
。
一
九
二
五
年
、
武
昌
大
学
文
科
教
授
に
な
る
。
翌
年
三
月
国
民

革
命
の
波
が
最
高
潮
に
達
し
、
そ
の
属
す
る
創
造
社
も
革
命
文
学
に
急
転
回
し

よ
う
と
し
た
と
き
、
郭
沫
若
ら
と
と
も
に
革
命
の
中
心
広
東
に
移
り
、
広
州
大

学
の
教
壇
に
立
っ
た
が
、
国
民
革
命
軍
の
軍
閥
に
も
等
し
い
醜
悪
な
実
情
に
絶

望
し
て
、
十
二
月
上
海
に
帰
り
、
雑
誌
『
創
造
月
刊
』『
洪
水
』
な
ど
を
主
宰
し

た
。
そ
の
後
は
、
郭
沫
若
ら
創
造
社
の
同
人
と
途
を
異
に
し
て
脱
退
し
、『
語
絲
』

『
大
衆
文
芸
』
に
よ
っ
て
創
造
社
一
派
の
革
命
文
学
を
批
判
す
る
立
場
を
と
り
、

魯
迅
に
近
づ
い
た
。
一
九
三
二
年
、
安
徽
大
学
教
授
と
な
っ
た
が
、
間
も
な
く

辞
職
し
て
杭
州
に
隠
棲
し
た
。
こ
の
間
、
林
語
堂
の
あ
と
を
つ
い
で
雑
誌
を
編

集
し
た
り
、
ま
た
当
時
上
海
で
発
行
さ
れ
た
小
品
文
雑
誌
『
人
間
世
』『
宇
宙
風
』

に
投
稿
し
た
り
し
て
、
日
本
の
『
徒
然
草
』
も
翻
訳
し
た
が
、
一
九
三
六
年
二

月
福
建
省
政
府
参
議
に
な
っ
て
か
ら
は
文
筆
か
ら
離
れ
た
。
抗
日
戦
発
生
後
は

武
漢
で
軍
事
委
員
会
政
治
部
設
計
委
員
と
な
り1

7

、
ま
た
一
九
三
八
三
月
に
は

漢
口
で
全
国
文
芸
界
抗
戦
協
会
理
事
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

移
り
、
『
華
僑
新
聞
』
『
星
洲
目
報
』
副
刊
を
編
集
し
た
。
一
九
四
二
年
二
月
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
を
脱
出
し
て
ス
マ
ト
ラ
島
に
移
り
、
趙
廉
と
い
う
酒
屋
を
経
営
、

ま
た
日
本
軍
の
通
訳
に
も
な
っ
た
が
、
一
九
四
五
年
八
月
二
十
九
日
終
戦
時
に

行
方
不
明
に
な
っ
た
。
日
本
の
憲
兵
に
殺
さ
れ
た
と
も
い
わ
れ
る
。
作
品
は
私

生
活
の
記
録
と
い
っ
た
も
の
が
多
く
、 

青
年
の
病
的
な
心
理
や 

頽
廃
的
な
行

動
を
表
現
し
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
青
年
の
現
実
社
会
に
対
す
る
不
満
や
性
的

苦
悶
を
大
胆
に
描
写
し
た
の
が 

特
色
で
あ
る1

8

。 
 

 

小
説
家
、
郁
達
夫
の
漢
詩
と
書 

小
説
家
と
し
て
名
高
い
郁
達
夫
は
、
漢
詩
も
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。
そ
れ

が
書
と
し
て
残
る
の
は
、
一
九
四
一
年
の
夏
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
書
か
れ
た
漢

詩
、
書
で
、
軍
閥
政
治
家
の
馮
玉
祥
に
与
え
た
詩
で
あ
る
。
そ
の
馮
玉
祥(

一
八

八
二-

一
九
四
八)

は
、
中
国
の
軍
閥
政
治
家
。
安
徽
省
出
身
で
、
民
主
化
の
方

向
を
志
向
し
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
将
軍
と
よ
ば
れ
た
。
初
め
は
段
祺
瑞
（
安
徽
派
）

に
従
い
、
の
ち
直
隷
派
に
接
近
し
、
一
九
二
四
年
十
月
に
北
京
で
突
如
兵
変
を

起
こ
し
、
自
ら
国
民
軍
と
称
し
て
直
隷
派
の
曹

を
追
い
、
一
時
、
北
方
の
実

権
を
握
っ
た
。
一
九
二
六
年
、
国
民
党
に
入
っ
て
西
北
国
民
軍
総
司
令
と
な
る
。

一
九
二
八
年
北
伐
に
呼
応
し
て
奉
天
軍
を
追
い
、
国
民
党
中
央
執
行
委
員
と
な

る
が
、
一
九
三
〇
年
に
は
反
蒋
介
石
運
動
を
展
開
し
失
敗
し
て
除
名
さ
れ
た1

9

。

抗
日
戦
争
中
は
復
党
し
、
重
慶
に
あ
っ
て
蒋
介
石
の
も
と
で
軍
事
委
員
長
に
任

じ
ら
れ
た
。
し
か
し
蒋
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
化
に
は
反
対
し
た
。
一
九
四
六
年
外
遊

し
て
ア
メ
リ
カ
で
反
蒋
声
明
を
発
表
、
一
九
四
九
年
人
民
政
治
協
商
会
議
に
参

加
す
る
た
め
、
当
時
の
ソ
連
経
由
で
帰
国
の
途
中
、
黒
海
で
乗
っ
て
い
た
船
の

火
災
の
た
め
死
去
し
た
。
夫
人
の
李
徳
全
は
中
華
人
民
共
和
国
初
代
の
衛
生
部
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長
、
中
国
紅
十
字
会
長
に
任
ぜ
ら
れ
た
。 

そ
の
漢
詩
の
内
容(

図
８)

は
、 

 

馮
煥
章
先
生
今
年
六
十
万
裏
来
書
乞
詩
為
寿
戯
効
先
生
詩
体 

 
 

 
 

馬
二
先
生
真
好
漢 

能
屈
能
伸
能
苦
干 

昔
従
西
北
練
精
兵 

今
天
中

央
弄
筆
杆 

莫
嗤
丘
八
変
詩
人 

杜
甫
傷
時
涕
涙
新 

萁
豆
相
煎
何
太

急 

英
雄
雖
老
豈
輪
囷 

抗
戦
今
年
将
勝
利 

加
強
団
結
全
民
意 

同

室
操
戈
大
不
該 

先
生
呼
吁
声
声
涙 

六
十
年
間
教
訓
多 

従
頭
収
拾

旧
山
河 

預
期
真
搗
黄
竜
日 

再
誦
南
山
祝
寿
歌 

 
(

大
意)

反
蒋
運
動
を
行
っ
た
閻
錫
山
と
馮
玉
祥
は
本
当
に
好
漢
だ
。
屈
し
、
伸

び
、
よ
く
働
く
。
昔
は
西
北
か
ら
精
兵
を
鍛
え
、
今
は
中
央
で
筆
を
も

て
あ
そ
ぶ
。
軍
人
が
詩
人
な
る
こ
と
を
嗤
っ
て
は
い
け
な
い
。
杜
甫
は

時
を
傷
み
新
し
い
涙
を
流
し
た
。
豆
を
煮
る
よ
う
に
詩
を
作
り
、
ど
う

し
て
こ
ん
な
に
は
や
い
の
か
。
英
雄
は
老
い
て
も
、
ど
う
し
て
曲
貌
す

る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
抗
戦
は
今
年
、
ま
さ
に
勝
利
せ
ん
と
し
、
強
く

団
結
し
、
民
意
を
全
う
す
る
。
同
じ
部
屋
で
武
器
を
使
う
こ
と
は
、
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。
先
生
の
呼

ぶ
声
が
涙
声
で
、
六
十
年
間
、

教
訓
が
多
い
。
あ
ら
た
め
て
旧

き
山
河
を
収
拾
し
、
攪
乱
す
る

こ
と
を
期
待
す
る
中
華
の
日
、

再
び
南
山
の
祝
寿
の
歌
を
朗
誦

す
る
。 

 

と
あ
る
。
さ
す
が
に
小
説
家
な

ら
で
は
の
語
彙
使
い
、
そ
れ
は

今
の
現
代
中
国
語
に
繋
が
る
要

素
が
強
く
、
平
仄
は
な
お
ざ
り

だ
が
、
押
韻
は
な
さ
れ
て
い
る
。 

そ
の
書
は
、
粘
り
の
あ
る
筆
触
で
、
古
典
的
な
章
法
を
備
え
て
は
い
る
。
清

の
何
紹
基
に
も
通
じ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
歴
史
の
規
範
を
逸
脱
し
た
右
下
が

り
の
構
成
に
な
っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
歴
史
を
軽
ん
じ
る
と
い
う
意
味
で
も
、

や
は
り
彼
の
書
は
、
革
命
家
の
書
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

小
結 

 

中
国
共
産
党
は
、
実
際
は
実
学
思
想
が
飛
躍
的
な
進
展
を
見
せ
て
い
た
日
本

で
醸
成
さ
れ
て
後
に
産
声
を
上
げ
て
い
る
。 

そ
の
創
始
者
で
あ
る
陳
独
秀
、
後
に
見
る
郭
沫
若
と
関
係
の
深
い
郁
達
夫
、

革
命
文
学
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
の
魯
迅
、
そ
し
て
工
人
出
身
の
書
画
家
と
し
て

共
産
党
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
利
用
さ
れ
る
斉
白
石
な
ど
、
多
彩
な
書
相
を
残
し
て

い
る
。 

但
し
彼
ら
に
共
通
す
る
点
を
敢
え
て
挙
げ
る
な
ら
ば
、
歴
史
へ
の
慎
み
の
少

な
さ
、
白
話
的
な
要
素
、
共
産
党
的
な
芸
術
観
に
発
展
す
る
人
民
的
美
意
識
な

ど
が
列
せ
ら
れ
よ
う
。 

但
し
彼
ら
に
於
い
て
も
、
一
応
の
旧
学
の
教
養
を
保
守
は
し
て
い
た
し
、
そ

こ
は
民
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、
更
に
言
え
ば
、
中
国
人
と
し
て

の
矜
持
、
そ
し
て
誇
り
だ
っ
た
と
推
察
で
き
る
。 

 

次
章
で
は
、
碑
学
派
、
帖
学
派
、
共
産
党
派
、
総
合
的
に
彼
ら
の
系
列
に
於

い
て
、
実
学
思
想
家
と
し
て
の
郭
沫
若
の
書
の
位
置
付
け
を
行
い
た
い
。 

                                          

          

 
1 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
斉
白
石
」
の
章
に

加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

2 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
陳
独
秀
」
の
章
に

図 8  
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加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

3 
鄧
紅
「
中
国
現
代
思
想
史
に
お
け
る
陳
独
秀-

新
文
化
運
動
の
場
合
」(

『
大

分
県
立
芸
術
文
化
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
三
四
巻 

一
九
九
六
年
十
二
月) 

4 

鄧
紅
「
陳
独
秀
の
儒
教
批
判
に
つ
い
て
の
再
検
討
」(

『S
tu

dies in
 C

h
in

ese 
P

h
ilosoph

y
』
二
二
巻 

九
州
大
学
中
国
哲
学
研
究
会 

一
九
九
六
年
十
二

月) 
5 

長
堀
祐
造
「
魯
迅
と
陳
独
秀-

魯
迅
の
陳
独
秀
観
と
陳
独
秀
の
魯
迅
観
」(

『
慶

応
義
塾
大
学
日
吉
紀
要
・
言
語
・
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
三
四
号 

二
〇
〇
五
年) 

6 

鄭
恵
「
五
四
運
動
前
後
に
お
け
る
周
作
人
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム-

「
人
の
文
学
」

の
考
察
を
中
心
に
」(

『I
s
s
u
e
s
 i
n
 l
a
n
g
u
a
g
e
 a
n
d
 c
u
l
tu
r
e

』
十
二
号 

名

古
屋
大
学
大
学
院
国
際
言
語
文
化
研
究
科
日
本
言
語
文
化
専
攻 

二
〇
一
一

年
三
月) 

7 

注
３
参
照
。 

8 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
魯
迅
」
の
章
に
加

筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

9 

黄
斌
『
近
代
中
国
知
識
人
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
像
ー
ー
章
炳
麟
・
梁
啓
超
・
孫
文

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』(

二
〇
一
四
年
一
月 

御
茶
の
水
書
房)

 
1
0 

林
義
強
「
古
音
、
方
言
、
白
話
に
託
す
言
語
ユ
ー
ト
ピ
ア
ー
章
炳
麟
と
劉
師

培
の
中
国
語
再
建
論
」(

『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
一
四
八
巻 

 

東
京
大

学
東
洋
文
化
研
究
所 

二
〇
〇
五
年
十
二
月)

 
1
1 

今
村
与
志
雄
『
魯
迅
と
伝
統
』(

一
九
六
七
年
十
二
月 

勁
草
書
房)

 
12 

萧
振
鸣
『
鲁
迅
的
书
法
艺
术
―
魯
迅
研
究
新
前
沿
丛
书
書
』(

漓
江
出
版
二

〇
一
四
年
六
月) 

13 

高
田
淳
『
魯
迅
詩
話
』(

中
公
新
書
二
四
九 

一
九
七
一
年
四
月 

中
央
公

論
社)

参
照
。 

14 

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
郁
達
夫
」
の
章

に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

                                        
 

15 

胡
金
定
「
郁
達
夫
に
お
け
る
外
国
思
想
・
文
化
の
受
容
」(

『
言
語
と
文
化
』

三
巻 

一
九
九
九
年 

甲
南
大
学
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー) 

16 

桑
島
道
夫
「
郁
達
夫
に
お
け
る
社
会
と
芸
術
」(

『
中
國
中
世
文
學
研
究
』

二
八
号 

一
九
九
五
年). 

鄧
紅
「
郁
達
夫
と
「
沈
淪
」
」(

『
大
分
県
立
芸
術

短
期
大
学
研
究
紀
要
』
第
三
六
巻 

一
九
九
八
年 

大
分
県
立
芸
術
文
化
短

期
大
学) 

17 

池
上
貞
子
「
武
漢
に
お
け
る
郁
達
夫
」(

『
共
栄
学
園
短
期
大
学
研
究
紀
要
』

第
三
号 

一
九
八
七
年 

共
栄
学
園
短
期
大
学
研
究
紀
要
委
員
会) 

1
8 

李
麗
君
「
日
本
に
お
け
る
郁
達
夫
研
究
」(

『
言
語
文
化
論
究
』
二
十
九
号 

九

州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院 

 

二
〇
一
二
年)

 
19 

李
麗
君
「
郁
達
夫
の
「
左
翼
化
」
問
題
に
関
す
る
考
察
」(

『
同
志
社
女
子

大
学 

学
術
研
究
年
報
』
第
五
九
巻 

二
〇
〇
八
年 

同
志
社
女
子
大
学
教

育
・
研
究
推
進
セ
ン
タ
ー) 
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第
五
章 

 

近
代
か
ら
の
北
碑
南
帖
の
学
と
共
産
党
員
の

書
か
ら
の
郭
沫
若
の
位
置
付
け 

 

一 
市
川
で
の
学
書
の
傾
向 

郭
沫
若
が
亡
命
時
に
千
葉
の
市
川
で
過
ご
し
た
際
の
多
く
の
資
料
は
、
東
京

都
三
鷹
市
の
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
は
、
一

九
五
七
年
に
「
郭
沫
若
文
庫
」
建
設
を
機
に
開
設
さ
れ
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ

世
界
と
の
文
化
交
流
や
協
力
を
進
め
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
持
っ
て
い
る1

。 

 

同
館
所
蔵
の
書
に
つ
い
て
の
分
析
は
画
像
の
所
有
権
の
問
題
等
が
あ
り
、
別

稿
に
譲
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
あ
ら
ま
し
の
状
況
を
述
べ
る
と
、
後
に
見
る
一

九
三
七(

昭
和
一
二
年)

、
日
中
戦
争
開
始
直
後
の
抗
日
宣
伝
活
動
期
の
書
風
と

は
一
線
を
画
し
、
書
の
古
典
に
基
づ
い
た
伝
統
的
な
書
風
の
も
の
が
多
い
。 

ま
た
そ
の
当
時
の
郭
沫
若
所
蔵
書
籍
を
そ
の
文
庫
目
録
か
ら
見
る
と
、
中
村

不
折
の
手
掛
け
た
書
の
法
帖
類
を
多
く
所
有
し
て
お
り
、
郭
沫
若
は
市
川
に
於

い
て
多
彩
な
書
の
古
典
を
学
び
、
当
時
の
作
品
に
は
そ
れ
が
反
映
さ
れ
て
い
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
当
時
、
古
文
字
研
究
に
邁
進
す
る
中
、
中
村
不
折
所

有
の
甲
骨
文
を
利
用
し
た
こ
と
へ
の
謝
辞
を
示
す
書
簡
も
残
っ
て
お
り
、
そ
の

奇
縁
を
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

郭
沫
若
が
市
川
で
学
ん
だ
と
思
わ
れ
る
書
道
関
係
資
料
は
、
『
沫
若
文
庫
目

録
』
に
よ
る
と
、 

 

中
村
丙
午
郎 

編 

唐
撫
晋
帖
月
儀 

楊
凝
式
神
仙
起
居
法 

昭
和
九(

一
九
三

四
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

蔡
襄
書
謝
賜
御
書
詩 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔

固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

張
瑞
図
書
後
赤
壁
賦 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔

固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

趙
子
昂
書
送
季
愿
歸
盤
谷
序 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東

京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

虞
集
詩
書 

明
賢
尺
牘 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

文
徴
明
書
千
字
文 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔
固

亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

文
三
橋
草
書
詩
巻 

昭
和
一
〇(

一
九
三
五
年)

 

東
京 

孔

固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

董
其
昌
書
詩
巻
尺
牘 

昭
和
一
〇(

一
九
三
五
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

王
鐸
書
草
書
詩
巻 

昭
和
一
〇(

一
九
三
五
年)

 

東
京 

孔

固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

梅
道
人
墨
竹
譜
草
書 

昭
和
一
〇(

一
九
三
五
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

顔
真
卿
書
告
身
帖 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔
固

亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

漢
老
女
人
経 

魏
譬
諭
経 

晋
王
献
之
地
黄
湯
帖 

昭
和

九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
丙
午
郎 

編 

梁
蕭
偉
書
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経 

唐
賢
首
国
師
書
尺
牘 

昭
和
九(

一
九
三
四
年)

 

東
京 

孔
固
亭
真
蹟
法
書
真
蹟
刊
行
会 

中
村
不
折 

十
七
帖
の
研
究
及
口
譯(

法
帖
書
論
集)

 

昭
和
八(

一
九
三
三
年)

 

東
京 

雄
山
閣 

中
村
不
折 

原
石
初
搨
缺
一
七
行
本
一
七
帖(

法
帖
書
論
集)

 

昭
和
八(

一
九

三
三
年)

 

東
京 

雄
山
閣 

中
村
不
折 

石
鼓
之
詳
説 

上
下 

二
冊 

(

法
帖
書
論
集)

 

昭
和
八(

一
九

三
三
年)

 

東
京 

雄
山
閣 

藤
原
楚
水
主
幹 

三
省
堂 

編 

書
苑 

第
一
卷
第
六
号 

昭
和
一
二(

一
九

三
七
年)

 

東
京 

三
省
堂 

 

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 
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総
じ
て
言
え
ば
、
中
村
不
折
の
編
纂
に
拠
る
も
の
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、

時
代
も
東
晋
か
ら
明
清
ま
で
と
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
帖
学
派
の
も
の
が

多
い
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 二 

今
文
経
学
思
想
と
碑
学
派
の
観
念 

し
か
し
同
館
所
蔵
の
書
作
品
も
楷
書
・
行
書
・
隷
書
と
多
彩
で
あ
る
。
郭
沫

若
は
、
後
に
郭
体
と
呼
ば
れ
る
行
草
書
で
有
名
に
な
る
が
、
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ

カ
図
書
館
に
残
る
市
川
時
代
の
書
に
は
、
隷
書
や
楷
書
の
作
も
多
く
、
そ
れ
は
、

建
国
後
に
も
時
折
見
せ
る
作
品
の
基
底
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
当

時
の
代
表
作
的
な
も
の
に
『
荘
子
』
を
碑
学
的
に
残
し
た
も
の
も
あ
り
、
そ
の

地
下
活
動
時
代
に
警
察
監
視
下
で
、『
荘
子
』
の
自
由
な
精
神
に
カ
タ
ル
シ
ス
を

得
て
い
た
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
さ
れ
よ
う
。 

 

ま
た
当
時
、
傾
注
し
て
い
た
甲
骨
金
文
研
究
も
、
羅
振
玉
同
様
、
金
石
学
の

領
域
と
も
言
え
、
更
に
一
九
六
五
年
時
に
発
表
さ
れ
た
蘭
亭
偽
作
説
も
そ
の
拠

り
所
は
、
碑
学
の
思
想
で
あ
る
。
郭
沫
若
は
嘉
定
府
中
学
堂
時
代
に
既
に
包
世

臣
の
『
芸
舟
双
楫
』
を
教
材
に
使
っ
て
お
り
、
青
少
年
期
に
碑
学
派
の
薫
陶
を

受
け
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
今
文
学
の
「
経
世
致
用
」
の
精
神
は
、
康
有
為
を

経
て
郭
沫
若
に
も
演
繹
さ
れ
て
い
る
と
い
う
説
が
、
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る2

。 

郭
沫
若
が
成
仿
吾
に
送
っ
た
手
紙
の
中
に
は
、 

  

我
对
今
日
的
文
艺
，
只
在
它
能
够
促
进
社
会
革
命
之
现
实
上
承
认
它
有
存

在
的
可
能
。 

(

大
意)

私
は
今
日
の
文
芸
に
対
し
て
、
そ
こ
で
社
会
革
命
の
現
実
上
、
促
進

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
可
能
性
の
存
在
が
承
認
さ
れ
る
。 

 

と
あ
る
の
は
、
今
文
学
か
ら
の
「
経
世
致
用
」
の
精
神
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
換

骨
奪
胎
」
さ
れ
て
、
郭
沫
若
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

総
括
的
に
言
え
ば
、
碑
学
派
が
進
歩
派
、
帖
学
派
が
保
守
派
、
白
話
派
は
超

進
歩
派
と
言
え
、
そ
れ
ら
を
飲
み
こ
ん
で
、
郭
沫
若
の
書
は
、
所
謂
「
郭
体
」

と
し
て
、
生
成
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。 

 三 

帖
学
派
と
陽
明
学 

一
九
三
七
年
年
以
前
の
書
系
列
を
大
別
す
る
と
、
古
典
を
遵
守
し
た
も
の(

碑

学
・
帖
学)

と
、
所
謂
、
日
常
メ
モ
・
執
筆
等
に
使
っ
た
白
話
体
の
実
用
体
の
二

系
統
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

図
１
・
図
２
は
、
二
〇
〇
九
年
六
・
七
月
に
岡
山
県
立
美
術
館
で
行
わ
れ
た
「
日

中
友
好
の
架
け
橋 

郭
沫
若
」
展
の
図
録
に
収
録
さ
れ
た
一
九
三
六
年
時
の
作

品
で
あ
る
。 

図
１
「
荘
子 

逍
遥
游
句
」
一
九
三
六
年 

当
時
に
於
い
て
古
文
を
書
く
場
合
と
白
話
文
を
書
く
場
合
と
で
は
、
明
ら
か

に
書
風
が
違
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
古
文
の
場
合
は
、
書
の
古
典

に
立
脚
し
た
書
風
で
あ
り
、
白
話
文
の
場
合
は
丸
み
を
帯
び
た
独
自
の
書
風
で

あ
る
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
相
違
は
、
近
代
文
学
と
筆
記
具
、
そ
し
て
そ
れ
に

押
し
遣
ら
れ
る
伝
統
用
具
の
在
処
の
道
程
を
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

さ
ら
に
図
１
の
帖
学
風
の
書
は
、
当
時
郭
沫
若
が
入
手
し
た
中
村
不
折
の
刊

行
物
の
影
響
、
ま
た
蒋
介
石
と
の
決
別
以
前
、
私
淑
し
た
陽
明
学
の
影
響
が
指

摘
で
き
る
。
換
言
す
れ
ば
、
郭
沫
若
も
清
朝
以
来
の
実
学
化
し
た
理
学
の
影
響

を
受
け
て
い
た
。
そ
の
詳
細
は
、
次
章
以
後
で
見
て
行
き
た
い
が
、
市
川
時
代

に
も
そ
の
影
響
は
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
抗
日
戦
期
の
郭
体
に
合
流
す
る
宿
命

に
あ
る
と
言
え
る
。
但
し
、
当
時
郭
沫
若
は
、『
荘
子
』
の
内
容
を
よ
く
書
の
作

図 1 
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品
と
し
て
手
掛
け
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
、
篠
原
昭
雄
先
生
に
ご
助
言
頂
い
た

よ
う
に
、
そ
の
行
動
が
県
警
の
監
視
下
に
あ
っ
て
、
そ
の
精
神
は
自
由
で
あ
り

た
い
と
謳
歌
し
た
も
の
で
あ
っ
た
証
か
も
し
れ
な
い
。 

 

四 

共
産
党
員
と
し
て
の
白
話
体 

先
に
見
た
共
産
党
系
の
書
の
特
徴
の
一
つ
に

白
話
体
様
式
の
影
響
を
挙
げ
た
。
郭
沫
若
の
書

法
研
究
史
を
確
認
す
る
際
、『
女
神
』
に
代
表
さ

れ
る
白
話
詩
の
担
い
手
で
あ
る
一
面
と
、
近
代

文
学
と
し
て
登
場
す
る
白
話
詩
と
筆
記
具
と
の

関
係
を
辿
ら
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

就
い
て
は
稿
を
改
め
て
詳
論
す
る
こ
と
に
し
た

い
。 五 

蒋
介
石
と
の
比
較3 

蒋
介
石 

 

理
学
の
革
命
者 

蒋
介
石
（
一
八
八
七
ー
一
九
七
五
）
。
中
国
の

政
治
家
。
中
華
民
国
総
統
。
字
は
中
正
。
浙
江

省
奉
化
県
の
由
緒
あ
る
塩
商
の
家
に
生
ま
れ
る
。

郷
里
の
学
堂
で
学
ん
だ
の
ち
一
九
〇
七
年
に
保
定
軍
官
学
校
に
入
学
。
一
九
〇

八
（
明
治
四
一
年
）
に
は
日
本
へ
留
学
し
て
東
京
の
振
武
学
校
（
中
国
留
学
生

の
た
め
の
陸
軍
士
官
学
校
予
備
学
校
）
を
一
九
一
〇
年
に
卒
業
、
新
潟
県
高
田

の
野
砲
兵
第
一
三
連
隊
に
配
属
さ
れ
た
。
留
学
中
に
、
東
京
で
孫
文
ら
の
中
国

同
盟
会
に
加
入
し
、
一
九
一
一
年
の
辛
亥
革
命
に
際
し
て
は
張
群
と
と
も
に
帰

国
し
て
革
命
に
身
を
投
じ
た
。
孫
文
の
信
用
を
得
、
一
九
二
三
年
、
孫
文
の
命

令
で
ソ
連
の
軍
事
事
情
を
視
察
後
、
翌
一
九
二
四
年
に
黄
哺
軍
官
学
校
初
代
校

長
に
就
任
し
た
。
一
九
二
五
年
の
孫
文
死
後
は
国
民
党
二
全
大
会
で
中
央
執
行

委
員
と
な
り
、
同
時
に
国
共
合
作
下
の
国
民
革
命
軍
総
司
令
に
選
ば
れ
た
。
一

九
二
六
年
三
月
、
最
初
の
反
共
事
件
と
し
て
の
中
山
艦
事
件
で
政
治
的
地
位
を

強
化
、
同
年
七
月
、
北
伐
を
開
始
し
た
が
、
翌
一
九
二
七
年
四
月
、
上
海
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
し
て
反
共
攻
勢
に
転
じ
、
以
後
一
貫
し
て
共
産
党
を
攻
撃
し
た
。

一
九
二
八
年
、
南
京
に
国
民
政
府
を
樹
立
し
て
主
席
と
な
っ
て
以
来
、
国
民
党

内
で
の
汪
精
衛
と
の
対
立
や
閻
錫
山
、
馬
玉
祥
ら
の
反
蒋
軍
閥
に
よ
る
数
次
の

抵
抗
に
出
会
い
な
が
ら
も
、
国
民
党
の
実
権
を
ほ
ぼ
一
貫
し
て
掌
握
し
た
。
一

九
三
四
年
に
は
一
種
の
精
神
復
興
運
動
で
あ
る
新
生
活
運
動
を
唱
導
し
、
こ
の

間
、
蒋
・
孔
・
宋
・
陳
の
い
わ
ゆ
る
「
四
大
家
族
」
を
中
心
と
し
た
浙
江
財
閥

を
育
成
し
て
自
己
の
財
政
的
支
柱
と
し
た
。
一
九
三
六
年
の
西
安
事
件
で
捕
ら

え
ら
れ
、
抗
日
民
族
統
一
戦
線
の
形
成
に
同
意
し
た
が
、
一
九
三
七
年
の
日
中

戦
争
で
政
府
を
重
慶
に
移
し
た
の
ち
の
抗
日
戦
争
中
も
し
ば
し
ば
反
共
政
策
を

断
行
し
た
。
一
九
四
五
年
、
抗
日
戦
争
勝
利
後
は
重
慶
で
毛
沢
東
と
の
国
共
和

平
交
渉
に
臨
ん
だ
が
、
翌
一
九
四
六
年
に
は
ふ
た
た
び
国
共
内
戦
が
勃
発
、
一

九
四
八
年
に
は
新
し
い
憲
政
下
の
初
代
総
統
に
就
任
。
一
九
四
九
年
一
月
い
っ

た
ん
辞
任
。
同
年
大
陸
を
失
陥
し
台
湾
へ
逃
れ
た
。
一
九
五
〇
年
総
統
に
復
帰
。

以
後
、
台
湾
で
の
統
治
に
意
を
用
い
つ
つ
反
共
復
国
を
目
指
し
、
ア
ジ
ア
の
代

表
的
な
反
共
政
治
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
九
七
五
年
四
月
五
日
台
北
で
八
七

歳
に
て
死
去
。
彼
の
独
裁
を
非
難
す
る
声
が
あ
る
一
方
、
第
二
次
世
界
大
戦
終

戦
に
際
し
「
暴
に
報
ゆ
る
に
怨
を
も
っ
て
せ
ず
」
と
放
送
し
て
日
本
軍
の
降
服

を
受
け
入
れ
た
こ
と
を
評
価
す
る
声
も
高
い
。
一
九
二
七
年
、
そ
れ
ま
で
の
妻

を
離
別
し
て
浙
江
財
閥
出
身
で
孫
文
夫
人
（
宋
慶
齢
）
の
妹
、
宋
美
齢
と
結
婚
。

前
妻
の
産
ん
だ
長
男
の
蒋
経
国
が
総
統
の
地
位
を
継
い
だ
。 

蒋
介
石
と
近
現
代
ア
ヘ
ン
戦
争
以
降
の
中
国
の
潮
流
は
、
一
面
で
は
国
内
の

洋
務
化
と
、
冊
封
と
は
一
八
○
度
違
え
た
不
平
等
条
約
の
解
消
が
急
務
の
課
題

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
辛
亥
革
命
後
、
中
華
世
界
の
解
体
の
中
に
あ
っ

て
、
国
民
党
は
一
九
二
〇
年
代
半
ば
、
こ
の
国
の
武
力
統
一
に
乗
り
出
す
こ
と

に
な
る
。
そ
の
目
標
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
統
一
国
家
の
建
設
と
主
権
の
回
復
・

確
立
に
あ
っ
た
が
、
諸
勢
力
の
渦
巻
く
渾
沌
た
る
政
情
・ 

軍
情
の
中
で
、
こ
の

図 2 魯迅を悼む １９３６年 
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運
動
を
現
実
に
主
導
し
た
の
は
、
紛
れ
も
な
く
蒋
介
石
だ
っ
た
。
彼
は
軍
と
財

政
の
統
一
を
目
指
し
、
北
伐
戦
争
を
勝
ち
抜
き
、
南
京
政
府
を
樹
立
、
軍
閥
を

糾
合
し
、
満
州
事
変
以
降
「
安
内
攘
外
」
の
方
針
の
下
で
、
孫
文
の
三
民
主
義

と
伝
統
的
儒
教
倫
理
を
統
治
の
工
具
と
し
つ
つ
も
、
一
方
で
ド
イ
ツ
・
フ
ァ
シ

ズ
ム
の
思
想
を
援
用
し
て
、
ソ
連
と
の
複
雑
極
ま
る
連
携
や
、
ま
た
ア
メ
リ
カ

の
軍
事
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
戦
術
を
用
い
て
抗
日
戦
争
に
勝
利
し

た
。
し
か
し
毛
沢
東
率
い
る
紅
軍
（
中
国
共
産
党
）
に
対
し
て
は
、
徹
底
的
な

反
共
主
義
に
立
ち
そ
の
潰
滅
を
も
く
ろ
ん
だ
が
、
戦
後
の
国
共
内
戦
の
末
に
敗

れ
、
台
湾
へ
と
退
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

彼
は
そ
の
軍
事
的
実
権
の
も
と
、
新
た
に
打
ち
立
て
ら
れ
た
南
京
国
民
政
府

を
基
盤
に
、
中
国
の
武
力
統
一
を
目
指
し
た
が
、
そ
の
先
に
は
、
孫
文
同
様
三

民
主
義
―
民
族
の
独
立
（
民
族
主
義
）
、
民
主
制
の
実
現
（
民
権
主
義
）
、
地
権

平
均
・
資
本
節
制
に
よ
る
経
済
的
不
平
等
の
是
正
（
民
生
主
義)

の
政
治
理
論
に

準
じ
た
近
代
立
憲
国
家
の
建
設
を
模
索
し
て
い
た4

。 

そ
の
孫
文
が
首
唱
し
た
三
民
主
義
は
、
中
国
へ
の
西
洋
思
想
の
移
植
と
も
解

せ
る
が
、
実
際
は
先
に
も
触
れ
た
「
中
国
固
有
の
道
徳
」
に
つ
い
て
肯
定
的
で

あ
り
、
そ
し
て
そ
の 

後
継
者
で
あ
っ
た
蒋
介
石
が
、
幼
時
、
旧
来
の
村
塾
に
お

い
て 

儒
学
の
経
典
を
学
び
、
青
年
期
か
ら
壮
年
期
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
哲
学

と
し
て
儒
学
的
な
道
徳
の
達
成
に
理
想
的
な
人
間
の
姿
を
見
出
し
て
い
た
こ
と

は
、
彼
の
読
書
目
録
、
そ
の
言
論
や
回
顧
録
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。 

 

新
生
活
運
動
の
原
点
と
書 

新
生
活
運
動
と
は
、
中
国
で
、
一
九
三
四
年
に
蒋
介
石
が
提
唱
し
た
儒
教
的

理
念
に
基
づ
く
国
家
総
動
員
の
た
め
の
精
神
運
動
で
、
世
界
的
な
フ
ァ
シ
ズ
ム

の
風
潮
と
、
国
共
内
戦
の
第
五
次
江
西
ソ
ビ
エ
ト
包
囲
攻
撃
最
中
の
も
の
で
、

き
わ
め
て
政
治
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
、
古
典
的
な
礼
、
義
、

廉
、
恥
を
理
念
と
し
、
生
活
を
整
斉
、
清
潔
、
簡
単
、
素
朴
、
迅
速
、
確
実
に

す
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
徳
目
自
体
は
、
早
く
は
一
九
三
二
年
に
国
民
の

中
の
悪
習
の
一
掃
、
国
民
の
思
想
的
道
徳
的
統
合
、
現
代
国
際
社
会
に
通
用
す

る
国
民
づ
く
り
を
目
指
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
と
す
る
見
解
も
提
出
さ
れ
て
い

る5

。 

そ
の
「
礼
義
廉
恥
」
の
所
謂
、「
四
維
」
と
は
『
管
子
』
牧
民
第
一
が
出

典
で
あ
る
。
図
３
の
書
は
、
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
的
な
書
で
あ
り
、 

 

礼
義
廉
恥 

国
之
四
維 

四
維
既
張 

国
乃
復
興 

(

大
意)

礼
（
人
間
関
係
や
秩 

 
 

 
 

 
 

序
を
維
持
す
る
た
め
必
要 

 

な
倫
理
的
規
範
・
様
式
）
、 

義
（
倫
理
道
徳
に
か
な
っ 

て
い
る
こ
と
）
、
廉
（
無
私 

 

無
欲
で
あ
る
こ
と
）
、
恥 

（
恥
を
知
る
こ
と
）
が
、
国 

 

の
四
つ
の
規
範
で
あ
る
。 

こ
の
規
範
が
い
き
と
ど
け 

ば
、
国
は
復
興
す
る
。 

 

と
あ
り
、
そ
の
徳
目
を
示
し
た
書
は
「
重
厚
」
且
「
沈
着
」
で
あ
る
と
同
時

に
、
軍
人
ら
し
く
幾
分
の
隙
も
な
く
佇
ん
で
い
る
。
次
の
図
４
の
「
奮
闘
」
は
、

抗
日
戦
争
時
の
戦
意
の
鼓
舞
、
称
揚
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
迫
力
に
富

ん
で
い
る
。
蒋
介
石
の
書
の
役
割
は
、
一
面
で
政
治
的
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
性

格
を
担
う
も
の
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

そ
も
そ
も
政
治
家
の
書
と
は
、
作
品
主

義
的
な
完
成
度
を
問
う
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
書
が
そ
の
ま
ま
世
界
に
風
を
吹

か
す
、
「
呼
吸
」
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

    

図 3 
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理
学
者
と
し
て
の
思
惟
と
書

姿  『
大
学
』
の
「
正
心
誠
意
」

「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」

と
い
う
命
題
に
つ
い
て
、
蒋

介
石
は
「
人
生
と
政
治
の
基

本
哲
学
」「
軍
事
の
根
本
哲
学
」

と
ま
で
規
定
し
て
お
り
、
そ

の
思
想
に
強
い
影
響
を
及
ぼ

し
た
の
は
、
朱
子
学
、
陽
明

学
と
い
う
学
系
で
あ
っ
て
、

取
り
分
け
曽
国
藩
に
私
淑
し

た
。 

こ
れ
は
、
北
洋
政
府
と

の
継
承
の
部
分
で
あ
り
、
逆
に
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
を
機
に
、
そ
の
内
聖
外
王
論

に
於
い
て
、
郭
沫
若
と
袂
を
分
っ
て
い
る6

。
朱
子
学
者
で
も
あ
っ
た
程
若
庸
の

思
想
を
記
し
た
書
（
図
５
）
に
は
、 

 

主
敬
以
立
其
本 

窮
理
以
致
其
知 

反
躬
以
踐
其
實 

(

大
意)

 

敬
意
に
よ
っ
て
そ
の
本
を
立
て
、
窮
理
に
よ
っ
て
、
知
を
致
し
、
身

を
省
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
す
る
。 

 

と
あ
り
、
ま
さ
に
理
学
者
と
し
て
蒋
介
石
の
「
内
聖
」
の
姿
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
民
主
制
に
於
け
る
陶
冶
さ
れ
た
個
の
内
面
を
示
す
が
ご
と
く
「
謹
直
」

で
あ
り
、
そ
の
書
風
は
、
欧
陽
詢
や
柳
公
権
の
影
響
が
あ
る
と
評
さ
れ
る
こ
と

が
多
い 

。 

 

ま
た
図
６
の
王
陽
明
の
『
大
学
問
』
へ
の
意
見
を
書
し
た
足
跡
は
、
宋
明
理

学
の
下
に
自
身
を
位
置
付
け
ん
と
し
た
彼
の
心
の
葛
藤
の
軌
跡
に
他
な
ら
な
い
。 

 

陽
明
「
大
学
問
」
日
「
物
者
事
也
、
凡
意
之
所
発
、
必
有
其
事
。
意

所
在
之
事
謂
之
物
」
。
此
其
此
謂
「
物
者
事
也
」
以
物
包
括
於
事
之
中
、

而
抹
煞
実
物
之
存
在
。
此
謂
「
意
所
在
之
事
謂
之
物
」
乃
以
事
包
括

格
物
之
中
、
否
定
其
事
態
之
演
進
。
皆
有
語
病
・
・
・ 

(

大
意)

陽
明
の
「
大
学
問
」
に
「
物
と
は
事
で
あ
り
、
お
よ
そ
意
の
発
す

る
と
こ
ろ
に
は
、
必
ず
そ
の
事
が
あ
る
。
意
の
あ
る
と
こ
ろ
の
事
を

物
と
い
う
」
と
言
う
。
こ
の
「
物
と
は
事
で
あ
る
」
と
い
う
意
味
は
、

物
を
事
の
中
に
包
括
し
、 

実
際
の
物
の
存
在
を
抹
殺
し
て
い
る
。
こ

の
「
意
の
あ
る
と
こ
ろ
の
事
を
物
と
言
う
」
と
い
う
の
は
、
事
を
格

物
の
中
に
包
括
し
て
、
そ
の
事
態
の
進
行
を
否
定
し
て
お
り
、
語
弊

が
あ
る
・
・
・ 

 

図 4 
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こ
の
理
学
の
境
地
を
示
す
書
の
様
式
は
、
欧
陽
詢
風
を
基
盤
と
し
、
ま
さ
に

「
峻
厳
」
且
つ
「
性
急
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
蒋
介
石
の
「
窮
理
」
の
速
度
と
そ

の
力
動
の
姿
を
現
し
て
い
る
。 

 

彼
の
「
内
聖
外
王
」
の
書
は
、
そ
の
よ
う
な
時
代
・
政
治
背
景
に
於
け
る
思

想
の
表
明
手
段
で
あ
り
、
近
代
化
に
於
い
て
儒
教
的
伝
統
が
追
い
や
ら
れ
、
ま

た
反
動
と
し
て
立
ち
上
が
っ
た
姿
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
言
え
ば
、

孫
文
の
遣
り
残
し
た
「
内
聖
」
と
い
う
領
域
に
於
い
て
、
民
族
主
義
に
加
担
し
、

強
く
自
他
に
戒
め
を
発
し
た
こ
の
「
君
子
」
の
姿
は
、
ひ
と
つ
の
民
主
制
に
於

け
る
書
境
と
そ
の
表
現
の
在
処
を
、
未
来
に
も
暗
示
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
ま
た
内
聖
の
道
を
捨
て
な
か
っ
た
北
洋
系
を
継
ぐ
人
た
ち
と
、
そ
れ
を
放

棄
し
、
実
学
的
に
人
民
に
奉
仕
し
た
郭
沫
若
と
見
事
に
反
比
例
す
る
足
跡
を
残

す
こ
と
に
な
る
。 

 
                                        

          

 
1 

私
は
元
館
長
で
あ
る
篠
原
昭
雄
先
生
の
ご
高
配
を
賜
り
、
平
成
二
七
年
八
月

に
、
同
館
所
蔵
の
郭
沫
若
の
書
作
品
を
観
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
ま
ず
そ
の

学
恩
に
感
謝
を
述
べ
て
お
き
た
い
。 

2  

吕
金
光
「
郭
沫
若
的
今
文
经
学
思
想
与
碑
学
观
念
」(

『
中
国
书
法
』
二
〇
一
三

年
五
月) 

3  

拙
箸
『
中
国
の
政
治
家
と
書
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
七
年
九
月)

「
蒋
介
石
」
の
章

に
加
筆
、
修
正
を
加
え
た
。 

4  

野
村
浩
一
『 

蒋
介
石
と
毛
沢
東
ー
世
界
戦
争
の
な
か
の
革
命 

』
（ 

現
代

ア
ジ
ア
の
肖
像
二
）
（ 

一
九
九
七
年
四
月 

 

岩
波
書
店
） 

5  

斎
藤
道
彦
「
蒋
介
石
と
「
礼
・
義
・
廉
・
恥
」
（
『
中
央
大
学
論
集
』
第
二

五
号 

二
〇
〇
四 

年
二
月 

 

中
央
大
学
論
集
編
集
委
員
会
） 

6  

次
章
「
在
日
時
代
の
郭
沫
若
の
学
問
ー
五
四
運
動
期
か
ら
反
蒋
運
動
に
至
る

ま
で
の
郭
沫
若
に
於
け
る
孔
子
観
と
儒
教
道
徳
の
継
承
問
題
に
つ
い
て
」
参
照
。 

図 4 
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Ｂ 

在
日
時
代
か
ら
抗
日
戦
ま
で
の
郭
沫
若
の 学

問
と
書
法 

 

第
六
章 

 

在
日
時
代
の
郭
沫
若
と
学
問 

 

ー 

五
四
運
動
期
か
ら
反
蒋
運
動
に
至
る
ま
で
の
郭
沫
若
に
於
け
る

孔
子
観
と
儒
教
道
徳
の
継
承
問
題
に
つ
い
て 

一 

緒
論 

こ
こ
で
、
改
め
て
郭
沫
若
の
略
歴
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

郭
沫
若(

一
八
九
二-

一
九
七
八)
は
、
近
現
代
の
学
者
・
文
学
者
・
政
治
家
。

四
川
省
楽
山
県
の
中
地
主
兼
商
人
の
家
に
生
ま
れ
、
名
は
開
貞
。
筆
名
に
、

杜
衍

と

え

ん

・
易
坎
人

え
き
か
ん
じ
ん 

麦ば
く

克こ
う

昂こ
う

・
鼎
堂

て
い
ど
う

が
あ
る
。
一
九
一
四(

民
国
三
年)

に
、
成
都

の
中
学
を
卒
業
し
、
四
川
省
の
留
学
生
と
し
て
日
本
に
渡
り
、
第
一
高
等
学
校

の
特
設
予
科
（
中
国
人
の
た
め
の
も
の
）
を
経
て
、
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
に

入
学
し
た
。
当
時
、
佐
藤
と
み
子
（
中
国
名
、
安
那
）
と
同
棲
し
、
一
九
一
八

年
九
州
帝
国
大
学
医
科
に
進
む
。
こ
の
こ
ろ
す
で
に
文
学
に
傾
倒
し
、
タ
ゴ
ー

ル
、
ゲ
ー
テ
、
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
影
響
を
受
け
、
さ
ら
に
故
国
に
お
け
る
五
・

四
運
動
の
刺
激
を
受
け
、
一
九
一
九(

民
国
八)

年
に
は
、
朝
鮮
を
舞
台
に
民
族

問
題
を
扱
っ
た
『
牧
羊
哀
話
』
を
、
一
九
二
一
年
に
最
初
の
詩
集
『
女
神
』
の

発
表
に
よ
っ
て
文
壇
に
登
場
し
た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
留
学
生
仲
間
の
郁
達
夫
・

成
彷
吾
・
張
資
平
な
ど
と
、
創
造
社
を
結
成
し(

四
月
に
一
時
帰
国)

、
翌
年
三

月
、
九
州
大
学
を
卒
業
し
、
妻
子
と
と
も
に
上
海
に
帰
国
す
る
。
二
四
年
再
度

来
日
し
、
福
岡
で
河
上
肇
『
社
会
組
織
と
社
会
革
命
に
関
す
る
若
干
の
考
察』
を

翻
訳
、
同
年
十
一
月
に
上
海
に
戻
る
。
一
九
二
五
年
の
五
・
三
〇
事
件
後
は
南

方
の
革
命
的
機
運
に
導
か
れ
、
翌
年
春
、
広
東
大
学
の
教
授
と
な
り
、
こ
の
年

発
表
し
た
「
革
命
与
文
学
」
は
創
造
社
の
転
進
宣
言
で
あ
る
と
と
も
に
、
中
国

の
革
命
文
学
へ
の
出
発
を
な
す
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

蒋
介
石
を
総
司
令
と
す
る
国
民
革
命
軍
の
北
伐
が
は
じ
ま
る
と
従
軍
し
、
国

民
革
命
軍
政
治
副
主
任
と
し
て
軍
内
の
政
治
思
想
教
育
と
民
衆
に
対
す
る
宣
伝

工
作
を
担
当
し
た
が
、
一
九
二
七
年
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
直
前
の
三
月

に
「
请
看
今
日
之
蒋
介
石
」
な
る
檄
文
を
書
い
て
蒋
と
決
裂
。
同
年
八
月
南
昌

蜂
起
に
参
加
、
同
月
蜂
起
軍
の
撤
退
中
に
共
産
党
に
入
党
し
、
そ
の
後
香
港
、

上
海
を
経
て
ソ
連
行
き
を
断
念
、
二
八
年
二
月
に
日
本
に
亡
命
し
、
千
葉
県
の

市
川
に
居
を
構
え
た
。 

本
章
は
こ
の
日
本
留
学
期
か
ら
帰
国
、
亡
命
期
ま
で
の
郭
沫
若
の
思
想
の
変

遷
を
辿
る
こ
と
目
的
と
す
る
。 

郭
沫
若
は
、
科
挙
試
験
が
廃
止
さ
れ
、
そ
の
学
問
の
舞
台
が
日
本
を
始
め
と

す
る
国
外
留
学
に
移
っ
た
時
期
に
、
青
年
期
を
過
ご
し
、
戦
中
の
動
乱
の
中
で

西
洋
化
の
影
響
化
を
受
け
つ
つ
、
中
国
の
伝
統
文
化
を
研
究
す
る
反
面
、
開
か

れ
た
新
し
い
文
学
を
創
造
し
た
、
近
代
化
し
た
「
文
人
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
こ
で
郭
沫
若
の
儒
教
観
に
就
い
て
、
日
本
留
学
時
を
中
心
に
一
九
二
七
年
の

蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
於
け
る
初
期
の
「
転
向
」
に
至
る
ま
で
の
意
識

の
変
遷
を
追
い
、
そ
の
実
像
に
迫
り
た
い
と
思
う
。 

 

二 

中
国
革
命
と
帝
都
日
本 

明
治
維
新
の
成
功
と
日
露
戦
争
の
勝
利
、
さ
ら
に
科
挙
制
度
の
廃
止
（
一
九

〇
五
年
）
と
い
っ
た
国
際
情
勢
の
推
移
に
伴
い
、
明
治
・
大
正
の
東
京
に
は
中

国
か
ら
多
く
の
亡
命
者
や
留
学
生
が
訪
れ
た
。
「
戊
戌
の
政
変
」
の
失
敗
後
、

悲
嘆
に
く
れ
て
亡
命
し
て
き
た
梁
啓
超
、
漱
石
に
憧
れ
て
本
郷
区
西
片
に
住
ん

だ
魯
迅
、
受
験
に
失
敗
し
て
失
意
の
う
ち
に
帰
国
し
た
周
恩
来
を
は
じ
め
、
彼

ら
に
と
っ
て
東
京
は
特
別
な
場
所

ト

ポ

ス

で
あ
っ
た
。 

 

中
国
革
命
の
祖
、
孫
文
が
日
本
に
逃
れ
、
日
本
人
の
有
志
か
ら
資
金
援
助
を
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受
け
な
が
ら
革
命
を
準
備
し
た
こ
と
は
殊
に
有
名
で
あ
る
が
、
居
住
し
た
の
は

彼
の
み
な
ら
ず
、
一
九
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
二
〇
年
代
に
か
け
て
、
日
本
に
は

中
国
人
留
学
生
が
あ
ふ
れ
、
最
盛
期
の
一
九
〇
五
年
に
は
一
万
人
近
く
、
ま
た

常
時
数
千
人
が
滞
在
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
、

ア
ジ
ア
で
い
ち
早
く
近
代
化
を
実
現
し
た
日
本
か
ら
成
功
の
秘
訣
を
学
ぼ
う
と

す
る
ブ
ー
ム
が
起
き
た
こ
と
が
原
因
と
さ
れ
る
が
、
清
国
人
専
用
の
日
本
語
学

校
だ
っ
た
東
亜
高
等
予
備
学
校
や
清
国
留
学
生
会
館
の
あ
っ
た
神
田
、
本
郷
、

そ
し
て
早
稲
田
界
隈
は
さ
な
が
ら
清
国
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
の
様
相
を
呈
し
て
い

た
。 日

本
留
学
組
の
多
彩
な
顔
触
れ
に
、
政
治
組
で
は
蒋
介
石
、
周
恩
来
、
梁
啓

超
、
他
に
中
国
共
産
党
を
作
っ
た
陳
独
秀
に
李
大
釗
、
文
学
組
で
は
魯
迅
に
弟

の
周
作
人
、
郭
沫
若
、
郁
達
夫
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

中
国
近
現
代
史
を
彩
る
巨
星
が
日
本
に
集
っ
て
い
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
が
、
中
国
の
近
現
代
史
は
非
常
に
複
雑
で
あ
り
、
後
に
日
中
両
国
が
敵
対

関
係
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
寄
り
添
っ
た
蜜
月
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
双
方

が
認
め
に
く
い
時
期
が
長
く
続
い
て
お
り
、
そ
の
扉
を
再
び
開
か
ん
と
す
る
模

索
が
、
戦
後
あ
ら
ゆ
る
形
で
試
み
ら
れ
て
い
る1

。 

カ
リ
ス
マ
性
が
あ
り
集
金
力
に
長
け
た
孫
文
、
そ
ん
な
孫
文
に
嫉
妬
し
悲
運

の
人
生
を
辿
っ
た
宋
教
仁
、
日
本
に
な
じ
め
な
か
っ
た
慈
愛
の
人
、
周
恩
来
、

入
学
条
件
を
把
握
し
な
い
ま
ま
日
本
に
渡
っ
て
き
た
一
本
気
な
蒋
介
石
、
芥
川

龍
之
介
に
そ
の
日
本
語
を
認
め
ら
れ
た
社
会
主
義
者
の
李
漢
俊
、
中
国
の
西
郷

隆
盛
的
な
存
在
で
あ
っ
た
黄
興
、
日
本
文
学
の
影
響
を
受
け
「
近
代
化
」
し
た

文
学
形
式
を
樹
立
し
た
魯
迅
、
硬
骨
の
美
貌
人
・
秋
瑾
、
病
院
で
看
護
師
と
恋

に
落
ち
た
郭
沫
若
等
。
か
れ
ら
の
有
り
様
は
、
譚
璐
美
氏
の
論
に
よ
っ
て
、
感

性
と
概
念
が
融
合
さ
れ
た
等
身
大
の
姿
が
浮
か
び
上
が
り
、
彼
ら
が
動
か
し
た

歴
史
の
姿
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
伝
わ
っ
て
く
る2

。 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
一
九
一
四
年
に
郭
沫
若
は
日
本
に
留
学
し
、
第
一
高

等
学
校
予
科
で
日
本
語
を
学
ん
だ
後
、
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
を
経
て
、
九
州

帝
国
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
在
学
時
か
ら
文
学
活
動
に
励
み
、
一
九
二
一
年
に

文
学
団
体
「
創
造
社
」
の
設
立
に
参
加
し
、
こ
の
設
立
の
仲
間
に
、
郁
達
夫
や

成
仿
吾
、
張
資
平
、
鄭
伯
奇
な
ど
が
お
り
、
時
に
処
女
詩
集
『
女
神
』
を
発
表
。 

そ
の
後
国
民
党
に
参
加
す
る
が
、
反
帝
国
主
義
運
動
に
よ
っ
て
発
生
し
た
五
・ 

三
〇
事
件
で
左
傾
化
し
つ
つ
、
北
伐
軍
の
総
政
治
部
主
任
と
な
り
、
一
九
二
七

年
蒋
介
石
と
対
立
後
に
南
昌
蜂
起
に
参
加
し
、
直
後
に
中
国
共
産
党
に
加
入
。

蒋
介
石
に
追
わ
れ
、
一
九
二
八
年
二
月
日
本
へ
亡
命
し
た
。
千
葉
県
市
川
市
に

居
を
構
え
、
西
洋
考
古
学
の
手
法
に
よ
っ
て
中
国
史
の
研
究
に
没
頭
、
『
中
国

古
代
社
会
研
究
』
『
両
周
金
文
辞
大
系
考
釈
』
『
我
的
幼
年
』
な
ど
を
執
筆
し

た
。 ま

た
郭
沫
若
と
日
本
人
士
と
の
関
係
で
主
だ
っ
た
人
物
と
し
て
内
山
完
造
が

挙
げ
ら
れ
る
。
一
九
一
七
年
、
内
山
完
造
氏
は
中
国
の
上
海
に
渡
り
、
内
山
書

店
を
開
い
た
。
こ
の
書
店
は
、
当
時
、
上
海
で
活
動
し
て
い
た
左
翼
作
家
の
書

籍
の
主
要
な
販
売
店
で
あ
り
、
中
日
の
進
歩
的
文
化
人
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
的
存

在
で
も
あ
っ
た
。 

一
九
二
七
年
年
十
月
五
日
、
魯
迅
が
内
山
書
店
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
内
山
と
魯
迅
は
親
交
を
深
め
、
内
山
は
、
当
局
に
マ
ー
ク
さ
れ
て
い

た
魯
迅
を
四
度
も
匿
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
郭
沫
若
、
陶
行
知
な
ど
の
左
翼
文
化

人
も
官
憲
の
追
及
を
逃
れ
る
た
め
、
内
山
書
店
に
身
を
寄
せ
て
い
る
。
一
九
三

二
年
年
か
ら
、
内
山
書
店
は
魯
迅
の
著
作
の
発
行
代
理
店
に
な
り
、
魯
迅
は
「
三

閑
書
店
」
の
名
義
で
多
く
の
本
を
出
版
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の
本
は
内
山
書

店
が
代
理
で
販
売
し
て
い
た
。
一
九
三
六
年
に
魯
迅
が
逝
去
す
る
と
、
内
山
は

「
魯
迅
文
学
賞
」
を
発
起
し
、
《
魯
迅
全
集
》
の
編
集
顧
問
に
も
選
ば
れ
た
。

一
九
三
五
年
、
内
山
完
造
の
弟
の
内
山
嘉
吉
が
東
京
で
内
山
書
店
を
開
店
し
、

魯
迅
を
中
心
と
す
る
書
籍
の
販
売
を
始
め
た
。
そ
の
入
り
口
に
掲
げ
ら
れ
た
「
内

山
書
店
」
の
扁
額
は
、
本
論
で
テ
ー
マ
と
す
る
郭
沫
若
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。 

一
九
四
五
年
に
戦
争
が
終
わ
り
、
内
山
は
日
本
に
帰
国
し
た
が
、
そ
の
後
も

日
中
友
好
に
尽
力
し
、
日
中
友
好
協
会
の
創
立
メ
ン
バ
ー
の
一
人
に
な
っ
て
い

る
。
一
九
四
九
年
の
新
中
国
建
国
後
、
内
山
は
二
度
中
国
を
訪
問
し
、
一
九
五
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九
年
に
訪
問
先
の
北
京
で
急
死
し
た
。
内
山
の
遺
言
に
従
い
、
そ
の
遺
体
は
上

海
の
万
国
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
る
。3 

郭
沫
若
は
、
一
九
六
五
年
に
は
内
山
書
店
成
立
三
〇
周
記
念
の
た
め
に
漢
詩

を
残
し
て
い
る
。 

   

三 

日
本
に
於
け
る
五
四
運
動
期
の
儒
教
観
と
そ
の
構
造 

ー
ド
イ
ツ
文
学
と
の
反
照
と
し
て
の
孔
子
像 

一
九
四
五
年
九
月
二
八
日
付
け
、
『
十
批
判
書
』
の
后
記
「
我
怎
样
写 

《
青

铜
时
代
》
和
《
十
批
判
书
》
」
に
於
い
て
郭
沫
若
は
自
身
の
学
習
過
程
を
以
下
の

よ
う
に
回
顧
し
て
い
る
。 

少
时
四
五
岁
起
所
受
的
教
育
是
旧
式
的
，
《
四
书
》
，
《
五
经
》
每
天
必
读
，

虽
然
并
不
怎
么
懂
，
但
毫
无
疑
问
，
从
小
以
来
便
培
植
下
了
古
代
研
究
的

基
础
。
我
和
周
，
秦
诸
子
接
近
是
在
十
三
四
岁
的
时
候
，
最
先
接
近
的
是

《
庄
子
》
，
起
初
是
喜
欢
他
那
汪
洋
恣
肆
的
文
章
，
后
来
也
渐
渐
为
他
那
形

而
上
的
思
想
所
陶
醉
。
这
嗜
好
支
配
了
我
一
个
相
当
长
远
的
时
期
，
我
在

二
十
年
前
曾
经
讴
歌
过
泛
神
论
，
事
实
上
是
从
这
儿
滥
觞
出
来
的
。
在
《
庄

子
》
之
后
，
我
读
过
《
道
德
经
》
，
《
墨
子
》
，
《
管
子
》
《
韩
非
子
》
。
对
于

《
墨
子
》
我
从
前
也
曾
讴
歌
过
他
，
认
为
他
是
任
侠
之
源
。《
墨
经
》
中
的

关
于
形
学
和
光
学
的
一
些
文
句
，
我
也
很
知
道
费
些
心
思
去
考
察
它
们
，

就
和
当
时
对
于
科
学
思
想
仅
具
一
知
半
解
的
学
者
们
的
通
习
一
样
，
隐
隐

引
以
为
夸
耀
，
觉
得
声
光
电
化
之
学
在
我
们
中
国
古
人
也
是
有
过
的
了
。

十
七
八
岁
时
做
过
一
些
诸
子
的
抄
录
，
把
警
粹
的
文
句
摘
取
下
来
，
目
的

自
然
是
在
供
给
做
文
章
时
可
以
运
用
的
辞
藻(

五
年
前
我
曾
经
回
过
我
峨

嵋
山
下
的
老
家
，
发
现
了
这
样
的
抄
本
，
现
今
我
还
把
它
保
存
着
在)

。
这

些
虽
然
说
不
上
是
研
究
，
但
也
总
可
以
说
是
我
后
来
从
事
研
究
工
作
的
受

胎
时
期
了
。 

我
是
生
在
过
渡
时
代
的
人
，
纯
粹
的
旧
式
教
育
在
十
二
三
岁
时
便
开
始
结

束
，
以
后
便
逐
渐
改
受
新
式
教
育
。
尤
其
在
一
九
一
三
年
出
国
，
到
日
本

去
留
学
之
后
，
便
差
不
多
完
全
和
旧
式
教
育
甚
至
线
装
书
都
脱
离
了
。
在

日
本
的
学
生
时
代
的
十
年
期
间
，
取
得
了
医
学
学
位
，
虽
然
我
并
没
有
行

医
，
也
没
有
继
续
研
究
医
学
，
我
却
懂
得
了
近
代
的
科
学
研
究
方
法
。
在

科
学
方
法
之
外
，
我
也
接
近
了
近
代
的
文
学
，
哲
学
和
社
会
科
学
。
尤
其

辩
证
唯
物
论
给
了
我
精
神
上
的
启
蒙
，
我
从
学
习
着
使
用
这
个
钥
匙
，
才

认
真
把
人
生
和
学
问
上
的
无
门
关
参
破
了
。
我
才
认
真
明
白
了
做
人
和
做

学
问
的
意
义
。
学
生
时
代
完
结(

一
九
二
三)

，
中
国
大
革
命
的
浪
头
逐
渐

高
涨
，
解
放
祖
国
应
该
是
每
一
个
中
国
人
民
的
使
命
，
一
九
二
六
年
我
便

参
加
了
北
伐
。
不
幸
仅
仅
一
年
多
，
我
又
不
能
不
向
日
本
去
度
亡
命
生
活

了
。
… 

(

大
意)

幼
き
四
、
五
歳
の
と
き
か
ら
受
け
た
教
育
は
旧
式
で
、『
四
書
』『
五
経
』

を
理
解
で
き
な
く
と
も
、
な
ん
の
疑
い
も
な
く
、
毎
日
必
ず
読
み
、
そ
れ

が
古
代
研
究
の
基
礎
を
培
っ
た
。
私
が
周
や
秦
の
諸
子
に
接
近
し
た
の
は
、

十
三
、
十
四
歳
の
時
で
、
中
で
も
『
荘
子
』
に
近
し
く
な
り
、
彼
の
洋
洋

た
る
無
尽
の
文
章
に
憧
れ
、
後
に
次
第
に
そ
の
形
而
上
思
想
に
心
酔
し
た
。

こ
の
嗜
好
は
一
定
期
間
の
長
い
間
私
を
支
配
し
、
二
十
歳
前
に
既
に
汎
神

論
を
謳
歌
し
た
の
も
、
事
実
上
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
え
る
。
『
荘
子
』

の
後
、『
道
徳
経
』『
墨
子
』『
管
子
』『
韓
非
子
』
を
読
み
終
え
た
。『
墨
子
』

に
対
し
て
も
か
つ
て
謳
歌
し
た
こ
と
が
あ
り
、
任
侠
の
源
泉
と
見
な
し
て

い
た
。『
墨
子
』
中
の
幾
何
学
と
光
学
の
文
句
に
つ
い
て
、
苦
心
し
て
考
察

を
進
め
た
が
、
当
時
の
科
学
思
想
に
対
し
て
一
知
半
解
で
し
か
な
か
っ
た

学
者
た
ち
と
同
様
、
私
も
ひ
そ
か
に
そ
れ
を
誇
り
と
し
、
近
代
科
学
が
わ

れ
わ
れ
中
国
の
古
代
に
も
あ
っ
た
と
考
え
た
。
十
七
、
十
八
歳
の
と
き
、

諸
子
の
書
物
か
ら
抜
き
書
き
を
つ
く
っ
て
、
警
句
金
言
を
取
り
出
し
た
こ

と
が
あ
る
。
目
的
は
も
ち
ろ
ん
文
章
を
作
る
際
に
利
用
で
き
る
綺
麗
な
言

葉
を
、
そ
こ
か
ら
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。(

五
年
前
に
峨
眉
山
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麓
の
生
家
に
た
ち
よ
っ
て
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
た
抜
き
書
き
を
見
つ
け

た
が
、
今
も
私
は
そ
れ
を
手
も
と
に
保
存
し
て
い
る
。)

こ
ん
な
こ
と
は
、

研
究
を
や
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
が
、
や
は
り
私
が
後
に
な
っ
て
研
究

の
仕
事
に
従
事
す
る
よ
う
に
な
る
萌
芽
期
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
私

は
過
渡
期
に
生
ま
れ
た
人
間
で
あ
る
。
純
粋
の
旧
式
教
育
は
、
十
二
、
十

三
歳
で
終
わ
り
を
つ
げ
、
そ
れ
か
ら
次
第
に
新
式
教
育
に
変
わ
っ
て
い
っ

た
。
と
く
に
一
九
一
三
（
民
国
二
年)

に
国
を
出
て
、
日
本
に
留
学
し
て
か

ら
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
旧
式
教
育
、
さ
ら
に
漢
籍
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

日
本
留
学
中
の
十
年
間
に
医
学
士
の
学
位
を
取
っ
た
。
私
は
開
業
し
た
こ

と
も
な
い
し
、
つ
づ
け
て
医
学
を
研
究
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
が
、
科
学

研
究
の
方
法
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
科
学
方
法
の
ほ
か
に
、
近
代

の
文
学
、
哲
学
ま
た
社
会
科
学
に
も
親
し
ん
だ
。
と
り
わ
け
唯
物
弁
証
法

は
精
神
上
の
蒙
を
ひ
ら
い
て
く
れ
た
。
こ
の
鍵
の
使
用
を
学
ん
だ
こ
と
か

ら
、
は
じ
め
て
人
生
や
学
問
上
の
公
案
を
解
き
、
学
問
す
る
こ
と
が
い
か

な
る
も
の
で
あ
る
か
の
本
当
の
意
味
を
悟
っ
た
。
学
生
時
代
を
終
え
た
時

(

一
九
二
三
年)

、
中
国
大
革
命
の
波
頭
が
だ
ん
だ
ん
盛
り
上
が
り
、
祖
国

解
放
が
中
国
人
民
の
使
命
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
一
九
二
六
年
私

も
北
伐
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
が
、
不
幸
に
も
僅
か
一
年
余
り
で
、
私
は

ま
た
日
本
に
帰
り
亡
命
生
活
を
お
く
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

こ
こ
で
は
五
四
運
動
か
ら
、
亡
命
反
蒋
運
動
ま
で
の
意
識
の
変
遷
を
辿
る
が
、

こ
の
回
顧
談
は
、
郭
沫
若
の
思
想
の
総
体
的
な
流
れ
を
観
る
上
で
、
重
要
な
手

掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。 

そ
も
そ
も
五
四
運
動
の
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
於
い
て

日
本
が
占
領
し
た
青
島
を
中
国
に
返
す
要
求
や
、
山
東
省
に
お
け
る
諸
権
益
を

日
本
に
与
え
な
い
と
の
中
国
側
の
要
求
が
、
パ
リ
の
講
話
会
議
で
受
け
容
れ
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
京
大
学
を
中
心
と
す
る
学
生
及
び
大
衆
が
、
一
九
一
九

（
民
国
八
年)

五
月
四
日
に
袁
世
凱
の
後
継
者
に
当
た
る
北
京
の
軍
閥
政
府
を

糾
弾
し
、
暴
徒
化
し
た
こ
と
に
よ
る
。
時
に
親
日
派
外
交
責
任
者
の
曹
汝
霖
の

邸
宅
が
焼
き
打
ち
さ
れ
、
駐
日
公
使
の
章
宗
祥
が
襲
撃
さ
れ
た
が
、
こ
の
運
動

は
そ
の
後
、
拡
大
し
各
地
学
生
の
全
国
的
な
組
織
化
を
う
な
が
し
、
六
月
十
九

日
に
は
上
海
に
て
全
国
学
生
連
合
会
総
会
が
結
成
さ
れ
、
反
軍
閥
・
反
帝
国
主

義
の
国
民
運
動
へ
と
発
展
し
た
。
こ
の
運
動
は
五
四
文
化
運
動
と
も
言
わ
れ
、

一
面
で
、
封
建
的
な
古
い
制
度
や
儒
教
的
な
旧
倫
理
へ
の
反
抗
を
叫
ぶ
解
放
運

動
と
し
て
展
開
し
、
そ
れ
を
導
く
も
の
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ィ
と
サ
イ
エ
ン
ス
で
あ

っ
た
。 

陳
独
秀
が
「
新
青
年
罪
案
之
答
弁
書
」(

新
青
年
六-

一)

の
中
で
、 

 

 

这
几
条
罪
案
，
本
社
同
人
当
然
直
认
不
讳
。
但
是
追
本
溯
源
，
本
志
同
人

本
来
无
罪
，
只
因
为
拥
护
那
德
莫
克
拉
西
（ 

D
e
m
o
c
r
a
c
y

）
和
赛
因
斯

（ 
S
c
i
e
n
c
e

）
两
位
先
生
，
才
犯
了
这
几
条
滔
天
的
大
罪
，
要
拥
护
那
德

先
生
，
便
不
得
不
反
对
孔
教
、
礼
法
、
贞
节
、
旧
伦
理
、
旧
政
治
。
要
拥

护
那
赛
先
生
，
便
不
得
不
反
对
旧
艺
术
、
旧
宗
教
；
要
拥
护
德
先
生
又
要

拥
护
赛
先
生
，
便
不
得
不
反
对
国
粹
和
旧
文
学
。
大
家
平
心
细
想
，
本
志

除
了
拥
护
德
、
赛
两
先
生
之
外
，
还
有
别
项
罪
案
没
有
呢
？ 

…
西
洋
人
因
为
拥
护
德
、
赛
两
先
生
，
闹
了
多
少
事
，
流
了
多
少
血
，
德
、

赛
两
先
生
才
渐
渐
从
黑
暗
中
把
他
们
救
出
，
引
到
光
明
世
界
。
我
们
现
在

认
定
只
有
这
两
位
先
生
，
可
以
救
治
中
国
政
治
上
道
德
上
学
术
上
思
想
上

一
切
的
黑
暗
。 

(

大
意)

こ
の
い
く
つ
か
の
罪
案
に
つ
き
、
本
社
同
人
は
避
け
え
な
い
。
た
だ

し
突
き
詰
め
れ
ば
、
無
罪
で
あ
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
擁

護
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
大
罪
を
犯
し
て
し
ま
い
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を

擁
護
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
孔
教
、
礼
法
、
貞
節
、
旧
倫
理
、
旧
政
治
に
反

対
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
サ
イ
エ
ン
ス
を
擁
護
し
よ
う
と
す
れ
ば
国
粋
、
旧

文
学
に
反
対
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
み
な
さ
ん
は
平
静
に
考
え
て
、
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
擁
護
を
除
い
て
、
他
に
別
の
罪
案
が
あ
り
ま
す

か
。
・
・
・
西
洋
人
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
擁
護
し
て
い
く

た
め
の
騒
動
を
起
こ
し
、
多
く
の
流
血
を
流
し
、
両
者
は
よ
う
や
く
暗
黒
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の
中
か
ら
彼
ら
を
救
い
だ
し
、
光
明
の
世
界
に
引
き
出
し
た
。
私
た
ち
は
、

今
こ
の
両
者
の
み
が
、
中
国
の
政
治
、
道
徳
上
の
一
切
の
暗
黒
か
ら
救
い

出
す
こ
と
が
で
き
る
と
認
識
し
て
い
る 

 と
い
う
言
説
が
、
そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
。
さ
ら
に
胡
適
な
ど
の
提
唱
し
た
新

文
学
の
運
動
も
、
自
分
の
言
葉
で
自
由
に
操
る
こ
と
を
主
張
す
る
白
話
（
国
語
）

の
運
動
も
、
み
な
こ
れ
を
契
機
に
大
き
く
展
開
し
、
解
放
後
に
五
四
運
動
に
つ

い
て
は
新
し
い
解
釈
が
な
さ
れ
て
、
そ
れ
を
中
国
人
民
革
命
の
新
し
い
起
点
と

す
る
説
が
提
起
さ
れ
る
ま
で
に
及
ん
で
い
る
。 

こ
の
大
正
日
本
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
か
ら
凡
そ
十
年
遅
れ
、
さ
ら
に
反
体
制
、

反
儒
教
と
し
て
進
展
し
た
運
動
時
、
郭
沫
若
は
、
日
本
留
学
中
の
九
州
帝
国
大

学
に
い
た
。
そ
の
渦
中
で
、
郭
沫
若
は
、
一
九
二
一
年
に
は
創
造
社
を
結
成
し
、

処
女
詩
集
『
女
神
』
を
発
表
、
白
話
運
動
を
牽
引
す
る
一
方
、
そ
の
潮
流
に
抗

う
か
の
よ
う
に
、
儒
教
に
対
し
て
は
、
肯
定
的
な
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

一
九
二
〇
年
一
月
十
八
日
「
郭
沫
若
致
宗
白
华
」
の
中
で
、 

 

我
常
想
天
才
底
发
展
有
两
种T
y
p
u
s
,

一
种
是
直
线
形
的
发
展
，
一
种
是
球

形
的
发
展
。
直
线
形
的
发
展
是
以
他
一
种
特
殊
的
天
才
为
原
点
，
深
益
求

深
，
精
益
求
精
，
向
着
一
个
方
向
渐
渐
展
延
，
展
到
他
可
以
展
及
的
地
方

为
止
，
如
象
纯
粹
的
哲
学
家
，
纯
粹
的
科
学
家
，
纯
粹
的
教
育
家
，
艺
术

家
，
文
学
家
…
都
归
此
类
。
球
形
的
发
展
是
将
他
所
具
有
的
一
切
的
天
才
，

同
时
向
四
方
八
面
，
立
体
地
发
展
了
去
。
这
类
的
人
我
只
找
到
两
个
，
一

个
便
是
我
国
底
孔
子
，
一
个
便
是
德
国
底
哥
德
。 

(

大
意)

私
は
常
に
天
才
の
発
展
に
は
二
種
類
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
思
う
。
一

種
は
、
直
線
的
な
発
展
で
あ
り
、
も
う
一
種
は
球
的
な
発
展
で
あ
る
。
直

線
的
な
発
展
は
そ
の
特
異
な
天
分
を
原
点
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
物
事
を

深
め
れ
ば
さ
ら
に
そ
の
奥
を
求
め
る
し
、
磨
け
ば
さ
ら
に
向
上
に
向
上
を

重
ね
、
一
つ
の
方
向
へ
ま
す
ま
す
延
び
て
、
延
ば
せ
る
所
ま
で
延
び
て
い

く
。
例
え
ば
純
粋
な
哲
学
者
、
科
学
者
、
教
育
者
、
芸
術
家
、
文
学
者
・
・
・

す
べ
て
こ
の
類
型
に
属
す
。
球
形
的
な
発
展
は
、
そ
の
生
ま
れ
つ
き
の
す

べ
て
の
才
能
を
同
時
に
四
面
八
方
へ
、
立
体
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
。
こ

の
類
型
に
属
す
る
人
は
私
に
は
二
人
し
か
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
一
人
は
わ

が
国
の
孔
子
で
あ
り
、
も
う
一
人
は
ド
イ
ツ
の
ゲ
ー
テ
で
あ
る
。 

 と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
が
球
形
型
天
才
の
一
人
と
し
て
、
ゲ
ー
テ
と
と
も
に
表

れ
る
。
さ
ら
に 

 

孔
子
这
位
大
天
才
要
说
他
是
政
治
家
，
他
也
有
他
的
〃
大
同 

〃
底
主
义
，

要
说
他
是
哲
学
家
，
他
也
有
他P

a
n
t
h
e
i
s
m

底
思
想
，
要
说
他
是
教
育
家
，

他
也
有
他
的
〃
有
教
无
类 

〃
，
〃
因
材
施
教
〃
底K

i
-
n
e
t
i
s
c
h

的
教
育

原
则
，
要
说
他
是
科
学
家
，
他
本
是
个
博
物
学
者
，
数
理
底
通
人
，
要
说

他
是
艺
术
家
，
他
本
是
精
通
音
乐
的
。
要
说
他
是
文
学
家
，
他
也
有
他
简

切
精
透
的
文
学
。
便
单
就
他
文
学
上
的
功
绩
而
言
，
孔
子
底
存
在
，
是
断

难
推
倒
的
。 

(

大
意)

孔
子
と
い
う
大
天
才
は
政
治
家
と
見
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
な
り
の
「
大

同
」
主
義
を
持
っ
て
い
る
。
も
し
哲
学
者
と
見
な
せ
ば
、
彼
自
身
の
汎
神

論
の
思
想
を
持
っ
て
い
る
。
教
育
者
と
見
な
せ
ば
、
彼
は
「
有
教
無
類(

い

か
な
る
人
に
も
等
し
く
教
育
を
与
え
る)

」「
因
材
施
教(

そ
の
人
に
適
し
た

教
育
を
施
す)

」
と
い
う
動
態
的
な
教
育
理
念
を
持
っ
て
い
る
。
科
学
者
と

見
な
せ
ば
、
元
々
彼
は
博
物
学
者
で
あ
り
、
数
理
に
通
ず
る
人
で
あ
る
。

芸
術
家
と
見
な
せ
ば
、
元
々
彼
は
音
楽
に
精
通
し
て
い
た
。
文
学
者
と
見

な
せ
ば
、
彼
に
は
確
か
に
シ
ン
プ
ル
か
つ
精
細
な
文
学
が
あ
る
。
文
学
の

上
で
の
功
績
を
簡
単
に
言
え
ば
、
孔
子
と
い
う
存
在
は
断
然
無
視
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。 

 と
述
べ
、
孔
子
の
球
型
天
才
と
し
て
そ
の
実
像
を
分
析
し
、
評
価
し
て
い
る
。

ま
た
、 
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他
删
《
诗
》
，《
书
》
，
笔
削
《
春
秋
》
，
使
我
国
古
代
底
文
化
系
统
的
存
在
，

我
看
他
这
种
事
业
，
非
是
有
绝
伦
的
精
力
，
审
美
的
情
操
，
艺
术
批
评
底

妙
腕
，
那
是
不
能
企
冀
得
到
的
。
我
常
希
望
我
们
中
国
再
生
出
个
繤
集
《
国

风
》
的
人
物-

或
者
由
多
数
的
人
物
组
织
一
个
机
关-

把
我
国
各
省
各
道
各

县
各
村
底
民
风
，
俗
谣
，
采
集
拢
来
，
才
其
精
粹
的
编
集
成
一
部
《
新
国

风
》
，
我
想
定
可
为
〃
民
众
艺
术
底
宣
传
〃
〃
新
文
化
建
设
底
运
动
〃
之
一

助
。 

(

大
意)

彼
は
『
詩
経
』
『
書
経
』
を
添
削
し
た
り
、
『
春
秋
』
に
手
を
加
え
た

り
し
て
、
中
国
の
古
代
文
化
に
系
統
的
な
存
在
を
持
た
せ
て
く
れ
た
。
私

か
ら
見
れ
ば
、
彼
の
偉
業
は
、
絶
倫
の
精
力
、
審
美
的
な
情
操
と
芸
術
批

評
家
の
絶
妙
な
手
腕
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
望
ん
で
も
や
り
遂
げ
ら
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
常
々
わ
が
中
国
に
再
び
『
国
風
』
を
編
纂
す
る

人
物
が
生
ま
れ
、
或
い
は
多
数
の
人
で
一
つ
の
機
関
を
組
織
し
て
、
わ
が

国
の
各
省
、
道
、
県
、
村
の
民
風
と
俗
謡
を
集
め
、
そ
の
精
粋
を
一
つ
の

『
新
国
風
』
を
編
纂
し
て
ほ
し
い
と
望
ん
で
き
た
。
必
ず
「
民
衆
芸
術
の

宣
伝
」
に
な
り
、
「
新
文
化
建
設
の
運
動
」
の
一
助
に
な
る
と
思
う
。 

 と
し
、
孔
子
の
編
纂
事
業
を
称
え
、
今
後
の
新
文
化
運
動
の
一
助
に
す
べ
き
と

述
べ
、
孔
子
を
総
括
し
、 

 

话
太
扯
远
了
，
在
再
回
头
来
说
孔
子
。
我
想
孔
子
那
样
的
人
是
最
不
容
易

了
解
的
。
从
赞
美
他
方
面
的
人
说
来
，
他
是
〃
其
大
则
天
〃
，
从
轻
视
他

方
面
的
人
说
来
，
他
是
〃
博
学
而
无
所
成
名
〃
。
我
看
两
个
评
语
都
是
对

的
，
只
看
我
们
自
己
的
立
脚
点
是
怎
么
样
，
可
是
定
要
说
孔
子
是
个
〃
宗

教
家
〃
，
〃
大
教
祖
〃
，
定
要
说
孔
子
是
个
〃
中
国
底
罪
魁
〃
，
〃
盗
孔
〃
，

那
就
未
免
太
厚
诬
古
人
而
欺
示
来
者
。 

(

大
意)

話
が
ま
た
脇
道
に
そ
れ
て
し
ま
っ
た
。
孔
子
に
戻
そ
う
。
孔
子
の
よ

う
な
人
は
最
も
理
解
さ
れ
に
く
い
と
思
う
。
彼
を
賛
美
す
る
立
場
に
い
る

人
々
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
「
そ
の
大
き
さ
、
す
な
わ
ち
天
」
で
あ
り
、

彼
を
軽
視
す
る
立
場
に
い
る
人
々
た
ち
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
「
博
学
で
あ

る
が
、
何
か
一
つ
の
専
門
で
名
を
成
し
て
い
な
い
」
で
あ
る
。
私
は
こ
の

二
つ
の
評
価
を
両
方
と
も
正
し
い
と
思
う
。
た
だ
私
自
身
の
立
脚
点
が
ど

こ
に
あ
る
か
に
よ
る
と
思
う
。
し
か
し
ど
う
し
て
も
孔
子
を
「
宗
教
家
」

「
大
教
祖
」
或
い
は
「
中
国
の
諸
悪
の
元
凶
」「
盗
儒
」
だ
と
言
い
な
す
な

ら
、
そ
れ
は
余
り
に
も
古
人
を
お
と
し
め
す
ぎ
で
、
未
来
の
人
を
欺
く
こ

と
だ
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。 

 と
述
べ
、
五
四
運
動
期
の
孔
子
批
判
を
窘
め
て
い
る
。
さ
ら
に
先
に
見
た
ゲ
ー

テ
と
の
対
照
を
踏
ま
え
、 

  
 

 

他
这
名
称
似
乎
可
以
译
成
〃
人
中
的
至
人
〃
，
可
是
他
的
概
念
终
竟
还
是

不
易
把
捉
的
。
可
是
他
比
我
国
底
〃
大
诚
至
圣
先
师
〃
等
等
徽
号
觉
得
更

得
妥
当
着
实
些
。
哥
德
是
个
〃
人
〃
，
孔
子
也
不
过
是
个
〃
人
〃
。
孔
子

对
于
南
子
是
要
见
的
，
〃
淫
奔
之
诗
〃
他
是
不
删
弃
的
，
我
恐
怕
他
还
是

爱
读
的
！
我
看
他
是
主
张
自
由
恋
爱(

人
情
之
所
不
能
已
者
，
圣
人
不
禁)

实
行
自
由
离
婚 

(

孔
子
三
世
出
其
妻)

的
人
！
我
看
孔
子
同
哥
德
他
们
真

可
是
算
是
〃
人
中
的
至
人
〃
了
。
他
们
的
灵
肉
两
方
都
发
展
到
了
完
满
的

地
位
。
孔
子
底
力
量
〃
能
拓
国
门
之
关
〃
，
他
决
不
是
在
破
纸
堆
里
寻
生

活
的B

-
u ・
・c
h
e
r
w
u
r
m
,

决
不
是
以
收
人
余
睡
为
能
事
的
臭
痰
盂
！ 

(

大
意)

〔
ゲ
ー
テ
に
つ
い
て
〕
こ
の
言
葉
は
お
そ
ら
く
「
人
の
中
の
至
人
」

と
訳
せ
る
。
そ
の
概
念
は
や
は
り
把
握
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し

わ
が
国
の
「
大
誠
至
聖
先
師
」
な
ど
の
尊
号
よ
り
更
に
妥
当
で
、
実
際
的

で
あ
る
と
思
う
。
ゲ
ー
テ
は
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
孔
子
も
一
人
の
人
間

で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
孔
子
は
南
子
に
会
お
う
と
し
た
。「
淫
奔
之
詩
」
も

削
除
し
な
か
っ
た
。
孔
子
は
『
詩
経
』
編
纂
の
際
の
、
鄭
国
の
詩
を
「
淫
」

と
批
判
し
な
が
ら
削
ら
な
か
っ
た
。
私
は
お
そ
ら
く
彼
は
そ
れ
を
愛
読
し
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た
と
思
っ
て
い
る
。
私
か
ら
み
れ
ば
彼
は
自
由
恋
愛
を
主
張
し
、
自
由
離

婚
を
実
行
し
た
人
で
あ
る
。
孔
子
と
ゲ
ー
テ
ら
は
本
当
に
「
人
の
中
の
至

人
」
だ
と
言
え
る
人
た
ち
だ
。
彼
ら
の
霊
魂
と
肉
体
は
両
方
と
も
す
べ
て

完
璧
な
地
点
ま
で
発
展
し
た
。
孔
子
の
力
量
は
「
国
門
の
関
を
拓
く
こ
と

が
で
き
た
」
。
彼
は
決
し
て
紙
く
ず
の
山
の
中
で
す
べ
て
を
探
す
生
活
を
す

る
む
し
で
は
な
い
し
、
人
の
唾
を
納
め
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
臭
い
痰
壺

で
も
な
い
。 

 と
あ
り
、
一
九
二
〇
年
の
段
階
で
ゲ
ー
テ
同
様
、
一
人
の
人
間
と
し
て
孔
子
を

観
て
い
た
こ
と
が
分
か
る4

。 

 

そ
れ
が
同
じ
く
ド
イ
ツ
文
化
と
の
比
較
論
で
あ
る
一
九
二
三
年
五
月
二
〇
日

「
论
中
德
文
化
书-

致
宗
白
华
兄
」
の
中
で
は
、 

 

我
国
的
儒
家
思
想
是
以
个
性
为
中
心
，
而
发
展
自
我
之
全
圆
于
国
于
世
界
，

所
谓
〃
修
身
，
齐
家
，
治
国
，
平
天
下 
〃
，
这
不
待
言
是
动
的
，
是
进

取
的
。 

(

大
意)

わ
が
国
の
儒
教
思
想
は
個
性
中
心
で
あ
り
、
そ
の
自
我
を
世
界
に
円

満
に
展
開
し
て
ゆ
く
。
い
わ
ゆ
る
脩
身
、
斉
家
、
治
国
、
平
天
下
と
は
、

動
的
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
進
取
の
こ
と
あ
る
。 

 と
儒
教
が
「
東
方
精
神
」
を
「
静
観
」
を
代
表
す
る
と
し
た
宗
白
华
説
の
反
例

と
し
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
孔
子
に
つ
い
て
は
、 

  
 
 

 

孔
子
的
人
生
哲
学
正
是
以
个
人
为
本
位
，
它
的
究
竟
是
望
人
人
成
为
俯

仰
无
愧
的
圣
贤
，
能
够
〃
博
施
于
民
而
能
济
众
〃 

(

大
意)

孔
子
の
人
生
哲
学
は
ま
さ
に
個
人
を
基
準
と
し
、
彼
は
人
に
恥
ず
る

こ
と
な
い
聖
賢
に
な
る
こ
と
を
望
み
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ひ
ろ
く
民
に
施

し
、
大
衆
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 と
些
か
聖
人
た
る
政
治
家
と
し
て
の
評
価
に
傾
い
て
い
る
。
本
章
で
は
、
こ
の

変
遷
の
経
緯
に
つ
い
て
さ
ら
に
論
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

四 

陽
明
学
の
解
釈 

一
九
二
一
年
六
月
十
七
日
に
「
伟
大
的
精
神
生
活
者
王
阳
明
」
が
脱
稿
、
一

九
二
五
年
十
二
月
『
文
艺
论
集
』
初
版
に
所
収
さ
れ
る
が
、
一
九
二
九
年
七
月

上
海
光
华
局
订
正
四
版
『
文
艺
论
集
』
で
は
改
名
さ
れ
、「
儒
家
精
神
之
复
活
者

王
阳
明
」
と
な
っ
た
。
後
に
一
九
二
五
年
六
月
十
七
日
脱
稿
の
署
名
で
「
王
阳

明
礼
赞
」
と
し
て
『
郭
沫
若
全
集
』
歴
史
編
第
三
巻
に
所
収
さ
れ
た
こ
の
論
文

は
、
郭
沫
若
の
儒
教
観
を
知
る
上
で
、
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
論
文
で
あ
る
。 

し
か
し
管
見
で
は
、
一
九
三
〇
年
の
改
定
版
の
『
文
艺
论
集
』
で
は
郭
沫
若

自
身
に
よ
っ
て
取
り
下
げ
ら
れ
、『
沫
若
文
集
』(

人
民
文
学
出
版
社)

の
出
版
に

あ
た
り
、
再
び
そ
の
第
十
巻
に
収
め
ら
れ
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
理
由
は
表
向

き
に
は
共
産
党
に
気
遣
い
「
こ
の
文
章
が
私
が
以
前
に
唯
心
論
と
唯
物
論
の
間

を
ふ
ら
つ
い
た
思
想
の
歩
み
を
た
ど
っ
た
こ
と
を
表
す
の
が
気
に
な
っ
た
」
か

ら
で
あ
ろ
う5

。 

本
邦
で
は
一
九
二
五
年
時
の
『
文
艺
论
集
』
「
伟
大
的
精
神
生
活
者
王
阳
明
」

は
管
見
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
二
四
年
六
月
十
七
日

脱
稿
と
署
名
さ
れ
て
い
る
一
九
二
九
年
七
月
上
海
光
华
局
订
正
四
版
『
文
艺
论

集
』
所
収
の
「
儒
家
精
神
之
复
活
者
王
阳
明
」
、
そ
れ
と
合
わ
せ
て
『
沫
若
文
集
』

に
所
収
さ
れ
る
「
王
阳
明
礼
赞
」
を
も
と
に
考
察
を
進
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。 

先
ず
そ
こ
に
は
、
一
九
一
四
年
正
月
に
来
日
し
、
第
一
高
等
学
校
の
特
設
予

科
を
卒
業
し
た
頃
、
極
度
の
神
経
衰
弱
症
を
患
っ
て
お
り
、
一
九
一
五
年
九
月

岡
山
第
六
高
等
学
校
に
入
学
す
る
が
、
そ
の
中
旬
に
東
京
の
古
書
店
で
『
王
文

公
成
公
全
集
』
『
岡
田
式
静
坐
法
』
を
購
入
し
、
そ
の
後
、
静
坐
の
時
間
と
そ

の
読
書
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
心
身
が
回
復
し
た
と
述
べ
て
お
り
、
後
に
触

れ
る
蒋
介
石
同
様
、
陽
明
学
に
強
い
啓
発
を
受
け
た
の
は
、
日
本
で
の
こ
と
で
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あ
っ
た
。 

以
下
そ
の
捉
え
方
の
特
徴
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
が
、
先
ず
、 

 
我
素
来
喜
欢
读
《
庄
子
》
，
但
我
只
是
玩
赏
他
的
文
辞
，
我
閒
却
了
他
的
意

义
，
我
也
不
能
了
解
他
的
意
义
。
到
这
时
候
，
我
看
透
他
了
。
我
知
道
〃

道
〃
是
甚
么
，
〃
化
〃
是
甚
么
了
。
我
从
此
更
被
导
引
到
老
子
，
导
引
到

孔
门
哲
学
，
导
引
到
印
度
哲
学
，
导
引
到
近
世
初
期
欧
洲
大
陆
唯
心
派
诸

哲
学
家
，
尤
其
是
斯
皮
诺
若(

S
p
i
n
o
z
a
)

。
我
就
这
样
发
现
了
一
个
八
面
玲

珑
的
形
而
上
的
庄
严
世
界
。 

(

大
意)

私
は
も
と
も
と
『
荘
子
』
を
読
む
の
が
好
き
だ
っ
た
が
、
そ
の
文
言

を
賞
玩
す
る
だ
け
で
、
も
て
あ
そ
ん
で
お
り
、
そ
の
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
時
に
そ
の
意
味
が
分
か
っ
た
。
私
は
「
道
」

と
は
何
か
、「
化
」
と
は
な
に
か
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

老
子
、
孔
門
哲
学
、
イ
ン
ド
哲
学
、
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
唯
心
論
哲

学
者
に
導
か
れ
た
。
私
は
ひ
と
つ
の
八
面
の
精
巧
な
形
而
上
の
荘
厳
な

世
界
に
気
付
い
た
の
で
あ
る
。 

 と
あ
り
、
荘
子
の
「
道
」
と
「
化
」
へ
の
理
解
を
促
し
、
老
子
、
孔
門
の
哲
学
、

さ
ら
に
イ
ン
ド
哲
学
や
西
欧
近
代
初
期
の
観
念
哲
学
者
、
と
り
わ
け
ス
ピ
ノ
ザ

へ
と
導
か
れ
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
王
陽
明
の
思
想
を
汎
神
論
的

に
看
る
視
座
が
、
外
来
の
汎
神
論
の
思
想
を
受
け
入
れ
さ
せ
、
荘
子
の
汎
神
論

へ
の
理
解
を
深
め
た
と
す
る
説
が
、
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る6

。 

 
 

さ
ら
に
郭
沫
若
は
、
陽
明
学
を
以
下
の
よ
う
な
世
界
観
で
捉
え
て
い
る
。 

  
 

 

王
阳
明
所
解
释
的
儒
家
精
神
，
乃
至
所
体
验
的
儒
家
精
神
，
实
实
是
孔
门

哲
学
的
真
义
。
我
在
此
且
把
阳
明
思
想
的
梗
概
来
撮
录
如
下
列
的
表
示
罢
。 

一 
 

万
物
一
体
的
宇
宙
观 

 
 
 
 
 

 

公
式-

〃
心
即
理
〃
。 

二 

知
行
合
一-

的
理
论 

 
 
 
 
 

 

公
式-

〃
去
人
欲
存
天
理
〃 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

工
夫 

(

１)

〃
静
坐
〃 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

２)

〃
事
上
磨
炼
〃 

这
样
虽
是
简
单
的
表
式
，
但
我
觉
得
是
阳
明
思
想
的
全
部
，
也
便
是
儒

家
精
神
的
全
部
。
此
处
所
说
〃
理
〃
是
宇
宙
的
第
一
原
。
是
天
，
是
道
，

是
本
体
，
是
普
遍
永
恒
而
且
是
变
化
无
定
的
存
在
，
所
谓
〃
亦
静
亦
动
〃

的
存
在
。
自
其
普
遍
永
恒
的
静
态
而
言
谓
之
〃
诚
〃
，《
中
庸
》
所
谓
〃

诚
者
天
之
道
。
…
诚
者
物
之
终
始
〃
。
自
其
变
化
无
定
的
动
态
而
言
谓

之
〃
易
〃
，
《
易
传
》
〃
生
生
之
谓
易
〃
〃
神
无
方
而
易
无
体
〃
。 

名
目
尽
管
有
多
少
不
同
，
本
体
只
有
是
一
个
存
在
。
这
个
存
在
混
然
自

存
，
动
而
为
万
物
，
万
物
是
它
的
表
相
。
它
是
存
在
于
万
物
之
中
，
万

物
的
流
徙
便
是
它
的
动
态
。
就
如
水
动
为
波
，
波
是
水
之
表
相
。
水
是

显
现
在
波
中
，
波
之
流
徙
便
是
水
之
动
态
。
所
以
理
不
在
心
外
，
心
即

是
理
。
这
是
王
阳
明
的
万
物
一
体
的
宇
宙
观
，
也
是
儒
家
哲
理
的
万
物

一
体
的
宇
宙
观
。 

(

大
意)

王
陽
明
の
儒
教
精
神
の
解
釈
は
、
体
験
的
な
儒
教
精
神
に
至
り
、
ま

さ
に
孔
門
哲
学
の
真
義
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
王
陽
明
の
思
想
を
図
示
す

る
と
、 

１ 

万
物
一
体
の
宇
宙
観 

公
式
―
心
即
理 

２ 

知
行
合
一
の
理
論 

公
式
―
人
欲
を
す
て
天
理
を
存
す 

 
 

 
 

 
 

工
夫
①
静
坐 

 
 

 
 

 
 

 
 

②
何
事
も
錬
磨
す
る 

こ
の
よ
う
に
簡
単
な
図
式
と
は
い
え
、
私
は
王
陽
明
の
思
想
の
全
体
、

ま
た
儒
家
思
想
の
全
体
像
だ
と
思
う
。
こ
こ
で
説
く
「
理
」
と
は
宇
宙

の
根
源
。
天
で
あ
り
、
道
で
あ
り
、
普
遍
永
遠
の
変
化
定
ま
る
こ
と
の

な
い
存
在
、
い
わ
ゆ
る
静
で
あ
り
、
動
で
あ
る
存
在
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
普
遍
永
遠
の
静
態
を
「
誠
」
と
言
い
、『
中
庸
』
の
所
謂
「
誠
と
は
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天
の
道
で
あ
る
。・
・
・
誠
は
物
の
終
始
」
で
あ
る
。
そ
の
変
化
定
ま
る

こ
と
の
な
い
動
態
を
「
易
」
と
言
い
、「
易
伝
」
の
「
生
生
こ
れ
を
易
と

い
う
」「
神
に
方
な
く
易
に
体
な
し
」
で
あ
る
。
名
目
は
多
少
異
な
る
が
、

本
体
は
た
だ
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
存
在
が
混
然
と
自
ず
か
ら
存
し
、
動

け
ば
万
物
と
な
り
、
万
物
は
そ
の
表
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
万
物
の
中
に

於
い
て
、
万
物
の
流
浪
す
る
動
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
水
が
動
き
波
と
な

り
、
波
が
水
の
表
象
で
あ
り
、
水
が
波
の
中
に
表
れ
、
波
の
流
浪
が
水

の
動
態
で
あ
る
と
の
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
理
は
心
の
外
に
な
く
、

心
が
つ
ま
り
理
で
あ
る
。
こ
れ
が
王
陽
明
の
万
物
一
体
の
宇
宙
観
で
あ

り
、
ま
た
儒
家
哲
学
の
万
物
一
体
の
宇
宙
観
で
も
あ
る
。 

 と
述
べ
、
理
を
「
静
で
あ
り
、
ま
た
動
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
や
や
「
動

態
」
に
重
き
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
天
理
は
「
無
善
無
悪
」

で
あ
る
定
義
し
つ
つ
も
、
そ
れ
は
絶
対
善
で
あ
っ
て
、
王
陽
明
の
説
く
教
義
四

句 

 

〃
无
善
无
恶
性
之
体
， 

有
善
有
恶
意
之
动
。 

知
善
知
恶
是
致
知
， 

为
善
去
恶
是
格
物
。
〃 

と
あ
る
、
前
の
二
句
の
善
悪
は
相
対
的
善
悪
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
私
欲
か
ら
発

生
す
る
と
し
、
後
ろ
の
二
句
の
善
悪
は
絶
対
的
善
悪
と
論
じ
た
上
で
、 

  
 

 
 

知
道
这
绝
对
的
恶
是
人
欲
，
知
道
这
绝
对
的
善
是
天
理
，
便
努
力
〃
去

人
欲
而
存
天
理
〃
，
努
力
於
体
验
〃
天
地
万
物
一
体
之
仁
〃
，
努
力
〃

致
良
知
〃
，
这
便
是
阳
明
学
的
知
行
合
一
的
伦
理
了
。
入
手
工
夫
，
一

方
面
静
坐
以
明
知
，
一
方
面
在
事
上
磨
炼
以
求
仁
，
不
偏
枯
，
不
独
善
，

努
力
于
自
我
的
完
成
与
发
展
而
同
时
使
他
人
的
自
我
也
一
样
地
得
遂
其

完
成
与
发
展
。-

孔
门
的
教
义
便
在
这
儿
，
王
阳
明 

也
正
正
见
到
了
这

儿
了
。 

(

大
意)

絶
対
悪
が
人
欲
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
絶
対
善
が
天
理
で
あ
る
こ
と

を
知
り
、
人
欲
を
す
て
天
理
を
存
ず
る
よ
う
に
努
力
し
、
万
物
一
体

の
仁
を
体
験
せ
ん
と
努
力
し
、
良
知
を
致
す
よ
う
努
力
す
る
、
こ
れ

こ
そ
が
、
王
陽
明
の
知
行
合
一
の
倫
理
で
あ
る
。
そ
れ
を
入
手
す
る

工
夫
は
、
ひ
と
つ
に
静
坐
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
知
り
、
一
つ
に
何
事

に
お
い
て
も
錬
磨
し
て
仁
を
求
め
る
、
偏
ら
ず
独
善
に
な
ら
ず
、
自

我
の
完
成
、
発
展
せ
ん
と
努
力
し
、
同
時
に
他
人
の
自
我
も
同
じ
よ

う
に
完
成
、
発
展
す
る
よ
う
す
る
。
孔
門
の
教
義
は
こ
こ
に
あ
っ
て
、

王
陽
明
も
ま
さ
に
こ
こ
に
至
る
の
で
あ
る
。 

 と
真
の
孔
門
の
人
格
形
成
論
と
し
て
、
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

在
这
儿
我
在
王
阳
明
学
中
与
近
世
欧
西
的
社
会
主
义
导
出
了
一
致
点
。

王
阳
明
主
张
〃
去
人
欲
而
存
天
理
〃
，
这
从
社
会
方
面
说
来
，
便
是

废
去
私
有
制
度
而
一
秉
大
公
了
。
在
这
儿
西
方
文
化
与
东
方
文
化
才

可
以
握
手
，
在
这
儿
西
方
文
化
才
能
生
出
眼
晴
，
东
方
文
化
也
才
能

魂
归
正
宅
。
所
以
在
我 

自
己
是
肯
定
孔
子
，
肯
定
王
阳
明
，
而
同
时

更
是
信
仰
社
会
主
义
的
。
我
觉
得
便
是
马
克
思
与
列
宁
的
人
格
之
高

洁
不
输
孔
子 

与
王
阳
明
，
俄
罗
斯
革
命
后
的
施
政
是
孔
子
所
说
的

王
道
。 

(

大
意)

こ
こ
に
於
い
て
私
は
陽
明
学
と
近
世
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
主
義

と
一
致
点
を
見
出
し
た
。
王
陽
明
が
主
張
す
る
人
欲
を
す
て
天
理
を

存
す
る
と
は
、
社
会
方
面
か
ら
言
え
ば
、
私
有
制
度
を
棄
て
公
を
と

る
。
こ
こ
に
お
い
て
西
洋
と
東
洋
は
、
握
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
西

洋
文
化
は
目
を
開
く
こ
と
が
で
き
、
東
洋
は
魂
の
正
宅
に
や
っ
と
帰

る
こ
と
が
で
き
る
。
よ
っ
て
私
自
身
孔
子
を
肯
定
し
、
王
陽
明
を
肯

定
し
、
同
時
に
社
会
主
義
を
信
仰
す
る
。
私
は
、
マ
ル
ク
ス
や
レ
ー

ニ
ン
の
人
格
の
高
さ
は
孔
子
や
王
陽
明
に
劣
ら
ず
、
ロ
シ
ア
革
命
の
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施
政
は
孔
子
の
い
う
王
道
だ
と
思
う
。 

 
と
述
べ
、
王
陽
明
の
思
想
は
、
社
会
主
義
に
一
致
し
、
孔
子
や
王
陽
明
は
、
マ

ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
に
比
し
、
ロ
シ
ア
革
命
は
孔
子
の
王
道
の
実
現
だ
と
認
識

し
て
い
る
。 

た
だ
し
こ
の
一
文
は
、
一
九
二
九
年
七
月
上
海
光
华
局
订
正
四
版
『
文
艺
论

集
』
所
収
の
「
儒
家
精
神
之
复
活
者
王
阳
明
」
で
は
確
認
で
き
ず
、
一
九
二
五

年
脱
稿
と
さ
れ
る
全
集
所
収
の
「
王
阳
明
礼
赞
」
で
加
筆
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
、
郭
沫
若
の
心
の
揺
れ
動
き
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る7

。 

郭
沫
若
は
、
後
に
当
時
を
回
想
し
て
一
九
三
七
年
執
筆
の
『
続
創
造
十
年
』

の
中
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

私
は
あ
る
時
期
王
陽
明
の
崇
拝
者
だ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九

一
五
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
私
が
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
で
学
ん

で
い
た
時
期
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
汎
神
論
の
思
想
に
染
ま
っ
て

い
た
の
で
、
ス
ピ
ノ
ザ
、
ゲ
ー
テ
を
崇
拝
し
て
お
り
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を

耽
読
し
、
中
国
の
古
人
の
中
で
は
荘
子
と
王
陽
明
を
崇
拝
し
て
い
た
。
荘

子
の
思
想
は
一
般
に
虚
無
主
義
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
彼
を
ス
ピ

ノ
ザ
と
き
わ
め
て
近
い
と
思
う
。
彼
は
宇
宙
万
物
を
一
つ
の
実
在
す
る
大

体
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
る
。
人
は
こ
の
大
体
を
体
験
し
、
万
物
を
一
体
と

見
な
し
、
個
体
の
私
欲
私
念
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生

命
を
養
え
ば
平
静
た
り
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
行
え
ば
争
乱
が
な
い
、

と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
む
し
ろ
宇
宙
主
義
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
彼
の
文
筆
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
国
の
古
文
中
で

古
今
独
歩
の
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
の
思
想
は
禅
理
を
本
質
と
し
て
儒
家

の
衣
裳
を
ま
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
荘
子
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な

い
。
彼
は
荘
子
の
本
体
、
い
わ
ゆ
る
「
道
」
を
、「
良
知
」
と
命
名
し
、
一

方
で
は
静
座
を
主
張
し
て
、
知
行
合
一
の
生
活
を
求
め
る
。
そ
の
出
発
点

に
問
題
は
あ
る
に
し
て
も
、
彼
の
「
事
に
お
い
て
錬
磨
す
る
」
と
い
う
主

張
は
、
一
切
の
玄
学
家(

一
種
の
神
秘
主
義
的
空
論
家)

の
歪
曲
を
救
う
に

十
分
で
あ
る
。
そ
し
て
彼
自
身
の
実
践
、
昔
の
い
わ
ゆ
る
「
経
論
」
も
、

ま
さ
し
く
彼
の
学
説
の
保
証
で
あ
る
。
私
は
当
時
静
座
を
学
び
、
彼
の
「
伝

習
録
」
と
詩
を
耽
読
し
た
も
の
だ
っ
た
。
の
ち
に
捨
て
て
し
ま
っ
た
が
、

私
は
彼
に
対
す
る
崇
拝
は
依
然
と
し
て
断
ち
切
れ
て
い
な
い
。
彼
は
何
と

い
っ
て
も
わ
が
民
族
の
発
展
に
お
け
る
一
人
の
傑
作
た
る
を
失
わ
な
い
、

と
私
は
信
じ
て
い
る8

。 

つ
ま
り
彼
は
一
面
で
荘
子
と
王
陽
明
を
折
衷
し
、
そ
れ
を
ス
ピ
ノ
ザ
の
汎
神

論
と
重
ね
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
も
う
一
面
で
彼
は
陽
明
学
を
儒

家
の
真
の
人
格
形
成
論
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
三
年

に
か
け
て
、
孔
子
の
捉
え
方
が
ゲ
ー
テ
の
反
照
か
ら
政
治
家
へ
と
移
行
し
た
機

縁
は
、
こ
の
一
九
二
一
年
の
陽
明
学
論
が
一
つ
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
如
何
に
進
展
し
た
か
次
章
で
み
て
い
き
た
い
。 

 五 

内
聖
外
王
論
へ
の
展
開 

先
に
見
た
陽
明
学
を
内
包
し
た
儒
学
解
釈
が
よ
り
顕
著
に
表
れ
た
の
が
、
一

九
二
三
年
一
月
一
日
・
二
日
と
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
芽
生
の

二
葉(

上)
(

下)

」
で
あ
る
。
こ
の
論
考
は
後
に
「
中
国
文
化
之
传
统
精
神
」
と

し
て
、
中
国
語
訳
さ
れ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
一
次
史
料
と
し
て
日
本
語
で

書
か
れ
た
前
者
を
用
い
て
、
中
国
の
伝
統
文
化
を
如
何
に
思
想
化
し
た
か
を
見

て
ゆ
き
た
い9

。 

先
ず
「
芽
生
の
二
葉(

上)

」
の
中
で
、
中
国
の
古
代
認
識
に
つ
い
て
、 

三
代
で
は
神
は
人
間
の
形
を
取
つ
て
超
在
的
に
な
つ
て
来
た
。
霊
魂
不
滅

の
説
や
祖
先
崇
拝
の
慣
習
は
表
れ
吉
凶
、
亀
卜
等
の
迷
信
観
念
は
黒
潮
の

様
に
湧
い
て
来
て
遂
に
千
年
以
上
の
時
期
を
横
領
し
て
し
ま
つ
た
。
そ
の

時
代
の
思
想
は
一
番
系
統
的
に
『
洪
範
』
の
中
に
現
れ
て
居
る
が
、
国
家

は
神
権
の
表
現
と
し
て
表
れ
、
行
政
者
は
神
の
代
表
者
と
し
て
立
つ
。
倫

理
思
想
も
総
て
他
律
的
で
あ
つ
て
、
無
数
の
礼
法
の
形
式
が
設
け
ら
れ
、

人
間
の
自
由
の
一
切
を
束
縛
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。
私
共
は
西
洋
の
歴
史
家
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に
倣
つ
て
、
此
時
期
を
『
暗
黒
時
代
』
と
名
付
け
た
い
も
の
で
あ
る
。 

と
し
、
一
九
二
七
年
以
後
本
格
的
に
古
代
研
究
に
着
手
す
る
以
前
の
認
識
と
し

て
特
記
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
、 

 
私
共
は
老
子
の
時
代
に
於
い
て
支
那
思
想
上
の
一
つ
の
ル
ネ
ツ
サ
ン
ス
を

見
出
し
た
。
即
ち
宗
教
的
、
迷
信
的
、
他
律
的
な
三
代
思
想
に
反
抗
し
て

個
性
を
解
放
し
、
沈
潜
し
た
民
族
精
神
を
覚
醒
し
三
代
以
前
の
自
由
思
想

に
復
帰
し
て
そ
れ
を
発
展
さ
し
て
行
く
一
つ
の
再
生
運
動
を
見
出
し
た
の

で
あ
る
。 

と
述
べ
、
そ
の
暗
黒
時
代
の
転
換
期
に
老
子
を
持
ち
だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ

れ
を
受
け
継
ぐ
形
で
孔
子
に
つ
い
て
、
孔
子
自
身
は
全
然
形
而
上
の
知
識
を
持

た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
と
し
た
上
で
、 

 

彼
は
古
代
の
説
を
解
明
し
そ
れ
を
調
和
さ
せ
て
以
て
自
己
の
倫
理
思
想
の

根
底
と
す
る
に
満
足
し
た
の
で
あ
る
。
彼
の
晩
年
に
は
『
易
』
を
好
み
、

老
子
の
教
へ
を
受
け
た
こ
と
が
あ
つ
た
。
彼
は
三
代
思
想
の
人
格
神
の
観

念
を
改
造
し
て
汎
神
論
的
宇
宙
観
を
復
活
さ
せ
た
。
彼
は
、
老
子
と
同
じ

く
形
而
上
的
実
在
を
『
道
』
と
認
め
、
而
も
彼
は
そ
れ
を
し
て
『
易
』
の

観
念
に
等
し
か
ら
し
め
た
。 

と
後
に
自
己
批
判
の
的
と
な
る
『
易
』
を
使
い
、
さ
ら
に
老
子
の
道
と
の
違
い

に
つ
い
て 

然
し
彼
の
本
体
観
の
老
子
と
大
に
違
ふ
点
は 

第
一
、 

老
子
で
は
無
目
的
に
機
械
的
に
見
ら
れ
た
本
体
は
、
彼
に
は
『
善
』

を
以
て
進
化
の
目
的
と
し
て
居
る
。 

第
二
、 

老
子
は
神
の
観
念
を
否
定
し
て
居
た
が
、
彼
に
は
本
体
は
即
ち
神

で
あ
つ
た
。 

 
 

・
・
・「
善
」
に
向
つ
て
日
々
自
ら
新
に
し
て
居
る
。
然
し
本
体
の
此
の
「
善
」

に
向
つ
て
の
進
化
は
彼
に
は
神
の
意
識
の
発
露
と
し
て
で
は
な
く
神
の
本

性
、
即
ち
本
体
の
必
然
性
と
し
て
考
へ
ら
れ
て
居
た
。 

と
し
、
孔
子
の
本
体
を
無
意
識
に
進
化
し
て
い
る
と
認
め
た
点
は
、
ス
ピ
ノ
ザ

の
汎
神
論
と
も
少
し
違
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
孔
子

理
解
を
受
け
て
、
五
四
運
動
の
潮
流
を
意
識
し
て
か
以
下
の
よ
う
な
批
判
を
述

べ
て
い
る
。 

 

極
端
の
も
の
に
な
る
と
孔
子
を
盗
賊
と
罵
り
、
支
那
民
族
の
堕
落
は
総
て

孔
子
の
罪
に
帰
し
や
う
と
す
る
。
か
う
云
ふ
様
な
暴
論
を
唱
え
る
新
人
達

は
私
共
の
祖
国
に
は
可
な
り
多
数
に
あ
る
。
甚
だ
し
い
哉
、
古
人
を
誣
ふ

る
者
共
よ
、
汝
等
の
蒙
も
何
時
か
は
啓
発
さ
れ
る
時
が
来
る
で
あ
ろ
う
！ 

と
批
判
を
投
げ
か
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に 

 
 

茲
に
於
い
て
私
共
は
告
白
す
る
。
私
共
は
孔
子
を
崇
拝
す
る
も
の
で
あ
る
。

私
共
が
孔
子
を
崇
拝
し
て
居
る
の
は
、
決
し
て
盲
目
的
に
骨
董
品
を
玩
味

す
る
よ
う
な
心
理
状
態
と
論
ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
私
共
の
見
た
る

孔
子
は
カ
ン
ト
と
ゲ
エ
テ
を
兼
ね
た
様
な
偉
大
な
る
天
才
、
円
満
な
人
格
、

永
遠
に
生
命
の
あ
る
巨
人
で
あ
る
。 

と
す
る
、
宣
誓
に
ま
で
及
ん
で
い
る
。
そ
し
て
そ
の
実
像
に
つ
い
て
、「
芽
生
の

二
葉(

下)

」
で
詳
論
さ
れ
る
。
先
ず
『
易
』
の
文
言
を
挙
げ
、 

『
天
の
行
い
健
に
し
て
君
子
以
て
自
強
不
息
な
り
』
孔
子
の
人
生
哲
学
が

即
ち
彼
の
道
的
な
汎
神
論
的
な
宇
宙
か
ら
出
発
し
て
、
精
神
の
独
立
自
主
、

人
格
の
自
律
を
高
調
し
て
居
る
。
彼
は
人
間
の
個
性
を
ば
神
の
必
然
的
表

現
と
認
め
た
。
神
が
彼
に
は
完
全
無
欠
で
な
い
様
に
見
え
る
と
同
じ
く
、

人
間
の
性
も
そ
の
儘
の
姿
で
は
決
し
て
『
善
』
で
あ
る
と
は
彼
に
は
考
へ

ら
れ
て
居
な
い
。 

と
あ
り
「
性
」
を
必
ず
し
も
「
善
」
と
捉
え
ず
、
道
学
者
に
反
し
て
「
性
悪
論
」

に
近
い
独
特
の
ス
タ
ン
ス
が
彼
の
特
徴
で
あ
る
。
そ
し
て
『
大
学
』
を
持
ち
だ

し
て
、 「

ま
ご
こ
ろ
に
て
日
に
新
た
に
せ
、
日
に
日
に
新
た
に
せ
、
ま
た
も
や
日

に
新
た
に
せ
」
か
く
て
間
断
な
く
自
己
を
励
み
、
自
己
を
向
上
せ
し
め
、

自
己
を
新
化
さ
し
て
行
く
。
彼
は
人
間
の
一
切
の
本
能
を
無
節
制
に
放
縦

さ
せ
る
を
決
し
て
許
さ
な
い
。
彼
は
人
間
の
本
能
的
衝
動
或
い
は
官
能
的

享
楽
を
出
来
得
る
限
り
、
正
し
い
道
に
於
い
て
、
至
善
の
道
に
於
い
て
音

楽
的
に
調
整
す
る
事
に
自
ら
努
め
、
他
人
に
教
へ
て
居
る
。 
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と
し
、
さ
ら
に
「
克
己
復
礼
」
に
つ
い
て
、 

 
 

 

彼
の
所
謂
『
礼
』
は
決
し
て
形
式
的
な
既
成
道
徳
で
は
な
い
、
そ
れ
は 

人
間
の
本
性
に
内
在
す
る
道
徳
律
で
あ
つ
て
、
カ
ン
ト
の
語
を
借
り
て 

い
へ
ば
、
「
良
心
の
最
高
命
令
」
を
出
す
の
で
あ
ろ
う
。 

と
し
、
「
克
己
」
に
つ
い
て
は
、 

 

「
克
己
」
と
同
じ
意
味
の
語
は
私
共
は
『
大
学
』
に
於
い
て
発
見
す
る
で 

あ
ろ
う
。
即
ち
「
格
物
」
の
一
語
で
あ
る
。
私
共
は
此
語
に
就
い
て
宋

儒
の
「
窮
理
」
の
解
釈
に
は
同
意
し
得
な
い
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
「
官

能
的
欲
望
を
正
し
い
道
に
於
て
調
節
す
る
」
意
味
で
あ
る
。 

と
述
べ
、
や
は
り
こ
こ
で
も
陽
明
学
的
解
釈
に
因
っ
て
宋
儒
を
一
蹴
し
て
い
る
。

ま
た
『
大
学
』
『
中
庸
』
を
聖
典
と
見
な
し
、 

配
・
・
・
天(

神)
 

参
・
・
・
天
地 

賛
・
・
・
化
育 

脩
身
ー
斉
家
ー
治
国
ー
平
天
下 

正
心 

格
物
↓
仁(

情)
 

 
 

 
 

致
知
↓
智(

勇)
 

 
 

 
 

誠
意
↓
勇(

意)
 

と
図
式
化
し
、
老
子
、
孔
子
や
彼
ら
以
前
の
原
始
宗
教
に
お
い
て
二
つ
の
心
音

を
聞
い
た
と
し
、 

 

―
把
一
切
的
存
在
看
做
动
的
实
在
之
表
现 

―
把
一
切
的
事
业
由
自
我
的
完
成
出
发
！1

0 

(

大
意)

す
べ
て
の
存
在
は
動
的
実
在
の
表
現
と
し
て
認
め
る
こ
と
。
す
べ
て

の
事
業
を
自
我
の
完
成
か
ら
出
発
さ
せ
る
こ
と 

 と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
文
化
の
解
釈
が
、
陽
明
学
を
踏
ま
え
た
、

一
九
二
一
～
一
九
二
三
年
時
の
郭
沫
若
独
自
の
「
内
聖
外
王
」
論
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う1

1

。 

 六 

亡
命
と
唯
物
論
に
於
け
る
「
内
聖
外
王
」
論
の
否
定 

一
九
二
七
年
の
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
や
南
昌
蜂
起
な
ど
の
一
連
の
反
共
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
っ
て1

2

、
蒋
介
石
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
を
決
意
し
一
九
二
八
年
二
月

に
日
本
に
亡
命
し
た
郭
沫
若
の
思
想
は
、
当
時
の
蒋
介
石
に
つ
い
て
一
九
二
七

年
三
月
三
一
日
に
書
い
た
「
请
看
今
日
之
蒋
介
石
」
と
同
年
五
月
七
、
九
、
十

一
、
十
四
、
十
七
、
二
三
日
に
発
表
し
た
「
脱
离
蒋
介
石
以
后
」
に
よ
っ
て
、

そ
の
蒋
介
石
観
と
し
て
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
思
想
的
な
側
面
は
一
九
二
七
年

八
月
七
日
に
書
き
終
え
た
「
《
周
易
》
時
代
的
社
会
生
活
」
に
よ
っ
て
そ
の
批
判

が
露
わ
に
さ
れ
て
い
る1

3

。 

 

特
に
後
半
部
の
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
易
経
』
の
解
釈
を
踏
ま
え
た
「
内
聖
外

王
」
論
批
判
は
、
郭
沫
若
の
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
自
己
否
定
で
あ
る
と
と
も

に
、
蒋
介
石
の
思
想
へ
の
批
判
で
あ
っ
て
、
両
者
の
思
想
史
上
の
交
差
を
示
す

歴
史
資
料
と
し
て
の
意
味
を
担
う
重
要
な
論
拠
と
な
る
性
格
を
有
し
て
い
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

以
下
分
析
し
て
み
る
と
、 

 

《
大
学
》
、
《
中
庸
》
与
《
易
传
》
是
同
性
质
的
书,

当
然
不
是
孔
子
做
的,

但
也
不
敢
说
就
是
曽
子
、
子
思
。
不
过
它
们
总
可
以
算
是
儒
家
的
一
部
分

重
要
典
籍
。
特
别
是
《
中
庸)

,

那
简
直
把
孔
仲
尼
当
成
了
通
天
教
主,

在
极

端
赞
扬,

可
见
儒
家
在
当
时
的
确
是
成
了
一
今
宗
教
。
《
中
庸
》
的
理
论
差

不
多
是
一
全
完
整
的
宗
教
体
系,

《
大
学
》
只
是
实
践
伦
理
的
一
部
分
。《
中

庸
》
是
包
含
了
一
今
形
而
上
学
在
里
面
的
。 

(

一)

本
体
即
诚 

〝
诚
者
天
之
道
也
。
・
・
・
・
・
・
诚
者
物
之
終
始,

不
诚
无
物
。
″ 

(
二)
本
体
自
因 

“
诚
者
自
成
也,

而
道
自
道
也
。
″ 

(

三)

本
体
自
变 
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“
诚
者
非
自
成
己
而
己
也,

所
以
成
物
也
。
・
・
・
・
・
・
不
见
而
章,

不 
 

动
而
变,

无
为
而
成
。
″ 

本
体
不
期
然
而
然
地
发
育
万
物,

万
物
有
终
有
始
而
它
自
己
不
动
不
変,

悠 
久
无
彊
。
这
就
是
“
易
者
不
易"

的
道
理
了
。 

圣
入
就
是
要
学
它
这
种
诚,

就
是
要
达
到
这
种
不
动
不
变
悠
久
无
彊
的
目

的
。
要
达
到
这
目
的
，
那
是
只
好
采
取
中
道
。
所
以
说
“
誠
者
不
勉
而
中,

不
思
而
得,
従
容
中
道,

圣
人
也
。
″
“
从
容
中
道"

这
就
是
《
中
庸
》
的
本

旨
。
《
大
学
》
的
“
知
止
而
后
有
定,

定
而
后
能
静
″,

也
就
是
这
个
意
思
。

因
为
你
要
得
着
重
心
オ
能
够
静
止,

オ
能
够
不
动
不
变,

オ
能
够
永
恒
。
但

是
你
要
采
取
中
道,

你
要
求
得
重
心,

那
是
非
有
知
识
不
可,

非
知
道
自
然

的
変
化
的
軌
迹
不
可,

所
以
根
本
要
看
重
理
智,

而
出
发
便
在
研
究
自
然

(

“
格
物
致
知
″)

。
自
然
的
変
化
知
道
了,

晓
得
物
盛
而
衰,

事
极
必
反,

所
以
オ
能
够
执
中
乗
时,

而
自
己
的
意
志
オ
有
把
握[

意
诚]

)
,

而
自
己
的

心
理
オ
有
权
衡(

“
心
正"

)

。
就
把
这
样
的 

把
握
、
权
衡
来
斉
家
、
治
国
、

平
天
下,

那
是
元
住
而
不
适
用
的,

(

注
意
“
齐
″
字
和
“
平
″
字)

就
这
样

便
与
天
地
的
化
育
工
夫
相
参
赞
，
甚
至
于
超
过
天
地
而
与
本
体
合
一
了
。 

(

大
意)

『
大
学
』
『
中
庸
』
『
易
伝
』
は
同
質
の
書
で
あ
る
が
、
孔
子
が
作

っ
た
も
の
で
も
な
く
、
曽
子
や
子
思
が
作
っ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
ら
は
儒
家
思
想
の
一
部
分
の
重
要
典
籍
と
言
う
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
う
。
特
に
『
中
庸
』
か
ら
は
、
孔
子
を
ト
ッ
プ
と
し
て
教
主
と

す
る
、
極
め
て
ほ
め
た
た
え
る
、
儒
家
が
当
時
の
確
か
な
宗
教
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
『
中
庸
』
の
理
論
体
系
は
ほ
と
ん
ど
完
全
な
宗
教

体
系
で
あ
り
、
『
大
学
』
は
た
だ
実
践
倫
理
の
一
部
分
で
あ
る
。
『
中

庸
』
は
現
在
の
形
而
上
学
を
内
包
し
て
い
る
。 

① 

本
体
は
誠
で
あ
る
。
誠
は
天
の
道
で
あ
り
、
誠
は
物
事
の
終
始
で
あ
り
、

誠
で
な
い
物
は
な
い
。 

② 

本
体
の
原
因
は
誠
は
自
分
で
自
分
を
完
成
し
、
そ
の
道
自
体
が
、
誠
に
導

い
て
く
れ
る
。 

③ 

本
体
は
自
ず
か
ら
変
化
す
る
。 

誠
は
自
分
で
自
分
を
完
成
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
物
事
を
完
成

さ
せ
る
。
見
せ
び
ら
か
し
て
な
い
の
に
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
、
動
か
し
て

い
な
い
の
に
変
化
し
、
こ
と
さ
ら
に
作
為
し
な
い
の
に
成
し
遂
げ
ら
れ
る
。 

本
体
は
期
せ
ず
し
て
万
物
を
発
育
し
、
万
物
に
終
わ
り
も
始
め
も
あ
っ
て
、

自
分
で
は
動
か
ず
変
化
せ
ず
、
悠
久
で
限
り
が
な
い
。
こ
れ
こ
そ
が
「
易

に
変
わ
り
が
な
い
」
と
い
う
道
理
で
あ
る
。 

「
聖
」
は
こ
の
種
の
誠
を
要
し
、
そ
れ
で
こ
そ
不
動
不
変
で
悠
久
で
限
り

な
い
。
こ
の
目
的
を
達
成
す
れ
ば
、
中
道
を
得
、
い
わ
ゆ
る
「
努
力
し
な

く
と
も
的
中
し
、
思
慮
を
め
ぐ
ら
さ
な
く
て
も
達
成
し
、
自
由
に
の
び
の

び
し
て
そ
れ
で
道
に
適
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
聖
人
で
あ
る
。
」
「
自

由
に
の
び
の
び
し
て
そ
れ
で
道
に
適
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
が
、『
中
庸
』

の
本
旨
で
あ
る
。
『
大
学
』
の
「
ふ
み
止
ま
る
べ
き
と
こ
ろ
が
は
っ
き
り

わ
か
っ
て
こ
そ
し
っ
か
り
落
ち
着
く
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
し
っ
か
り
落

ち
着
い
て
こ
そ
平
静
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
れ
も
そ
の
意
味
で
あ
る
。

こ
こ
ろ
が
落
ち
着
い
て
か
ら
、
平
静
で
あ
る
こ
と
が
で
き
、
動
か
ず
変
わ

ら
な
い
か
ら
、
永
遠
で
あ
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
あ
な
た
が
中
道
を

と
り
、
心
を
重
ん
じ
え
れ
ば
、
そ
れ
が
知
識
で
あ
り
、
自
然
の
変
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
基
本
的
に
理
智
を
重
ん
じ
、
自
然
を
研
究
す

る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
の
で
あ
る
（
格
物
致
知
）
。
自
然
の
変
化
は
、
物

事
の
盛
衰
、
極
ま
れ
ば
反
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
中
道
を
と
れ

ば
自
分
の
意
思
を
把
握
で
き
（
意
誠
）
、
自
分
の
心
理
を
平
衡
（
心
正
）

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
把
握
と
均
衡
に
よ
っ
て
家
を
と
と
の
え
、
国
を
治

め
、
天
下
を
平
ら
ぐ
。
こ
れ
は
何
処
へ
行
っ
て
も
適
用
で
き
る
。(

斉
字
と

平
字
に
注
意)

こ
の
よ
う
に
天
地
の
化
育
の
工
夫
に
参
画
し
、
ひ
い
て
は
天

地
を
超
越
し
、
本
体
と
合
一
で
き
る
。 
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就
这
图
表
看
来
好
象
是
很
严
整
无
缺
的
一
个
系
統,
但
是
我
们
要
晓
得
它 

是
包
蔵
着
几
个
骗
局
的
。 

第
一
个
是
神
的
骗
局
… 

我
们
知
道,

这
个
系
統
的
出
发
点
是
在
格
物
致
知,

就
是
肯
定
了
客
观
的
存

在,

由
这
客
观
的
存
在
而
生
出
自
己
的
知
识
。
知
识
本
是
从
客
观
来
的,
但

是
渐
渐
渐
渐
把
它
升
华
起
来,

化
成
了
神
明
。
回
头
再
由
这
神
明
来
创
化
天

地
万
物
。
这
是
世
界
的
倒
置
。
世
界
是
立
在
头
脳
上
了
。 

(

大
意)

こ
の
表
は
厳
正
無
欠
の
系
統
図
の
よ
う
に
み
え
る
け
れ
ど
も
、
私
は 

こ
れ
ら
が
内
蔵
す
る
ペ
テ
ン
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

第
一
は
神
の
ペ
テ
ン 

我
々
は
、
こ
の
系
統
の
出
発
点
が
「
格
物
致
知
」
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
客

観
的
存
在
を
肯
定
し
、
こ
の
客
観
的
存
在
か
ら
自
己
の
知
識
が
生
ま
れ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
知
識
は
も
と
も
と
客
観
的
存
在
か
ら
次
第
に
昇
華

さ
れ
神
明
に
至
る
。
し
ば
ら
く
し
て
こ
の
神
明
か
ら
天
地
万
物
が
創
造
さ

れ
る
。
こ
れ
は
世
界
が
さ
か
さ
ま
で
あ
る
。
世
界
は
腦
の
中
の
出
来
事
で

あ
る
。 

 

第
二
个
是
尽
性
的
骗
局:

 

我
们
知
道,

这
个
系
統
所
致
的
知
，
只
是
在
知
道
执
中,

知
道
乗
时,

就
是
在

知
道
妥
协,

知
道
把
捉
机
会,

知
道
零
碎
的
改
良
。
那
末
它
所
说
的
尽
性
是

甚
ム
呢
？
尽
其
性
就
是
发
挥
自
己
妥
协
的
个
性
。
尽
人
性
就
是
叫
人
要
妥

协
。
尽
物
性
或
者
就
是
爱
惜,

就
是
节
用
罢
？
物
是
所
谓
宝
蔵
貨
財
。
“
何

以
守
位
？
日
仁
。
何
以
聚
人
？
日
財
。
理
財
正
辞,

禁
民
为
非
曰
义
。(

《
易

传
》)

“
生
財
有
大
道
。
生
之
者
众,

食
之
者
寡;

为
之
者
急,

用
之
者
舒
，

则
財
恒
足
矣
。
仁
者
以
財
发
身,

不
仁
者
以
身
发
財
。
″
大
学,

)

“
来
百
工

则
財
用
足
。
・
・
・
・
・
・
日
省
月
試,

既
禀
称
事,

所
以
劝
百
工
也
。"(

《
中

庸
》}

大
约
这
些
款
項
就
是
所
谓
尽
物
性
罢
？
生
众
食
寡,

为
急
用
舒,

在
从

前
的
人
视
为
天
经
地
义
的
大
道
理,

其
实
只
是
棒
榨
取
阶
級
的
心
理
罢
了
。

它
根
本
是
注
重
在
財
上
而
不
注
重
在
人
上
。
以
財
发
身
就
是
散
財
聚
民,

就
是
多
用
些
钱
去
招
些
百
工
来,

当
一
个
大
大
的
榨
取
家
。
以
身
发
財,

就

是
聚
財
散
民,

就
是
只
是
自
己
动
手
而
当
一
个
小
小
的
守
財
奴
。 

(

大
意)

第
二
は
尽
性
の
ペ
テ
ン 

私
た
ち
は
こ
の
系
統
の
知
を
致
す
こ
と
が
、
た
だ
中
を
執
る
こ
と
だ
と
知

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
妥
協
で
あ
っ
て
、
機
会
を
把
握
し
、
こ
ま
ご

ま
と
し
た
改
良
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
な
ら
ば
こ
こ
で
い
う
「
尽

性
」
と
は
何
か
。
「
そ
の
性
を
尽
く
す
」
と
は
自
己
の
妥
協
の
個
性
を
発

揮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
人
性
を
尽
く
す
と
は
人
に
妥
協
を
し
い
る
こ
と
で

あ
る
。
物
性
を
尽
く
す
と
は
、
愛
惜
で
あ
り
、
節
用
で
は
な
い
か
。
物
と

は
い
わ
ゆ
る
宝
藏
貨
財
で
あ
る
。
何
を
も
っ
て
高
い
地
位
、
天
子
の
位
を

守
っ
て
失
わ
な
い
よ
う
に
す
る
か
と
言
え
ば
、
そ
れ
は
仁
で
あ
る
。
い
か

に
し
て
人
民
を
心
服
さ
せ
る
か
と
い
え
ば
、
物
資
で
あ
る
。
物
資
を
増
産
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し
生
活
を
安
定
さ
せ
、
是
非
を
正
し
く
す
る
こ
と
を
民
に
教
え
る
。
刑
を

明
ら
か
に
し
、
法
を
正
し
て
民
の
非
行
を
禁
じ
る
。
こ
れ
を
義
と
い
う
。

《
易
伝
》
国
家
の
財
政
を
豊
か
に
す
る
に
も
、
法
則
が
あ
る
。
農
作
物
を

作
る
も
の
が
多
く
、
農
作
物
を
食
い
つ
ぶ
す
も
の
が
少
な
く
、
耕
作
す
る

も
の
は
精
励
し
、
税
を
使
用
す
る
も
の
は
慎
重
に
す
る
。
か
く
す
れ
ば
、

国
家
の
財
用
は
常
に
十
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
仁
者
は
財
に
よ
っ
て
自
分
を

高
め
る
が
、
不
仁
者
は
自
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
を
富
ま
す

の
で
あ
る
。
《
大
学
》
工
人
を
ね
ぎ
ら
い
励
ま
せ
ば
、
国
家
の
器
物
調
度

に
事
か
か
な
く
な
る
。
・
・
・
日
々
月
々
に
、
製
作
者
の
精
度
・
出
来
高

な
ど
を
検
査
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
仕
事
の
能
率
に
扶
持
米
を
与
え
る
よ

う
に
す
る
、
こ
れ
が
工
人
を
精
出
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
《
中
庸
》
だ
い

た
い
こ
れ
ら
が
、
い
わ
ゆ
る
物
性
を
尽
く
す
こ
と
で
あ
ろ
う
か
？
生
む
も

の
が
多
く
食
う
も
の
が
少
く
、
急
い
で
つ
く
り
ゆ
っ
く
り
用
い
る
。
昔
の

人
の
天
地
の
義
、
大
道
理
で
あ
る
が
、
実
際
は
搾
取
階
級
者
の
心
理
で
あ

る
。
こ
れ
は
根
本
的
に
財
を
重
ん
じ
人
を
重
ん
じ
て
い
な
い
。
財
を
使
っ

て
自
分
を
高
め
る
と
は
財
を
撒
い
て
人
を
あ
つ
め
、
つ
ま
り
は
多
く
の
お

金
を
使
っ
て
工
人
を
招
く
と
い
う
の
は
、
一
人
の
大
搾
取
家
で
あ
る
。
つ

ま
り
身
を
犠
牲
に
し
て
財
を
富
ま
す
と
は
、
そ
れ
は
財
を
集
め
て
民
に
撒

く
、
こ
れ
は
自
分
の
手
を
動
か
す
こ
と
だ
け
に
よ
っ
て
、
一
人
の
小
さ
な

守
財
奴
隷
を
管
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

第
三
个
是
阶
級
的
骗
局
… 

这
个
系
統
根
本
是
支
配
阶
级
的
心
理
。
新
兴
的
支
配
阶
级
要
使
自
己
的

支
配
枚
合
理
化,

要
使
自
己
的
支
配
权
恒
久
不
変,

所
以
创
造
出
一
个
合

理
的
至
上
神
出
来,

使
他
统
治
万
物,

回
头
又
使
自
己
和
这
至
尊
的
统
治

者
相
等
。
至
上
神
是
一
成
不
变
的,

所
以
自
己
的
統
治
权
也
就
一
成
不
変
。

所
以
神
就
是
他
自
己
的
化
身,

就
是
他
自
己
支
配
欲
望
的
化
身,

就
是
他

自
己
了
。
他
自
己
“
开
物
成
务,

見
几
而
作,

知
微
知
彰,

知
柔
知
刚,

损

益
盈
虚,

与
时
偕
行"

,

既
元
亨
而
且
利
貞
了
。 

(

大
意)

第
三
は
階
級
の
ペ
テ
ン 

こ
の
系
統
は
、
根
本
的
に
支
配
階
級
の
心
理
で
あ
る
。
新
興
の
支
配
階

級
は
自
己
の
支
配
権
の
合
理
化
を
行
い
、
自
己
の
支
配
を
永
遠
不
変
の

も
の
と
す
る
、
つ
ま
り
一
個
の
合
理
的
な
至
上
神
を
創
造
し
、
万
物
を

統
治
さ
せ
、
し
ば
ら
く
し
て
自
己
を
絶
対
の
統
治
者
と
す
る
。
至
上
神

は
一
た
び
な
れ
ば
変
わ
ら
ず
、
よ
っ
て
自
己
の
統
治
権
も
一
た
び
な
れ

ば
変
わ
ら
な
い
。
よ
っ
て
神
は
自
己
の
化
身
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
彼
自

身
が
支
配
欲
の
化
身
で
あ
り
、
彼
自
身
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
自
身
「
閉

じ
ふ
さ
が
っ
て
通
じ
な
い
も
の
を
開
い
て
発
展
さ
せ
」
「
吉
凶
の
兆
し

を
み
れ
ば
す
ぐ
行
動
し
」
「
ま
だ
微
弱
で
あ
る
が
他
日
顕
著
に
な
る
こ

と
を
前
も
っ
て
知
り
、
い
ま
だ
柔
弱
で
あ
る
が
他
日
剛
強
に
な
る
こ
と

を
前
も
っ
て
知
っ
て
い
る
」
「
増
せ
ば
減
ら
し
、
欠
け
れ
ば
満
た
し
、

常
に
そ
の
時
の
よ
ろ
し
き
に
従
っ
て
行
う
」
。
す
で
に
、
善
の
根
源
、

物
美
の
集
合
、
か
つ
義
の
調
和
、
物
事
の
根
幹
で
あ
る
と
す
る
。 

 

儒
家
理
论
的
系
統,

全
体
就
是
这
样
的
一
个
骗
局
。
它
是
封
建
制
度
的
极

完
整
的
支
配
理
论
。
我
们
中
国
人
受
它
的
支
配
两
千
多
年,

把
中
国
的
国

民
性
差
不
多
完
全
养
成
了
一
全
折
衷
改
良
的
机
会
主
义
的
国
民
性
。
一

直
到
現
在
都
还
有
人
改
头
换
面
地
表
彰
着
儒
家
的
理
想
，
想
来
革
新
中

国
的
社
会,

有
意
识
地
执
行
着
它
的
“
絜
矩
之
道
“
，
有
意
识
地
在
“
执

其
两
端
用
其
中
于
民"

。
本
来
在
阶
级
対
立
着
的
社
会,

一
切
立
在
支
配

阶
级
上
的
理
论,

在
毎
个
进
展
的
阶
级
上
多
少
都
是
可
以
适
用
的
。
在
毎

个
阶
段
推
移
的
时
候,

新
旧
虽
然
略
有
冲
突,

但
到
支
配
权
的
转
移
対
象

一
固
定,

在
旧
的
里
面
所
发
现
的
昔
日
的
桎
梏,

会
发
着
很
庄
严
的
辉
光

而
成
为
今
日
的
武
器
。
所
谓
“
昔
日
之
事
子
为
政,

今
日
之
事
我
为
政
″,

“
易
地
则
皆
然
″
了
。
昨
天
敌
人
准
备
下
来
斫
我
头
颅
的
青
龙
偃
月
刀,

今
天
我
不
可
以
利
用
来
斫
敌
人
的
头
颅
吗?

所
以
原
始
公
社
社
会
的
犹

太
教,

一
经
耶
稣
的
改
革
便
成
为
奴
隶
社
会
的
信
仰,

再
经
烦
琐
哲
学
家

的
钩
通
便
为
封
建
时
代
的
护
符,

三
经
马
丁
・
路
徳
的
今
个
人
主
义
的
改
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革
便
成
为
今
日
的
資
本
社
会
的
武
器
。
《
易
经
》
的
道
理
不
也
就
是
一

样
吗?

本
来
是
奴
隶
社
会
的
中
行
之
道,

一
变
而
为
封
建
思
想
的
儒
家
中

庸,

再
变
而
为
現
行
資
产
阶
级
革
命
的
所
渭
“
中
正
主
义
″
了
。 

(

大
意)
儒
教
理
論
系
統
は
、
全
体
的
に
こ
の
よ
う
な
一
つ
の
ペ
テ
ン
で
あ
る
。

そ
れ
は
封
建
制
度
の
完
璧
な
支
配
理
論
で
あ
る
。
我
々
中
国
人
は
二
千

年
の
こ
の
支
配
を
う
け
、
そ
の
国
民
性
は
ひ
と
つ
の
折
衷
改
良
の
機
会

主
義
を
養
成
さ
れ
て
き
た
。
現
在
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
う
わ
べ
だ
け
変

え
て
、
儒
家
の
理
想
を
顕
彰
し
て
い
る
人
が
い
る
。
中
国
社
会
の
革
新

を
想
い
、
こ
の
絜
矩
の
道
を
意
識
し
、
両
端
を
執
っ
て
そ
の
中
を
民
に

用
い
る
こ
と
を
意
識
す
る
。
本
来
の
階
級
対
立
の
社
会
に
於
い
て
、
一

切
は
支
配
階
級
上
の
理
論
に
立
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
展
す
る
階
級
に
あ

っ
て
、
す
べ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
階
級
が
推
移
す
る
と

き
、
新
旧
は
少
し
衝
突
が
あ
る
が
、
し
か
し
権
力
を
支
配
す
る
推
移
の

対
象
は
固
定
的
で
、
古
い
中
に
気
付
い
た
昔
の
桎
梏
は
、
と
て
も
厳
粛

な
光
を
な
す
今
日
の
武
器
に
な
っ
て
い
る
。
所
謂
「
昔
は
天
子
に
仕
え

政
治
を
し
、
今
日
は
自
分
に
仕
え
政
治
を
す
る
」
「
た
が
い
に
立
場
が

違
う
か
ら
お
こ
な
う
事
も
違
う
わ
け
で
、
そ
の
立
場
を
取
り
替
え
れ
ば

お
こ
な
う
こ
と
は
同
一
に
な
る
」
の
で
あ
る
。
昨
日
の
敵
が
私
の
頭
を

た
た
き
切
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
蒼
竜
半
月
の
刃
で
、
今
日
の
私
は
敵
の

頭
を
た
た
き
切
り
に
用
い
る
の
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か

(

聖
書)

？
だ
か
ら
原
始
共
同
体
社
会
の
ユ
ダ
ヤ
教
、
ひ
と
た
び
イ
エ
ス

の
改
革
を
経
れ
ば
奴
隷
制
社
会
の
信
条
に
な
り
、
ま
た
こ
ま
ご
ま
と
煩

わ
し
い
哲
学
家
の
か
ぎ
を
通
せ
ば
封
建
主
義
の
お
守
り
と
な
り
、
み
た

び
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
個
人
主
義
の
改
革
を
経
れ
ば
、
今
日
の
資

本
主
義
の
武
器
に
な
る
。
《
易
経
》
の
道
理
も
同
じ
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
も
と
も
と
奴
隷
制
社
会
の
中
行
の
道
で
、
ひ
と
た
び
変
わ
る
と
封

建
思
想
の
儒
家
の
中
庸
と
な
り
、
ま
た
変
わ
る
と
資
産
階
級
革
命
の
い

わ
ゆ
る
“
蒋
介
石
主
義
″
と
な
る
。 

 

折
衷
主
义
根
本
是
立
在
支
配
阶
级
上
了
。
所
以
名
目
虽
折
衷,

而
实
际
是

偏
袒
一
个
阶
级
。
我
们
回
头
还
是
来
讨
论
《
易
传
》
罢
。
…
不
消
说
他

也
有
他
的
温
情
主
义,

所
渭
“
君
子
以
明
慎
用
刑
而
不
留
狱
″
所
谓
“
君

子
以
议
狱
缓
死"

。
但
他
的
温
情
是
有
权
衡
的,

权
衡
是
操
在
他
的
手
里

的
啦
。
折
衷
主
义
対
于
工
贼
的
收
买
是
诉
干
温
情,

対
于
乱
党
的
惩
治
是

利
用
恐
怖,

所
谓
“
君
子
怀
徳
小
人
怀
刑
″,

就
是
这
个
把
戏
了
。
折
衷

主
义
根
本
是
披
着
一
件
羊
皮
的
虐
杀
主
义
。
一
九
二
七
年
八
月
七
日 

(

大
意)

折
衷
主
義
は
根
本
的
に
支
配
者
階
級
の
立
場
に
あ
る
。
名
目
は
折
衷

と
雖
も
一
階
級
に
加
担
し
て
い
る
。
我
々
は
振
り
返
り
『
易
伝
』
を
討

論
し
よ
う
。・
・
・
言
う
に
及
ば
ず
彼
の
温
情
主
義
は
、
所
謂
「
君
子
は

明
ら
か
に
慎
ん
で
刑
罰
を
実
施
し
、
裁
判
を
滞
り
な
く
速
決
す
る
」「
裁

判
の
判
決
は
よ
く
評
議
し
て
か
ら
定
め
、
刑
の
執
行
は
で
き
る
だ
け
寛

大
に
す
る
」
で
あ
る
。
し
か
し
彼
の
温
情
を
は
か
る
の
は
彼
の
手
に
よ

る
の
で
、
折
衷
主
義
は
ス
ト
破
り(

労
働
運
動
の
裏
切
り
者)

の
買
収
に

温
情
で
訴
え
、
乱
党
の
懲
罰
に
恐
怖
を
利
用
す
る
の
で
、
所
謂
「
君
子

は
徳
を
思
い
、
小
人
は
刑
を
思
う
」
の
ペ
テ
ン
で
あ
る
。
折
衷
主
義
は

根
本
的
に
ヒ
ツ
ジ
の
皮
を
は
お
っ
た
虐
殺
主
義
な
の
だ
。 

 

以
上
が
、
郭
沫
若
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
対
す
る
思
想
的
批
判
と
み
て
大
過

な
か
ろ
う
。
つ
ま
り
単
に
古
代
思
想
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
思

想
そ
の
も
の
が
、
郭
沫
若
か
ら
み
た
蒋
介
石
像
で
あ
り
、
蒋
介
石
思
想
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
亡
命
後
、
宗
教
を
忌
避
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
に
基
づ
く
歴

史
検
証
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
論
文
が
郭
沫
若
の
唯
物
論
歴
史
学
の
端
緒
を
開

く
も
の
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

蒋
介
石
は
『
大
学
』
の
「
修
身
斉
家
治
国
平
天
下
」
の
徳
目
を
自
ら
の
基
本

的
な
倫
理
規
範
と
し
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
一
九
二
七
年
時
に
於
い
て

郭
沫
若
に
は
、
そ
の
体
系
が
上
述
の
よ
う
に
見
え
た
と
言
え
る
。 
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七 

小
結
ー
市
川
に
於
け
る
古
代
儒
教
史
の
構
築
へ 

日
本
留
学
中
は
、
五
四
運
動
の
潮
流
と
一
線
を
画
し
、
西
洋
文
化
の
反
照
と

し
て
の
中
国
文
化
と
し
て
、
儒
教
文
化
、
道
徳
に
対
し
て
郭
沫
若
は
、
肯
定
的

な
ス
タ
ン
ス
を
保
っ
て
い
た
。 

一
九
二
〇
年
の
段
階
で
は
ゲ
ー
テ
の
反
照
と
し
て
孔
子
を
捉
え
、
一
九
二
一

年
に
は
陽
明
学
の
整
理
に
因
っ
て
、
孔
子
の
教
義
の
正
統
な
継
承
を
そ
こ
に
見

出
し
、
一
九
二
三
年
に
は
、
や
は
り
宋
儒
を
一
蹴
し
つ
つ
も
『
大
学
』
『
中
庸
』

を
聖
典
と
見
な
し
た
上
で
、
そ
こ
で
郭
沫
若
独
自
の
政
治
家
と
し
て
の
「
内
聖

外
王
」
論
を
展
開
し
た
。 

し
か
し
一
九
二
七
年
の
蒋
介
石
に
よ
る
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
、
儒
教

理
論
系
統
は
、
一
つ
の
ペ
テ
ン
で
あ
っ
て
そ
れ
は
封
建
制
度
の
完
璧
な
支
配
理

論
で
あ
る
と
さ
れ
、
ま
た
一
変
す
る
と
資
産
階
級
革
命
の
“
蒋
介
石
主
義
″
と

な
る
と
断
じ
、
そ
の
唯
心
論
的
哲
学
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
後
は
日
本
の
市
川

に
於
い
て
唯
物
論
的
な
歴
史
研
究
に
専
心
す
る
こ
と
に
な
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
蒋
介
石
と
の
決
裂
以
前
は
、
郭
沫
若
も
陽
明
学
を
中
心
に
し

た
儒
教
道
徳
の
体
現
者
で
あ
り
、
郭
沫
若
的
に
は
宋
儒
に
近
い
思
想
と
見
え
た

蒋
介
石
と
こ
の
時
点
で
、
決
定
的
に
思
想
の
上
で
も
袂
を
分
か
っ
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

学
問
は
、
純
粋
学
問
と
言
う
よ
り
も
、
俗
世
間
の
中
で
、
実
際
の
政
治
状
況

と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
本
件
は
時
事
の
影
響
を
受
け
て
、
変
貌
し
て
ゆ
く
思

想
の
象
徴
的
な
例
証
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

                                        

          

 
1 

 

星
野
博
美 

書
評
「
帝
都
東
京
を
中
国
革
命
で
歩
く 

譚
璐
美
著  

留
学
中 

の
足
跡
で
見
直
す
近
現
代
」
日
本
経
済
新
聞
朝
刊(

二
〇
一
六
年
九
月
四
日
付)

を
参
照
、
改
編
。 

2 
 

譚
璐
美
『
帝
都
東
京
を
中
国
革
命
で
歩
く
』(

白
水
社 

二
〇
一
六
年
七
月) 

3 

「
２
０
０
５ 

感
知
中
国
―
中
国
・
日
本
両
国
人
民
の
友
好
の
絵
巻
物
」
内

山
書
店
と
魯
迅

                                        
 

( h
ttp://japan

ese.ch
in

a.org.cn
/japan

ese/185468.h
tm

)

を
参
照
、
改

編
。 

4  

山
下
剛
「
郭
沫
若
と
ド
イ
ツ
文
学
」(

『
東
北
薬
科
大
学
一
般
教
育
関
係
論 

集 

十
二
』
東
北
薬
科
大
学 

一
九
九
九
年
三
月)

に
於
い
て
は
、
郭
沫
若
の

ゲ
ー
テ
観
の
変
遷
に
つ
い
て
論
述
さ
れ
て
い
る
。 

5 

『
沫
若
文
集
』
第
十
巻(

一
九
五
九
年)

前
記
。 

6 

姚
南
「
郭
沫
若
と
初
期
文
芸
思
想
の
形
成
ー
外
来
文
化
受
容
の
要
因
に
関
す

る
一
考
察
」(

『
国
際
学
論
集
』
上
智
大
学 

一
九
九
二
年
一
月)

の
中
で
、

郭
沫
若
の
初
期
文
芸
思
想
に
於
け
る
ス
ピ
ノ
ザ
、
荘
子
、
王
陽
明
等
の
影
響

関
係
に
つ
い
て
は
既
に
論
述
さ
れ
て
い
る
。 

7 

张
顺
发
「
从
伟
大
的
精
神
生
活
者
王
阳
明
看
郭
沫
若
思
想
的
转
换
」(

『
贵
州

社
会
科
学
』
一
九
九
七
年
第
四
期)

に
於
い
て
、
郭
沫
若
の
王
陽
明
に
対
す
る

思 

想
転
換
の
論
究
あ
り
。 

8 

小
野
忍
・
丸
山
昇
訳
『
続
創
造
十
年
他(

郭
沫
若
自
伝
三)

』(

東
洋
文
庫
一
五

三 

平
凡
社 

一
九
六
九
年
十
二
月) 

9 

武
继
平
「
论
五
四
运
动
时
期
的
郭
沫
若
的
传
统
文
化
观 

」(

『
創
造
社
作
家

研
究
』
中
国
書
店 

一
九
九
九
年
一
月)

に
於
い
て
、
当
該
期
の
郭
沫
若
の
伝

統
文
化
観
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。 

10 

本
文
は
、
日
本
語
で
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
判
読
が
難
し
い
た
め
、

後
に
中
国
語
訳
さ
れ
た
、
「
中
国
文
化
之
传
统
精
神
」
を
用
い
た
。 

11 

『
郭
沫
若
谈
创
作
』
黑
龙
江
人
民
出
版
社
，
一
九
八
二
年
に
、
「
在
那
个
时

期
我
在
思
想
上
倾
向
着
泛
神
论
的
，
在
少
年
时
所
爱
的
《
庄
子
》
里
面
发
现

了
洞
辟
一
切
的
光
辉
，
更
进
而
开
始
了
对
于
王
阳
明
的
礼
赞
，
学
习
请
坐
。

有
一
次
自
己
用
古
语
来
集
过
一
副
对
联
，
叫
着
〃
内
圣
外
王
一
体
，
上
天
下

地
同
流
〃
，
自
己
非
常
得
意
。
」
と
あ
る
。
ま
た
郭
沫
若
の
内
聖
外
王
論
に
つ

い
て
は
、
喻
天
舒
『
王
国
维
，
郭
沫
若
与
儒
教
』
第
三
章
「
内
圣
外
王
一
体
，

上
天
下
地
同
流
―
郭
沫
若
与
儒
教
」(

北
京
大
学
出
版
社 

二
〇
〇
九
年
三
月)

に
詳
し
い
。 
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12  

蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
家
近
亮
子
「
蒋
介
石
の
「
反

共
化
」
構
造
と
「
四
・
一
二
ク
ー
デ
タ
ー
」(

『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
№
二

八 
津
田
塾
大
学
紀
要
委
員
会 

一
九
九
六
年
三
月)

に
詳
し
い
。 

13 

郭
沫
若
の
儒
教
観
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
艾
津 

・
邱
文
治
「
论
郭
沫
若
的

儒
家
研
究
」(
『
天
津
师
大
学
报
』
一
九
九
二
年
第
二
期)

に
於
い
て
既
に
そ

の
論
究
の
端
緒
が
な
さ
れ
て
い
る
。 
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七
章 

郭
沫
若
「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」
に
於
け
る

階
級
史
観
の
発
見
と
そ
の
政
治
性
に
つ
い
て 

ー
「《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活 

上
篇
」
の
分
析
を
中
心
と
し
て 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

緒
論 

 

前
章
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
郭
沫
若
は
、
蒋
介
石
と
袂
を
分
か
つ
こ
と
を
決

意
し
一
九
二
八
年
二
月
に
日
本
に
亡
命
す
る
が
、
当
時
の
郭
沫
若
の
蒋
介
石
観

に
つ
い
て
は
一
九
二
七
年
三
月
三
一
日
に
書
い
た
「
请
看
今
日
之
蒋
介
石
」
と

同
年
五
月
七
、
九
、
十
一
、
十
四
、
十
七
、
二
三
日
に
発
表
し
た
「
脱
离
蒋
介

石
以
后
」
に
先
ず
確
認
で
き
る
。
そ
の
思
想
的
な
反
映
は
、
一
九
二
七
年
八
月

七
日
に
書
き
終
え
た
「
《
周
易
》
時
代
的
社
会
生
活
」
か
ら
顕
著
に
表
れ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う1

。 

 

特
に
先
章
で
見
た
後
半
部
の
『
大
学
』
『
中
庸
』
『
易
経
』
の
解
釈
を
踏
ま
え

た
「
内
聖
外
王
」
論
批
判
は
、
郭
沫
若
の
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
自
己
否
定
で

あ
る
と
と
も
に
、
蒋
介
石
の
思
想
へ
の
批
判
で
あ
っ
て
、
両
者
の
思
想
史
上
の

交
差
を
示
す
歴
史
資
料
と
し
て
の
意
味
を
担
う
重
要
な
論
拠
と
な
る
性
格
を
有

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う2

。 

本
章
で
は
、
当
時
書
か
れ
た
『
中
国
古
代
社
会
史
研
究
』
に
於
け
る
「
《
周
易
》

时
代
的
社
会
生
活
」
と
「
自
序
」
と
の
対
照
を
考
察
す
る
こ
と
か
ら
始
め3
、
彼

の
「
奴
隷
制
」
観
や
儒
教
道
徳
批
判
が
、
一
九
二
七
年
、
一
九
二
八
年
当
時
に

於
い
て
、
ど
の
よ
う
な
政
治
性
を
有
し
て
い
た
か
を
論
じ
て
い
き
た
い
。 

 

二 

『
中
国
古
代
社
会
史
研
究
』
の
「
自
序
」
の
分
析 

ー
「
国
故
整
理
」
へ
の
ス
タ
ン
ス
を
中
心
と
し
て 

 

一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
夜
に
書
き
終
え
た
「
自
序
」
は
、
一
九
二
八
年
一

〇
月
二
八
日
付
け
の
「
导
论 

中
国
社
会
之
历
史
的
发
展
阶
段
」
、
一
九
二
七
年

八
月
七
日
付
け
の
「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」4

、
一
九
二
八
年
八
月
二
五

日
初
稿
、
一
〇
月
二
五
日
改
作
の
「
《
诗
》
《
书
》
时
代
的
社
会
变
革
与
其
思
想

上
之
反
映
」
、
一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
脱
稿
の
「
卜
辞
中
的
古
代
社
会
」
の
総

括
と
し
て
書
か
れ
た
こ
と
は
、
先
ず
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
著
作
時
期
に

つ
い
て
整
理
す
る
と
、 

一
九
二
七
年
八
月
七
日
「
「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」 

一
九
二
八
年
八
月
二
五
日
初
稿
、
一
〇
月
二
五
日
改
作
「
《
诗
》
《
书
》
时

代
的
社
会
变
革
与
其
思
想
上
之
反
映
」 

一
九
二
八
年
十
月
二
八
日
「
导
论 

中
国
社
会
之
历
史
的
发
展
阶
段
」 

一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
脱
稿
「
卜
辞
中
的
古
代
社
会
」 

一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
夜
「
自
序
」 

一
九
二
九
年
十
一
月
七
日
夜
「
周
代
彝
铭
中
的
社
会
史
观
」 

 

つ
ま
り
「
自
序
」
は
「
卜
辞
中
的
古
代
社
会
」
ま
で
の
総
括
と
し
て
、
書
か

れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

さ
ら
に
そ
の
内
容
を
分
析
す
る
と
、
い
く
つ
か
の
歴
史
研
究
に
於
け
る
テ
ー

マ
性
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
る5

。 

先
ず
、 

 

对
于
未
来
社
会
的
待
望
逼
迫
着
我
们
不
能
不
生
出
清
算
过
往
社
会
的
要
求
。

古
人
说
…
“
前
事
不
忘
，
后
事
之
师
。
”
认
清
楚
过
往
的
来
程
也
正
好
决

定
我
们
未
来
的
去
向
。 

只
要
是
一
个
人
体
，
他
的
发
展
，
无
论
是
红
黄
黑

白
，
大
抵
相
同
。 

由
人
所
组
织
成
的
社
会
也
正
是
一
样
。
中
国
人
有
一
句

口
头
禅
，
说
是
“
我
们
的
国
情
不
同
”
。
这
种
民
族
的
偏
见
差
不
多
各
个

民
族
都
有
。 

然
而
中
国
人
不
是
神
，
也
不
是
猴
子
，
中
国
人
所
组
成
的
社

会
不
应
该
有
甚
么
不
同
。 

我
们
的
要
求
就
是
要
用
人
的
观
点
来
观
察
中
国
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的
社
会
，
但
这
必
要
的
条
件
是
须
要
我
们
跳
出
一
切
成
见
的
圈
子
。 

中
国

的
社
会
固
定
在
封
建
制
度
之
下
已
经
二
千
多
年
，
所
有
中
国
的
社
会
史
料
，

特
别
是
关
于
封
建
制
度
以
前
的
古
代
，
大
抵
为
历
来
御
用
学
者
所
湮
没
，

改
造
，
曲
解
。
在
封
建
思
想
之
下
训
练
抟
垸
了
二
千
多
年
的
我
们
，
我
们

的
眼
睛
每
人
都
成
了
近
视
。
有
的
甚
至
是
害
了
白
内
障
，
成
了
明
盲
。 

已

经
盲
了
，
自
然
无
法
挽
回
，
还
在
近
视
的
程
度
中
，
我
们
应
该
用
近
代
的

科
学
方
法
来
及
早
疗
治
。
已
经
在
科
学
发
明
了
的
时
代
，
你
难
道
得
了
眼

病
，
还
是
要
去
找
寻
穷
乡
僻
境
的
巫
岘
？
已
经
是
科
学
发
明
了
的
时
代
，

你
为
甚
么
还
锢
蔽
在
封
建
社
会
的
思
想
的
囚
牢
？
巫
岘
已
经
不
是
我
们
再

去
拜
求
的
时
候
，
就
是
在
近
代
资
本
制
度
下
新
起
的
骗
钱
的
医
生
，
我
们

也
应
该
要
联
结
成
一
个
拒
疗
同
盟
。 

 

(

大
意)

未
来
社
会
に
対
す
る
展
望
そ
の
も
の
が
、
我
々
に
向
っ
て
既
往
社
会

の
清
算
を
な
さ
ざ
る
を
得
な
い
要
求
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
。『
前
事
忘

れ
ざ
る
は
、
後
事
の
師
な
り
』-

こ
れ
は 
古
人
の
言
葉
だ
。
既
往
の
行
程

を
は
っ
き
り
と
見
究
め
る
こ
と
は
、
同
時
に
我
々
が
未
末
へ
の
動
向
を
決

定
す
る
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。
一
個
の
人
体
は
、
そ
の
生
物
学
的
発
展

は
、
皮
膚
の
紅
黄
黒
白
に
関
わ
り
な
く
、
大
体
に
於
い
て
同
じ
で
あ
る
。

人
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
社
会
も
ま
た
ま
さ
に
そ
れ
と
同
様
で

あ
る
。
由
来
、
中
国
人
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
口
頭
禅
的
言
い
廻
し
が
あ

る-

『
我
々
の
国
柄
は
特
別
で
あ
る
』
。
こ
の
よ
う
な
民
族
的
偏
見
は
、
殆

ん
ど
す
べ
て
の
民
族
に
共
通
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
中

国
人
は 

神
様
で
も
な
け
れ
ば
猿
で
も
な
い
。
中
国
人
が
組
織
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
社
会
は
、
ま
さ
に
特
別
と
か
独
特
と
か
称
さ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り

え
な
い
。
我
々
の
要
求
は
、
人
間
の
観
点
か
ら
中
国
の
社
会
を
観
察
し
よ

う
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
た
め
に
必
須
的
な
条
件
は
、
我
々

が
一
切
の
古
陋

こ

ろ

う

な
偏
見
の
国
内
か
ら
躍
り
出
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
中
国
の
社
会
が
、
封
建
制
度
の
下
に
固
定
し
て
か
ら
、
既
に
二

千
餘
年
が
過
ぎ
た
。
あ
ら
ゆ
る
中
国
の
社
会
史
料
、
特
に
封
建
制
度
以
前

の
古
代
に
関
す
る
そ
れ
は
、
殆
ん
ど
す
べ
て
が
、
歴
代
の
御
用
学
者
に
よ

っ
て
湮
滅
さ
れ
、
改
造
さ
れ
、
曲
解
さ
れ
て
い
る
。
封
建
思
想
の
下
で
訓

練
さ
れ
、
煉
瓦
の
よ
う
に
塗
り
固
め
ら
れ
る
こ
と
二
千
餘
年
に
亘
っ
た

我
々
は
、
一
人
一
人
が
み
な
近
視
眼
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も

重
症
の
も
の
は
白
内
障
の
明
き
盲
と
さ
れ
て
い
る
。 

既
に
明
を
失
っ
た
も

の
は
、
も
は
や
挽
回
の
道
は
な
い
。
し
か
し
、
な
お
近
視
眼
の
程
度
に
在

る
も
の
に
対
し
て
は
、
我
々
は
近
代
科
学
の
有
す
る
方
法
に
よ
っ
て
、
速

や
か
に
治
療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
既
に
近
代
科
学
が
発
達
し
て
い
る

今
日
、
眼
を
患
う
君
は
、
な
お
か
つ
寒
村
辺
境
に
巫
女
や
行
者
を
尋
ね
て

行
こ
う
と
す
る
の
か
？ 

既
に
近
代
科
学
が
成
長
し
て
い
る
今
日
、
何
故
に

ま
た
君
は
、
封
建
社
会
の
思
想
的
監
房
に
閉
じ
籠
っ
て
い
る
の
か
？
巫
女

や
行
者
は
、
既
に
我
々
が
礼
拝
に
行
く
べ
き
対
象
で
は
な
い
。
し
か
し
近

代
資
本
主
義
制
度
の
下
に
は
、
新
し
く
生
じ
た
金
儲
け
主
義
の
医
者
が
い

る
。
我
々
は
こ
れ
に
対
応
す
る
拒
療
同
盟
を
結
ば
ね
ば
な
ら
な
い
。 

 

こ
れ
は
、
中
国
の
学
問
が
、
国
粋
主
義
か
ら
脱
却
し
、
世
界
共
通
の
公
理
の

中
で
、
分
析
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
そ
の
二
千
年
来
の
封
建
主
義
の
迷
信
か
ら
、

近
代
科
学
に
よ
っ
て
相
対
化
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
説
か
れ
て
い
る
。
末
尾
の
新

し
く
生
ま
れ
た
金
儲
け
主
義
の
医
者
と
は
、
新
興
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
言
う

の
で
あ
ろ
う
。
続
い
て
、 

 

胡
适
的
《
中
国
哲
学
史
大
纲
》
，
在
中
国
的
新
学
界
上
也
支
配
了
几
年
，

但
那
对
于
中
国
古
代
的
实
际
情
形
，
几
曾
摸
着
了
一
些
儿
边
际?

社
会
的

来
源
既
未
认
清
，
思
想
的
发
生
自
无
从
说
起
。
所
以
我
们
对
于
他
所
“
整

理
”
过
的
一
些
过
程
，
全
部
都
有
从
新
“
批
判
”
的
必
要
。 

我
们
的

“
批
判
”
有
异
于
他
们
的
“
整
理
”
。
“
整
理
”
的
究
极
目
标
是
在

“
实
事
求
是
”
，
我
们
的
“
批
判
”
精
神
是
要
在
“
实
事
之
中
求
其
所

以
是
”
。
“
整
理
”
的
方
法
所
能
做
到
的
是
“
知
其
然
”
，
我
们
的
“
批

判
”
精
神
是
要
“
知
其
所
以
然
”
。
“
整
理
”
自
是
“
批
判
”
过
程
所
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必
经
的
一
步
，
然
而
它
不
能
成
为
我
们
所
应
该
局
限
的
一
步
。 

 

（
大
意
）
胡
適
の
『
中
国
哲
学
史
大
綱
』
は
、
中
国
の
新
興
学
界
を
も
数
年

に
亘
っ
て
支
配
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
中
国
の
古
代
社
会
の
実
相
に
対

し
て
、
そ
の
周
縁
の
一
箇
所
た
り
と
も
撫
で
得
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
？ 

社
会
的
根
源
に
つ
い
て
些
か
も
見
究
め
る
と
こ
ろ
が
な
い
以
上
、
思
想

の
発
生
に
つ
い
て
何
等
言
う
べ
き
と
こ
ろ
を
持
ち
得
ぬ
こ
と
は
勿
論
で

あ
る
。
そ
れ
故
に
、
我
々
は
彼
が
『
整
理
』
し
た
と
こ
ろ
の
若
干
の
過

程
に
対
し
て
、
全
部
、
新
た
に
『
批
判
』
し
直
す
必
要
を
感
じ
る
の
で

あ
る
。
我
々
の
『
批
判
』
は
彼
等
の
『
整
理
』
と
異
な
る
。『
整
理
』
の

究
極
目
標
は
『
事
実
そ
の
も
の
を
求
め
る
』
に
在
る
。
我
々
の
『
批
判
』

の
精
神
は
『
事
実
の
中
に
そ
の
必
然
性
を
追
求
す
る
』
こ
と
に
あ
る
の

だ
。『
整
理
』
と
い
う
方
法
が
果
た
し
得
る
と
こ
ろ
は
『
そ
の
然
る
を
知

る
』
だ
け
だ
。
我
々
の
批
判
の
精
神
は
『
そ
の
然
る
所
以
を
知
ろ
う
』

と
す
る
。『
整
理
』
は
そ
れ
と
し
て
『
批
判
』
の
過
程
が
是
非
と
も
経
過

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
一
歩
で
は
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
決
し
て
我
々
が

局
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
一
歩
と
は
な
り
得
な
い
。 

 

こ
れ
は
、
胡
適
ら
の
国
故
整
理
と
の
違
い
を
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
る
。『
整

理
』
と
『
批
判
』
を
峻
別
し
、
胡
適
の
中
国
哲
学
の
相
対
化
の
限
界
を
説
き
、

自
ら
の
唯
物
史
観
の
正
統
性
を
主
張
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、 

 

在
中
国
的
文
化
史
上
实
际
做
了
一
番
整
理
工
夫
的
要
算
是
以
清
代
遗
臣

自
任
的
罗
振
玉
，
特
别
是
在
前
两
年
跳
水
死
了
的
王
国
维
。 

王
国
维
一

生
的
学
业
结
晶
在
他
的
《
观
堂
集
林
》
和
最
近
所
出
的
名
目
实
远
不
及

《
观
堂
集
林
》
四
字
冠
冕
的
《
海
宁
王
忠
慤
公
遗
书
》
。 

那
遗
书
的
外

观
虽
然
穿
的
是
一
件
旧
式
的
花
衣
补
褂
，
然
而
所
包
含
的
却
多
是
近
代

的
科
学
内
容
。 

这
儿
正
是
一
个
矛
盾
。 

这
个
矛
盾
正
是
使
王
国
维
不

能
不
跳
水
而
死
的
一
个
原
因
。 

王
国
维
，
研
究
学
问
的
方
法
是
近
代
式

的
，
思
想
感
情
是
封
建
式
的
。
两
个
时
代
在
他
身
上
激
起
了
一
个
剧
烈

的
阶
级
斗
争
，
结
果
是
封
建
社
会
把
他
的
身
体
夺
去
了
。
然
而
他
遗
留

给
我
们
的
是
他
知
识
的
产
品
，
那
好
像
一
座
崔
巍
的
楼
阁
，
在
几
千
年

来
的
旧
学
的
城
垒
上
，
灿
然
放
出
了
一
段
异
样
的
光
辉
。 

罗
振
玉
的
功

劳
即
在
为
我
们
提
供
出
了
无
数
的
真
实
史
料
。
他
的
殷
代
甲
骨
的
蒐
集
、

保
藏
、
流
传
、
考
释
，
实
是
中
国
近
三
十
年
来
文
化
史
上
所
应
该
大
书

特
书
的
一
项
事
件
。
还
有
他
关
于
金
石
器
物
、
古
籍
佚
书
之
搜
罗
颁
布
，

其
内
容
之
丰
富
，
甄
别
之
谨
严
，
成
绩
之
浩
瀚
，
方
法
之
崭
新
，
在
他

的
智
力
之
外
，
我
想
怕
也
要
有
莫
大
的
财
力
才
能
办
到
的
。 

大
抵
在
目

前
欲
论
中
国
的
古
学
，
欲
清
算
中
国
的
古
代
社
会
，
我
们
是
不
能
以
罗
、

王
二
家
之
业
绩
为
其
出
发
点
了
。 

我
们
所
要
的
是
材
料
，
不
要
别
人
已

经
穿
旧
了
的
衣
裳
；
我
们
所
要
的
是
飞
机
，
再
不
仰
仗
别
人
所
依
据
的

城
垒
。 

我
们
要
跳
出
了
“
国
学
”
的
范
围
，
然
后
才
能
认
清
所
谓
国
学

的
真
相
。 

清
算
中
国
的
社
会
，
这
是
前
人
所
未
做
到
的
工
夫
。
清
算
中

国
的
社
会
，
这
也
不
是
外
人
的
能
力
所
容
易
办
到
。 

不
是
说
研
究
中
国

的
学
问
应
该
要
由
中
国
人
一
手
包
办
。
事
实
是
中
国
的
史
料
，
中
国
的

文
字
，
中
国
的
卜
传
统
生
活
，
只
有
中
国
人
自
身
才
能
更
贴
切
的
接
近
。 

（
大
意
）
中
国
の
文
化
史
の
上
で
、
実
際
に
整
理
と
目
さ
れ
る
べ
き
成
果
を

示
し
た
も
の
と
し
て
は
、
満
清
の
遺
臣
を
自
任
し
て
い
る
羅
振
玉
、
特

に
三
年
前
に
溺
死
し
た
王
国
維
を
挙
げ
ね
ば
な
ら
な
い
。
王
国
維
の
一

生
の
学
業
の
結
晶
と
し
て
は
、
彼
の
『
観
堂
集
林
』
及
び
最
近
、
名
目

だ
け
で
内
容
は
遙
か
に
劣
り
な
が
ら
、
し
か
も
『
観
堂
集
林
』
の
四
字

を
冠
し
て
出
版
さ
れ
た
『
海
甯
・
王
愨
忠
公
遺
書
』
が
あ
る
。
こ
の
『
遺

書
』
の
外
観
こ
そ
、
古
風
な
紋
織
の
帙
を
着
け
て
は
い
る
が
、
そ
の
内

部
に
包
含
し
て
い
る
も
の
は
、
逆
に
近
代
的
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
正

し
く
一
個
の
矛
盾
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
こ
そ
は
、
ま
さ
に
、
王
国
維
先

生
を
し
て
投
身
自
殺
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
原
因
で
あ
る
。
王
氏
は
、

頭
脳
は
近
代
的
、
感
情
は
封
建
的
な
人
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
時
代
が
、

彼
の
身
躯
の
中
で
劇
し
い
階
級
闘
争
を
激
起
さ
せ
た
そ
の
結
果
、
封
建

社
会
は
彼
の
身
体
を
奪
い
去
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
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ら
、
彼
が
我
々
に
遺
し
て
く
れ
た
も
の
は
、
彼
の
智
識
の
結
晶
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
恰
も
魏
峨
た
る
楼
閣
の
よ
う
に
、
幾
千
年
来
の
古
き
学
問

の
城
壁
上
に
燦
然
と
し
て
異
様
な
光
輝
を
放
っ
て
い
る
。
羅
振
玉
の
功

労
は
、
我
々
の
た
め
に
無
数
の
真
実
の
史
料
を
提
供
し
て
く
れ
た
点
に

在
る
。
彼
に
よ
る
殷
代
甲
骨
文
字
の
蒐
集
・
保
蔵
・
流
布
・
考
釈
の
仕

事
は
、
実
に
最
近
の
三
十
年
間
に
於
け
る
中
国
文
化
史
上
に
特
筆
大
書

さ
る
べ
き
事
項
で
あ
る
。
更
に
、
金
石
器
物
や
、
古
典
逸
書
の
捜
集
分

類
に
関
す
る
彼
の
努
力
の
跡
を
見
れ
ば
、
そ
の
内
容
上
の
豊
富
さ
、
類

別
の
謹
厳
さ
、
成
果
の
浩
瀚
さ
、
方
法
の
斬
新
さ
、
そ
の
智
力
以
外
に
、

彼
の
如
き
大
な
る
財
力
が
な
け
れ
ば
、
恐
ら
く
所
期
し
難
い
で
あ
ろ
う

と
思
わ
れ
る
。 

現
在
の
と
こ
ろ
中
国
の
古
学
に
つ
い
て
論
じ
、
中
国
の

古
代
社
会
に
つ
い
て
こ
れ
を
清
算
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
何
人
も

羅
・
王
二
氏
の
業
績
を
出
発
点
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
る
。
我
々

が
有
す
る
も
の
は
材
料
で
あ
っ
て
、
他
人
が
既
に
着
古
し
た
着
物
で
は

な
い
。
我
々
が
有
す
る
も
の
は 

飛
行
機
で
あ
る
以
上
、
他
人
が
立
て
こ

も
っ
て
い
る
域
塞
に
頼
る
要
は
な
い 

。
我
々
は
『
国
学
』
の
範
囲
を
躍

り
出
で
ね
ば
な
ら
な
い
。
躍
り
出
て
然
る
後
に
、
は
じ
め
て
国
学
な
る

も
の
の
実
の
様
相
を
見
究
め
得
る
の
で
あ
る
。 

中
国
の
社
会
を
清
算
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
従
前
の
学
者
が
未
だ
曾
っ
て

果
た
し
得
な
か
つ
た
事
業
で
あ
る
。
中
国
の
社
会
を
清
算
す
る
こ
と
、

こ
れ
は
ま
た
外
国
人
に
よ
っ
て
は
容
易
に
途
げ
ら
れ
る
事
で
は
な
い
。

中
国
を
研
究
す
る
学
問
は
、
中
国
人
の
一
手
引
請
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

と
主
張
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
事
実
上
、
中
国
の
史
料
・
中
国
の

文
字
・
中
国
人
の
伝
統
生
活
は
、
中
国
人
で
あ
っ
て
は
じ
め
て
緊
密
な

接
近
を
な
し
得
る
と
い
ふ
だ
け
の
事
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
王
国
維
、
羅
振
玉
の
古
文
字
研
究
を
評
価
し
、
ま
た
彼
ら
の
限

界
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
九
二
九
年
九
月
二
〇
日
脱
稿
の
「
卜
辞
中

的
古
代
社
会
」
、
更
に
は
、
後
の
古
文
字
研
究
の
ス
タ
ン
ス
を
明
快
に
物
語
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
の
文
化
の
研
究
は
、
そ
の
生
活
体
験
を
知
る
中
国
人
に

よ
っ
て
こ
そ
な
さ
れ
る
も
の
で
、
外
国
人
研
究
者
を
牽
制
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
る
。
続
い
て
、 

 

世
界
文
化
史
的
关
于
中
国
方
面
的
记
载
，
正
还
是
一
片
白
纸
。
恩
格
斯

的
《
家
庭
私
有
制
和
国
家
的
起
源
》
上
没
有
一
句
说
到
中
国
社
会
的
范

围
。 

外
国
学
者
对
于
东
方
情
形
不
甚
明
隙
，
那
是
情
理
中
事
。
中
国
的

鼓
睛
暴
眼
的
文
字
实
在
是
比
穿
山
甲
、
比
媦
毛
还
要
难
于
接
近
的
逆
鳞
。

外
国
学
者
的
不
谈
，
那
是
他
们
的
矜
慎
；
谈
者
只
是
依
据
旧
有
的
史
料
、

旧
有
的
解
释
，
所
以
结
果
便
可
能
与
实
际
全
不
相
符
。 

在
这
时
中
国
人

是
应
该
自
己
起
来
，
写
满
这
半
部
世
界
文
化
史
上
的
白
页
。 

外
国
学
者

已
经
替
我
们
把
路
径
开
辟
了
，
我
们
接
手
过
来
，
正
好
是
事
半
功
倍
。 

本

书
的
性
质
可
以
说
就
是
恩
格
斯
的
《
家
庭
、
私
有
制
和
国
家
的
起
源
》

的
续
篇
。 

研
究
的
方
法
便
是
以
他
为
向
导
，
而
于
他
所
知
道
了
的
美
洲

的
印
第
安
人
、
欧
洲
的
古
代
希
腊
、
罗
马
之
外
，
提
供
出
来
了
他
未
曾

提
及
一
字
的
中
国
的
古
代
。 

 

恩
格
斯
的
著
作
中
国
近
来
已
有
翻
译
，
这
于
本
书
的
了
解
上
，
乃
至
在

“
国
故
”
的
了
解
上
，
都
是
有
莫
大
的
帮
助
。 

谈
“
国
故
”
的
夫
子
们

哟!

你
们
除
饱
读
戴
东
原
、
王
念
孙
、
章
学
诚
之
外
，
也
应
该
知
道
还
有

马
克
思
、
恩
格
斯
的
著
作
，
没
有
辩
证
唯
物
论
的
观
念
，
连
“
国
故
”

都
不
好
让
你
们
轻
谈
。 

然
而
现
在
却
是
需
要
我
们
“
谈
谈
国
故
”
的
时

候
。 

我
们
把
中
国
实
际
的
社
会
清
算
出
来
，
把
中
国
的
文
化
、
中
国
的

思
想
，
加
以
严
密
的
批
判
，
让
你
们
看
看
中
国
的
国
情
，
中
国
的
传
统
，

究
竟
是
否
两
样
！ 

对
于
未
来
社
会
的
待
望
逼
迫
着
我
们
不
能
不
生
出
清

算
过
往
社
会
的
要
求
。
目
前
虽
然
是
“
风
雨
如
晦
”
之
时
，
然
而
也
正

是
我
们
“
鸡
鸣
不
已
”
的
时
候
。 

（
大
意
）
世
界
文
化
史
の
う
ち
中
国
に
関
す
る
部
分
は
、
ま
さ
に
一
片
の
白

紙
に
止
ま
っ
て
い
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の

起
源
』
で
さ
え
も
、
中
国
社
会
に
関
す
る
限
り
、
一
言
半
句
も
触
れ
ら
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れ
て
い
な
い
。 

奴
隷
制
の
研
究
に
於
け
る
世
界
的
権
威
イ
ン
グ
ラ
ム
は
、

そ
の
『
奴
隷
制
度
と
農
奴
制
度
の
歴
史
』
の
附
録
に
於
い
て
、
中
国
の

奴
隷
制
度
に
論
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
て
二
十
行
足
ら
ず
で
あ
り
、

し
か
も
重
大
な
こ
と
に
は
『
中
国
に
は
古
来
か
ら
階
級
制
度
が
な
か
っ

た
』
な
ど
と
言
っ
て
い
る
。
外
国
の
学
者
が
東
洋
の
情
態
に
あ
ま
り
明

瞭
で
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
こ
そ
有
り
え
る
べ
き
事
で
あ
る
。
中
国
人
が

書
き
立
て
る
『
漢
字
』
こ
そ
は
、
実
に
外
国
の
学
者
に
と
っ
て
は
、
穿

山
甲
が
そ
の
硬
毛
を
蝟
集
さ
し
た
よ
り
も
、
も
つ
と
甚
し
く
近
よ
り
難

い
も
の
で
あ
ろ
う
。
外
国
の
学
者
で
中
国
の
古
代
に
関
し
て
何
事
も
語

ら
な
い
者
は
、
彼
等
の
慎
重
さ
の
故
で
あ
り
、
語
る
者
は
、
単
に
旧
来

の
史
料
に
根
拠
し
、
旧
来
の
解
釈
を
た
ど
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、

従
っ
て
そ
の
結
果
は
、
実
際
と
全
く
符
合
し
な
い
こ
と
に
立
ち
到
る
の

で
あ
る
。
今
こ
そ
中
国
人
自
身
が
起
つ
べ
き
時
で
あ
る
。
そ
し
て
世
界

文
化
史
に
於
け
る
空
白
の
頁
を
書
き
埋
め
よ
。 

外
国
の
学
者
は
、
す
で

に
我
々
の
た
め
に
小
路
を
通
じ
て
く
れ
た
。
我
々
が
そ
の
後
を
続
け
て

完
成
す
る
な
ら
ば
、
仕
事
の
量
は
一
半
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
功
労
は
逆

に
二
倍
す
る
も
の
と
言
わ
れ
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
性
質
は
エ
ン
ゲ

ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
の
続
編
に
当
た
る
と
言

う
こ
と
が
出
来
る
。 

研
究
の
方
法
は
彼
を
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
し
つ
つ
、
し

か
し
彼
に
よ
っ
て
取
扱
わ
れ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
イ
ア
ン
、
欧
洲
の

古
代
ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
の
外
に
、
彼
が
一
言
半
句
も
言
及
し
な
か
っ

た
中
国
の
古
代
を
取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
書
は
最

近
中
国
で
も
既
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
書
を
理
解
す
る
上
に

も
、
乃
至
は
所
謂
わ
が
国
の
『
国
粋
』
を
理
解
す
る
上
に
も
、
限
り
な

き
助
力
を
与
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。 

『
国
粋
』
に
つ
い
て
論
じ
る
諸

先
生
よ
！
諸
君
は
戴
東
原
・
王
念
孫
・
章
学
誠
等
の
著
書
に
食
傷
す
る

だ
け
で
止
ま
っ
て
い
な
い
で
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
書
に
つ

い
て
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。 

唯
物
弁
証
法
的
観
念
な
く
し
て
は
、
『
国

粋
』
で
さ
へ
も
、
諸
君
の
理
解
か
ら
縁
遠
い
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
も
今
こ
そ
『
国
粋
に
つ
い
て
論
じ
る
』
こ
と
を
要
求
せ
ら
れ
て
い

る
時
な
の
だ
。
我
々
は
、
中
国
社
会
の
実
相
を
露
わ
に
し
、
中
国
の
文

化
・
中
国
の
思
想
に
対
し
て 

巌
密
な
批
判
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
国
の
国
情
と
中
国
の
伝
統
が
、
果
し
て
全
く
別
個
の
独
特
の
も
の
で

あ
る
か
否
か
を
、
諸
君
の
前
に
明
に
し
よ
う
。
当
来
社
会
に
対
す
る
展

望
そ
の
も
の
が
、
我
々
に
向
っ
て
、
既
往
社
会
の
清
算
を
な
さ
ざ
る
を

得
な
い
要
求
を
突
き
付
け
て
い
る
。
今
や
目
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る
の

は
『
風
雨
、
晦
む
が
如
き
』
時
で
は
あ
る
が
、
し
か
も
同
時
に
我
々
に

と
っ
て
は
ま
さ
に
『
鶏
鳴
し
て
や
ま
ざ
る
時
』
で
も
あ
る
。 

 

こ
こ
で
は
、
外
国
人
社
会
学
研
究
者
の
批
判
を
行
う
。
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家

族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
で
さ
え
も
、
中
国
社
会
に
関
す
る
限
り
、
一

言
半
句
も
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
奴
隷
制
の
研
究
に
於
け
る
世
界
的
権
威
イ
ン

グ
ラ
ム
は
、
そ
の
『
奴
隷
制
度
と
農
奴
制
度
の
歴
史
』
の
附
録
に
中
国
の
奴
隷

制
度
に
論
及
し
て
い
る
が
、
足
ら
な
い
こ
と
、
こ
の
書
が
、
し
か
し
エ
ン
ゲ
ル

ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
の
続
編
に
当
た
り
、
そ
の
思
想
の

枠
組
み
を
、
下
敷
き
に
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
唯
物
弁
証
法

的
観
念
な
く
し
て
は
『
国
粋
』
で
さ
え
も
、
理
解
で
き
な
い
こ
と
を
説
い
て
い

る
。 以

上
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
こ
の
序
文
で
の
思
想
、
特
に
①
こ
れ
は
、
中
国
の

学
問
が
国
粋
主
義
か
ら
脱
却
し
、
世
界
共
通
の
公
理
の
中
で
分
析
さ
れ
る
べ
き

こ
と
。
封
建
主
義
と
新
興
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
の
批
判
が
ど
の
よ
う
に
投
影
さ

れ
て
い
る
か
②
胡
適
の
国
故
整
理
と
の
違
い
③
下
敷
き
に
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ス
の

「
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
」
ら
外
来
思
想
の
影
響
の
三
点
を
踏
ま
え
、

そ
れ
が
一
九
二
七
年
八
月
七
日
付
け
の
「
《
周
易
》
時
代
的
社
会
生
活
」
に
ど
の

よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
分
析
、
整
理
し
、
中
国
の
現
状
批
判
と
ど
の
よ
う

な
相
関
関
係
に
あ
る
か
、
述
べ
て
い
き
た
い
。 
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三 

一
九
二
七
年
か
ら
一
九
二
九
年
に
於
け
る
中
国
の
概
況 

孫
文
没
後
、
国
民
党
は
広
東
に
国
民
政
府
を
組
織
す
る
が
、
一
九
二
六
年
三

月
二
〇
日
中
華
民
国
の
広
州
に
於
け
る
軍
艦
中
山
艦
の
回
航
を
機
に
、
黄
埔
軍

官
学
校
長
蒋
介
石
が
中
国
共
産
党
員
ら
の
弾
圧
を
開
始
し
た
中
山
艦
事
件
か
ら
、

蒋
は
急
速
に
台
頭
す
る
。
そ
し
て
一
九
二
六
年
七
月
一
日
、
国
民
政
府
は
「
北

伐
宣
言
」
を
発
表
、
第
一
次
北
伐
が
開
始
さ
れ
た
。
郭
沫
若
も
そ
れ
に
従
軍
す

る
こ
と
に
な
る6

。
北
伐
軍
は
、
全
国
統
治
を
望
む
世
論
を
背
景
に
北
京
政
府
や

各
地
軍
閥
を
圧
倒
し
、
翌
一
九
二
七
年
に
は
南
京
、
上
海
を
占
領
し
た
。
し
か

し
、
中
国
国
民
党
内
部
で
中
国
共
産
党
が
勢
力
を
拡
大
し
た
こ
と
の
危
惧
か
ら
、

四
月
十
二
日
蒋
介
石
は
、
党
内
の
中
国
共
産
党
員
の
粛
清
、
所
謂
、
上
海
ク
ー

デ
タ
ー
を
起
こ
す
。
そ
の
後
、
郭
沫
若
は
蒋
介
石
と
訣
別
す
る
こ
と
に
な
り
、

再
度
来
日
し
、
天
皇
制
の
国
体
維
持
の
た
め
、
共
産
主
義
思
想
に
よ
る
赤
禍
を

恐
れ
る
警
察
と
憲
兵
の
監
視
下
の
も
と
、
多
く
の
学
術
業
績
を
残
し
た7

。 

因
み
に
一
九
二
七
年
一
〇
月
、
共
産
党
の
毛
沢
東
は
、「
労
農
紅
軍
」
を
組
織

し
、
翌
年
に
は
南
昌
蜂
起
以
来
各
地
を
転
戦
し
て
い
た
朱
徳
の
軍
と
、
彭
徳
懐

の
軍
な
ど
が
合
流
、
井
崗
山
根
拠
地
で
一
九
二
八
年
十
二
月
か
ら
土
地
改
革
に

着
手
し
、
地
主
の
土
地
を
没
収
し
て
農
民
に
分
配
を
行
い
、
革
命
の
実
験
を
進

め
て
い
る
。 

戻
り
中
国
国
民
党
は
、
上
海
ク
ー
デ
タ
ー
後
、
武
漢
と
南
京
と
に
分
立
し
た

が
、
共
産
党
の
発
展
を
恐
れ
る
武
漢
政
府
は
一
九
二
七
年
七
月
共
産
党
と
手
を

切
り
、
九
月
南
京
国
府
に
合
流
し
た
。
国
民
党
内
部
の
政
変
で
北
伐
は
一
時
停

滞
す
る
が
、
蒋
介
石
が
事
態
の
収
拾
に
成
功
し
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
一
九
二

八
年
四
月
八
日
に
第
二
次
北
伐
を
再
開
し
た
。 

一
九
二
八
年
五
月
日
本
の
田
中
義
一
首
相
は
、
中
国
に
あ
る
既
得
権
益
及
び

治
安
の
維
持
の
た
め
、
居
留
民
の
保
護
の
名
目
で
山
東
省
に
軍
を
派
遣
す
る
が
、

そ
の
際
、
済
南
に
入
っ
た
北
伐
軍
と
の
間
で
武
力
衝
突
す
る
済
南
事
件
が
起
こ

る
。
そ
の
後
、
国
民
革
命
軍
は
日
本
と
の
衝
突
を
避
け
閻
錫
山
、
馮
玉
祥
ら
の

軍
閥
を
傘
下
に
加
え
て
進
撃
し
、
一
九
二
八
年
六
月
四
日
奉
天
派
の
首
領
で
あ

る
張
作
霖
が
北
京
か
ら
撤
退
、
爆
殺
さ
れ
た
後
、
六
月
十
五
日
に
北
京
を
占
領

し
た
。
父
の
死
の
真
相
を
知
っ
た
張
学
良
が
一
九
二
八
年
十
二
月
二
九
日
に
降

伏
、
「
易
幟
」
に
よ
っ
て
、
北
伐
は
一
応
完
了
し
た
。 

し
か
し
こ
の
「
北
伐
」
完
成
は
、
地
方
の
軍
閥
勢
力
を
残
存
さ
せ
た
ま
ま
で

の
妥
協
的
統
一
で
あ
っ
た
た
め
、
一
九
二
九
年
三
月
か
ら
六
月
の
間
に
、
中
華

民
国
国
民
政
府
内
部
で
の
新
広
西
派
（
新
桂
系
）
軍
閥
と
蒋
介
石
の
勢
力
と
の

間
で
蒋
桂
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ど
の
事
態
を
招
く
。 

こ
の
よ
う
な
第
一
次
北
伐
、
第
二
次
北
伐
後
の
中
国
に
於
け
る
内
戦
、
国
民

党
、
共
産
党
、
諸
軍
閥
、
日
本
軍
が
入
り
乱
れ
た
時
期
に
、
こ
れ
ら
の
著
書
は

書
か
れ
た
こ
と
に
な
る8

。 

 

四 

「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」
の
論
理
構
造
と
「
自
序
」
と
の
対
応 

こ
こ
で
は
、
①
こ
れ
は
、
中
国
の
学
問
が
国
粋
主
義
か
ら
脱
却
し
、
世
界
共

通
の
公
理
の
中
で
、
分
析
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。
封
建
主
義
と
新
興
の
ブ
ル
ジ
ョ

ワ
ジ
ー
の
批
判
が
ど
の
よ
う
に
投
影
さ
れ
て
い
る
か
②
胡
適
ら
の
国
故
整
理
と

の
違
い
③
下
敷
き
に
し
た
と
さ
れ
る
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国

家
の
起
源
』
ら
外
来
思
想
の
影
響
の
三
点
を
主
に
踏
ま
え
、
そ
れ
が
一
九
二
七

年
八
月
七
日
付
け9

の
「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

れ
て
い
る
か
を
検
証
す
る
。 

 Ａ 

「
发
端
」 

 
 

《
周
易
》
是
一
座
神
秘
的
殿
堂
。
因
为
它
自
己
是
一
些
神
秘
的
砖
块-

八
卦

-

所
砌
成
，
同
时
又
加
以
后
人
的
三
圣
四
圣
的
几
尊
偶
像
的
塑
造
，
于
是

这
座
殿
堂
一
直
到
二
十
世
纪
的
现
代
都
还
发
着
神
秘
的
幽
光
。
神
秘
作

为
神
秘
而
盲
目
地
赞
仰
或
规
避
都
是
所
以
神
秘
其
神
秘
。
神
秘
最
怕
太

阳
，
神
秘
最
怕
觌
面
。
把
金
字
塔
打
开
，
你
可
以
看
见
那
里
只
是
一
些

泰
古
时
代
的
木
乃
伊
的
尸
骸
。 

(

大
意)
周
易
は
一
字
の
神
秘
の
殿
堂
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
そ
れ
自
身
が
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若
干
の
神
秘
の
磚
塊
ー
八
卦
を
も
っ
て
築
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、

同
時
に
ま
た
そ
れ
以
後
に
表
れ
た
三
聖
・
四
聖
の
幾
柱
か
ら
の
偶
像
に

よ
っ
て
粉
飾
が
加
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
こ
の

殿
堂
は
二
十
世
紀
の
現
代
に
至
っ
て
も
、
な
お
神
秘
な
る
幽
光
を
発
し

て
い
る
。
神
秘
が
神
秘
と
し
て
盲
目
的
に
讃
仰
あ
る
い
は
禁
忌
さ
れ
る

こ
と
は
、
神
秘
な
る
が
ゆ
え
に
神
秘
な
り
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

神
秘
は
最
も
太
陽
を
恐
れ
る
。
神
秘
は
そ
の
面
を
さ
ら
す
こ
と
を
最
も

恐
れ
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
内
開
け
！
そ
こ
に
は
た
だ
若
干
の
ミ
イ
ラ
と

な
っ
た
太
古
の
屍
を
み
る
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

 

こ
れ
は
、
中
国
の
古
典
た
る
『
易
経
』
が
、
歴
代
の
御
用
学
者
に
よ
っ
て
改

造
、
曲
解
さ
れ
、
封
建
思
想
に
益
す
る
た
め
に
、
二
千
余
年
の
間
、
封
印
さ
れ

続
け
、
神
秘
化
さ
れ
て
き
た
そ
の
盲
目
性
を
批
判
し
て
い
る
。 

 

Ｂ
「
《
周
易
》
时
代
的
社
会
生
活
」
の
分
析 

① 

周
易
の
本
質 

伏
羲
が
卦
を
画
し
た
こ
と
は
、
明
文
化
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
明
ら
か
に

神
話
的
伝
説
と
し
、
ま
た
後
世
の
人
は
、
儒
教
の
神
秘
性
を
加
え
る
た
め
に
、

易
伝
は
孔
子
の
作
っ
た
も
の
と
称
し
て
聖
人
の
作
と
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
偶
像

を
担
ぎ
上
げ
た
粉
飾
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
周
易
の
本
質
は
、 

 

八
卦
的
根
柢
我
们
很
鲜
明
地
可
以
看
出
是
古
代
生
殖
崇
拜
的
孑
遗
。
画
一

以
象
男
根
，
分
而
为
二
以
象
女
阴
，
所
以
由
此
演
出
男
女
，
父
母
，
阴
阳
，

刚
柔
，
天
地
的
观
念
。
古
人
数
字
的
观
念
以
三
为
最
多
，
三
为
最
神
秘(

 

三

光
，
三
才
，
三
纲
，
三
宝
，
三
元
，
三
品
，
三
官
大
帝
，
三
身
，
三
世
，

三
位
一
体
，
三
种
神
器
等
等 

)

由
一
阴
一
阳
的
一
划
错
综
重
叠
而
成
三
，

刚
好
可
以
得
出
八
种
不
同
的
方
式
。 

(

大
意)

八
卦
の
根
底
に
は
我
々
が
甚
だ
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
、
古
代
の
生
殖

器
崇
拝
の
残
存
で
あ
る
。
一
を
画
し
て
男
根
に
象
り
、
二
に
分
け
て
女
陰

を
象
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
か
ら
男
女
・
父
母
・
陰
陽
・
剛
柔
・
天

地
等
の
観
念
が
演
繹
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
原
始
人
の
数
的
観
念
は
三
を
も

っ
て
最
も
多
き
も
の
と
し
、
最
も
神
秘
と
し
た
。
一
陰
一
陽
の
一
画
が
錯

綜
し
、
重
畳
と
し
て
三
に
な
り
、
た
ま
た
ま
八
種
の
異
な
る
方
式
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 と
し
て
、
八
卦
の
神
秘
性
は
二
重
の
神
秘
性
、
一
は
生
殖
器
的
秘
密
、
一
は
数

学
的
秘
密
を
内
包
し
て
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
当
時
に
あ
っ
て
封
建

的
な
潤
色
を
排
除
し
て
、
周
易
の
原
初
の
姿
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
点
は
特

筆
に
値
し
よ
う
。 

 

② 

郭
沫
若
の
『
周
易
』
の
考
察
法
と
ス
タ
ン
ス 

『
周
易
』
は
古
代
卜
筮
の
稿
本
で
あ
り
、
現
代
の
各
種
の
神
祠
、
仏
閣
か
ら

出
す
神
籖
、
符
呪
と
同
様
、
そ
の
作
者
は
必
ず
し
も
一
人
で
作
ら
れ
た
も
の
で

も
、
同
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
た
だ
し
郭
沫
若
は
、
そ
こ
に
は
当

時
の
現
実
生
活
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。 

 

这
些
文
句
除
强
半
是
极
抽
象
，
极
简
单
的
观
念
文
字
之
外
，
大
抵
是
一
些

现
实
社
会
的
生
活
。
这
些
生
活
在
当
时
一
定
是
现
存
着
的
。
所
以
如
果
把

这
些
表
示
现
实
生
活
的
文
句
分
门
别
类
地
划
分
出
它
们
的
主
从
出
来
，
我

们
可
以
得
到
当
时
的
一
个
社
会
生
活
的
状
况
和
一
切
精
神
生
产
的
模
型
。 

(

大
意)

こ
れ
ら
の
語
句
の
そ
の
大
半
を
占
め
る
の
は
極
め
て
抽
象
的
な
、
ま

た
簡
単
な
観
念
的
な
文
字
を
除
け
ば
、
そ
の
他
は
、
大
抵
は
現
実
生
活
で

あ
り
、
そ
の
生
活
は
必
ず
当
時
現
存
し
て
い
た
と
言
え
る
。
よ
っ
て
我
々

は
こ
れ
ら
の
現
実
生
活
を
表
示
す
る
語
句
を
分
類
し
、
そ
の
主
従
、
本
末

を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
生
活
社
会
の
状
態
及
び
精
神
的
生

産
の
模
型
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 と
述
べ
る
。
郭
沫
若
は
、
易
経
の
神
秘
の
衣
裳
を
剥
ぎ
、
そ
れ
を
野
性
の
裸
体
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の
ま
ま
舞
踊
さ
せ
よ
う
と
試
み
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
漁
獵
、
牧
畜
、

交
通
、
耕
作
、
工
芸
と
分
類
し
、
工
芸
を
以
下
の
よ
う
に
結
論
付
け
た
。 

 
１ 
人
类
还
在
自
给
时
代
，
工
艺
是
人
人
所
必
为
，
还
未
成
为
独
立
的
生

活
手
段
。 

２ 

这
些
工
艺
是
让
奴
隶
童
仆
专
攻
，
不
为
君
子(

当
时
的
贵
族)

所
挂
齿
。 

（
大
意
）
１ 
当
時
の
人
類
は
ほ
ぼ
自
給
時
代
で
あ
り
、
工
芸
は
人
々
に
よ
っ

て
必
須
の
な
す
べ
き
業
で
あ
り
、
未
だ
独
立
で
き
る
生
活
手
段
と
な
っ

て
い
な
い
。 

２ 

こ
れ
ら
工
芸
は
専
ら
奴
隷
、
童
僕
を
し
て
行
わ
せ
、
君
子(

当
時

の
貴
族)

が
進
ん
で
そ
の
所
為
と
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
な
い
。 

 

こ
こ
で
、
君
子
と
奴
隷
と
い
う
階
級
性
に
着
眼
し
た
の
は
、
ル
イ
ス
・
ヘ
ン

リ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
や
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
影
響
は
あ
っ
て
も
、
郭

沫
若
の
創
見
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

③ 

古
代
中
国
社
会
と
モ
ル
ガ
ン 

モ
ル
ガ
ン
の
『
古
代
社
会
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
先
史
民
族
の
進
化
段
階
は
、

左
記
の
如
く
で
あ
る
。 

 

 

 

そ
し
て
周
易
の
時
代
は
右
に
表
示
し
た
野
蛮
時
代
の
中
下
段
に
該
当
し
、
鉄

器
の
存
在
に
は
根
拠
を
欠
く
が
、
文
字
は
発
明
さ
れ
て
い
た
の
で
、
当
時
の
社

会
は
、
変
革
過
程
の
現
象
を
呈
し
て
い
る
と
す
る
。 

 

さ
ら
に
そ
の
結
婚
の
痕
跡
を
分
析
し
、
「
男
子
の
出
嫁
」
「
女
酋
長
の
存
在
」

「
母
系
制
か
ら
父
系
制
の
推
移
」
を
論
証
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
モ

ル
ガ
ン
の
思
想
的
な
枠
組
み
に
よ
る
反
照
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

④ 

私
有
財
産
の
発
生
と
政
治
モ
デ
ル
の
変
化 

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
、
私
有
財
産
お
よ
び
国
家
の
起
源
』 

に
於
い
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
「
文
明
批
判
」
を
お
こ
な
い
、
文
明
が
金
属
貨
幣

と
利
子
、
商
人
、
私
的
土
地
所
有
と
抵
当
、
奴
隷
労
働
を
「
発
明
」
し
、
文
明

の
基
礎
は
一
階
級
に
よ
る
他
の
一
階
級
の
搾
取
と
定
義
し
た
。 

郭
沫
若
は
、
そ
の
私
有
財
産
の
形
成
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
安
定
、
確
保
す
る 

た
め
に
刑
罰
・
行
政
制
度
が
発
生
し
た
と
考
え
、
周
易
に
そ
の
思
想
を
投
影
し

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
行
政
事
項
と
し
て
、
特
に
祭
祀
と
戦
争
を
挙
げ
、

そ
の
私
有
財
産
の
形
成
に
伴
っ
た
武
人
の
力
を
戦
争
の
根
源
と
考
え
、
自
然
と

武
力
が
権
力
を
専
ら
に
し
、
男
子
と
女
子
の
主
従
は
入
れ
替
わ
り
、
母
系
制
度

は
漸
次
、
破
壊
さ
れ
た
と
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
れ
ら
の
現
象
に
伴
っ
て
、
戦
争
捕
虜
の
奴
隷
化
が
進
み
、
一
は
祭
祀
の
犠 

牲
に
、
二
に
は
激
増
し
た
捕
虜
は
、
人
間
の
生
産
的
価
値
の
発
生
の
た
め
に
生

産
上
に
於
い
て
使
役
さ
れ
、
よ
っ
て
奴
隷
制
が
誕
生
し
、
奴
隷
は
財
産
で
あ
り
、

売
買
さ
れ
る
商
品
と
な
っ
た
と
分
析
し
た
の
で
あ
る
。 

⑤ 

階
級
の
発
生 

 

当
时
已
经
有
国
家
刑
政
的
成
立
，
阶
级
在
理
论
上
是
必
然
存
在
，
而
在
事

实
上
也
公
然
存
在
。
经
文
里
面
除
上
举
政
治
上
的
位
阶
― 

天
子
王
侯
等
之

外
，
还
有
一
般
的
抽
象
的
社
会
上
的
阶
级
，
那
就
是
大
人
君
子
和
小
人
。 

(

大
意)
当
時
す
で
に
私
有
財
産
・
国
家
＝
司
法
及
び
行
政
が
形
成
さ
れ
て
い

た
な
ら
ば
、
階
級
は
、
理
論
上
、
必
然
に
存
在
し
て
い
た
と
言
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
し
か
も
事
実
に
つ
い
て
こ
れ
を
見
れ
ば
、
顕
然
と
存
在
し
た
。

野
蛮

蒙
昧

下
段

中
段

上
段

下
段

中
段

上
段

．
．
．

．
．
．

．
．
．

．
．
．

．
．
．

．
．
．

鉄
　
　
　
器

文
字
の
発
明

銅
　
　
　
器

牧
畜
耕
作
の
隆
盛

陶
　
土
　
器

牧
畜
、

耕
作
の
発
明

弓
矢
を
用
い
る

新
石
器
の
使
用

火
を
用
い
る

古
石
器
の
使
用

言
語
の
形
成

樹
上
生
活

一
時
的
配
偶
よ
り
固
定
的

夫
婦
に
到
る

血
族
群
婚
よ
り
亜
血
族
群

婚
に
至
る

雑
交
時
代
．
．
．
．
．
．

．
．
．

．
．
．

．
．
．

国
家
の
形
成

氏
族
社
会

群
居

．
．
．

．
．
．

男
性
中
心

女
性
中
心

先
史
民
族

進
化
段
階
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周
易
の
本
文
に
は
、
上
述
し
た
政
治
上
の
位
階
ー
天
子
・
王
侯
等
の
他
に
、

さ
ら
に
一
般
的
・
抽
象
的
な
社
会
上
の
階
級
が
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
大

人
・
君
子
及
び
小
人
で
あ
る
。 

 

 

周
易
全
体
の
中
で
は
、
大
人
が
十
二
箇
所
、
君
子
が
十
九
箇
所
、
小
人
が
十

一
箇
所
表
れ
る
と
す
る
が
、
大
人
・
君
子
は
支
配
階
級
で
あ
り
、
小
人
・
刑
人

は
被
支
配
者
階
級
と
断
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
〇
〇
〇
余
年
来
の
儒
教
に
於

け
る
封
建
道
徳
へ
の
真
っ
向
か
ら
の
挑
戦
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

⑥ 

宗
教
に
対
す
る
認
識 

産
業
が
漁
猟
・
牧
畜
か
ら
農
業
へ
と
進
化
の
過
程
を
た
ど
り
、
原
始
的
氏
族

社
会
の
一
族
は
統
制
に
耐
え
き
れ
ず
、
造
産
者
の
財
産
に
対
す
る
私
有
権
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
な
る
。
そ
う
す
る
と
造
産
者
と
衛
産
者
と
の
分
業
が
生
ま
れ
、

こ
れ
に
よ
っ
て
国
家
の
基
礎
が
確
立
し
た
。
国
家
の
基
礎
は
階
級
対
立
の
上
に

築
き
上
げ
ら
れ
、
当
時
の
階
級
社
会
は
明
白
に
奴
隷
制
的
組
織
で
あ
り
、
支
配

者
は
奴
隷
の
所
有
者
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
で
、
郭
沫
若
は
宗
教
、
芸
術
、
思

想
を
論
じ
る
。 

郭
沫
若
は
、
周
易
を
一
つ
の
宗
教
上
の
書
と
定
義
し
、
そ
れ
は
魔
術
を
も
っ 

て
背
梁
骨
と
し
、
迷
信
を
も
っ
て
そ
の
全
体
の
血
肉
と
し
た
上
で
、
そ
れ
は
、

支
配
者
側
の
意
識
・
無
意
識
的
な
『
民
を
愚
か
に
す
る
こ
と
』
の
た
め
に
、
原

始
人
の
思
想
は
必
然
的
に
宗
教
、
或
い
は
魔
術
、
或
い
は
迷
信
と
し
て
表
現
さ

れ
た
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
、 

 

在
原
始
时
代
起
初
是
“
人
知
有
母
而
不
知
有
父
”
的
母
系
社
会
，
由
母
系

社
会
转
化
成
父
系
社
会
，
又
才
生
出
父
子
的
关
系
来
。
所
以
在
社
会
历
史

上
，
父
是
由
子
所
产
生
的
，
就
是
先
有
子
而
后
有
父
。
同
样
，
天
是
天
子

所
产
生
的
，
要
先
有
天
子
而
后
有
天
。
天
子
因
为
要
固
定
自
己
的
权
威
，

要
固
定
自
己
父
子
相
承
的
产
业
，
所
以
才
把
自
己
的
模
型
转
化
到
天
上
，

成
为
永
恒
不
变
的
万
事
万
物
的
支
配
者
。
他
不
称
他
做
天
兄
天
母
，
而
要

称
他
作
天
父
，
便
是
在
父
系
社
会
成
立
以
后
，
要
使
财
产
继
承
权
神
圣
化

的
原
故
。
于
是
乎
天
子
有
双
重
的
父
亲
，
而
世
界
也
就
成
了
双
重
的
世
界
。 

(

大
意)

原
始
時
代
に
於
い
て
は
、
初
め
は
『
人
、
母
あ
る
を
知
っ
て
父
あ
る

を
知
ら
ず
』
母
系
社
会
で
あ
っ
た
が
、
母
系
社
会
か
ら
父
系
社
会
へ
と
転

化
す
る
に
及
ん
で
、
は
じ
め
て
父
子
の
関
係
が
生
じ
た
。
し
た
が
っ
て
社

会
の
歴
史
の
中
で
は
、
父
は
子
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
先
ず
子
が

あ
っ
て
然
る
後
に
父
が
で
き
た
。 

同
様
に
天
な
る
も
の
は
天
子
が
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
先
ず
天
子
が

あ
っ
て
然
る
後
に
天
が
生
ま
れ
た
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
天
子
は
自

己
の
権
威
を
固
定
化
し
、
そ
の
父
子
承
継
の
生
業
を
固
定
化
せ
ん
が
た
め

に
、
自
己
の
模
型
を
天
に
転
化
し
、
永
劫
不
変
な
る
万
事
万
物
の
支
配
者

た
ら
し
め
た
。
彼
は
そ
れ
を
、
天
兄
・
天
母
と
称
せ
ず
し
て
、
天
父
と
称

し
た
が
、
こ
れ
は
父
系
社
会
の
形
成
に
於
い
て
、
財
産
継
承
権
を
神
聖
化

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
天
子
は
二
重
の
父
親
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、

世
界
も
ま
た
二
重
の
世
界
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
し
、
ま
た
上
帝
は
、
天
子
が
産
み
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
上
帝
の
聖
旨
と
は
、

そ
の
実
は
天
子
の
意
旨
に
他
な
ら
ず
、
吉
凶
禍
福
の
権
利
は
天
子
に
あ
り
、
そ

の
結
果
と
し
て
、
服
従
す
る
も
の
に
利
益
を
、
服
従
し
な
い
も
の
に
は
災
害
を

下
る
と
し
た
。
そ
し
て
、
正
当
化
の
た
め
に
亀
卜
・
筮
竹
の
力
を
借
り
て
、
神

秘
的
な
霊
験
を
纏
っ
た
と
考
え
て
い
る
。 

ま
た
原
始
共
産
主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、
庶
物
崇
拝
、
自
然
現
象
に
対
し

て
、
万
時
万
物
は
霊
妙
不
可
思
議
な
も
の
と
感
じ
、
男
女
の
生
殖
器
、
自
然
の

諸
現
象
、
す
べ
て
に
神
が
潜
ん
で
い
る
と
考
え
、
群
神
共
産
の
時
代
で
あ
っ
て
、

一
神
私
有
の
時
代
で
な
か
っ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
祖
先
崇
拝
の
風
習
も
、
私
有

財
産
の
以
後
の
も
の
で
あ
っ
て
、『
周
易
』
の
中
に
、
共
産
時
代
の
痕
跡
を
認
め

て
い
る
。 

そ
し
て
私
有
財
産
制
度
が
確
立
さ
れ
て
か
ら
は
、
世
界
は
二
つ
の
世
界
ー
霊

の
世
界
と
肉
の
世
界
と
に
変
化
し
た
。
霊
魂
不
滅
の
観
念
、
上
帝
の
永
存
の
観

念
に
従
っ
て
生
ま
れ
、
幽
と
明
と
の
二
つ
の
境
界
は
、
紙
一
枚
を
隔
て
た
も
の
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と
さ
れ
、
宇
宙
は
幽
鬼
と
人
間
の
共
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
幽
鬼
は
人

間
の
延
長
で
あ
り
、
よ
っ
て
財
産
も
永
遠
に
所
有
す
る
こ
と
が
で
き
、
生
命
も

ま
た
永
遠
に
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

⑦ 
芸
術
の
意
味 

郭
沫
若
は
、
先
ず
古
代
に
於
け
る
芸
術
論
の
原
則
を
、
二
つ
に
分
類
し
た
。 

１ 

芸
術
は
当
時
の
物
質
的
生
産
と
対
応
す
る
。 

２ 

芸
術
は
時
代
の
生
活
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、 

 

当
时
的
生
活
基
调
是
宗
教
是
战
争
，
所
以
鼓
歌
不
是
用
之
祭
祀
，
便
是

用
之
祝
捷
。 

(

大
意)

当
時
の
生
活
の
基
調
は
宗
教
で
あ
り
戦
争
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て

鼓
を
打
ち
歌
を
う
た
う
こ
と
は
、
祭
祀
の
た
め
で
な
け
れ
ば
、
戦
勝
祝

賀
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。 

 

 

そ
し
て
具
体
的
に
は
、 

 
 

屯
如
た
り
、
邅て

ん

如
た
り
馬
に
乗
り
て
班
如
た
り
、
寇
せ
ん
と
す
る
に
匪あ

ら

ず
、

婚
媾
せ
ん
と
す(

屯
六
二)

 

 
 

賁
如
た
り
、
皤
如
た
り
、
白
馬
翰
如
た
り
、
寇
せ
ん
と
す
る
に
匪
ず
、
婚

媾
せ
ん
と
す(

賁
六
四)
 

 

突
如
た
り
其
れ
来
如

き

た
り
、
焚
如

や

き

た
り
、
死
如

し

に

た
り
、
棄
如

す

て

た
り(

離
九
四)

 

な
ど
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
有
閑
階
級
の
情
感
と
捉
え
、
一
種
の
支
配
階
級
的
な

要
素
を
嗅
ぎ
取
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
総
括
と
し
て
、 

 

这
些
例
子
总
可
以
算
是
诗
罢
？
总
可
以
算
是
艺
术
罢
？
但
它
们
是
用
来
做

甚
么
的
？
它
们
是
用
来
装
饰
迷
信
的
符
箓
的
啦
。
艺
术
本
来
是
支
配
阶
级

的
宣
传
工
具
。
这
是
千
古
如
出
一
辙
。
谁
个
是
甚
么
“
为
艺
术
而
艺
术
”

的
艺
术
家
？
谁
个
的
艺
术
是
“
为
艺
术
而
艺
术
”
的
艺
术
？ 

(

大
意)

こ
れ
ら
の
例
は
す
べ
て
の
詩
と
し
て
、
芸
術
作
品
と
し
て
数
え
上
げ

得
る
だ
ろ
う
。
だ
が
如
何
な
る
も
の
と
し
て
使
わ
れ
た
の
か
。
そ
れ
ら
は

実
に
迷
信
を
装
飾
す
る
た
め
の
呪
符
と
し
て
使
わ
れ
た
の
だ
。
芸
術
は
支

配
階
級
の
宣
伝
の
た
め
の
道
具
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
は
数
千
年
も
前
か
ら

一
貫
し
た
事
実
な
の
だ
。
だ
れ
が
真
に
芸
術
の
た
め
の
芸
術
に
生
き
る
芸

術
家
た
り
え
た
だ
ろ
う
か
。
ま
た
だ
れ
が
芸
術
が
真
の
芸
術
の
た
め
の
芸

術
で
あ
る
と
こ
ろ
の
芸
術
た
り
得
た
か
。 

 と
述
べ
る
。 

つ
ま
り
、
私
有
財
産
の
発
生
に
伴
い
、
武
力
が
重
ん
じ
ら
れ
、
男
性
中
心
的

な
父
子
関
係
、
母
系
社
会
か
ら
父
系
社
会
へ
と
転
化
し
、
階
級
社
会
、
奴
隷
制

が
成
立
し
た
。
ま
た
宗
教
は
そ
の
支
配
者
側
の
財
産
を
守
り
、
そ
の
永
続
を
担

保
す
る
た
め
に
利
用
さ
れ
、
変
貌
す
る
。
そ
し
て
芸
術
は
、
そ
の
宗
教
祭
祀
や
、

戦
争
祝
賀
の
た
め
に
用
い
ら
れ
、
権
力
に
奉
仕
す
る
役
割
で
作
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
つ
ま
り
当
時
の
郭
沫
若
に
と
っ
て
近
代
的
な
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
、

芸
術
至
上
主
義
と
は1

0

、
ま
っ
た
く
異
相
の
も
の
だ
と
い
う
憤
慨
が
根
底
に
あ

る
の
だ
ろ
う
。 

 

⑧ 

思
想-

弁
証
法
と
周
易 

『
自
然
は
弁
証
法
の
証
明
で
あ
る-

エ
ン
ゲ
ル
ス
』 

１
自
然
界
に
於
け
る
す
べ
て
の
事
物
は
み
な
絶
え
間
な
く
進
展
し
て
い
る
。
一

切
の
事
物
は
す
べ
て
発
生
し
、
死
滅
す
る
。
弁
証
法
と
は
こ
の
動
態
の
中
で
事

物
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。 

２
動
態
の
成
因
は
内
在
す
る
相
対
物
の
推
移
に
由
る
も
の
で
あ
る
。 

３
す
べ
て
の
事
物
は
相
関
連
し
て
、
恰
も
フ
イ
ル
ム
の
場
合
と
同
様
に 

、
そ
の

関
連
す
る
全
体
を
観
察
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。 

も
し
も
そ
れ
ら
を
切
り
離
し
た
部

分
と
し
て
観
察
す
る
な
ら
ば
、 

そ
れ
は
忽
ち
死
ん
だ
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
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弁
証
法
と
は
こ
の
全
体
性
の
上
に
立
っ
て
事
物
を
観
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。 

 
こ
こ
で
、
へ
ラ
ク
リ
ツ
ト
の
有
名
な
言
葉
、『
万
有
は
実
在
し
ま
た
実
在
せ
ず
。

何
と
な
れ
ば
万
有
は
流
転
し
、
不
断
の
変
化
と
、
不
断
の
生
成
と
、
不
断
の
過

程
に
於
い
て
把
握
さ
れ
る
が
故
に
。
』
を
引
用
す
る
。
そ
し
て
、
周
易
も
ま
た
弁

証
法
的
観
察
で
あ
る
と
、
郭
沫
若
は
分
析
す
る
。 

 

  
 

宇
宙
整
个
是
一
个
变
化
，
是
一
个
运
动
，
所
以
统
名
之
曰
“
易
”-

“
易
者

变
易
也
” 

(

大
意)

宇
宙
全
体
は
そ
れ
自
身
一
つ
の
変
化
で
あ
り
、
運
動
で
あ
る
。
そ
れ

故
に
こ
の
意
味
を
、
統
括
的
に
集
約
し
て
『
周
易
』
は
『
易
と
は
、
変
易

す
る
こ
と
な
り
』
と
名
付
け
る
。 

 

 

以
上
の
よ
う
に
周
易
は
、
幼
稚
で
は
あ
る
が
、
自
然
に
対
す
る
観
察
か
ら
把

握
し
え
る
と
こ
ろ
の
一
個
の
弁
証
的
宇
宙
観
で
あ
る
と
す
る
。
し
か
し
、
周
易

の
作
者
は
、
誤
謬
の
一
歩
を
進
め
た
と
考
え
た
。
そ
し
て
、 

 

辩
证
的
宇
宙
观
是
很
平
凡
的,

一
切
都
有
生
成
，
一
切
都
有
毁
灭
，
天
下
没

有
一
成
不
变
的
东
西
。
这
真
是
再
平
凡
也
没
有
的
一
个
观
念
。
但
是
这
对

于
那
支
配
阶
级
是
怎
么
样
的
一
个
危
险
的
观
念
呢?

 

(

大
意)

弁
証
法
的
宇
宙
観
は
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
悉
く
生
成
し
、
悉
く
破
滅

す
る
。
天
下
に
は
、
一
つ
と
し
て
恒
久
不
変
な
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
当

た
り
前
で
あ
る
が
、
支
配
階
級
に
と
っ
て
危
険
な
思
想
で
あ
る
で
は
な
い

か
。 

 と
し
た
上
で
、
支
配
階
級
は
、
私
有
財
産
は
国
家
＝
司
法
・
行
政
は
す
べ
て
の

壊
滅
す
べ
き
時
期
を
持
つ
た
め
に
、
自
然
に
於
け
る
論
理
過
程
を
改
め
た
と
す

る
。 

そ
れ
は
、
「
大
な
る
も
の
が
去
れ
ば
、
必
ず
小
な
る
も
の
が
来
て
、
陂

か
た
む

い
た

も
の
が
平
ら
か
な
れ
ば
、
平
ら
か
な
る
も
の
は
陂
く
」
こ
と
を
知
っ
た
故
に
、

彼
ら
の
目
的
は
、
一
定
不
変
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
去
ら
ず
、
来
た
ら
ず
と
い

う
状
態
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、 

 

…
那
刚
刚
是
只
有
中
道
了
，
就
是
所
谓
“
中
行
”
。
于
是
乎
而
一
切
都
静
止

了
，
辩
证
法
也
就
死
灭
了
。 

(

大
意)

な
れ
ば
先
ほ
ど
は
、『
中
道
』
を
保
つ
だ
け
で
、
そ
れ
は
所
謂
『
中
行
』

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
切
の
も
の
は
み
な
静
止
し
、
弁
証
法
を
死
滅
さ
せ

た
。 

 

と
し
、
よ
っ
て
「
易
は
不
易
な
り
」
と
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
鬼
神
及
び

鬼
神
の
代
表
者
・
分
身
た
る
上
帝
、
天
子
は
永
久
に
世
界
を
支
配
し
、
宇
宙
は

た
ち
ま
ち
五
百
七
十
六
片
の
長
短
の
煉
瓦
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
比
喩
す
る
。 

 

よ
っ
て
周
易
の
実
践
論
理
は
、
結
果
と
し
て
折
衷
主
義
、
日
和
見
主
義
、
改

良
主
義
で
あ
る
と
断
じ
る
。 

 

そ
し
て
具
体
的
に
は
、「
龍
が
高
く
登
り
つ
め
て
後
悔
す
る
と
き
〔
乾
上
九
〕
、

そ
れ
に
冠
し
て
『
群
龍
、
首
な
き
を
見
る
は
吉
な
り
』〔
乾
用
九
〕
で
あ
る
」
と

す
る
の
は
、
周
易
の
作
者
が
前
記
の
如
く
支
配
者
と
し
て
の
実
践
的
要
求
か
ら
、

被
支
配
者
を
潜
龍
に
仮
託
し
、
そ
れ
が
高
く
登
り
つ
め
る
こ
と
を
戒
め
る
意
図

で
〔
乾
上
九
〕
の
語
句
を
録
し
、
統
制
、
勢
い
な
き
群
龍
に
首
な
き
を
見
る
喜

ぶ
感
情
を
、
〔
乾
用
九
〕
で
皮
肉
し
て
い
る
と
す
る
。 

つ
ま
り
は
発
展
し
、
あ
た
ま
に
な
る
こ
と
を
妨
げ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
解

釈
を
郭
沫
若
は
儒
教
の
根
本
義
と
し
て
、
出
発
点
も
ま
た
こ
こ
に
あ
る
と
し
て

い
る
。 
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五 

小
結 

 
本
論
で
は
、
郭
沫
若
の
初
期
の
史
学
、「
「
《
周
易
》时
代
的
社
会
生
活 

上
篇
」
」

を
対
象
と
し
て
分
析
し
た
。
儒
教
の
経
典
で
あ
る
『
易
経
』
は
、
従
来
、
聖
人

の
教
え
で
あ
り
、
人
間
学(

理
学
を
含
む)

で
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
史
学
的
に

解
釈
し
た
先
駆
的
な
業
績
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
支
配
者
が
、

体
制
保
持
の
た
め
に
作
り
上
げ
、
解
釈
を
施
し
た
書
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
唯
物

史
観
か
ら
そ
の
欺
瞞
を
炙
り
出
し
、
不
断
に
変
貌
す
る
唯
物
弁
証
法
、
革
命
史

観
に
よ
っ
て
批
判
し
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
試
み
は
、
ま
さ
に
北
伐
時
期
の
蒋
介
石
と
の
訣
別
を
契
機
に
行
わ
れ
て

お
り
、
裏
返
せ
ば
、
蒋
介
石
の
思
想
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
中
体
西

洋
の
軍
閥
、
保
守
派
、
ま
た
当
時
の
日
本
に
も
向
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
容

易
に
判
断
さ
れ
る
。 

 

但
し
こ
の
哲
学
的
解
釈
は
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
の
東
ア
ジ
ア
に
於
け
る
時

代
の
産
物
で
は
あ
る
も
の
の
、
多
く
の
普
遍
的
な
真
理
が
見
出
さ
れ
て
い
る
と

も
言
え
る
。
後
に
郭
沫
若
は
、
新
た
な
視
角
に
基
づ
い
て
、
儒
教
を
再
評
価
す

る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
の
市
川
在
住
時
の
学
問
的
業
績
は
、
正

し
く
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

引
き
続
き
学
問
と
時
代
、
地
域
、
思
想
、
普
遍
性
と
の
関
係
を
不
断
に
問
い

な
が
ら
、
次
章
で
は
甲
骨
金
文
の
研
究
へ
と
進
展
し
た
郭
沫
若
の
歴
史
学
の
過

程
を
追
い
、
再
評
価
す
る
こ
と
に
と
し
た
い
。 

                                        

          

 
1 

林
甘
泉
「
郭
沫
若
早
期
的
史
学
思
想
及
其
向
唯
物
史
观
的
转
变
」(

『
史
学
史

研
究
』
一
九
九
二
年
〇
二
期)

 

魏
晓
丽
「
成
就
与
不
足
ー
浅
议
郭
沫
若
的
《
周

易
》
研
究
」(

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
二
年
〇
二
期)

 
 

2 

拙
稿
「
郭
沫
若
に
於
け
る
孔
子
観
と
儒
教
道
徳
の
継
承
問
題
に
つ
い
て
ー
五

四
運
動
期
か
ら
反
蒋
運
動
に
至
る
ま
で
」(

『
中
国
文
化
研
究
』
十
五
号 

佛

教
大
学
中
国
文
化
研
究
会 

二
〇
一
五
年
八
月)

 
3 

本
稿
で
の
翻
訳
は
、
郭
沫
若
著
・
藤
枝
丈
夫
訳
『
支
那
古
代
社
会
史
』(

成
光

                                        
 

館
書
店 

一
九
三
一
年
十
二
月)

を
参
照
、
依
拠
し
た
。 

4 

程
乃
胜
「
关
于
郭
沫
若
《<

周
易>

时
代
的
社
会
生
活
》
一
文
的
写
作
时
间
」(

『
安

徽
师
大
学
报(

哲
学
社
会
科
学
版)

』
一
九
八
六
年
〇
四
期)

 
 

5 

鈴
木
啓
造
「
郭
沫
若
の
歴
史
研
究
」
『
社
会
科
学
討
究
』(

第
十
三
号 

早
稲

田
大
学
社
会
科
学
研
究
所 

一
九
六
八
年
二
月)

 

牧
角
悦
子
「
郭
沫
若
の
古

代
研
究
ー
近
代
学
術
に
お
け
る
そ
の
位
置
づ
け
」(

『
神
話
と
詩
』
第
七
号 

日

本
聞
一
多
学
会 

二
〇
〇
八
年
十
二
月)

 
6 

北
伐
時
の
郭
沫
若
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
武
継
平
「
北
伐
時
の
郭
沫
若
」(

『
言

語
文
化
論
究
』
第
一
六
号 

九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院 

二
〇
〇

二
年
七
月)

「
北
伐
時
の
郭
沫
若(

続)

―
広
東
大
学
に
お
け
る
郭
沫
若
の
活
動

に
関
す
る
考
察
」(

『
言
語
文
化
論
究
』
第
一
七
号 

二
〇
〇
三
年)

に
詳
し

い
。 

7 

当
時
の
警
察
の
監
視
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
武
継
平
「
郭
沫
若
に
対
す
る
警

察
監
視
の
実
態
ー
「
日
支
人
民
戦
線
派
諜
報
網
」
の
検
挙
か
ら
」(

『
野
草
』

第
七
七
号 

中
国
文
芸
研
究
会 

二
〇
〇
六
年
二
月)

に
詳
し
い
。 

8 

蔵
居
良
造
『
近
代
中
国
史
』(

紀
伊
国
屋
書
店 

一
九
六
五
年
九
月)

 

岩
村

三
千
夫
著
『
現
代
中
国
の
歴
史
ー
国
民
革
命
の
展
開
と
挫
折
＝
ア
ヘ
ン
戦
争

か
ら
北
伐
』
１(

徳
間
書
店 

一
九
六
六
年
一
月)

『
現
代
中
国
の
歴
史
―
内

戦
か
ら
抗
日
へ
』
二 

(

一
九
六
六
年
三
月)

 
9 

注
４
参
照 

1
0 

芸
術
は
美
だ
け
を
目
的
と
す
る
自
律
的
な
存
在
で
あ
り
、
そ
の
他
の
い
か
な

る
目
的
に
よ
っ
て
も
規
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
主
張
。V

・
ク
ー
ザ

ン
は
「
芸
術
が
芸
術
の
た
め
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
の
と
同
様
、
宗
教
は
宗
教

の
た
め
に
、
道
徳
は
道
徳
の
た
め
に
あ
る
べ
き
で
あ
る
」
（
『
真
美
善
論
』Du 

vrai, du beau, et du bien
 

一
八
三
六
。
一
八
一
八
年
の
講
義
の
記
録
）

と
述
べ
、
「
芸
術
の
た
め
の
芸
術
」
の
命
名
者
と
さ
れ
る
。 
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第
八
章 

郭
沫
若
の
「
辛
」
字
論
の
是
非
と 

展
開
を
巡
っ
て 

一 
碑
学
派
の
発
展
と
、
金
石
学
の
西
洋
考
古
学
と
の 

接
触
に
と
も
な
う
変
質 

 

郭
沫
若
は
、
碑
学
へ
の
関
心
を
青
年
期
か
ら
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
、
嘉
定 

府
中
学
堂
に
て
包
世
臣
の
『
芸
舟
双
楫
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
い
た
時
か
ら
の

影
響
だ
と
し
て
も
、
問
題
は
な
か
ろ
う
。
そ
の
一
端
と
し
て
、
市
川
在
住
期
の

金
石
の
作
品
、
そ
れ
以
後
の
多
く
の
金
石
拓
本
へ
の
跋
文
が
、
そ
の
造
詣
を
物

語
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
、
当
時
の
西
洋
考
古
学
と
の
接
触
に
伴
っ
て
、
後
の
蘭

亭
論
争
へ
と
展
開
し
た
と
も
言
え
る
。 

郭
沫
若
は
、
特
に
市
川
在
住
期
、
西
洋
考
古
学
の
影
響
を
受
け
た
古
代
史
再

編
に
精
力
を
傾
け
た
。
そ
の
中
で
、
甲
骨
・
金
文
の
文
字
学
的
研
究
は
、
従
来

の
説
文
文
字
学
か
ら
の
脱
却
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。 

図
１
の
金
文
の
書
も
、
説
文
学
以
来
の
黄
帝
時
代
を
夢
想
し
、
そ
の
神
話
、

宗
教
に
参
与
せ
ん
と
し
た
古
代
空
想
的
臨
書
で
は
な
く
、
一
史
料
と
し
て
、
科

学
的
に
古
文
字
に
向
き
合
っ
た
、
郭
沫
若
の
立
ち
位
置
を
物
語
る
資
料
と
言
え

る
だ
ろ
う
。 

 

二 

郭
沫
若
の
「
辛
」
字
思
想
の
展
開
と
客
観
性 

先
の
章
で
見
た
よ
う
に
、
郭
沫
若
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・

国
家
の
起
源
』
、 

奴
隷
制
の
研
究
に
於
け
る
世
界
的
権
威
イ
ン
グ
ラ
ム
『
奴
隷

制
度
と
農
奴
制
度
の
歴
史
』
の
附
録
に
論
及
し
、
郭
説
の
当
時
の
研
究
性
質
は

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
『
家
族
・
私
有
財
産
・
国
家
の
起
源
』
の
続
編
に
当
た
る
と
明

言
し
、
さ
ら
に
唯
物
弁
証
法
的
観
念
に
拠
る
と
宣
言
し
た
。 

そ
し
て
、
そ
の
一
環
と
し
て
の
卜
辞
研
究
の
中
で
、
中
国
に
於
け
る
殷
代
の

奴
隷
制
の
発
見
に
至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
を
背
景
と
し
た
文
字
考
証
、

研
究
に
、
一
九
二
九
年
八
月
脱
稿
の
『
甲
骨
文
字
研
究
』
が
あ
る1

。 

そ
の
中
で
、
甲
骨
文
中
の
「
辛
」
字
に
つ
い
て
、 

 

䇂
辛
本
為
剞
𠜾
，
其
所
有
転
為
愆
辠
之
意
者
，
亦
有
可
説
。
蓋
古
人
于

異
族
之
俘
虜
或
同
族
中
之
有
罪
而
不
至
于
死
者
，
毎
黥
其
額
而
奴
使
之
。 

(

大
意)

䇂
辛
は
、
も
と
も
と
曲
が
っ
た
刀
、
曲
が
っ
た
鑿
の
意
味
で
、
転

じ
て
罪
人
の
意
と
も
説
明
で
き
る
。
多
分
古
人
は
異
族
の
俘
虜
あ
る
い

は
同
族
中
の
罪
人
を
殺
さ
な
い
で
、
常
に
額
に
入
れ
墨
し
て
奴
隷
と
し

た
の
で
あ
る
。 

 

と
し
、
さ
ら
に
同
じ
く
同
年
の
書
『
支
那
古
代
社
会
史
論
』
「
「
卜
辭
」
を
通
し

て
見
た
る
古
代
社
會
」
〈
奴
隷
の
用
途
に
つ
い
て
〉
の
中
で
、2 

  
 

用
途
の
一
―
雑
事
に
使
役
す
る
。
こ
れ
は
、
僕
と
い
ふ
字
の
字
形
そ
の
も

の
が
最
も
明
瞭
に
表
現
し
て
ゐ
る
。
甲
骨
文
字
の
僕
の
字
は

で
あ

っ
て
、
全
體
の
形
は
立
つ
て
い
る
人
の
側
面
に
象
つ
て
い
る
。〔
こ
れ
を
仔

細
に
點
檢
す
る
と
〕
頭
の
上
に
辛し

ん

〔
痛
苦
・
罪
の
義
あ
り
〕
を
載
せ
て
ゐ

る
が
、
こ
れ
は
天
〔
頭
部
に
入
墨
す
る
刑
〕
で
あ
り
黥
〔
面
部
に
入
墨
す

図 1 
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る
刑
〕
で
あ
る
。
面
部
に
入
墨
す
る
と
い
ふ
形
を
表
示
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
た
め
に
、
黥
を
施
す
た
め
の
刑
具
を
も
つ
て
こ
れ
を
表
示
し
た
の
で

あ
る
。
辛
と
は
、
取
り
も
直
さ
ず
、
古
代
の
剞
劂

キ

ケ

ツ

〔
剞
は
曲
刀
・
劂
は
曲

鑿
で
孰
れ
も
彫
り
物
に
用
ふ
る
も
の
〕
で
あ
る
。
…
さ
て
、
右
の
人
形
は

頭
部
に
黥
さ
れ
て
居
る
こ
と
が
判
つ
た
。
更
に
臀
部
に
尾
の
形
が
あ
り
、

手
に
捧
げ
持
つ
て
ゐ
る
も
の
は
、
掃
除
の
結
果
棄
つ
べ
き
物(

箕キ)

の
中
に

塵
埃
を
盛
つ
た
形
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
僕
な
る
も
の
が
、
古
人
に
よ
っ

て
、
掃
除
な
ど
の
賤
役
を
受
け
持
つ
も
の
と
し
て
使
役
さ
れ
て
ゐ
た
こ
と

を
知
り
得
る
わ
け
で
る
。 

と
解
釈
し
た
。 

 

ま
た
そ
れ
ら
の
論
考
の
影
響
を
受
け
て
、
白
川
静
は
、『
字
統
』
に
於
い
て3

、 

 
 

把
手
の
あ
る
大
き
な
直
針
の
形
。
こ
れ
を
文
身
・ 

入
墨
に
用
い
る
も
の

で
、
そ
の
関
係
の
字
は
多
く
辛
に
従
う
。〔
説
文
〕
一
四
下
に
「
秋
時
、
萬

物
な
り
て
熟

じ
ゅ
く

す
。
金
は
剛
、
味
は
辛
な
り
。
辛
通
し
て
即
ち
泣

な
み
だ

出
づ
。

一
に
䇂け

ん

に
従
う
。
辛
は
辠つ

み

な
り
。
辛
は
庚か

う

に
承
く
。
人
の
股こ

に
象

か
た
ど

る
」
と

す
る
が
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
五
行
説
に
よ
る
も
の
で
、
全
く
要
領
を
得

な
い
。
辛
は
直
刀
、
䇂け

ん

は
曲
刀
で
あ
る
が
、
辛
は
辟へ

き

の
よ
う
に
肉
を
切
る

と
き
も
あ
り
、
ま
た
章

し
ょ
う

の
よ
う
に
入
墨
に
用
い
る
も
の
も
あ
っ
て
、
そ
の

形
か
ら
必
ず
一
義
を
定
め
う
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
従
う
字
形
に
よ
っ

て
、
そ
の
器
形
と
は
た
ら
き
と
を
区
分
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
辛
は
童ど

う

・

妾
し
ょ
う

・
辠ざ

い

・
辜こ

に
お
い
て
明
ら
か
に
入
墨
に
用
い
る
針
の
意
で
あ
る
が
、
新し

ん

・

親し
ん

で
は
神
位
を
作
る
木
に
標
識
と
し
て
加
え
る
辛
で
あ
り
、
辞じ(

辭)

・
薛せ

つ

に

お
い
て
は
曲
刀
、
ま
た
商

し
ょ
う

に
お
い
て
は
、
王
朝
の
刑
罰
権
と
神
聖
権
と
を

示
す
儀
器
で
あ
る
。
他
に
も
龍

り
ゅ
う(

竜)

・
鳳ほ

う

・
虎こ

な
ど
の
冠
飾
に
用
い
る
こ

と
も
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
聖
獣
を
示
す
文
飾
と
み
て
よ
い
。
辛
の
初
義
は

文
身
に
用
い
る
針
。
そ
れ
で
辛
痛
の
義
と
な
る
。
十
干
に
お
い
て
、
庚こ

う

辛し
ん

と

な
ら
ん
で
「
金か

の
え
・
金
の
と
」
に
用
い
る
。
十
干
は
甲
乙
が
甲
骨
、
丙

丁
は
鋳
冶
の
器
、
戊
己
は
刃
器
と
工
具
、
庚
辛
も
ま
た
対
待
の
義
を
も
つ

は
ず
で
あ
る
か
ら
、
庚
は
杵き

ね

の
形
、
辛
は
針
器
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

と
述
べ
て
い
る
。
詳
細
は
、『
甲
骨
金
文
学
論
集
』
所
収
の
「
辠
辜
関
係
字
説
ー

主
と
し
て
中
国
古
代
に
お
け
る
身
體
刑
に
つ
い
て
」
に
て
論
述
さ
れ
て
い
る4

。 

し
か
し
そ
の
客
観
性
に
つ
い
て
は
、
未
だ
い
く
つ
か
の
課
題
が
残
さ
れ
て
い

る
。 先

ず
甲
骨
文
の
「
辛
」
字
の
用
例
は
、
専
ら
十
干
と
し
て
用
い
ら
れ
、
入
れ

墨
を
直
接
表
す
用
例
は
存
在
し
な
い
こ
と
。
ま
た
落
合
淳
思
氏
は
『
甲
骨
文
字

辞
典
』
に
お
い
て
「
辛
」「
䇂
」
字
に
於
い
て
敢
え
て
入
れ
墨
に
言
及
さ
れ
て
い

な
い5

。 

そ
こ
で
甲
骨
文
中
の
墨
刑
と
「
䇂
」
字
の
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
屯
一
一

二
二
に6 

䇂
伊
尹
、
眔
酒
十
冖
羊
。 

の
祭
祀
を
表
す
用
例
が
あ
り
、
墨
刑
と
祭
祀
と
の
関
係
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ

の
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
程
度
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
こ
の
説
は
、
当
時
の
郭
沫
若
を
取
り
巻
く
情
勢
、
政
治
環
境
か
ら
、

奴
隷
制
の
発
見
へ
の
促
し
が
性
急
で
あ
っ
た
が
故
に
、
生
ま
れ
た
着
想
、
産
物
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で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

三 

「
辛
」
と
「
墨
」
の
隔
離 

入
れ
墨
を
意
味
す
る
文
字
は
、「
辛
」
で
は
な
く
、
中
国
古
典
籍
に
於
い
て
は
、

「
墨
」「
黥
」
に
代
表
さ
れ
る
。
後
に
少
し
く
考
察
す
る
が
共
に
部
首
「
黒
」
が

要
素
と
な
っ
て
い
る
。 

例
え
ば
、
そ
れ
は
『
左
傳
』
昭
公
十
四
年
（
前
五
一
〇
年
）
に
、 

 

貪
以
敗
官
為
墨
。 

 

(

大
意)

貪
欲
で
官
職
を
汚
す
も
の
を
「
墨
」
と
い
う
。 

 

と
あ
っ
て
杜
預
注
に
、 

  
 

 

墨
、
不
絜
之
称 

 
(

大
意)

墨
と
は
、
不
潔
の
よ
び
な
で
あ
る
。 

 

と
あ
り
、
時
代
は
下
る
が
『
書
経
』
伊
訓
に
、 

 

臣
下
不
匡
、
其
刑
墨 

(

大
意)

臣
下
が
上
の
者
を
諫
め
正
さ
な
い
な
ら
、
そ
の
者
に
墨
刑
を
加
え
る
。 

 と
あ
り
、
偽
孔
伝
に
、 

 

臣
不
正
君
、
服
墨
刑
。
鑿
其
額
、
涅
以
墨
。 

(

大
意)

臣
下
が
上
の
者
を
正
さ
な
け
れ
ば
、
墨
刑
と
す
る
。
そ
の
額
を
切
り
裂

き
、
墨
で
染
め
る
。 

 

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
く
、

「
墨
」
の
観
念
は
よ
り
古
く
は
「
入
れ
墨
刑
」
を
強
く
意
味
し
て
い
た
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。 

さ
ら
に
郭
沫
若
は
『
青
銅
時
代
』
に
於
い
て7

、
そ
の
「
墨
」
字
か
ら
演
繹
し

て
、 

 

近
人
钱
穆8

谓
“
墨
”
本
刑
徒
之
称
，
又
解
“
墨
子
兼
爱
，
摩
顶
放
踵
”
一

语
，
以
为
“
摩
顶
者
摩
突
其
顶
。
盖
效
奴
作
髡
钳
，
所
以
便
事
。
放
踵
则

不
履
不
綦
，
出
无
车
乘
”
。
这
种
解
法
颇
近
情
理
。
或
者
他
的
先
人
是
职
司

刺
墨
的
贱
吏
，
后
世
以
为
氏
。
总
之
墨
子
和
老
子
、
孔
子
比
较
起
来
，
出

身
当
得
是
微
贱
的
。 

（
大
意
）
最
近
の
ひ
と
銭
穆
は
、
“
墨
”
は
本
と
刑
徒
の
称
と
い
い
、
ま
た
又

「
墨
子
は
兼
愛
し
、

頂
い
た
だ
き

を
摩ま

し
て
、
踵

き
び
す

に
放い

た

る
」
の
一
語
を
解
し
て
、

「
摩
頂
」
と
は
そ
の
頭
髪
を
す
り
減
ら
し
禿
頭
に
す
る
こ
と
。
多
分
奴
隷

と
し
て
丸
坊
主
で
、
事
に
便
じ
た
。
「
放
踵
」
と
は
、
履
か
ず
つ
け
ず
に
、

出
て
車
に
乗
ら
な
か
っ
た
」
と
解
し
て
い
る
。
こ
の
種
の
解
析
は
大
変
筋

道
に
近
い
。
或
い
は
彼
の
先
人
の
職
は
、
入
れ
墨
を
施
す
賤
吏
と
し
、
後

世
、
氏
を
成
し
た
と
し
た
。
総
じ
て
墨
子
と
老
子
は
、
孔
子
と
比
較
す
る

と
、
出
身
が
賤
し
い
と
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
墨
子
の
「
墨
」
の
字
も
入
れ
墨
と
解
し
て
い
る
。 

そ
れ
に
対
し
「
辛
」
字
は
文
献
的
に
は
、
入
れ
墨
を
直
接
表
す
用
例
は
見
当

た
ら
ず
、
入
れ
墨
を
施
す
際
の
痛
み
か
ら
の
引
伸
義
「
辛
い
」
の
可
能
性
は
挙

げ
ら
れ
る
が
、
未
だ
想
像
の
域
を
出
て
い
な
い
。
ま
た
『
説
文
詁
林
』
を
み
て

も
、
そ
れ
に
関
す
る
よ
う
な
解
釈
が
、
為
さ
れ
て
い
な
い
の
が
、
現
実
で
あ
り
、

そ
れ
が
従
来
の
「
説
文
学
」
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

四 
唐
蘭
「
黒
」
字
説
の
可
能
性 

 
 

さ
て
、
近
年
の
文
字
学
の
成
果
と
し
て
、
入
れ
墨
刑
を
表
す
字
義
解
釈
と

し
て
、
唐
蘭
説
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る 
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例
え
ば
辞
書
的
な
解
説
を
挙
げ
る
と
、
「
黒
」
字
に
つ
い
て
、 

 

甲
骨
文
從
「
大
」
從

，

象
人
面
部
受
墨
刑
之
貌(

唐
蘭)

。
墨

刑
指
在
人
臉
上
刺
字
塗
墨
的
刑
罰
。
「
黑
」
後
來
專
門
用
來
表
示
黑
白
之

「
黑
」
的
引
申
義
，
墨
刑
之
本
義
就
專
門
用
「
墨
」
來
表
示
。 

(

大
意)

甲
骨
文
は
、
「
大
」
に
従
い
「

」
に
従
う
。
「

」
は
人
面

に
墨
刑
を
受
け
た
様
態(

唐
蘭)

。
墨
刑
は
、
人
の
顔
に
字
を
刺
し
墨
を
塗

る
刑
罰
。
「
黒
」
は
後
に
専
ら
黒
白
の
黒
い
を
表
す
の
は
引
伸
義
。
墨
刑

の
本
義
は
、
専
ら
「
墨
」
を
用
い
て
表
す
よ
う
に
な
る
。 

  
 

 

【
詳
解
】
上
圖
的
甲
骨
文
，
據
于
省
吾
，
當
釋
為
黑
字
。
唐
蘭
以
為
字
象

一
正
面
站
立
之
人(

大)

接
受
墨
刑
。
墨
刑
指
在
人
臉
上
刺
字
塗
墨
的
刑
罰
。

「
黑
」
後
來
專
門
用
來
表
示
黑
白
之
「
黑
」
的
引
申
義
，
墨
刑
之
本
義
就

專
門
用
「
墨
」
來
表
示
。
參
見
「
墨
」
。
《
白
虎
通
．
五
刑
》
：
「
罪
者
，

墨
其
額
也
。
」
早
期
金
文
承
甲
骨
文
之
形
，
亦
從
「
大
」
從

。
後

來
字
形
首
部
中
豎
兩
邊
和
下
部
「
大
」
形
外
側
或
加
裝
飾
點
劃
。
後
來
「
黑
」

字
下
半
部
「
大
」
訛
變
為
「
炎
」
，
《
說
文
》
所
列
小
篆
以
此
為
據
，
因

此
《
說
文
》
認
為
：
「
黑
，
火
所
熏
之
色
也
。
從
炎
上
出
𡆧
。
𡆧
，
古
窻

字
。
凡
黑
之
屬
皆
从
黑
。
」
由
於
小
篆
已
訛
從
「
𡆧
」
從
「
炎
」
，
故
許

慎
誤
以
為
字
會
煙
囪
被
火
煙
燻
以
致
變
黑
之
意
。 

 

甲
骨
文
「
黑
」
與

形
近
，
屬
異
字
同
形
，
唯
可
據
辭
例
上
下
文

判
別
兩
字
。
「
黑
」
從
墨
刑
刺
字
塗
墨
引
申
作
黑
白
之
「
黑
」
，
因
此
甲

骨
文
用
來
表
示
黑
色
，
如
《
合
集
》 2

9
5
4
4
 

：「
黑
犬
。
」《
合
集
》 2

9
5
0
8

：

「
黑
羊
」
。
《
合
集
》 

3
0
0
2
2
 

：
「
𠦪
雨
叀
黑
羊
」
，
指
祈
求
下
雨
，
用

黑
色
的
羊
來
祭
神
。
金
文
「
黑
」
字
用
作
地
名
和
人
名
。 

(

上
図
の
甲
骨
文
は
、
于
省
吾
に
拠
れ
ば
、
ま
さ
に
黒
字
に
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

唐
蘭
は
、
正
面
に
立
つ
人
の
姿
で
、
墨
刑
を
受
け
た
人
と
考
え
た
。
墨
刑
は
、

人
の
顔
に
字
を
刺
し
墨
を
塗
る
刑
罰
。
「
黒
」
は
後
に
専
ら
黒
白
の
黒
を
表
す

の
は
引
伸
義
。
墨
刑
の
本
義
は
、
専
ら
「
墨
」
を
用
い
て
表
す
よ
う
に
な
る
。

墨
字
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
白
虎
通 

五
刑
』
に
「
罪
あ
る
も
の
、
そ
の
額
に

墨
す
」
と
あ
る
。
早
期
の
金
文
は
、
甲
骨
文
の
形
を
承
け
、
ま
た
「
大
」「

」

に
従
う
。
後
に
字
形
の
首
部
中
画
の
両
辺
と
下
部
「
大
」
形
に
、
点
画
を
装
飾

し
て
い
る
。
後
に
黒
字
の
下
部
「
大
」
が
「
炎
」
に
変
形
し
、
『
説
文
』
は
、

小
篆
の
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
黒
は
、
火
の
薰
ず
る
ず
る
色
。
炎
上
に
従
い
𡆧
よ

り
出
す
。
𡆧
は
、
古
の
窻
字
。
凡
よ
黑
の
属
は
皆
黑
に
従
う
。
」
と
し
、
小
篆

に
よ
っ
て
已
に
変
形
し
「
𡆧
」
「
炎
」
に
従
い
、
よ
っ
て
、
許
慎
は
誤
っ
て
字

義
を
煙
囪
、
火
煙
と
燻
じ
て
、
黑
の
意
と
変
じ
た
。 

甲
骨
文
「
黑
」
と

の
形
は
近
い
が
，
異
字
同
形
に
属
す
。
た
だ
上
下
の
判
別
に
よ
っ
て
兩
字
を
分

か
つ
。
「
黑
」
は
墨
刑
の
字
を
刺
し
墨
を
塗
る
こ
と
か
ら
引
申
し
て
、
黑
白
の

「
黑
」
と
な
り
よ
っ
て
甲
骨
文
の
用
例
で
黑
色
と
な
る
。
例
え
ば
《
合
集
》 

2
9
5
4
4
 

：
「
黑
犬
。
」
《
合
集
》 

2
9
5
0
8

：
「
黑
羊
」
。
《
合
集
》 

3
0
0
2
2
 

：

「
𠦪
雨
叀
黑
羊
」
，
は
下
雨
を
希
求
し
て
，
黑
色
の
羊
を
用
い
て
祭
神
を
来
す

を
意
味
す
る
。
金
文
の
「
黑
」
字
は
地
名
と
人
名
で
あ
る)

 

と
「
漢
語
多
功
能
字
庫
」
に
あ
る9

。 

五 
金
文
の
用
例
と
甲
骨
文
字 

「
亻
朕
匜
」
銘
文
に
つ
い
て
は
、
発
掘
簡
報
の
釈
文
と
注
釈
の
他
に
、
著
名

な
金
石
学
者
唐
蘭
や
李
学
勤
も
別
に
注
釈
と
釈
文
を
施
し
、
小
さ
な
相
違
は
あ
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る
が
、
概
ね
主
要
な
方
向
性
は
一
致
し
て
い
る
。
本
文
の
主
要
な
紹
介
は
、
唐

蘭
が
一
九
七
六
年
に
《
文
物
》
に
於
い
て
発
表
、
《
陕
西
省
岐
山
县
董
家
村
新

出
西
周
重
要
铜
器
铭
辞
的
译
文
和
注
释
》
中
で
翻
訳
し
て
い
る
。 

 

(

釈
文)

 
 

(

唐
蘭
訳)

三
月
既
死
魄
甲
申
，
王
在
方
邑
的
上
宫
，
伯
扬
父
定
下
了
判
词
，

说
：
“
牧
牛
！
你
被
谴
责
为
诬
告
。
你
敢
和
你
的
师
打
官
司
，
你
上
面

违
背
了
先
前
的
誓
言
。
现
在
你
已
经
有
了
办
理
的
誓
，
到
啬
去
见
亻
朕
，

给
这
五
个
奴
隶
，
也
已
经
办
理
你
的
誓
言
了
，
你
也
已
经
听
从
讼
词
，

听
从
誓
约
了
。
最
初
的
责
罚
，
我
本
应
鞭
打
你
一
千
下
，
给
你
黑
蔑
黑

屋
之
刑
（(

墨
刑
的
一
种
，
在
颧
骨
处
用
刀
割
破
并
填
上
墨
，
另
外
还
用

黑
巾
蒙
在
头
上
）
；
现
在
我
赦
了
你
，
还
应
该
鞭
你
一
千
下
，
给
你
黜

黑
屋
之
刑
（
除
了
黑
屋
刑
外
，
只
是
罢
免
，
不
蒙
黑
巾
了
）
；
现
在
更

大
赦
你
，
鞭
五
百
下
，
罚
铜
三
百
锊
（
合
汉
时
的
秤
两
千
两
）
。
”
伯

扬
父
就
又
叫
牧
牛
立
誓
说
：
“
从
今
以
后
，
我
大
小
事
不
敢
扰
乱
你
”

伯
扬
父
说
：
“
你
的
师
再
把
你
告
上
来
，
就
要
给
你
鞭
一
千
下
，
给
你

黑
蔑
黑
屋
之
刑
。
”
牧
牛
立
了
誓
。
于
是
把
这
告
知
官
吏
邦
和
曶
参
加

了
会
。
牧
牛
的
案
子
和
誓
约
都
定
下
了
，
罚
了
铜
。
亻
朕
用
来
作
宗
派

的
盉
。 

(

大
意)

 

三
月
既
死
覇
〔
第
三
週
〕(

初
吉
、
既
正
覇
、
既
死
覇
、
既
望)

に
死
に
甲
申
に

魄
し
た
。
王
は
方
邑
上
宮
に
お
り
、
伯
父
は
判
決
文
を
下
し
て
言
う
に

図 2 
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は
：“
牧
牛
！
あ
な
た
は
誣
告
に
よ
っ
て
厳
し
く
非
難
さ
せ
た
。
あ
な
た

は
あ
な
た
の
師
と
訴
訟
を
起
こ
し
、
あ
な
た
は
以
前
の
誓
い
の
言
葉
に

背
い
た
。
今
あ
な
た
は
す
で
に
誓
い
が
あ
っ
て
、
嗇
ま
で
朕
に
会
い
に

行
き
、
こ
の
五
人
の
奴
隷
を
さ
さ
げ
、
す
で
に
あ
な
た
の
誓
い
の
言
葉

を
行
い
、
あ
な
た
も
す
で
に
訴
訟
の
内
容
に
従
っ
て
、
誓
約
に
従
っ
た
。

最
初
の
処
罰
は
、
私
は
あ
な
た
の
一
千
の
鞭
打
と
、
更
に
墨
刑
を
施
す

こ
と
だ
っ
た
。
今
私
は
あ
な
た
を
許
し
、
ま
た
一
千
の
鞭
打
と
墨
刑
を

施
す
べ
き
で
あ
る
。
今
更
に
あ
な
た
を
大
赦
し
て
、
五
百
の
鞭
打
と
、

銅
三
百
を
罰
と
す
る
。
”
伯
父
は
牧
牛
に
誓
い
を
立
て
て
言
う
“
今
後
、

私
の
大
小
の
事
で
あ
な
た
を
か
き
乱
す
こ
と
は
な
い
。
”
伯
父
が
言
う

“
あ
な
た
の
師
は
ま
た
あ
な
た
を
訴
え
、
あ
な
た
を
一
千
の
鞭
打
と
墨

刑
を
施
せ
と
。
牧
牛
に
誓
い
を
立
て
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
官
吏
の
国
と

曶
に
告
知
し
て
会
に
参
加
し
た
。
牧
牛
の
訴
訟
事
件
は
す
べ
て
決
ま
っ

た
。
銅
を
罰
す
る
。
朕
は
宗
派
の
盉
を
作
り
な
さ
い
。 

そ
こ
に
、
表
れ
る
墨
刑
を
意
味
す
る
「

」
と
い
う
文
字
構

成
に
、「
黒
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
、
唐
蘭
説
の
根
拠
を
補
強
し
て
い
た
と
も
考

え
ら
れ
る
。 

 

因
み
に
甲
骨
文
に
於
け
る
「
黒
」
字
の
用
例
は
、
殆
ど
が
色
と
し
て
の
黒
の

意
味
で
あ
り
、
敢
え
て
言
え
ば
「
花
三
五
二
」
に1

0 

 

于
挿
黒
、
左
。 

と
、
動
詞
の
用
例
が
見
ら
れ
る
が
、
現
段
階
で
は
、
そ
れ
以
上
は
想
像
の
域
を

出
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

六 

殷
墟
に
於
け
る
入
れ
墨
関
係
文
物
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て 

 

殷
墟
か
ら
出
土
し
た
文
物
の
内
で
、
文
身
、
つ
ま
り
入
れ
墨
を
表
す
と
観
念

す
る
議
論
が
な
さ
れ
た
嚆
矢
は
、
陳
仁
濤
『
金
匱
論
綜
合
刊
』
第
一
期(

香
港 

一

九
五
五
年)

の
金
匱
論
古
初
集
補
正
で
、
高
去
尋
が
図
３
に
つ
い
て
の
ア
メ
リ
カ

の
カ
ー
ル
・
ス
チ
ュ
ス
タ
ー
論
を
基
に
展
開
し
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
さ

ら
に
図
４
は
小
屯
で
発
掘
さ
れ
た
手
足
の
な
い
彫
像
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
、
李

済
に
よ
っ
て
、
文
身
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。 

  

こ
の
図
３
の
饕
餮
文
を
文
身
と
し
た
上
で
、
く
る
ぶ
し
の
十
字
文
を
海
南
黎

人
の
習
俗
と
合
致
す
る
と
見
て
、
殷
の
時
代
に
そ
の
習
俗
が
あ
り
、
小
屯
の
こ

れ
に
つ
い
て
も
可
と
し
、
李
済
も
そ
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
と
論
じ
た
。
た

だ
し
、
本
邦
で
は
林
巳
奈
夫
氏
が
そ
の
説
に
触
れ
る
も
の
の
、
慎
重
な
姿
勢
を

見
せ
て
い
る
。 

  

図 3 

図 4 
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七 

郭
説
を
端
緒
と
す
る
殷
代
墨
刑
説 

郭
説
に
於
い
て
中
国
古
代
の
奴
隷
制
、
そ
れ
に
付
随
す
る
形
で
墨
刑
に
つ
い

て
、
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
、
更
に
そ
こ
か
ら
白
川
静
は
、
殷
に
於
け
る
入
れ
墨
社

会
を
夢
想
し
た
。
ま
た
夙
に
陳
仁
濤
は
、
当
時
の
文
物
に
見
ら
れ
る
文
様
を
入

れ
墨
と
解
釈
し
て
お
り
、
そ
の
説
は
入
れ
墨
社
会
論
を
補
強
し
う
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

た
だ
し
籾
山
明
氏
は
、
殷
代
に
於
い
て
そ
れ
が
、
刑
罰
と
し
て
存
在
し
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
根
拠
が
皆
無
に
等
し
い
と
し
て
、
当
時
の
墨
刑
の
有
無
に
つ

い
て
は
、
棚
上
げ
さ
れ
て
い
る
。 

 

私
は
拙
著
『
書
論
の
文
化
史
』
に
於
い
て1

1

、
更
に
そ
こ
か
ら
古
代
中
国
の

刑
罰
、
処
刑
の
意
味
を
問
い
直
し
た
上
で
、
入
れ
墨
刑
に
つ
い
て
の
新
た
な
解

釈
、
仮
説
を
提
起
し
た
。
こ
こ
で
そ
の
説
を
披
瀝
し
た
い
。 

 

古
代
中
国
に
於
け
る
刑
罰
の
実
相 

 

刑
罰
と
は
、
罪
を
犯
し
た
も
の
に
加
え
る
制
裁
で
あ
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な

い
が
、
そ
れ
は
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
罪
」
と
い
う
観
念
自
体
、

そ
の
背
景
と
な
る
文
化
、
時
代
に
よ
っ
て
多
く
の
分
類
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う1

2

。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
古
代
中
国
に
於
け
る
刑
罰
の
原
初
形
態
を
探
る
こ

と
に
目
的
を
限
定
し
、
後
に
「
入
れ
墨
」
の
刑
た
る
所
以
を
論
ず
る
序
章
と
し

た
い
。 

 

そ
も
そ
も
刑
罰
と
は
、
一
つ
の
共
同
体
と
い
う
認
識
を
前
提
と
し
て
存
在
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
他
の
民
族
に
施
行
さ
れ
る
場
合
は
「
実
力
制
裁
」
、
い

わ
ゆ
る
「
戦
争
」
と
い
う
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
特
に
中
国
王
朝
時
代
に

あ
っ
て
は
「
王
」
に
対
す
る
咎
が
そ
の
ま
ま
刑
罰
の
対
象
に
な
る
こ
と
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
『
書
経
』
尭
典
に
、 

 

帝
曰
、
皋
陶
。
蠻
夷
猾
夏
、
寇
賊
姦
宄
。
汝
作
士
、
五
刑
有
服
、
五
服

三
就
、
五
流
有
宅
、
五
宅
三
居
。
惟
明
克
允
。 

(

大
意)

帝
が
い
う
、
皋こ

う

陶よ
う

よ
。
野
蛮
な
も
の
ど
も
が
乱
れ
さ
わ
い
で
、
他
人

を
害
い
傷
つ
け
た
り
、
他
人
の
も
の
を
か
す
み
取
っ
た
り
し
て
い
る
。

そ
な
た
は
士
と
な
っ
て
、
悪
人
ど
も
を
そ
の
犯
罪
の
程
度
に
よ
っ
て
五

刑
に
つ
け
、
五
刑
に
つ
け
た
も
の
を
三
つ
の
場
所
で
処
分
せ
よ
。
ま
た

五
種
の
流
罪
に
す
べ
き
も
の
は
そ
の
ど
れ
か
に
お
き
、
そ
れ
ぞ
れ
国
外

の
三
つ
の
地
方
に
お
ら
れ
る
よ
う
に
せ
よ
。
刑
罰
を
行
う
に
は
、
そ
の

罪
状
を
明
ら
か
に
し
て
よ
く
そ
の
刑
が
適
当
と
な
る
よ
う
に
せ
よ
。 

 と
あ
り
、
そ
の
偽
孔
伝
に
、 

 
 

五
刑
、
墨ぼ

く

、
劓ぎ

、
剕ひ

、
宮

き
ゅ
う

、
大
辟

た
い
へ

き

。 

(

大
意)

 

五
刑
と
は
、
入
れ
墨
、
は
な
き
り
、
あ
し
き
り
、
去
勢
、
死
刑
で

あ
る
。 

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蠻
夷
（
野
蛮
な
異
族
）
に
対
し
て
の
入
れ
墨
刑
が
確

認
で
き
る
。
さ
ら
に
『
国
語
』
晉
語
六
で
范
文
子
に
よ
っ
て
、 

 

夫
戦
刑
也
、
刑
之
過
也
。 

(

大
意)

 

戦
争
は
刑
で
あ
り
、
そ
の
国
の
過
ち
を
刑
す
る
の
で
あ
る
。 

 と
明
言
さ
れ
、
ま
た
『
左
傳
』
僖
公
二
五
（
前
七
〇
六
年
）
の
倉
葛
の
言
に
、 

 

德
以
柔
中
國
、
刑
以
威
四
夷
。 

(

大
意)

徳
は
中
国
を
や
わ
ら
げ
、
刑
罰(

兵
力)

は
夷
狄
を
お
ど
し
つ
け
る
。 

 と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
兵
刑
未
分
の
状
況
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

が
法
強
制
の
手
段
と
し
て
の
刑
で
は
な
く
、
敵
対
者
に
対
す
る
力
に
訴
え
た
実

力
制
裁
で
あ
っ
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る1

3

。 
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で
は
こ
れ
ら
被
刑
者
と
な
る
敵
対
者
、
つ
ま
り
戦
争
に
於
い
て
敗
北
を
喫
し

た
異
族
の
行
方
を
辿
っ
て
み
る
と
、『
春
秋
』
経
文
・
昭
公
十
一
（
前
五
〇
七
年
）

に
、 

 
冬
、
十
有
一
月
丁
酉
、
楚
師
滅
蔡
、
執
蔡
世
子
有
以
歸
、
用
之
。 

(

大
意)

 
冬
の
十
一
月
二
一
日
、
楚
の
軍
が
蔡
を
滅
ぼ
し
、
蔡
の
世
子
有
を

捕
え
て
連
れ
帰
り
、
こ
れ
を
用
い
た
。 

 

と
あ
り
、
そ
の
杜
注
に 

 

用
之
、
殺
以
祭
山
。 

(

大
意)

 

こ
れ
を
用
い
た
と
は
、
殺
し
て
牲
と
し
て
山
を
祭
っ
た
。 

 と
あ
り
山
を
祭
る
い
け

、

、

に、

え、

に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
春
秋
』
経
文
・

僖
公
十
九
年
（
前
七
〇
〇
年
）
に 

、 

己
酉
、
邾
人
執
鄶
子
用
之
。 

(

大
意)

 

六
月
二
二
日
邾ち

ゅ

の
人
が
鄶
子
を
捕
え
、
こ
れ
を
用
い
た
。 

 と
あ
っ
て
、
そ
の
『
公
羊
傳
』
に
、 

 
  

 

惡
乎
用
之
。
用
之
社
也
。
其
用
之
社
奈
何
。
蓋
叩
其
鼻
以
血
社
也
。 

(

大
意)
 

ど
こ
に
こ
れ
を
用
い
た
の
か
。
こ
れ
を
社
に
用
い
た
。
そ
の
こ
れ

を
用
い
た
と
は
、
ど
の
よ
う
に
し
た
の
か
。
そ
の
鼻
を
叩
い
て
社
に
血

ぬ
っ
た
。 

 と
あ
っ
て
、
五
刑
の
一
つ
の
劓
刑
が
、
人
血
を
社
廟
に
塗
布
す
る
風
習
と
し
て

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
社
廟
や
礼
器
、
武
器
、
楽

器
、
さ
ら
に
亀
卜
の
際
に
塗
血
す
る
風
習
は
、
神
聖
化
を
目
的
と
し
た
儀
礼
と

し
て
古
代
中
国
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る1

4

。 

 

ま
た
当
時
の
兵
刑
未
分
の
状
況
下
に
於
い
て
戦
争
で
の
馘
首

か
く
し
ゅ

は
、
刑
罰
と
し

て
の
斬
首
と
の
範
疇
の
同
一
性
を
指
摘
で
き
よ
う
。
で
は
そ
の
首
級
の
行
く
先

は
、
『
詩
経
』
魯
頌
、
泮
水
に
、 

明
明
魯
侯 

克
明
其
德 

皀
旡
作
泮
宮 

淮
夷
攸
服
、 

矯
矯
虎
臣 

在
泮
獻
馘 

淑
問
如
皐
陶 

在
泮
獻
囚 

(

大
意)

よ
く
勤
め
し
魯
侯
、
よ
く
そ
の
徳
を
明
ら
か
に
し
、
す
で
に
泮
宮
を

作
り
、
淮
夷
を
征
服
し
た
。
勇
猛
な
家
来
が
泮
宮
に
敵
の
馘
を
た
て
ま

つ
る
。
調
べ
問
う
こ
と
皋
陶
に
似
て
、
泮
宮
に
虜
囚
を
た
て
ま
つ
る
。 

 と
あ
り
、
凱
旋
の
儀
式
が
挙
行
さ
れ
、
俘
虜
と
と
も
に
神
前
に
供
さ
れ
祭
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
る1

5

。 

 

以
上
の
よ
う
に
古
文
献
に
散
見
す
る
刑
罰
の
実
相
を
見
る
と
、
そ
れ
は
敵
族

に
対
す
る
実
力
制
裁
と
し
て
の
一
面
を
有
し
、
帰
す
る
と
こ
ろ
は
「
祭
祀
」
で

あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

 

祭
祀
儀
式
と
し
て
の
処
刑 

 

前
章
で
は
古
文
献
に
見
ら
れ
る
刑
罰
関
係
資
料
か
ら
、
当
初
の
刑
罰
が
、
即

ち
異
族
へ
の
実
力
制
裁
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
が
祭
祀
空
間
の
中
で
施
行
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
垣
間
見
た
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
事
象
を
前
提
と
し
、
時
代

を
さ
ら
に
遡
り
殷
代
に
特
定
し
、
甲
骨
文
中
に
見
え
る
刑
罰
の
実
態
に
つ
い
て

確
認
し
、
其
の
中
で
の
墨
刑
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
五
刑
の
「
五
」
と

い
う
数
字
は
、
戦
国
期
以
来
の
観
念
で
あ
り
、
殷
代
に
は
そ
う
い
う
カ
テ
ゴ
リ

ー
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
と
も
あ
れ
先
ず
五
刑
中
の
「
宮
刑
」
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
甲
骨
文
の
用
例
に 
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庚
申
卜
、
王[

貞]

、
朕 

羌
死
。(

前
・
四
・
三
八
・
七)

1
6 

(
大
意)

庚
申
に
卜

う
ら
な

い
、
王[

が
貞と

う]

、
我
が
去
勢
し
た
羌
は
死
ん
だ
か
ど
う

か
。 

と
あ
る
。
こ
の
事
例
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
対
象
が
「
羌
」
族
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
後
に
見
る
よ
う
に
甲
骨
文
に
於
い
て
羌
族
は
戦
争
俘
虜
と
し

て
神
へ
の
人
身
供
犠
に
用
い
ら
れ
る
象
徴
的
な
氏
族
で
あ
っ
た1

7

。
よ
っ
て
先

に
見
た
よ
う
に
刑
罰
が
敵
族
へ
の
実
力
制
裁
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
で
も
確
認

で
き
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
征
服
し
た
俘
虜
か
ら
男
性
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
性
器
を
断
ち
切
る
こ
と
は
、
戦
闘
意
欲
の
喪
失
、
彼
等
の
絶
対
服
従

を
誇
示
す
る
と
と
も
に
、
生
殖
機
能
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
り
、
延
い
て
は
自

己
の
血
族
、
子
孫
を
絶
や
す
こ
と
に
繋
が
る
と
い
う
意
味
で
も
、
儀
式
性
の
強

い
刑
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る1

8

。
次
に
「
大
辟
」
つ
ま
り
「
殺
」
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
当
時
の
主
要
な
死
刑
が
斬
首
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
行
為
を
示

す
「
伐
」
字
の
用
例
を
分
析
し
た
い1

9

。
甲
骨
文
に
、 

 

甲
辰
貞
、
又
且
乙
、
伐
羌
十
。
（
粋
・
二
四
六
）2

0 

(

大
意)

甲
辰
に
占
い
、
且
乙[

祖
先
神]

を
祭
り
、
羌
を
十
人
斬
首
し
よ
う
か
。 

 と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
異
族
で
あ
る
羌
族
が
祭
祀
に
於
い
て
人
身
犠
牲
と
し

て
斬
首
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
他
に
も
羌
族
に
限
ら
ず
異
族
の
人

身
供
犠
に
纏
わ
る
用
例
は
多
数
存
在
し
、
そ
の
実
態
は
殷
墓
か
ら
の
発
掘
報
告
、

そ
の
中
で
も
頭
部
と
肢
体
が
分
離
し
た
多
く
の
遺
骨
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ

て
い
る2

1

。
ま
た
図
５
に
見
ら
れ
る
儀
礼
用
の
斧
鉞

ふ

え

つ

の
レ
リ
ー
フ
、
取
り
分
け

そ
の
人
頭
図
像
は
、
当
時
に
あ
っ
て
斬
首
と
い
う
処
刑
が
な
ん
ら
か
の
儀
式
の

内
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
以
上
こ
れ
ら
古
代
刑
罰
の
実
態
か

ら
推
せ
ば
、
入
れ
墨
刑
、
つ
ま
り
「
墨
刑
」
に
つ
い
て
も
そ
の
儀
式
的
要
素
を

抽
出
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
図
６
に
見

ら
れ
る
神
獣
と
目
さ
れ
る
動
物

が
、
人
頭
を
食
ら
わ
ん
と
し
て

い
る
図
像
様
式
は
図
７
の
鼎
の

耳
の
部
分
に
も
見
ら
れ
、
そ
の

儀
式
に
つ
い
て
多
く
の
こ
と
を

示
唆
し
て
い
る
。 

 

人
身
供
犠
と
「
食
」
の
観
念 

 

神
獣
が
、
人
を
食
ら
う
と
い

う
文
献
に
於
け
る
用
例
は
、

『
山
海

せ
ん
が
い

経
き
ょ
う

』
に
頻
繁
に
現
れ
る
。

た
と
え
ば
「
中
山
経
」
に
、 

有
獸
焉
。
其
名
曰
馬
服
。
其
狀

如
人
面
虎
身
、
其
音
如
嬰
児
。 

 

是
食
人
。 

(

大
意)

獣
が
い
る
。
そ
の
名
を
馬
服
と
い
う
。
そ
の
顔
は
人
間
の
よ
う
な

顔
を
し
て
い
て
体
は
虎
、
そ
の
鳴
き
声
は
赤
子
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
獣
は

人
間
を
食
う
。 

 と
あ
り
、
「
海
内
北
経
」
に
、 

 

窮
奇
狀
如
虎
有
翼
。
食
人
從
首
始
。
所
食
被
髪
。 

(

大
意)
窮
奇
は
形
が
虎
の
よ
う
で
、
翼
を
持
つ
。
人
を
食
う
と
き
頭
か
ら
食

べ
始
め
る
。
食
べ
ら
れ
る
者
は
髪
を
振
り
乱
し
て
い
る
。 

図 5 図６ 
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と
あ
る
。 

ま
た
社
廟
に
犠
牲

い
け
に
え

を
供
す
る
こ

と
を
「
血
食
」「
廟
食
」
と
い
う
こ

と
か
ら
も
、
当
時
の
祭
祀
と
「
食
」

の
観
念
の
関
係
性
が
如
何
に
重
要

で
あ
っ
た
か
が
見
て
取
れ
る
。 

さ
ら
に
『
楚
辞
』
招
魂
に
、 

 

彫
題
黒
歯
、
得
人
肉
以
祀
、
以
其
骨
為
醢
些
。 

(

大
意)

〈
楚
国
の
南
で
〉
額
に
入
墨
し
、
歯
を
黒
く
塗
っ
て
、
人
肉
を
え
て

祀
り
、
そ
の
骨
を
塩
漬
に
す
る
。 

 と
あ
る
の
は
、
ま
さ
に
入
れ
墨

と
食
人
の
関
係
を
示
す
貴
重
な

史
料
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
図
６
の
祭
器
に
み
ら
れ

る
人
身
を
食
ら
わ
ん
と
す
る
神

獣
図
像
は
、
当
時
の
祭
祀
裡
に

人
身
供
犠
が
行
わ
れ
た
こ
と
を

如
実
に
示
し
て
い
る
。
以
上
の

こ
と
を
前
提
と
し
て
図
８
・
９

に
見
ら
れ
る
斧
鉞
に
施
さ
れ
た

口
や
牙
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が

「
食
」
と
い
う
行
為
と
直
結
し

て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ

う
。
サ
ラ
・
ア
ラ
ン
は
こ
れ
ら

の
図
像
解
析
の
結
果
と
し
て
、

儀
礼
の
中
で
食
べ
る
こ
と
と
犠

牲
を
捧
げ
る
た
め
に
首
を
は
ね
る
こ
と
は
、
同
等
視
さ
て
い
た
と
い
う
見
解
を

提
出
し
て
い
る2

2

。
ま
た
宗
廟
に
生
け
贄
を
供
え
る
こ
と
を
「
血
食
」
と
言
い
、

さ
ら
に
現
実
に
敵
族
を
食
さ
ん
と
し
た
い
く
つ
か
の
文
献
事
例
は
、
中
国
に
於

け
る
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム
の
系
譜
と
と
も
に
儀
礼
の
実
態
を
示
す
傍
証
と
な
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か2

3

。
よ
っ
て
当
時
の
処
刑
と
い
う
儀
式
が
人
身
供
犠
の
一
環
と

し
て
行
わ
れ
、
そ
れ
が
神
獣
に
「
食
」
さ
れ
る
こ
と
に
収
斂
さ
れ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。 

 
 

 

 

従
来
の
墨
刑
解
釈
と
入
れ
墨
の
本
義 

先
行
研
究
に
於
け
る
中
国
古
代
に
行
わ
れ
た
「
墨
刑
」
の
刑
罰
と
し
て
の
根

拠
を
巡
る
議
論
を
み
る
と
、
凡
そ
幾
つ
か
に
類
型
化
で
き
る
。
そ
れ
は 

１ 
 

入
れ
墨
を
施
さ
れ
る
際
の
身
体
的
苦
痛
及
び
精
神
的
侮
辱2

4 

２ 
 

民
事
死
実
現
の
た
め
の
刻
印2

5 

３ 
 

夷
狄
の
習
俗
で
あ
る
文
身
（
入
れ
墨
）
を
施
す
こ
と
に
よ
る
漢
族
か
ら

の
追
放2

6 

４ 
 

捕
ら
え
た
異
族
に
文
身
し
た
の
ち
隷
役
に2

7 

の
大
ま
か
に
四
つ
に
分
類
で
き
る
。
因
み
に
入
れ
墨
は
、
漢
語
で
「
黥げ

い

」
や
「
文
身

ぶ
ん
し
ん

」

と
も
呼
ば
れ
る
。
と
こ
ろ
で
以
上
の
説
は
、
中
国
史
全
体
の
時
代
変
遷
の
中
で

段
階
的
に
位
置
付
け
る
と
、
何
れ
も
妥
当
性
を
有
す
る
も
の
と
言
え
る
が
、
そ

の
原
義
を
考
え
た
と
き
そ
の
批
判
は
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
の
反
証
と
し
て

殷
代
以
前
に
於
け
る
入
れ
墨
の
有
し
て
い
た
聖
的
な
意
味
合
い
、
例
え
ば
甲
骨

文
の
「
文
」
字
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
字
に
つ
い
て
、
多
く
の
先
達
が
そ
の
字
形

を
「
文
身
を
施
し
た
人
形
」
と
解
し
て
お
り2

8

、
ま
た
白
川
静
は
「
奭せ

き

」
字
も

同
様
と
し
、
そ
の
用
例
が
宗
廟
に
於
い
て
先
王
を
祀
る
の
に
冠
す
る
こ
と
が
多

く
、
文
身
が
当
時
に
あ
っ
て
最
高
の
権
威
と
神
聖
性
と
を
表
象
す
る
も
の
で
あ

図 7 
図 8 図 9 
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っ
た
と
み
て
い
る
。
ま
た
入
れ
墨
用
の
針
を
示
す
「
辛
」
字
が
罪
に
関
す
る
字

義
要
素
に
多
く
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
が2

9

、
そ
れ
が
殷
の
正
名

で
あ
る
「
商
」
の
上
部
の
か
た
ち
に
相
当
し
、
王
朝
の
刑
罰
権
と
神
聖
権
を
示

す
儀
器
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
ま
た
文
化
人
類
学
的
な
文

身
の
意
義
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
種
族
の
紋
章
、
祖
先
と
の
関
係
を
示
す
死
や

他
界
の
意
味
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
始

祖
と
し
て
の
ト
ー
テ
ム
を
意
味
し
た
と
す
る
例
証
が
存
在
す
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
殷
代
に
於
け
る
入
れ
墨
の
刑
た
る
所
以
は
、
従
来
の
説

を
根
底
か
ら
覆
し
か
ね
ず
、
別
の
解
釈
、
つ
ま
り
聖
俗
が
混
濁
す
る
時
空
を
想

定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

墨
刑
の
新
解
釈 

 

古
代
中
国
に
於
い
て
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
と
い
う
観
念
に
相
当
す
る
実
態
が
存

在
し
た
か
ど
う
か
と
い
う
議
論
は
あ
っ
て
然
り
で
あ
ろ
う
が
、
個
々
の
痕
跡
か

ら
動
物
若
し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
生
き
物
を
神
聖
と
考
え
、
そ
れ
ら
に
供
犠
を

し
て
い
た
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
例
え
ば
入
れ
墨
に
よ
っ
て
龍
形
に

象
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
か
れ
ら
の
ト
ー
テ
ム
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
換
言
す
れ

ば
、
自
分
が
「
龍
種
」
で
あ
り
、「
龍
性
」
を
備
え
て
い
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ

ろ
う3

0

。
ま
た
そ
れ
は
種
族
の
紋
章
を
も
象
徴
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
解
釈
さ

れ
る
。 

前
章
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
刑
罰
が
戦
争
で
あ
り
、
処
刑
が
神
へ
の
人
身
供

犠
で
あ
っ
た
時
代
、
俘
虜
・
奴
隷
が
神
へ
の
生
け
贄
、
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
で
あ

り
、
そ
の
聖
俗
混
濁
す
る
食
人
儀
式
が
祭
祀
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
れ
ば
図
１
０
の
青
銅
刀
、
図
１
１
の
卣ゆ

う

、
図
１
２

の
青
銅
器
、
觥
の
脚
部
の
人
物
に
み
ら
れ
る
モ
チ
ー
フ
も
腑
に
落
ち
、
さ
ら
に

そ
こ
に
施
さ
れ
て
い
る
入
れ
墨
こ
そ
、
墨
刑
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
人

身
供
犠
に
於
い
て
何
故
に
、
入
れ
墨
を
施
す
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
『
左
傳
』
僖
公
十
（
前
六
九
一
年
）
に 

 

神
不
歆
非
類
、
民
不
祀
非
族
。 

(

大
意)

 

神
は
非
類
の
も
の
を
饗う

け
な
い
し
、
民
は
他
族
の
祭
り
を
し
な
い
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
同
類
で
な
い
と
「
饗う

け
」
な
い
神
に
対
し
て
、
供
犠
の
際
に

そ
の
紋
章
を
示
す
入
れ
墨
を
、
聖
化
し
食
し
て
も
ら
う
た
め
の
不
可
欠
の
装
飾

と
し
て
施
し
た
も
の
と
考
え
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、
入
れ
墨
を
忌
避
す
る
「
身

体
髪
膚
」
観
念
は3

1

、
か
な
り
古
い
時
代
に
求
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

 
 入

れ
墨
と
墨
の
観
念
の
重
な
り
と
殉
葬
か
ら
殉
文
へ 

 

前
節
ま
で
、
古
代
中
国
に

於
い
て
墨
が
「
墨
刑
」
を
意

味
し
、
そ
の
入
れ
墨
の
由
緒

が
祖
霊
に
受
け
入
れ
て
も
ら

う
た
め
に
不
可
欠
な
装
飾
で

あ
っ
た
こ
と
を
見
て
き
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
入
れ
墨
は

「
祖
先
」「
他
界
」
と
の
通
用

観
念
を
有
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
言
え

ば
現
在
で
も
葬
祭
に
際
し
、

墨
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
の
は
、
そ
れ
が
祖
霊
と
の

交
渉
の
場
に
於
い
て
連
綿
と

受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を

如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
墨
と
は
、
単
な
る
物
質
的
な
意
味
を
超
え
、

祖
先
と
時
空
を
共
有
す
る
と
い
う
歴
史
的
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
観
念
を
有
し
て

お
り
、
よ
っ
て
『
周
礼
』
占
人
に
、 

図 10 図 11 
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史
は
、
墨
を
占

う
。 

と
あ
る
よ
う
に
、

祖
先
と
消
息
を
通

じ
合
う
占
卜
の
と

き
に
、
ま
ち
か
た

に
墨
が
加
え
ら
れ

た
と
い
う
事
象
は
、

そ
の
文
化
伝
承
の
一
端
を
示
し
得
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
つ
ま
り
即
物
的
な
墨
の
存
在
は
、
呪
術
的
な
入

れ
墨
の
用
途
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
秘
的
な
宗

教
性
を
纏
う
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

さ
ら
に
言
え
ば
、
人
身
供
犠
の
奴
隷
の
入
れ
墨
、

そ
の
殉
葬
が
、
次
第
に
そ
の
悼
ま
し
さ
故
に
減
少
し
、

そ
れ
に
比
例
す
る
よ
う
に
身
体
髪
膚
観
念
が
拡
大
さ
れ
、
人
身
で
は
な
く
墨
の

文
字
に
よ
る
殉
葬
へ
と
分
化
し
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

八 

小
結 

 

郭
沫
若
の
殷
代
奴
隷
制
社
会
論
に
よ
っ
て
、
そ
の
奴
隷
に
施
さ
れ
る
入
れ
墨

に
着
眼
さ
れ
た
こ
と
を
起
点
に
、
当
時
の
入
れ
墨
の
俗
、
賤
的
な
奴
隷
的
な
負

の
役
割
り
に
つ
い
て
啓
蒙
さ
れ
、
さ
ら
に
後
の
研
究
者
に
よ
っ
て
文
物
、
他
の

文
字
の
考
証
、
文
化
人
類
学
、
民
俗
学
的
な
研
究
に
拠
っ
て
、
そ
の
逆
の
意
味

合
い
、
そ
の
聖
的
な
側
面
に
も
光
が
当
て
ら
れ
た
。 

 

私
論
で
は
、
そ
の
両
極
の
結
合
点
を
、
当
時
の
刑
罰
の
内
実
、「
供
犠
」
と
い

う
ト
ポ
ス
に
求
め
た
が
、
そ
れ
は
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
言
う
「
聖
な
る
力
の
周
期

的
再
生
」「
再
生
の
た
め
の
供
犠
は
、
創
造
の
儀
礼
的
く
り
か
え
し
」
に
求
め
る

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か3

2

。 

そ
れ
は
、
中
国
に
於
い
て
も
「
儀
礼
」
と
い
う
形
態
で
あ
ら
ゆ
る
変
貌
を
伴

い
な
が
ら
収
束
し
、
継
承
さ
れ
る
宿
命
に
あ
っ
た
と
も
想
像
で
き
る
。 

ま
た
、
「
人
身
供
犠
＝
殉
葬
＝
奴
隷
」
と
す
る
判
断
が
成
立
し
た
上
で
、
「
食

人
儀
式
」
が
つ
な
が
ら
な
い
と
す
る
反
証
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
も
そ
も
、

殉
葬
と
は
生
前
に
仕
え
て
い
た
従
者
を
死
後
に
も
仕
え
さ
せ
る
と
い
う
発
想
で

あ
り
、
そ
の
担
保
と
し
て
宗
教
観
念
が
醸
成
さ
れ
て
き
た
と
す
れ
ば
、
神
に
食

べ
さ
せ
て
し
ま
っ
て
は
、
そ
の
役
割
を
果
た
せ
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
は
当
時
の
人
身
供
犠
、
殉
葬
を
、
「
人
牲(

人
を
殺
し
、
神
霊

や
祖
先
を
祭
る
た
め
の
犠
牲
に
す
る
こ
と)

」
と
「
人
殉(

人
を
死
ん
だ
氏
族
の

首
長
や
家
長
、
奴
隷
主
あ
る
い
は
、
封
建
領
主
の
た
め
に
殉
死
さ
せ
る
こ
と)

」

の
二
系
統
で
捉
え
る
と
、
「
人
殉
」
が
死
後
の
従
者
と
し
て
、
「
人
牲
」
が
当

説
と
し
て
、
解
消
さ
れ
る
も
の
と
観
念
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 
                                        

          

 
1 

郭
沫
若
『
甲
骨
文
字
研
究
』(

一
九
七
六
年 

中
華
書
局) 

2 

郭
沫
若
著
・
藤
枝
丈
夫
訳
『
支
那
古
代
社
會
史
論
』(

一
九
三
〇
年 

内
外
社

版) 
3 

白
川
静
『
字
統
』(

一
九
九
四
年 

平
凡
社) 

4 

白
川
静
『
甲
骨
金
文
学
論
集
』(

一
九
七
三
年 

朋
友
書
店)  

 
5 

落
合
淳
思
『
甲
骨
文
字
辞
典
』(

二
〇
一
六
年 

朋
友
書
店) 

6 

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編『
小
屯
南
地
甲
骨
』(

一
九
八
〇
―
一
九
八

三 

中
華
書
局) 

7 

郭
沫
若
『
郭
沫
若
全
集 

歴
史
編 

第
一
巻
』(

一
九
八
二
年 

人
民
出
版
社) 

8 

銭
穆 

『
墨
子 

惠
施
公
孫
龍 

 

莊
子
纂
箋』(

一
九
九
八
年[

臺
北] 

 
[

聯
經
出

版
事
業
公
司] 

) 
9 

漢
語
多
功
能
字
庫 

h
ttps://h

u
m

an
u

m
.arts.cu

h
k.edu

.h
k/L

exis/lexi-m
f/ 

10 

中
國
社
會
科
學
院
考
古
研
究
所
編
著
『
殷
墟
花
園
荘
東
地
甲
骨
』(

二
〇
一
六

年
十
一
月 

雲
南
人
民
出
版
社) 

11 

松
宮
貴
之
『
書
論
の
文
化
史
』(

雄
山
閣 

二
〇
一
〇
年) 

12 

阿
倍
謹
也
『
刑
吏
の
社
会
史
―
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
庶
民
生
活
』
（
中
公
新
書 

五
一
八
） 

図 12 
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13 
籾
山
明
「
法
家
以
前
ー
春
秋
期
に
お
け
る
刑
と
秩
序
」『
東
洋
史
研
究
』
第
三
十

九
巻
第
二
号(

一
九
八
〇
年 

所
収
） 

14 

佐
藤
廣
治
「
釁
と
盟
詛
の
歃
血
と
に
就
い
て
」
『
高
瀬
博
士
還
暦
記
念
支
那

学
論
叢
』(
弘
文
堂
、
一
九
二
八
年 

所
収
） 

15 

貝
塚
茂
樹
「
中
国
の
古
代
社
会
」『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
第
一
巻(

中
央
公
論

社
、
一
九
七
六
年) 

16 

羅
振
玉
『
殷
墟
書
契
前
編
』(

一
九
一
二
年) 

17 

白
川
静
「
羌
族
考
」『
甲
骨
金
文
学
論
集
』(

朋
友
書
店 

一
九
七
三
年 

所

収
） 

18 

三
田
村
泰
助
『
宦
官
』
（
中
公
新
書 

一
九
六
三
年
） 

19 

趙
佩
馨
「
甲
骨
文
中
所
見
的
商
代
五
刑
」『
考
古
』
第
二
期 

(

一
九
六
一
年
） 

20 

郭
沫
若
『
殷
契
粋
編
』(

一
九
三
七
年) 

21 

容
媛
編
「
二
十
四
年
（
二
十
三
年
十
二
月
至
二
十
四
年
五
月
）
国
内
学
術
界

消
息
」
『
燕
金
学
報
』
第
十
七
期(

一
九
三
五
年 

所
収
） 

22 

サ
ラ
・
ア
ラ
ン 

渋
谷
瑞
江
訳
「
芸
術
と
そ
の
意
味
ー
饕
餮
を
中
心
と
し
て
」

『
饕
餮
』
第
二
号(

北
海
道
大
学
文
学
部
中
国
文
化
論
研
究
室 

一
九
九
四

年
） 

23 

桑
原
隲
蔵
「
支
那
人
間
に
於
け
る
食
人
肉
の
風
習
」
『
桑
原
隲
蔵
全
集
』
第

二
巻 

東
洋
文
明
史
論
叢 

(

岩
波
書
店 

一
九
六
八
年 
所
収
） 

24 

劉
海
年
『
戦
国
秦
代
法
制
管
窺
』
（
北
京
・
法
律
出
版
社 

二
〇
〇
五
年
） 

25 

滋
賀
秀
三
「
刑
罰
の
歴
史
ー
東
洋
」
荘
子
邦
雄
・
大
塚
仁
・
平
松
義
郎
編
『
刑

罰
の
理
論
と
現
実
』(

岩
波
書
店 

一
九
七
二
年 

所
収
） 

26 

冨
谷
至
『
古
代
中
国
の
刑
罰
』
（
中
公
新
書 

一
九
九
五
年
）  

27 

籾
山
明
「
甲
骨
文
中
の
五
刑
を
め
ぐ
っ
て
」『
信
大
史
学
』
第
五
号(

一
九
八

〇
年 

所
収
） 

28 

白
川
静
「
釋
文
」
『
甲
骨
金
文
学
論
集
』
（
前
掲
書
） 

29 

白
川
静
「
辠
辜
関
係
字
説
ー
主
と
し
て
中
国
古
代
に
お
け
る
身
体
刑
に
つ
い
て
」

『
甲
骨
金
文
学
論
集
』
（
前
掲
書
） 

30 

聞
一
多
著 

中
島
み
ど
り
訳
注
『
中
国
神
話
』
東
洋
文
庫(

平
凡
社 

一
九

                                        
 

八
九
年
） 

31 

『
孝
経
』
「
身
體
髮
膚
、
受
之
父
母
。
不
敢
毀
傷
、
孝
之
始
也
。
立
身
行
道
、
揚

名
於
後
世
、
以
顯
父
母
、
孝
之
終
也
。
」 

32 

ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
著
『
エ
リ
ア
ー
デ
著
作
集 

』
第
三
巻 

聖
な
る
空
間
と
時

間 
(

せ
り
か
書
房 

一
九
七
四
年
十
月) 
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第
九
章 

民
国
抗
日
戦
争
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の
「
書
」 

及
び
「
文
学
」
の
論
理 

ー
郭
沫
若
に
於
け
る
「
言
語
」「
文
学
」「
思
想
」
の
表
出
と
し
て
の 

「
書
」
様
式
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て 

一 

緒
論 

郭
沫
若(

一
八
九
二
ー
一
九
七
八)

は
一
九
三
七(

昭
和
一
二
年)

、
日
中
全
面

戦
争
開
始
直
後
、
日
本
か
ら
脱
出
し
て
抗
日
宣
伝
活
動
に
従
う
が
、
そ
の
間
、

戯
曲
『
屈
原
』
等
の
文
学
作
品
を
執
筆
し
た
。
本
稿
で
は
、
こ
の
全
面
戦
争
、

抗
日
宣
伝
活
動
期
を
中
心
に
、
そ
の
書
作
の
足
跡
を
追
い
た
い
。 

敢
え
て
言
え
ば
、
郭
沫
若
の
学
芸
を
考
え
る
時
、
当
該
期
が
む
し
ろ
後
の
建

国
期
よ
り
も
大
き
な
転
機
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
郭
沫
若
の
政
治
的
な
与
野

党
的
立
場
の
変
化
、
つ
ま
り
「
時
代
に
支
配
的
な
発
想
」
を
構
成
す
る
責
を
負

っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
建
国
以
後
の
書

法
変
遷
の
胎
動
の
核
は
、
こ
の
抗
日
戦
期
に
培
わ
れ
て
お
り
、
政
局
こ
そ
が
郭

沫
若
文
芸
の
い
く
つ
か
の
転
向
を
語
る
際
に
、
不
可
欠
な
視
角
と
言
え
よ
う
。 

例
え
ば
郭
沫
若
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
、
政
務
院
副
総
理
、
中
国
科

学
院
院
長
、
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
を
歴
任
し
、
親
日
派
と
し
て
知
ら
れ
る

が
、
抗
日
戦
期
に
現
在
に
連
な
る
反
日
思
想
の
骨
格
を
作
っ
た
人
物
で
あ
る
こ

と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

国
民
党
左
派
か
ら
共
産
党
右
派
へ
と
華
麗
に
転
身
し
た
、
そ
の
玉
虫
色
ぶ
り

に
郭
の
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
「
時
代
に
支
配
的
な
発
想
」
と
「
作
家
固
有
の
発

想
」
の
拮
抗
と
変
貌
が
顕
著
に
表
れ
た
時
期
に
、
近
現
代
中
国
の
断
続
と
継
承

の
、
複
雑
な
内
実
が
隠
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
る
。 

そ
れ
で
は
、
以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
、
本
章
で
は
、
そ
の
抗
日
戦
線
で
の
彼

の
文
化
活
動
、
取
り
分
け
書
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。 

二 

詩
作
の
分
布 

『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』(

王
継
権
・
姚
国
華
・
徐
培
均
編 

黒
竜
江
人

民
出
版
社 

一
九
八
二
年)

に
拠
れ
ば
、 

【
四
川
に
て
】 

一
九
〇
四
年 

三
首 

一
九
〇
五
年 

一
首 

一
九
〇
六
年 

一
首 

一
九
〇
七
年 

三
首 

一
九
〇
八
年 

一
首 

一
九
〇
九
年 

一
首 

一
九
一
〇
年 

九
首 

一
九
一
一
年 

一
首 

一
九
一
二
年 

一
三
首 

一
九
一
三
年 

一
首 

【
日
本
留
学
期
】 

一
九
一
四
年 

一
首 

一
九
一
五
年 

五
首 

一
九
一
六
年 

四
首 

一
九
一
七
年 

二
首 

一
九
一
八
年 

三
首 

一
九
一
九
年 

六
首 

一
九
二
一
年 

一
首 

一
九
二
二
年 

三
首 

一
九
二
四
年 

三
首 

一
九
二
五
年 

五
首 

【
北
伐
期
】 

一
九
二
六
年 

三
首 

 

図
版
は
『
二
十
世
纪
书
法
经
典 

郭
沫
若
』(

河
北
教
育
出
版
社 

广
东
教
育
出

版
社
一
九
九
六
年
十
二
月)

『
郭
沫
若
书
法
集
』(

郭
沫
若
书
法
集
编
委
会 

四
川

辞
书
出
版
社
出
版
发
行 

一
九
九
九
年)

『
依
据
教
育
部
中
小
学
书
法
教
育
指
导

纲
要
编
选 

中
国
最
具
代
表
性
碑
帖
临
摹
范
本
丛
书 

郭
沫
若
卷 

』(

人
民
美
术

出
版
社
二
〇
一
七
年
十
一
月)

参
照
。 

(

●
は
、
図
版
あ
り
。)

 

但
し
、
ほ
ぼ
作
詩
時
に
書
さ
れ
た
も
の
と
、
回
想
と
し
て
の
回
顧
的
に
時
間

を
経
て
か
ら
書
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
市
川
亡
命
期
】 

一
九
三
五
年 

三
首 

一
九
三
六
年 

五
首 

【
日
中
戦
争
期
】 

一
九
三
七
年 

一
六
首 

一
九
三
八
年 

一
四
首 

 

一
九
三
九
年 
一
六
首 

一
九
四
〇
年 

一
五
首 
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日時 　　　　　　　漢詩名 　　　　　場所 　　　　目的　

1904年 邨居即景 四川 感慨

1904年 早起 四川 感慨

1904年 茶溪 四川 感慨 ●

1905年 茶天岗扫墓中途雨口占一律 四川 感慨

1906年 苏溪弄筏口占 四川 感慨

1907年10月15日 九月九日赏菊咏怀 四川 感慨

1907年夏 晨发嘉州返乡舟中赋此 四川 感慨

1907年秋 夜泊嘉州 四川 感慨

1908年秋 咏佛手柑 四川 感慨

1909年冬 咏蜡梅 四川 感慨

1910年2月 泛舟谣 四川 感慨

1910年春 澡室狂吟 四川 政治

1910年暮春 落红 四川 感慨

1910年3月14日 同友人游恰园 四川 感慨

1910年夏 商业场竹枝词 三首 四川 感慨

1910年 寄吴君尚之 二首 四川 感慨

1910年 和李大感怀 二首 四川 政治

1910年 有怀 四川 政治

1910年 咏秋海棠 四川 感慨

1911年 舟中闻雁哭吴君耦逖 八首 四川 感慨

1912年農歴正月20日 舟中偶成  三首 四川 感慨

1912年春 对联二十二副 四川 政治　　辛亥革命

1912年初夏 咏牡丹 四川 政治
1912年 咏绣毬 四川 政治
1912年秋 述怀 和周二之作 三首 四川 政治
1912年 代友人答舅氏劝阻留学之作 次原韵 四川 贈答
1912年9月 和王大九日登城之作原韵二首 四川 贈答
1912年冬 感时 八首 四川 政治
1912年 感李大和鄙作感时八章赋诗以赠之 四川 贈答
1912年 锦里逢毛大醉后口号叠韵 四首 四川 政治
1912年 寄先夫愚 八首 四川 政治
1912年 无题 四川 政治
1912年 无题  五首 四川 政治
1913年11月 即兴 北京 感慨
1914年6月～8月 房州北条  三首 朝鮮 感慨
1915年5月 七律 上海 政治
1915年 新月 岡山 感慨
1915年 晚眺 岡山 感慨
1915年 月下 岡山 恋愛
1915年 蔗红词 岡山 恋愛
1916年春 与成仿吾同游栗林园 四国 政治
1916年夏 凭吊朱舜水先生墓址 岡山 弔詩
1916年10月 游操山 岡山 感慨
1916年 寻死 岡山 政治
1917年 残月黄金梳 日本 感慨
1917年 夜哭 日本 感慨
1918年 咏博多湾 九州 感慨
1918年秋 游太宰府  二首 九州 感慨
1918年除夕 十里松原 四首 九州 感慨
1919年 春节纪实 九州 感慨
1919年 新月与晴海 日本 感慨

書の
有無
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日時 　　　　　　　漢詩名 　　　　　場所 　　　　目的　

1919年2、3月 怨日行 日本 政治　五四運動
1919年 春寒 日本 政治
1919年3、4月 春愁 日本 政治
1919年 少年忧患 政治
1921年夏 暴虎辞 政治
1922年4月2日 笙歌漾天宇 文化
1922年4月2日 牛郎织女之歌 文化
1922年9月19日 哀时古调  九首 日本 歴史・政治
1924年10月1日 纪行诗二十韵 日本 感慨
1924年10月3日 日之夕矣 日本 感慨
1924年4月1日 采栗谣 日本 感慨
1925年 春桃 日本 恋愛
1925年 依冷如春冰 恋愛
1925年 依本枝头露 恋愛
1925年 薄花生树 恋愛
1925年 在昔有豫让 文化
1926年3月18日 题刘海栗山水画 広東 文化
1926年8月25日 过泪罗江感怀 湖南 戦争　　北伐
1926年 悼德甫 四首 中国 弔詩

書の
有無

 

一
九
四
一
年 

三
九
首 

一
九
四
二
年 

三
八
首 

 

一
九
四
三
年 

二
八
首 

一
九
四
四
年 

二
九
首 

一
九
四
五
年 

一
九
首 

【
第
二
次
国
共
内
戦
】 

一
九
四
六
年 

七
首 

一
九
四
七
年 

五
首 

一
九
四
八
年 

一
六
首 

 

日
中
戦
争
の
勃
発
に
伴
い
再
度
亡
命
生
活
を
切
り
上
げ
て
帰
国
、
軍
事
委
員

会
政
治
部
第
三
庁
庁
長
、
文
化
工
作
委
員
会
主
任
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
そ

の
書
の
持
つ
意
味
も
、
単
な
る
趣
味
で
は
な
く
、
経
世
致
用
の
政
治
的
役
割
を

担
い
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
化
し
、
第
一
次
郭
体
を
形
成
す
る
。
そ
の
第
一
次
郭
体

と
は
、
書
法
様
式
の
旧
文
化
（
文
語
）
へ
の
白
話
体
の
導
入
と
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
。
つ
ま
り
中
華
民
族
に
と
っ
て
の
文
化
の
生
命
線
を
、
日
本
な
ど
周
辺
諸

国
の
漢
文
と
は
一
線
を
画
し
、
郭
沫
若
は
白
話
体
に
求
め
て
い
た
と
も
解
せ
ら

れ
る
。
よ
っ
て
本
稿
で
言
う
「
郭
体
」
と
は
、
抗
日
戦
以
後
の
、
実
学
的
な
政

治
性
を
帯
び
た
書
法
様
式
か
ら
行
っ
た
定
義
で
あ
る
。 

そ
れ
は
、
郭
沫
若
が
政
治
家
と
い
う
立
場
で
、
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治

部
第
三
庁
に
入
り
、「
文
化
」
を
政
治
利
用
す
る
「
経
世
致
用
」
を
こ
の
よ
う
に

担
う
為
政
側
の
任
に
本
格
的
に
就
い
た
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
以
前
の
書
は
、

概
ね
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
所
謂
、
伝
統
中
華
的
な
「
文
人
趣
味
」「
国
学
」「
国

粋
主
義
」
に
よ
る
個
人
的
な
「
趣
味
」
に
よ
っ
て
解
消
で
き
る
も
の
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
後
者
の
文
脈
は
、
全
く
潰
え
た
訳
で
は
な
い
が
、「
も
し
文
化
が
滅
び
る

な
ら
、
民
族
そ
の
も
の
が
、
永
久
に
敵
の
手
に
落
ち
る
こ
と
に
な
る
」
い
う
危

機
感
の
上
で
、
個
人
レ
ベ
ル
の
中
華
文
化
の
継
承
者
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、

民
族
レ
ベ
ル
、
な
い
し
政
治
レ
ベ
ル
で
「
文
化
」
を
考
え
て
書
に
も
向
き
合
い
、

ま
た
歴
史
劇
、
学
術
著
作
、
詩
歌
散
文
等
を
出
版
し
、
戦
争
の
時
代
に
於
け
る

中
国
文
化
の
建
設
と
学
術
思
想
の
活
発
化
に
努
め
、
芸
術
創
作
を
遂
行
し
た
。 

中
華
民
族
の
復
興
、
そ
の
文
化
の
顕
彰
を
、
政
治
レ
ベ
ル
と
う
い
う
意
味
で

行
っ
た
と
い
う
文
脈
に
於
い
て
、
こ
の
時
期
に
郭
沫
若
の
書
法
様
式
が
決
定
的 
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1935年初夏 信美非吾土 日本 感慨
1935年8月6日 举世浮沉浑似海 日本 政治
1935年 题渊明估酒图 日本 文化
1936年10月 挽鲁迅先生 日本 弔詞
1936年10月 赞挽鲁迅先生 日本 文化
1936年11月中旬 赠达夫 日本 政治
1936年12月16日 断线风筝 日本 文化
1936年冬 题画红緑梅 二首 日本 文化
1937年初夏  题兰 日本 文化
1937年7月14日 写给横滨友人 归国杂吟之一 日本 感慨 ●
1937年7月24日 又当投笔  归国杂吟之二 感慨 ●
1937年7月27日 黄海舟中   归国杂吟之三 感慨 ●
1937年8月7日 有感   归国杂吟之四 戦争
1937年7月 悲歌燕赵   归国杂吟之五 上海 戦争
1937年8月13日 雷霆   归国杂吟之六 上海 戦争
1937年7月 春申江上   归国杂吟之七 上海 戦争
1937年7月 对鲁迅的赞美诗 上海 追悼
1937年10月26日 悼郝军长 弔詩
1937年11月 看 梁红玉 上海 抗日プロパガンダ

1937年7月 七律 上海 抗日プロパガンダ

1937年 题山水画小帧 抗日プロパガンダ

1937年 上海沦陷后弔于立忱墓 上海 弔詩
1937年12月 南下书怀 四首 香港 抗日プロパガンダ

1937年12月 广州郊外 広州 抗日プロパガンダ

1938年1月 陕北谣 広州 抗日プロパガンダ

1938年1、2月 赠某女士 武漢 抗日プロパガンダ

1938年1、2月 五光图 武漢 抗日プロパガンダ

1938年2月 长沙有感 二首 長沙 抗日プロパガンダ ●
1938年春 挽刘湘 長沙 弔詞

1938年 弹八百壮士大鼓词 书付潜修 長沙 抗日プロパガンダ

1938年 沙场征战苦 武漢 抗日プロパガンダ

1938年 赠重庆 新民报 武漢 抗日プロパガンダ

1938年 登南岳 抗日プロパガンダ ●
1938年 在南岳避空袭寄怀立群桂林十首 衡陽 抗日プロパガンダ

1938年 舟游阳朔 二首 桂林 抗日プロパガンダ

1938年12月25日 望海潮 桂林 抗日プロパガンダ

1938年 挽张曙诗 二首 弔詩

1938年 挽张曙 挽联四副 弔詩

1939年正月 为 救亡日报 复刊作 重慶 抗日プロパガンダ

1939年3月 登尔雅台怀人 四川 抗日プロパガンダ

1939年3月・5月 重游乐山草堂寺 四川 感慨 ●
1939年5月12日 惨目吟 重慶 抗日プロパガンダ

1939年5月 铭刀 重慶 抗日プロパガンダ

1939年6月19日 有感  重慶 抗日プロパガンダ

1939年6月20日 题竹扇 文化

1939年6月24日 喜雨书怀 重慶 抗日プロパガンダ ●
1939年 登乌龙山 用寺字韵 四川 感慨

1939年9月 别季弟 四川 抗日プロパガンダ

1939年9月 晨浴北碚温泉 重慶 感慨

1939年 对联 重慶 抗日プロパガンダ

1939年9月23日 题花卉画 二首 文化

1939年10月15日 石池 四川 抗日プロパガンダ

1939年10月 游北碚 重慶 抗日プロパガンダ
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1939年 题先兄橙坞先生诗文手稿 感慨

1940年4月 豪气千盅酒 重慶 感慨

1940年7月1日 蝶恋花 重慶 抗日プロパガンダ

1940年7月15日 和朱德同志韵 四首 抗日プロパガンダ

1940年8月5日 司徒慧敏导演 白云故乡 题赠 重慶 抗日プロパガンダ

1940年8月26日 水调歌头 弔广东艺人 抗日プロパガンダ

1940年 8月２８日 夜会散后 重慶 抗日プロパガンダ ●
1940年8月 苏子楼 重慶 歴史 ●
1940年9月14日 鹧鸪天四首 弔杨二妹 重慶 抗日プロパガンダ

1940年9月19日 读方志敏自传 次叶剑英韵 重慶 抗日プロパガンダ

1940年9月19日 题饮马长城图 重慶 抗日プロパガンダ

1940年10月9日 解佩令 贺友人结婚 抗日プロパガンダ

1940年10月19日 题慰劳前线书 重慶 抗日プロパガンダ

1940年 题路工图 抗日プロパガンダ

1940年春 喜雨 重慶 感慨

1940年 汉相 重慶 歴史

1941年1月 诗寿冯将军六十大庆 抗日プロパガンダ

1941年1月 闻新四军事件书愤 二首 重慶 国共衝突　皖南事件

1941年 联语 国共衝突

1941年3月6日 送田寿昌赴桂林 国共衝突

1941年3月15日 建设行 重慶 抗日プロパガンダ

1941年3月22日 鞭石谣 重慶 抗日プロパガンダ

1941年4月 题李可染画 二首 文化

1941年4月7日 感诗 四首 重慶 国共衝突

1941年4月17日 百虎图 重慶 抗日プロパガンダ

1941年4月20日 华禽吟 抗日プロパガンダ

1941年4月27日 题 画云台山记图卷 抗日プロパガンダ

1941年5月1日 奔涛 抗日プロパガンダ

1941年5月2日 百蝶图 四首 文化

1941年5月17日 为陈望道题画 文化

1941年5月21日 和沈衡老 抗日プロパガンダ

1941年7月16日 和老舍原韵并赠 三首 重慶 抗日プロパガンダ

1941年7月16日 赠谢冰心 抗日プロパガンダ

1941年7月18日 秋风 国共衝突

1941年7月20日 纪念日本人反战同盟一周年 抗日プロパガンダ ●
1941年7月21日 天鹅蛋 文化

1941年8月26日 寄赠南洋吉打筹赈会 重慶 抗日プロパガンダ

1941年8月28日 回报马叔平用原韵 感慨

1941年9月12日 抗日书怀 重慶 抗日プロパガンダ

1941年9月18日 九一八十周年书感 抗日プロパガンダ

1941年9月30日 文化工作委员会成立一周年 抗日プロパガンダ

1941年10月2日 题天溟山遗墨 文化

1941年10月 传湘北大捷 抗日プロパガンダ

1941年10月 贺十月革命二十四周年 抗日プロパガンダ

1941年10月24日 浓雾垂天 贺友人结婚 重慶 抗日プロパガンダ

1941年11月14日 祝焕章先生六旬大寿 抗日プロパガンダ

1941年11月19日 步原韵谢沈先生 重慶 蒋介石批判

1941年11月 和亚子诗 重慶 抗日プロパガンダ

1941年11月29日 题伍蠡甫先生山田图 文化
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1941年12月5日 和鸳湖老人 二首 重慶 感慨

1941年12月23日 别母已三载 抗日プロパガンダ

1941年12月23日 明日何皎皎 抗日プロパガンダ

1941年12月23日 寸心始可灰 抗日プロパガンダ

1941年 题傅抱石画山水小幅 重慶 文化

1941年 司派狂 抗日プロパガンダ

1942年1月11日 奉朱梓年兄大衍之庆 重慶 抗日プロパガンダ

1942年1月24日 题画红緑梅 二首 文化

1942年 题画翎毛花卉 三首 重慶 文化

1942年 张果老 抗日プロパガンダ

1942年2月15日 倔强赞 抗日プロパガンダ

1942年3月17日 无题 抗日プロパガンダ

1942年4月1日 偶成 抗日プロパガンダ

1942年4月11日 和黄任老观 屈原 演出二首 重慶 抗日プロパガンダ

1942年4月13日 和李仙根观 屈原 演出一首 抗日プロパガンダ ●
1942年4月16日 赠 屈原 表演二十一首 抗日プロパガンダ ●
1942年4月18日 和无名氏观 屈原 演出后二首 重慶 抗日プロパガンダ

1942年4月23日 题吴碧柳手稿 感慨

1942年4月26日 题璧山途中再和黄任老观 屈原演出韵二首 四川 抗日プロパガンダ

1942年4月27日 平生多负气 二首 抗日プロパガンダ

1942年4月29日 三和黄任老观屈原演出后 抗日プロパガンダ

1942年5月1日 赠朴园 重慶 抗日プロパガンダ

1942年5月5日 听唱湘累曲 四首 抗日プロパガンダ

1942年5月7日 夜和高鲁诗二绝 感慨

1942年5月11日 题冯玉祥先生画 重慶 抗日プロパガンダ

1942年5月14日 有赠 抗日プロパガンダ

1942年5月22日 牧童与水牛唱和 西江月 抗日プロパガンダ

1942年6月6日 钓鱼城怀古 抗日プロパガンダ ●
1942年6月17日 荆轲慷概别燕丹 抗日プロパガンダ

1942年6月17日 白渠水 抗日プロパガンダ

1942年6月27日 雨 重慶 抗日プロパガンダ

1942年7月7日 和亚子 抗日プロパガンダ

1942年8月1日 感怀 抗日プロパガンダ

1942年8月 题傅抱石画 八首 抗日プロパガンダ

1942年8月12日 烛影摇红 抗日プロパガンダ

1942年9月1日 气朔篇 抗日プロパガンダ

1942年9月18日 题画莲 文化

1942年9月19日 崇德小学校歌 インフラ

1942年10月22日 亚宁盛意 重慶 抗日プロパガンダ

1942年12月9日 题峡船图 抗日プロパガンダ

1942年12月9日 弔友 弔詩

1942年12月12日 丹娘魂 抗日プロパガンダ

1942年12月14日 咏王晖石棺 抗日プロパガンダ

1942年12月15日 题王晖棺玄武象 文化

1942年 满红江 重慶 抗日プロパガンダ

1943年1月 祝新华日报五周年 抗日プロパガンダ

1943年2月 大明英烈见传奇 抗日プロパガンダ

1943年3月12日 黄山探梅 四首 重慶 感慨

1943年3月12日 求仁得仁者 抗日プロパガンダ

1943年3月14日 铭张天虚墓 抗日プロパガンダ

1943年3月20日 游特园 六首 抗日プロパガンダ
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1943年3月21日 题李可染画 二首 文化

1943年3月30日 咏水仙 抗日プロパガンダ

1943年4月1日 山容 感慨

1943年4月23日 题人物画 二首 文化

1943年4月末 题延光砖五首 文化

1943年5月19日 寿柳亚子先生 重慶 抗日プロパガンダ

1943年5月22日 和冰谷见赠却寄 二首 抗日プロパガンダ

1943年6月2日 题风景画二首 文化

1943年6月6日 孔丘 抗日プロパガンダ

1943年 白杨来 抗日プロパガンダ

1943年6月7日 猪与石 二首 重慶 抗日プロパガンダ

1943年6月18日 灯台守 第二次世界大戦

1943年6月23日 咏月 八首 感慨

1943年7月3日 反七步诗 第二次世界大戦

1943年7月18日 原来寿母是同乡 四首 感慨

1943年10月28日 题良庄图 第二次世界大戦

1943年10月29日 吊姜爱林 弔詩

1943年10月29日 题梅怪画梅残幅 第二次世界大戦

1943年12月10日 看 南冠草演出后 第二次世界大戦

1943年12月18日 题巫峡图 第二次世界大戦

1943年12月19日 题沈衡老象 文化

1943年12月29日 次田寿昌韵寄赠 第二次世界大戦

1944年1月1日 题赠董老画二绝 第二次世界大戦

1944年1月 董老行 重慶 第二次世界大戦

1944年2月24日 帝子二绝 感慨

1944年3月13日 詠秦良玉四首 政治

1944年3月16日 题幼女图 文化

1944年3月30日 题画虎 国民党風刺

1944年4月1日 赠舒舍予 感慨

1944年4月6日 忆嘉州 四川 感慨

1944年4月10日 拟屈原答渔父辞 第二次世界大戦

1944年4月21日 题富贵砖拓墨 文化

1944年5月4日 题天发神谶碑 文化

1944年5月21日 题新莽权衡 二首 文化

1944年5月21日 题打渔杀家图 文化

1944年5月21日 观两面人 四首 文化

1944年6月15日 叠和亚子先生 四首 国民党風刺

1944年11月15日 詠虎 二首 国民党風刺

1944年11月17日 题刘伶醉酒图 国民党風刺

1944年11月17日 喻仿石涛者 文化

1944年11月17日 题傅抱石薰风曲图 文化

1944年11月19日 题伯夷叔齐图 文化

1944年11月22日 题夏山图 文化

1944年11月22日 题柳浪图 重慶 文化

1944年11月22日 题湘君与湘夫人 二首 重慶 文化

1944年11月23日 补题湘君与湘夫人 二首 重慶 文化

1944年12月3日 题水牛画册 重慶 文化

1944年12月25日 双十一 重慶 政治 ●
1944年12月26日 赠张瑞芳 重慶 政治 ●
1944年 题关山月画 六首 重慶 文化
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1944年 题彞器图象拓本 四首 文化

1945年2月5日 访徐悲鸿醉题 文化

1945年2月6日 磐磐大器 政治

1945年2月19日 赠国际友人 重慶 抗日プロパガンダ

1945年 詠兰 国民党風刺
1945年3月7日 詠梅 政治
1945年3月7日 题画梅 二首 重慶 文化 ●
1945年3月18日 贺友人在巴黎公社纪念日结婚 重慶 政治
1945年3月18日 泰山不让壤 重慶 感慨
1945年3月28日 和金静庵 感慨
1945年4月20日 忆樱桃树 重慶 国民党風刺
1945年4月23日 题书画册 重慶 文化
1945年夏 苏联纪行 五首 ソ連 感慨
1945年10月21日 为 文协 联谊晚会 题诗 重慶 感慨
1945年10月 沁园春和毛主席韵 二首 重慶 政治 ●
1945年11月 祭昆明四烈士 重慶 国民党風刺

1945年 詠史 四首 感慨
1945年 松崖山市 感慨
1945年 题 特园 国民党風刺
1945年 题敦煌画展 文化
1946年5月 诗一首 上海 反国民党　国共内戦

1946年 赠于伶 上海 反国民党
1946年11月15日 疾风知劲草 反国民党
1946年 送茅盾即席赋诗 反国民党
1946年11月29日 题 南天竹 二首 上海 文化
1946年12月21日 送茅盾赴苏联 ソ連追慕
1947年1月 为捉鬼传赋诗 反国民党
1947年3月12日 祝田汉五十寿辰 民主化
1947年7月 三十六年七月偶成 题赠黄裳先生 上海 反国民党
1947年11月 海上观日出 香港 共産主義
1947年 十月感怀诗 四首 共産主義
1947年11月 再用鲁迅韵书怀 共産主義
1948年4月27日 为蔡贤初五七寿辰题诗 共産主義
1948年7月 赠林林 共産主義
1948年9月3日 论诗文七绝 六首 共産主義
1948年 题王晖棺刻画 文化
1948年 为上海韬奋图书馆成立题词 共産主義
1948年11月 赴解放区留别立群 香港 共産主義 ●
1948年11月 咏金鱼 共産主義
1948年 金环吟 共産主義
1948年 舟行阻风 三首 共産主義
1948年11月26日 和夷老 二首 共産主義
1948年11月29日 和丘映芙 二首 共産主義
1948年 船泊石城岛畔杂成 四首 共産主義
1948年12月 渔翁吟 反日プロパガンダ

1948年12月4日 送翦伯赞 共産主義
1948年12月6日 和阎宝航 共産主義
1948年12月8日 为刘澜波题手册四绝 共産主義
1949年 北上纪行 十首 沈陽 共産主義 ●
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　　　日時 　　　　　作品名 　　　場所 　　　目的 書の有無
1949月1月3日 火龙吟 共産主義
1949年1月21日 寄立群 感慨
1949年1月22日 书为李一氓联语 共産主義
1949年1月22日 题灯罩诗三首 共産主義
1949年1月22日 题木偶半身像 文化
1949年1月25日 为周铁衡题印草第二集 文化
1949年1月29日 吊冯裕芳 弔詩 ●
1949年1月29日 为李初梨题画 二首 文化
1949年2月3日 为谭平山题画马 文化
1949年2月5日 龙凤喜瓶 共産主義
1949年2月10日 题画 文化
1949年2月21日 赠中国医科大学 共産主義
1949年2月25日 抵北平感怀 北京 共産主義
1949年2月 题 樱花 文化
1949年5月 在莫斯科过五一节 四首 モスクワ ソ連視察
1949年5月15日 为烈士纪念馆题诗 共産主義
1949年5月15日 咏杨靖宇将军 共産主義
1949年5月15日 题哈尔滨烈士馆 共産主義
1949年9月20日 新华颂 頌歌

          に
変
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
北
伐
期
の
作
詩
の
少
な
さ
に
対
し
て
、
抗
日
戦
期
の
多
作
は
、
そ
の
立

場
の
差
を
如
実
に
表
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

漢
詩
数
を
統
計
的
に
見
れ
ば
、
郭
沫
若
の
旧
体
詩
の
制
作
年
代
は
、
そ
の
変

遷
に
応
じ
、
日
本
留
学
以
前
を
四
川
期
、
日
本
留
学
期
、
北
伐
期
、
市
川
市
滞

在
期
、
抗
日
期
の
よ
う
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
制
作
数
を
統
計
的
に

み
る
と
市
川
滞
在
期
以
前
の
作
品
は
比
較
的
少
な
く
、
日
中
戦
争
期
以
後
、
特

に
多
く
な
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
そ
し
て
抗
日
戦
争
期
は
、
抗
日
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
と
し
て
の
作
品
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

                  

三 

郭
沫
若
書
法
変
遷
に
つ
い
て
の
先
行
研
究 

 

本
邦
に
於
い
て
郭
沫
若
の
書
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
河
内
利
治
氏
の
『
郭

沫
若
書
法
管
見
』(

『
现
代
中
国
文
化
与
文
学
』
二
〇
一
三
年
第
〇
一
期 

)

が
嚆

矢
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
未
だ
ほ
ぼ
未
着
手
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

し
て
そ
の
中
で
、
河
内
氏
は
そ
の
「
郭
体
」
と
称
さ
れ
る
書
風
の
要
素
に
王
羲

之
の
「
集
字
聖
教
序
」
や
顔
真
卿
の
「
祭
姪
文
稿
」「
争
坐
位
文
稿
」
の
影
響
を

看
取
さ
れ
て
い
る
。 

 

対
し
て
中
国
の
研
究
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
既
に
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
こ
に
主
だ
っ
た
も
の
を
一
覧
し
、
郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て

の
言
説
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。 

 ① 

彭
玉
斌
「
试
论
郭
沫
若
书
法
与
文
学
作
品
的
美
学
特
征
」『
郭
沫
若
学
刊
二

〇
〇
一
年
第
二
期(

总
第
五
六
期)

 

② 

唐
进 

龙
鸿 

「
郭
沫
若
书
法
艺
术
探
析
」 

『
重
庆
大
学
学
报 

社
会
科
学

版
』 

二
〇
〇
四
年
第
一
〇
卷
第
四
期 

③ 
奎
荣
「
大
力
推
广
“
郭
体
”
字
型 

弘
扬
郭
沫
若
书
法
艺
术
」
『
郭
沫
若
学

刊
』
二
〇
〇
五
年
第
三
期(

总
第
七
三
期)

 

④ 

巩
蒙
「
郭
沫
若
书
法
流
变
论
纲
」『
郭
沫
若
学
刊 

』
二
〇
〇
六
年
第
三
期(

总
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第
七
七
期)

 
⑤ 

高
文 

杨
志
立 

李
尧
「 

郭
沫
若
书
法
年
表 

」『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
六

年
第
四
期 

总
第
七
八
期 

⑥ 
李
建
森
「 

反
逆
中
的
诗
人
性
情
ー
谈
郭
沫
若
书
法 

」『
小
说
评
论
』
二
〇

〇
六
年 

⑦ 

曾
韶
翔 
「
郭
沫
若
书
法
艺
术
的
美
学
特
征
探
析
」『
郭
沫
若
学
刊
』 

二
〇

一
〇
年
第
四
期 
总
第
九
四
期 

⑧ 

河
内
利
治
「
郭
沫
若
書
法
管
見
」『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
十
二
号 

二
〇
一

一
年
三
月 

⑨ 

徐
立
昕 

宣
海
生
「
郭
沫
若
楷
书
研
究
」
『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
一
二
年
第

一
期 

总
第
九
九
期 

⑩ 

吴
胜
景 

「
关
于
“
郭
体
” 

“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
的
用
笔
特
征
驳
议
」

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
一
五
年
第
一
期 

总
第
一
一
一 

期 
 

⑪ 

徐
立
昕 

宣
海
生
「 

郭
沫
若
行
草
书
平
议
」『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
一
五
年

第
二
期 

总
第
一
一
二
期 

 

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
論
文
に
於
け
る
「
郭
体
」
の
使
用
例
に
つ
い
て
見
て
行
く

と
、 ① 

彭
玉
斌
論
文
で
は
、「
郭
体
」
と
い
う
語
は
使
わ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の

書
風
に
つ
い
て
、 

 

郭
沫
若
的
书
法
，
以
“
颜
体
”
为
基
础
，
继
续
了
其
大
气
磅
礴
的
气
势
，

但
又
不
落
窠
臼
，
自
成
一
体
，
犹
如
天
马
行
空
，
不
失
独
来
独
往
的
气

概
。 

(

大
意)

郭
沫
若
の
書
法
は
、“
顔
体
”
を
基
礎
に
し
、
そ
の
気
迫
に
満
ち
た
勢

い
を
継
ぐ
が
、
し
か
し
ま
た
旧
套
に
陥
ら
ず
、
お
の
ず
と
一
つ
の
体
（
ス

タ
イ
ル
）
を
形
成
し
て
お
り
、
独
創
の
風
格
を
持
っ
て
、
一
体
を
成
し

て
お
り
、
天
馬
が
空
翔
け
る
よ
う
に
独
立
の
気
概
を
失
っ
て
い
な
い
。 

 

と
述
べ
ら
れ
、
②
唐
进 

龙
鸿
論
文
で
は
、 

 

总
观
郭
沫
若
书
艺
演
进
变
化
历
程
，
大
概
有
过
三
次
大
的
转
折
。
少
自
颜

而
入
，
从
谨
严
有
度
，
楷
法
初
具
到
溢
而
为
行
草
，
舒
放
自
如
，
风
流
倜

傥
。
此
其
一
。 

书
家
黄
苗
子
说
“
后
来
在
天
官
府
郭
老
家
，
我
印
象
最

深
的
是
一
个
长
形
镜
框
里
，
挂
着
郭
老
为
于
立
群
同
志
以
小
字
书
写
的
《
胡

笳
十
八
拍
》
，
用
笔
由
方
变
圆
，
很
象
苏
轼
和
米
芾
那
种
北
宋
风
格
，
虽
是

楷
书
，
笔
调
却
十
分
豪
纵
自
由
，
略
带
行
书
的
味
道
。
可
见
郭
老
在
中
年

时
代
，
书
法
又
是
一
变
”
沉
鹏
先
生
也
认
为
“
郭
沫
若
对
米
字
用
功
颇
深
”

“
米
芾
书
法
艺
术
中
还
有
具
有
生
命
力
的
东
西
可
供
发
挥
，
郭
沫
若
的
行

书
就
受
过
米
芾
的
影
响
，
也
许
不
是
偶
然
的
吧
！
”
此
其
二
。
再
后
来
，
他

醉
心
于
甲
骨
文
，
石
鼓
文
，
诅
楚
文
乃
至
秦
汉
诸
刻
石
的
考
释
研
究
，
以

学
养
书
，
博
采
众
长
、
碑
帖
互
掺
，
自
出
机
杼
，
气
慨
豪
迈
，
终
使
他
自

成
一
体
，
人
誉
之
为
“
郭
体
”
。
此
其
三
。 

 

(

大
意)

総
じ
て
、
郭
沫
若
の
書
法
芸
術
の
変
転
過
程
を
み
る
と
、
お
よ
そ
大
き

な
三
度
の
転
換
が
あ
る
。
早
年
に
顔
真
卿
か
ら
入
り
、
謹
厳
で
法
度
が
あ

り
、
楷
書
が
盈
溢
し
て
行
草
と
な
り
、
の
び
や
か
自
在
で
、
風
流
洒
脱
で

あ
る
。
こ
れ
が
そ
の
一
つ
目
で
あ
る
。
書
家
の
黄
苗
子
が
こ
う
言
っ
て
い

る
「
後
に
天
官
府
の
郭
老
の
家
で
、
私
の
最
も
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
長

形
の
額
縁
で
于
立
群
同
志
の
た
め
に
書
い
た
小
字
の
《
胡
笳
十
八
拍
》
が

掛
か
っ
て
い
た
こ
と
だ
。
用
筆
が
丸
く
、
角
張
っ
た
も
の
か
ら
丸
み
に
変

じ
て
お
り
、
す
こ
ぶ
る
蘇
軾
と
米
芾
の
よ
う
な
北
宋
の
風
格
が
あ
っ
た
。

楷
書
で
は
あ
る
が
、
筆
致
が
非
常
に
豪
快
自
由
で
、
行
書
の
味
わ
い
が
あ

る
。
郭
老
が
中
年
で
ま
た
書
法
が
一
変
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
」
と
。

沈
鵬
先
生
も
「
郭
沫
若
は
米
芾
の
字
に
対
し
て
、
す
こ
ぶ
る
深
く
勉
強
し

て
い
る
」「
米
芾
の
書
芸
に
は
生
命
力
を
提
供
す
る
よ
う
な
要
素
が
発
揮
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
郭
沫
若
の
行
書
が
米
芾
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
、
偶

然
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
見
な
し
て
い
る
。
こ
れ
が
そ
の
ふ
た
つ
目
で

あ
る
。
さ
ら
に
後
に
な
る
と
、
彼
は
甲
骨
文
、
石
鼓
文
、
詛
楚
文
、
さ
ら
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に
秦
漢
は
諸
刻
石
の
解
読
研
究
に
心
を
奪
わ
れ
、
学
問
に
よ
っ
て
書
を
養

っ
た
。
他
人
の
長
所
を
広
く
吸
収
し
て
、
碑
文
、
法
帖
を
互
い
に
混
じ
え
、

お
の
ず
と
文
字
構
成
は
豪
胆
な
も
の
と
な
り
、
終
に
は
一
つ
の
書
体
を
確

立
し
た
。
世
人
は
こ
れ
を
“
郭
体
”
と
た
た
え
て
い
る
。
こ
れ
が
三
つ
め

で
あ
る
。 

 

と
そ
の
形
成
過
程
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
③
刘
奎
荣
論
文
に
於
い

て
は
、 

 

 
 

郭
沫
若
在
书
法
艺
术
上
的
探
索
与
实
践
历
时7

0

余
年
。
他
在
少
年
时
代

就
心
仪
“
苏(

东
坡)

体
”
，
又
受
民
国
书
法
主
流
“
碑
帖
结
合
”
的
影
响
。

关
于
书
法
的
学
习
，
他
在
回 

 

 
 

忆
录
《
洪
波
曲
》
中
说
，
“
我
从
前
也
学
过
颜
字
，
在
悬
肘
用
笔
上
也
是

用
过
一
番
功
夫
的
。
”
正
是
因
为
他
早
年
师
法
颜
鲁
公
的
刻
苦
用
功
，
所

以
他
的
作
品
中
依
稀
可
见
颜
鲁
公
的
精
神
，
比
如
线
条
的
朴
茂
，
敦
厚
，

结
构
的
宽
博
。2

0

世
纪2

0

年
代
末
，
郭
沫
若
东
渡
日
本
后
，
探
奥
于
晋

唐
书
法
以
及
明
中
后
期
一
些
书
法
加
以
消
化
与
吸
收
，
致
力
于
金
甲
骨
文

的
研
究
，
以
字
辨
史
，
借
史
鉴
今
，
谙
熟
了
祖
国
文
字
，
书
法
的
演
进
轨

迹
，
创
立
了
古
文
字
研
究
的
科
学
模
式
。
在
民
族
危
难
之
中
，
他
于1

9
3
7

年
毅
然
回
国
，
为
抗
战
而
书
，
书
法
作
品
幅
式
走
向
大
众
化
，
字
型
结
体
，

笔
法
起
运
，
章
法
行
气
等
，
都
有
了
新
的
面
目
，
格
调
刚
柔
并
举
，
或
含

蓄
温
和
，
或
疾
厉
昂
扬
。
其
诗
词
创
作
常
与
书
法
相
结
合
，
翰
墨
间
包
含

了
深
厚
的
时
代
气
息
和
自
强
不
息
的
民
族
精
神
。
新
中
国
成
立
以
后
，
郭

沫
若
在
繁
重
的
国
事
之
余
从
事
了
更
为
丰
富
的
书
法
创
作
。
其
作
品
“
以

行
草
为
胜
，
是
典
型
的
文
人
才
子
书
法
”
，
学
术
界
赞
誉
郭
沫
若
是
建
国

以
后
三
十
年
间
与
毛
泽
东
，
舒
同
齐
名
的
三
位
最
著
名
的
书
法
之
一
。
郭

沫
若
以
”
回
锋
转
向
，
逆
入
平
出
“
为
学
书
执
笔
八
字
要
诀
。
其
书
体
既

重
师
承
，
又
多
创
新
，
被
世
人
称
为
”
郭
体
“
，
在
其
书
法
里
头
，
充
分

表
现
出
大
学
者
，
大
文
豪
风
范
。 

(

大
意)

郭
沫
若
の
書
法
芸
術
の
探
求
と
実
践
は
七
〇
数
年
に
及
ぶ
。
彼
は
少

年
時
代
に
蘇
体(

蘇
東
坡
の
書
体)

を
敬
慕
し
て
、
ま
た
民
国
書
法
の
主
流

“
碑
帖
の
結
合
”
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
書
の
学
習
に
関
し
て
、
彼
は

回
想
録
《
洪
波
曲
》
の
中
で
、“
私
は
昔
、
顔
真
卿
の
字
を
学
び
、
肘
を
浮

か
せ
て
字
を
書
く
技
法
で
も
ひ
と
し
き
り
修
練
を
積
ん
だ
”
と
言
っ
て
い

る
が
、
ま
さ
に
早
年
に
顔
真
卿
の
書
法
を
手
本
に
苦
労
し
て
学
ん
だ
の
で
、

彼
の
作
品
の
中
に
そ
の
精
神
が
は
っ
き
り
と
表
れ
、
た
と
え
ば
線
の
質
朴

さ
、
重
厚
さ
、
結
構
の
広
さ
が
そ
れ
で
あ
る
。
二
〇
世
紀
の
二
〇
年
代
の

末
、
郭
沫
若
が
日
本
へ
渡
っ
た
後
に
、
晋
唐
か
ら
明
中
後
期
の
あ
れ
こ
れ

の
書
法
を
深
く
探
り
、
消
化
し
て
吸
収
し
て
、
金
文
、
甲
骨
文
の
研
究
に

力
を
尽
く
し
て
、
字
で
歴
史
を
区
分
し
て
、
歴
史
を
今
の
鏡
と
し
、
祖
国

の
文
字
と
、
書
法
の
発
展
変
化
の
軌
道
を
深
く
知
っ
て
、
古
代
文
字
研
究

の
科
学
モ
デ
ル
を
創
立
し
た
。
民
族
の
危
難
の
中
、
彼
は
一
九
三
七
年
に

毅
然
と
し
て
帰
国
し
て
、
抗
日
戦
争
の
た
め
に
書
を
制
作
し
、
書
の
作
品

の
幅
式
は
大
衆
化
に
向
か
っ
て
歩
み
、
字
形
結
体(

字
形
の
構
成)

、
筆
法

起
動(

用
筆
の
運
動
法)

、
章
法
行
気(

総
合
的
な
書
法
原
理
に
基
ず
く
流
れ
、

気
脈)

な
ど
、
す
べ
て
新
面
目
を
生
み
出
し
て
お
り
、
格
調
は
剛
（
の
書
体

や
筆
致
）
と
柔
（
の
書
体
や
筆
致
）
が
二
つ
な
が
ら
作
品
の
な
か
に
併
存

し
、
書
全
体
の
味
わ
い
は
お
だ
や
か
で
、
筆
遣
い
は
、
早
く
は
げ
し
く
、

ま
た
高
揚
し
た
。
そ
の
旧
詩
詞
の
創
作
は
常
に
書
法
と
結
び
つ
い
て
お
り
、

翰
墨
の
間
に
深
い
時
代
の
息
吹
と
自
強
不
息
の
民
族
精
神
を
包
み
含
ん
で

い
る
。
新
中
国
創
立
後
、
郭
沫
若
は
多
忙
な
国
事
の
合
間
に
こ
れ
ま
で
よ

り
さ
ら
に
多
く
の
書
作
品
の
創
作
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
作
品
は
“
行
草

が
楷
書
よ
り
優
れ
て
い
て
、
典
型
的
な
文
人
才
子
の
書
”
で
あ
り
、
学
術

界
は
、
郭
沫
若
は
「
建
国
後
三
〇
年
間
に
お
け
る
毛
沢
東
、
舒
同
と
名
声

を
等
し
く
す
る
三
人
の
最
も
有
名
な
書
法
の
中
の
一
つ
だ
」
と
称
賛
し
た
。

郭
沫
若
は
、
「
回
鋒
転
向 

逆
入
平
出(

筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
、

筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素)

」
の
八
文
字
を
書
を
学
ぶ
際
の

要
訣
と
考
え
た
。
そ
の
書
体
は
師
承
（
師
伝
／
師
の
教
え
の
継
承
）
を
重
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ん
じ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
新
た
な
要
素
を
多
く
作
り
出
す
も
の
で
も
あ

っ
て
、
世
に
「
郭
体
」
と
称
さ
れ
た
。
そ
の
書
の
中
に
は
、
人
々
の
鏡
と

な
る
よ
う
な
大
学
者
、
大
文
豪
の
風
格
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 と
述
べ
、
は
じ
め
蘇
軾
、
顔
真
卿
の
影
響
を
受
け
、
日
本
留
学
後
、
晋
唐
か
ら

明
中
期
の
書
法
を
消
化
、
さ
ら
に
古
文
字
の
研
究
に
よ
っ
て
科
学
的
な
研
究
モ

デ
ル
を
確
立
し
た
。
抗
日
戦
争
で
帰
国
し
た
後
は
、
大
衆
化
の
方
向
に
向
か
い
、

民
族
精
神
を
鼓
吹
し
た
。
新
中
国
建
立
以
後
は
、
行
草
を
主
と
し
て
文
人
才
子

の
書
を
披
露
し
、
毛
沢
東
、
舒
同
と
と
も
に
三
人
の
代
表
的
な
書
家
と
目
さ
れ

た
と
あ
り
、
さ
ら
に
「
回
鋒
転
向 

逆
入
平
出
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
用
筆

的
な
定
義
も
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
④
巩
蒙
論
文
で
は
、
摘
要
の
中
で
、 

 

郭
沫
若
是
学
者
型
书
法
家
，
高
擎
宋
“
尚
意
”
书
法
大
旗
，
对
传
统
书
法

进
行
广
泛
的
继
承
和
借
鉴
，
于
传
统
进
行
了
一
次
“
新
变
”
，
终
形
成
自
家

风
格
。
郭
沫
若
的
书
法
早
年
受
到
碑
派
以
及
苏
东
坡
和
颜
真
卿
的
影
响
，

中
年
后
，
在
苏
，
颜
基
础
上
参
以
米
芾
笔
法
意
趣
终
成
“
郭
体
”
书
法
面

貌
，
尤
以
行
草
书
为
长
。
晚
年
因
一
味
“
跟
随
”
，
学
习
借
鉴
怀
素
失
败
，

又
由
于
各
种
客
观
原
因
形
成
了
重
“
宣
情
”
的
书
法
取
向
，
导
致
书
法
出

现
衰
退
。 

(

大
意)

郭
沫
若
は
学
者
型
の
書
家
で
、
高
く
宋
の
“
尚
意(

形
式
よ
り
も
感
情

表
現
を
重
ん
じ
る)

”
の
書
法
の
旗
を
掲
げ
、
伝
統
の
書
法
に
対
し
て
広
範

な
継
承
と
参
考
を
重
ね
、
伝
統
を
一
歩
進
め
て
“
新
変
”
を
行
い
、
遂
に

は
自
己
の
風
格
を
形
成
し
た
。
郭
沫
若
の
書
法
は
若
い
頃
、
碑
学
か
ら
蘇

東
坡
と
顔
真
卿
ま
で
の
影
響
を
受
け
、
中
年
以
降
に
、
蘇
、
顔
の
基
礎
の

上
に
米
芾
の
筆
法
の
面
白
み
を
加
味
し
、“
郭
体
”
の
書
法
の
面
貌
を
形
成

し
、
と
り
わ
け
行
草
書
に
長
じ
た
。
晩
年
は
ひ
た
す
ら
“
毛
沢
東
に
付
き

従
”
い
、
唐
代
の
書
家
懐
素
を
手
本
と
し
て
学
ん
だ
が
失
敗
し
、
そ
の
上

各
種
の
客
観
的
な
原
因
に
よ
っ
て
「
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
」
を
重
ん
じ
る
書
の

方
向
付
け
を
形
成
し
た
た
め
、
書
法
の
衰
退
が
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 と
総
括
さ
れ
て
お
り
、
中
年
期
の
蘇
軾
、
顔
真
卿
を
基
礎
に
し
て
、
そ
こ
に
米

芾
の
筆
法
の
趣
を
得
て
、「
郭
体
」
が
形
成
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
⑥
李
建
森
論

文
で
は
、 

  
 

 

他
的
书
法
逆
入
平
出
，
回
锋
从
容
，
转
向
自
如
。
平
中
寓
奇
，
奇
正
相

生
。
疏
密
有
致
，
俯
仰
有
姿
。
他
的
书
法
的
个
体
风
貌
是
异
常
显
明
的
。

这
种
鲜
明
确
立
，
已
经
说
明
他
的
书
法
语
言
是
个
人
的
言
说
，
写
出
了

自
我
，
世
称
“
郭
体
”
并
非
因
人
而
名
，
故
非
虚
誉
。 

(

大
意)

彼
の
書
法
は
「
逆
入
平
出 

回
鋒
転
向
」
で
転
回
が
自
由
自
在
で
あ

る
。
平
凡
の
中
に
奇(

非
凡)

を
寓
し
、
奇(

珍
奇)

と
正(

正
統)

が
互
い

に
生
じ
て
い
る
。
疎(

ま
ば
ら)

と
密(

密
集
・
凝
集)

の
対
比
に
致(

風

趣
・
趣
き)

が
あ
り
、
文
字
の
上
向
き
と
下
向
き
に
趣
が
あ
る
。
彼
の
書

法
の
個
の
風
貌(

個
性)

は
非
常
に
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

鮮
明
な
確
立
は
、
す
で
に
彼
の
書
法
の
言
語
が
彼
個
人
の
言
説
で
あ
り
、

自
我
を
表
出
し
て
お
り
、
世
に
“
郭
体
”
と
称
せ
れ
る
の
は
、
人
に
よ

っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
従
っ
て
根
拠
の
な
い
誉
め
言
葉
で

は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 と
あ
る
。 

⑧
河
内
利
治
論
文
で
は
、
そ
の
「
郭
体
」
と
称
さ
れ
る
書
風
の
要
素
に
王
羲
之

の
「
集
字
聖
教
序
」
や
顔
真
卿
の
「
祭
姪
文
稿
」「
争
坐
位
文
稿
」
の
影
響
を
看

取
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
触
れ
た
。 

 

以
上
の
考
察
は
、「
郭
体
」
定
義
に
つ
い
て
、
書
法
風
格
史
に
よ
る
印
象
論
的

な
も
の
が
多
く
、
何
時
、
ど
の
時
点
、
ど
の
作
風
、
若
し
く
は
ど
の
よ
う
な
用

筆
が
、
そ
れ
を
定
義
為
し
得
る
か
と
う
言
う
点
が
、
曖
昧
模
糊
と
し
て
い
る
。

そ
の
欠
点
に
つ
い
て
、
初
め
て
メ
ス
を
入
れ
た
の
が
、
⑩
吴
胜
景 

「
关
于
“
郭

体
” 

“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
的
用
笔
特
征
驳
议
」『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
一

五
年
第
一
期 
总
第
一
一
一 

期 

で
あ
る
。 
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以
下
、
こ
の
⑩
吴
胜
景
論
文
に
つ
い
て
、
詳
し
く
分
析
し
て
い
き
た
い
。 

 
四 
吴
胜
景 

「
关
于
“
郭
体
”
“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
” 

的
用
笔
特
征
驳
议
」
に
就
い
て
の
考
察 

 

 

先
ず
、
吴
胜
景
論
文
で
は
、
従
来
「
郭
体
」
の
定
義
と
な
っ
て
い
る
「
逆
入

平
出 

回
锋
转
向
」
と
い
う
用
筆
観
に
つ
い
て
、
批
判
を
始
め
る
。
そ
し
て
吴
氏

は
、 

 

 
 

因
此
，
可
得
如
下
结
论
“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
这
种
说
话
，
是
历
史

上
大
多
书
家
共
同
总
结
出
的
基
本
书
写
技
法
，
是
所
有
书
家
在
书
法
学

习
中
都
要
求
做
到
的
，
而
不
是
郭
沫
若
一
人
的
个
性
特
征
，
也
不
能
说

是
郭
沫
若
本
人
的
书
法
成
就
，
亦
不
能
概
括
为
郭
体
典
型
的
书
写
特
色
，

更
不
能
作
为
郭
体
独
创
的
书
写
的
技
法
。 

(

大
意)

そ
の
た
め
、
下
記
の
よ
う
な
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。“
筆
を
逆

に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
”

こ
の
種
の
話
は
、
歴
史
上
の
大
部
分
の
書
家
が
共
有
す
る
基
本
技
法
で

あ
り
、
す
べ
て
の
書
家
が
書
法
の
学
習
に
於
い
て
、
到
達
す
る
こ
と
を

求
め
る
も
の
で
あ
っ
て
、
郭
沫
若
の
一
人
の
個
性
的
な
特
徴
で
は
な
く
、

ま
た
郭
沫
若
本
人
の
書
法
の
成
果
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ま
た
、

郭
沫
若
の
典
型
的
な
特
色
だ
と
概
括
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
し

て
郭
体
の
独
創
的
技
法
と
す
る
わ
け
に
は
、
も
っ
と
い
か
な
い
。 

 と
述
べ
、
そ
の
用
筆
は
、
郭
体
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、
「(

一
人
や
二
人
の
書

法
の
独
創
で
は
な
く
、
長
い
書
法
史
の
歴
史
の
中
で
多
く
の
書
家
が
積
み
重
ね

て
き
た
努
力
の
結
果)

」
共
同
で
ま
と
め
あ
げ
、
共
同
で
作
り
上
げ
た(

と
言
っ

て
い
い)

ま
た
郭
体
の
典
型
を
為
し
得
る
も
の
で
は
な
い
と
、
反
駁
す
る
。 

そ
し
て
、
郭
沫
若
の
「
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
」
の
用
筆
は
、 

 

 
 

 

这
样
一
来
，
我
们
就
只
能
说
郭
沫
若
曾
经
在
学
书
初
期(

主
要
存
在
大
中

楷
作
品
上)

很
注
意
“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
的
用
笔
特
征
应
该
是
比

较
合
适
的
。
那
么
根
据
郭
沫
若
学
书
的
各
个
时
期
的
作
品
书
写
情
况
，

现
在
我
们
仅
可
作
此
判
断
，
或
许
郭
沫
若
在
学
书
之
初
，
可
能
也
是
很

在
意
这
种
“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
的
基
本
用
笔
要
求
，
但
到
后
来
形

成
真
正
的
郭
体
书
风
时
，
却
又
几
乎
失
去
了
这
种
用
笔
基
本
标
准
。 

(

大
意)

こ
う
な
る
と
、
我
々
は
郭
沫
若
が
、
か
つ
て
書
を
学
び
始
め
た
最
初

の
頃(

主
要
に
は
、
大
中
の
楷
書
作
品
に
存
在
す
る
の
だ
が)

に
「
筆
を

逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
」

の
筆
法
に
注
意
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
け
だ
、
と
い
う
の
が
比
較
的
適

切
だ
と
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
郭
沫
若
が
書
を
学
ん
だ
各
時

期
の
作
品
の
制
作
の
情
況
に
基
づ
い
て
、今
私
達
は
た
だ
こ
う
い
う(

＝

以
下
の
よ
う
な)

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
も
し

か
し
た
ら
郭
沫
若
は
学
書
の
初
期
に
、
こ
の
よ
う
な
「
筆
を
逆
に
入
れ

平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
」
の
基
本

的
な
用
筆
の
求
め
に
も
大
変
注
意
を
払
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
が
、

後
に
な
っ
て
本
当
の
郭
体
が
形
成
し
た
時
に
は
、
却
っ
て
そ
の
よ
う
な

用
筆
の
基
本
標
準
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
判

断
で
あ
る
。 

 と
し
、
そ
れ
は
学
書
初
期
の
特
徴
で
あ
っ
て
、
反
っ
て
後
に
形
成
さ
れ
た
本
来

の
「
郭
体
」
を
定
義
す
る
の
に
相
応
し
く
な
い
と
し
た
上
で
、 

 

故
而
，
笔
者
认
为
，
与
大
家
所
公
认
的
“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
书
法

用
笔
不
同
的
是
，
真
正
意
义
上
的
郭
体(

也
即
是
形
成
了
个
人
书
风
特
征

时
期
的
作
品
，
大
约
是
在
上
个
世
纪5

0

年
代
之
后
的
时
期)

，
反
而
是

缺
少
了
尤
其
是
“
逆
入
”
的
藏
锋
笔
法
，
但
正
是
因
为
郭
体
的
起
始
用

笔
中
大
多
并
没
有
真
正
体
现
出
逆
入
的
藏
锋
笔
法
，
所
以
他
的
书
体
中
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却
因
而
多
了
一
份
随
意
，
也
就
有
了
他
狂
放
恣
意
的
性
情
之
用
笔
，
当

然
其
中
过
多
的
近
于
随
意
的
笔
法
与
质
量
不
高
的
线
条
行
笔
也
导
致
了

书
写
诟
病
，
从
而
形
成
了
众
多
批
判
、
学
者
因
法
度
不
严
谨
而
把
郭
体

视
为
下
品
的
批
判
之
实
。 

(

大
意)
そ
こ
で
、
筆
者
は
お
も
う
の
だ
が
、
み
な
さ
ん
公
認
の
「
筆
を
逆
に

入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
」
の

用
筆
と
違
っ
て
、
本
当
の
郭
体(

そ
れ
は
個
人
の
書
風
特
徴
が
表
れ
る
時

期
に
形
成
さ
れ
た
作
品
で
あ
り
、
大
体
は
一
九
五
〇
年
代
の
後
期
の
も

の
だ
が)

、
か
え
っ
て
特
に
「
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
」

が
少
な
い
の
だ
。
だ
が
、
ま
さ
に
郭
体
の
初
め
の
用
筆
に
は
「
筆
を
逆

に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
の
筆
法
を
真
の
意
味
で
体
現
し
て
い
な
い
も

の
が
大
多
数
で
あ
る
た
め
に
、
彼
の
書
体
の
中
に
は
随
意(

用
筆
の
基
本

に
拘
束
さ
れ
ず
自
分
の
書
き
た
い
よ
う
に
書
い
て
し
ま
う)

の
要
素
が

少
し
増
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
言
え
ば
彼
の
狂
放
恣
意
の
性
情
に

ま
か
せ
た
用
筆
が
生
ま
れ
て
い
る
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
中
の
あ
ま
り

に
多
す
ぎ
る
随
意
に
近
い
筆
法
と
、
品
質
の
高
く
な
い
線
の
運
筆
が
書

写
の
欠
点
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
そ
れ
が
多
く
の
批
判
的
学
者(

書
を
学

ぶ)

が
、
書
法
の
き
ま
り
が
厳
格
、
厳
密
で
な
い
た
め
に
、
郭
体
を
下
等

品
と
見
た
批
判
の
実
質
を
つ
く
り
あ
げ
た
の
だ
。 

 と
し
、「
郭
体
」
を
定
義
す
る
の
は
、
そ
れ
よ
り
も
む
し
ろ
逆
入
の
蔵
鋒
的
要
素 

が
少
な
い
も
の
、
特
に
五
〇
年
代
後
期
の
書
風
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
逆
に
法 

度
を
重
ん
ず
る
学
者
の
批
判
を
招
い
た
と
総
括
し
て
い
る
。 

 

こ
の
吴
胜
景
論
文
の
長
所
は
、
従
来
の
印
象
論
的
な
判
断
を
批
判
し
、
よ
り

具
体
的
に
「
郭
体
」
を
定
義
せ
ん
と
す
る
試
み
で
あ
る
こ
と
だ
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 こ

れ
ま
で
の
時
間
の
推
移
、
つ
ま
り
書
風
変
遷
の
分
析
の
欠
落
を
補
っ
て
い

る
が
、
拙
論
で
は
そ
の
検
証
を
部
分
的
に
批
判
し
、
少
し
く
進
め
た
。 

 

次
に
既
に
提
出
し
た
拙
論
を
再
度
解
説
し
、
ま
た
そ
の
自
己
批
判
を
行
い
、

更
な
る
「
郭
体
」
の
実
像
に
迫
り
た
い
と
思
う
。 

 

五 
 

時
間
の
推
移
と
書
風
変
遷
の
検
証 

 
 
 

ー 

抗
日
戦
争
期
に
於
け
る
「
第
一
期
郭
体
」
の
誕
生 

 

先
に
こ
の
考
察
は
、
郭
沫
若
の
行
草
体
に
限
定
し
て
論
を
展
開
す
る
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
き
た
い
。 

郭
沫
若
に
よ
っ
て
残
さ
れ
た
書
は
、
楷
書
、
隷
書
、
甲
骨
金
文
等
と
実
際
は

多
岐
に
亘
っ
て
い
る
が
、
最
も
多
く
残
さ
れ
た
の
は
、
行
草
体
で
あ
り
、
そ
の

「
郭
体
」
と
い
う
認
識
、
そ
れ
に
伴
う
議
論
も
、
こ
の
書
体
に
限
定
さ
れ
て
行

わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
し
て
従
来
そ
の
行
草
体
に
つ
い
て
、
そ
の
言
語

性
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
な
く
、
唯
一
「
白
話
詩
」

に
的
を
絞
っ
て
行
わ
れ
た
考
察
と
し
て
、 

・
徐
立
昕 

宣
海
生
「
郭
沫
若
行
草
书
平
议
」
郭
沫
若
学
刊 

二
〇
一
五
年
第

二
期(

总
第
一
一
二
期)

 

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

Ａ 

白
話
文
の
書
相
の
変
遷 

 

東
ア
ジ
ア
に
於
い
て
所
謂
「
硬
筆
」
が
、
如
何
に
普
及
し
、
そ
の
用
具
が
如

何
に
そ
の
文
学
に
影
響
を
与
え
た
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
に
若
干
の

考
察
が
あ
る
１

。
そ
も
そ
も
万
年
筆
等
、
中
国
に
硬
筆
が
流
入
し
た
の
は
二
〇

世
紀
初
め
、
そ
し
て
万
年
筆
が
工
場
に
於
い
て
製
造
さ
れ
始
め
た
の
は
、
一
九

二
六
年
、
場
所
は
上
海
と
さ
れ
て
い
る
が
２

、
日
本
で
も
既
に
明
治
期
に
流
入

し
て
お
り
、
大
正
期
に
急
速
に
普
及
し
た
と
さ
れ
て
い
る 

３

。 

そ
の
よ
う
な
筆
記
具
の
大
き
な
変
遷
の
う
ね
り
の
中
で
、
一
九
一
四(

大
正
三

年)
に
来
日
し
二
〇
年
代
前
半
、
一
度
目
の
日
本
滞
在
期
を
過
ご
し
た
郭
沫
若
に

ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
か
、
現
在
の
資
料
で
は
、
定
か
で
は
な
い
。 

 

因
み
に
、
一
九
二
〇
年
代
前
半
に
書
か
れ
た
白
話
詩
の
主
だ
っ
た
も
の
を
挙
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げ
る
と
、
一
九
二
一
年
に
「
女
神
」
が
、
一
九
二
三
年
に
「
星
空
」
な
ど
が
あ

る
が 

４

こ
れ
ら
が
硬
筆
で
書
か
れ
た
の
か
ど
う
か
を
示
す
資
料
が
管
見
で
は

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
硬
筆
で
書
か
れ
た

資
料
が
確
認
で
き
る
。 

 

確
認
し
得
た
一
九
二
一
年
一
月
十
八
日
の
手
紙
文
「
致
寿
昌(

田
汉)

函
」(

図

１)

を
見
る
と
、
そ
れ
が
小
筆
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
、
当

時
の
郭
沫
若
の
日
常
書
風
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
こ
の
丸
味
を
帯

び
た
書
風
骨
子
の
ま
ま
肉
付
き
が
よ
く
な
っ
た
ス
タ
イ
ル
が
、
一
九
三
六
年
に

書
さ
れ
た
、
五
章
の
図
２
「
魯
迅
を
悼
む
」
の
様
式
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、

こ
の
書
風
は
米
芾
の
影
響
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
彼
の
書
き
癖
と
い
う
方
が

正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。 

 

さ
ら
に
郭
沫
若
の
白
話
文
、
白
話
詩
資
料
を
探
す
と
、
一
九
三
〇
年
代
の
も

の
は
、
あ
ま
り
多
く
は
残
っ
て
い
な
い
が
、『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
第
二
〇
号
に

は
、
郭
沫
若
が
周
作
人
に
宛
て
た
一
九
三
五
年
の
年
賀
状
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
郭
沫
若
が
、
市
川
在
住
期
に
、
文
求
堂
の
田
中
慶
太
郎
父
子
と
交
わ
し

た
書
簡
合
計
二
三
〇
通
が
、
す
べ
て
『
郭
沫
若
致
文
求
堂
書
簡
』(

馬
春
良
、
伊

藤
虎
丸
編
、
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
一
二
月)

と
し
て
写
真
付
き
で
刊
行
さ

れ
て
は
い
る
。
こ
れ
は
一
九
三
一
年
六
月
か
ら
三
七
年
六
月
、
日
本
を
離
れ
る

前
月
ま
で
の
も
の
で
、
三
〇
年
代
の
郭
沫
若
の
書
を
考
察
す
る
好
個
の
資
料
で

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
に
は
、
世
に
公
開
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
余
所
行
き
の

文
字
で
は
な
く
、
く
だ
け
た
日
常
の
郭
沫
若
の
、
く
つ
ろ
い
だ
時
の
書
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
『
郭
沫
若
書
簡
―
致
容
庚
』
、
蔡
震

『
郭
沫
若
成
生
平
文
献
史
料
考
弁
』(

社
会
科
学
文
献
出
版
社
、
二
〇
一
四
年)

、

に
は
三
〇
年
代
の
書
跡
の
写
真
が
載
っ
て
お
り
、
郭
平
英
、
秦
川
編
注
『
敝
掃

集
與
游
』(

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
一
二)

年
、
に
も
、
留
学
期
の
家
書

の
写
真
が
載
っ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
一
九
四
〇
年
代
に
入
っ
て
四
〇
年
七
月
七
日
「
三
年
来
的
文
化
战
」

(
図
２)

が
あ
り
、
一
九
四
二
年
五
月
二
三
日
の
散
文
「
银
杏
」
の
原
稿(

図
３)

が
残
さ
れ
て
お
り
、
同
年
六
月
二
四
日
に
「
水
牛
讃
」
詩
が
白
話
体
の
様
式
で

書
作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
徐
立
昕
氏
、
宣
海
生
氏
の
指
摘
に
よ
る
と
、
一
九
三

五
年
の
「
同
赋
失
恃
之
痛
」
が
一
つ
の
指
標
と
な
り
、
そ
れ
以
前
は
こ
れ
ら
の

図 ２ 図 ３ 

図 1 
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行
草
様
式
は
、
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
と
さ
れ
て
い
る
５

。
つ
ま
り
白
話
文

を
小
筆
で
書
く
の
は
、
既
に
一
九
二
〇
年
代
に
も
確
認
で
き
る
が
、
白
話
を
硬

筆
で
書
く
時
期
に
つ
い
て
は
、
何
時
か
ら
か
は
定
か
で
な
い
。
た
だ
し
手
紙
、

散
文
、
白
話
詩
と
同
じ
白
話
文
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
小
筆
と
硬
筆
が
同
時
並

行
的
に
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
代
に
多

く
残
さ
れ
て
い
る
古
文
、
つ
ま
り
漢
詩
の
書
は
、
謹
厳
な
楷
書
な
ど
で
書
か
れ

た
伝
統
様
式
と
、
白
話
詩
の
調
子
で
書
か
れ
た
も
の
が
存
在
し
、
一
九
三
〇
年

代
後
半
に
入
っ
て
、
文
学
と
書
の
様
式
が
混
濁
し
て
い
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で

き
る
だ
ろ
う
。 

 

Ｂ 

一
九
三
七
年
か
ら
一
九
四
六
年
に
か
け
て
の
作
品
分
類
と
様
式
分
析-

抗
日
戦
線
に
於
け
る
抗
日
宣
伝
活
動
下
の
新
書
風
の
形
成 

 
 

一
九
三
五
年
下
半
年
，
待
在
日
本
安
心
做
学
术
研
究
的
郭
沫
若
又
开
始
活

跃
起
来
，
他
和
东
京
“
左
联
”
成
员
往
来
密
切
，
并
在
一
九
三
六
年
参
与

到
“
国
防
文
学
”
的
提
倡
和
宣
传
中
来
。
过
去
，
我
们
过
多
强
调
郭
沫
若

赞
同
“
国
防
文
学
”
的
缘
由
是
服
膺
党
的
政
策
，
但
这
并
不
意
味
着
他
在

民
族
话
的
构
建
和
表
述
中
失
掉
了
自
己
的
主
体
地
位
，
并
不
能
说
他
仅
仅

只
是
一
个
“
喇
叭
”
，
一
个
政
策
的
传
声
筒
。
郭
沫
若
自
参
与
到
左
翼
文
学

由
阶
级
话
语
转
向
民
族
话
语
的
过
程
中
，
就
有
他
自
己
的
一
套
体
系
建
构
。

这
从
他
一
九
三
六
年
以
来
的
诗
文
中
就
可
看
出
。（
张
武
军
「
民
族
精
神
家

园
的
建
构-

郭
沫
若
一
九
三
六
年
以
来
的
诗
文
分
析
」
） 

(

大
意)

一
九
三
五
年
の
下
半
期
、
日
本
で
身
を
入
れ
て
学
術
研
究
を
し
て
い

た
郭
沫
若
は
、
ま
た
活
発
に
活
動
を
始
め
る
。
彼
と
東
京
の
“
左
聯
”
の

成
員
と
の
関
係
は
密
接
に
な
り
、
一
九
三
六
年
に
は
“
国
防
文
学
”
の
提

唱
、
宣
伝
に
加
わ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
我
々
は
あ
ま
り
に
郭
沫
若
が
“
国

防
文
学
”
に
賛
同
の
原
因
を
党
の
政
策
に
服
膺
し
た
た
め
だ
と
強
調
し
過

ぎ
た
が
、
こ
れ
は
彼
が
民
族
の
言
語
の
構
築
と
叙
述
の
中
で
自
己
の
主
体

的
な
立
場
を
失
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
、
か
れ
が
、
単
に
一
つ

の
「
ラ
ッ
パ
」
に
す
ぎ
ず
、
党
の
政
策
宣
伝
を
伝
え
る
マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン

に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
郭
沫
若
は
、
左
翼
文
学
に

参
与
し
て
階
級
の
言
説
か
ら
民
族
の
言
説
に
転
じ
る
過
程
で
、
自
己
の
体

系
を
打
ち
立
て
た
。
こ
れ
は
彼
の
一
九
三
六
年
以
来
の
詩
文
の
中
で
見
抜

い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

郭
沫
若
の
民
族
主
義
的
な
思
想
が
６

、
文
学
の
上
で
特
に
顕
著
に
な
る
の
は

一
九
三
六
年
以
後
、
ま
た
一
九
三
七
年
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
て
以
後
、

国
家
と
民
族
の
危
機
に
直
面
し
、
日
本
政
府
の
監
視
の
目
を
逃
れ
、
帰
国
し
て

か
ら
際
立
っ
て
く
る
。
第
二
次
国
共
合
作
が
実
現
し
た
状
況
下
に
於
い
て
、
中

国
文
化
芸
術
界
に
於
け
る
抗
日
救
国
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
な
り
、「
も
し

文
化
が
滅
び
る
な
ら
、
民
族
そ
の
も
の
が
永
久
に
敵
の
手
に
落
ち
る
こ
と
に
な

る
」
と
宣
言
し
た
抗
日
の
英
雄
的
存
在
と
な
る
。
郭
沫
若
は
、
特
に
一
九
四
〇

年
代
に
入
り
『
屈
原
』
な
ど
の
歴
史
話
劇
作
品
、
『
十
批
判
書
』
『
青
銅
時
代
』

な
ど
の
学
術
著
作
及
び
大
量
の
詩
歌
や
散
文
、
書
画
を
制
作
発
表
し
、
祖
国
の

同
胞
が
心
を
一
つ
に
し
、
生
死
を
共
に
す
る
よ
う
に
奮
い
立
ち
、
中
華
民
族
復

興
の
た
め
に
決
然
と
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め
る
べ
く
、
所
謂
「
運
動
」
を
行
っ

た
。 つ

ま
り
当
時
の
活
動
と
は
、
日
中
戦
争
の
時
期
に
於
け
る
中
国
文
化
の
建
設

と
学
術
思
想
の
活
発
化
、
芸
術
創
作
の
繁
栄
に
向
け
た
尽
力
だ
っ
た
と
言
え
る 

７

。 

 

そ
し
て
郭
沫
若
の
詩
歌
や
、
書
を
分
析
す
る
場
合
も
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
的
、

民
族
的
潮
流
の
中
で
思
惟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 
Ｃ 
白
話
詩
と
古
文
の
合
流
と
新
し
い
民
族
意
識
と
し
て
の
書
風 

 

一
九
三
七
年
以
降
、
特
に
一
九
四
〇
年
代
の
郭
沫
若
の
文
芸
作
品
は
、「
抗
日

文
芸
運
動
」
と
「
文
白
之
争
」
８

の
二
つ
の
文
脈
で
見
る
必
要
が
あ
る
。 
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ま
ず
一
九
四
二
年
六
月
に
書
さ
れ
た
図
４
の
「
水
牛
讃
」
は
、
完
全
な
白
話

詩
の
表
現
で
あ
り
、
ま
た
従
来
の
郭
沫
若
の
白
話
書
風
の
延
長
線
上
に
あ
る
作

品
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
一
九
四
三
年
に
書
さ
れ
た
図
５
の
「
論
做
人
」
も

白
話
文
の
表
現
と
し
て
洗
練
さ
れ
て
い
る
。 

こ
こ
で
問
題
と
し
て
上
げ
た
い
の
は
、
図
６
の
一
九
四
〇
年
九
月
に
書
さ
れ

た
文
語
の
漢
詩
「
題
蘇
子
樓
」
で
あ
る
。
こ
の
書
風
は
、
抗
日
戦
争
以
前
の
伝

統
書
風
で
は
な
く
、
白
話
書
風
で
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
つ
ま

り
郭
沫
若
は
、
抗
日
戦
争
以
降
は
、
文
語
詩
も
白
話
書
風
で
書
く
よ
う
に
な
っ

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
前
掲
、
刘
奎
荣

「
大
力
推
广
“
郭
体
”
字
型 
弘
扬
郭
沫
若
书
法
艺
术
」
に
於
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
た
よ
う
に
、
大
衆
化
と
民
族
精
神
の
発
揚
と
し
て
、
日
本
と
は
一
線
を
画
す

る
白
話
書
風
を
基
盤
に
文
語
書
風
に
ま
で
浸
透
し
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
だ

ろ
う
。
ま
た
こ
れ
は
、
先
に
見
た
共
産
党
員
の
書
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の

一
脈
を
受
け
て
い
る
。 

 
 

 

ま
た
さ
ら
に
詳
し
く
は
、
巩
蒙
「
郭
沫
若
书
法
流
变
论
纲
」
に
於
い
て
も
、 

 

一
九
三
七
年
卢
沟
桥
事
变
后
，
全
民
族
的
抗
日
战
争
爆
发
。
郭
沫
若
别
妇

抛
雏
，
涉
险
回
国
，
投
入
到
伟
大
的
抗
日
战
争
之
中
。
归
国
后
郭
沫
若
担

任
国
民
党
政
治
部
第
三
厅
厅
长
，
团
结
文
化
艺
术
界
人
士
，
以
文
艺
为
枪
，

宣
传
抗
日
。“
为
抗
战
而
书
”
便
成
了
郭
沫
若
的
历
史
使
命
。
郭
沫
若
书
法

创
作
只
是
余
暇
之
事
，
然
而
他
以
恢
弘
的
学
养
，
博
学
约
取
，
兼
收
并
蓄
，

笼
万
端
于
笔
下
，
化
传
统
书
法
精
神
为
己
法
，
创
作
了
大
量
书
法
作
品
。

郭
沫
若
追
溯
中
国
书
法
史
上
诸
种
书
法
字
体
，
流
派
进
行
消
化
和
吸
收
，

面
对
国
耻
族
恨
，“
为
抗
战
而
书
”
使
其
书
法
趋
向
大
众
化
，
结
体
，
笔
法
，

章
法
更
趋
向
成
熟
，
郭
沫
若
的
书
法
风
格
在
这
时
期
基
本
形
成
。
或
冲
淡

平
和
，
或
激
扬
迅
厉
，
表
现
出
强
烈
的
个
性
品
格
和
时
代
精
神
，
豪
放
明

快
，
不
拘
绳
墨
，
即
如
沉
伊
墨
所
说
的
“
意
造
妙
参
无
法
法
”
全
由
个
人

性
情
而
书
。
总
体
特
征
是
终
其
一
生
所
理
解
并
付
之
于
实
践
的
孙
过
庭
《
书

谱
》
句
“
回
锋
转
向
，
逆
入
平
出
”
，
以
王
献
之
外
拓
的
书
法
精
神
为
主
，

有
藏
有
露
，
有
方
有
圆
，
独
具
特
色
。
在
章
法
上
，
大
小
，
欹
正
，
粗
细

参
差
错
落
，
大
部
分
作
品
布
局
合
理
，
气
韵
流
畅
自
然
。 

(

大
意)

一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
変
の
後
、
全
民
族
の
抗
日
戦
争
が
勃
発
し

た
。
郭
沫
若
は
夫
人
に
別
れ
を
告
げ
、
幼
子
を
残
し
て
、
危
険
を
冒
し
て

帰
国
、
偉
大
な
抗
日
戦
争
の
中
に
身
を
投
じ
た
。
帰
国
後
、
郭
沫
若
は
国

民
党
政
治
部
第
三
庁
庁
長
を
担
当
し
て
、
文
芸
界
の
人
士
を
団
結
さ
せ
、

文
芸
を
銃
と
し
て
、
抗
日
を
宣
伝
し
た
。“
抗
戦
の
た
め
に
書
を
書
く
”
は

郭
沫
若
の
歴
史
的
使
命
と
な
っ
た
。
郭
沫
若
の
書
法
創
作
は
、
た
だ
余
暇

の
事
に
す
ぎ
な
か
っ
た
、
し
か
し
彼
は
幅
広
い
学
殖
、
そ
の
博
学
さ
、
す

べ
て
を
吸
収
し
蓄
え
、
様
々
な
言
葉
と
な
っ
て
筆
下
に
現
わ
れ
、
伝
統
の

書
法
を
溶
か
し
自
分
の
法
と
し
、
大
量
の
書
の
作
品
を
創
作
し
た
。
郭
沫

若
は
中
国
の
書
法
史
上
の
様
々
な
字
体
を
遡
り
、
流
派
は
消
化
、
吸
収
し
、

国
恥
に
直
面
し
た
民
族
の
恨
み
と
な
っ
て
、“
抗
戦
の
た
め
の
書
”
と
し
て

大
衆
化
に
向
い
、
結
体
、
筆
法
、
章
法
が
更
に
成
熟
し
て
、
郭
沫
若
の
書

風
は
こ
の
時
期
、
基
本
的
に
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
穏
や
か

で
、
あ
る
い
は
興
奮
し
激
し
く
、
強
烈
な
個
性
の
品
格
と
時
代
精
神
を
表

し
て
、
豪
放
明
快
で
常
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
な
い
。
沈
尹
黙
が
言
う
“
意

が
妙
を
造
り
、
無
法
の
法
に
参
じ
る
”
で
あ
り
、
個
人
の
性
情
か
ら
書
さ

れ
た
。
全
体
の
特
徴
は
、
結
局
は
一
生
、
理
解
実
行
し
た
孫
過
庭
《
書
譜
》

の
文
句
を
“
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ

せ
る
遠
心
展
開
”
で
あ
り
、
王
献
之
の
外
拓
の
精
神
を
主
と
し
て
、
蔵
鋒

あ
り
露
鋒
有
り
、
方
あ
り
円
が
あ
り
で
、
独
自
に
特
色
を
具
え
た
。
章
法

上
の
、
大
小
、
欹
正
、
粗
細
は
、
す
べ
て
混
じ
り
合
い
、
大
部
分
作
品
の

布
置
は
理
に
適
い
、
気
韻
は
流
麗
自
然
で
あ
っ
た
。 

 と
あ
り
、
当
時
の
書
風
に
、
中
国
の
古
典
的
要
素
を
読
み
取
り
覚
醒
し
た
よ
う

に
捉
え
て
い
る
が
、
私
見
で
は
、
白
話
書
風
の
中
に
、
そ
の
よ
う
な
要
素
が
元

来
備
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
書
も
余
暇
の
遊
び
で
は
な
く
立
派
な
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
判
断
し
た
い
。 
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Ｄ 

文
学
に
見
え
る
思
想
性 

 

一
九
四
〇
年
代
前
半
に
入
り
、
郭
沫
若
に
よ
っ
て
本
格
的
な
中
国
春
秋
戦
国

時
代
の
思
想
の
総
括
が
行
わ
れ
た
。
所
謂
一
九
四
五
年
に
上
梓
さ
れ
た
『
十
批

判
書
』
の
中
に
、
そ
の
思
想
は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
郭
沫
若
は
そ
の
中
で
、

孔
孟
は
「
人
民
本
位
」
、
墨
子
は
「
帝
王
本
位
」
、
老
荘
を
「
個
人
本
位
」
と
定

義
し
た
。 

 
 

中
で
も
「
孔
孟
之
徒
是
以
人
民
为
本
位
」
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
孔
子
を

評
価
す
る
際
に
、 

 

 
 

本
体
上
他
是
站
在
代
表
人
民
利
益
的
方
面
的
，
他
很
想
积
极
利
用
文
化
的

力
量
来
增
进
人
民
的
幸
福
。 

(

大
意)

全
体
的
に
人
民
の
利
益
を
代
表
す
る
立
場
に
立
ち
、
彼
は
大
変
積
極
的

に
文
化
の
力
を
利
用
し
て
、
人
民
の
幸
福
を
増
進
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
。 

 

と
述
べ
９

、
孔
子
が
人
民
の
幸
福
の
追
求
し
た
こ
と
を
評
価
し
、
さ
ら
に
、
当 

時
の
北
宋
の
政
治
家
、
王
安
石
に
つ
い
て
も
「
人
民
意
識
の
代
表
」
と
位
置
付 

け
た
。
ま
た
王
安
石
の
『
明
妃
曲
』
の
「
人
生
失
意
無
南
北
」
に
着
眼
し
、 

 

“
人
生
失
意
无
南
北
”
，
是
托
为
家
人
慰
勉
之
辞
，
固
不
用
说
，
然
王
昭
君
的 

家
人
是
秭
归
的
老
百
姓
，
这
句
话
倒
可
以
说
是
表
示
透
了
老
百
姓
对
于
统 

治
阶
级
蹂
，
躏
女
性
，
蹂
躏
人
民
，
实
在
是
无
分
东
西
南
北
的
。
这
儿
正 

可
以
看
出
王
安
石
对
于
民
间
心
理
了
解
程
度
，
也
可
以
说
就
是
王
安
石
的 

精
神
，
同
情
人
民
而
摧
除
兼
并
者
的
精
神
。 

(
大
意)

“
人
生
の
失
意
に
南
北
は
な
い
”
、
家
族
の
た
め
に
慰
め
励
ま
す
辞
に
託

け
て
い
て
、
も
と
よ
り
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
王
昭
君
の
家
族
は
秭

帰
県
の
百
姓
で
、
こ
の
話
が
却
っ
て
支
配
階
級
の
百
姓
、
女
性
、
人
民
へ

の
蹂
躪
を
鮮
明
に
し
て
、
実
際
に
は
東
西
南
北
に
分
け
る
こ
と
が
な
い
。

こ
こ
は
王
安
石
が
民
間
の
心
理
に
つ
い
て
あ
る
程
度
を
理
解
し
て
い
る
こ

図 ４ 

図 ５ 
図 ６ 
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と
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
、
王
安
石
の
精
神
だ
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
て
、

人
民
に
同
情
し
て
、
破
壊
、
併
合
者
の
精
神
を
排
除
し
て
い
る
。 

「
人
生
の
失
意
に
南
北
な
し
」
と
は
こ
れ
に
託
し
て
家
人
を
慰
め
励
ま
す 

辞
で
あ
る
の
は
、
も
と
よ
り
言
う
ま
で
も
な
い
。
だ
が
王
昭
君
の
家
人
は 

秭
帰
県
の
老
百
姓
（
一
般
庶
民
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
言
葉
は
実
は
支
配
階 

級
が
女
性
や
人
民
を
蹂
躙
し
て
お
り
、（
自
分
た
ち
）
庶
民
は
実
際
に
は
十 

分
に
東
西
南
北
（
住
所
不
定
の
流
浪
の
民
）
だ
と
い
う
庶
民
の
【
看
法
（
見 

方
、
考
え
方
）
を
示
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
こ
こ
か
ら
、
ま
さ
に
王 

安
石
の
民
衆
心
理
に
対
す
る
理
解
の
程
度
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た 

王
安
石
の
精
神
は
人
民
に
同
情
し
、
兼
併
者
（
土
地
を
収
奪
し
て
併
合
し
、 

大
地
主
に
な
っ
て
い
く
者
）
を
斥
け
る
と
い
う
精
神
だ
と
い
う
こ
と
も
で 

き
る
。 

 

と
述
べ
10
、
儒
教
の
継
承
者
と
し
て
の
王
安
石
を
論
じ
て
い
る
。 

図
７
は
そ
の
よ
う
な
人
民
の
儒
者
、
王
安
石
の
詩
「
長
千
寺
」
を
書
し
た
も

の
で
あ
る
。 

  

７ 図 

  

（
本
文
）
梵
館
清
閑
側
布
金
、
小
塘
回
曲
翠
文
深
。 

柳
條
不
動
千
絲
直
、
荷
葉

相
依
萬
蓋
陰
。
漠
漠
岑
雲
相
上
下
、
翩
翩
沙
鳥
自
浮
沈
。
羈
人
楽
此
忘

歸
思
，
忍
向
西
風
學
越
吟
。 

大
意
は
、
旅
人
が
帰
郷
を
忘
れ
、
そ
の
地
の
風
習
を
な
ら
う
内
容
だ
が
、
そ 

の
書
風
は
、
白
話
体
を
ベ
ー
ス
に
し
た
、
人
民
儒
者
た
る
王
安
石
像
が
見
事
に

反
映
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

Ｅ 

抗
日
戦
線
に
於
け
る
経
世
致
用
「
第
一
期
郭
体
」
の
誕
生 

 

所
謂
「
郭
体
」
と
い
う
書
風
を
如
何
に
定
義
し
、
そ
れ
が
如
何
に
形
成
さ
れ
、

円
熟
し
た
か
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
未
だ
本
格
的
に
着
手
さ
れ
て
い
な
い
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

「
郭
沫
若
書
風
」「
郭
体
」
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
、
既
に
い
く

つ
か
記
さ
れ
て
お
り
、
些
か
重
複
す
る
が
主
だ
っ
た
も
の
を
列
記
す
る
と
、 

彭
玉
斌
「
试
论
郭
沫
若
书
法
与
文
学
作
品
的
美
学
特
征
」
郭
沫
若
学
刊
二
〇
〇

一
年
第
二
期(

总
第
五
六
期)

 

刘
奎
荣
「
大
力
推
广
“
郭
体
”
字
型 

弘
扬
郭
沫
若
书
法
艺
术
」
郭
沫
若
学
刊
二

〇
〇
五
年
第
三
期(

总
第
七
三
期)

 

吴
胜
景 

「
关
于
“
郭
体
”“
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
”
的
用
笔
特
征
驳
议
」
郭
沫

若
学
刊
二
〇
一
五
年
第
一
期(

总
第
一
一
一
期)

 

が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

概
要
を
述
べ
る
と
、
二
〇
〇
一
年
の
段
階
に
於
い
て
は
、
郭
沫
若
の
書
風
は
、

「
郭
体
」
と
い
う
タ
ー
ム
で
は
な
く
、
そ
の
書
風
を
総
じ
て
美
的
要
素
が
詳
し

く
定
義
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年
に
は
、「
郭
体
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
、
そ
の

歴
史
に
つ
い
て
も
若
干
の
言
及
が
見
ら
れ
る
。 

 
 

さ
ら
に
二
〇
一
五
年
に
は
そ
の
「
郭
体
」
と
い
う
定
義
へ
の
反
駁
が
見
ら
れ
、

そ
の
書
風
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
五
〇
年
代
後
期
か
ら
だ
と
す
る
新

た
な
定
義
に
よ
る
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。 

 

で
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
一
般
的
な
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
印
象
論
的
「
郭
体
」

と
は
、
い
か
な
る
書
風
＝
書
法
様
式
な
の
か
、
見
て
い
く
と
、
彭
玉
斌
氏
は
、

そ
の
書
風
に
つ
い
て
、 

郭
沫
若
的
书
法
，
以
“
颜
体
”
为
基
础
，
继
续
了
其
大
气
磅
礴
的
气
势
，

但
又
不
落
窠
臼
，
自
成
一
体
，
犹
如
天
马
行
空
，
不
失
独
来
独
往
的
气
概
。 

と
述
べ
、
ま
た
刘
奎
荣
氏
は
、 

 

 
 

郭
沫
若
以
“
回
锋
转
向
，
逆
入
平
出
”
为
学
书
执
笔
八
字
要
诀
。
其
书
体
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既
重
师
承
，
又
多
创
新
，
被
世
人
称
为
“
郭
体
”
，
在
其
书
法
里
头
，
充

分
表
现
出
大
学
者
，
大
文
豪
风
范
。
书
法
作
品
笔
力
爽
劲
洒
脱
。 

(
大
意)

郭
沫
若
は
、「
回
鋒
転
向 

逆
入
平
出
」
…
書
作
品
の
筆
力
は
爽
や
か

で
つ
よ
く
、
俗
気
な
く
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
。 

 と
述
べ
、
特
に
六
〇
年
年
代
の
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
上
で
、
一
九
六
四

年
の
「
自
力
更
生
，
奋
发
图
强
」
の
書
に
つ
い
て
、 

  
 

 

真
是
老
辣
苍
劲
，
骨
力
雄
健
，
气
势
磅
礴
，
可
谓
世
所
难
求
的
“
郭
体
”

艺
术
巨
作
，
足
显
一
代
文
豪
贯
笔
端
，
形
神
皆
备
的
非
凡
功
力
。 

(

大
意)

本
当
に
老
練
で
枯
れ
た
味
が
あ
っ
て
力
強
く
、
気
骨
の
力
が
雄
々
し

く
健
や
か
、
気
力
が
み
な
ぎ
っ
て
い
て
、
世
に
求
め
難
い
“
郭
体
”
芸

術
の
大
作
と
言
え
、
十
分
に
一
代
の
文
豪
た
る
を
さ
ま
が
筆
先
を
貫
き
、

外
見
と
中
身
の
全
て
に
非
凡
な
技
と
力
を
具
え
て
い
る
。 

 と
し
、
評
価
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
郭
体
」
と
は
、
一
つ
に
「
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
」
、

つ
ま
り
「
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠

心
展
開
の
こ
と
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
「
雄
大
な
気
勢
」
が
加

わ
れ
ば
、
定
義
を
為
し
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

こ
の
特
徴
、
そ
の
生
成
過
程
を
考
え
る
と
、
ま
ず
、
蔵
鋒
的
要
素
は
、
一
九

三
〇
年
代
に
も
既
に
確
認
で
き
、
遠
心
展
開
は
、
前
章
で
見
た
白
話
様
式
の
文

語
へ
の
流
入
期
、
民
国
期
の
日
中
戦
争
以
後
に
定
着
し
、
そ
こ
に
独
特
の
激
し

い
気
勢
が
加
わ
り
始
め
る
の
は
、
図
８
の
一
九
四
一
年
六
月
に
書
さ
れ
た
「
自

作
詩
」
に
そ
の
端
緒
が
認
め
ら
れ
る
。 

そ
の
詩
の
内
容
を
見
る
と
、 

 

 

 
 

 

百
萬
雄
兵
一
巻
詩 

指
揮
若
定
兩
死
之 

鞭
龍
急
起
興
霖
雨 

天
下
蒼

生
望
有
為 

 
 

 

民
紀
卅
年
六
月
録
近
作
以
應
忍
安
先
生
屬 

郭
沫
若 

(

大
意)

百
万
の
勇
敢
な
兵
士
と
一
巻
の
詩
。 

指
揮
官
は
と
も
に
死
ぬ
覚
悟

だ
。
龍
を
鞭
打
て
ば
急
に
雨
が
降
り
注
ぎ
、
天
下
の
万
民
に
望
み
が
あ

る
。 

 と
あ
り
、
一
九
四
一
年
六
月
に
書
さ
れ
た
「
自
作
詩
」
を
見
る
と
、
日
中
戦
争

に
於
い
て
中
国
人
兵
士
、
民
衆
を
鼓
舞
す
る
内
容
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
抗
日

戦
争
期
に
於
け
る
、
中
華
民
族
意
識
の
覚
醒
、
そ
の
白
話
体
が
文
語
体
に
流
入

し
た
書
風
、
白
話
と
文
語
の
融
合
が
一
つ
目
の
「
第
一
期
郭
体
」
と
定
義
で
き

よ
う
。 

 

つ
ま
り
、
五
四
運
動
以
降
の
、
白
話
と
文
語
の
在
り
方
を
巡
る
議
論
、
所
謂

「
文
白
の
争
い
」
と
い
う
葛
藤
は
、
当
時
の
知
識
人
が
共
有
し
て
い
た
問
題
で

あ
り
、
無
論
、
郭
沫
若
も
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
。 

郭
沫
若
は
一
九
三
〇
年
一
月
「
文
学
革
命
之
回
顾
」
の
中
で
、 

  
 

 

封
建
时
代
的
白
话
是
不
适
宜
于
我
们
使
用
的
，
已
成
的
白
话
大
多
是
封

建
时
代
的
孑
遗
。
时
代
不
断
的
在
创
造
它
的
文
言
，
时
代
也
不
断
的
在

创
造
它
的
白
话
，
而
两
者
也
不
断
的
在
融
洽
，
文
学
家
便
是
促
进
这
种

融
洽
的
触
媒
。
所
以
要
认
识
文
学
革
命
的
人
第
一
须
打
破
白
话
文
与
文

言
文
的
观
念
。 

（
大
意
）
封
建
時
代
の
白
話
は
我
々
の
使
用
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
す

図 8 
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で
に
白
話
の
大
抵
が
封
建
時
代
の
残
存
で
あ
る
。
時
代
の
不
断
の
文
語

と
の
創
造
は
、
両
者
を
不
断
に
融
合
し
、
文
学
者
は
そ
の
融
合
の
媒
介

を
促
進
し
て
き
た
。
よ
っ
て
文
学
革
命
者
は
第
一
に
白
話
と
文
語
の
観

念
の
打
破
に
あ
る
と
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 と
述
べ
、
そ
の
融
合
を
文
学
革
命
を
担
う
も
の
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
一
つ
目
の
決
着
が
、
書
の
様
式
と
し
て
も
抗
日
戦
争
期
に
模
索
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

ま
た
「
郭
体
」
を
、
敢
え
て
「
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
」
と
い
う
語
で
定
義
し

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、「
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回

転
さ
せ
る
遠
心
展
開
」
の
下
文
「
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠
心
展
開
」
な
ら
ば
、

抗
日
戦
争
期
の
「
第
一
期
郭
体
」
と
し
て
も
定
義
で
き
る
。 

Ｆ 

新
し
い
書
風
と
音
韻
意
識 

 

郭
沫
若
の
書
風
が
、
ほ
ぼ
日
中
戦
争
を
境
に
し
て
、
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と

を
前
章
ま
で
見
て
き
た
が
、
彼
の
古
詩
に
於
け
る
音
韻
の
意
識
は
ど
の
よ
う
な

様
相
を
呈
し
て
い
た
か
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。 

郭
沫
若
の
古
詩
に
つ
い
て
は
、
王
继
权
・
姚
国
华
・
徐
培
均
编
注
『
郭
沫
若

旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
上
・
下(

一
九
八
四
年 

黑
龙
江
人
民
出
版
社
出
版)

に

於
い
て
、
ほ
ぼ
網
羅
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
も
抗
日
戦
線
期
の
彼
の
古
詩
、

中
で
も
そ
の
書
が
残
っ
て
い
る
も
の
を
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。 

ま
ず
図
９
の 

 
(

●
仄
声 

◯
平
声 

×
押
韻)

 
 

● 

○ 

●
× 

 

○ 

● 

○
× 

 

○ 

● 

○ 
 

 
 

旋
轉
乾
坤
又
一
年 

衝
濤
破
浪
似
行
船 

蒙
荘
猶
自
齊
生
死 

● 

○ 

●
× 

善
牧
羊
群
重
後
鞭 

 
 

 

廿
九(

1
9
4
0
)

年
歳
暮 

書
懐 

郭
沫
若 

 

は
書
風
自
体
は
、
在
日
時
の
伝
統
書
風
で
あ
り
、
平
仄
音
韻
と
も
遵
守
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

そ
し
て
翌
年
の
口
語
体
が
文
語
へ
と
合
流
し
た
図
１
０
の
書
風
の
書
は
、 

● 

○ 
 

 

○ 

●
× 

 

○ 

○ 
 

 

● 

○
× 

 
 

銀
燭
漸
焼
殘 

幽
光
明
欲
滅 

開
門
見
天
星 

含
笑
悄
相
悦 

● 

○ 
 

 

○ 

● 
 

 

〇 

● 
 
 
 
 

● 

○ 
 

耳
塞
了
無
聞 

得
非
萬
籟
寂 

涼
風
侵
客
肌 

應
有
秋
蟲
泣 

 
 

 
 

叔
諒
先
生
属 

卅
年(

1
9
4
1
)

二
月
録
舊
作 

郭
沫
若 

      

 

と
あ
り
、
ま
た
同
年
の
作
、 

● 

○ 

●
× 

 

○ 

● 

●
× 

 

○ 

● 

○ 
 

 
 

百
萬
雄
兵
一
巻
詩 

指
揮
若
定
兩
死
之 

鞭
龍
急
起
興
霖
雨 

 
● 
〇 

●
☓ 

天
下
蒼
生
望
有
為 

 
 

 

民
紀
卅
年
六
月
録
近
作
以
應
忍
安
先
生
屬 

郭
沫
若 

図 9 

図 10 
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も
些
少
、
平
仄
が
乱
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
一
九
四
二
年
の 

○ 

● 

○
× 

 

● 

○ 

●
× 

 

● 

○ 

● 
 

 
 

江
邊
微
石
劇
堪
憐 

受
盡
磋
磨
不
計
年 

寧
静
無
心
随
濁
浪 

○ 
● 

○
× 

 

〇 
 

● 

○ 
 

 

● 

○ 

●
× 

 

飄
浮
底
事
問
行
船 

内
充
真
體
圓
融
甚 

外
發
英
華
色
澤
宣 

 

● 

○ 
● 

 
 

○ 

● 

○
× 

出
水
便
嫌
遺
潤
朗 
可
知
籠
竹
亦
宜
烟 

志
斌
先
生
雅
屬 
卅
一
年 

春
日 

郭
沫
若 

は
、
遵
守
さ
れ
、
翌
年
の 

○ 

● 
 

 

● 

○ 
 

 

● 

● 
 

 

● 

○ 

躊
蹰
営
四
海 

倚
馬
可
千
言 
風
霜
時
凜
烈 

肝
膽
仍
純
温 

 
 

一
九
四
三
年
十
月
一
日
、
文
化
工
作
委
員
會
成
立
三
周
年
紀
念
。
書
贈
嘯

冲
同
志 

郭
沫
若 

は
、
乱
れ
て
お
り
、
当
時
古
音
の
平
仄
へ
の
意
識
が
甘
く
な
っ
て
い
た
と
い
る

だ
ろ
う
。 

し
か
し
当
時
の
書
風
を
象
徴
す
る
一
九
四
二
年
の
作
品
の
図
１
１
の
書
は
、 

● 

○ 

●
× 

 

○ 

● 

○
× 
 

○ 

● 
○ 

 
 

 
 

曠
代
庸
人
數
此
王 

糊
涂
一
再
太
荒
唐 

招
魂
無
計
成
哀
郢 

● 

〇 

●
× 

坐
令
秦
人
混
八
方 

民
紀
卅
一
年
四
月
自
三
日
至
十
七
日
《
屈
原
》
演
出
於
陪
都 

而
已
兄
飾
楚
懐

王 

書
此
奉
贈
以
為
紀
念 

郭
沫
若 

〇 

● 

○
× 
 

● 

○ 

●
× 

 

● 

○ 

● 
 

 
 

深
諳
藝
術
即
良
心 

況
與
詩
詞
協
瑟
琴 

舞
罷
九
歌
成
釣
者 

○ 

● 

○
× 

酔
人
満
目
一
知
音 

 
 

民
紀
卅
一
年
四
月
自
三
日
至
十
七
日
《
屈
原
》
演
出
於
陪
都 

逸
生
兄
飾

《
九
歌
》
舞
中
之
河
伯
兼
釣
者 

書
此
贈
之 

郭
沫
若 

と
あ
り
、
厳
密
に
順
守
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
入
声
の
扱
い
で
あ
る
。 

 

少
し
く
当
時
の
中
国
で
の
言
語
事
情
を
振
り
返
る
と
、
一
九
二
〇
年
一
月
、

中
華
民
国
政
府
教
育
部
は
、
各
省
に
訓
令
を
発
し
、
同
年
の
秋
か
ら
国
民
学
校

一
・
二
年
の
「
国
文
」(

文
語
体)

を
「
語
体
文
」(

白
話
体)

に
変
更
す
る
よ
う

指
示
し
た
。
そ
の
後
、
文
語
文
と
白
話
文
の
対
立
は
続
き
、
所
謂
「
文
白
之
争
」

は
一
九
四
〇
年
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
11
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入

り
注
音
字
母
か
ら
入
声
が
消
え
、
『
国
音
字
典
』
が
改
修
し
出
版
さ
れ
る
こ
ろ
、

大
衆
語
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
12
。
こ
の
入
声
と
は
、
日
本
語
の
旧
仮
名
使
い

で
、「
フ
・
チ
・
ツ
・
ク
・
キ
」
で
終
わ
る
漢
字
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て

仄
声
と
な
る
。 

つ
ま
り
図
１
１
の
作
品
中
に
あ
る
「
八
」「
術
」「
瑟
」「
目
」
な
ど
は
入
声
で

あ
り
、
郭
沫
若
の
音
韻
意
識
は
、
抗
日
期
の
新
書
風
形
成
時
に
も
、
厳
格
に
伝

統
を
保
守
し
た
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
当
時
に
於
い
て
、
郭
沫
若
の
口
語
書
風
の
文
語
体
へ
の
流
入
期
に
あ

っ
て
、
些
か
音
韻
意
識
が
ア
バ
ウ
ト
に
な
る
も
の
の
、「
入
声
」
な
ど
の
古
音
と

伝
統
、
平
仄
の
意
識
は
、
基
本
的
に
守
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

図 11  
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六 

民
国
期
と
人
民
共
和
国
期
と
款
記
等
の
変
遷
と
意
味
合
い 

 

民
国
期
後
期
か
ら
、
郭
沫
若
は
文
語
体
に
於
い
て
も
白
話
書
体
を
基
底
に
し
、

そ
の
上
に
文
語
書
風
を
盛
り
込
ん
だ
重
層
的
な
様
式

ス
タ
イ
ル

を
多
用
し
た
。
さ
ら
に
共

和
国
期
に
な
る
と
、
そ
こ
に
気
勢
が
増
し
、
戦
闘
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る
。
共

和
国
期
の
研
究
は
別
章
に
譲
り
た
い
が
、
本
章
で
は
款
記
に
於
け
る
歴
の
使
用

に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
を
考
え
た
い
。
郭
沫
若
は
基
本
的
に
は
、
人
民
共
和
国

成
立
の
一
九
四
九
年
辺
り
か
ら
民
国
歴
で
は
な
く
、
西
暦
を
使
う
よ
う
に
な
る

が
、
そ
れ
以
前
は
通
常
、
民
国
歴
で
あ
る
。 

そ
の
例
外
が
図
１
２
の
作
品
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
一
九
四
三
年
、
つ
ま

り
民
国
三
二
年
の
段
階
で
、
郭
沫
若
は
西
暦
を
使
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

          

 

こ
の
書
は
、
文
化
工
作
委
員
会
成
立
三
周
年
記
念
と
し
て
書
か
れ
、
第
一
組 

(

国
際
問
題
研
究)

の
組
長
の
一
人
、 

石
嘯
冲(

社
会
学
者)

に
書
か
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。 

そ
も
そ
も
こ
の
文
化
工
作
委
員
会
、
通
称
「
文
工
会
」
は
、
一
九
三
八
年
四

月
一
日 

、
湖
北
省
武
漢
に
お
い
て
成
立
し
た
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治
部
第

三
庁
を
そ
の
前
身
と
し
て
誕
生
し
た
。
第
三
庁
の
下
に
は
、
一
般
宣
伝
、
芸
術

宣
伝
、
対
敵
・
国
際
宣
伝
を
担
当
す
る
第
五
、
六
、
七
の
三
処
が
置
か
れ
、
さ

ら
に
各
処
を
三
科
に
分
け
、
第
五
処
は
文
字
宣
伝
、
口
頭
宣
伝
、
印
刷
発
行
を
、

第
六
処
は
演
劇
、
音
楽
、
映
画
製
作
、
美
術
宣
伝
を
、
第
七
処
は
企
画
、
日
文

翻
訳
、 

国
際
宣
伝
、
対
敵
工
作
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。
郭
沫
若
の
回
想
に
よ

れ
ば
、
第
三
庁
の
メ
ン
バ
ー
は
名
簿
上
で
三
〇
〇
名 

、
児
童
劇
団
等
の
付
属
組

織
を
加
え
る
と
二
〇
〇
〇
名
以
上
に
達
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
非
国
民
党
勢

力
排
除
の
た
め
改
組
が
行
わ
れ
も
し
た
が
、
周
恩
来
、
郭
沫
若
主
導
で
、
再
び

新
組
織
は
、「
文
化
工
作
委
員
会
」
と
名
付
け
ら
れ
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
日

に
発
足
す
る
。
そ
の
主
任
が
郭
沫
若
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
無
党
派
、
国

民
党
左
派
人
士
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
、
一
貫
し
て
リ
ベ
ラ
ル
の
立
場
を
保
持
し

て
い
た
が
、
一
九
四
四
年
以
降
、
共
産
党
に
急
速
に
傾
斜
し
て
い
く
。
つ
ま
り

元
来
そ
の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
た
組
織
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う 

13
。
こ

の
書
に
は
、 

 

躊
蹰
営
四
海 

倚
馬
可
千
言 

風
霜
時
凜
烈 

肝
膽
仍
純
温 

 
 

 
 

一
九
四
三
年
十
月
一
日
、
文
化
工
作
委
員
會
成
立
三
周
年
紀
念
。
書

贈
嘯
冲
同
志 

郭
沫
若 

(

大
意)

痛
心
で
天
下
を
営
み
、
卓
絶
し
た
文
才
で
千
言
を
の
た
ま
う
。
風

当
り
は
厳
し
い
が
、
肝
は
純
温
で
あ
る
。 

 

と
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
肝
胆
と
は
、
そ
の
西
暦
を
使
用
す
る
こ
と
か
ら
も
左
傾

的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
と
言
え
、
郭
沫
若
も
少
な
く
と
も
当
時
、
そ
の
よ
う

な
意
思
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

七 

小
結 

本
稿
で
は
、
従
来
希
薄
だ
っ
た
、
「
書
法
」
と
「
文
学
」
、
ま
た
「
歴
史
的
背

景
」
と
の
関
連
を
探
る
べ
く
、
一
九
三
七(

昭
和
一
二
年)

、
日
中
全
面
戦
争
開

始
前
後
か
ら
、
郭
沫
若
帰
国
後
の
抗
日
宣
伝
活
動
に
伴
う
書
風
の
変
遷
を
中
心

に
垣
間
見
た
。 

図 12 
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特
に
郭
沫
若
の
白
話
書
体
か
ら
文
語
へ
の
流
入
、
小
筆
書
風
が
、
書
作
品
へ

と
流
入
す
る
経
緯
を
一
覧
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。 

「
白
話
」
は
口
語
（
話
し
言
葉
）
を
基
礎
に
し
た
文
章
語
で 

郭
沫
若
ら
の
使
っ

た
白
話
が
、
現
代
中
国
語
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
書
の
ス
タ
イ
ル
は
、 

概
ね
草
書
、
伝
統
書
法
的
要
素
の
少
な
い
実
用
重
視
、
謂
わ
ば
丸
み
の
あ
る
癖

字
が
多
い
。 

 

こ
の
現
象
は
、
啓
功
ら
伝
統
派
書
家
が
、
白
話
と
文
語
を
峻
別
し
、
文
語
の

書
法
風
格
論
に
終
始
す
る
か
、
或
い
は
逆
に
白
話
に
伝
統
書
法
を
持
ち
込
も
う

と
す
る
志
向
と
見
事
に
対
照
し
て
い
る
。 

書
風
の
変
遷
は
、
無
意
識
の
判
断
で
あ
っ
た
の
か
、
自
覚
的
な
書
に
於
け
る

抗
日
文
芸
運
動
、
書
の
民
族
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
の
一
端
だ
っ
た
の
か
、
未
だ
即

断
は
で
き
な
い
が
、
明
ら
か
に
中
国
史
「
洋
務
」
「
変
法
」
「
革
命
」
の
時
代
変

遷
の
中
で
、
書
字
文
化
の
中
で
も
が
い
た
「
革
命
」
の
書
の
一
例
で
あ
っ
た
こ

と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
郭
沫
若
の
「
郭
体(

第
一
期)

」
の
書
は
、
伝
統
と
白
話
体
の
併
存
か

ら
統
合
へ
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
変
貌
し
た
も
の
で
あ
り
、

特
に
白
話
に
於
け
る
「
草
書
」
の
使
用
法
は
、
文
語
の
「
回
锋
转
向
」
と
同
義

で
あ
り
、
彼
の
書
き
癖
だ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

 

総
じ
て
日
中
戦
争
後
の
郭
沫
若
書
風
は
、
戦
争
の
文
学
、
そ
の
書
の
反
映
だ

っ
た
と
も
言
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。 

 

ま
た
、
因
み
に
逆
に
白
話
を
文
語
で
書
く
一
派(

文
語
派)

、
所
謂
、
書
法
風

格
史
を
基
軸
と
す
る
伝
統
書
法
家
と
し
て
、
そ
の
「
写
字
」
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
の

在
り
方
が
、
共
産
党
書
法(

口
語
・
癖
書
派)

と
守
旧
、
文
語
派
書
法(

王
羲
之
風
・

顔
真
卿
風
等)

と
の
分
水
嶺
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
こ
の
両
軸
の
交
差
、
変
遷

に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て
詳
論
し
た
い
。 

 

さ
て
つ
ま
り
は
、「
書
」「
文
学
」「
思
想
」「
言
語(

音
韻
等)

」
、
す
べ
て
相
互

に
関
連
し
合
い
、
歴
史
の
中
で
姿
を
変
え
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

更
に
総
括
す
れ
ば
、
市
川
在
住
時
代
の
書
は
、
所
謂
個
人
的
な
「
文
人
趣
味(

文

語
派)

」
の
書
の
範
疇
を
出
て
い
な
い
が
、
抗
日
期
の
書
は
、
そ
の
政
治
的
プ
ロ

パ
ガ
ン
ダ
、
換
言
す
れ
ば
「
経
世
致
用
」
の
書
と
な
り
、
そ
れ
が
所
謂
「
郭
体
」

の
誕
生
で
あ
り
本
質
と
定
義
で
き
る
で
あ
ろ
う
。 

 

ま
た
こ
こ
で
の
「
郭
体
」
は
、
敢
え
て
言
え
ば
第
一
期
の
も
の
で
あ
り
、
第

二
次
国
共
内
戦
か
ら
共
和
国
成
立
に
於
け
る
変
化
、
共
和
国
成
立
後
の
変
遷
、

つ
ま
り
「
第
二
期
」
郭
体
以
後
の
研
究
は
次
章
以
後
で
整
理
し
た
い
。 
                                        

          

 

１ 

石
川
九
楊
『
筆
蝕
の
構
造
ー
書
く
こ
と
の
現
象
学
』(

二
〇
〇
三
年 

ち
く
ま

学
芸
文
庫) 

２ 

孙
敦
秀
编
著
『
中
国
硬
笔
书
法
简
史
』(

二
〇
一
一
年 

 

国
防
大
学
出
版
社)

 

３ 

馬
場
美
幸
「
筆
記
具
の
変
化
か
ら
考
え
る
大
正
期
「
書
キ
方
」
教
育
」(

『
横

浜
国
大
国
語
研
究
』
二
〇
号 

二
〇
〇
四
年 

横
浜
国
立
大
学) 

４ 

岩
佐
昌
暲
「
日
本
に
お
け
る
郭
沫
若
『
女
神
』
の
研
究
」(

『
海
外
事
情
研
究
』

三
九(

二)

二
〇
一
二
年 

熊
本
学
園
大
学
付
属
海
外
事
情
研
究
所)

 

５ 

徐
立
昕 

宣
海
生
「
郭
沫
若
行
草
书
平
议
」(

郭
沫
若
学
刊 

二
〇
一
五
年

第
二
期(

总
第
一
一
二
期)

 

６ 

武
継
平
「
郭
沫
若
の
初
期
文
学
論
考
」(

『
比
較
社
会
文
化
研
究
』
第
五
号 

一

九
九
九
年 

九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会
文
化
研
究
科)

、
に
於
い
て
は
、
郭

沫
若
は
既
に
高
等
学
校
時
代
か
ら
、
そ
の
文
学
に
民
族
主
義
的
性
格
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
論
証
さ
れ
て
い
る
。 

７ 

『
日
中
友
好
の
架
け
橋 

郭
沫
若
』(

二
〇
〇
九
年 

岡
山
県
立
美
術
館) 

８ 

邹
铁
夫
「
上
世
纪
三
十
年
代
到
五
十
年
代
的
文
白
之
争
」(

『
剑
南
文
学
』

上
半
月 

二
〇
一
五
年
第
一
期 

四
川
省
绵
阳
市
文
联) 

９  

郭
沫
若
『
十
批
判
书
』
〈
孔
墨
的
批
判
〉(

一
九
五
六
年
一
〇
月 

科
学
出

版
社)

 

10 

『
评
论
报
』 

(

一
九
四
六
年
第
八
期 

)

『
郭
沫
若
古
典
文
学
论
文
集 

』(

一

九
八
五
年 

上
海
古
籍
出
版
社)

 
11 
班
婷
「
中
華
民
国
初
期
に
お
け
る
国
文
科
教
育
関
係
者
の
国
語
教
育
意
識
―

教
育
関
係
雑
誌
を
素
材
に
」(

『
広
島
大
学
大
学
院
教
育
研
究
科
紀
要
』
第

三
部
第
六
四
号 

二
〇
一
五
年 

広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科)
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12 

上
野
倫
代
「
民
国
期
の
「
国
語
」
問
題
に
つ
い
て
の
一
考
察
ー
雑
誌
『
国
語

週
刊
』
の
位
置
付
け
」(

『
一
橋
研
究
』
第
三
一
巻
一
号 

二
〇
〇
六
年 

一

橋
研
究
編
集
委
員
会)

 

13  

小
林
文
男
・
柴
田
巌
「
日
中
戦
争
期･

中
国｢

抗
戦
文
化｣

の
研
究 

 

文
化
工

作
員
会
の
組
織
と
活
動
を
中
心
に
」(

『
広
島
平
和
科
学
』
第
一
九
巻 

一

九
九
六
年 
広
島
大
学
平
和
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー)
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第
十
章 

抗
日
戦
に
向
け
て
の
政
治
活
動
と
行
書
・
贈 

《
屈
原
》
表
演
者
二
首
を
巡
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一 

郭
沫
若
の
社
会
主
義
構
想 

そ
も
そ
も
郭
沫
若
は
、
多
く
の
他
の
共
産
党
人
士
同
様
に
、
日
本
に
お
い

て
共
産
主
義
に
覚
醒
し
て
い
る
。
九
州
帝
国
大
学
時
代
、
医
学
部
に
在
籍
し

て
い
た
郭
沫
若
は
、
唯
物
論
的
な
医
療
科
学
に
啓
発
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
く
、
卒
業
の
翌
年
一
九
二
四
年
に
は
、
経
済
学
者
、
河
上
肇

の
著
書
『
社
会
組
織
と
社
会
革
命
』
を
福
岡
で
翻
訳
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

彼
の
眼
は
そ
れ
ま
で
の
純
文
学
の
創
作
か
ら
社
会
変
革
の
実
践
に
向
か
い
、

郭
沫
若
を
は
じ
め
創
造
社
の
メ
ン
バ
ー
は
、
北
洋
軍
閥
を
打
倒
す
る
第
一
次

国
内
革
命
戦
争
に
身
を
投
じ
る
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
一
九
二
七
年
春
、
郭
沫
若
は
工
農
労
働
者
と
農
民
革
命
を
圧
殺
し

よ
う
と
し
た
蒋
介
石
の
行
動
を
暴
露
す
る
文
章
を
発
表
、
国
民
党
か
ら
逮
捕

状
が
出
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
宋
慶
齢
ら
七
人
と
中
国
国
民
党
革
命
委
員
会
主

席
団
を
結
成
し
、
八
月
一
日
の
南
昌
蜂
起
に
参
加
し
た
が
、
失
敗
。
そ
の
後

の
革
命
退
潮
期
に
、
中
国
共
産
党
に
入
党
し
た
。 

一
九
二
八
年
、
郭
沫
若
は
日
本
に
亡
命
し
た
が
、
そ
の
行
動
は
日
本
の
警

視
庁
の
監
視
下
の
も
と
、
学
問
に
よ
っ
て
マ
ル
ク
ス
主
義
歴
史
学
を
先
章
で

少
し
く
垣
間
見
た
よ
う
に
樹
立
、
そ
の
始
祖
と
な
る
。 

一
方
で
日
本
の
作
家
、
学
者
と
も
友
人
と
な
り
、
中
国
左
翼
作
家
聯
盟
の

活
動
を
支
持
し
、
創
作
と
翻
訳
に
於
い
て
成
果
を
残
し
た
。 

 二 

日
本
で
の
共
産
党
系
人
士
と
の
連
携
と
そ
の
活
動 

 

 

郭
沫
若
は
一
九
二
八
年
二
月
か
ら
三
七
年
七
月
ま
で
の
お
よ
そ
十
年
間
、

日
本
に
亡
命
し
て
い
た
。
当
時
を
知
る
資
料
に
「
跨
着
东
海
」
「
我
是
中
国

人
」
「
由
日
本
回
来
了
」
な
ど
の
記
述
、
更
に
『
郭
沫
若
年
譜
』
及
び
最
近

の
論
文
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

そ
の
自
伝
に
拠
れ
ば
、
警
察
と
憲
兵
の
二
重
監
視
を
述
べ
て
い
る
も
の
の
、

武
継
平
氏
の
研
究
に
拠
れ
ば1

、
郭
沫
若
は
左
翼
社
会
活
動
家
、
田
中
忠
夫

と
中
国
人
篆
刻
家
、
銭
崖
を
中
心
と
す
る
「
日
支
人
民
戦
線
派
諜
報
網
」
、

そ
の
「
日
支
人
民
戦
線
派
」
の
一
人
で
あ
っ
た
が
、
中
心
的
な
人
物
で
は
な

く
、
そ
の
反
戦
諜
報
活
動
に
関
わ
っ
た
可
能
性
は
少
な
い
。
つ
ま
り
郭
沫
若

は
、
警
視
庁
に
「
共
産
主
義
者
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
も
の
の
、
思
想

検
察
部
門
最
高
責
任
者
、
平
田
勲
検
事
、
日
常
の
監
視
任
務
に
当
た
っ
て
い

た
市
川
警
察
署
の
庇
護
に
よ
り
、
実
際
は
「
要
視
察
」
で
あ
る
「
重
要
容
疑

者
」
に
は
認
定
さ
れ
ず
、
ご
く
一
般
的
な
「
要
注
意
外
国
人
」
と
し
て
「
保

護
性
監
視
」
を
十
年
間
受
け
て
い
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

ま
た
一
九
三
七
年
の
市
川
事
件
「
人
民
戦
線
派
諜
報
网
」
逮
捕
者
と
の
関

係
を
言
え
ば
、
銭
崖
、
藤
原
豊
次
郎
、
佐
野
袈
裟
美
が
郭
沫
若
日
本
脱
出
に

加
担
し
て
い
た
と
さ
れ
逮
捕
さ
れ
た
。
そ
の
他
、
郭
沫
若
と
関
係
し
た
主
要

日
本
人
を
挙
げ
る
と
、
後
に
抗
日
戦
期
、
「
抗
日
反
戦
同
盟
」
で
活
躍
す
る

鹿
地
亘
と
行
動
を
と
も
に
し
た
青
山
和
夫(

本
名
・
黒
田
善
次)

、
あ
と
佐
野

袈
裟
美
、
田
中
忠
夫
、
藤
原
豊
次
郎
、
岡
部
信
次
、
広
田
義
夫
、
野
見
晴
夫
、

今
関
寿
磨
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

ま
た
郭
の
脱
出
劇
に
資
金
的
援
助
を
行
う
の
は
、
南
京
国
民
政
府
の
窓
口

役
に
当
た
る
王
芃
生
で
あ
り
、
当
時
先
の
国
民
党
と
の
確
執
に
拠
っ
て
優
柔

不
断
で
も
あ
っ
た
郭
を
、
民
国
政
府
の
態
度
を
示
す
も
の
と
し
て
勇
気
付
け

て
い
る
。 

三 

日
本
文
化
人
と
の
交
流 

 
こ
こ
で
政
治
活
動
家
と
言
う
よ
り
も
、
郭
沫
若
と
文
化
面
で
交
流
が
あ
っ

た
主
だ
っ
た
日
本
人
も
一
瞥
し
て
お
き
た
い
。 

・ 

藤
枝
丈
夫
、
山
田
清
三
郎
ら
評
論
家
と
の
交
流
。 

・ 

作
家
の
藤
森
成
吉
と
学
者
石
田
幹
之
助
と
の
学
術
交
流
。 
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・ 

彫
刻
家
林
謙
三
と
の
交
流
。 

・ 

文
求
堂
の
田
中
慶
太
郎
と
の
交
流
。 

・ 
「
質
文
」
社
同
人
と
の
交
流
。 

・ 

一
九
三
四
年
に
翻
訳
さ
れ
た
「
日
本
短
編
小
説
集
」
に
は
、
芥
川
龍
之

介
、
志
賀
直
哉
、
藤
森
成
吉
、
横
光
利
一
ら
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

・ 

竹
内
好
、
武
田
泰
淳
、
松
枝
茂
夫
と
の
文
学
者
と
の
交
流
。 

・ 

尾
崎
行
雄
ら
と
の
反
戦
政
治
家
と
の
交
流
。 

・ 

西
園
寺
公
望
・
犬
養
毅
が
郭
沫
若
の
『
甲
骨
文
字
研
究
』
を
評
価
。 

・ 

林
泰
輔
、
中
村
不
折
、
中
島
蠔
ら
甲
骨
文
に
関
連
し
て
の
交
流
。 

・ 

内
藤
湖
南
ら
京
都
学
派
と
の
考
古
学
を
通
じ
て
の
交
流
。 

四 

国
民
党
左
派
と
周
恩
来
及
び
在
華
日
本
人
反
戦
同
盟 

 

さ
て
話
は
戻
る
が
、
郭
沫
若
は
、
帰
国
後
、
周
恩
来
の
指
揮
す
る
抗
日
戦

争
の
文
化
工
作
を
主
管
す
る
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
政
治
部
第
三
庁
に
入

っ
た
。
ま
た
鹿
地
亘
率
い
る
在
華
日
人
反
戦
同
盟
も
実
質
上
そ
の
傘
下
に
入

っ
て
い
る2

。 

 

つ
ま
り
、
郭
沫
若
は
左
翼
的
日
本
人
と
の
連
携
の
中
で
中
華
人
民
本
位
の
、

抗
日
文
化
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。 

 

そ
の
活
動
は
歴
史
劇
、
詩
歌
、
旧
詩
、
書
な
ど
が
、
有
機
的
な
関
係
の
中

で
展
開
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

五 

戯
曲
『
屈
原
』
に
つ
い
て 

戯
曲 

屈
原 

・ 

中
国
の
作
家
、
郭
沫
若
の
五
幕
戯
曲
。
一
九
四
二
年
作
。
戦
国
時
代
、

楚
の
高
官
で
あ
り
『
楚
辞
』
の
作
者
で
も
あ
っ
た
屈
原
を
主
人
公
と
し
、

斉
と
同
盟
し
て
秦
に
あ
た
れ
と
す
る
彼
の
策
が
、
秦
の
使
者
張
儀
の
権

謀
術
数
、
反
対
派
の
王
子
、
奸
臣
、
王
の
寵
姫
な
ど
の
陰
謀
に
よ
っ
て

懐
王
に
受
け
い
れ
ら
れ
ず
、
か
え
っ
て
追
放
、
投
獄
さ
れ
る
悲
劇
を
描

く
。
屈
原
の
愛
国
主
義
と
彼
を
陥
れ
る
陰
謀
と
の
対
照
に
、
抗
日
戦
中

の
国
民
党
に
よ
る
言
論
統
制
、
共
産
党
弾
圧
へ
の
批
判
を
込
め
た
作
品

と
さ
れ
て
い
る
。
四
二
年
、
重
慶
で
初
演
さ
れ
て
大
き
な
反
響
を
よ
ん

だ
。
日
本
で
も
五
三
年
（
昭
和
二
八
）
、
前
進
座
に
よ
り
初
演
。
以
後
同

座
お
よ
び
同
座
脱
退
後
の
河
原
崎
長
十
郎
に
よ
り
数
回
上
演
さ
れ
て
い

る
。
な
お
作
者
に
は
こ
れ
に
先
だ
ち
屈
原
論
に
「
離
騒
」
の
現
代
語
訳

を
付
し
た
『
屈
原
』（
一
九
三
五
）
が
あ
り
、
屈
原
に
対
す
る
早
く
か
ら

の
関
心
を
示
し
て
い
る
。 

・ 

『
須
田
禎
一
訳
『
屈
原
』
（
岩
波
文
庫
）
『
日
本
大
百
科
全
書
』
七

巻(

一
九
八
六
年 

小
学
館)

等
参
考
。 

六 

本
詩
の
訳
注
と
解
釈 

一
九
四
二
年
の
作
品
の
図
１
の
書
は
、
戯
曲
『
屈
原
』
を
演
じ
た
役
者
に

あ
て
た
漢
詩
で
あ
る
。
具
体
的
に
そ
の
訳
注
と
解
説
を
付
け
る
と
、 

 

曠
代
庸
人
數
此
王 

糊
涂
一
再
太
荒
唐 

招
魂
無
計
成
哀
郢 

坐

令
秦
人
混
八
方
民
紀
卅
一
年
四
月
自
三
日
至
十
七
日
《
屈
原
》
演
出

於
陪
都 

而
已
兄
飾
楚
懐
王
書
此
以
為
紀
念
奉
贈 

郭
沫
若 

（
大
意
）
世
に
稀
な
浅
薄
な
人
と
し
て
こ
の
懐
王
を
数
え
、
秦
の
使
者
、
張

儀
や
屈
原
の
献
策
に
反
対
派
の
王
子
、
奸
臣
、
王
の
寵
姫
な
ど
に
騙

さ
れ
て
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
で
、
し
ば
し
ば
出
鱈
目
で
あ
る
。
気
が
狂
っ

た
と
陥
れ
ら
れ
た
屈
原
の
魂
よ
せ(

も
し
く
は
懐
王
の
魂)

の
「
招
魂
」

も
、
計
ら
ず
も
国
家
へ
の
哀
憤
の
情
を
あ
ら
わ
す
「
哀
郢
」
と
な
っ

て
い
く
。
結
果
的
に
、
秦
に
よ
っ
て
全
土
が
征
服
さ
れ
て
し
ま
う
。

一
九
四
二
年
四
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
『
屈
原
』
を
重
慶
で
上
演

す
る
。
顧
而
已
が
楚
の
懐
王
を
演
じ
た
。
書
し
て
記
念
に
贈
る
。
郭

沫
若 

 

深
諳
藝
術
即
良
心 

況
與
詩
詞
協
瑟
琴 

舞
罷
九
歌
成
釣
者 

酔
人
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満
目
一
知
音
民
紀

卅
一
年
四
月
自
三

日 
 

至
十
七
日

《
屈
原
》
演
出
於
陪

都 

逸
生
兄
飾
《
九

歌
》
舞
中
之
河
伯
兼

釣
者 

書
此
贈
之

郭
沫
若 

 

（
大
意
）
芸
術
に
習

熟
す
る
の
は
、
良
心

に
よ
る
。
詩
詞
を
瑟

琴
で
奏
で
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な

い
。
屈
原
を
陥
れ
る 

 
 

た
め
の
九
歌
の
舞
を
や
め
て
釣
り
人
と
な
る
。
大
衆
は
皆
騙
さ
れ
酔

い
し
れ
る
が
、
そ
こ
に
一
人
の
分
か
っ
て
く
れ
る
友
人
が
い
る
。
一

九
四
二
年
四
月
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
『
屈
原
』
を
重
慶
で
上
演
す

る
。
張
逸
生
が
「
九
歌
」
を
舞
う
河
伯
と
釣
り
人
を
兼
ね
て
演
じ
た
、

書
し
て
こ
れ
を
贈
る
。
郭
沫
若 

七 

本
作
と
社
会
的
背
景 

須
田
禎
一
訳
『
屈
原
』
の
解
説
に
拠
れ
ば
、 

こ
の
史
劇
が
書
か
れ
た
一
九
四
二
年
初
頭
は
重
慶
に
於
け
る
抗
戦
の

前
途
が
最
も
暗
黒
だ
っ
た
と
き
で
あ
る
。
政
治
的
に
絶
望
的
な
ま
で
に

腐
敗
し
て
い
た
国
民
党
政
権
は
、
単
独
で
は
到
底
日
本
軍
を
大
陸
か
ら

駆
遂
す
る
自
信
が
な
く
、
そ
の
意
味
で
は
太
平
洋
戦
争
が
起
っ
て
米
英

が
対
日
戦
に
ま
き
こ
ま
れ
た
こ
と
を
か
え
っ
て
喜
ん
だ
。
し
か
し
香
港

を
占
領
し
、
マ
ニ
ラ
を
占
領
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
か
っ
て
進
撃
を

続
け
る
軍
国
日
本
に
対
し
て
、
当
時
背
後
を
お
び
や
か
し
て
、
戦
局
を

転
換
さ
せ
る
べ
き
任
務
を
持
っ
て
い
た
国
民
党
政
権
は
、
た
だ
米
英
か

ら
の
援
助
費
が
な
く
な
る
こ
と
を
お
そ
れ
る
他
力
本
願
に
終
始
し
て

い
た
。
国
難
を
タ
ネ
に
発
財(

金
も
う
け)

す
る
こ
と
ば
か
り
考
え
て
い

た
国
民
党
政
府
の
要
人
た
ち
は
、
中
国
共
産
党
の
樹
て
た
「
辺
区
政
府
」

の
領
域
が
広
く
な
る
よ
り
も
、
日
本
の
占
領
地
域
が
広
く
な
る
こ
と
を

歓
迎
さ
え
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
け
る
良
心

的
な
知
識
人
の
怒
り
と
悲
し
み
と
悶
え
が
、
そ
の
ま
ま
一
瀉
千
里
に
流

れ
出
て
、
五
幕
の
史
劇
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
五
幕
に
お
け

る
屈
原
の
独
白
に
は
、
今
日
の
我
々
の
骨
の
髄
に
ま
で
染
み
透
る
よ
う

な
き
び
し
さ
が
あ
る
。
そ
れ
は
独
立
と
自
由
を
も
と
め
る
人
々
の
胸
に

強
い
共
感
を
喚
び
お
こ
さ
ず
に
は
お
か
な
い
で
あ
ろ
う3

。 

と
あ
る
。 

つ
ま
り
こ
の
背
景
か
ら
す
れ
ば
、
『
屈
原
』
劇
に
於
け
る
秦
は
日
本
、
斉

は
共
産
党
、
楚
は
国
民
党
を
隠
喩
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

因
み
に
こ
の
書
が
贈
ら
れ
た
俳
優
、
懐
王
を
演
じ
た
顧
而
已(

一
九
一
五

‐
一
九
七
〇)

は
、
江
蘇
省
南
通
市
の
出
身
で
、
三
〇
年
代
初
期
か
ら
左
翼

劇
運
動
に
身
を
投
じ
、
一
九
三
二
年
中
国
共
産
主
義
青
年
団
に
加
わ
り
、
抗

日
戦
期
、
抗
日
勝
利
後
、
解
放
後
と
俳
優(

映
画
を
含
む)

と
し
て
活
躍
し
た
。

但
し
一
九
七
〇
年
に
、
四
人
帮
の
迫
害
を
受
け
死
亡
し
て
い
る
。 

ま
た
郭
沫
若
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
四
二
年
四
月
三
日
か
ら
十
六
日
に

か
け
て
の
そ
の
足
跡
が
、
具
に
記
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
十
日
、
周
恩
来
は
、

「
在
连
续
不
断
的
反
共
高
潮
中
，
我
们
钻
了
国
民
党
反
动
派
一
个
空
子
，
在

戏
剧
舞
台
上
打
开
了
一
个
缺
口
。
郭
先
生
和
诸
位
都
立
了
大
功
。(

連
続
不

断
の
反
共
高
潮
の
中
で
、
我
々
は
国
民
党
反
動
派
の
一
つ
の
一
つ
の
空
白
に

穴
を
あ
け
、
戯
劇
の
中
で
一
つ
の
突
破
口
を
ひ
ら
い
た
。
郭
さ
ん
と
諸
位
は

大
き
な
功
績
を
打
ち
立
て
た)

」
と
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
懐
王
は
言
う
ま
で
も
な
く
蒋
介

石
を
、
屈
原
は
中
華
文
明
の
体
現
者
で
愛
国
者
と
し
て
の
郭
沫
若
自
身
を
、

図 1 
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そ
し
て
友
人
で
あ
る
知
己
、
釣
り
人
は
、
周
恩
来
を
意
味
し
て
い
た
と
も
推

察
さ
れ
よ
う
。 

 
ま
た
こ
の
史
劇
の
文
明
論
的
な
解
釈
に
つ
い
て
は
、
周
海
波
「
民
族
解
放

战
争
语
境
中
的
郭
沫
若
历
史
剧
创
作
」(

中
国
郭
沫
若
研
究
会 

郭
沫
若
紀

念
館
編
『
文
化
与
抗
战
』
四
川
出
版
集
团
巴
蜀
书
社 

二
〇
〇
六
年
所
収)

に
詳
し
い
。 

八 

文
白
の
争
い
と
漢
詩
の
役
割 

 

五
四
運
動
以
降
の
、
白
話
と
文
語
の
在
り
方
を
巡
る
議
論
、
所
謂
「
文
白

の
争
い
」
と
い
う
葛
藤
は
、
当
時
の
知
識
人
が
共
有
し
て
い
た
問
題
で
あ
り

4

、
無
論
、
郭
沫
若
も
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
。
郭
沫
若
は
一
九
三
〇
年
一
月

「
文
学
革
命
之
回
顾
」
の
中
で
、 

 

封
建
时
代
的
白
话
是
不
适
宜
于
我
们
使
用
的
，
已
成
的
白
话
大
多
是
封

建
时
代
的
孑
遗
。
时
代
不
断
的
在
创
造
它
的
文
言
，
时
代
也
不
断
的
在

创
造
它
的
白
话
，
而
两
者
也
不
断
的
在
融
洽
，
文
学
家
便
是
促
进
这
种

融
洽
的
触
媒
。
所
以
要
认
识
文
学
革
命
的
人
第
一
须
打
破
白
话
文
与
文

言
文
的
观
念
。 

と
述
べ
、
そ
の
融
合
を
文
学
革
命
を
担
う
も
の
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。 

 

ま
た
こ
の
よ
う
な
、
文
学
意
識
の
反
映
か
、
横
打
理
奈
氏
は
、
郭
沫
若
の

文
学
の
生
成
過
程
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

以
上
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
郭
沫
若
の
新
詩
を
十
全
に
考
察
す
る
に
あ

た
っ
て
は
西
洋
文
学
か
ら
の
影
響
を
見
る
だ
け
で
は
な
く
、
彼
自
身
が

作
っ
た
中
国
の
旧
詩
と
の
関
連
を
も
考
慮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
「
別
離
」
は
そ
の
形
式
が
旧
詩
で
あ
る
が
、
内
容
面
で
は
西
洋
的

な
要
素
を
含
む
こ
と
に
よ
り
、
新
詩
と
し
て
の
可
能
性
を
探
る
の
に
成

功
し
て
い
る
。
ま
た
「
梅
花
树
下
醉
歌
ー
游
日
本
太
宰
府
」
は
、
形
式

が
明
ら
か
に
新
詩
で
あ
る
が
、
旧
詩
の
存
在
が
あ
っ
て
初
め
て
出
来
た

作
品
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。 

郭
沫
若
の
場
合
は
当
時
の
詩

壇
で
は
想
像
で
き
な
い
よ
う
な
、
ま
っ
た
く
新
し
い
形
式
の
詩
の
作
品

を
示
し
て
中
国
の
文
学
界
に
登
場
し
た
。
そ
れ
が
『
女
神
』
で
あ
っ
て
、

人
々
か
ら
驚
嘆
の
面
持
で
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
語
彙
や

思
想
面
で
は
、
あ
ま
り
に
も
西
洋
化
し
た
も
の
を
多
用
し
て
い
た
だ
け

に
、
そ
の
面
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
、
他
の
角
度
か
ら
の
検
討
を
す
る
こ

と
は
あ
ま
り
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
し
か
し
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に

旧
詩
と
の
関
連
と
い
う
角
度
か
ら
見
る
と
、
単
な
る
物
理
的
同
時
並
行

で
創
作
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
相
互
に
深
く
関
係
す

る
も
の
が
存
す
る
こ
と
が
見
出
さ
れ
る
。 

 

こ
の
点
か
ら
考
え
て
み
る
と
、
今
ま
で
の
郭
沫
若
の
新
詩
に
対
す
る
評

価
は
、
新
し
さ
だ
け
に
注
目
し
た
新
詩
の
側
か
ら
す
る
、
一
方
的
な
評

価
で
あ
っ
た
。
郭
沫
若
は
新
詩
創
作
を
続
け
る
一
方
で
、
伝
統
的
な
形

式
に
沿
っ
た
旧
詩
を
も
創
作
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、 

そ
の
こ

と
を
十
分
に
考
慮
し
て
取
り
扱
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
郭
沫
若
の
新
詩
の

新
し
さ
に
は
、
彼
が
創
作
し
た
旧
詩
を
媒
介
と
し
て
伝
統
的
な
旧
詩
の

要
素
が
受
け
継
が
れ
、
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
今
後
、
郭
沫
若
の
新
詩
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。 

と
述
べ5

、
卓
説
を
披
見
さ
れ
て
い
る
。 

つ
ま
り
図
１
の
詩
は
、
音
韻
意
識
は
厳
格
に
伝
統
を
保
守
し
て
い
る
が6

、

白
話
で
使
わ
れ
る
語
彙
を
多
用
し
、
な
お
か
つ
旧
詩
の
約
束
事
、
基
本
を
遵

守
し
て
い
る
、
い
わ
ば
新
旧
の
融
合
詩
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

郭
沫
若
の
「
旧
詩
」
と
「
新
詩
」
を
共
に
制
作
す
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
、
い
わ
ば
「
両
刀
使
い
」
だ
と
も
評
せ
る
が
、
こ
の
詩
は
、
当
時
の
詩
の

贈
ら
れ
た
相
手
の
教
養
と
思
想
、
ま
た
人
民
を
意
識
し
た
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的

な
作
用
が
せ
し
め
た
産
物
と
言
え
、
ま
た
抗
戦
期
に
於
け
る
「
文
白
之
争
」

の
一
つ
の
決
着
の
形
だ
っ
た
言
え
る
だ
ろ
う
。 

九 
書
風
の
意
味 

 

最
後
に
、
書
の
様
式
か
ら
こ
の
作
品
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
詩
の
様
式
同

様
に
、
白
話
書
体
と
文
語
書
体
の
融
合
し
た
ス
タ
イ
ル
と
言
え
る
。 
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一
九
三
七(

昭
和
十
二
年)

、
日
中
全
面
戦
争
開
始
前
後
か
ら
、
郭
沫
若
帰

国
後
の
抗
日
宣
伝
活
動
に
伴
う
書
風
の
変
遷
の
中
で
、
郭
沫
若
の
白
話
書
体

の
文
語
書
体
へ
の
流
入
、
小
筆
書
風
が
、
書
作
品
全
般
へ
と
進
展
す
る
経
緯

を
以
前
、
拙
稿
に
て
垣
間
見
た7

。
そ
の
白
話
へ
の
執
着
は
、
同
文
同
種
政

策
を
遂
行
す
る
日
本
政
府
へ
の
忌
避
に
拠
る
と
こ
ろ
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。 

そ
の
よ
う
な
全
面
戦
争
以
前
の
伝
統
と
白
話
体
の
併
存
か
ら
統
合
へ
と

グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
変
貌
し
て
い
く
中
で
、
こ
の
書
は
、

そ
の
内
容
と
詩
形
と
も
相
俟
っ
て
、
ま
さ
に
文
学
革
命
の
書
風
、
文
明
的
愛

国
心
を
中
核
に
据
え
た
中
華
人
民
の
た
め
の
書
風
と
し
て
、
白
話
に
飲
み
込

ま
れ
る
文
語
と
い
う
象
徴
的
な
位
置
付
け
に
あ
る
書
作
品
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

                                        

             

 
1 

武
継
平
「
郭
沫
若
に
対
す
る
警
察
監
視
の
実
態
「
日
支
人
民
戦
線
派
諜
報

網
」
の
検
挙
か
ら
」(

『
野
草
』
七
七
号 
二
〇
〇
六
年
二
月 

中
国
文
芸
研
究

会) 
2 

杨
定
法
「
郭
沫
若
与
日
本
友
人
鹿
地
亘
」(

『
文
史
春
秋
』 

二
〇
〇
二
年
十

二
月) 

3 

郭
沫
若
作 

須
田
禎
一
訳
『
屈
原
』
（
岩
波
文
庫 

昭
和
三
一
年
）
解
説
を
引

用
。 

4 

邹
铁
夫 

「
上
世
纪
三
十
年
代
到
五
十
年
代
的
文
白
之
争
」(
『
剑
南
文
学
』

上
半
月 

二
〇
一
五
年
〇
一
期) 

5 

横
打
理
奈
「
郭
沫
若
の
新
詩
誕
生
を
探
る
ー
旧
詩
の
考
察
か
ら
」(

『
東
洋
大

学
中
国
哲
学
文
学
科
紀
要
』
第
十
号 

二
〇
〇
二
年
三
月 

東
洋
大
学
文

学
部) 

6 

拙
稿
「
民
国
抗
日
戦
争
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の
「
書
」
及
び
「
文
学
」
の
論
理
」

(

郭
沫
若
研
究
会
報   

第
十
五
号   

二
〇
一
六
年
六
月) 

 

松
宫
贵
之
著
、

史
瑞
雪
译
「
抗
战
时
期
郭
沫
若
的
“
书
法
”
及
“
文
学
”
理
论
ー
作
为
郭
沫
若

“
语
言
”
“
文
学
”
“
思
想
”
表
达
的
“
书
法
”
样
式
的
历
史
变
迁
」(

中
国
《
郭
沫

若
研
究
》
第
十
四
辑 

二
〇
一
八
年
七
月) 

 

                                        
 

7 

注
６
参
照 
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解
放
後
か
ら
大
躍
進
政
策
ま
で
の
書
の
在
処 

第
十
一
章 

抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、 

百
花
斉
放
時
に
至
る
郭
沫
若
の
書
様
式
の
整
理 

ー
日
中
戦
争
終
結
か
ら
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
様
式
変
遷
と
所
謂 

「
第
二
期
郭
体
」
の
確
立
時
期
を
巡
っ
て 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一 

緒
論 

第
九
章
「
民
国
抗
日
戦
争
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の
「
書
」
及
び
「
文
学
」
の

論
理
ー
郭
沫
若
に
於
け
る
「
言
語
」「
文
学
」「
思
想
」
の
表
出
と
し
て
の
「
書
」

様
式
の
史
的
変
遷
に
つ
い
て
」
に
於
い
て1

、
民
国
期
の
郭
沫
若
の
書
の
様
式
を

分
析
し
、
そ
の
時
代
性
、
言
語
性
、
文
学
性
に
つ
い
て
の
構
造
を
解
か
ん
と
試

み
た
。
そ
の
結
論
を
導
く
道
程
に
於
い
て
、
第
一
期
郭
体
に
至
る
ま
で
の
三
つ

の
様
式
を
類
型
化
し
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
若
干
の
考
察
を
行
っ
た
。 

そ
の
三
つ
の
類
型
と
は
、
白
話
体
様
式
、
文
語(

古
文)
体
様
式
、
そ
し
て
白

話
体
様
式
を
ベ
ー
ス
に
し
た
上
で
の
文
語
体
様
式
の
流
入
混
淆
様
式
の
三
つ
で

あ
る
。 

そ
し
て
文
学
的
に
言
え
ば
、
白
話
体
様
式
は
、
白
話
文
学
を
、
文
語
様
式
で

は
、
近
体(

格
律)

詩
な
ど
の
古
文
を
、
混
淆
様
式
で
は
、
白
話
と
文
語
の
ミ
ッ

ク
ス
、
ま
た
は
近
体
詩
を
内
容
と
し
た
、
「
書
」
「
文
学
」
の
連
関
的
構
造
を
有

し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
章
で
は
、
こ
の
書
の
思
想
的
構
造
、
そ
し
て

そ
れ
ら
の
様
式
が
日
中
戦
争
終
結
か
ら
国
共
内
戦
、
共
和
国
建
国
、
百
花
斉
放

期
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
た
か
を
解
析
す
る
。 

つ
ま
り
民
国
期
と
抗
日
勝
利
、
内
戦
時
、
共
和
国
初
期
か
ら
一
九
五
〇
年
代

後
期
の
様
式
の
継
承
、
異
同
を
整
理
し
て
、
そ
の
展
開
の
在
り
方
、
ま
た
は
そ

の
時
代
背
景
、
経
緯
を
有
機
的
な
関
係
で
捉
え
直
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

以
下
順
を
追
っ
て
、
そ
の
変
遷
を
追
い
、
分
析
を
進
め
て
行
き
た
い
。 

ま
た
そ
の
社
会
史
的
分
析
の
為
に
、
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
、
銭
理

群
氏
の
著
を
、
今
後
多
く
引
用
す
る2

。 

二 

日
中
戦
争
終
結
か
ら
国
共
内
戦
期
の
郭
沫
若
の
書
の
確
認 

 

現
在
、
郭
沫
若
の
書
の
資
料
を
網
羅
的
に
整
理
し
た
書
籍
と
し
て
、
主
に
郭

平
英
主
編
『
二
十
世
紀
書
法
經
典 

郭
沫
若
』(

廣
東
教
育
出
版
社 

河
北
教
育

出
版
社 

一
九
九
六
年
十
二
月)

と
『
郭
沫
若
书
法
集
』(

郭
沫
若
书
法
集
编
委

会 

四
川
辞
书
出
版
社
出
版
发
行 

一
九
九
九
年
十
一
月)

の
両
書
が
挙
げ
ら
れ

る
。 

 

そ
の
中
で
抗
日
戦
勝
利
後
の
一
九
四
六
年
時
の
作
品
を
類
型
す
る
と
、
図
１

系
統
の
「(

釈
文)

文
化
之
田 

易
耨
深
耕 

文
化
之
粮 

必
熟
必
精 

為
益
人

群 

不
負
此
生
」
と
図
２
系
統
「(

釈
文)

争
攘
易
尽
全
力
、
和
緩
則
易
弛
方
。

争
取
民
主
之
時
、
不
惜
衝
鋒
陥
陣
者
、
一
朝
獲
得
初
歩
勝
利
。
便
有
功
身
退
之

意
、
殊
太
蚤
計
」
の
二
種
に
分
類
で
き
る
。 

 

図
１
系
統
は
、
刘
奎
荣
「
大
力
推
广
“
郭
体
”
字
型 

弘
扬
郭
沫
若
书
法
艺
术
」

郭
沫
若
学
刊
二
〇
〇
五
年
第
三
期(

总
第
七
三
期)

に
於
い
て
、 

郭
沫
若
以
“
回
峰
转
向
，
逆
入
平
出
”
为
学
书
执
笔
八
字
要
诀
。
其
书
体

既
重
师
承
，
又
多
创
新
，
被
世
人
称
为
“
郭
体
”
，
在
其
书
法
里
头
，
充
分

表
现
出
大
学
者
，
大
文
豪
风
范
。
书
法
作
品
笔
力
爽
劲
洒
脱
。 

と
述
べ
、
特
に
六
〇
年
年
代
の
作
品
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
上
で
、
一
九
六
四

年
の
「
自
力
更
生
，
奋
发
图
强
」
の
書
に
つ
い
て
、 

 
 

真
是
老
辣
苍
劲
，
骨
力
雄
健
，
气
势
磅
礴
，
可
谓
世
所
难
求
的
“
郭
体
”

艺
术
巨
作
，
足
显
一
代
文
豪
贯
笔
端
，
形
神
皆
备
的
非
凡
功
力
。 

と
し
、
評
価
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
「
郭
体
」
と
は
、
一
つ
に
「
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
」
、

つ
ま
り
「
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回
転
さ
せ
る
遠

心
展
開
の
こ
と
」
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
こ
に
「
雄
大
な
気
勢
」
が
加

わ
れ
ば
、
定
義
を
為
し
得
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
図
１
に
該
当
す
る
。
こ
の

様
式
は
、
多
く
看
板
や
題
字
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
い
う
よ
う
な
政
治
広
告
、
そ
の



158 
 

よ
う
な
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に
使
わ
れ
て
い
く
傾
向
が
あ
る
。 

 
 

こ
の
一
般
的
な
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
印
象
論
的
な
「
郭
体
」
様
式
の
端
緒

に
つ
い
て
、
以
前
私
は
、
一
九
四
一
年
六
月
に
書
さ
れ
た
「
自
作
詩
」
に
求
め

た
こ
と
が
あ
る
が3

、
新
資
料
の
発
掘
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
真
筆
と
仮
定
す
れ
ば
、

一
九
三
八
年
の
書
、
図
３
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
従
来
の
印

象
論
「
郭
体
」
を
敢
え
て
私
論
の
文
脈
で
定
義
す
れ
ば
、「
白
話
体
が
文
語
体
に

流
入
し
た
書
風
、
口
語
と
文
語
の
融
合
の
第
一
期
郭
体
を
骨
格
に
し
て
、
そ
こ

に
気
迫
が
漲
る
様
式
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
落
款
の
年
紀
の
真
偽
を

ひ
と
ま
ず
置
け
ば
、
つ
ま
り
は
抗
日
全
面
戦
争
当
初
に
、
す
で
に
そ
の
様
式
は

確
立
さ
れ
て
い
た
と
是
正
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
落
款
歴
の
す

が
た
に
つ
い
て
も
、
当
時
既
に
民
歴
で
は
な
く
、
西
暦
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
も
留
意
し
た
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
書
が
陳
銘
徳
、
鄧
季
惺
に
与

え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
彼
ら
が
携
わ
っ
た
『
新
民
報
』
の
性
格
と
の
関
係
も

推
察
さ
れ
る
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
落
款
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
「
郭
沫
若
」
を
三
字
連
綿
で
続
け

て
書
く
ス
タ
イ
ル
も
、
抗
日
全
面
戦
争
開
始
時
か
ら
一
九
五
〇
年
代
初
期
ま
で

遵
守
さ
れ
て
お
り
、
抗
日
、
国
共
内
戦
、
朝
鮮
戦
争
と
戦
時
の
署
名
様
式
だ
っ

た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

因
み
に
一
九
四
五
年
、
一
九
四
六
年
時
の
郭
沫
若
の
作
詩
数
は
、
王
继
权
・

姚
国
华
・
徐
培
均
编
注
『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
上
・ 

下(

一
九
八
四

年 

黑
龙
江
人
民
出
版
社
出
版)

に
因
れ
ば
、
一
九
四
五
年
に
十
九
首
、
一
九
四

六
年
に
七
首
と
少
な
く
、
こ
の
減
少
傾
向
は
、
特
に
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五

四
年
に
か
け
て
、
政
務
院
副
総
理
期
に
顕
著
で
あ
り
、
政
務
が
多
忙
で
あ
っ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。 

 

ま
た
図
２
系
統
の
書
に
は
、
白
話
文
が
白
話
体
様
式
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の

で
、
少
し
く
文
語
体
様
式
も
流
入
し
た
混
淆
様
式
で
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
内
容
は
、
一
九
四
六
年
時
の
書
だ
け
あ
っ
て
、
戦
意
の
引
き
締
め
、
抗

日
戦
争
の
勝
利
と
民
主
化
へ
の
抱
負
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
当
時
こ
の
手
の
平

易
な
白
話
文
が
、
書
の
鑑
賞
の
目
的
と
し
て
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
混
淆
様
式

で
書
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
そ
の
時
勢
、
言
語
事
情
、
書
の
在
処
の
特
徴
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

三 

先
行
研
究
に
於
け
る
書
風
変
遷
へ
の
見
解 

先
章
で
も
見
た
現
在
、
郭
沫
若
の
生
涯
に
及
ぶ
書
法
変
遷
に
つ
い
て
論
じ
た

も
の
か
ら
代
表
的
な
も
の
を
こ
こ
で
も
一
瞥
、
要
約
す
る
と
、
唐
进 

龙
鸿 

「
郭

沫
若
书
法
艺
术
探
析
」 

(

重
庆
大
学
学
报 

社
会
科
学
版 

二
〇
〇
四
年
第
十
卷

第
四
期)

で
は
、
一
つ
は
顔
真
卿
の
影
響
、
二
つ
は
米
芾
、
蘇
軾
な
ど
の
北
宋
の

図 1 

図 2 図３ 
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影
響
、
三
つ
め
は
所
謂
、
金
石
な
ど
の
影
響
を
挙
げ
、「
郭
体
」
の
成
立
に
至
る

と
述
べ
て
い
る
。 

次
い
で
、
刘
奎
荣
「
大
力
推
广
“
郭
体
”
字
型 

弘
扬
郭
沫
若
书
法
艺
术
」(

郭

沫
若
学
刊
二
〇
〇
五
年
第
三
期
总
第
七
三
期)

で
は
、
は
じ
め
蘇
軾
、
顔
真
卿
の

影
響
を
受
け
、
日
本
留
学
後
、
晋
唐
か
ら
明
中
期
の
書
法
を
消
化
、
さ
ら
に
古

文
字
の
研
究
に
よ
っ
て
科
学
的
な
学
問
様
式
を
確
立
し
た
。
抗
日
戦
争
で
帰
国

し
た
後
は
、
大
衆
化
の
方
向
に
向
か
い
、
民
族
精
神
を
鼓
吹
し
た
。
新
中
国
建

立
以
後
は
、
行
草
を
主
と
し
て
文
人
才
子
の
書
を
披
露
し
、
毛
沢
東
、
舒
同
と

と
も
に
三
人
の
代
表
的
な
書
家
と
目
さ
れ
た
と
あ
る
。 

そ
し
て
、
巩
蒙
「
郭
沫
若
书
法
流
变
论
纲
」 (

郭
沫
若
学
刊 

二
〇
〇
六
年
第

三
期 

总
第
七
七
期)

で
は
、
も
と
も
と
「
尚
意
」
派
で
あ
っ
て
、
碑
学
、
蘇
軾
、

顔
真
卿
か
ら
、
米
芾
を
経
由
し
、
晩
年
は
懐
素
を
学
ん
だ
が
失
敗
し
た
と
す
る
。 

ま
た
当
論
文
本
文
に
於
い
て
も
特
に
米
芾
の
影
響
を
強
く
捉
え
、
そ
れ
は
宋

代
の
文
芸
が
平
民
化
の
趨
勢
に
あ
り
、
郭
沫
若
も
そ
の
歴
史
認
識
の
上
で
、
書

の
大
衆
化
を
目
的
と
し
て
宋
の
三
大
家
の
個
性
を
踏
襲
し
、
そ
の
文
脈
で
郭
沫

若
の
書
は
、
米
芾
の
「
天
然
の
趣
」
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
て

い
る
。 

た
だ
し
私
は
先
に
、 

 
 
 

ま
た
彼
の
書
は
、
伝
統
と
白
話
体
の
併
存
か
ら
統
合
へ
と
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ

ン
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
変
貌
し
た
が
、
特
に
白
話
に
於
け
る
「
草
書
」
の

使
用
法
は
、
文
語
の
「
回
锋
转
向
」
と
同
義
で
あ
り
、
彼
の
書
き
癖
だ
っ

た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。 

と
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
行
草
書
に
米
芾
の
影
響
の
有
無
を
問
う
よ
り
も
、
彼

の
日
常
白
話
筆
記
の
書
き
癖
で
あ
っ
た
と
判
断
し
た
。 

さ
ら
に
、
吴
胜
景
氏
は
五
十
年
代
後
期
か
ら
郭
体
が
変
化
す
る
説
を
提
出
し

た
が
、
そ
の
変
化
以
前
の
図
１
系
統
の
郭
体
の
隆
盛
は
、
五
十
年
代
に
、
当
時

多
く
の
看
板
文
字
や
記
念
碑
的
な
書
幅
を
担
う
こ
と
に
な
る
こ
と
に
起
因
し
て

い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

先
に
見
た
三
人
の
研
究
者
は
、
概
ね
若
年
期
、
抗
日
戦
期
、
人
民
共
和
国
成

立
以
後
の
三
つ
節
目
を
以
っ
て
、
そ
の
書
風
の
変
化
を
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向

に
あ
る
が
、
具
に
見
る
と
更
な
る
紆
余
曲
折
が
看
取
さ
れ
る
。 

よ
っ
て
抗
日
勝
利
期
か
ら
国
共
内
戦
期
の
郭
沫
若
の
書
の
特
徴
は
、
図
１
系

統
と
図
２
の
白
話
体
寄
り
系
統
の
並
行
、
そ
し
て
未
だ
図
１
の
気
迫
に
満
ち
た

郭
体
は
時
に
用
い
ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
そ
の
爆
発
的
な
生
産
を
見
る
に
は
、

内
的
及
び
外
的
な
条
件
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
と
総
括
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
書
の
鑑
賞
の
対
象
が
、
当
時
、
旧
来
の
知
識
人
で
は
な
く
、
中
華
人
民
へ
と

変
貌
し
て
い
く
過
渡
期
と
捉
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

四 
 

一
九
四
九
年
、
共
和
国
成
立
時
代
の
文
学
の
姿
と
し
て
の
書 

 

一
九
四
八
年
か
ら
一
九
四
九
年
に
か
け
て
、
共
産
党
は
国
民
政
府
に
対
す
る

軍
事
的
勝
利
を
背
景
に
地
域
政
権
の
樹
立
を
進
め
、
一
九
四
八
年
九
月
の
華
北

人
民
政
府
に
続
き
、
四
九
年
三
月
に
は
、
中
原
人
民
政
府
、
同
年
八
月
に
は
、

東
北
人
民
政
府
を
成
立
さ
せ
た
。
東
北
の
場
合
は
、
一
九
四
五
年
末
以
降
、
共

産
党
の
地
方
政
権
樹
立
が
画
策
さ
れ
て
お
り
、
一
九
四
七
年
に
は
、
隣
接
す
る

内
モ
ン
ゴ
ル
地
域
で
内
蒙
古
自
治
政
府
が
成
立
し
、
一
九
四
九
年
三
月
に
国
民

政
府
の
首
都
で
あ
る
南
京
が
、
さ
ら
に
四
月
に
は
経
済
の
中
心
地
で
あ
っ
た
上

海
が
共
産
党
軍
に
占
領
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
一
〇
月
に
は
広
州
も
共
産
党
政

権
の
支
配
下
に
入
っ
た
。 

 

軍
事
的
政
治
的
支
配
地
域
を
確
実
に
拡
大
す
る
共
産
党
は
、
一
九
四
九
年
十

月
一
日
に
、
国
民
党
政
権
打
倒
に
向
け
連
携
を
強
め
て
き
た
他
の
政
治
勢
力
と

と
も
に
、
北
京
に
於
い
て
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
宣
言
に
至
る4

。 

 

郭
沫
若
は
、
一
九
四
九
年
二
月
に
欧
州
に
赴
き
、
世
界
和
平
大
会
に
参
加
、

十
月
一
日
共
和
国
成
立
後
、
政
務
院
副
総
理(

一
九
五
四
年
九
月
ま
で)

、
文
化

教
育
委
員
会
主
任
、
中
国
科
学
院
院
長
、
全
国
文
聯
主
席
な
ど
の
要
職
に
就
く

こ
と
に
な
る
。 

こ
の
図
４
の
書
は
、
初
梨
つ
ま
り
李
初
梨(

一
九
〇
〇-

一
九
九
四)

に
、
ま
た

一
説
〈
一
九
四
九
・
一
・
二
二
〉
に
李
一
氓(

一
九
〇
三-

一
九
九
〇)

に
与
え
た

と
さ
れ
る
七
言
聯
で
、 
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国
有
干
城
扶
赤
幟 

民
之
喉
舌
発
黄
鐘 

(
大
意)

国
に
軍
人
が
い
て
共
産
党
の
旗
を
た
す
け
、
民
衆
の
代
弁
者
は
、
古

代
の
楽
器
を
鳴
ら
す
。 

 と
あ
っ
て
、
李
初
梨
を
文
武
兼
備
に
国
家
の
棟
梁
と
し
て
、
讃
え
た
文
言
で
あ

る5

。 

 

そ
し
て
そ
の
書
風
は
、
少
字
数
に
見
合
っ
て
か
、
圧
力
を
か
け
、
筆
を
開
い

た
部
分
が
見
え
る
所
謂
旧
定
義
的
な
「
郭
体
」
系
で
あ
る
が
、
未
だ
後
に
見
る

第
二
期
郭
体
の
全
盛
期
に
顕
著
な
蔵
鋒
的
要
素
は
さ
ほ
ど
強
く
な
く
、
ま
た
特

異
な
用
筆
の
伸
縮
の
激
し
さ
も
見
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
こ
の
書
も
抗
日
戦
争
以

来
の
延
長
線
上
に
あ
っ
て
、
さ
ほ
ど
変
化
は
し
て
い
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
図
５
の
「
弔
馮
裕
芳
」
は
、
一
九
四
九
年
二
月
の
書
で
あ
る
が
、 

 

等
是
在
強
場 

一
死
正
堂
堂 

後
有
馮
裕
芳 

前
有
馮
玉
祥 

献
身
無

保
留 

不
用
待
協
商 

歴
史
開
新
頁 

領
導
要
堅
強 

視
死
咸
如
帰 

百
万
若
国
殤 

何
為
学
童
女 

涙
落
霑
襟
裳 

死
貴
得
其
時 

二
馮
有

耿
光 

不
忘
人
民
者 

人
民
永
不
忘 

 

(

大
意)

ひ
と
し
く
戦
場
に
あ
っ
て
、
一
死
は
堂
々
と
し
て
い
る
。
後
に
馮
裕

芳
、
先
に
馮
玉
祥
が
い
る
。
献
身
留
ま
る
こ
と
な
く
、
協
商
を
待
た
ず

に
歴
史
に
一
ペ
ー
ジ
を
開
い
た
。
リ
ー
ダ
ー
性
は
堅
強
で
、
死
を
見
て

み
な
帰
る
よ
う
だ
っ
た
。
百
万
の
戦
士
の
霊
は
殉
国
の
士
、
国
の
た
め

に
命
を
捧
げ
た
者
を
悼
む
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
し
て
学
童
や
女
性
の
た

め
で
な
か
ろ
う
か
。
涙
は
襟
や
す
そ
を
濡
ら
し
、
死
は
貴
い
時
を
得
た
。

二
人
の
馮
、
輝
き
光
り
、
人
民
を
忘
れ
ず
、
人
民
も
永
く
忘
れ
る
こ
と

が
な
か
ろ
う
。 

 と
あ
り
、
人
民
の
犠
牲
と
な
っ
た
馮
裕
芳
を
弔
っ
て
い
る
。 

 

 

   

 

         
そ
し
て
こ
の
書
の
佇
ま
い
は
稍
細
身
で
筆
の
開
き
、
つ
ま
り
側
筆
の
部
分
が

少
な
い
が
、
結
体
は
「
筆
を
逆
に
入
れ
平
た
く
出
す
蔵
鋒
的
要
素
、
筆
鋒
を
回

転
さ
せ
る
遠
心
展
開
す
る
」
と
い
う
「
郭
体
」
の
片
鱗
は
確
認
で
き
る
。
し
か

図 4 

図 5 
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し
こ
れ
も
抗
日
戦
以
来
の
系
統
で
整
理
で
き
る
様
式
で
あ
る
。 

 
ま
た
同
年
に
書
さ
れ
た
と
さ
れ
る
図
６
「
北
上
紀
行
之
三
」
は
、 

 

人
海
翻
身
日 

宏
涛
天
際
来 

才
欣
克
遼
沈 

又
聴
下
徐
淮 

指
顧

中
原
定 

綢
繆
新
政
開 

我
今
真
解
放 

自
愧
乏
長
才 

(

大
意)
人
の
海
が
身
を
ひ
る
が
え
す
日
に
、
ひ
ろ
い
波
が
天
の
際
ま
で
至

っ
た
。
よ
う
や
く
遼
が
沈
む
の
を
よ
ろ
こ
び
、
ま
た
徐
州
を
手
に
入

れ
た
の
を
聞
く
。
短
時
間
で
中
国
を
安
定
さ
せ
、
緊
密
不
断
に
新
政

府
を
開
い
た
。
私
は
、
今
ま
さ
に
解
放
さ
れ
、
お
の
ず
か
ら
特
異
な

才
能
を
恥
じ
て
い
る
。 

 

と
あ
り
、
こ
れ
ら
も
抗
日
終
結
時
の
図
１
系
統
と
し
て
解
消
で
き
、
や
や
肉
厚

で
あ
る
が
、
気
迫
が
漲
っ
て
い
る
と
ま
で
は
言
え
な
い
。
因
み
に
こ
の
詩
自
体

は
、
一
九
四
八
年
の
東
北
解
放
区
に
赴
く
時
に
書
か
れ
た
漢
詩
で
あ
る
。 

  

こ
の
よ
う
に
建
国
期
の
書
は
、
文
語
の
表
現
様
式
に
よ
っ
て
書
さ
れ
た
、
共

産
党
宣
揚
の
古
文
の
書
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

い
わ
ゆ
る
建
国
期
の
文
学
は
、
岩
佐
昌
暲
氏
に
よ
れ
ば6

、 

一
九
四
九
年
十
月
、
中
華
人
民
共
和
国
が
成
立
し
た
。
新
国
家
建
設
に
あ

た
っ
て
、
文
芸
面
で
ど
う
い
う
政
策
を
と
る
か
は
、
中
共
に
と
っ
て
重
要

な
問
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
建
国
前
の
四
九
年
七
月
中
華
全
国
文
芸
工
作

者
代
表
大
会
が
開
か
れ
、『
講
話
』
が
示
し
た
文
芸
の
方
向
が
新
中
国
文
芸

の
「
工
作
指
針
」「
努
力
方
向
と
任
務
」
と
な
っ
た
。
新
国
家
で
は
『
講
話
』

の
方
向
に
即
し
て
「
光
明
を
賛
美
し
、
暗
黒
を
暴
露
す
る
」
と
い
う
モ
デ

ル
が
確
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
延
安
を
中
心
と
す
る
解
放
区
の
方
向

を
継
承
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
解
放
区
以
外
の
国
民
党
支
配
地
区
や
香
港

な
ど
に
い
た
作
家
た
ち
か
ら
い
え
ば
、
こ
れ
は
従
来
の
「
現
実
は
〈
暗
黒
〉

で
あ
る
、
〈
暗
黒
〉
の
現
実
と
闘
っ
て
、
〈
光
明
）
を
求
め
る
」
と
い
う
発

想
か
ら
の
方
向
転
換
を
強
い
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
新
中
国
の
成
立
は
こ

れ
ら
の
人
々
が
そ
れ
を
願
い
、
そ
の
た
め
に
闘
っ
て
き
た
〈
光
明
〉
の
実

現
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
ら
が
長
期
に
わ
た
っ
て
対
立
し
、
消
滅

さ
せ
よ
う
と
し
た
〈
暗
黒
〉
、
目
に
見
え
る
も
の
と
し
て
の
（
〈
暗
黒
〉（ 

た

と
え
ば
、
地
主
、
資
本
家
、
国
民
党
大
官
僚
な
ど
）
は
打
倒
さ
れ
た
。〈
光

明
〉
が
生
ま
れ
、
暴
露
の
対
象
は
消
滅
し
た
の
で
あ
る
。
〈
暗
黒
／
光
明
〉

モ
デ
ル
の
内
容
は
変
化
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
例
え
ば
文
革
ま
で

の
詩
の
各
種
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
『
詩
刊
』
な
ど
を
見
る
と
、
新
中
国
の
〈
光

明
〉
賛
美
の
詩
が
多
い
。
日
常
生
活
、
政
治
、
経
済
建
設
な
ど
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
素
材
が
と
り
あ
げ
ら
れ
、
社
会
主
義
に
な
っ
て
そ
れ
が
ど
ん
な
に

素
晴
ら
し
く
変
化
し
た
か
が
賛
美
さ
れ
て
い
る
。 

と
あ
る
よ
う
に
、
当
時
の
書
は
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
も
、
追
悼
と
〈
光
明
〉
の

書
風
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

五 

一
九
五
〇
年
代
前
期
の
白
話
様
式
の
模
索 

「
文
白
之
争
」
、
所
謂
、
文
語
と
白
話
の
争
い
は
、
近
代
か
ら
の
懸
案
で
あ
り

7
、
そ
の
決
着
は
、
中
華
人
民
共
和
国
が
建
国
さ
れ
た
三
年
後
の
一
九
五
二
年
、

簡
略
字
体
の
議
論
を
受
け
て
、
漢
字
研
究
の
機
関
と
し
て
「
中
国
文
字
改
革
研

究
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、
そ
の
会
に
於
い
て
一
九
五
四
年
に
、
政
務
院
が
改

組
さ
れ
る
な
ど
新
体
制
へ
の
変
化
の
中
で
、
中
国
文
字
研
究
改
革
委
員
会
も
中

図 6 
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国
文
字
改
革
委
員
会
に
改
名
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九
五
五
年
に
『
漢
字
簡
化
方

案
草
案
』
が
発
表
さ
れ
る
に
至
り
、
翌
年
の
一
九
五
六
年
、
こ
の
草
案
を
基
に

『
漢
字
簡
化
方
案
』
が
国
務
院
よ
り
公
布
さ
れ
、
五
一
四
字
の
簡
体
字
と
五
四

の
簡
略
化
さ
れ
た
偏
や
旁
が
採
用
さ
れ
た
時
期
に
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
。 

そ
し
て
、
そ
の
文
字
改
革
の
渦
中
に
、
郭
沫
若
も
参
画
し
て
い
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

因
み
に
郭
沫
若
は
、
一
九
五
五
年
の
中
国
国
務
院
が
設
立
し
た
漢
字
簡
化
方

案
審
訂
委
員
会
の
副
主
任
委
員
を
、
一
九
五
六
年
に
は
漢
語
拼
音
方
案
審
訂
委

員
会
の
主
任
を
務
め
て
い
る
。
新
中
国
成
立
後
の
一
九
五
五
年
に
開
か
れ
た
全

国
文
字
改
革
会
議
に
お
い
て
張
奚
若
は
そ
の
報
告
の
中
で
、 

 

汉
民
族
共
同
语
早
已
存
在
，
现
在
定
名
为
普
通
话
，
需
进
一
步
规
范
，

确
定
标
准
。
“
这
种
事
实
上
已
经
逐
渐
形
成
的
汉
民
族
共
同
语
是
什
么

呢
？
这
就
是
以
北
方
话
为
基
础
方
言
，
以
北
京
语
音
为
标
准
音
的
普
通

话
。
”
“
为
简
便
起
见
，
这
种
民
族
共
同
语
也
可
以
就
叫
普
通
话
。
” 

(

大
意)

漢
民
族
の
共
同
の
言
語
は
つ
と
に
存
在
し
、
現
在
普
通
語
と
定
義
し

て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
規
範
を
一
歩
進
め
る
必
要
と
、
標
準
の
確
定

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
事
実
に
於
い
て
、
既
に
漸
次
形
成
さ
れ
て

き
た
言
語
は
何
か
。
そ
れ
は
ま
さ
に
北
方
を
基
礎
方
言
と
な
し
、
北
京

語
音
を
標
準
の
普
通
語
と
定
め
る
。
便
利
さ
か
ら
考
え
て
も
、
こ
の
種

の
民
族
の
共
通
語
は
、
ま
さ
に
普
通
語
と
言
っ
て
も
構
わ
な
い
。 

 と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
言
語
改
革
の
問
題
が
、
当
時
の
政
治
家
の
喫
緊
の
問

題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

更
に
当
時
の
「
写
字
」
政
策
に
つ
い
て
は
、
草
津
祐
介
氏
に
よ
れ
ば8

、 

で
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
の
小
学
校
に
お
け
る
写
字
教
育
に
つ
い

て
ま
と
め
た
い
。
中
華
民
国
最
後
の
『
課
程
標
準
』
か
ら
中
華
人
民
共
和

国
建
国
期
の
『
課
程
暫
行
標
準
』
お
よ
び
『
教
学
大
綱
』
に
か
け
て
、 

一

貫
し
て
国
語
・
語
文
科
に
写
字
と
い
う
教
育
内
容
は
含
ま
れ
て
い
た
が
、 

そ
の
位
置
づ
け
に
は
変
化
が
見
ら
れ
た
。
中
華
民
国
の
『
課
程
標
準
』
で

は
楷
書
、
行
書
の
写
字
を
学
び
、
行
書
、
草
書
、
俗
字
を
覚
え
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
学
習
方
法
も
摹
写
、
臨
写
、
自
由
写
宇
と
い
っ
た
も
の
が

学
習
内
容
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
使
用
す
る
筆
記
用
具
も
鉛
筆
か
ら
始
ま

り
、
第
二
学
年
か
ら
は
毛
筆
、
第
五
学
年
か
ら
は
万
年
筆
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。
中
華
人
民
共
和
国
と
な
り
、
『
課
程
暫
行
標
準
』
が

制
訂
さ
れ
る
と
、
俗
字
等
の
学
習
は
退
け
ら
れ
、
簡
体
字
を
覚
え
る
こ
と

と
さ
れ
、
伝
統
的
な
学
習
方
法
で
あ
る
紅
描
法
や
映
摹
法
が
否
定
さ
れ
、

毛
筆
は
臨
写
に
よ
る
学
習
が
推
奨
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
写
字

は
実
用
の
文
字
を
学
ぶ
も
の
で
あ
り
、
正
確
に
、
は
っ
き
り
と
、
き
れ
い

に
、
速
く
、
を
目
標
に
す
べ
き
で
、
美
し
さ
を
重
視
し
て
は
い
け
な
い
と

明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
言
語
と
し
て
の
正
確
性
、
言
語
運
用
上
の
利
便

的
な
教
育
が
写
字
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
な
お
第
二

学
年
か
ら
写
字
の
授
業
に
お
い
て
毛
筆
が
使
用
さ
れ
、
碑
法
帖
の
鑑
賞
も

学
習
方
法
と
し
て
推
奨
さ
れ
、
写
字
の
授
業
時
間
が
多
く
開
講
さ
れ
て
は

い
た
。
『
教
学
大
綱
』
で
は
、
小
学
校
第
一
学
年
に
「
準
備
課
」
が
新
設

さ
れ
、 

識
字
教
育
も
独
立
し
た
教
育
内
容
と
し
て
加
わ
る
な
か
で
、
写
字

も
言
語
教
育
と
し
て
識
字
教
育
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
の
小
学
校
に
お
け
る
写
字
教
育
は
、
文
字
改
革

運
動
と
連
動
し
、
識
字
教
育
と
強
く
結
び
つ
き
変
化
し
て
い
っ
た
点
が
大

き
な
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
な
か
で
「
準
備
課
」
に
お
い
て
、
識

字
教
学
、 

写
字
教
学
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
写
字
の
学
習
に
あ

た
っ
て
は
、
田
字
格
と
い
う
マ
ス
目
を
用
い
、
筆
記
用
具
に
つ
い
て
は
、

最
初
は
鉛
筆
を
用
い
、
次
に
万
年
筆
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
。
毛
筆
は
推

奨
さ
れ
ず
、
万
年
筆
の
準
備
が
で
き
な
い
場
合
は
毛
筆
を
使
用
し
て
い
ぃ

と
い
う
位
置
づ
け
に
な
る
。
ま
た
、
『
教
学
大
綱
』
の
説
明
で
書
体
名
は

使
用
さ
れ
ず
、
伝
統
的
な
書
法
教
育
か
ら
離
れ
、
字
源
に
遡
ら
ず
、
字
形

に
基
づ
い
て
字
音
を
教
え
、
宇
義
を
説
明
す
る
と
い
う
識
字
教
育
と
強
く
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結
び
つ
い
た
写
字
教
育
が
作
り
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

さ
ら
に
、 

閲
読
、 

漢
語
、
作
文
の
授
業
の
な
か
で
写
字
の
指
導
も
お
こ
な
う
と
さ
れ
、

『
課
程
暫
行
標
準
』
か
ら
『
教
学
大
綱
』
へ
と
、
写
字
の
授
業
数
が
大
幅

に
減
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

と
総
括
さ
れ
て
い
る
。 

 

郭
沫
若
の
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
漢
詩(

文
語)

が
少
な
か
っ
た
の
は
、
先
に

副
総
理
と
い
う
激
務
の
中
で
、
そ
の
作
詩
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
当
時
郭
沫
若
は
、
中
国
の
文
字
改
革
の
潮
流
に
あ

っ
て
、
文
語
よ
り
も
白
話
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
の
割
合
が
、
高
か
っ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。 

 

よ
っ
て
現
在
残
る
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
書
も
、
白
話
の
作
品
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
以
下
比
較
考
証
し
て
い
き
た
い
。 

先
ず
図
７
の
一
九
四
八
年
の
書
「
惜
李
岩
遺
著
失
伝
」
を
見
る
と
、
抗
日
戦

期
の
白
話
体
書
風
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
が
、
一
九
五

二
年
の
書
、
図
８
の
「
生
長
在
毛
沢
東
時
代
的
青
年
」
の
様
式
は
、
ま
っ
た
く

新
し
い
書
風
の
感
が
あ
る
。 

 

因
み
に
内
容
は
、 

 

 
 

 

生
长
在
毛
泽
东
时
代
的
青
年
是
幸
福
的
。
每
一
个
人
可
以
自
由
自
在
地

成
长
，
吸
收
必
要
的
知
识
，
发
展
自
己
的
才
能
，
为
国
家
建
设
服
务
。

就
这
样
，
每
人
都
可
以
贡
献
出
己
的
力
量
，
促
进
国
家
的
工
业
化
，
通

过
社
会
主
义
建
设
走
向
共
产
主
义
建
设
的
阶
段
。 

(

大
意)

毛
沢
東
時
代
に
生
ま
れ
た
青
年
は
、
幸
せ
で
あ
る
。
だ
れ
も
が

自
由
自
在
に
成
長
し
、
必
要
な
知
識
を
吸
収
し
、
自
己
の
才
能
を
発

展
さ
せ
、
国
家
建
設
の
服
務
を
な
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
自

己
の
力
量
で
貢
献
で
き
、
国
家
の
工
業
化
を
促
進
し
、
社
会
主
義
建

設
を
通
じ
て
、
共
産
主
義
建
設
の
段
階
に
向
か
う
の
で
あ
る
。 

 

と
あ
り
、
そ
の
文
学
性
は
、
朝

鮮
戦
争
後
の
社
会
主
義
へ
の
舵

取
り
を
如
実
に
表
す
内
容
で
あ

る
。 さ

ら
に
図
９
の
一
九
五
三
年

の
書
、「
屈
原
其
人
及
其
作
品
」

の
書
様
式
も
、
白
話
様
式
と
い

う
よ
り
も
む
し
ろ
文
語
様
式
に

近
く
、
そ
の
内
容
は
、 

 

 
 

在
清
理
古
代
文
化
的
发
展 

 

过
程
上
、
毛
泽
东
主
席
要
我 

 

们
剔
除
其
封
建
性
的
糟
粕
吸 

 
 

收
民
主
性
的
精
华
。
屈
原
其 

 

人
及
作
品
应
该
是
中
国
古
代 

 

中
民
主
性
精
华
的
一
部
分
、 

 

两
千
多
年
来
中
国
人
民
都
在 

 
 

纪
念
他
、
不
是
偶
然
的
。 

 (
大
意)

古
代
の
文
化
の
発
展
過
程
を
整
理
す
る
過
程
で
、
毛
沢
東
主
席
は
我
々

を
封
建
主
義
の
か
す
を
取
り
除
き
、
民
主
性
の
精
華
を
取
り
入
れ
て
く
れ

る
。
屈
原
そ
の
人
、
そ
の
作
品
は
、
中
国
古
代
文
化
の
民
主
性
の
精
華
の

一
部
分
に
相
違
な
く
、
二
千
年
以
上
中
国
人
が
皆
彼
を
記
念
す
る
の
は
、

偶
然
で
は
な
い
。 

図８ 

図 7 
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と
あ
る
。
郭
沫
若
は
、「
民

主
」
へ
の
執
着
は
、
後
の

百
花
斉
放
時
代
ま
で
引
き

続
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ

れ
ら
の
文
字
改
革
期
の
白

話
表
現
は
、
当
時
の
郭
沫

若
の
、
一
文
人
と
し
て
と

言
う
よ
り
も
、
中
華
人
民

の
言
語
活
動
と
し
て
の
表

現
の
模
索
を
示
し
て
い
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
そ
の
後
ま
た
、

周
恩
来
は
、
一
九
五
八
年

一
月
十
日
の
政
協
全
国
委

員
会
で
の
報
告
で
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。
訳
文

を
挙
げ
る
と
、 

 
 

 
こ
の
他
に
、
さ
ら
に 

一
つ
問
題
が
あ
り
、 

 

そ
れ
は
漢
字
の
簡
化 

 

は
我
が
国
の
書
法
と 

 

流
伝
と
愛
好
を
妨
げ
な
い
だ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
私
は
妨

げ
な
い
と
考
え
る
。
書
法
は
一
種
の
芸
術
で
あ
り
、
当
然
漢
字
の
簡

化
の
規
制
を
受
け
な
い
と
い
え
る
。
簡
体
字
は
も
と
も
と 

主
に
印
刷

上
で
用
い
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
は
皆
が
必
ず
『
漢
字
簡
化
方
案
』

に
基
づ
き
写
字
す
る
こ
と
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
こ

と
か
ら
漢
字
の
簡
化
は
我
が
国
の
書
法
芸
術
に
対
し
て
何
も
不
利
な 

影
響
は
な
い
。
同
時
に
我
々
は
ま
た
書
法
家
が
簡
化
さ
れ
た
文
字
で

書
く
こ
と
を
歓
迎
す
べ
き
で
あ
り
、
簡
体
字
の
芸
術
レ
ベ
ル
を
高
め
る
だ

ろ
う
。 

と
述
べ
、
写
字
教
育
が
漢
字
の
簡
化
教
育
を
担
う
一
方
、
書
法
は
写
字
と
は
異

な
り
、
必
ず
し
も
簡
体
字
を
用
い
る
必
要
が
な
い
と
し
、
書
法
は
実
用
で
は
な

く
芸
術
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、
繁
体
字
の
使
用
が
容
認
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る

点
は
、
反
右
闘
争
以
後
の
思
想
と
し
て
興
味
深
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
因
み
に

一
九
五
〇
年
代
前
期
の
漢
詩
の
傾
向
を
示
す
と
、 

                      

図９ 
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日時 　　　　　　　漢詩名 　　　　　場所 　　　　目的　

1950年3月3日 赠刘肃曾 感慨
1951年5月 为枫鴿 画题诗 抗美援朝
1951年5月 为梅兰竹菊画题诗 抗美援朝
1951年11月28日 西伯利亚车中 世界和平理事会

1952年6月 亚太和会筹备中有赠二首 亜太和会
1952年11月10日 庆亚太和会 亜太和会
1952年12月31日 记世界人民和平大会 用陈叔老原韵六首 世界人民和平大会

1953年3月 为成都杜甫草堂书 感慨
1954年3月8日 詠武昌东湖梅花盆栽 武昌 共産主義
1954年夏 游里加湖 二十二首 黒海 紀行詩 ●
1955年5月 赠陈毅同志 共産主義
1955年 赠钱学森 感慨
1955年5月4日 访霍去病墓 西安 視察
1955年5月4日 题西安人民大厦 西安 視察
1955年5月4日 华清池 西安 視察 ●
1955年7月1日 赫尔辛基 北欧 紀行詩
1955年12月 题赠东大图书馆 日本 紀行詩
1955年12月4日 箱根即景 日本 紀行詩
1955年12月4日 吊岩波茂雄墓 日本 弔詩
1955年12月5日 访须和田故居 日本 紀行詩
1955年12月5日 别须和田 日本 紀行詩
1955年12月5日 无题三首 日本 紀行詩
1955年12月13日 掰鉴真上人像 日本 紀行詩
1955年12月13日 偶感 日本 紀行詩
1955年12月14日 赠清水多荣 日本 紀行詩
1955年12月14日 赠田中文男 日本 紀行詩
1955年12月15日 舟游旭川 二首 日本 紀行詩
1955年12月16日 宫岛即景 三首 日本 紀行詩
1955年12月16日 暧意孕东风 日本 紀行詩
1955年12月16日 访广岛 二首 日本 紀行詩
1955年12月17日 吊千代松原 日本 紀行詩 ●
1955年12月17日 访福冈 五首 日本 紀行詩
1955年12月22日 赠东京华侨总会会长甘文芳先生 日本 紀行詩
1955年12月23日 宿春帆楼 日本 紀行詩
1955年12月25日 游别府 日本 紀行詩
1955年12月27日 船入长江口 上海 凱歌 ●
1956年2月 赠友人钱潮 北京 感慨
1956年10月1日 文汇报继续出版用陈叔老韵 百花斉放
1956年 卜算子 　 感慨 ●
1956年10月30日 纪念孙中山先生 四首 紀念詩
1956年11月1日 贺张元济老先生九十寿辰 百花斉放
1956年12月 题洞头县烈士墓 共産主義
1957年1月23日 试和毛主席韵 词三首 唱和
1957年1月30日 题画五首 共産主義
1957年3月 观周璕九歌图后题 感慨
1957年3月 赠叶恭绰 感慨
1957年5月 赠北京中国画院 百花斉放 ●
1957年7月7日 纪念 七七用鲁迅韵二首 紀念詩
1957年9月 赠香港大公报 香港大公报复刊九周年纪念 百花斉放
1957年9月 答叶恭绰 共産主義
1957年秋 为刘旦宅绘屈原像题辞 共産主義
1957年10月1日 卜算子 为文君公园题词 共産主義

書の有無
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と
な
る
。 

六 

郭
沫
若
の
当
時
の
文
芸
批
判 

Ａ 
沈
従
文
批
判 

銭
理
群
『
毛
沢
東
と
中
国
』
に
よ
れ
ば
、 

一
九
四
八
年
二
月
一
日
に
香
港
で
出
版
さ
れ
て
い
た
、
共
産
党
の
指
導

下
に
あ
っ
た
『
大
衆
文
芸
叢
刊
』
に
お
い
て
、
郭
沫
若
が
「
反
動
文
芸

の
排
斥
」
を
発
表
し
、
沈
従
文
が
抗
戦
期
は
「
作
家
の
政
治
活
動
」
に

反
対
す
る
こ
と
か
ら
、
解
放
戦
争
を
「
民
族
の
悲
劇
的
な
自
殺
行
為
と

ま
で
称
す
る
」
よ
う
に
な
り
、
「
つ
ね
に
意
識
的
に
反
動
派
と
し
て
文

筆
活
動
し
て
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
、
更
に
沈
従
文
作
品
は
猥
褻
な
作

品
で
あ
り
、
「
好
色
な
」
反
動
作
家
で
あ
る
と
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。

北
京
大
学
構
内
に
出
現
し
た
「
沈
従
文
打
倒
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
実

際
は
一
九
四
八
年
の
こ
の
郭
沫
若
の
批
判
の
蒸
し
返
し
で
、
そ
の
郭
沫

若
の
背
後
に
は
共
産
党
の
意
向
が
明
確
に
反
映
さ
れ
て
い
た
の
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
が
歴
史
の
大
変
動
の
な
か
で 

「
古
い
自
分
」

の
無
力
感
と
「
新
し
い
自
分
」
の
不
透
明
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
う
え

に
、
新
政
権
へ
の
懐
疑
と
恐
怖
を
感
じ
て
い
た
沈
従
文
に
、
致
命
的
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
… 

孤
立
感
は
二
つ
の
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
胡
適
ら
の
自
由
主
義
派
と
は
親

友
関
係
に
あ
っ
た
も
の
の
、
沈
従
文
は
田
舎
の
人
間
で
あ
っ
た
か
ら
、

彼
ら
と
は
常
に
何
ら
か
の
ズ
レ
が
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
胡
適
と

は
文
芸
の
こ
と
し
か
話
さ
ず
、
政
治
の
こ
と
を
話
し
あ
っ
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、 

彼
は
英
米
流
の
紳
士
風
な
自
由
主
義
的
な
理

論
を
摂
取
で
き
な
か
っ
た
。
… 

も
う
一
つ
は
家
庭
の
レ
ベ
ル
で
孤
立
し
て
い
た
。
こ
れ
が
沈
従
文
に
更

な
る
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
と
い
え
よ
う
。
郭
沫
若
が
沈
従
文
作
品
を
破

廉
恥
な
好
色
作
家
と
糾
弾
し
た
時
、
我
々
は
こ
れ
が
全
く
の
で
た
ら
め

で
あ
る
と
こ
れ
ま
で
は
思
っ
て
い
た
の
だ
が
、
二
〇
〇
八
年
末
、
あ
る

清
華
大
学
の
大
学
院
生
が
香
港
の
雑
誌
に
発
表
し
た
沈
従
文
の
作
品
を

発
見
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
彼
の
婚
外
恋
愛
の
様
子
が
書
か
れ
て

お
り
、
か
な
り
露
骨
な
性
描
写
が
含
ま
れ
て
い
る
。
今
日
の
眼
か
ら
見

れ
ば
、
何
で
も
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
か
ら
し
て
み
れ
ば
一
大

事
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
沈
従
文
に 

憎
悪
の
感
情
を
持
つ
も
の
も
出
た

ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
郭
沫
若
の
「
破
廉
恥
好
色

作
家
」
と
い
う
糾
弾
は
、
本
来
は
徐
々
に
落
ち
つ
い
て
い
く
は
ず
の
家

庭
状
況
を
新
た
に
ま
た
刺
激
し
て
し
ま
う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。 

沈
従

文
は
道
徳
的
な
意
味
で
も
被
告
人
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
よ
う
な
道
徳
的
な
罪
状
が
政
治
的
な
審
判
に
は
ね
か
え
っ
て
く
る

の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
郭
沫
若
の
糾
弾
に
お
け
る
「
破
廉
恥
好
色
」
に

「
反
動
」
の 

罪
状
が
加
え
ら
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
の

危
機
と
政
治
的
な
い
ざ
こ
ざ
が
、
沈
従
文
に
致
命
的
な
打
撃
を
与
え
た

の
で
あ
る
。9 

と
あ
る
。
一
九
四
九
年
に
は
沈
従
文
の
打
倒
を
訴
え
る
壁
新
聞
が
北
京
大
学

に
張
ら
れ
、
自
殺
未
遂
を
お
こ
し
た
後
に
鬱
病
で
入
院
し
た
。
退
院
す
る
と
す

で
に
国
文
科
教
授
の
職
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
沈
従
文
は
北
京
大
学
博
物
館
、

の
ち
に
北
京
歴
史
博
物
館
で
文
物
の
研
究
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
沈
従
文
は
文

学
作
品
を
書
い
た
が
、
公
刊
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

Ｂ 

胡
風
批
判 

 

郭
沫
若
の
胡
風
へ
の
批
判
は
、
「
反
社
会
主
義
的
胡
風
綱
領
」
で
確
認
で
き

る
。
そ
の
内
容
は
、
基
軸
を
下
記
す
る
。 

第
一 

胡
風
は
作
家
に
向
か
っ
て
共
産
主
義
世
界
観
を
掌
握
す
る
よ
う
に
提
唱

す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。 

第
二 
胡
風
は
作
家
が
、
工
、
農
、
兵
と
結
合
す
る
の
に
反
対
す
る
。
こ
れ
は

実
質
上
、
文
芸
が
工
、
農
、
兵
に
服
務
す
べ
き
こ
と
に
反
対
す
る
も
の
で
あ
る
。 

第
三 

胡
風
は
作
家
の
思
想
改
造
に
反
対
す
る
。 
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第
四 

胡
風
は
文
芸
の
民
族
形
式
に
反
対
す
る
。 

第
五 

胡
風
は
題
材
に
重
要
な
も
の
と
否
ら
ざ
る
も
の
と
を
区
別
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
。 

 

一
九
五
五
年
郭
沫
若
は
、
こ
れ
ら
を
掲
げ
、
全
国
人
民
の
意
思
に
違
反
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
胡
適
の
「
主
観
主
義
的
精
神
」
的
「
自
我
拡
張
」
と

根
本
は
、
一
脈
つ
う
じ
て
お
り
、
徹
底
的
に
批
判
す
べ
き
も
の
と
断
じ
て
い
る1

0

。 

七 

社
会
主
義
へ
の
移
行
と
百
花
斉
放
時
に
於
け
る
文
学
と 

書
の
変
貌 

 

新
政
権
の
樹
立
以
後
、
都
市
を
統
治
す
る
こ
と
に
な
っ
た
共
産
党
は
、
一
方

で
中
華
民
国
期
の
思
想
的
文
化
遺
産
の
中
か
ら
、
彼
ら
の
支
配
に
役
立
て
る
こ

と
が
で
き
る
も
の
を
選
択
継
承
し
、
ま
た
他
方
に
於
い
て
独
自
の
思
想
文
化
を

広
め
る
こ
と
に
力
を
注
い
だ
。 

 

し
か
し
資
本
家
階
級
の
思
想
的
影
響
に
は
、
警
戒
感
を
示
し
、
朝
鮮
戦
争
に

中
国
が
参
戦
し
た
戦
時
体
制
以
後
は
、
思
想
統
制
を
特
別
に
強
化
し
た
。 

 

そ
し
て
ソ
連
型
社
会
主
義
の
道
を
中
国
が
目
指
し
た
直
後
の
一
九
五
六
年
、

そ
う
し
た
社
会
主
義
の
将
来
に
不
安
を
き
た
す
事
件
が
起
こ
る
。
つ
ま
り
ソ
連

に
於
い
て
中
国
が
モ
デ
ル
に
せ
ん
と
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
時
代
の
実
態
が
暴
露
さ

れ
、
厳
し
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
ー
リ
ン
の
独
裁
批
判
の

衝
撃
の
中
で
、
あ
く
ま
で
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
」
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
共

産
党
は
、
民
主
主
義
を
掲
げ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
に
反
対
す
る
知
識
人
ら
の

動
き
へ
の
警
戒
を
高
め
る
よ
う
に
な
る
。 

つ
ま
り
社
会
主
義
に
対
す
る
信
頼
が
揺
ら
ぐ
中
で
、
共
産
党
指
導
部
は
ス
タ

ー
リ
ン
批
判
の
論
文
を
発
表
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
九
五
五
年
末
ご
ろ
か
ら
国

内
政
策
の
見
直
し
を
行
い
、
一
九
五
六
年
四
月
末
の
党
指
導
会
議
と
五
月
初
め

の
政
府
関
係
者
を
集
め
た
会
議
で
毛
沢
東
が
行
っ
た
「
十
大
関
係
論
」
な
る
報

告
を
発
表
し
、
経
済
面
で
は
比
較
的
穏
健
な
社
会
主
義
路
線
を
掲
げ
、
思
想
、

文
化
面
で
は
、
思
想
改
造
の
マ
イ
ナ
ス
面
を
考
慮
し
て
、
自
由
に
思
索
、
議
論
、

創
作
す
る
方
針
を
示
し
た
。
そ
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
に
先
ん
じ
る
一
九
五
六

年
一
月
に
、
知
識
問
題
に
関
す
る
会
議
が
行
わ
れ
、
周
恩
来
が
知
識
人
を
信
頼

し
、
そ
の
待
遇
を
改
善
し
、
粗
暴
な
方
法
に
よ
る
思
想
改
造
を
避
け
る
方
針
を

提
起
し
、
同
年
五
月
末
、
党
中
央
宣
伝
部
長
の
陸
定
一
は
、
二
〇
〇
〇
人
の
学

者
、
文
化
人
を
前
に
花
々
が
一
斉
に
咲
き
誇
る
文
化
の
花
を
咲
か
せ
、
古
代
の

諸
子
百
家
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
自
由
で
活
発
な
議
論
を
と
、
「
百
花
斉
放
、

百
家
争
鳴
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。 

し
か
し
こ
の
毛
沢
東
の
文
芸
界
と
科
学
界
に
実
行
し
た
そ
の
方
針
は
、
予
想

を
上
回
る
厳
し
い
批
判
の
広
が
り
を
み
せ
、
共
産
党
指
導
部
は
再
び
思
想
統
制

の
強
化
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
、
一
九
五
七
年
六
月

以
降
、
共
産
党
は
批
判
分
子
を
「
人
民
共
和
国
を
敵
視
し
資
本
主
義
を
支
持
す

る
右
派
」
だ
と
レ
ッ
テ
ル
を
貼
る
、
反
右
派
闘
争
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る1

1

。 

 

そ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
で
、
一
九
五
六
年
三
月
、
郭
沫
若
は
「
百
花
斉
放
」

政
策
に
対
す
る
感
激
の
上
、
詩
歌
を
創
作
、
一
九
五
八
年
四
月
か
ら
六
月
に
か

け
て
『
人
民
日
報
』
で
連
載
し
、
翌
年
詩
集
『
百
花
斉
放
』
を
上
梓
し
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
当
時
の
書
を
見
る
と
、
先
ず
図
１
０
は
、
当
時
の
「
百
花
斉
放 

推

陳
出
新
」
と
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
１
１
の
、
一
九
五

七
年 

五
月
十
四
日
正
式
成
立
し
た
北
京
画
院
に
題
し
た
「
題
北
京
画
院
」
の
書

に
も
、
裂
帛
の
気
魄
が
漲
り
、
用
筆
的
に
伸
縮
の
激
し
さ
が
顕
著
で
あ
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
内
容
は
、 

 
 

十
日
一
山
五
日
水 

由
来
画
道
不
尋
常 

胸
羅
萬
彙
憑
呑
吐 

筆
有
千
鈞

任
歙
張 

漫
詡
百
花
斉
放
蕊 

出
新
須
待
推
陳
後 

民
主
発
揚
要
共
当 

(

大
意)

十
日
で
一
つ
の
山
、
五
日
で
水
を
、
も
と
も
と
画
の
道
は
尋
常
で
は
な

い
。
広
範
な
知
識
、
抱
負
や
万
物
が
、
の
み
は
き
し
て
、
筆
に
は
千
鈞
の

重
み
が
あ
っ
て
、
一
開
一
合
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る
。
ほ
し
い
ま
ま
に
百
花
斉

放
の
し
べ

・

・

を
ほ
こ
り
、
古
い
も
の
か
ら
精
髄
を
取
り
出
し
新
た
に
発
す
る
。

民
主
の
発
揚
は
、
共
に
当
た
る
を
要
す
。 

 

と
あ
り
、
政
治
と
文
学
、
書
の
有
機
体
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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つ
ま
り
こ
の
抗
日
期
の
「
第
一
期
郭
体
」
と
は
異
相
を

呈
し
た
「
第
二
期
郭
体
」
の
確
立
の
背
景
に
は
、
政
治
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
的
性
格
が
決
定
的
な
役
割
を
担
い
、
と
り
わ
け
、
幾
多

の
書
風
遍
歴
を
経
て
、「
百
花
斉
放
」
時
代
に
完
成
し
た
と

い
っ
て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
所
謂
、
気
迫
型
の
「
郭
体
」
は
、
単
発
と
し
て

は
、
未
成
熟
な
が
ら
早
く
抗
日
戦
争
期(

第
一
期)

か
ら
見

ら
れ
た
が
、
感
情
の
起
伏
の
表
現
た
る
用
筆
の
伸
縮
の
激

し
さ
、
最
高
度
の
気
魄
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
こ
の
「
百
花
斉
放
」
時
で
あ
り
、
知
識
人
の
復
権

と
い
う
精
神
的
な
興
奮
を
背
景
に
、
こ
の
確
立
さ
れ
た
様

式
が
、
次
の
大
躍
進
時
代(

第
三
期)

に
ま
で
引
き
継
が
れ

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

  

 

         

第
二
期
郭
体
に
至
る
変
貌
過
程 

先
ず
図
１
２
の
自
作
詩
「
登
南
岳
」
は
抗
日
戦
争
期
の
詩
を
書
し
た
も
の
で

あ
り
、
款
記
が
な
い
ま
で
も
、
一
九
三
〇
年
代
後
期
、
若
し
く
は
一
九
四
〇
年

代
前
期
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
そ
の
書
風
は
、
白
話
様
式
を
踏
ま
え
た
単
体
で
、
や
や
肉
太
で
書
か

れ
た
「
第
一
期
郭
体
」
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。 

 

対
し
て
、
図
１
０
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
、
当
時
の
「
百
花
斉
放 

推
陳

出
新
」
と
そ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
１
１
の
、
一
九
五
七

年 

五
月
十
四
日
正
式
成
立
し
た
北
京
画
院
に
題
し
た
「
題
北
京
画
院
」
の
書
と

は
、
明
ら
か
に
異
質
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

 

因
み
に
そ
の
内
容
は
、
政
治
と
文
学
、
書
の
有
機
体
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
「
第
二
期
郭
体
」
の
確
立
の
背
景
に
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
共

産
党
の
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
目
的
が
あ
っ
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的

性
格
を
担
い
、
現
代
的
意
味
を
盛
っ
て
、
と
り
わ
け
、
幾
多
の
書
風
遍
歴
を
経

て
、「
百
花
斉
放
」
時
代
に
完
成
し
た
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
く
、
そ
れ
に
つ
い

て
、
以
前
私
は
、 

 

つ
ま
り
所
謂
「
郭
体
」
は
、
単
発
と
し
て
は
、
未
成
熟
な
が
ら
早
く
抗
日

戦
争
期
か
ら
見
ら
れ
た
が
、
感
情
の
起
伏
の
表
現
た
る
用
筆
の
伸
縮
の
激

し
さ
、
最
高
度
の
気
魄
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
百

花
斉
放
」
時
で
あ
り
、
知
識
人
の
復
権
と
い
う
精
神
的
な
興
奮
を
背
景
に
、

こ
の
確
立
さ
れ
た
様
式
が
常
態
と
し
て
、
次
の
大
躍
進
時
代
に
ま
で
引
き

図 10 

図 11 

図 12 
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継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

と
論
じ
た1

2

。
こ
の
郭
体
と
は
、
や
や
「
第
一
期
郭
体
」
と
「
第
二
期
郭
体
」

を
混
同
し
て
い
る
が
、
本
章
に
て
改
め
て
峻
別
し
て
お
き
た
い
。 

な
ぜ
な
ら
郭
沫
若
は
そ
の
日
記
の
中
で
、
百
花
斉
放
政
策
が
発
表(

一
九
五
六

年
五
月
二
日)
さ
れ
た
あ
と
の
、
当
時
期
の
一
九
五
六
年
十
二
月
十
五
日
に
、 

发
表
《
谈
诗
歌
问
题
》
，
谈
对
新
旧
诗
的
认
识
，
说
“
五
四
以
来
的
新

诗
是
起
过
摧
枯
拉
朽
的
作
用
的
”
，“ 

新
诗
从
已
经
僵
硬
了
的
旧
诗
中

解
放
出
来
”
，“
这
对
于
中
国
的
诗
歌
起
到
了
起
死
回
生
的
作
用
”
，
它

“
在
受
了
外
来
影
响
的
同
时
，
并
没
有
因
此
而
抛
弃
了
中
国
诗
歌
的

传
统
”
，
而
且
它
的
出
现
“
是
适
应
中
国
社
会
发
展
的
规
律
，
也
是
符

合
中
国
诗
歌
发
展
的
规
律
的
”
，
因
此
“
是
有
发
展
前
途
的
”
。
至
于

旧
诗
，
也
“
必
须
认
真
地
去
学
习
”
，
而
且
也
可
以
做
，
但
主
张
“
在

今
天
作
旧
诗
，
要
作
得
不
象
旧
诗
那
样
才
算
好
，
这
就
是
说
，
要
有

创
造
性
，
要
自
然
而
流
畅
”
。
总
之
，
作
者
认
为
“
好
的
旧
诗
万
岁
，

好
的
新
诗
是
也
万
岁
”
。 

(

大
意)

）《
談
詩
歌
問
題
》
を
発
表
し
て
、
新
旧
詩
の
認
識
に
つ
い
て
話
し
、

“
五
四
以
来
の
白
話
詩
が
疾
風
枯
れ
葉
を
巻
く
よ
う
な
効
果
を
起
こ

し
た
”
と
言
い
、“
白
話
詩
が
す
で
に
こ
わ
ば
っ
た
旧
詩
か
ら
解
放
さ

せ
た
” 

“
こ
れ
に
よ
っ
て
中
国
の
詩
歌
の
起
死
回
生
の
効
果
を
果

た
せ
た
”
そ
れ
は
“
外
来
の
影
響
を
受
け
た
と
同
時
に
、
中
国
の
詩

歌
の
伝
統
を
放
棄
し
た
の
で
は
決
し
て
な
い
”
そ
の
上
そ
の
出
現
が

“
中
国
の
社
会
の
発
展
の
規
則
に
適
応
す
る
の
で
、
中
国
の
詩
歌
の

発
展
の
規
則
に
合
う
”
そ
の
た
め
に
“
発
展
の
前
途
が
あ
る
の
だ
”

と
。
旧
詩
と
な
る
と
、
同
じ
く
“
必
ず
ま
じ
め
に
学
習
す
べ
き
で
“
、

そ
の
上
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
主
張
す
る
の
は 

“
現
在
の
旧

詩
は
、
旧
詩
に
似
て
い
な
い
詩
だ
と
、
よ
う
や
く
よ
い
と
言
え
る
。

つ
ま
り
、
創
造
性
が
あ
っ
て
、
自
然
流
暢
で
あ
る
”
。
要
す
る
に
、
作

者
は
“
良
い
旧
詩
万
歳
、
好
い
新
詩
万
歳
で
あ
る
”
。 

 

と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
時
に
あ
っ
て
白
話
詩
と
文
語
詩
の
在
り
方
を
改
め

て
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

つ
ま
り
百
花
斉
放
期
と
い
う
新
た
に
旧
詩
を
謳
歌
す
る
こ
と
が
で
き
た
時
代

に
あ
っ
て
、
そ
の
在
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
定
義
し
直
す
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

そ
う
い
う
背
景
の
な
か
で
旧
詩
の
書
は
、
今
ま
で
の
白
話
体
流
入
様
式
と
は
、

一
線
を
画
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
換
言
す
る
と
、
新
た
に
そ
の
内
容
と
共
に
、

創
造
性
、
自
然
流
暢
さ
を
付
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
そ
の
要
素
と
し
て
自
身
の
若
き
日(

壮
年
期
以
前)

の
生
命
力
豊
か
な
文

語
様
式
が
採
択
さ
れ
、
そ
れ
を
盛
り
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
白
話
様
式

と
は
、
区
別
で
き
る
新
し
い
第
二
期
郭
体
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

  

よ
っ
て
、
私
が
先
に
述
べ
た
「
感
情
の
起
伏
の
表
現
た
る
用
筆
の
伸
縮
の
激

し
さ
」
と
は
、
図
１
３
に
見
ら
れ
る
用
筆
、
結
体
法
で
あ
り
、
抗
日
戦
争
以
前

の
文
語
様
式
で
あ
っ
て
、「
第
二
期
」
の
郭
沫
若
の
細
身
の
用
筆
、
丸
み
の
中
に

伸
縮
が
内
核
さ
れ
る
淵
源
は
、
抗
日
戦
争
以
前
の
明
清
書
風
の
継
承
期
に
求
め

ら
れ
る
。 

こ
こ
で
書
風
と
し
て
、
復
古
的
に
文
語
様
式
が
新
た
に
注
ぎ
込
ま
れ
た
結
果

の
重
層
的
な
新
し
い
姿
が
、
第
二
期
郭
体
の
内
実
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
第
一
期
」

と
は
全
く
違
う
意
識
と
書
相
を
呈
し
て
い
る
と
言
え
る
。 

時
の
文
学
潮
流
的
に
言
え
ば1

3

、 

 
一
九
五
六
年
五
月
毛
沢
東
が
最
高
国
務
会
議
で
〈
百
花
斉
放
・ 

百
家
争

鳴
）
の
方
針
を
提
起
し
た
。
こ
れ
は
芸
術
の
発
展
と
科
学
の
進
歩
を
促

進
し
、
中
国
の
社
会
主
義
文
化
の
繁
栄
を
促
す
長
期
的
な
方
針
と
し
て

図 13 
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打
ち
出
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
同
月
、
党
中
央
宣
伝
部

長
だ
っ
た
陸
定
一
（
一
九
〇
六 

‐
九
六
）
が
自
然
科
学
、
社
会
科
学
、

医
学
、
の
専
門
家
た
ち
に
〈
百
花
斉
放
・ 

百
家
争
鳴
〉
の
趣
旨
に
つ
い

て
講
演
を
行
い
、
そ
れ
は
「
工
作
と
科
学
研
究
に
お
け
る
独
立
思
考
の

自
由
、
弁
論
の
自
由
、
批
判
の
自
由
、
自
己
の
意
見
を
発
表
す
る
自
由
」

を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
と
述
べ
た
。
こ
の
結
果
、
五
六
年
か
ら
五
七

年
に
か
け
て
、
文
学
に
は
建
国
後
姿
を
消
し
て
い
た
現
実
の
暗
部
を
描

き
批
判
す
る
作
品
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
よ
り
前
中
国
作

家
協
会
創
作
部
で
は
創
作
の
現
状
に
つ
い
て
討
論
を
お
こ
な
っ
て
お
り
、

そ
の
過
程
で
「
生
活
に
関
与
す
る
」
と
い
う
問
題
意
識
が
生
ま
れ
て
い

た
。「
生
活
に
関
与
せ
よ
」 

を
題
名
に
掲
げ
た
、
唐
摯
（ 

唐
達
成
、
一

九
二
八-

九
九
）
の
評
論
に
よ
れ
ば
そ
の
主
旨
は
「
作
家
は
、
自
分
た
ち

の
人
生
と
生
活
を
熱
愛
し
、
大
胆
に
生
活
に
関
与
し
、
全
て
の
魂
で
一

切
の
新
事
物
を
支
持
す
る
闘
士
で
あ
れ
」
と
い
う
も
の
で
、
具
体
的
に

は
生
活
の
な
か
に
あ
る
矛
盾
を
描
き
、
そ
れ
と
闘
う
新
し
い
人
物
を
描

く
べ
し
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
こ
の
主
張
は
〈
暗
黒
／
光
明
〉
モ
デ

ル
か
ら
み
れ
ば
、
結
局
「
味
方
の
中
に
も
〈
暗
黒
〉
が
あ
る
こ
と
を
認

め
よ
」
と
い
う
延
安
時
代
に
否
定
さ
れ
た
発
想
の
延
長
上
に
あ
る
も
の

と
い
え
た
。 

と
い
う
復
古
の
時
期
で
あ
り
、
知
識
人
に
と
っ
て
は1

4

、 

…
一
九
五
六
年
か
ら
五
七
年
の
上
半
期
に
か
け
て
、
毛
沢
東
が
重
視
し

た
の
は
確
実
に
民
主
の
強
調
で
あ
り
、
民
主
の
拡
大
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
彼
は
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
と
い
う
大
陸
で
は
「
双
百
方
針
」

と
称
さ
れ
る
も
の
を
打
ち
出
し
た
の
で
あ
り
、
一
方
で
共
産
党
以
外
の

民
主
党
派
に
「
長
期
共
存
、
相
互
監
督
」
の
方
針
を
呼
び
か
け
た
の
で

あ
る
。
毛
沢
東
は
「
ソ
連
に
は
一
つ
の
党
し
か
な
か
っ
た
。
一
党
が
よ

い
の
か
、
い
く
つ
か
の
党
が
よ
い
の
か
、
お
そ
ら
く
後
者
だ
」
、
「
共
産

党
が
素
晴
ら
し
い
と
す
れ
ば
、
民
主
党
派
も
ま
た
素
晴
ら
し
い
の
で
あ

る
」
と
述
ベ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
と

は
何
な
の
か
？ 

文
学
的
に
は
各
種
の
流
派
や
ス
タ
イ
ル
な
ど
を
み
な

自
由
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
ま
た
学
術
上
の
様
々
な
見
解
を

そ
れ
ぞ
れ
が
自
由
に
議
論
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
知
識
人
に
と

っ
て
は
あ
る
程
度
の
解
放
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
し

て
「
長
期
共
存
、
相
互
監
督
」
が
民
主
党
派
に
と
っ
て
は
あ
る
程
度
の

解
放
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
毛
沢
東
は
こ
の
こ
と
を
一
言
で
「
放
」

と
ま
と
め
た
。 

当
時
毛
沢
東
は
国
務
委
員
会
で
極
め
て
重
要
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
な
る
演
説
を
行
う
。
そ
こ
で
あ
る
人
が
、
百
家
争
鳴
と

い
う
以
上
、
マ
ル
ク
ス
主
義
も
批
判
し
て
も
よ
い
の
か
？
と
尋
ね
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
答
え
が
大
変
興
味
深
い
。
彼
が
い
う
に
は
、「
共
産
党

の
思
想
と
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
思
想
で
あ
り
」
、
我
々
は
「
全

て
の
人
が
共
産
党
員
に
な
る
こ
と
を
要
求
も
し
て
い
な
い
し
、
共
産
党

の
道
理
と
は
完
全
に
唯
物
主
義
的
な
世
界
観
で
あ
る
が
、
人
に
マ
ル
ク

ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
世
界
観
を
押
し
付
け
る
こ
と
は
よ
ろ
し
く
な
い

こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
の
答
え
は
や
は
り
熟
慮

が
必
要
で
、
ま
た
後
で
詳
し
く
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
た
あ
る
人
が
、

老
幹
部
も
、
そ
し
て
共
産
党
の
指
導
者
も
批
判
が
許
さ
れ
る
の
か
と
問

う
た
が
、
こ
れ
は
「
あ
な
た
」（
毛
沢
東
）
の
こ
と
も
批
判
し
て
よ
い
の

か
」 

と
ぃ
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
い
る
。
毛
沢
東
の
答
え
が
ま
た
絶
妙

で
、「
老
幹
部
が
批
判
を
受
け
て
失
脚
し
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
ま

で
な
の
だ
ろ
う
。
批
判
を
恐
れ
る
の
は
弱
点
が
あ
る
か
ら
な
の
で
あ
り
、

弱
点
が
あ
る
の
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
は
批
判
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
」
と
し
、
ま
た
後
に
「
批
判
が
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
し
い

の
は
当
然
と
し
て
、
批
判
が
あ
た
っ
て
な
く
て
も
、
問
題
に
は
な
ら
な

い
。
人
民
内
部
の
事
に
関
し
て
、
人
民
は
批
判
す
る
権
利
を
持
っ
て
い

る
。
憲
法
で
は
人
民
が
言
論
の
自
由
を
、
出
版
の
自
由
を
持
つ
と
さ
れ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
か
ら
す
れ
ば
普
通
の
こ
と
に
思

わ
れ
る
が
、
当
時
の
知
識
人
は
狂
喜
乱
舞
し
、
興
奮
し
た
の
で
あ
る
。 

な

ぜ
な
ら
突
然
マ
ル
ク
ス
主
義
や
老
幹
部
へ
の
批
判
が
許
さ
れ
、
ま
た
憲
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法
で
規
定
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
言
論
の
自
由
と
出
版
の
自
由
が
保
障
さ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
し
か
も
毛
沢
東
自
身
は
自
由
闊
達
か
つ
博
学
で
、

知
識
人
に
と
っ
て
は
大
変
魅
力
的
な
存
在
で
あ
つ
た
の
だ
。
… 

と
あ
る
よ
う
に
、
図
⒒
の
漢
詩
の
「
民
主
」
の
意
味
も
そ
う
い
う
渦
中
に
あ
っ

た
と
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

八 

「
第
二
期
郭
体
」
の
定
義
と
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て 

六
章
引
用
と
重
複
す
る
が
、
一
九
六
九
年
に
出
さ
れ
た
『
続
創
造
十
年
』(

平

凡
社
東
洋
文
庫)

に
於
い
て
、 

 

私
は
あ
る
時
期
王
陽
明
の
崇
拜
者
だ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
九

一
五
年
か
ら
一
九
一
七
年
に
か
け
て
私
が
岡
山
の
第
六
高
等
学
校
で
学
ん

で
い
た
時
期
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
は
汎
神
論
の
思
想
に
染
ま
っ
て

い
た
の
で
ス
ピ
ノ
ザ
・
ゲ
ー
テ
を
崇
拝
し
て
お
り
、
タ
ゴ
ー
ル
の
詩
を
耽

読
し
、
中
国
の
古
人
の
中
で
は
荘
子
と
王
陽
明
を
崇
拝
し
て
い
た
。 

 

荘
子
の
思
想
は
一
般
に
は
虚
無
主
義
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
私
は
彼

を
ス
ピ
ノ
ザ
と
き
わ
め
て
近
い
と
思
う
。
彼
は
宇
宙
万
物
を
一
つ
の
実
在

す
る
本
体
の
あ
ら
わ
れ
と
考
え
る
。
人
は
こ
の
本
体
を
体
験
し
、
万
物
を

一
体
と
見
な
し
、
個
体
の
私
欲
私
念
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
生
命
を
養
え
ば
平
静
た
り
え
、
こ
れ
に
よ
っ
て
政
治
を
行
え
ば
争
乱

が
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
は
む
し
ろ
宇
宙
主
義
者
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
彼
の
文
筆
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
中
国
の

古
文
中
で
古
今
独
歩
の
も
の
で
あ
る
。
王
陽
明
の
思
想
は
禅
理
を
本
質
と

し
て
儒
家
の
衣
裳
を
ま
と
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
実
は
荘
子
と
異
な
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
彼
は
荘
子
の
本
体
、
い
わ
ゆ
る
「
道
」
を
、「
良
知
」
と
命

名
し
、
一
方
で
は
静
座
を
主
張
し
て
、「
良
知
」
の
体
験
を
求
め
、
一
方
で

は
実
践
を
主
張
し
て
、
知
行
合
一
の
生
活
を
求
め
る
。
そ
の
出
発
点
に
問

題
は
あ
る
に
し
て
も
、
彼
の
「
事
に
お
い
て
錬
磨
す
る
」
と
い
う
主
張
は
、

一
切
の
玄
学
家
（
一
種
の
神
秘
主
義
的
空
論
家
）
の
歪
曲
を
救
う
に
十
分

で
あ
る
。
そ
し
て
彼
自
身
の
実
践
、
昔
の
い
わ
ゆ
る
「
経
論
」
も
、
ま
さ

し
く
彼
の
学
説
の
保
証
で
あ
る
。
私
は
当
時
静
座
を
学
び
、
彼
の
伝
習
録

と
詩
を
耽
読
し
た
も
の
だ
っ
た
。
の
ち
に
は
捨
て
て
し
ま
っ
た
が
、
私
の

彼
に
対
す
る
崇
拜
は
依
然
と
し
て
断
ち
切
れ
て
い
な
い
。
彼
は
何
と
い
っ

て
も
わ
が
民
族
の
発
展
に
お
け
る
一
人
の
傑
作
た
る
を
失
わ
な
い
、
と
私

は
信
じ
て
い
る
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

一
九
三
六
年
時
の
作
品
「
荘
子 

逍
遥
游
句
」(

図
１
３)

 

は
、
そ
の
思
想

的
に
郭
沫
若
の
陽
明
学
観
と
連
繋
す
る
も
の
で
あ
り
、
市
川
時
代
の
古
文
様
式

の
行
草
は
、
そ
の
よ
う
な
思
想
の
下
で
、
伸
縮
性
の
強
い
独
特
の
書
風
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。 

ま
た
亡
命
時
、
千
葉
の
市
川
で
過
ご
し
た
際
の
多
く
の
資
料
は
、
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
当
時
の
郭
沫
若
所
蔵
書
籍
文
庫
目
録
か

ら
見
る
と
、
董
其
昌
や
王
鐸
な
ど
の
明
清
書
法
に
因
む
蔵
書
も
見
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
再
度
確
認
す
れ
ば
、
こ
の
図
１
３
の
様
式
は
、
抗
日
全
面
戦
争
を

機
に
、
ほ
と
ん
ど
姿
を
見
せ
な
く
な
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
中
後
期
に
別
の
様

相
を
呈
し
て
、
再
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
そ
れ
を
、
「
逆
入
平
出 

回
锋
转
向
」
と
い
う
語
彙
を
用
い
て
定
義
し

よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
文
語
的
要
素
と
し
て
再
度
盛
り
込
ま
れ
た
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
書
風
は
、
図
１
４
の
様
式
の
ご
と
く
、
や
は
り
大
躍
進
時

代
、
そ
れ
以
後
に
も
継
続
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
、
百
花
斉
放
期
の
書
法
の
変
化
の
も
う
一
つ
の
背
景
と
し
て
、
一
九
五

六
年
一
〇
月
に
成
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
「
北
京
中
国
書
法
研
究
会
」
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
る
。
当
会
は
、
郭
沫
若
・
葉
恭
綽
な
ど
の
著
名
な
文
化
人
の
支
持
に

よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、
張
伯
駒
が
会
長
と
な
り
、「
書
法
と
い
う
芸
術
の
花
を

継
承
し
発
揚
す
る
」
こ
と
を
会
の
宗
旨
と
し
、
金
石
学
・
篆
刻
を
書
法
芸
術
の

研
究
範
囲
に
取
り
入
れ
た1

5

。
そ
の
よ
う
な
伝
統
性
を
標
榜
す
る
書
法
団
体
等

が
林
立
す
る
気
運
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。 
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九 

小
結 

本
章
で
は
、「
郭
体
」
の
定
義
を
中
心
的
テ
ー
マ
に
し
て
、
抗
日
戦
勝
利
後
か

ら
百
花
斉
放
期
に
至
る
郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
を
追
い
、
そ
の
様
式
ご
と
の
思

想
性
や
時
代
性
に
つ
い
て
少
し
く
論
じ
て
き
た
。 

要
約
す
る
な
ら
ば
、
抗
日
戦
後
か
ら
国
共
内
戦
期
の
郭
沫
若
の
書
は
、
民
国

以
来
の
流
れ
で
整
理
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
も
さ
ほ

ど
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
建
国
後
、
副
総
理
の
役
に
就
き
、
ま
た
文

字
改
革
政
策
に
携
わ
る
時
期
に
は
、
右
派
文
芸
批
判
と
白
話
体
の
書
様
式
の
模

索
が
行
わ
れ
た
と
言
え
る
。 

そ
し
て
先
行
研
究
の
指
摘
も
あ
る
よ
う
に
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
十

年
代
に
か
け
て
「
郭
体
」
が
隆
盛
す
る
と
い
う
見
解
に
は
、
私
論
に
於
い
て
も

当
期
が
大
き
な
節
目
で
あ
っ
た
と
い
う
認
識
に
同
意
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の

実
態
に
つ
い
て
詳
し
く
考
察
す
れ
ば
、
民
国
期
以
来
、
そ
の
「
第
二
期
郭
体
」

形
成
過
程
に
於
け
る
実
験
の
蓄
積
を
背
景
に
、
百
花
斉
放
期
に
開
花
し
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
こ
の
百
花
斉
放
期
の
「
第
二
期
郭
体
」
の
完
成
は
、
裂
帛
の
気
魄
を
表

現
す
る
に
相
応
し
い
用
筆
の
伸
縮
の
激
し
さ
と
い
う
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
内
包

し
、
大
躍
進
政
策
時
代
へ
と
受
け
継
が
れ
る
序
奏
的
な
位
置
付
け
と
言
え
る
。

こ
の
「
第
二
期
郭
体
」
は
偶
発
で
は
な
く
常
態
と
し
て
大
躍
進
期
以
降
の
書
風

に
も
反
映
さ
れ
る
の
だ
が
、
当
時
の
郭
沫
若
の
意
識
の
内
実
に
つ
い
て
の
、
政

治
史
、
文
学
史
、
書
道
史
的
な
角
度
か
ら
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
次
章
以
後
で

整
理
し
た
い
。 

                                        

          

 
1 

 

拙
稿
「
民
国
抗
日
戦
争
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の
「
書
」
及
び
「
文
学
」
の
論
理
‐
郭 

沫
若
に
於
け
る
「
言
語
」
「
文
学
」
「
思
想
」
の
表
出
と
し
て
の
「
書
」
様
式
の
史
的

変
遷
に
つ
い
て
」(

『
郭
沫
研
究
会
報
』
十
五
号   

二
〇
一
六
年
六
月)   

2 

銭
理
群
氏
は
反
右
闘
争
以
後
、
弾
圧
さ
れ
た
知
識
人
と
し
て
、
そ
の
生
の
声

を
直
裁
に
表
し
て
お
り
、
郭
沫
若
に
近
い
知
識
人
史
観
と
し
て
、
有
用
性
が

あ
る
と
考
え
た
。
ま
た
そ
の
歴
史
叙
述
は
、
極
め
て
具
体
的
で
あ
り
、
歴
史

学
で
は
主
と
し
て
文
献
か
ら
歴
史
を
調
べ
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
か
ら
知
ら
れ
る

内
容
に
は
限
界
が
あ
り
、
例
え
ば
、
政
策
決
定
を
渦
巻
く
社
会
状
況
、
ま
た

そ
の
過
程
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
文
献
と
し
て
は
公
表
さ
れ
た
結
果

の
み
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
、
政
治
が
推
移
し
た
か
に
つ
い
て
は
文
書
が

残
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
記
録
に
残
る
こ
と
の
多
く
は
特
異
な

事
件
な
ど
で
あ
っ
て
、
一
般
人
の
日
常
生
活
な
ど
は
文
献
に
は
ほ
と
ん
ど
残

っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
そ
の
当
時
は
常
識
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
年
月
を
過

ぎ
る
と
全
く
わ
か
ら
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

こ
の
証
言
は
、
知
識
人
の
苦
悩
と
い
う
主
観
を
差
し
引
い
て
、
現
在
の
史
料

と
し
て
有
効
性
が
あ
る
と
考
え
た
こ
と
を
、
先
に
注
記
し
て
お
き
た
い
。 

銭
理
群
著 

; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に

よ
る
中
華
人
民
共
和
国
史
』(

青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

3 
 

注
１
参
照
。 

4 
 

久
保
亨
『
社
会
主
義
へ
の
挑
戦 

一
九
四
五-

一
九
七
一 

シ
リ
ー
ズ
中
国
近
現 

代
史
④
』(

岩
波
新
書 

二
〇
一
一
年
一
月)

参
照
。 

5 
 

河
内
利
治
『
郭
沫
若
書
法
管
見
』(

『
现
代
中
国
文
化
与
文
学
』
二
〇
一
三
年
第

〇
一
期 

) 

図 14 
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6 
 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

7 
 

邹
铁
夫 

「
上
世
纪
三
十
年
代
到
五
十
年
代
的
文
白
之
争
」(

『
剑
南
文
学
』
上

半
月 

二
〇
一
五
年
〇
一
期) 

 
8 

 

草
津
祐
介
「
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
の
小
学
校
に
お
け
る
写
字
教
育-

『
小

学
語
文
課
程
暫
行
標
準(

草
案)

『
小
学
語
文
教
学
大
綱(

草
案)

』
を
中
心
と
し

て
」(

『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
十
九
号 

二
〇
一
八
年
三
月 

中
国
近
現

代
文
化
研
究
会) 

9 
 

銭
理
群
著 

; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に
よ

る
中
華
人
民
共
和
国
史
』(
青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

1
0 

 

小
竹
文
夫
『
中
国
の
思
想
問
題
―
胡
風
事
件
を
め
ぐ
っ
て
』(

大
学
出
版
協
会 

一
九
五
六
年
三
月) 

1
1 

 

注
３
参
照
。 

1
2 

 

拙
稿
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭 

沫
若
の
書
様
式
の
整
理-

日
中
戦
争
終
結
か
ら
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
様
式 

変
遷
と
所
謂
「
郭
体
」
の
確
立
時
期
を
巡
っ
て
」(
『
京
都
語
文
』
第
二
三
号 

二 

〇
一
六
年
十
一
月) 

1
3 

 

注
５
参
照
。 

1
4 

 

注
８
参
照
。 

1
5 

 

井
垣
清
明 

[

ほ
か] 

編
著
『
書
の
総
合
事
典
』(

二
〇
一
〇
年
十
一
月 

柏
書

房) 
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第
十
二
章 

郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
期
に
於
け
る 

書
法
様
式
の
類
型
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て 

ー
「
漢
詩
」
の
分
析
を
中
心
と
し
た
政
治
性
及
び
建
築
と 

書
法
と
の
照
合 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

一 

緒
論 

先
の
章
ま
で
で
、
抗
日
全
面
戦
争
期
か
ら
建
国
後
の
百
花
斉
放
期
ま
で
の
、

郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て
、
郭
沫
若
の
行
草
、
所
謂
「
郭
体
」
は
、
実

際
に
二
度
の
変
転
を
経
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
一
つ
は
一
九
三
〇
年

代
後
期
の
抗
日
全
面
戦
争
期
に
形
成
さ
れ(

第
一
期
郭
体)

、
も
う
ひ
と
つ
は
、

一
九
五
〇
年
代
中
後
期
の
百
花
斉
放
期
に
変
貌
を
遂
げ
た
と
言
え
る(

第
二
期

郭
体)

。
そ
し
て
そ
の
内
実
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、
「
第
一
期
」
は
、
白
話
様

式
の
文
語
様
式
へ
の
流
入
体
、
「
第
二
期
」
は
、
「
第
一
期
体
」
に
再
度
文
語
様

式
が
盛
り
込
ま
れ
た
体
と
定
義
し
、
分
類
、
分
析
し
た
。 

本
章
で
は
、
以
上
の
経
過
を
受
け
て
、
そ
の
後
、
大
躍
進
政
策
期
の
郭
沫
若

の
書
が
ど
の
よ
う
な
様
相
を
呈
し
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
に
は
、
如
何
な
る
事
情

が
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
。 

二 

大
躍
進
期
の
書
様
式
の
類
型 

所
謂
、
大
躍
進
期
、
そ
れ
は
中
華
人
民
共
和
国
が
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六

〇
年
前
半
期
に
か
け
て
推
進
し
た
社
会
主
義
国
家
建
設
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
一
つ

で
あ
り
、
生
産
大
躍
進
と
し
て
人
民
公
社
革
命
・
社
会
主
義
建
設
総
路
線
と
並

び
〈
三
面
紅
旗
〉
の
一
つ
と
見
做
さ
れ
た1

。 

そ
の
大
躍
進
政
策
進
行
時
の
郭
沫
若
の
足
跡
は
、
ま
ず
そ
の
日
記
や
、
書
法

の
系
譜
を
追
い
、
さ
ら
に
旧
文
明
と
共
産
主
義
を
結
び
付
け
よ
う
と
す
る
視
覚

か
ら
、
新
詩
で
は
な
く2

、
旧
体
漢
詩
集
を
分
析
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ね
ば
な
ら

な
い
だ
ろ
う
が3

、
書
法
史
的
に
そ
の
当
時
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
第
二
期
郭
体
期
に

見
ら
れ
た
過
度
な
伸
縮
と
裂
帛
の
気
迫
の
姿
が
変
貌
を
見
せ
る
。 

無
論
、
こ
こ
で
は
郭
沫
若
の
行
草
書
に
絞
っ
て
の
議
論
で
あ
る
が
、
作
品
全

文
字
に
第
二
期
郭
体
の
典
型
の
如
く
、
伸
縮
の
激
し
さ
と
裂
帛
の
気
迫
を
盛
り

込
む
ケ
ー
ス(

図
１)

と
第
一
期
郭
体
を
基
調
に
時
折
第
二
期
的
要
素
を
表
現
す

る
ケ
ー
ス(

図
２)

、
ま
た
第
一
期
風
郭
体
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス(

図
３)

の
三

つ
に
大
別
で
き
る
。 

 そ
し
て
そ
の
背
景
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
書
か
れ
た
文
学
的
な
内
容
に
呼
応

し
た
側
面
も
然
る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
書
か
れ
た
時
、
場
所
、
そ
れ
が
飾
ら
れ

る
場
の
背
景
な
ど
の
経
緯
が
大
き
な
所
以
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。 

 
本
章
で
は
、
そ
の
三
パ
タ
ー
ン
の
定
義
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
具
に
そ

の
事
情
を
詳
論
し
て
い
き
た
い
。 

 

図 1 図 2 
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図 4 

 

 

三 

第
二
期
郭
体
の
淵
源
と
し
て
の
共
産
党
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
詩
、 

そ
し
て
そ
の
書
法 

  

前
章
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭

沫
若
の
書
様
式
の
整
理
」
の
百
花
斉
放
期
で
見
た
第
二
期
郭
体
の
象
徴
的
に
挙

げ
た
作
品
は
、
一
九
五
七
年
五
月
十
四
日
正
式
成
立
し
た
北
京
画
院
に
題
さ
れ

た
詩
で
あ
る
が(

図
４)

4

、
こ
れ
ら
の
極
度
の
伸
縮
と
裂
帛
の
気
迫
が
盛
り
込
ま

れ
る
ス
タ
イ
ル
は
、
先
ず
内
容
と
し
て
、
何
某
か
の
政
治
的
な
出
来
事
を
記
念

し
た
漢
詩
の
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
そ
れ
が
飾
ら
れ
る
場
、
つ
ま
り
建

築
も
、
書
者
で
あ
る
郭
沫
若
の
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。 

ま
た
岩
佐
昌
暲
氏
は
、
先
ず
反
右
闘
争
後
の
『
詩
刊
』
に
纏
わ
る
文
学
界
に

つ
い
て5

、 

こ
の
文
章
は
「
不
良
な
傾
向
」
と
し
て
「
く
だ
ら
な
い
情
欲
の
追
求
」
や

「
愛
情
に
た
い
す
る
恐
れ
や
空
虚
で
陰
鬱
な
情
緒
」「
頽
廃
的
で
感
傷
的
な

感
覚
」
を
う
た
っ
た
愛
情
詩
、
個
人
的
な
「
暗
い
」「
陰
鬱
な
」
情
緒
を
ふ

り
ま
く
「
不
健
康
」
な
作
品
を
、「
反
党
の
逆
流
」
と
し
て
「
党
を
攻
撃
し
、

社
会
主
義
を
攻
撃
す
る
」
作
品
を
あ
げ
て
批
判
し
、
詩
人
た
ち
に
「
鮮
明

な
社
会
主
義
時
代
の
特
徴
を
備
え
た
詩
篇
」
を
書
く
よ
う
呼
び
掛
け
て
い

る
。『
詩
刊
』
は
ー
と
い
う
よ
り
中
国
現
代
詩
は
、
反
右
派
闘
争
を
契
機
に

五
七
年
前
半
の
努
力
＝
芸
術
上
の
探
索
、
を
放
棄
し
、「
頌
歌
」
と
「
戦
歌
」

の
道
へ
と
再
転
換
す
る
こ
と
に
な
る
。 

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

   
 

 

つ
ま
り
図
５
・
図
６
に
見
ら
れ
る
題
詩
や
共
産
党
を
謳
歌
す
る
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
的
な
漢
詩
作
品
が
、
先
ず
は
第
二
期
郭
体
を
生
み
出
し
た
背
景
に
あ
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

図 3 

図 5 
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そ
し
て
こ
れ
ら
の
作
品
を
分
析
す
る
と
、
先
ず
郭
沫
若
の
日
記
で
あ
る
『
郭

沫
若
年
譜
』
に
も
そ
の
言
及
が
確
認
で
き6

、
史
実
と
し
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。 

先
ず
図
５
の
建
国
十
周
年
に
当
た
る
年
に
書
か
れ
た
こ
の
書
幅
は
、
政
治
的

な
記
念
碑
と
し
て
の
意
味
を
有
す
る
も
の
と
見
て
大
過
な
か
ろ
う
。 

そ
し
て
そ
の
一
九
五
九
年
三
月
二
日
の
作
詩
、「
題
《
革
命
烈
士
抄
》
」
に
は
、 

 

血
性
文
章
血
写
成 

党
人
風
格
万
年
貞 

丹
砂
粉
砕
丹
仍
在 

鉄
鏈
鍛 

成
鉄
癒
錚 

竜
戦
玄
黄
禹
甸
赤 

鶏
鳴
風
雨
舜
天
晴 

頭
顱
換
得
金
星 

五 

満
地
紅
旗
衆
手
擎 

(

大
意)

剛
直
正
直
な
文
章
、
血
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
共
産
党
員
の
風
格
は
、

い
つ
ま
で
も
貞た

だ

し
い
。
丹
砂
は
粉
砕
さ
れ
、
丹
が
こ
こ
に
あ
り
、
鉄
鎖

が
鍛
え
ら
れ
、
ま
す
ま
す
高
く
響
く
。
龍
の
戦
い
は
、
玄
黄
で
あ
る
が
、

禹
は
赤
く
、
鳥
が
風
雨
に
鳴
き
、
舜
天
が
晴
れ
て
い
る
。
頭
が
代
わ
っ

て
金
星
を
五
つ
得
て
、
地
に
は
紅
旗
が
満
ち
、
民
衆
が
手
を
上
げ
て
い

る
。 

 と
あ
り
、
こ
の
《
革
命
烈
士
抄
》
に
は
、
毛
沢
東
や
董
必
武
、
林
伯
渠
な
ど
が

同
じ
く
題
詩
を
寄
せ
て
い
る
。 

 

因
み
に
同
年
二
月
二
十
五
日
に
新
華
社
か
ら
「
人
民
解
放
軍
総
政
治
部
「
軍

隊
の
建
設
活
動
参
加
要
綱
」
」
が
発
表
さ
れ7

、 

 
 

中
国
人
民
解
放
軍
総
政
治
部
は
、
最
近
軍
隊
の
社
会
主
義
建
設
参
加
に
関

す
る
工
作
要
綱
を
発
布
し
て
、
各
部
隊
が
組
織
的
に
、
計
画
的
に
社
会
主

義
建
設
に
参
加
し
、
一
歩
一
歩
国
家
の
工
業
化
、
人
民
公
社
の
工
業
化
お

よ
び
農
業
の
機
械
化
、
電
化
実
現
の
た
め
に
、
い
っ
そ
う
大
き
な
貢
献
を

す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。 

と
言
う
大
躍
進
政
策
期
の
政
治
的
指
示
内
容
と
、
こ
の
漢
詩
は
時
期
的
に
呼
応

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
政
策
が
頓
挫
し
て
間
も
な
い
一
九
六
一
年
六
月
一
六
日
に
北
京
で
作

ら
れ
た
図
６
の
「
頌
党
慶
」
は
、
共
産
党
成
立
四
〇
周
年
を
祝
す
内
容
で
あ
る
。 

 

桓
桓
四
十
年 

碧
血
鋳
新
天 

旭
日
昭
華
甸 

東
風
漾
醴
泉 

三
山
白 

雪
化 

九
域
紅
旗
鮮 

六
億
神
州
楽 

謳
歌
実
践
篇 

(

大
意)

勇
敢
な
四
〇
年
間
、
忠
誠
の
血
が
新
し
い
天
を
鋳
込

い

こ

む
。
旭
は
全
中

国
を
照
ら
し
、
東
風
は
醴
泉
に
流
れ
る
。
三
山
は
白
雪
と
な
り
、
九
州

の
紅
旗
は
鮮
や
か
で
あ
る
。
六
億
の
中
国
人
民
は
楽
し
み
、
毛
沢
東
の

実
践
論
を
謳
歌
す
る
。 

 

と
あ
り
、
と
も
に
共
産
党
を
謳
歌
す
る
嬉
々
た
る
生
命
力
を
内
包
し
た
、
プ
ロ

パ
カ
ン
ダ
を
目
的
と
し
た
様
式
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

当
時
の
第
二
期
郭
体
の
背
景
に
は
、
先
ず
は
こ
の
よ
う
な
政
治
性
が
あ
っ
た

こ
と
は
、
言
を
俟
た
な
い
だ
ろ
う
。 

四 

書
品
と
建
築
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム 

一
九
五
九
年
当
時
、
大
躍
進
政
策
が
進
行
す
る
中
、
建
国
十
周
年
を
記
念
す

る
十
大
建
築
に
象
徴
さ
れ
る
、
博
物
館
や
駅
、
公
共
建
造
物
が
多
く
建
て
ら
れ

た
が8

、
権
力
者
が
そ
の
「
建
築
」
で
訴
え
る
夢
と
魅
惑
の
全
体
主
義
の
下
、
政

図 6 
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治
家
で
も
あ
る
郭
沫
若
の
書
の
も
つ
意
味
も
、
そ
の
文
脈
で
捉
え
る
べ
き
だ
ろ

う9

。 因
み
に
郭
沫
若
は
当
時
、「
十
年
建
国
増
徽
识
」
八
首
、「
大
广
场
」「
大
会
堂
」

「
博
物
馆
」「
民
族
宫
」「
军
事
馆
」「
北
京
站
」「
长
安
街
」「
颐
和
园
」
を
作
詩

し
て
い
る
。 

そ
し
て
図
１
の
様
式
は
、
紛
れ
も
な
く
第
二
期
郭
体
を
象
徴
す
る
よ
う
な
姿

態
で
あ
り
、
こ
の
漢
詩
「
迎
賓
館
」
は
、
そ
の
当
日
、
一
九
五
九
年
一
月
二
六

日
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
経
緯
が
窺
え
る
。 

  
 

 

二
十
六
日 

陪
同
卡
德
纳
斯
等
人
从
武
汉
飞
抵
广
州
访
问
。
下
午
，
一
同 

参
观
了
广
州
市
郊
区
新
滘
人
民
公
社
以
及
中
国
出
口
商
品
陈
列
馆
。
晚
，

设
宴
欢
送
即
将
离
开
我
国
的
墨
西
哥
朋
友
，
在
致
词
中
表
示
愿
与
墨
西

哥
人
名
紧
密
携
起
手
来
，
保
卫
太
平
洋
上
的
和
平
，
使
太
平
洋
成
为
名

副
其
实
的
太
平
洋
。(

2
7

日
《
人
民
日
报
》)
 

同
日 

晚
，
在
迎
宾
馆
与
卡
德
纳
斯
将
军
共
赏
红
线
女
和
马
师
曾
合
演
的

粤
剧
《
断
机
教
子
》
。
作
七
律
一
首
以
志
之
，
有
云 

“
绕
梁
细
听
歌
声

转 

一
曲
断
机
净
客
尘
。
”
载
《
作
品
》
四
期
，
题
为
《
迎
宾
馆
》
，
为
“
南

来
杂
诗
九
首
”
《
英
雄
树
下
华
争
放
》
之
二
。 

(

大
意)

二
六
日
、
カ
ル
デ
ナ
ス
た
ち
を
連
れ
て
武
漢
空
港
か
ら
、
広
州
を
訪

問
。
午
後
一
同
は
広
州
市
郊
区
新
滘
人
民
公
社
と
中
国
出
口
商
品
陳
列

館
を
参
観
。
晩
に
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
、
帰
国
す
る
メ
キ
シ
コ
の
友
を
ね

ぎ
ら
い
、
そ
の
挨
拶
の
中
で
、
メ
キ
シ
コ
人
と
緊
密
に
連
携
し
、
太
平

洋
上
の
平
和
を
守
り
、
名
実
と
も
に
備
わ
る
太
平
洋
と
す
る
こ
と
を
願

っ
た
。(

二
七
日
《
人
民
日
報
》)

同
日
、
晩
、
迎
賓
館
で
カ
ル
デ
ナ
ス

将
軍
と
共
に
紅
線
女
と
馬
師
曾
、
合
演
の
粤
劇

え
つ
げ
き

《
断
机
教
子
》
を
鑑
賞
。

七
律
一
首
を
作
り
そ
の
志
を
示
し
、
“
繞
梁
細
聴
歌
声
転 

一
曲
断
机
浄

客
塵
”
の
句
は
《
作
品
》
四
期
に
掲
載
、《
迎
賓
館
》
と
題
し
て
“
南
来

雑
詩
九
首
”
《
英
雄
樹
下
華
争
放
》
の
二
と
し
た
。 

 

そ
し
て
、
そ
の
詩
を
分
析
す
る
と
、 

 

尚
府
樓
台
幾
度
新 

經
年
喬
木
更
嶙
峋 

打
通
鉄
塔
矜
今
古 

六
祖
金 

 

身
隱
近
鄰 

霞
鶩
起
飛
冬
日
暖 

桂
蘭
竟
秀
晚
風
薰 

繞
梁
細
聴
歌
声

囀 

一
曲
断
機
淨
客
塵 

(

大
意)

尚
可
喜

し

ょ

う

か

き

の
邸
宅
は
、
幾
度
も
新
し
く
な
り
、
年
を
経
て
丈
の
高
い
木

が
、
さ
ら
に
剛
直
。
鉄
塔
を
打
ち
抜
き
、
古
今
に
誇
り
、
六
祖
の
御
身

は
、
近
隣
に
隠
れ
て
い
る
。
霞
の
中
の
鶩

あ
ひ
る

は
、
冬
の
日
の
暖
か
さ
に
起

き
、
桂
蘭
は
秀
で
て
、
夜
風
に
香
る
。
琴
の
美
し
い
音
色
が
聞
こ
え
、

歌
声
も
さ
え
ず
り
、
一
曲
は
、
織
り
か
け
た
糸
を
断
ち
、
客
の
塵
を
浄

め
る
。 

 と
な
り
、
迎
賓
館
の
模
様
、
役
割
を
物
語
仕
立
て
に
軽
や
か
に
詠
い
上
げ
て
い

る
。 

 

も
と
も
と
こ
の
迎
賓
館
は
、
明
末
の
平
南
王
・
尚
可
喜
の
王
府
で
、
一
九
五

三
年
に
広
東
省
人
民
政
府
第
三
招
待
所
に
、
一
九
五
六
年
五
月
に
第
三
招
待
所

を
改
名
し
広
東
迎
賓
館
と
な
り
、
郭
沫
若
が
“
広
東
迎
賓
館
”
の
題
字
を
書
い

て
い
る
。 

さ
ら
に
、
次
の
図
７
も
、
第
二
期
郭
体
の
様
式
で
あ
る
が
、
大
躍
進
政
策
の

影
響
に
さ
ら
さ
れ
た
時
期
、
一
九
六
二
年
十
月
、
郭
沫
若
は
北
京
を
離
れ
、
上

海
を
経
て
、
舟
山
、
普
陀
山

ふ

だ

さ

ん

、
寧
波

ね

い

は

、
紹
興
、
杭
州
に
、
そ
し
て
十
一
月
一
日

福
建
武
夷
山
に
至
っ
て
視
察
旅
行
を
行
っ
た
。
そ
の
際
、
郭
沫
若
は
福
建
文
化

に
感
動
し
、
十
一
月
六
日
の
一
九
五
三
年
成
立
の
福
建
省
博
物
館
を
参
観
の
折
、

詠
じ
た
詩
が
次
の
「
如
夢
令
〈
参
観
福
州
博
物
館
〉
」
で
あ
る
。
因
み
に
郭
沫
若
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と
博
物
館
と
の
関
係
は
、
そ
の
学
者
的
な
素
性
、
そ
の
学
術
行
政
者
と
し
て
の

面
か
ら
も
、
因
縁
浅
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た1

0

。 

 

古
香
古
色
満
壁 

眼
福
飽
飧
一
席 

特
愛
呉
缶
廬 

映
目
荷
花 

幾
筆 

幾
筆
幾
筆 

痛
快
淋
漓
飄
逸 

(

大
意)

古
香
古
色
が
壁
に
満
ち
、
眼
福
す
る
晩
御
飯
の
一
席
に
。
特
に
呉
昌

碩
の
作
を
愛
し
、
目
に
蓮
の
花
を
何
筆
か
を
映
じ
る
。
何
筆
何
筆
と
溢

れ
出
る
勢
い
が
痛
快
で
あ
り
、
飄
逸
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
、

郭
沫
若
は
視
察

を
兼
ね
た
旅
行

中
に
、
あ
ら
ゆ

る
建
造
物
に
立

ち
寄
り
、
そ
こ

で
詩
を
詠
じ
、

書
を
残
し
て
い

る
。 

 

以
上
の
傾
向
か
ら
、
百
花
斉
放
期
に
北
京
画
院
に
題
さ
れ
た
図
４
も
同
様
、

こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
第
二
期
郭
体
が
用
い
ら
れ
た
の
は
、
建
国
時
の
建
築
ラ

ッ
シ
ュ
、
共
産
党
の
建
造
物
所
有
化
の
中
で
、
そ
の
建
築
に
対
す
る
記
念
、
さ

ら
に
そ
の
場
に
見
合
う
書
を
残
す
と
い
う
意
識
、
建
造
物
へ
の
配
慮
が
あ
っ
た

可
能
性
は
充
分
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
延
い
て
は
、
第
一
期
郭
体
か
ら
第
二
期
郭
体
へ
と
移
行
す
る
要
因
の
一

つ
に
も
、
飾
ら
れ
る
場
の
変
化
が
あ
る
と
い
う
視
点
も
、
こ
こ
で
提
起
し
た
い
。 

五 

漢
詩
と
書
法
の
関
係
と
傾
向 

Ａ 

第
三
期
郭
体
と
そ
の
漢
詩
の
詩
境 

次
に
、
図
２
は
一
九
五
九
年
二
月
一
九
日
作
詩
の
「
趵
突

し
ゃ
く
と
つ

泉せ
ん

」
で
あ
る
が
、 

 

普
天
誠
第
一 

暦
世
豈
三
千 

地
下
汪
洋
水 

形
成
趵
突
泉 

珍
珠
随 

処
湧 

金
線
自
然
牽 

濠
上
知
魚
楽 

欣
逢
躍
進
年 

(

大
意)

天
下
第
一
の
泉
、
ど
う
し
て
三
千
年
を
隔
て
よ
う
か
。
地
下
に
は
、

は
て
し
な
い
水
が
あ
り
、
趵
突
泉
を
形
成
し
て
い
る
。
珍
し
い
珠
が
随

所
に
湧
き
、
金
の
す
じ
が
自
然
に
ひ
か
れ
る
。
ほ
り
の
上
で
魚
が
楽
し

ん
で
い
る
の
を
知
り
、
躍
進
の
年
を
よ
ろ
こ
ぶ
。 

 と
あ
り
、
款
記
に
「
仿
吾
同
志
属
書
」
と
あ
る
。 

 

さ
ら
に
図
８
の
作
品
は
、
一
九
六
一
年
三
月
十
日
の
作
、
但
し
後
ろ
の
二
句

は
『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
所
収
の
も
の
と
変
わ
っ
て
い
る
。 

 

柳
州
旧
有
柳
侯
祠 

有
徳
于
民
民
祀
之 

丹
茘
黄
蕉
居
士
字 

剣
銘
衣 

塚
后
人
思 

誕
敷
文
教
鋤
奴
俗 

藻
飾
渓
山
費
品
題 

当
日
瘴
郷
流
謫 

地 

于
今
沆
瀣
沁
心
脾 

(

大
意)

柳
州
に
古
く
か
ら
の
柳
宗
元
の
祠
が
あ
る
。
民
に
徳
を
施
し
、
民
も

こ
れ
を
祭
る
。「
丹
茘

た
ん
れ
い

」「
黄
蕉

こ
う
し
ょ
う

」
は
、
蘇
軾
の
字
。
剣
銘
、
衣
冠
塚
は

後
世
の
ひ
と
の
思
い
。
文
教
を
遍
く
生
き
渡
ら
せ
田
舎
の
習
俗
を
助
け
、

渓
山
を
飾
り
、
品
題
を
つ
い
や
す
。
当
日
、
瘴

し
ょ
う

郷
き
ょ
う

は
流
謫
の
地
、
今

ま
で
夜
も
水
が
湧
き
出
て
、
脾ひ

に
染
渡
る
。 

 
そ
し
て
、
『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
で
は
、
末
句
は
、 

 

図 7 
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地
以
人
伝
人
以
地 

拝
公
遺
像
誦
公
詩 

(

大
意)

こ
の
地
は
人
に
伝
え
る
の
に
こ
の
地
に
よ
っ
て
、
公
の
遺
像
を
残
し 

て
、
公
の
詩
を
読
む
。 

 

と
あ
る
。
さ
ら
に
款
記
に
は
、
「
髫

ち
ょ
う

漁ぎ
ょ

同
志
属
正
」
と
あ
り
、
髫
漁
の
依
頼
に

よ
っ
て
書
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
郭
沫
若
は
当
時
、
名
所
旧
跡

を
回
り
、
多
く
の
漢
詩
を
書
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
公
共
性(

建
築
等)

、
政
治
性(

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ)

と
言
う

よ
り
は
、
名
所
の
感
慨
を
詠
じ
、
ま
た
個
人
的
に
同
志
に
委
嘱
さ
れ
て
書
す
場

合
、
純
正
の
第
二
期
郭
体
で
は
な
く
、
第
一
期
郭
体
と
第
二
期
郭
体
が
混
合
さ

れ
た
よ
う
な
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
こ
こ
で
は
、
第
三
期
郭
体
と
定
義

し
た
い
。 

ま
た
こ
の
現
象
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
第
二
期
郭
体
が
公
に
対
し
て
、
共
産
党

を
謳
歌
す
る
嬉
々
た
る
生
命
力
を
内
包
し
た
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
を
目
的
と
す
る
様

式
で
あ
り
、
そ
の
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
、
書
風
が
変
化
し
て
い
た
こ
と
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
ど
こ
に
飾
ら
れ
る
か
と

い
う
意
識
も
、
や
は
り
そ
の
書
風
に
影
響
を
与
え
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。 

 

こ
れ
ら
郭
沫
若
の
、
後
に
名
所
旧
跡
詩
・
記
念
詩
・
建
築
詩
等
に
ま
で
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
第
三
期
郭
体
書
風
に
つ
い
て
の
詳
論
は
、
別
章
に
譲
り
た

い
。 

Ｂ 

大
躍
進
期
に
於
け
る
第
一
期
風
郭
体
の
内
容
に
つ
い
て 

次
に
、
一
九
六
二
年
の
作
、
図
３
の
作
品
「
贈
焦
菊
隠

ぞ
う
し
ょ
う
き
く
い
ん

」
を
見
る
と
、
ほ
ぼ

そ
の
姿
態
は
、
第
一
期
郭
体
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
の
内
容
は
、 

 

代
謝
新
陳
易 

誰
為
万
世
師 

工
農
兵
服
務 

真
善
美
兼
圻 

形
象

春
秋
在 

弦
歌
老
少
宜 

喜
聞
還
楽
見 

努
力
輔
明
時 

(

大
意)

新
陳
代
謝
は
易
く
、
誰
が
い
つ
の
世
も
師
と
な
す
だ
ろ
う
か
。
工
、

農
、
兵
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
真
善
美
の
境
を
兼
ね
る
。
形
象
は
春
秋
に

あ
り
、
弦
楽
器
の
歌
は
、
老
い
も
若
き
も
宜
し
い
。
喜
び
聞
い
て
か

え
っ
て
楽
し
く
見
て
、
努
力
は
、
平
和
に
治
ま
っ
て
い
る
世
の
中
を

た
す
け
る
だ
ろ
う
。 

  

郭
沫
若
の
漢
詩
は
、
つ
ね
に
幾
ら
か
の
政
治
性
を
内
包
し
て
い
る
が
、
そ
れ

が
公
に
発
せ
ら
れ
る
場
合
と
、
個
人
に
発
せ
ら
れ
る
場
合
と
で
は
、
そ
の
形
象

は
異
な
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
公
的
な
性
格
の
強
く
な
い
書
は
、
第
一
期
的
に
書
か
れ
、
そ

れ
は
個
人
宅
で
飾
ら
れ
る
も
の
と
い
う
、
鑑
賞
す
る
場
と
い
う
意
識
が
働
い
て

い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

つ
ま
り
、
こ
の
書
の
よ
う
に
大
躍
進
期
に
あ
っ
て
も
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス

で
、
そ
の
様
式
は
、
抗
戦
期
に
復
古
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

六 
小
結 

従
来
、
時
と
場
、
そ
し
て
目
的
、
そ
し
て
為
書
き
、
つ
ま
り
与
え
る
人
に
よ

図 8 
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っ
て
ほ
ぼ
書
き
分
け
ら
れ
て
い
た
郭
沫
若
の
書
風
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
な
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

 
本
稿
で
は
、
大
躍
進
期
に
於
い
て
、
郭
沫
若
の
書
風
の
傾
向
と
そ
の
意
味
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
論
及
し
た
。 

 

岩
佐
氏
に
よ
れ
ば
、
大
躍
進
期
の
文
学
に
つ
い
て1

1

、 

大
躍
進
運
動
は
文
芸
界
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
最
も
大
き
な

ひ
と
つ
が
「
新
民
歌
運
動
」
の
展
開
で
あ
る
。 

五
七
年
秋
か
ら
五
八
年
春
、

各
地
の
農
村
で
は
大
規
模
な
水
利
建
設
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
五
七
年
末

で
六
千
万
人
が
参
加
し
た
と
い 

わ
れ
る
ほ
ど
の
、
こ
の
巨
大
な
水
利
建
設

に
農
民
を
動
員
す
る
た
め
、
多
く
の
地
方
で
は
政
治
・ 

生
産
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
歌
謡
化
し
、
大
衆
に
呼
び
掛
け
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。
ま
た
動
員

さ
れ
た
農
民
の
中
か
ら
も
「
新
民
歌
」（
労
働
や
建
設
、
社
会
主
義
の
理
想
、

共
産
党
賛
美
な
ど
を
歌
う
民
謡
）
が
生
ま
れ
た
。 

と
総
括
さ
れ
て
い
る
が
、
郭
沫
若
の
旧
詩
に
於
い
て
も
、
視
察
に
伴
う
旅
行
詩
、

取
り
分
け
大
躍
進
政
策
を
讃
え
る
詩
が
主
流
と
な
る
。 

た
だ
そ
の
結
果
と
し
て
、
第
二
期
郭
体
は
、
個
人
の
委
嘱
で
あ
っ
て
も
、
そ

こ
に
政
治
的
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
意
味
合
い
が
強
い
か
、
そ
れ
が
公
共
の
建
築
に

飾
ら
れ
る
こ
と
を
意
識
さ
れ
た
ケ
ー
ス
、
そ
れ
ら
の
共
産
党
的
な
公
共
性
の
意

味
合
い
が
強
い
場
合
に
用
い
ら
れ
た
様
式
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。 

さ
ら
に
そ
の
公
共
性
が
少
な
い
か
、
名
跡
を
訪
れ
、
歴
史
を
詠
っ
た
場
合
で
、

多
く
同
志
の
委
嘱
で
書
か
れ
た
際
は
、
第
二
期
郭
体
の
要
素
は
些
か
減
っ
た
体

(

第
三
期
郭
体)

や
、
む
し
ろ
第
一
期
郭
体
に
近
い
復
古
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
も

確
認
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
書
さ
れ
た
環
境
に
つ
い
て
の
考
察
は
、
特
に
近
現
代
の
書
を
研
究

す
る
場
合
、
そ
の
書
品
の
背
景
が
復
元
し
や
す
く
、
そ
の
よ
う
な
書
か
れ
た
情

況
と
タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
、
現
地
視
察
な
ど
か
ら
さ
ら
に
可
能
な
ケ
ー
ス

が
多
々
あ
ろ
う
。 

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
書
風
の
分
析
が
、
郭
沫
若
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
今
後
、

詳
細
に
考
究
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
述
べ
て
、
本
章
の
結
び
と
し
た
い
。 

                                         
 

1 

贺
吉
元
「
“
三
面
红
旗
”
的
提
出
与
实
施
」
（ 

『
文
史
精
华
』
二
〇
〇
八
年
〇
四

期 

） 
2 

既
に
大
躍
進
期
の
新
詩
に
つ
い
て
は
、 

邢
小
群
「
试
析
郭
沫
若
在
大
跃
进
年
代

的
诗
歌
活
动
ー
从
《
百
花
齐
放
》
到
《
红
旗
歌
谣
》
」
（ 

『
中
国
青
年
政
治
学
院

学
报
』
二
〇
〇
三
年
〇
三
期
）
、 

贾
振
勇
「
“
遍
地
皆
诗
写
不
赢
”
ー
郭
沫
若
大

跃
进
时
代
的
诗
歌
创
作
与
诗
学
观
念
」
（ 

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
五
」
年
〇

二
期
）
等
に
於
い
て
、
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

 
3 

王
继
权
・
姚
国
华
・
徐
培
均
『
郭
沫
若
旧
体
诗
词
系
年
注
释
』
（
一
九
八
四
年 

黑

龙
江
人
民
出
版
社
） 

4 

注
３
参
照 

5 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

6 

龚
继
民
・
方
仁
念
『
郭
沫
若
年
譜
』
下
（
一
九
九
二
年
一
〇
月 

天
津
人
民
出
版

社
） 

7 

日
本
国
際
問
題
研
究
所 

現
代
中
国
研
究
部
会
編
『
中
国
大
躍
進
政
策
の
展
開
』

上
巻
（
一
九
七
三
年
八
月 

財
団
法
人 

日
本
国
際
問
題
研
究
所 

発
行
） 

8 

齐
燕
铭
「
为
文
物
、
博
物
馆
事
业
更
大
跃
进
而
奋
斗!

ー
文
化
部
副
部
长
齐
燕

铭
在
全
国
文
物
博
物
馆
工
作
会
议
上
的
报
告
」(

『
文
物
』
一
九
六
〇
年
〇
四

期) 

沈
庆
林
「
“
大
跃
进
”
和
国
民
经
济
调
整
时
期
的
中
国
博
物
馆(1

9
5
8

年
～

1
9
6
5

年)

」
（ 

『
中
国
博
物
馆
』
一
九
九
六
年
〇
三
期
） 

9 

井
上
章
一
『
夢
と
魅
惑
の
全
体
主
義
』
（
文
春
新
書 

二
〇
〇
六
年
九
月 

文
藝

春
秋
） 

1
0 

温
吉
言 

「
郭
沫
若
情
系
西
安
半
坡
博
物
馆
」
（ 

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
七
年

〇
四
期
）
张
勇
「
中
国
现
代
文
学
研
究
与
名
人
博
物
馆
关
系
初
论
ー
以
郭
沫
若

研
究
为
例
」
（ 

『
山
东
师
范
大
学
学
报(

人
文
社
会
科
学
版)

』
二
〇
一
六
年
〇

三
期
） 

11 
注
５
参
照 
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第
十
三
章 

郭
沫
若
に
於
け
る
百
花
斉
放
の
文
学
と
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ー
百
花
斉
放
詩
の
書
風
を
巡
っ
て 

一 
緒
論 

 
 

ー
百
花
斉
放
期
の
郭
沫
若
日
記 

毛
沢
東
は
一
九
四
九
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ヨ
シ
フ
・
ス
タ
ー
リ
ン
支
持(

向

ソ
一
辺
倒)

の
下
、
中
華
人
民
共
和
国
を
建
国
し
た
が
、
一
九
五
三
年
三
月
五
日

に
ス
タ
ー
リ
ン
が
死
去
し
、
後
継
者
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
一
九
五
六

年
二
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
を
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
共
の
政
策
は
ソ
連

と
の
協
調
と
独
自
性
が
交
錯
す
る
よ
う
に
な
る
。 

そ
の
流
れ
を
受
け
て
一
九
五
六
年
九
月
、
中
国
共
産
党
第
八
回
党
大
会
で
は

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
と
歩
を
合
わ
せ
、
採
択
さ
れ
た
綱
領
に
於
い
て
も
「
毛
沢
東
思

想
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
、
集
団
指
導
体
制
の
確
立
が
強
調
さ
れ
て
、
毛

の
決
定
権
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
た
。 

こ
れ
を
受
け
て
、
毛
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
再
強
化
を
大
衆
運
動
に
よ
っ
て

挑
み
、
一
九
五
六
年
五
月
二
日
、
毛
沢
東
は
最
高
国
務
会
議
で
「
共
産
党
へ
の

批
判
を
歓
迎
す
る
」
と
し
て
、
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
所
謂
「
双
百
」
を

提
唱
、
百
花
斉
放
百
家
争
鳴
と
は
「
多
彩
な
文
化
を
開
花
さ
せ
て
、
多
様
な
意

見
を
論
争
す
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

毛
沢
東
が
こ
の
よ
う
な
運
動
を
始
め
た
理
由
は
、
現
在
で
は
概
ね
毛
沢
東
が

反
中
共
分
子
を
炙
り
出
す
た
め
の
巧
み
な
陰
謀
だ
っ
た
と
見
做
す
説
が
有
力
で

あ
る1

。 

ま
た
、
銭
理
群
氏
に
よ
る
と2

、 

毛
沢
東
の
時
代
に
は
、
党
内
の
知
識
人
が
少
な
い
か
ら
こ
そ
、 

根
本
的
な

や
り
方
と
し
て
長
期
に
わ
た
り
自
分
た
ち
の
知
識
人
を
育
て
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
た
。
し
か
し
自
分
た
ち
の
知
識
人
が
育
つ
以
前
に
は
、
知
識
人

に
妥
協
す
る
こ
と
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
か
な
り
不

愉
快
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
私
の
指
導
を
承
認
し
、
受
け
入
れ
る
」

と
い
う
前
提
が
必
要
で
あ
っ
た
。
つ
ま
リ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
知
識
人
は
基
本
か

ら
言
え
ば
社
会
主
義
革
命
の
対
象
で
あ
り
、
さ
ら
に
か
つ
て
は
「
反
革
命
」

の
勢
力
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
消
滅
さ
せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、

た
だ
共
産
党
が
科
学
界
を
完
全
に
掌
握
し
き
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
階
級
の
知
識
人
が
ま
だ
培
養
さ
れ
て
い
な
い
時
期
に
あ
っ
て
は
、

や
は
り
彼
ら
は
必
要
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
譲
歩
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
前
提
の
も
と
で
の
み
、
一
定
の
自
由
や
民
主
も
許
さ
れ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
毛
沢
東
が
一
九
五
六
、
一
九
五
七
年
に
双
百
方
針
を
打
ち
出

し
た
真
の
意
図
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
当
時
、
知
識
人
の
絶
対
多
数
は

毛
沢
東
に
確
実
に
心
服
し
て
い
た
。
傅
雷
の
よ
う
な
貴
族
的
な
、
プ
ラ
イ

ド
の
高
い
知
識
人
で
す
ら
心
服
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
当
時
の
知
識
人
は

共
産
党
の
指
導
を
誠
心
誠
意
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

毛
沢
東
は
恐
ら
く
そ
う
思
っ
た
か
ら
こ
そ
「
百
家
争
鳴
、
百
花
斉
放
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
高
ら
か
に
掲
げ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
彼
が
別
の
判
断
を

下
し
、
知
識
人
が
言
い
付
け
を
聞
か
な
い
と
気
づ
く
と
す
ぐ
に
、
彼
は
い

つ
で
も
双
百
方
針
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
後
の
変
化
と
急
展

開
は
、
こ
の
時
す
で
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。 

と
当
時
の
事
情
に
つ
い
て
独
自
の
見
解
を
述
べ
て
い
る
。 

そ
の
当
時
の
郭
沫
若
は
、
一
九
五
五
年
の
中
国
社
会
科
学
院
の
前
身
に
あ
た

る
中
国
科
学
院
の
哲
学
、
社
会
科
学
科
の
設
立
、
そ
れ
と
と
も
に
、
全
国
の
古

跡
名
所
を
訪
れ
る
視
察
旅
行
が
始
ま
り
、
ま
た
日
本
訪
問
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

ま
だ
北
京
で
過
ご
す
日
々
が
多
く
、
中
国
全
土
視
察
は
本
格
化
し
て
い
な
か
っ

た
時
期
で
あ
る
。 

そ
の
一
九
五
六
年
五
月
二
日
の
翌
々
日
、
四
日
郭
沫
若
は
全
国
先
進
生
産
者

代
表
会
議
で
「
向
科
学
技
术
进
军
」
と
い
う
講
話
を
発
表
し
、
各
国
の
先
進
技

術
の
中
国
へ
の
導
入
を
訴
え
て
い
る
。 

ま
た
一
九
五
六
年
八
月
二
四
日
の
毛
沢
東
の
「
推
陳
出
新
」
方
針
の
談
話
を

受
け
て
、
二
六
日
『
人
民
中
国
』
《
百
家
争
鸣
“
万
岁
！
》
に
於
い
て 
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认
为
“
百
家
争
鸣
”
具
有
它
的
时
代
性
“
，
”
由
于
历
史
发
展
的
阶
段

不
同
，
因
而
每
个
阶
段
‘
百
家
争
鸣
’
的
实
质
也
各
不
相
同
”
，
指
出
：

“
在
我
们
的
时
代
中
实
现
‘
百
家
争
鸣
’
是
比
历
史
上
任
何
时
期
都
有

更
有
利
的
条
件
”
，
并
分
析
了
具
体
条
件
和
措
施
，
从
而
断
定
：
“
只

要
我
们
不
断
努
力
，
我
们
的
‘
百
家
争
鸣
’
将
永
远
继
续
下
去
”
。 

（
大
意
）
「
百
家
争
鳴
に
は
、
そ
の
時
代
性
が
備
わ
っ
て
い
る
。
歴
史
の
発

展
段
階
は
同
じ
で
は
な
い
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
百
家
争
鳴
の
実

質
も
同
じ
で
は
な
い
」
と
み
な
し
、
以
下
の
よ
う
に
指
摘
し
た
。
「
我
々

の
時
代
に
百
家
争
鳴
を
実
現
す
る
の
は
、
歴
史
上
の
い
か
な
る
時
よ
り

も
有
利
な
条
件
が
あ
る
」
。
同
時
に
具
体
的
な
条
件
と
措
置
を
分
析
し
、

そ
こ
か
ら
「
我
々
が
不
断
に
努
力
を
続
け
さ
え
す
れ
ば
、
我
々
の
百
家

争
鳴
は
永
遠
に
続
い
て
い
く
で
あ
ろ
う
」
と
断
定
し
た
。 

 

と
述
べ
、
そ
し
て
翌
月
九
月
六
日
に
は
、 

  
 

发
表
《
“
百
家
争
鸣
”
可
以
推
广
》
，
就
“
百
家
争
鸣
”
的
方
针
是
不

是
仅
限
于
学
术
界
等
问
题
，
答
《
工
人
日
报
》
读
者
问
。
认
为
“
百
家

争
鸣
”
主
要
是
发
展
学
术
研
究
方
针
”
，
但
“
在
实
际
工
作
中
和
在
技

术
上
都
可
以
适
用
”
，
问
题
于
“
怎
么
来
进
行
‘
百
家
争
鸣
’
，
怎
么

通
过
‘
百
家
争
鸣
：
而
求
得
进
步
’
。 

（
大
意
）
『
百
家
争
鳴
は
広
め
て
い
い
』
を
発
表
し
、
「
百
家
争
鳴
」
の
方

針
は
学
術
界
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
か
等
の
問
題
に
つ
い
て
、
《
工
人
日

报
》
の
読
者
の
質
問
に
答
え
、
以
下
の
よ
う
に
表
明
し
た
。
「
「
百
家

争
鳴
」
は
主
と
し
て
学
術
研
究
を
発
展
さ
せ
る
方
針
で
あ
る
。
だ
が
、

実
際
の
工
作
と
技
術
面
に
も
適
用
で
き
る
。
問
題
は
、
ど
の
よ
う
に
百

家
争
鳴
を
進
め
て
行
く
の
か
、
「
百
家
争
鳴
」
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に

進
歩
を
求
め
ら
れ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
」
。 

 

と
表
明
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
百
花
運
動
は
当
初
盛
り
上
が
ら
な
か
っ
た
た
め
、
党
外
人
士
や
知

識
人
に
積
極
的
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
、
二
月
に
は
、
毛
は
「
人
民
内
部

の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
講
話
を
行
い
、
党
に
対

す
る
党
外
か
ら
の
批
判
を
歓
迎
す
る
と
表
明
し
た
。 

さ
ら
に
一
九
五
七
年
三
月
六
日
か
ら
十
三
日
に
か
け
て
全
国
宣
伝
工
作
者
会

議
で
も
さ
ら
に
中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
を
促
し
た
。 

か
く
し
て
、
知
識
人
の
間
で
中
国
共
産
党
に
対
す
る
批
判
が
徐
々
に
始
ま
り
、

次
第
に
そ
の
批
判
は
激
し
、
知
識
人
た
ち
は
共
産
党
の
「
党
天
下
」
や
、
最
高

指
導
者
を
名
指
し
で
批
判
す
る
よ
う
に
な
る
。 

ま
た
、
始
め
は
批
判
の
場
は
壁
新
聞
や
座
談
会
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
拡

大
す
る
潮
流
に
対
し
、
一
九
五
七
年
五
月
十
五
日
、
毛
沢
東
は
、
「
事
情
正
在

起
变
化
」
を
撰
文
し
「
右
派
」
に
対
す
る
批
判
も
行
う
よ
う
に
奨
励
し
た
。 

そ
の
前
日
の
十
四
日
、
郭
沫
若
は
、
北
京
中
国
画
院
成
立
大
会
で
、
百
花
斉

放
を
称
え
る
漢
詩
を
発
表
し
、
二
三
日
の
日
記
に
よ
る
と
、 

 

上
午
，
往
北
京
饭
店
，
出
席
中
国
科
学
院
学
部
委
员
会
第
二
次
全
体
会

议
，
并
致
开
幕
词
，
指
出
“
能
够
领
导
制
订
科
学
远
景
规
划
的
党
，
一

定
能
够
领
导
我
们
实
现
远
景
规
划
”
：
强
调
“
贯
彻
学
术
性
的
百
家
争

鸣
，
是
促
进
学
术
发
展
的
原
动
力
”
。 

（
大
意
）
午
前
中
、
北
京
飯
店
に
赴
き
、
中
国
社
会
科
学
院
学
部
委
員
会
第

二
次
全
体
会
議
に
出
席
。
そ
の
開
会
の
あ
い
さ
つ
で
、
「
科
学
の
将
来

計
画
を
定
め
る
よ
う
指
導
で
き
る
党
は
、
必
ず
我
々
を
指
導
し
て
将
来

計
画
を
実
現
で
き
る
」
と
述
べ
、
「
学
術
上
の
百
家
争
鳴
を
貫
徹
す
る

こ
と
は
、
学
術
発
展
を
促
進
す
る
原
動
力
で
あ
る
」
と
強
調
し
た
。 

 
と
あ
り
、
三
十
日
に
は
、 
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下
午
，
在
中
国
科
学
院
学
部
委
员
会
第
二
次
全
体
会
议
上
致
闭
幕
词
，

肯
定
这
次
会
议
展
开
了
争
鸣
，
体
现
了
当
前
的
时
代
精
神
，
初
步
发
扬

了
学
术
民
主
，
希
望
既
不
要
盲
目
自
大
，
也
不
要
盲
自
菲
薄
，
在
重
视

自
己
的
劳
动
的
同
时
，
更
要
重
视
别
人
的
劳
动
。 

（
大
意
）
午
後
、
中
国
社
会
科
学
院
学
部
委
員
会
第
二
次
全
体
会
議
で
閉
会

の
あ
い
さ
つ
を
行
う
。
今
回
の
会
議
が
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
繰
り
広
げ
、

現
下
の
時
代
精
神
を
体
現
し
、
初
歩
的
に
学
術
上
の
民
主
を
発
揚
し
た

こ
と
を
肯
定
し
た
。
ま
た
盲
目
自
大
、
盲
目
浅
薄
に
な
ら
ず
、
自
己
の

成
果
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
以
上
に
他
人
の
働
き
の
成
果
を
重

視
す
る
よ
う
希
望
す
る
と
述
べ
た
。 

 と
あ
り
、
こ
こ
で
は
ま
だ
学
術
界
の
百
家
争
鳴
、
民
主
性
を
唱
え
て
い
る
。 

し
か
し
文
学
方
面
で
は
、
「
生
活
に
関
与
す
る
文
学
」
と
し
て
共
産
党
内
の

官
僚
主
義
、
党
幹
部
の
非
人
道
的
な
、
党
内
部
の
〈
暗
黒
〉
を
批
判
す
る
も
の

も
あ
れ
わ
れ
る
が
、
岩
佐
氏
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に3

、 

こ
の
よ
う
な
作
品
と
、
そ
れ
を
生
ん
だ
「
生
活
に
関
与
す
る
文
学
」
の
主

張
は
、
当
時
の
文
壇
主
流
か
ら
は
、
延
安
で
解
決
ず
み
の
問
題
の
蒸
し
返

し
で
あ
り
、
『
講
話
』
へ
の
反
対
と
受
け
と
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
こ

の
主
張
は
現
実
を
〈
暗
黒
／
光
明
〉
の
二
項
対
立
で
と
ら
え
、
〈
暗
黒
〉

を
な
く
し
〈
光
明
〉
を
求
め
る
と
い
う
そ
の
発
想
の
構
造
に
お
い
て
は
、

〈
暗
黒
／
光
明
〉
モ
デ
ル
の
発
想
の
範
囲
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
社
会

主
義
体
制
に
反
対
す
る
文
学
主
張
で
は
な
か
っ
た
。
五
七
年
反
右
派
闘
争

の
な
か
で
彼
の
詩
は
「
反
官
僚
主
義
の
看
板
で
、
歪
曲
と
誇
張
の
手
法
で

…
…
多
方
面
か
ら
新
社
会
を
攻
撃
し
た
毒
草
」
と
さ
れ
、
彼
自
身
は
右
派

分
子
と
認
定
さ
れ
、
詩
壇
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
こ
の
よ
う
な
主
張
は
「
反

党
の
逆
流
」
「
修
正
主
義
の
文
学
思
潮
」
と
し
て
葬
り
さ
ら
れ
た
。
こ
の

後
文
学
が
、
社
会
主
義
の
〈
暗
黒
〉
を
指
摘
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
。 

と
い
う
道
程
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。 

そ
し
て
、
一
九
五
七
年
六
月
八
日
、
人
民
日
報
は
「
这
是
为
什
么
？
」
と
い

う
「
右
派
分
子
が
社
会
主
義
を
攻
撃
し
て
い
る
」
と
い
う
毛
沢
東
が
執
筆
し
た

社
説
を
掲
載
。
こ
れ
に
よ
っ
て
党
を
批
判
し
た
知
識
人
た
ち
は
、
毛
沢
東
に
よ

っ
て
社
会
主
義
政
権
破
壊
を
画
策
し
た
「
右
派
」
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

知
識
人
の
粛
清
運
動
で
あ
る
所
謂
「
反
右
派
闘
争
」
は
、
こ
の
時
か
ら
始
ま
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

郭
沫
若
の
六
月
二
六
日
の
日
記
で
は
、 

 

就
回
击
资
产
阶
级
右
派
分
子
进
攻
等
问
题
，
对
《
光
明
日
报
》
记
者
何
柄 

然
发
表
谈
话
，
认
为
“
无
罪
者
的
言
者
无
罪
，
有
罪
者
的
言
者
还
是
有
罪 

者
”
，
对
资
产
阶
级
右
派
分
子
必
须
坚
决
回
击
，
希
望
他
们
不
要
自
绝
于 

人
民
。 

（
大
意
）
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
右
派
の
進
攻
に
反
撃
す
る
等
の
問
題
に
つ
い
て
《
光

明
日
报
》
記
者
、
何
柄
然
が
談
話
を
発
表
し
「
無
罪
の
発
言
は
無
罪
、
有

罪
者
の
発
言
は
、
や
は
り
有
罪
」
と
見
て
い
る
。
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
右
派

に
は
必
ず
断
固
と
し
て
反
撃
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
彼
ら
が
自
ら
人
民
と

手
を
切
る(

絶
縁
す
る)

こ
と
の
な
い
よ
う
望
む
。 

 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
郭
沫
若
の
右
派
闘
争
期
当
初
の
ス
タ
ン
ス
と
な
る

の
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
年
の
右
派
闘
争
、
一
九
五
七
年
の
毛
沢
東
の
一
党
専
制
体
制
強
化
の
所

謂
「
五
七
」
体
制
に
つ
い
て
、
銭
理
群
氏
は
、
四
つ
の
点
に
そ
の
要
点
を
絞
っ

て
い
る
。 

一 

隊
列
を
組
み
か
え
、
階
級
部
隊
を
再
編
す
る
こ
と
。 

二 

大
き
な
権
力
の
独
占
と
党
に
よ
る
一
元
化
さ
れ
た
指
導
体
制
の
確
立
。 

三 
興
無
滅
資(

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
思
想
を
興
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
思
想
を
撲
滅
す
る

こ
と)
を
軸
と
し
た
新
し
い
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
確
立
。 

四 

党
の
対
立
面
を
必
要
と
し
、
階
級
闘
争
を
つ
く
り
あ
げ
、「
永
続
革
命
」
の

緊
張
状
態
を
保
つ
こ
と
。 
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で
あ
る
。 

二 
百
花
斉
放
時
の
旧
詩
と
書 

 

郭
沫
若
の
当
該
期
の
旧
詩
の
作
は
、『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
に
拠
る

と
、
一
九
五
六
年
は
六
首
、
一
九
五
七
年
は
十
首
と
少
な
く
、
一
九
五
八
年
以

降
増
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
百
花
斉
放
期
は
作
（
旧
）
詩
を
作
る
旅
行
の

機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
と
、
行
政
的
な
多
忙
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ

う
が
、
一
九
五
八
年
後
の
旧
詩
の
増
産
は
、
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
旅
行
に

便
乗
し
て
、
文
化
面
に
も
何
ら
か
の
予
算
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
百
花
斉
放
期
の
旧
詩
を
見
て
行
く
と
、 

ま
ず
一
九
五
六
年
十
月
一
日
に
発
表
さ
れ
た
「
文
匯
報
継
続
出
版 

用
陳
叔

老
韻
」
に
は
、 

 

建
国
七
年
慶 

普
天
万
歳
声 

続
編
文
匯
報 

敢
作
驚
人
鳴 

愚
者
一 

籌
慮 

秀
才
半
紙
情 

集
思
忠
益
広 
日
久
自
成
城 

（
大
意
）
建
国
七
年
の
慶
賀
、
天
下
に
万
歳
の
声
が
響
き
渡
る
。
続
編
「
文

匯
報
」
、
敢
え
て
人
を
驚
か
せ
る
。
愚
者
は
小
さ
な
こ
と
に
慮
り
、
秀
才

は
半
紙
で
情
を
伸
ば
す
。
忠
誠
へ
の
思
い
は
益
々
広
が
り
、
日
は
長
く

自
ら
城
塞
を
築
く
。 

 と
あ
る
が
、
こ
の
和
さ
れ
た
詩
は
、
陳
叔
通
の 

 

国
慶
歓
騰
日 

飛
来
第
一
声 

発
揚
八
大
会 

貫
徹
百
家
鳴 

取
譬
群 

流
匯 

提
高
再
厲
情 

従
茲
文
教
益 

頼
此
作
干
城 

 

（
大
意
）
国
慶
を
歓
喜
す
る
日
、
飛
び
来
た
る
第
一
声
。
八
大
会
を
発
揚
し
、

百
家
争
鳴
を
貫
徹
す
る
。
す
べ
て
の
情
報
が
流
れ
集
ま
り
、
凄
ま
じ
い

情
熱
を
高
め
て
く
れ
る
。
こ
こ
か
ら
文
教
は
益
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
城

塞
を
築
く
。 

 

で
あ
る
。
次
に
一
九
五
六
年
十
一
月
一
日
の
「
賀
張
元
済
老
先
生
九
十
寿
辰
」

で
は
、 

 

興
国
禎
祥
見 

老
成
今
道
行 

百
年
暦
甘
苦 

七
載
浄
風
塵 

文
化
高 

潮
至 

和
平
普
海
親 

百
家
鳴
鼎
盛 

翹
首
寿
斯
人 

（
大
意
）
国
家
が
振
興
を
み
せ
、
老
い
て
今
の
道
を
行
く
。
百
年
の
甘
苦
を

重
ね
、
七
年
で
風
塵
を
浄
め
て
く
れ
た
。
文
化
の
高
潮
は
、
遍
く
海
を

和
平
に
導
く
。
百
家
争
鳴
は
盛
ん
に
な
り
、
首
を
上
げ
て
こ
の
人
を
寿

ぐ
。 

 

と
あ
る
。
そ
し
て
一
九
五
七
年
五
月
の
「
贈
北
京
中
国
画
院
」（
図
１
）
で
は
、 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

十
日
一
山
五
日
水 

由
来
画
道
不
尋
常 

胸
羅
萬
彙
憑
呑
吐 

筆
有
千
鈞

任
歙
張 

漫
詡
百
花
斉
放
蕊 

精
研
六
法
拆
雕
墻 

出
新
須
待
推
陳
後 

民
主
発
揚
要
共
当 

と
あ
り
、
反
右
闘
争
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
一
九
五
七
年
九
月
の
「
贈
香
港

大
公
報
」
で
も 

 
為
民
喉
舌
誇
天
職 

報
国
精
誠
万
感
通 

大
陸
風
伝
森
大
厦 

長
江
電

見
架
新
虹 

百
花
斉
放
文
化
蕊 

七
載
双
成
革
命
功 

奮
鋒
継
今
循
宇

図 1 
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内 

仍
期
為
善
与
人
同 

（
大
意
）
民
の
喉
舌
と
為
る
こ
と
を
天
職
と
誇
り
、
報
国
の
忠
誠
は
す
べ
て

に
通
じ
る
。
大
陸
の
風
は
森
や
ビ
ル
に
伝
わ
り
、
長
江
の
電
力
は
新
た

な
虹
を
か
け
る
。
百
花
斉
放
は
文
化
の
蕊
、
七
載
双
つ
〔
百
花
斉
放
＝

芸
術
上
の
繁
栄
と
百
家
争
鳴
＝
学
術
上
の
繁
栄
〕
な
が
ら
革
命
の
功
と

成
る
。
奮
鋒
今
に
継
ぎ
、
宇
内
を
循
（
め
ぐ
）
る
。
善
行
を
人
と
と
も

に
な
す
事
を
期
し
て
い
る
。 

 と
あ
り
、
未
だ
そ
の
基
本
姿
勢
を
貫
い
て
い
る
。
但
し
一
九
五
七
年
の
「
卜
算

子 

為
文
君
公
園
題
詞
」
で
は
、 

 

文
君
当
壚
時 

相
如
滌
器
処 

反
抗
封
建
是
前
駆 

佳
話
伝
千
古 

会
当
一
凭
弔 

酌
取
井
中
水 
用
以
烹
茶
滌
塵
思 

清
逸
諒
無
比 

（
大
意
）
文
君
壚
に
当
た
り
し
時
、
相
如
器
を
滌あ

ら

い
し
処
〔
〈
卓
文
君
と
司

馬
相
如
の
故
事
が
典
拠
〉
富
豪
の
娘
司
馬
相
如
が
親
に
背
い
て
貧
し

い
卓
文
君
に
添
い
、
居
酒
屋
を
開
い
た
話
。
史
記
に
あ
り
、
次
の
「
反

封
建
」
は
そ
の
こ
と
を
指
す
〕
。
封
建
制
へ
の
抵
抗
へ
の
先
駆
け
、
そ

の
逸
話
は
千
年
も
伝
わ
っ
て
い
る
。
今
は
古
人
を
弔
い
、
そ
の
井
水

を
汲
む
。
今
は
お
茶
を
煮
る
に
使
っ
て
俗
念
を
浄
め
、
そ
の
清
涼
感

は
無
比
で
あ
る
。 

 
 

と
あ
り
、
右
派
を
牽
制
し
て
い
る
。 

そ
し
て
私
は
当
時
の
旧
詩
の
書
相
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
章
「
抗
日
勝
利
か

ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭
沫
若
の
書
様
式
の
整
理
」

に
於
い
て4

、 

 

…
つ
ま
り
こ
の
抗
日
期
の
「
第
一
期
郭
体
」
と
は
異
相
を
呈
し
た
「
第
二

期
郭
体
」
の
確
立
の
背
景
に
は
、
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
目
的
が
あ

っ
て
、
そ
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
性
格
が
決
定
的
な
役
割
を
担
い
、
と
り
わ

け
、
幾
多
の
書
風
遍
歴
を
経
て
、「
百
花
斉
放
」
時
代
に
完
成
し
た
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
…
所
謂
、
気
迫
型
の
「
郭
体
」
は
、
単
発
と

し
て
は
、
未
成
熟
な
が
ら
早
く
抗
日
戦
争
期(

第
一
期)

か
ら
見
ら
れ
た
が
、

感
情
の
起
伏
の
表
現
た
る
用
筆
の
伸
縮
の
激
し
さ
、
最
高
度
の
気
魄
が
盛

り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
「
百
花
斉
放
」
時
で
あ
り
、
知

識
人
の
復
権
と
い
う
精
神
的
な
興
奮
を
背
景
に
、
こ
の
確
立
さ
れ
た
様
式

が
常
態
と
し
て
、
次
の
大
躍
進
時
代(

第
三
期)

に
ま
で
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

と
述
べ
、
さ
ら
に
拙
稿
「
郭
沫
若
の
書
、
所
謂
「
郭
体
」
の
規
定
と
成
立
過
程

及
び
そ
の
時
期
を
巡
っ
て
」
に
於
い
て5

、 

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
郭
沫
若
の
行
草
、
所
謂
「
郭
体
」
は
、
実
際

に
二
度
の
変
転
を
経
て
、
形
成
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
 

そ
の
一
つ
は
一
九
三
〇
年
代
後
期
の
抗
日
全
面
戦
争
期
に
形
成
さ
れ
（
第

一
期
郭
体
）
、
も
う
一
度
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
百
花
斉
放
期
に
変
貌

を
遂
げ
た
と
言
え
る
（
第
二
期
郭
体
）
。 

 
 

そ
し
て
そ
の
内
実
に
つ
い
て
ま
と
め
れ
ば
、「
第
一
期
」
は
、
口
語
様
式
の

文
語
様
式
へ
の
流
入
体
、
「
第
二
期
」
は
、
「
第
一
期
体
」
に
再
度
文
語
様

式
が
盛
り
込
ま
れ
た
体
と
定
義
で
き
よ
う
。 

と
定
義
し
た
。
こ
の
「
口
語
様
式
」
と
い
う
語
彙
は
、「
白
話
様
式
」
と
修
正
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、 

図
１
の
「
贈
北
京
中
国
画
院
」
の
書
、
ま
た
図
２
の
「
百
花
斉
放 

推
陳
出

新
」
、
さ
ら
に
図
３
の
自
作
詩
に
、 

  
 

 
 

百
花
斉
放
百
鳥
鳴 

貴
在
推
陳
善
出
新 

看
罷
牡
丹
看
秋
菊 

四

時
佳
気
永
如
春 

郭
沫
若 

 
（
大
意
）
百
花
斉
し
く
放さ

き
、
百
鳥
が
鳴
く
。
貴
ぶ
べ
き
は
陳ふ

る

き
を
推
し

て
、
新
し
き
を
出
す
に
あ
り
。
牡
丹
を
見
終
わ
れ
ば
次
は
秋
菊
、
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四
時
の
佳
気
は

永
と
こ
し
え

に
春
の
ご
と
し
。 

 と
あ
る
書
風
か
ら
、
私
が
従
来
指
摘
し
て
き
た
要
素
が
汲
み
取
れ
る
と
言
え
る

だ
ろ
う
。 

 

 
 

 
 

図 2 
 

 
 

 
 

 

図 3 

 

三 

詩
集
「
百
花
斉
放
詩
」
の
構
成
過
程 

Ａ 

全
体
構
成
と
一
九
五
六
年
時
期
の
三
首 

 

一
九
五
八
年
四
月
九
日
付
の
後
記
に
は
、
こ
の
詩
集
は
三
月
三
十
日
に
正
式

に
開
始
し
、
一
九
五
六
年
の
作
三
首
（
牡
丹
／
芍
药
／
春
兰
）
以
外
は
、
十
日

で
書
き
上
げ
た
と
あ
り
、
大
躍
進
政
策
の
東
風
に
感
謝
す
べ
き
旨
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。 

 

実
際
に
そ
の
内
容
を
分
類
し
て
み
る
と
、 

一 

総
路
線
、
大
躍
進
の
頌
歌 

二 

知
識
分
子
の
心
理
を
反
映
し
た
も
の 

三 

植
物
使
用
の
価
値
と
、
接
ぎ
木
の
詩
と
間
に
合
わ
せ
の
詩 

と
従
来
整
理
さ
れ
て
い
る6

。 

 

本
章
で
は
、
先
ず
一
九
五
六
年
時
の
百
花
斉
放
期
の
三
つ
の
詩
の
分
析
か
ら

始
め
た
い
。 

先
ず
「
牡
丹
」
で
あ
る
が
、 

 

我
们
并
不
是
什
么
‘
花
中
之
王
’
，
也
不
曾
怀
抱
过
所
谓
‘
富
贵
’
之
想
；

只
多
谢
园
艺
家
们
的
细
心
栽
培
，
使
抽
出
了
碧
叶
千
张
，
比
花
还
强
。

尽
管
被
人
称
为
国
色
与
天
香
，
尽
管
有
什
么
‘
魏
紫
’
或
者
‘
姚
黄
’

花
开
后
把
花
瓣
散
满
了
园
地
，
只
觉
得
败
坏
风
光
，
令
人
惆
怅
。 

（
大
意
）
私
達
は
決
し
て
「
花
中
の
王
」
な
ど
で
は
な
く
、
ま
た
「
富
貴
の

花
」
の
想
い
な
ど
抱
い
た
こ
と
も
な
い
。
た
だ
園
芸
家
達
の
心
を
込
め

た
栽
培
の
お
か
げ
で
何
千
も
の
緑
の
葉
を
抜
き
取
ら
れ
、
花
よ
り
ず
っ

と
強
く
な
っ
た
だ
け
。
た
だ
人
様
か
ら
国
の
色(

国
家
一
番
の
美
女)

天

の
香
り
と
誉
め
そ
や
さ
れ
、
「
魏
紫
」
や
「
姚
黄
」(

い
ず
れ
も
古
代
の

牡
丹
の
名
品
種)

な
ど
が
あ
る
と
言
っ
て
も
、
咲
い
た
あ
と
は
花
び
ら
を

庭
中
に
散
ら
し
、
風
景
を
台
無
し
に
し
、
人
を
悲
し
く
さ
せ
る
だ
け
。 

 

次
に
「
芍
药
」
で
は
、 

 

有
人
竟
贬
低
我
们
为
“
花
之
奴
”
，
我
们
都
不
愿
受
这
样
的
侮
辱
。
委

屈
生
活
过
了
不
知
多
少
年
，
如
今
是
奴
隶
翻
身
，
人
民
作
了
主
。
花
开
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在
今
天
，
我
们
是
倍
有
精
神
，
发
出
的
一
花
一
叶
都
是
为
了
人
民
。
蝴

蝶
们
的
午
梦
睡
得
来
更
加
轻
巧
，
蜜
蜂
们
的
蜜
汁
比
以
前
更
加
清
凉
。 

（
大
意
）
私
ら
の
こ
と
を
な
ん
と
“
花
の
奴
隷
”
と
貶
め
る
人
が
い
る
が
、

我
ら
は
こ
の
よ
う
な
侮
辱
を
受
け
た
く
な
い
。
く
や
し
い
生
活
を
何
年

過
ご
し
て
き
た
か
知
れ
な
い
ほ
ど
だ
が
、
今
や
、
奴
隷
は
立
ち
上
が
り
、

人
民
が
主
人
公
と
な
っ
た
。
今
日
、
花
咲
き
ひ
ら
き
、
私
ら
は
以
前
に

増
し
て
元
気
に
な
っ
た
、
咲
き
開
い
た
一
花
一
葉
は
す
べ
て
人
民
の
た

め
だ
。
チ
ョ
ウ
達
は
午
睡
の
夢
か
ら
目
覚
め
て
ず
っ
と
軽
や
か
に
飛
び

ま
わ
り
、
ミ
ツ
バ
チ
達
の
甘
い
蜜
は
前
よ
り
ず
っ
と
さ
わ
や
か
。 

 さ
ら
に
「
春
兰
」
で
は
、 

 

我
们
也
讨
厌
人
们
夸
说
什
么
“
王
者
香
”
，
也
讨
厌
人
们
说
我
们
是
“
花

中
君
子
”
，
其
实
我
们
生
长
在
山
地
的
泉
水
边
，
樵
夫
和
林
农
们
本
是

我
们
的
好
邻
里
。
脉
脉
的
清
泉
浸
出
自
幽
谷
的
岩
隙
中
，
空
气
是
十
分

清
冷
，
苔
藓
是
十
分
蒙
茸
。
我
们
深
愿
回
到
故
乡
，
倾
听
流
泉
的
琤
琮
，

在
亲
爱
的
邻
里
中
高
唱
着
东
风
的
歌
颂
。 

（
大
意
）
私
ら
は
人
か
ら
「
王
者
の
香
り
」
な
ど
と
褒
め
ら
れ
る
の
は
イ
ヤ
。

「
花
の
中
の
君
子
」
だ
と
言
わ
れ
る
の
も
嫌
い
だ
。
実
を
言
え
ば
我
等

は
山
地
の
泉
の
ほ
と
り
の
育
ち
、
も
と
も
と
き
こ
り
と
農
夫
の
隣
同
士
。

清
ら
か
な
泉
水
が
途
絶
え
る
こ
と
な
く
奥
深
い
谷
間
の
岩
の
隙
間
か
ら

に
じ
み
出
て
、
空
気
は
ひ
ん
や
り
、
こ
け
に
や
わ
ら
か
く
覆
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
。
故
郷
に
帰
り
た
い
と
強
く
願
い
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
泉

の
音
に
耳
を
傾
け
、
親
愛
な
る
古
里
の
隣
人
の
中
で
東
風
の
褒
め
歌
を

高
ら
か
に
歌
っ
て
い
る
の
だ
。 

 

こ
れ
ら
の
三
首
に
つ
い
て
贾
振
勇
氏
は
「
郭
沫
若
与
反
右
运
动
」
の
中
で7

、 

（
大
意
）
郭
沫
若
の
言
行
は
、
と
て
も
慎
重
で
、
賢
い
政
治
態
度
の
表
明
で

あ
る
。
旗
幟
鮮
明
で
、
断
固
と
し
て
応
え
て
、
ま
た
あ
い
ま
い
で
、
左
右

同
源
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
五
六
年
夏
に
、
郭
沫
若
は
奮
し
て

百
花
を
植
え
、
百
首
の
詩
を
選
出
し
、
毛
沢
東
の
た
め
に
興
を
添
え
る
と

同
時
に
、
毛
沢
東
に
対
し
“
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
”
方
針
に
積
極
的
に

応
え
た
。
し
か
し
た
だ
三
首
だ
け
し
か
残
さ
な
か
っ
た
。
… 

こ
の
三
首
の
詩
を
見
る
と
、《
牡
丹
》
詩
の
初
め
に
“
我
们
并
不
是
什
么
‘
花

中
之
王
’
，
也
不
曾
怀
抱
过
所
谓
‘
富
贵
之
想
”
と
言
い
、
《
芍
药
》
詩
の

中
で
“
我
们
也
讨
厌
人
们
夸
说
什
么
‘
王
者
香
’
，
也
讨
厌
人
们
说
我
们
是

‘
花
中
君
子
’
だ
と
言
う
。
詩
歌
の
初
め
に
否
定
句
式
で
な
く
、
否
定
す

る
の
で
あ
っ
て
、
ま
る
で
謙
虚
な
声
明
で
、
ま
た
理
解
が
得
ら
れ
な
い
た

め
弁
解
す
る
よ
う
で
も
あ
る
。
全
体
を
見
て
、
詩
句
の
現
れ
た
心
理
状
態

は
慎
重
で
あ
り
、
自
ら
の
清
ら
か
さ
を
挟
ん
で
い
る
。
「
芍
药
」
で
は
、

心
理
状
態
の
変
化
の
興
奮
を 

“
有
人
竟
贬
低
我
们
为
“
花
之
奴
”
，
我
们

都
不
愿
受
这
样
的
侮
辱
。
委
屈
生
活
过
了
不
知
多
少
年
，
如
今
是
奴
隶
翻

身
，
人
民
作
了
主
。“
と
述
べ
て
い
る
。
少
し
謙
虚
な
弁
明
か
ら
、
ま
た
翻

っ
て
精
神
奮
起
す
る
。
思
想
と
情
緒
を
述
べ
て
い
る
間
、
何
度
も
た
め
ら

い
な
が
ら
も
、
毛
沢
東
と
党
と
前
進
す
る
文
人
知
識
人
の
実
際
の
心
理
状

態
と
一
つ
に
な
る
。
も
し
も
、
詩
情
が
こ
こ
で
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、
お
し

ま
い
。
し
か
し
、《
牡
丹
》
の
最
後
の
一
節
は
、
そ
れ
な
の
に
“
百
花
斉
放 

”

の
精
神
に
背
く
よ
う
で
あ
る
。“
尽
管
被
人
称
为
国
色
与
天
香
，
尽
管
有
什

么
魏
紫
与
姚
黄
，
花
开
后
把
花 

瓣
散
满
了
园
地
，
只
觉
得
败
坏
风
光
，

令
人
惆
怅
。
“
と
花
が
咲
き
散
る
興
ざ
め
さ
せ
た
主
旨
で
あ
る
が
、
“
百
花

斉
放
”
の
方
針
、
政
策
の
歌
で
あ
る
の
は
、
そ
れ
は
興
ざ
め
な
の
か
？
こ

れ
は
予
見
な
の
か
？
不
満
な
の
か
？
指
摘
な
の
か
？
そ
れ
と
も
政
治
的
嗅

覚
に
敏
感
な
せ
い
な
の
か
？ 

上
述
の
詩
を
解
釈
し
て
、
行
間
か
ら
ひ
そ

か
に
郭
沫
若
の
政
治
に
対
す
心
理
状
態
を
少
し
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

と
述
べ
、
そ
の
三
首
は
そ
の
百
花
斉
放
政
策
に
対
す
る
郭
沫
若
の
政
治
的
洞
察

に
よ
っ
て
、
曖
昧
な
心
境
が
吐
露
さ
れ
て
い
た
と
す
る
見
方
で
あ
る
が
、
当
時

こ
の
三
首
の
他
に
新
詩
が
残
さ
れ
て
い
た
可
能
性
や
、
ま
た
そ
の
中
で
反
右
闘
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争
、
大
躍
進
政
策
へ
の
後
付
け
に
こ
れ
ら
三
首
が
敢
え
て
選
定
さ
れ
た
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

続
い
て
そ
の
詩
を
さ
ら
に
見
て
行
き
た
い
。 

 

Ｂ 

反
右
闘
争
と
い
う
転
機
と
大
躍
進
政
策
の
頌
歌 

百
花
斉
放
の
詩
は
、
そ
の
題
名
と
は
裏
腹
に
、
そ
の
後
の
反
右
闘
争
や
大
躍

進
政
策
時
の
詩
が
内
容
と
し
て
も
こ
ち
ら
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
後
に
一
九
五
九

年
に
上
梓
さ
れ
る
書
の
装
い
も
こ
の
詩
文
に
相
応
し
い
様
式
が
模
索
さ
れ
た
と

見
て
大
過
な
か
ろ
う
。 

例
え
ば
そ
の
詩
を
見
る
と
、
先
ず
反
右
闘
争
の
詩
と
し
て
「
石
楠
花
」
で
は
、 

 

我
们
是
灌
木
，
和
杜
鹃
是
同
科
，
叶
似
琵
琶
而
细
长
，
花
红
如
火
。
也

有
淡
红
，
淡
紫
，
深
黄
或
者
纯
白
，
数
朵
开
在
枝
头
就
像
是
一
朵
。
我

们
能
耐
寒
，
能
生
活
在
高
山
，
北
京
应
该
多
，
却
是
大
大
不
然
。
同
志
，

为
什
么
不
敢
栽
培
我
们
？
我
们
是
多
么
愿
意
：
向
党
交
心
肝
！ 

（
大
意
）
我
々
は
潅
木
で
杜
鵑

つ

つ

じ

と
同
科
、
葉
は
琵
琶
に
似
て
細
長
く
、
花
は

紅
く
火
の
よ
う
だ
。
う
す
い
赤
、
う
す
い
紫
、
濃
い
黄
色
、
真
っ
白
の

も
の
も
あ
る
。
数
枝
が
枝
先
に
咲
く
と
、
ま
る
で
一
枚
の
花
び
ら
の
よ

う
。
我
等
は
寒
さ
に
強
く
、
高
山
で
生
き
ら
れ
る
。
北
京
に
は
当
然
多

い
が
、
我
等
と
は
大
い
に
違
う
。
ね
え
、
同
志
。
ど
う
し
て
我
等
を
育

て
る
勇
気
が
な
い
の
で
す
か
？
我
等
は
、
党
に
心
を
差
し
出
し
た
い
と
、

こ
ん
な
に
も
願
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
。 

 と
あ
り
、
右
派
知
識
人
に
代
わ
っ
て
党
に
融
和
策
を
求
め
、
さ
ら
に
「
郁
金
香
」

で
は
、 

 

 
 

波
斯
诗
人
曾
经
把
我
们
比
作
酒
杯
，
但
他
错
误
的
只
用
来
作
自
我
陶
醉
。

我
们
今
天
是
要
为
大
跃
进
而
干
杯
，
高
呼
中
国
共
产
党
和
毛
主
席
万
岁
。

黄
河
之
水
今
后
不
会
再
从
天
上
来
，
高
峡
出
平
湖
，
猿
声
不
再
在
天
上

哀
。
最
大
的
变
异
要
看
到
黄
海
变
成
青
海
，
全
民
振
奋
，
真
真
正
正
是

大
有
可
为
。 

（
大
意
）
ペ
ル
シ
ャ
の
詩
人
が
、
か
つ
て
我
等
を
酒
盃
に
た
と
え
た
。
だ
が

彼
は
誤
っ
て
そ
れ
を
自
己
陶
酔
に
使
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
我
等
は
今
日

大
躍
進
の
た
め
に
乾
杯
し
、
中
国
共
産
党
と
毛
主
席
万
歳
と
高
ら
か
に

叫
ぶ
。
黄
河
の
水
は
今
後
は
も
う
天
か
ら
来
な
い
だ
ろ
う
〔
李
白
の
詩

「
将
進
酒
」
の
詩
句
を
受
け
て
い
る
。
黄
河
の
激
し
い
水
流
を
水
が
天

か
ら
来
る
よ
う
だ
と
描
写
し
た
。
こ
こ
で
は
、
黄
河
の
治
水
が
完
成
す

れ
ば
、
水
流
は
穏
や
か
に
な
る
だ
ろ
う
と
言
っ
て
い
る
〕
長
江
の
深
い

渓
谷
を
出
れ
ば
平
ら
な
湖
で
猿
声
が
天
上
に
哀
し
く
響
く
こ
と
は
、
も

は
や
あ
る
ま
い
。
最
大
の
変
化
は
黄
色
く
濁
っ
た
黄
河
が
澄
ん
だ
水
の

流
れ
る
青
い
海
に
な
っ
た
の
を
目
に
で
き
る
だ
ろ
う
こ
と
。
全
人
民
が

奮
い
立
と
う
、
こ
の
大
躍
進
運
動
は
、
ほ
ん
と
う
に
大
い
な
る
可
能
性

が
あ
る
の
だ
。 

 と
総
路
線
、
大
躍
進
の
頌
歌
と
な
っ
て
い
る
。 

 

銭
立
群
氏
は
、
当
時
の
右
派
闘
争
に
つ
い
て8

、 

…
そ
れ
と
同
時
に
、
毛
沢
東
は
自
分
達
の
知
識
人
を
養
成
す
る
こ
と
を
く

り
返
し
打
ち
出
し
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
彼
が
反
右
派
運
動
の
な
か
か
ら

学
ん
だ
重
要
な
経
験
で
あ
り
教
訓
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
一
九
五
七
年
夏

の
形
勢
」
に
お
い
て
、
毛
沢
東
は
「
社
会
主
義
建
設
の
た
め
に
は
、
労
働

者
階
級
は
自
ら
の
技
術
幹
部
の
部
隊
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、 

自
ら

の
教
授
、
教
員
、
科
学
者
、
新
聞
記
者
、
文
学
者
、
芸
術
家
と
マ
ル
ク
ス

主
義
理
論
家
の
部
隊
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
幅
広
い
部
隊
と
な

り
、
人
数
が
少
な
く
て
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
任
務
は
今
後
一
〇
年
か

ら
一
五
年
の
う
ち
に
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
号
令
を
か
け
て
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い
る
。
彼
が
構
想
し
た
の
は
、
未
来
の
労
働
者
知
識
人
の
部
隊
で
あ
り
、

中
心
と
な
る
の
は
共
産
党
に
よ
っ
て
養
成
さ
れ
た
新
し
い
知
識
人
で
あ
る
。

旧
知
識
人
は
、
も
し
改
造
を
受
け
入
れ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
側
に
立

て
ば
、
未
来
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
知
識
人
部
隊
の
一
角
を
担
え
る
だ
ろ

う
。
そ
の
際
、
い
わ
ゆ
る
旧
知
識
人
が
改
造
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
こ
と

は
、
党
へ
の
投
降
で
あ
り
、
馴
致
さ
れ
た
道
具
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、

改
造
を
す
る
の
な
ら
認
め
ら
れ
る
し
、
改
造
し
な
い
の
だ
っ
た
ら
消
滅
の

対
象
と
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
こ
そ
が
反
右
派
闘
争

以
降
、
毛
沢
東
が
打
ち
立
て
た
知
識
人
政
策
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
を
さ
ら
に
ど
う
理
解
す
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
か
？ 

毛
沢
東
は
「
人
民
内
部
の
矛
盾
を
正
し
く
処
理
す
る
問

題
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
「
補
足
」
を
加
え
て
い
る
。「
百
花

斉
放
、
百
家
争
鳴
と
い
う
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
字
面
か
ら
見
れ
ば
、

階
級
性
は
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
も
利
用
で
き
る
し
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

ジ
ー
も
利
用
で
き
る
し
、
そ
の
他
の
人
々
も
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

も
の
で
あ
る
。
毛
沢
東
が
実
際
に
強
調
し
た
の
は
百
花
斉
放
と
百
家
争
鳴

に
お
け
る
階
級
性
で
あ
っ
た
。
私
的
な
談
話
の
な
か
で
、「
百
花
斉
放
、
百

家
争
鳴
と
い
う
こ
の
二
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
的
な
も

の
で
あ
る
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
実
行
し
た
結
果
、
誤
謬
を
打
ち
破
れ
ず
、

右
派
を
正
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア

的
な
も
の
と
な
り
、
反
動
と
な
っ
て
し
ま
う
」
と
語
っ
て
い
た
。
こ
の
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
「
百
家
」
と
は
、
実
際
は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は 

ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
だ
け
で
あ
っ
た
。

「
百
家
争
鳴
」
は
自
ず
と
「
両
家
の
争
い
」
と
な
り
、
争
鳴
の
目
的
は
「
一

方
が
一
方
を
叩
き
の
め
す
」
こ
と
に
な
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
ブ

ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
叩
き
の
め
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
非
マ
ル
ク
ス
主
義
を

叩
き
の
め
す
と
い
う
こ
と
だ
。
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
は
、
学
術
的
民
主

と
政
治
的
民
主
の
発
揚
の
た
め
で
は
な
く
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
階
級
闘

争
で
あ
り
、
思
想
的
文
化
的
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
専
政
を
実
現
す
る

た
め
の
一
つ
の
手
段
で
あ
っ
た
の
だ
。 

と
述
べ
て
い
る
。
郭
沫
若
の
詩
も
そ
う
い
う
推
移
す
る
境
遇
の
中
で
書
か
れ
た

の
で
あ
る
。
百
花
斉
放
詩
に
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
な
政
治
的
寓
意
を
込
め
た

詩
が
多
く
、
一
九
五
八
年
時
の
郭
沫
若
の
心
境
を
、
如
実
に
物
語
っ
て
い
る

と
言
え
る
。 

四 

百
花
斉
放
詩
の
書
風
構
造
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て 

郭
沫
若
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
九
五
八
年
三
月
末
日
に
百
花
斉
放
詩
の
小
序
を

書
き
、
そ
の
四
月
に
殆
ど
の
詩
を
発
表
、
六
月
に
後
記
を
書
き
上
げ
て
い
る
。 

そ
し
て
そ
れ
が
出
版
さ
れ
る
の
が
一
九
五
九
年
四
月
、
江
蘇
文
芸
出
版
社
を

先
駆
け
と
し
て
陸
続
と
出
版
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
郭
沫
若
の
書
と
と

も
に
出
版
さ
れ
る
の
は
、
一
九
六
一
年
一
月
に
栄
宝
齋
か
ら
で
、
こ
れ
が
実
際

図 4 図 5 
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に
書
か
れ
た
の
は
一
九
六
〇
年
の
秋
、
日
記
に
依
れ
ば
九
月
六
日
と
な
っ
て
い

る
。 百

花
斉
放
詩
が
書
品
で
は
な
く
下
書
き
さ
れ
た
そ
の
様
式
は
、
当
時
の
管
見

の
資
料
か
ら
推
せ
ば
、
恐
ら
く
当
時
日
常
で
通
用
さ
れ
て
い
た
、
第
一
期
郭
体
、

白
話
様
式
の
文
語
様
式
に
流
入
さ
れ
た
態
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の

栄
宝
齋
か
ら
出
さ
れ
た
書
法
の
様
式
は
、
郭
体
と
し
て
異
色
な
様
相
を
呈
し
て

い
る
。 

例
え
ば
、
図
４
の
「
芍
药
」
は
先
に
見
た
一
九
五
六
年
時
の
百
花
斉
放
の
詩

で
あ
り
、
図
５
の
《
攀
枝
花
》
な
ど
は 

 

攀
枝
花
在
岭
南
就
叫
作
木
棉
，
岭
南
人
又
称
我
们
为
英
雄
树
。
高
大
的

乔
木
戴
满
着
大
红
花
，
具
有
生
产
英
雄
那
样
的
风
度
。
然
而
木
质
疏 

松
，

却
没
有
什
么
作
用
，
结
出
的
棉
絮
也
和
棉
花
大
不
相
同
。
幸
喜
四
川
有

处
攀
枝
花
产
生
铁
矿
，
地
以
花
命
名
，
使
我
们
也
沾
了
大
光
。 

（
大
意
）
攀
枝
花
は
嶺
南
で
は
木
綿

き

わ

た

と
い
い
、
嶺
南
の
人
は
我
等
の
こ
と
を
ま

た
英
雄
樹
と
呼
ぶ
。
高
い
喬
木
に
は
大
き
な
紅
い
花
が
び
っ
し
り
咲
き
、

英
雄
を
産
む
よ
う
な
風
格
を
備
え
て
い
る
。
だ
が
木
質
は
緩
み
、
な
ん

の
役
に
も
立
た
な
い
。
生
ま
れ
出
る
棉
状
の
絮
や
綿
花
と
も
大
き
く
異

な
る
。
幸
い
に
四
川
に
は
攀
枝
花
と
言
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
鉄
鋼
を
生

産
し
、
こ
こ
は
花
の
名
を
地
名
と
し
て
い
て
、
我
等
も
お
か
げ
を
蒙
っ

て
い
る
。 

 

は
大
躍
進
政
策
の
頌
歌
で
あ
る
が
、
同
じ
様
式
に
総
括
さ
て
お
り
、
百
花
斉
放 

詩
様
式
の
確
立
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

そ
の
書
風
を
具
さ
に
分
析
す
る
と
、
日
常
の
小
字
、
そ
れ
は
当
時
通
用
し
て

い
た
第
一
期
郭
体
に
、
例
え
ば
一
九
四
〇
年
代
に
書
か
れ
た
文
語
体
、
と
い
っ

て
も
図
６
の
よ
う
な
謹
直
で
伝
統
的
な
小
楷
の
要
素
が
加
わ
り
新
た
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
少
し
く
郭
沫
若
の
小
字
、
つ
ま
り
日
常
時
に
用
い
て
い
た
書
風
を
概

観
す
れ
ば
、
一
九
三
〇
年
代
は
草
書
主
体
の
丸
文
字
、
癖
文
字
と
で
も
い
う
も

の
で
あ
っ
た
が
、
一
九
四
〇
・
一
九
五
〇
年
代
と
次
第
に
そ
こ
に
文
語
的
な
要

素
が
加
わ
っ
て
く
る
。
無
論
そ
こ
に
は
、
第
二
期
郭
体
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
艶

や
か
な
伸
縮
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
鑑
賞
者
を
意
識
す
る
こ
と
が
少
な
い
が

図 7 

図 6 
図 8 
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故
に
当
然
で
あ
り
、
小
字
の
小
筆
、
小
紙
、
鑑
賞
物
的
要
素
の
少
な
さ
に
起
因

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
し
か
し
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
は
、
小
字
と
雖
も
鑑
賞
物
で
あ
る
故
に
、
そ
こ

に
日
常
と
は
一
線
を
画
す
る
要
素
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
の
が
、

伝
統
的
な
碑
学
の
小
楷
の
技
法
で
あ
り
、
書
道
用
語
で
言
え
ば
「
刻
意
」
の
書
、

そ
れ
に
よ
っ
て
気
品
を
高
め
て
い
る
と
言
え
る
。 

 

つ
ま
り
、
日
常
化
さ
れ
て
い
た
第
一
期
郭
体
の
様
式
に
さ
ら
に
伝
統
的
な
碑

学
、
小
楷
の
要
素
が
上
積
み
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
様
式
と
言
え
る
。 

 

白
話
詩
の
鑑
賞
物
た
る
書
と
し
て
、
先
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
一
九
四
二
年

の
書
「
水
牛
讃
」(

図
７)

が
あ
る
が
、
そ
れ
は
元
来
の
白
話
様
式
を
ベ
ー
ス
に

し
、
さ
ら
に
鑑
賞
物
た
る
故
に
、
幾
ら
か
文
語
的
な
華
や
ぎ
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
比
べ
こ
れ
ら
の
百
花
斉
放
詩
様
式
は
、
逆
に
華
や
ぎ
を
抑
制
し

た
緊
張
感
が
あ
り
、
そ
の
心
境
が
郭
沫
若
の
百
花
斉
放
詩
へ
の
総
括
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
の
傍
証
と
し
て
図
８
の
題
字
は
、
第
三
期
郭
体
（
第
二
期
を
内
包
し
た
）

で
あ
っ
て
、
郭
沫
若
は
、
こ
の
百
花
斉
放
詩
を
第
三
期
で
書
こ
う
と
思
え
ば
書

け
た
。
そ
こ
を
書
き
分
け
た
原
因
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 

五 

題
辞
と
第
三
期
郭
体
の
使
用
条
件 

 
 

ー
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
言
う
止
揚 

 

私
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら
六
十
年
代
前
期
に
か
け
て
の
郭
沫
若
の
歴

史
学
行
政
・
視
察
旅
行
と
詩
、
そ
し
て
書
に
つ
い
て
分
析
す
る
過
程
で
、
郭
沫

若
の
詩
は
、
常
に
記
念
詩
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
が
、
一
九
五
〇
年
代
後
期

か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
新
様
式
サ
イ
ズ
の
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
共
産
主
義

の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
反
映
す
る
と
い
う
社
会
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
っ
た

反
面
、
彼
自
身
の
生
活
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
か
ら
の
考
察

が
、
次
の
研
究
の
課
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
百
花
斉
放
、
反
右
闘
争
、

大
躍
進
政
策
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
書
と
い
う
分
野
は
つ
ね
に
そ
の
書

人
の
心
の
速
度
で
も
あ
り
、
時
代
の
速
度
で
も
あ
り
、
第
三
期
郭
体
を
改
め
て

簡
易
に
定
義
す
れ
ば
、
第
二
期
と
第
一
期
の
郭
体
の
止
揚
し
た
姿
と
言
え
る
。 

次
は
、
そ
の
定
義
を
深
め
る
た
め
に
、
百
花
斉
放
時
の
文
学
や
思
想
の
変
遷

を
中
心
と
し
た
、
彼
の
内
面
の
世
界
を
さ
ら
に
掘
り
下
げ
る
研
究
を
課
題
と
す

れ
ば
、
郭
沫
若
の
第
三
期
郭
体
は
、
ほ
ぼ
百
花
斉
放
か
ら
反
右
闘
争
へ
と
移
る

時
、
管
見
で
は
一
九
五
八
年
に
そ
の
姿
を
現
す
。 

 

さ
ら
に
郭
沫
若
は
、
先
ほ
ど
も
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
詩
の
作
は
、
一
九
五
六

年
は
六
首
、
一
九
五
七
年
は
十
首
と
少
な
く
、
一
九
五
八
年
以
降
増
産
さ
れ
て

い
る
。 

 

ま
た
、
そ
れ
は
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
と
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の

第
三
期
郭
体
は
、
こ
の
百
花
斉
放
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
れ
は
郭
沫
若
の
思
想
的
傾
向
で
も
あ
る
が
、
常
に
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、

両
刀
使
い
で
あ
っ
て
、
時
の
情
勢
に
よ
っ
て
、
思
想
が
左
右
に
微
妙
に
揺
れ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
一
九
五
六
年
期
の
百
花
斉
放
開
始
期
は
、
主
に
学
術
界
の
解
放
の

方
面
に
力
を
入
れ
、
文
学
的
に
は
自
重
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
は
、

当
時
の
詩
作
を
葬
り
去
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
し
て
、
一
九
五
八
年
の
反
右
闘
争
後
の
大
躍
進
政
策
に
於
い
て
、
書
法
的

に
言
え
ば
、
第
二
期
郭
体
が
や
や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
言
う
形
で
、
再
度
、
右
か

ら
左
と
向
か
い
止
揚
し
た
姿
が
、
第
三
期
郭
体
の
真
相
と
は
、
言
え
な
い
だ
ろ

う
か
。
ま
た
第
一
期
と
第
三
期
の
違
い
を
象
徴
的
に
い
え
ば
、
第
二
期
で
備
え

た
伸
縮
の
有
無
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

六 

小
結 

 
中
国
共
産
党
の
政
治
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
あ
る
、「
百
花
斉
放
」
政
策
は
、
時
間

の
経
過
の
中
で
、
そ
の
題
目
は
変
わ
ら
ず
と
も
、
そ
の
内
実
の
意
味
合
い
が
変

質
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
の
変
貌
を
、
も
っ
と
も
見
事
に
体
現
し
た
人
物
の
一

人
が
、
こ
の
郭
沫
若
に
他
な
ら
な
い
。 
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一
九
五
六
年
時
は
、
学
芸
の
解
放
に
歓
喜
し
、
一
九
五
七
年
時
に
は
反
右
闘

争
へ
玉
虫
色
の
模
糊
た
る
様
相
を
呈
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
五
八
年
に
は
、

大
躍
進
政
策
を
賛
歌
す
る
。 

 

そ
し
て
一
九
五
九
年
九
月
二
六
日
の
日
記
に
は
、 

 

 
 

发
表
《
进
一
步
展
开
“
百
花
齐
放
，
百
家
争
鸣
”
》
，
初
步
总
结
贯
彻
“
双

百
”
方
针
的
经
验
。
认
为
“
要
使
‘
百
花
齐
放
’
，
则
‘
推
陈
出
新
’
正
是 

 

最
具
体
的
方
法
”
，
要
能
“
百
家
争
鸣
”
，
那
应
“
包
含
有
‘
实
事
求
是
’

的
步
骤
”
。 

（
大
意
）「
《
「
百
花
斉
放
、
百
家
争
鳴
」
を
よ
り
い
っ
そ
う
展
開
せ
よ
》
を
発

表
し
、「
双
百
」
の
方
針
を
貫
徹
実
行
し
た
経
験
を
初
歩
的
に
総
括
し
た
。

「
百
花
」(

さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
花)

を
「
斉
放
」(

一
斉
に
咲)

か
せ
よ

う
と
す
れ
ば
、「
推
陳
出
新
」
こ
そ
が
正
に
最
も
具
体
的
な
方
法
で
あ
る
。

も
し
「
百
家
」(

さ
ま
ざ
ま
な
学
術)
の
「
争
鳴
」(

活
性
化)

を
可
能
に

し
よ
う
と
す
る
な
ら
、「
実
事
求
是
」(
事
実
に
即
し
て
真
理
を
求
め
る)

の
段
取
り
を
ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
認
識
を
述
べ
た
。
」 

 と
あ
る
。 

こ
の
「
推
陳
出
新
」
と
は
、
「
古
き
を
推
し
量
り
、
新
し
い
も
の
を
出
だ
す
」

「
古
い
糟
粕
を
す
て
、
新
し
い
も
の
を
出
だ
す
」
の
両
訓
が
可
能
で
あ
り
、
こ

れ
も
時
局
に
よ
っ
て
使
い
分
け
の
で
き
る
造
語
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
「
実
事
求
是
」
の
精
神
は
、
清
朝
考
証
学
の
空
理
空
論(

理
学)
を

批
判
す
る
思
想
を
基
と
す
る
思
想
で
も
あ
り
、
清
朝
の
当
時
、
そ
の
思
想
の
延

長
と
し
て
書
の
美
学
、
大
衆
化
的
に
質
実
な
四
角
い
楷
書
が
尊
重
さ
れ
る
と
い

う
流
派
を
形
成
し
た
が
、
所
謂
一
九
六
〇
年
の
郭
沫
若
の
書
様
式
、「
百
花
斉
放

詩
様
式
」
に
認
め
ら
れ
る
楷
書
の
方
筆
的
要
素
は
、
そ
の
意
識
を
大
躍
進
政
策

の
反
省
と
し
て
百
花
斉
放
詩
に
盛
り
込
ま
ん
と
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 

政
治
と
は
常
に
流
動
的
で
玉
虫
色
で
あ
る
が
、
政
治
や
文
学
と
違
い
、
書
は

常
に
そ
の
時
々
の
事
実
に
正
直
で
あ
り
、
そ
の
姿
が
そ
の
時
の
真
実
を
現
し
て

い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。 

 
                                        

          

 
1 

天
児
慧
『
中
華
人
民
共
和
国
史
』 

(

岩
波
新
書 

一
九
九
九
年 

) 

ユ
ン
・
チ
ア
ン

『
マ
オ 

誰
も
知
ら
な
か
っ
た
毛
沢
東
』 

(

講
談
社 

二
〇
〇
五
年 

上
巻) 

2 
 

銭
理
群
著 

; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に
よ

る
中
華
人
民
共
和
国
史
』(

青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

3 
 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

4 

拙
稿
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭
沫 

若
の
書
様
式
の
整
理
‐
日
中
戦
争
終
結
か
ら
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
様
式
変 

遷
と
所
謂
「
郭
体
」
の
確
立
時
期
を
巡
っ
て
ー
」(

『
京
都
語
文
』
第
二
十
三
号 

二 

〇
一
六
年
十
一
月) 

5 

拙
稿
「
郭
沫
若
の
書
、
所
謂
「
郭
体
」
の
規
定
と
成
立
過
程
及
び
そ
の
時
期
を
巡
っ 

て
」(

『
書
法
漢
学
研
究
（
二
十
一
号
）
」
二
〇
一
七
年
七
月 

有
限
会
社
ア
ー
ト
ラ 

イ
フ
社) 

6 

刘
涵
华
「
复
杂
心
态
的
曲
折
流
露
ー
郭
沫
若
《
百
花
齐
放
》
的
重
新
解
读
」(

『
贵

州
社
会
科
学
』
二
〇
〇
三
年
五
月) 

7 

贾
振
勇
「
郭
沫
若
与
反
右
运
动
」(

『
粤
海
风
』
二
〇
〇
八
年
一
月) 

8 

注
２
参
照
。 
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第
十
四
章 

一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら
六
〇
年
代
前
期
に

か
け
て
の
郭
沫
若
の
歴
史
学
行
政
・
視
察
旅
行
と
詩
、 

そ
し
て
書 

ー
一
九
五
〇
年
代
に
誕
生
、
一
九
六
〇
年
代
に
確
立
す
る
第
三
期
郭
体

の
生
成
過
程
と
横
幅
作
品
の
背
景
つ
い
て
の
分
析
的
考
察 

一 

緒
論 

先
の
章
ま
で
で
、
抗
日
全
面
戦
争
期
か
ら
建
国
後
の
百
花
斉
放
期
、
ま
た
大

躍
進
期
ま
で
の
、
郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
に
つ
い
て
、
一
九
三
〇
年
代
後
期
の

抗
日
全
面
戦
争
期
に
形
成
さ
れ
た
第
一
期
郭
体
、
一
九
五
〇
年
代
後
期
の
百
花

斉
放
期
に
変
貌
を
遂
げ
た
と
言
え
る
第
二
期
郭
体
、
大
躍
進
期
の
第
三
期
郭
体

に
つ
い
て
、
定
義
づ
け
を
行
っ
た
。 

 

ま
た
第
十
二
章
で
は
、
第
二
期
郭
体
に
つ
い
て
、 

 

ま
た
こ
の
現
象
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
第
二
期
郭
体
が
公
に
対
し
て
、
共
産

党
を
謳
歌
す
る
嬉
々
た
る
生
命
力
を
内
包
し
た
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
を
目
的
と

す
る
様
式
で
あ
り
、
そ
の
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
、
書
風
が
変
化
し
て
い

た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
ど
こ

に
飾
ら
れ
る
か
と
い
う
意
識
も
、
や
は
り
そ
の
書
風
に
影
響
を
与
え
て
い

た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

と
、
政
治
性
と
建
築
性
の
両
面
か
ら
再
定
義
し
た
上
で
、 

 
 

こ
れ
ら
郭
沫
若
の
、
後
に
名
所
旧
跡
詩
・
記
念
詩
・
建
築
詩
等
に
ま
で
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
第
三
期
郭
体
書
風
に
つ
い
て
の
詳
論
は
、
別
章
に

譲
り
た
い
。 

と
課
題
を
述
べ
た1

。 

そ
の
第
三
期
郭
体
の
定
義
を
再
度
こ
こ
で
行
い
た
い
の
だ
が
、
少
し
く
先
に

結
論
を
述
べ
れ
ば
、
私
が
大
躍
進
時
代
に
多
く
見
ら
れ
る
と
し
た
第
三
期
郭
体

は
、
言
葉
を
弄
ぶ
つ
も
り
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
が
、
第
一
期
か
ら
第
二

期
に
向
か
う
側
筆(

主
旋
律)

、
直
筆
混
合
の
第
一
・
五
期
と
峻
別
の
難
し
い
位

に
似
た
、
第
二
期
を
過
ぎ
て
多
様
さ
れ
る
直
筆(

主
旋
律)

、
側
筆
混
合
の
書
風

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

換
言
す
れ
ば
、
ト
ー
ン
が
上
り
坂
の
一
・
五
期
と
、
一
度
目
の
極
点
に
達
し(

第

二
期
郭
体)

、
ト
ー
ン
が
や
や
ダ
ウ
ン
す
る
下
り
坂
の
様
式
を
第
三
期
と
定
義
で

き
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
第
十
一
章
「
抗
日
勝
利
か
ら
中
華
人
民
共

和
国
建
国
期
、
百
花
斉
放
時
に
至
る
郭
沫
若
の
書
様
式
の
整
理
」
の
中
で
、
一

九
五
四
年
ま
で
の
書
を
、 

要
約
す
る
な
ら
ば
、
抗
日
戦
後
か
ら
国
共
内
戦
期
の
郭
沫
若
の
書
は
、
民

国
以
来
の
流
れ
で
整
理
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
期

も
さ
ほ
ど
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
建
国
後
、
副
総
理
の
役
に
就

き
、
ま
た
文
字
改
革
政
策
に
携
わ
る
時
期
に
は
、
白
話
体
の
書
様
式
の
模

索
が
行
わ
れ
た
と
言
え
る
。 

と
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
建
国
期
か
ら
一
九
五
五
年
頃
の
書
に
つ
い
て
、 

一
九
五
五
年
に
『
漢
字
簡
化
方
案
草
案
』
が
発
表
さ
れ
る
に
至
り
、
翌
年

の
一
九
五
六
年
、
こ
の
草
案
を
基
に
『
漢
字
簡
化
方
案
』
が
国
務
院
よ
り

公
布
さ
れ
、
五
一
四
字
の
簡
体
字
と
五
十
四
の
簡
略
化
さ
れ
た
偏
や
旁
が

採
用
さ
れ
た
時
期
に
、
そ
れ
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
の

文
字
改
革
の
渦
中
に
、
郭
沫
若
も
参
画
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
因

み
に
郭
沫
若
は
、
一
九
五
五
年
の
中
国
国
務
院
が
設
立
し
た
漢
字
簡
化
方

案
審
訂
委
員
会
の
副
主
任
委
員
を
、
一
九
五
六
年
に
は
漢
語
拼
音
方
案
審

訂
委
員
会
の
主
任
を
務
め
て
い
る
。(

中
略)

 

郭
沫
若
は
、
一
九
五
〇
年
代
前
半
の
漢
詩(

文
語)

が
少
な
か
っ
た
の
は
、

先
に
副
総
理
と
い
う
激
務
の
中
で
、
そ
の
作
詩
時
間
の
余
裕
が
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
た
が
、
さ
ら
に
当
時
郭
沫
若
は
、
中
国
の
文
字
改

革
の
潮
流
に
あ
っ
て
、
文
語
よ
り
も
白
話
の
問
題
に
つ
い
て
の
意
識
の
割

合
が
、
高
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

と
分
析
し
た
。 
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ま
た
、
一
九
五
六
年
中
国
が
北
京
で
「
文
字
改
革
会
議
」
を
開
催
し
た
当
時
、

郭
沫
若
は
中
国
科
学
院
院
長
と
し
て
「
為
中
国
文
字
的
根
本
改
革
舗
平
道
路
」

（
中
国
文
字
の
根
本
的
な
改
革
の
た
め
に
道
を
な
ら
す
）
と
い
う
講
演
を
行
っ

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る2

。 

そ
し
て
そ
の
当
時
の
実
験
を
総
括
す
る
と
、
従
来
側
筆
中
心
の
白
話
の
言
葉

の
表
現
に
、
文
語
的
な
直
筆
が
用
い
ら
れ
、
一
貫
性
の
な
い
多
彩
な
形
で
模
索

さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
さ
ら
に
貴
族
の
占
有
物
だ
っ
た
草
書
を
人
民
の
文
字
、

所
謂
「
簡
体
字
」
に
交
え
た
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
ま
さ
に
共
産
主
義
た
る
所
以
で

も
あ
ろ
う
し
、
そ
の
変
革
も
文
化
行
政
に
携
わ
っ
た
郭
沫
若
の
識
字
意
識
に
、

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。 

 

こ
こ
で
漸
く
本
論
で
の
テ
ー
マ
に
移
行
す
る
と
、
一
九
五
五
年
以
後
旧
詩
の

作
詩
が
再
開
さ
れ
る
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
、
そ
の
書
相
に
、
先
ほ
ど
触
れ
た
第

一
期
郭
体
に
文
語
様
式
が
盛
り
込
ま
れ
始
め
る
第
一
・
五
期
が
姿
を
見
せ
る
。 

 

そ
の
背
景
を
分
析
す
る
手
が
か
り
と
し
て
、
言
語
政
策
の
一
旦
の
区
切
り
、

一
九
五
五
年
の
現
中
国
社
会
科
学
院
の
前
身
に
あ
た
る
中
国
科
学
院
の
哲
学
・ 

社
会
科
学
科
の
設
立
、
そ
れ
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た
、
全
国
の
古
跡
名
所
を
訪
れ

る
視
察
旅
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
当
時
の
郭
沫
若
の
足
跡
と
書
の
在
処
の
分
析
を

始
め
、
そ
の
復
元
を
行
っ
て
い
き
た
い
。 

二 

郭
沫
若
の
視
察
旅
行
ま
で
の
経
緯 

ー
文
部
行
政
に
携
わ
る
政
治
家
と
し
て
の
歴
史
学
構
築 

 

一
九
五
五
年
年
六
月
、
中
国
科
学
院
は
正
式
に
哲
学
社
会
科
学
部
等
の
四
学

部
を
設
立
、
各
研
究
所
の
学
術
的
指
導
を
強
化
し
た
。
付
言
に
な
る
が
、
こ
れ

が
後
の
一
九
七
七
年
に
組
織
さ
れ
た
中
国
社
会
科
学
院
の
前
身
に
当
た
る3

。 

 

少
し
く
そ
の
経
緯
を
説
明
す
る
と
、
周
恩
来
は
当
時
、
政
務
院
総
理
と
し
て
、

中
国
科
学
院
学
部
成
立
の
確
定
及
び
、
委
員
の
メ
ン
バ
ー
構
成
の
仕
事
に
参
与

し
た
。
一
九
五
四
年
一
月
二
八
日
、
政
務
院
は
周
恩
来
主
持
の
二
〇
四
次
政
務

会
議
を
開
き
、
そ
の
席
で
郭
沫
若
は
「
關
於
中
國
科
學
院
的
基
本
情
況
和
今
後

工
作
任
務
的
報
告
」(

原
文
・
繁
体
字)

と
い
う
基
本
内
容
を
報
告
し
た
。 

 

そ
の
中
で
、
後
に
冒
頭
と
歴
史
学
に
関
連
す
る
部
分
を
垣
間
見
る
と
、
ま
ず

冒
頭
で
、 

 

中
華
人
民
共
和
國
成
立
以
來
，
中
國
的
科
學
研
究
工
作
，
在
中
央
人
民

政
府
的
領
導
下,

 

經
過
全
體
科
學
工
作
者
的
努
力,

 

已
經
為
科
學
研
究

有
計
劃
地
服
務
於
國
家
建
設,

 

為
我
國
科
學
事
業
的
進
一
步
發
展
創
造

了
一
定
的
條
件
。
對
於
中
國
科
學
院
來
說 

,
 

今
天
也
已
經
有
可
能
從
現

有
基
礎
上
出
發,

 

根
據
國
家
在
過
渡
時
期
的
總
路
線
和
總
任
務
的
要

求 
,
 

提
出
今
後
工
作
的
方
針
和
任
務
。 

(

大
意)

中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
来
、
中
国
の
科
学
研
究
工
作
は
、
中
央
人

民
政
府
の
指
導
の
下
、
科
学
者
全
員
の
努
力
を
経
て
、
既
に
科
学
研
究

の
た
め
、
国
家
建
設
に
計
画
的
に
服
務
す
る
こ
と
を
有
し
、
我
が
国
の

科
学
事
業
の
進
歩
発
展
の
た
め
に
、
一
定
の
条
件
を
創
造
し
た
。
中
国

科
学
院
に
対
し
て
言
え
ば
、
今
日
も
既
に
現
在
か
ら
の
基
礎
上
の
出
発

を
可
能
に
し
、
国
家
の
過
渡
時
期
の
総
路
線
と
総
任
務
の
要
求
に
基
づ

い
て
、
今
後
の
工
作
の
方
針
と
任
務
を
提
出
す
る
。 

 

 

そ
の
後
文
で
、
こ
の
四
年
の
科
学
研
究
方
面
院
の
主
要
な
成
績
の
一
つ
と
し

て
、 

 

(

四)

社
會
科
學
方
面 

:
 

在
歷
史
，
語
言
的
研
究
研
中,

 

在
經
濟
資
料
的

搜
集
整
理
和
考
古
發
掘
中,

 

都
有
一
定
的
成
績
。 

此
外,

 
1
9
5
1

年
隨

著
西
藏
的
和
平
解
放,

組
織
了
西
藏
工
作
隊
進
藏
工
作,

 

兩
年
來
對
西

藏
地
區
自
然
條
件
與
資
源
有
了
初
步
認
識,

 

並
發
現
了
鐵
，
有
色
金
屬
，

石
油
，
石
膏
等
礦
藏,

 

在
協
助
當
地
軍
民
改
進
農
業
生
產
上
也
有
貢
獻
。 

在
反
細
菌
戰
斗
爭
中,

 

院
內
外
的
科
學
工
作
者
都
曾
經
起
了
積
極
作

用 
。 
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(

大
意)

社
会
科
学
方
面
。
歴
史
、
言
語
研
究
の
中
で
経
済
資
料
の
収
集
整
理

と
考
古
発
掘
に
、
す
べ
て
一
定
の
成
績
を
残
し
た
。
こ
の
他
に
一
九
五

一
年
の
チ
ベ
ッ
ト
解
放
に
し
た
が
い
、
チ
ベ
ッ
ト
工
作
隊
が
組
織
さ
れ
、

そ
の
工
作
が
進
め
ら
れ
、
こ
の
二
年
で
チ
ベ
ッ
ト
地
区
の
自
然
条
件
と

資
源
開
発
に
対
し
て
初
歩
的
な
認
識
が
あ
り
、
あ
わ
せ
て
鉄
や
有
色
金

属
、
石
油
、
石
膏
な
ど
の
埋
蔵
鉱
物
を
発
見
し
、
当
地
の
軍
民
を
協
助

し
つ
つ
農
業
改
進
の
生
産
上
に
も
貢
献
が
あ
っ
た
。
反
細
菌
戦
争
の
中

で
、
院
内
外
の
科
学
工
作
者
に
、
か
つ
て
積
極
的
な
作
用
を
起
こ
し
て

い
る
。 

 と
社
会
科
学
面
の
功
績
を
強
調
し
、
さ
ら
に 

 

我
國
第
一
個
五
年
經
濟
建
設
計
劃,

 

已
在
偉
大
盟
邦
蘇
聯
的
援
助
下
全

面
而
開
始
。
當
前
科
學
工
作
的
方
針
任
務
，
應
該
是
遵
循
國
家
在
過
渡

時
期
的
總
路
線,

認
真
學
習
蘇
聯
先
進
科
學
工
作
的
經
驗,

積
極
支
援
國

家
建
設,

 

發
揮
科
學
家
的
高
度
積
極
性
和
創
造
性,

 

在
實
踐
中
發
展
我

們
的
科
學
事
業,

 

充
實
我
們
的
科
學
隊
伍,
為
堅
決
實
現
國
家
建
設
的

總
線
和
總
任
務
而
努
力
。 

沒
有
科
學
技
術
的
不
斷
支
援
和
科
學
事
業
的

相
應
發
展,

 

要
完
成
國
家
的
社
會
主
羲
工
業
的
任
務
是
不
可
能
的;

 

反

之,

離
開
了
積
極
支
援
國
家
建
設
的
科
學
實
踐,

 

要
達
到
發
展
科
學
事

業
的
目
的
也
同
樣
是
不
可
能
的
。 

(

大
意)

我
が
国
の
第
一
次
五
年
経
済
建
設
計
画
は
、
す
で
に
偉
大
な
盟
友
国
、

ソ
連
の
援
助
の
下
、
全
面
的
に
開
始
し
て
い
る
。
前
の
科
学
工
作
の
方

針
任
務
は
、
国
家
の
過
渡
期
総
路
線
に
従
い
、
真
摯
に
ソ
連
の
先
進
科

学
技
術
の
経
験
を
学
習
し
、
積
極
的
に
国
家
建
設
を
支
援
、
科
学
者
の

高
度
で
積
極
的
な
創
造
性
を
発
揮
し
、
実
践
の
中
で
我
々
の
科
学
事
業

を
発
展
さ
せ
、
我
々
の
科
学
部
隊
を
充
実
さ
せ
、
堅
い
決
意
で
国
家
建

設
の
総
線
と
総
任
務
を
実
現
す
る
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

科
学
技
術
の
不
断
の
支
援
と
科
学
事
業
の
相
応
す
る
発
展
な
し
に
、
国

家
の
社
会
主
義
工
業
の
任
務
の
完
成
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
か
え
っ
て

積
極
的
に
国
家
建
設
の
科
学
実
践
を
支
援
す
る
こ
と
を
離
れ
て
、
科
学

事
業
の
目
的
の
発
展
の
到
達
も
不
可
能
で
あ
ろ
う
。 

 と
あ
る
基
本
精
神
の
も
と
、
科
学
院
の
主
要
任
務
と
し
て
、 

 

(

五)
 

設
法
加
強
社
會
科
學
方
面
的
力
量 

。 

目
前
社
會
科
學
方
面
已
有

經
濟
，
語
言
，
考
古
，
近
代
史
等
四
個
研
究
所,

正
在
籌
備
中
的
有
關
上

古
史
，
中
古
史
研
究
的
兩
個
研
究
所
。 

其
他
如
哲
學
，
國
際
問
題
和
亞

洲
史
的
研
究
也
亟
待
開
始 

。 

我
們
擬
分
別
集
中
人
材,

 

充
實
已
有
的

研
究
所 

,
 

逐
步
建
立
新
的
研
究
所,

 

在
提
高
馬
克
思
列
寧
主
羲
理
論

水
平
的
基
礎
上
開
展
研
先
工
作,

並
有
計
劃
有
領
導
的
組
織
各
種
科
學

討
論
，
以
遂
步
解
決
目
前
存
在
著
的
有
關
歷
史
的
，
理
論
的
和
實
際
的

學
術
爭
論
問
題
。 

(

大
意)

社
会
科
学
方
面
の
力
量
を
増
強
す
る
設
置
方
法
。
目
下
、
社
会
科
学

方
面
に
は
、
す
で
に
経
済
、
言
語
、
考
古
、
近
代
史
等
の
四
つ
の
研
究

所
が
あ
り
、
現
在
上
古
史
、
中
古
史
に
関
す
る
二
つ
の
研
究
所
の
樹
立

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
他
に
哲
学
、
国
際
問
題
、
ア
ジ
ア
史
研

究
も
早
急
に
準
備
を
始
め
て
い
る
。
我
々
は
人
材
を
分
別
集
中
す
る
計

画
を
し
、
既
に
あ
る
研
究
所
を
充
実
さ
せ
て
お
り
、
随
時
、
新
研
究
所

を
建
立
し
、
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
理
論
の
水
準
の
基
礎
を
高
め

た
上
に
、
研
究
工
作
を
展
開
さ
せ
、
合
わ
せ
て
リ
ー
ド
す
る
組
織
、
各

種
科
学
討
論
を
計
画
し
、
随
時
、
目
前
の
関
係
す
る
歴
史
問
題
、
理
論

と
実
際
的
な
学
術
争
論
問
題
を
解
決
し
て
い
る
。 

 と
述
べ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
後
、
同
九
月
の
第
一
届
次
全
国
人
民
代
表
大
会
第
一
次
会
議
が

開
催
さ
れ
、
会
議
後
政
務
院
は
国
務
院
に
改
め
ら
れ
、
中
国
社
会
科
学
院
も
国

務
院
領
導
部
学
術
機
構
と
な
り
、
一
九
五
五
年
五
月
に
周
恩
来
主
持
の
中
央
政
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治
局
会
議
に
お
い
て
、
中
国
科
学
院
の
学
部
委
員
の
名
簿
が
提
出
、
通
過
さ
れ

た
。
そ
し
て
六
月
に
中
国
科
学
院
の
学
部
成
立
大
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。 

郭
沫
若
の
日
記
に
も
六
月
一
日
二
日
の
項
に
明
記
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
様

子
が
確
認
で
き
る
。 

三 

『
考
古
通
讯
』
の
発
刊
と
題
字
に
つ
い
て 

 

後
の
『
考
古
』
雑
誌
の
前
身
に
当
た
る
『
考
古
通
讯
』
創
刊
号
が
発
刊
さ
れ

る
の
が
、
一
九
五
五
年
一
期
か
ら
で
あ
り
、
主
办
は
中
国
社
会
科
学
院
考
古
研

究
所
、
そ
の
発
刊
の
背
景
に
は
、
二
章
で
見
た
当
時
の
世
相
が
反
映
し
て
い
る

こ
と
は
、
間
違
い
な
か
ろ
う
。 

 

そ
の
「
發
刊
詞
」
を
抄
録
す
る
と
、 

 

我
國
的
考
古
事
業,

 

從
中
華
人
民
共
和
團
成
立
以
來,

 

因
為
政
府
和
黨
的

重
視,

以
及
全
國
各
地
基
本
建
設
工
程
的
紛
紛
開
建,

 

顯
得
空
前
的
活
躍
。

這
五
年
來,

 

我
們
的
工
作
是
非
常
繁
重
的,
收
獲
是
十
分
巨
大
的,

 

同
時

在
工
作
中
所
遇
到
的
問
題,

 

也
是
非
常
多
的
。
舊
中
國
遺
留
下
來
的
考
古

人
員
非
常
不
夠
，
新
的
力
量
正
在
不
斷
的
培
育
中,
但
遠
遠
的
不
足
擔
負
急

不
可
待
的
當
前
任
務
。
而
我
們
這
些
有
限
的
工
作
人
員,

 

又
散
在
各
地,

各
地
方
的
收
獲
和
問
題,

都
很
難
及
時
的
加
以
溝
通
和
討
論
。 

這
就
需
要

有
一
個
定
期
的
刊
物,

 

可
以
互
通
聲
氣
，
互
相
學
習
，
互
相
幫
助
，
以
便

取
得
問
題
解
決
。
有
了
這
樣
一
個
刊
物,

還
可
以
多
多
地
介
貂
一
般
的
考
古

學
知
識 

介
紹
蘇
聯
先
進
經
驗,

 

來
擴
大
我
們
的
知
識
范
圍,

 

提
高
我
們

的
工
作
效
力,

並
培
養
更
多
的
考
古
工
作
者
出
來
。 

最
近
兩
年
來,

中
國
科

學
院
曾
注
意
到
要
編
印
是
這
樣
一
個
刊
物
。
但
由
於
我
們
人
力
不
夠,

遲
遲

不
能
舉
辦
。
現
在
因
為
當
前
的
需
要
緊
迫,

才
決
定
由
考
古
研
究
所
的
工
作

同
志
們,

聯
合
中
央
人
民
政
府
文
化
部
的
，
北
京
大
學
歷
史
系
的
，
以
及
有

關
的
專
家
和
考
古
工
作
者,

 

共
同
發
起,

組
織
編
輯
委
員
會,

 

來
試
編
這

個
刊
物
。
希
望
這
個
刊
物
能
夠
在
大
家
共
同
努
力
之
下,

 

逐
漸
的
壯
大
起

來
，
發
揮
更
大
的
作
用
。 

我
們
希
望
由
於
這
個
刊
物
的
印
行,

可
逐
步
地

從
普
及
考
古
知
識
而
做
到
提
高
田
野
工
作
方
法
和
室
內
整
理
方
法
。 

我
們

希
望
這
個
刊
物
不
是
刊
載
長
篇
巨
著
的
研
究,

而
是
盡
可
能
的
多
登
一
些

考
古
工
作
者
實
際
需
用
的
知
識,

 

多
登
一
些
各
地
有
關
發
掘
，
清
理
和
調

查
的
簡
訊
。 

這
個
刊
物
的
出
世,

 

對
於
推
進
中
國
考
古
事
業
有
着
責
無
旁

貸
的
使
命
，
這
是
要
求
全
國
考
古
工
作
者
一
同
負
擔
的
。 

(

大
意)

我
が
国
の
考
古
事
業
は
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
来
、
政
府
と
党

の
重
視
に
よ
っ
て
、
全
国
各
地
の
基
本
建
設
工
程
に
及
ん
で
、
次
々
と
開

始
さ
れ
、
空
前
の
活
躍
を
現
し
て
い
る
。
こ
の
五
年
、
我
々
の
工
作
は
非

常
に
繁
重
で
、
収
穫
は
十
分
大
き
く
、
当
時
に
工
作
中
に
遭
遇
し
た
問
題

に
於
い
て
も
、
ま
た
非
常
に
多
か
っ
た
。
旧
中
国
が
残
し
た
考
古
人
員
は

不
足
し
て
お
り
、
新
し
い
力
量
を
不
断
に
培
育
し
て
い
る
が
、
遠
く
負
担

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
急
ぎ
目
前
の
任
務
に
対
応
で
き
な
い
。
我
々
の
こ

の
限
ら
れ
た
人
員
は
、
ま
た
各
地
に
散
ら
ば
り
、
各
地
方
の
収
穫
と
問
題

は
、
時
に
急
ぎ
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
討
論
を
加
え
る
の
に
す
べ
て
大

変
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
一
冊
の
刊
行
物
が
必
要
と
な
り
、
互
い

に
声
を
通
じ
る
こ
と
が
で
き
、
互
い
に
学
び
合
い
、
互
い
に
助
け
合
う
こ

と
が
で
き
、
問
題
解
決
を
す
る
こ
と
が
で
き
。
こ
の
刊
行
物
が
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ま
た
多
く
一
般
の
考
古
知
識
、
ソ
連
の
先
進
的
な
経
験
を
紹

介
で
き
、
我
々
の
知
識
範
囲
を
広
げ
、
我
々
の
工
作
の
効
力
を
高
め
、
並

び
に
多
く
の
考
古
工
作
者
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
近
、
こ
の
二

年
、
中
国
科
学
院
は
か
つ
て
こ
の
一
つ
の
刊
行
物
の
発
行
に
注
意
し
て
き

た
。
た
だ
し
我
々
の
力
不
足
で
、
遅
々
と
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
現
在
目
前
の
切
迫
し
た
需
要
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
考
古
研
究
所
の

工
作
員
同
志
、
中
央
人
民
政
府
文
化
部
、
北
京
大
学
歴
史
部
、
そ
の
他
の

関
係
の
あ
る
専
門
的
な
考
古
学
者
、
共
同
組
織
編
集
委
員
会
に
よ
っ
て
、

こ
の
刊
行
物
を
試
し
編
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
刊
行
物
が
全
員

の
共
同
努
力
の
も
と
、
次
第
に
壮
大
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
作
用
を
発

揮
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。
我
々
は
、
こ
の
刊
行
物
の
発
行
に
よ
っ

て
、
随
時
可
能
な
だ
け
少
し
く
考
古
知
識
を
掲
載
し
、
多
く
少
し
く
各
地
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の
関
係
発
掘
、
整
理
と
調
査
情
報
を
掲
載
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

こ
の
刊
行
物
が
世
に
出
さ
れ
る
こ
と
は
、
中
国
考
古
事
業
に
伴
う
当
然
の

使
命
に
対
す
る
、
全
国
考
古
学
者
の
共
同
の
負
担
要
求
で
あ
る
。 

 

こ
の
『
考
古
通
讯
』
の
創
刊
号
の
図
１
の
題
字
は
、
郭
沫
若
の
手
に
拠
る
も

の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
書
風
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
民
国
期
か
ら
引
き
継
い

だ
図
２
『
考
古
學
報
』 (

中
國
科
學
院
考
古
研
究
所
編
輯)

の
題
字
も
一
九
五
六

年
一
期
か
ら
活
字
体
か
ら
郭
体
の
筆
文
字
に
移
行
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
一
九
五
九
年
に
『
考
古
通
讯
』
か
ら
『
考
古
』
に
改
名
さ
れ
現
在
ま
で

存
続
し
て
い
る
が
、
図
３
の
一
九
五
九
年
一
期
の
『
考
古
』
の
題
字
も
郭
体
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
考
古
、
文
物
雑
誌
の
題
字
は
、
ほ
ぼ
郭
沫
若
の
担
当
で
あ
っ

た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

 

因
み
に
『
考
古
通
讯
』
の
文
章
文
字
は
一
九
五
五
年
五
期
ま
で
は
繁
体
字
が

用
い
ら
れ
、
一
九
五
六
年
一
期
か
ら
第
一
次
簡
体
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
現
象
は
、
共
和
国
建
国
か
ら
三
年
後
の
一
九
五
二
年
、
簡
略
字
体
の
議

論
を
受
け
て
、
漢
字
研
究
の
機
関
と
し
て
「
中
国
文
字
改
革
研
究
委
員
会
」
が

設
立
、
一
九
五
四
年
に
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
た
め
で
、
政
務
院
が
改
組
さ
れ
る

な
ど
新
体
制
へ
の
変
遷
の
中
で
、
中
国
文
字
研
究
改
革
委
員
会
も
中
国
文
字
改

革
委
員
会
に
改
名
さ
れ
、
一
九
五
五
年
に
『
漢
字
簡
化
方
案
草
案
』
が
発
表
さ

れ
る
。
そ
し
て
翌
年
の
一
九
五
六
年
一
月
、
こ
の
草
案
を
基
に
『
漢
字
簡
化
方

案
』
が
国
務
院
よ
り
公
布
さ
れ
た
こ
と
と
、
対
応
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

四 

一
九
五
〇
年
代
の
視
察
と
漢
詩
と
書 

 
 

 

ー
西
安
で
の
活
動
を
中
心
と
し
て4 

 

郭
沫
若
日
記
に
依
れ
ば
、
一
九
五
五
年
四
月
、
イ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア

国
家
会
議
に
出
席
し
た
後
、
帰
途
、
昆
明
、
重
慶
、
四
川
を
経
て
、
再
び
重
慶

か
ら
西
安
に
至
っ
た
。

五
月
二
日
午
前
、
人
民

大
厦
に
宿
り
、
午
後
、

碑
林
、
歴
史
博
物
館
、

雁
塔
に
遊
び
、
夜
映
画

『
沙
家
店
粮
站
』
を
鑑

賞
。
翌
三
日
午
前
、
茂

陵
、
霍
去
病
墓
、
衛
青

墓
、
霍
光
墓
、
周
陵
を

参
観
、
午
後
に
は
華
清

池
に
遊
び
、
温
泉
招
待

所
に
安
置
さ
れ
て
い
た

一
九
三
六
年
に
蒋
介
石

が
過
ご
し
た
客
室
で
、

当
時
の
西
安
事
変
の
状

況
を
伺
い
、
捉
蒋
亭
を

参
観
。
晩
に
戯
劇
『
武

松
打
店
』
を
鑑
賞
し
た
。 

 

そ
し
て
翌
四
日
人
民

大
厦
の
為
に
と
華
清
池

の
為
に
詩
を
書
し
て
い

る
。
ま
た
「
訪
霍
去
病

墓
」
を
作
詩
し
、
午
後

に
北
京
に
戻
っ
て
い
る
。 

そ
も
そ
も
こ
の
際
の

視
察
の
目
的
は
、
考
古

視
察
、
政
治
視
察
、
社

会
視
察
に
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
が
、
先
ず
図
４
の
一
九
五
五
年
五
月
に
書
さ
れ
た
詩
と
款
記
、
そ
し

図 1 図 2 図 3 
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て
書
を
分
析
す
る
と
、 

 

驪
山
雲
樹
郁
蒼
蒼 

暦
尽
周
秦
与
漢
唐 

一
脈
温
湯
流
日
夜 

幾
坏
荒

呆
掩
皇
王 

已
駆
碩
鼠
歌
麟
鳳 

定
復
台
澎
系
犬
羊 

捉
蒋
亭
辺
新
有

路 
遊
春
士
女
楽
而
康 

(

大
意)

 

驪
山
の
雲
と
樹
は
盛
ん
に
蒼
々
と
し
て
、
歴
史
は
周
秦
漢
唐
と
。
一

脈
の
温
湯
が
日
夜
と
流
れ
、
幾
つ
か
の
丘
の
あ
れ
た
墓
が
皇
王
を
お
お

う
。
既
に
碩
鼠
を
追
い
や
り
麟
鳳
が
歌
い
、
台
湾
に
定
め
復
し
て
い
る

の
は
、
犬
羊
の
ご
と
し
。
蒋
介
石
を
捉
え
た
辺
り
に
新
し
い
路
が
で
き
、

春
に
遊
ぶ
男
女
が
楽
し
く
ま
た
康
す
し
。 

 

そ
し
て
款
記
に
は
、 

 

一
九
五
五
年
五
月
初
来
西
安
、 

 
游
華
清
池
。
登
捉
蒋
亭
、
游
春 

士
女
呼
当
年
蒋
賊
逃
匿
處
為
狗 

洞
、
狗
如
有
知
。
想
亦
当
以
毀 

 
 

壊
名
誉
而
提
出
抗
議
耳
。
郭
沫 

 

若 

(

大
意)

一
九
五
五
年
五
月
初
め
て 

 

西
安
に
来
て
華
清
池
に
遊
ぶ
。 

 

蒋
介
石
を
捉
え
た
あ
ず
ま
や
、 

春
に
遊
ぶ
男
女
が
、
当
時
蒋
介 

 

石
が
逃
げ
隠
れ
た
場
を
、
狗
洞 

 

と
呼
び
、
狗
を
知
る
よ
う
で
あ 

る
。
ま
さ
に
名
誉
を
毀
損
さ
れ
、 

抗
議
し
て
い
る
の
を
思
う
だ
け 

で
あ
る
。 

 

前
半
は
考
古
性
が
、
後
半
は
政
治
性
が
詠
わ
れ
た
混
合
の
書
と
言
え
る
だ
ろ

う
。
当
時
に
在
っ
て
は
、
考
古
的
な
意
味
よ
り
も
、
西
安
事
変
の
肯
定
と
い
う

政
治
的
な
意
味
合
い
の
強
い
詩
と
言
え
る
。 

反
蒋
介
石
、
共
産
党
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
的
な
作
品
で
あ
る
こ
の
書
は
、
郭
沫
若

の
書
も
改
築
さ
れ
た
建
築
物
同
様
、
外
交
も
意
識
し
た
共
産
党
の
サ
ン
プ
ル
モ

デ
ル
の
一
環
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

つ
ま
り
そ
の
書
と
い
う
外
交
資
源
に
よ
っ
て
、
だ
れ
が
得
を
す
る
か
と
い
う

着
想
も
不
可
欠
な
課
題
で
あ
る
。 

郭
沫
若
の
場
合
、
旅
行
と
言
っ
て
も
何
ら
か
の
政
治
的
使
命
が
隠
さ
れ
て
い

る
の
だ
が
、
こ
の
書
相
を
分
析
す
る
と
、
国
民
党
時
代
に
形
成
さ
れ
た
第
一
期

郭
体
が
側
筆
を
主
旋
律
と
す
る
の
に
対
し
て
、
第
二
期
的
な
直
筆
が
多
用
さ
れ
、

そ
の
律
動
と
伴
に
、
第
一
・
五
期
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

こ
の
建
国
期
か
ら
一
九
五
三
年
ま
で
の
多
様
な
白
話
の
実
験
作
品
か
ら
抜
け

出
て
、
第
二
期
へ
と
向
か
う
転
機
と
も
言
え
る
作
品
が
、
郭
沫
若
の
歴
史
学
的

使
命
、
つ
ま
り
共
産
主
義
と
歴
史
を
結
び
つ
け
る
視
角
を
持
っ
て
行
わ
れ
た
視

察
旅
行
時
代
に
始
ま
り
、
そ
れ
が
旧
詩
制
作
急
増
の
再
開
を
告
げ
る
と
と
も
に
、

当
内
容
が
蒋
介
石
と
の
決
別
を
寓
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
書
風
の
持
つ
意

味
の
重
層
性
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
郭
沫
若
は
、
生
涯
で
西
安
に
七
度
来
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の

際
に
文
物
考
古
、
科
学
教
育
、
工
場
生
産
に
関
心
を
持
ち
、
考
古
遺
跡
だ
け
で

な
く
、
共
産
党
の
建
築
ビ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
学
校
な
ど
に
も
立
ち
寄
り
、
題

額
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
詩
な
ど
を
書
し
残
し
て
い
る
。
ま
た
彼
の
文
学
芸
術
と
旅

行
文
化
、
科
学
教
育
は
密
接
に
連
結
し
て
い
た
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い
る
。 

 

例
え
ば
、
先
ほ
ど
の
華
清
池
に
は
三
度
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
度
に
詩
を
残
し

て
い
る
が
、
一
九
五
六
年
八
月
六
日
、
陜
西
公
布
第
一
批
文
物
保
護
単
位
の
時
，

華
清
池
（
華
清
宮
）
は
省
級
保
護
単
位
に
列
せ
ら
れ
、
併
せ
て
好
華
清
池
内
所

蔵
の
唐
漢
白
玉
老
君
像
和
北
魏
温
泉
頌
碑
、
北
魏
三
道
士
石
刻
な
ど
が
保
護
さ

れ
た
上
、
華
清
宮
遺
址
が
画
定
さ
れ
て
お
り
、
一
号
遺
跡
は
同
年
発
掘
さ
れ
て

い
る
。 

図 ４ 
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図 ５ 

つ
ま
り
私
が
さ
ら
に
言
及
し
た
い
の
は
、
郭
沫
若
の
遺
跡
な
ど
の
視
察
に
伴

い
、
そ
の
政
治
的
神
通
力
、
つ
ま
り
発
掘
、
開
発
の
予
算
が
下
り
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。 

さ
て
こ
こ
で
一
九
五
五
年
に
戻
る
が
、
郭
沫
若
が
訪
れ
た
半
年
後
の
十
月
に

董
必
武
も
中
央
代
表
団
を
引
き
連
れ
、
新
疆
か
ら
の
帰
途
、
華
清
池
に
よ
り
、

郭
沫
若
の
詩
に
唱
和
し
て
い
る
。
そ
の
詩
と
は
、 

 

依
旧
驪
山
兀
老
蒼 

暦
来
事
跡
頗
荒
唐 

始
皇
大
塚
埋
労
役
、
天
宝
清

池
涴
寿
王 

幸
有
張
揚
双
十
二 

遂
無
美
蒋
馬
牛
羊 

郭
公
雅
韻
留
佳

句 

我
輩
登
臨
亦
楽
康 

(

大
意)

 

旧
き
驪
山
に
依
り
、
険
し
く
突
き
出
た
深
い
蒼
、
歴
代
の
事
跡
は
、

頗
る
荒
れ
て
い
る
。
始
皇
帝
の
大
塚
は
労
役
を
埋
め
、
天
宝
の
清
池
は

寿
王
を
汚
し
て
い
る
。
幸
い
に
張
学
良
と
揚
虎
城
の
十
二
月
十
二
日
事

変(

西
安
事
変)

が
あ
り
、
遂
に
蒋
介
石
の
馬
牛
羊
は
い
な
い
。
郭
公
に

雅
韻
し
佳
句
を
留
め
、
我
輩
も
登
臨
み
ま
た
楽
し
く
康
し
。 

 で
あ
り
、
こ
の
詩
に
対
し
郭
沫
若
は
一
九
五
九
年
七
月
、
二
度
目
の
華
清
地
の

来
訪
の
際
に
、
再
び
詩
の
応
酬
を
し
て
い
る
。
そ
の
詩(
図
５)

と
は
、 

 

 

華
清
池
水
色
青
蒼 

此
日
規
模
越
盛
唐 

不
僅
宮
池
依
旧
制 

而
今
民

庶
尽
天
王 

 

秦
皇
漢
武
遺
荒
塚 

老
母
長
生
剰
吉
羊 

読
罷
和
章
懐
大

老 

願
公
長
寿
国
同
康 

 
 

 

一
九
五
九
年
七
月
七
日
重
游
華
清
池
宮 

董
老
和
詩 

因
用
旧
韻
続
成

一
律 

郭
沫
若 

(

大
意)

華
清
池
の
水
色
は
青
々
と
、
こ
の
日
の
規
模
は
盛
唐
を
超
え
る
。
宮

池
は
旧
制
に
依
る
だ
け
で
な
く
、
今
の
人
民
は
天
子
に
尽
く
す
。 

秦
皇
、

漢
武
は
荒
塚
を
残
し
、
老
母
は
長
生
き
で
吉
羊
に
乗
る
。
和
章
を
読
み
止

め
大
老
を
お
も
い
、
公
の
長
寿
と
国
の
康
き
を
願
う
。 

 

と
い
う
、
考
古
の
内
容
で
始
ま
っ
て
、

共
産
党
同
志
を
言
祝
い
で
終
わ
っ
て

い
る
。 

 

そ
し
て
そ
の
書
相
は
、
第
二
期
郭

体
の
直
筆
を
主
旋
律
と
し
て
、
強
度

の
伸
縮
と
い
う
律
動
を
内
包
し
て
い

る
が
、
最
盛
期
の
も
の
と
比
べ
る
と

や
や
小
ぶ
り
で
、
所
々
に
第
一
期
的

な
側
筆
も
見
ら
れ
、
ま
さ
に
第
二
・

五
期
と
言
う
べ
き
姿
と
言
え
る
で
あ

ろ
う
。 

 

因
み
に
一
年
後
の
一
九
六
〇
年
三

月
二
十
三
日
に
郭
沫
若
は
華
清
池
に

三
度
目
の
来
訪
を
果
た
し
、「
雨
中
游

華
清
池
」
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の
本

文
と
大
意
を
記
す
と
、 

 

 

雨
裏
雲
山
万
仞
蒼 

玉
蘭
花
放
頌
虞
唐 

九
竜
吐
水
瀠
宮
闕 

一
狗
跳

墻
泣
覇
王 

公
社
普
天
駆
碩
鼠 

春
郊
遍
地
舞
商
羊 

年
年
躍
進
成
規

律 

楽
歳
豊
収
人
寿
康 

(

大
意)

 

雨
の
中
の
雲
山
、
非
常
に
高
く
蒼
く
、
玉
蘭
の
花
は
咲
き
虞
唐
を
称

え
て
い
る
。
九
竜
は
水
を
吐
き
宮
闕
に
流
れ
、
一
匹
の
狗
が
墻
を
跳
び
覇

王
に
泣
か
さ
れ
て
い
る
。
人
民
公
社
は
遍
く
碩
鼠(

貪
欲
な
搾
取
者)

を
駆

除
し
、
春
の
辺
地
で
商
羊(

洪
水
を
も
た
ら
す
一
本
足
の
鳥)

が
舞
う
。

年
々
躍
進
し
規
律
を
成
し
、
楽
し
く
歳
を
と
り
豊
な
収
入
で
人
の
寿
命
も

長
い
。 

 

 

こ
の
詩
の
書
相
を
未
だ
実
見
で
き
て
な
い
が
、
推
測
す
れ
ば
、
第
三
期
郭
体

で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。 
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こ
の
郭
沫
若
の
華
清
池
で
の
三
つ
の
詩
の
構
成
の
共
通
性
を
言
う
な
ら
ば
、

前
半
で
そ
の
考
古
的
な
歴
史
的
故
事
の
内
容
を
詠
い
、
後
半
で
共
産
党
の
政
治

的
な
内
容
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
詠
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

五 
 

視
察
の
環
境
と
横
幅
宣
紙
、
そ
し
て
書 

ー
「
办
公
室
书
法
」
の
成
立 

一
九
六
四
年
秋
、
郭
沫
若
は
于
立
群
夫
人
と
と
も
に
安
徽
省
の
涇
県
宣
紙
廠

を
参
観
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
緊
急
の
会
議
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。
当
時
せ

め
て
題
詞
だ
け
で
も
、
と
い
う
求
め
に
応
じ
郭
沫
若
は
、 

 

“
宣
纸
是
劳
动
人
民
所
发
明
的
艺
术
创
造
，
中
国
的
书
法
和
绘
画
离
了
它
，

便
无
从
表
达
艺
术
的
妙
味
”
。 

(

大
意)

宣
紙
は
労
働
人
民
の
発
明
し
た
芸
術
創
造
で
あ
り
、
中
国
書
法
と
絵
画

と
切
り
離
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
し
か
芸
術
の
妙
味
を
表
現
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。 

 

と
書
し
た
。
ま
た
そ
の
前
の
一
九
五
八
年
に
も
郭
沫
若
は
求
め
に
応
じ
、
涇
県

宣
紙
廠
産
品
の
封
書
に
“
中
国
宣
紙
様
本
”
六
大
字
を
書
し
て
い
る
。 

 

つ
ま
り
文
人
で
も
あ
っ
た
郭
沫
若
に
と
っ
て
宣
紙
は
、
重
要
な
価
値
を
持
つ

存
在
だ
っ
た
と
言
え
る
。 

 

本
章
で
着
眼
す
る
の
は
、
そ
の
宣
紙
、
つ
ま
り
安
徽
省
宣
州(

宣
城)
産
の
紙

の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
所
謂
画
仙
紙
四
尺(

現
在
の
四
尺
全
紙 

〈
小
画
仙
〉 
幅
七

十
×
長
一
三
八
㎝)

相
当
の
作
品
が
い
つ
頃
か
ら
郭
沫
若
の
書
と
し
て
表
れ
る

か
で
あ
る
。 

 

管
見
に
よ
る
と
、
そ
れ
に
近
い
サ
イ
ズ
の
作
品
を
確
認
で
き
た
の
は
、
前
節

で
み
た
一
九
五
五
年
の
西
安
か
ら
で
あ
り
、
必
ず
揮
毫
作
書
の
た
め
に
文
房
四

宝
を
携
え
て
視
察
旅
行
し
た
と
さ
れ
る
郭
沫
若
の
紙
の
サ
イ
ズ
が
、
そ
の
四
尺

画
仙
紙
で
は
な
か
ろ
う
か
と
い
う
疑
念
が
拭
い
去
れ
な
い
。 

因
み
に
前
年
の
一
九
五
四
年
に
宣
紙
企
業
は
、
公
私
合
営
に
な
り
、
国
家
計

画
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る5

。 

 

そ
し
て
そ
の
郭
沫
若
の
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
半
に
か

け
て
の
四
尺
作
品
を
分
析
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

先
ず
図
６
は
、
幅
六
十
五
×
一
二
〇
㎝
の
考
古
視
察
に
よ
る
洛
陽
博
物
館
蔵

の
作
。
郭
沫
若
日
記
に
よ
る
と
一
九
五
九
年
七
月
十
三
日
に
、
解
放
前
に
祖
国

の
文
物
が
帝
国
主
義
に
毀
損
さ
れ
盗
ま
れ
た
こ
と
に
憤
慨
し
た
と
あ
る
。
そ
の

時
作
ら
れ
た
「
観
龍
門
石
窟
斥
美
帝
摧
毀
盗
窃
文
物
二
首
」
の
そ
の
一
で
、 

 

中
州
文
物
誰
摧
残 

屈
指
当
推
美
利
堅 

唐
墓
已
聞
偸
駿
馬 

龍

門
又
見
劫
飛
天 

挖
墻
鑿
壁
真
堪
恨 

鮮
恥
寡
廉
殊
泰
然 

贓
品

今
存
博
物
館 

按
図
索
驥
待
来
年 

(

大
意)

河
南
省
の
文
物
は
誰
が
壊
し
た
の
か
、
ア
メ
リ
カ
人
の
盗
掘
が
屈

指
で
あ
る
。
唐
墓
の
駿
馬
が
盗
ま
れ
た
の
は
、
既
に
有
名
で
、
龍
門

も
ま
た
天
に
か
え
る
の
が
見
え
る
。
垣
壁
を
掘
削
さ
れ
た
の
は
、
恨

み
深
く
、
恥
知
ら
ず
で
泰
然
と
し
て
い
る
。
今
こ
の
博
物
館
に
盗
ま

れ
た
品
を
所
蔵
し
、
図
案
で
事
物
を
探
し
て
来
年
を
待
つ
。 

 

と
あ
る
。
こ
の
作
は
、
ほ
ぼ
四
尺
の
縦
幅
の
作
品
で
あ
る
が
、
共
産
党
の
考
古

図 ６ 
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活
動
を
称
え
た
内
容
で
あ
る
。 

書
風
は
、
第
二
期
郭
体
に
近
い
が
、
絶
頂
期
の
全
直
筆
と
比
べ
、
随
所
に
少

し
側
筆
も
見
ら
れ
る
。 

 

次
に
見
る
図
７
の
横
幅
は
、
六
十
六
×
一
三
二
㎝
の
作
。
郭
沫
若
は
一
九
六

一
年
九
月
十
四
日
に
二
度
目
の
船
で
長
江
を
渡
り
、
夔
門
を
出
て
三
峡
を
通
過

し
た
。
そ
の
詩
「
宿
万
県
」
で
あ
る
が
、
款
記
に
依
れ
ば
そ
の
年
の
秋
に
、
上

海
の
文
房
四
宝
の
老
舗
、
栄
宝
齋
の
壁
に
掛
け
る
為
に
書
し
た
と
あ
る
。
因
み

に
一
九
五
二
年
に
栄
宝
齋
は
国
営
に
な
っ
て
い
る
。 

 

乗
風
朝
発
古
渝
州 
夕
宿
瞿
塘
峡
上
遊 

 

浩
気
混
茫
江
似
雪 

崇

山
磅
礡
月
如
鈎 

航
標
灯
影
聯
波
面 

漁
舎
炊
煙
起
渡
頭 

李
白

書
堂
何
処
是 

紅
旗
挿
在
万
城
楼 

(

大
意)

 

風
に
乗
り
朝
に
古
き
渝
州
に
た
ち
、
夕
に
瞿
塘
峡
に
宿
り
遊
ぶ
。

浩
気
は
広
く
、
江
は
血
の
よ
う
で
、
崇
山
は
広
大
無
辺
、
月
が
鈎
の

よ
う
だ
。
航
標
の
灯
影
は
波
面
に
映
え
、
漁
舎
の
炊
煙
が
渡
頭
に
上

が
る
。
李
白
の
書
堂
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
目
を
放
て
ば
紅
旗
が
万

城
楼
に
挟
ん
で
あ
る
。 

 

と
あ
り
、
前
中
半
部
で
三
峡
の
様
子
を
詠
い
、
末
句
で
李
白
の
書
堂
と
か
け
て

共
産
党
支
配
の
賛
美
で
結
ん
で
い
る
。 

 

図
８
は
一
九
六
一
年
十
月
二
九
日
上
海
に
よ
り
、
社
会
視
察
も
兼
ね
て
か
翌

日
三
十
日
錦
江
飯
店
に
寄
っ
た
時
の
作
。
横
幅
六
十
六
×
一
二
四
．
六
㎝
の
サ

イ
ズ
で
、
「
登
錦
江
南
樓
十
六
階
」
詩
が
書
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

 
 

上
海
渾
如
海 

宏
涛
蕩
碧
穹 

鯨
翻
常
破
浪 

龍
巻
爪
因
風 

万
事
吟

求
実
三
山
一
掃
空 

登
楼
縦
高
目 

旭
日
満
天
紅 

 

(

大
意)

上
海
は
広
き
こ
と
海
の
如
く
、
高
き
波
が
碧
天
に
昇
る
。
ク
ジ
ラ

が
翻
り
波
し
ぶ
き
を
上
げ
、
龍
が
巻
き
上
が
り
風
が
起
こ
る
。
す
べ
て

は
事
実
を
求
め
、
封
建
主
義
、
帝
国
主
義
、
官
僚
資
本
主
義
は
一
掃
さ

れ
る
。
樓
に
登
り
目
線
が
高
く
、
旭
日
は
共
産
主
義
に
満
ち
て
い
る
。 

 

こ
の
書
相
も
、
直
筆
主
体
で
律
動
が
や
や
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
第
三
期
郭
体

の
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
六
〇
年
代

前
半
期
の
視
察
時
に
書
か
れ
た
書
は
、
共
産
党
の
建
築
物
増
設
や
私
有
化
に
伴

っ
て
作
ら
れ
、
ま
た
定
め
ら
れ
た
办
公
室
で
書
さ
れ
、
主
に
そ
こ
に
掲
げ
ら
れ

る
べ
き
書
、
つ
ま
り
「
办
公
室
书
法
」
と
は
言
え
ま
い
か
。 

建
国
期
、
ソ
連
式
の
建
築
の
影
響
や
周
恩
来
ら
の
指
導
に
よ
っ
て
、
中
国
共

産
党
様
式
の
建
築
物
が
造
ら
れ
、
ま
た
お
色
直
し
が
行
わ
れ
た6

。
そ
れ
と
並
行

図 ７ 

図 ８ 
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す
る
よ
う
に
、
建
国
後
の
視
察
旅
行
と
共
に
現
れ
る
郭
沫
若
の
四
尺
の
書
、
特

に
横
幅
の
書
は
、
民
国
期
に
比
べ
て
実
用
主
義
的
で
経
済
的
な
殺
風
景
と
も
言

え
る
共
産
党
建
築
に
見
合
う
書
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
視
察
地
に
行
く
折
々
に
、

そ
の
主
要
建
造
物
の
办
公
室
で
書
さ
れ
、
主
に
当
初
は
そ
こ
に
飾
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
共
産
党
の
マ
ー
ク
を
付
す
が
如
き
意
味
合
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
そ
れ
は
先
ほ
ど
の
詩
と
書
の
両
面
か
ら
の
分
析
で
、
少
し
く
は
証

明
さ
れ
た
と
思
う
。
ま
た
西
洋
化
の
視
点
か
ら
言
え
ば
、
そ
の
建
築
物
に
似
合

う
サ
イ
ズ
の
全
紙
、
額
様
式
が
多
く
用
い
ら
れ
る
端
緒
を
、
郭
沫
若
が
開
い
た

と
も
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。 

ま
た
中
国
の
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
新
浪
で
見
聞
で
き
る
一
九
六
一
年
に
書
さ
れ
た

現
在
の
北
京
の
郭
沫
若
紀
念
館
办
公
室
に
掛
か
る
横
幅
、
一
九
六
五
年
山
西
大

寨
視
察
の
折
、「
重
遊
晋
祠
」
詩
の
横
幅
の
書
が
、
時
の
山
西
省
副
省
長
、
黄
克

誠
に
贈
ら
れ
、
現
在
に
至
る
ま
で
办
公
室
に
飾
ら
れ
続
け
て
い
る
こ
と
も
傍
証

と
な
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
書
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
、
本
章
で
仮
説
と
し
て
提
起
し
た
い
。 

六 

簡
体
字
の
施
行
と
漢
詩
の
平
仄
に
つ
い
て
の
考
察 

中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
の
一
九
五
五
年
十
月
共
産
党
と
人
民
政
府
は
全
国

文
字
改
革
会
議
と
現
代
漢
語
規
範
問
題
学
術
会
議
を
招
集
し
、
そ
こ
で
現
代
漢

民
族
の
共
通
語
の
名
称
「
普
通
話
」
と
そ
の
内
容
が
確
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
教
育
部
は
十
一
月
、「
中
学
・
小
学
お
よ
び
各
級
師
範
学
校
に
お
い
て
大
い

に
普
通
話
を
推
し
広
め
る
こ
と
に
関
す
る
指
示
」
を
発
表
し
た
。
翌
一
九
五
六

年
、
国
務
院
が
「
普
通
話
を
推
し
広
め
る
こ
と
に
関
す
る
指
示
」
を
頒
布
し
て
、

普
通
話
の
名
称
と
内
容
を
法
律
と
し
て
定
め
、
同
年
五
月
、「
各
省
（
市
）
教
育

庁
（
局
）
に
お
い
て
普
通
話
推
広
処
（
科
）
を
設
立
す
る
こ
と
に
関
す
る
通
知
」

を
発
表
、
一
九
五
七
年
に
は
教
育
部
が
「
継
続
し
て
普
通
話
を
推
し
広
め
る
こ

と
に
関
す
る
指
示
」
を
発
表
し
た
。 

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
考
察
は
、
そ
の
当
時
に
音
韻
変
化
の
意
識
が
、
郭
沫

若
の
漢
詩
の
音
韻
に
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。 

そ
も
そ
も
古
代
中
国
語
に
平
声
・
上
声
・
去
声
・
入
声
と
呼
ば
れ
る
四
声
が

あ
っ
た
が
、
北
京
官
話
で
は
平
声
が
二
つ
に
分
か
れ
て
陰
平
と
陽
平
に
な
り
、

普
通
話
策
定
の
と
き
に
入
声
復
活
採
用
案
は
否
決
さ
れ
、
削
除
さ
れ
て
今
日
に

い
た
っ
て
い
る
。 

 

建
国
前
の
、
郭
沫
若
の
漢
詩
の
音
韻
意
識
に
つ
い
て
は
、
先
章
「
「
民
国
抗
日

戦
争
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の
「
書
」
及
び
「
文
学
」
の
論
理
―
郭
沫
若
に
於
け

る
「
言
語
」
「
文
学
」
「
思
想
」
の
表
出
と
し
て
の
「
書
」
様
式
の
史
的
変
遷
に

つ
い
て
」
に
於
い
て
、 

 
 

 

少
し
く
当
時
の
中
国
で
の
言
語
事
情
を
振
り
返
る
と
、
一
九
二
〇
年
一

月
、
中
華
民
国
政
府
教
育
部
は
、
各
省
に
訓
令
を
発
し
、
同
年
の
秋
か
ら

国
民
学
校
一
・
二
年
の
「
国
文
」(

文
語
体)

を
「
語
体
文
」(

口
語
体)

に

変
更
す
る
よ
う
指
示
し
た
。
そ
の
後
、
文
語
文
と
白
話
文
の
対
立
は
続
き
、

所
謂
「
文
白
之
争
」
は
一
九
四
〇
年
代
ま
で
続
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、

一
九
三
〇
年
代
に
入
り
注
音
字
母
か
ら
入
声
が
消
え
、『
国
音
字
典
』
が
改

修
し
出
版
さ
れ
る
こ
ろ
、
大
衆
語
運
動
が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
の
入
声
と

は
、
日
本
語
の
旧
仮
名
使
い
で
、「
フ
・
チ
・
ツ
・
ク
・
キ
」
で
終
わ
る
漢

字
を
意
味
し
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
仄
声
と
な
る
。 

つ
ま
り
図
１
２
の
作
品
に
あ
る
「
八
」「
術
」「
瑟
」「
目
」
な
ど
は
入
声
で

あ
り
、
郭
沫
若
の
音
韻
意
識
は
、
抗
日
期
の
新
書
風
形
成
時
に
も
、
厳
格

に
伝
統
を
保
守
し
た
証
左
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
当
時
に
於
い
て
、

郭
沫
若
の
口
語
書
風
の
文
語
体
へ
の
流
入
期
に
あ
っ
て
、
些
か
音
韻
意
識

が
ア
バ
ウ
ト
に
な
る
も
の
の
、「
入
声
」
な
ど
の
古
音
と
伝
統
、
平
仄
の
意

識
は
、
基
本
的
に
守
ら
れ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

と
論
じ
た
が
、
果
た
し
て
こ
の
一
九
五
〇
年
代
後
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
前
期

の
漢
詩
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。 

先
ず
図
四
の
一
九
五
五
年
五
月
に
書
さ
れ
た
詩
の
音
韻
を
分
析
す
る
と
、 
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声 

◯
平
声 

◎
押
韻)

 
 

 
 

 

○ 

● 

○
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● 
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● 
 
 
 
 
 
 
 

驪
山
雲
樹
郁
蒼
蒼 

暦
尽
周
秦
与
漢
唐 

一
脈
温
湯
流
日
夜 

 

○ 
 

● 

〇
◎ 

 

○ 
 

● 

○
◎ 

 

● 
 

○ 
 

●
◎ 

 
 
 
 

幾
坏
荒
呆
掩
皇
王 

已
駆
碩
鼠
歌
麟
鳳 

定
復
台
澎
系
犬
羊 

 

● 
○ 
● 

 
 

○ 

● 

○
◎ 

捉
蒋
亭
辺
新
有
路 

遊
春
士
女
楽
而
康 

 

図
六
の
一
九
五
九
年
七
月
十
三
日
に
、「
観
龍
門
石
窟
斥
美
帝
摧
毀
盗
窃
文
物

二
首
」
の
そ
の
一
で
は
、 

 
 
 
 
 
 

○ 
 

● 
 

○
◎ 

 
 
 

● 
 

○ 
 

●
◎ 

 

● 

○ 

● 
 
 
 
 
 

 

中
州
文
物
誰
摧
残 

屈
指
当
推
美
利
堅 

唐
墓
已
聞
偸
駿
馬 

 

○ 
 

● 

○
◎ 

 
 

○ 

● 
○
◎ 

 

● 

○ 
 

●
◎ 

 
 
 
 

龍
門
又
見
劫
飛
天 

挖
墻
鑿
壁
真
堪
恨 
鮮
恥
寡
廉
殊
泰
然 

● 
 

○ 
 

● 
 

 

○ 
 

● 
 

○
◎ 

贓
品
今
存
博
物
館 

按
図
索
驥
待
来
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図
七
の
一
九
六
一
年
九
月
十
四
日
の
詩
「
宿
万
県
」
で
あ
る
が 

○ 
 

● 
 

○
◎ 

 

● 

○ 
 

●
◎ 

 

● 

〇 
● 

 
 

乗
風
朝
発
古
渝
州 

夕
宿
瞿
塘
峡
上
遊 

浩
気
混
茫
江
似
雪 

 
 

○ 

● 
 

○
◎ 
 
 
 

〇 

● 
 

〇 
 
 
 
 

● 
 
 

○ 
 

●
◎ 

崇
山
磅
礡
月
如
鈎 

航
標
灯
影
聯
波
面 

漁
舎
炊
煙
起
渡
頭 

 

● 
 

○ 
 

● 
 
 
 
 
 

○ 
 

● 

○
◎ 

李
白
書
堂
何
処
是 

紅
旗
挿
在
万
城
楼 

 

と
な
り
、
図
七
の
詩
の
「
発
」
字
は
入
声
で
あ
る
が
、
す
べ
て
古
式
を
遵
守
し

て
い
る
。 

ま
た
一
九
六
二
年
の
作
、
図
９
の
作
品
「
贈
焦
菊
隠

ぞ
う
し
ょ
う
き
く
い
ん

」
も
平
易
な
現
代
語
を

用
い
た
詩
で
あ
り
、
そ
の
書
風
は
口
語
性
の
強
い
第
一
期
郭
体
に
近
い
が
、 

● 

○
◎ 

 

○ 

●
◎ 

 
 
 

○ 

● 
 

 
 

● 

○
◎ 

 
 

代
謝
新
陳
易 

誰
為
万
世
師 

工
農
兵
服
務 

真
善
美
兼
圻 

 

● 

○
◎ 

 
 

○ 

●
◎ 

 
 
 

〇 

● 
 
 
 
 
 

● 

○
◎ 

形
象
春
秋
在 

弦
歌
老
少
宜 

喜
聞
還
楽
見 

努
力
輔
明
時 

 

と
な
り
、
こ
れ
も
古
格
を
守
っ
て
い
る
。 

 

以
上
総
括
す
る
と
、
先
ず
音
韻
意
識
は
、
普
通
話
制
定
以
後
も
旧
詩
に
お
い

て
は
、
戦
前
と
引
き
続
き
遵
守
さ
れ
、 

旧
文
化
に
対
す
る
態
度
と
行
政
は
、

は
っ
き
り
と
線
引
き
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
れ
と
書
相
と
の
関
係
は
、
あ
ま
り
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
郭
沫
若
の
漢
詩
に
論
究
す
る
際
、
毛
沢
東
が
「
詩
」
よ
り
も
「
詞
」

の
作
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
郭
沫
若
が
「
詞
」
を
多
作
す
る
の
は
、

一
九
六
三
年
の
「
満
江
紅
」
詞
以
後
と
い
う
傾
向
が
指
摘
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
郭
沫
若
の
詞
に
つ
い
て
は
、
別
章
に
て
論
じ
た
い
。 

  

図 9 
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七 

小
結 

ー
反
右
派
闘
争
期
に
於
け
る
第
三
期
郭
体
様
式
の
意
味
を
巡
っ
て
の
課
題 

従
来
、
書
幅
の
サ
イ
ズ
と
時
代
背
景
と
を
合
わ
せ
て
、
飾
ら
れ
る
部
屋
、
建

築
を
類
推
し
、
そ
の
社
会
を
垣
間
見
る
研
究
は
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
。
少
な

く
と
も
人
民
共
和
国
建
国
期
の
貧
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
郭
沫
若
は
新
建
築
、

特
に
ビ
ル
建
築
に
興
奮
を
覚
え
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
推
察
で
き
る
。 

ま
た
当
期
の
郭
沫
若
の
書
法
研
究
を
す
る
際
、
特
に
文
部
行
政
、
歴
史
学
の

骨
格
の
中
で
の
書
法
の
意
義
も
究
明
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

つ
ま
り
歴
史
、
文
化
と
共
産
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
近
代
科
学
と
を
如
何
に

結
び
付
け
る
か
が
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
の
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
歴
史
性
と
い
う
学
究
的
深
み
と
、
政
治
性
と
い
う
大
衆
化
を

同
時
に
行
え
た
人
物
だ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

話
題
が
変
わ
る
が
、
郭
沫
若
は
、
抗
日
戦
争
以
前
の
市
川
在
住
期
は
、
大
正

日
本
の
印
刷
技
術
の
普
及
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
法
帖
を
自
由
に
手
に
で
き
、

任
意
に
楽
し
む
西
洋
化
さ
れ
た
現
代
書
人
の
唯
物
論
感
覚
に
似
た
も
の
を
持
っ

て
い
た
し
、
あ
ら
ゆ
る
書
風
を
書
き
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
自
ら

の
行
草
体
を
、
自
分
の
ス
タ
イ
ル
の
中
心
と
し
た
こ
と
は
、
ど
う
い
う
意
義
が

あ
る
か
も
窮
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

無
論
、
思
想
家
で
も
あ
る
郭
沫
若
に
と
っ
て
、
各
体
を
こ
な
せ
た
作
品
個
別

に
は
そ
れ
な
り
の
背
景
が
存
在
し
た
こ
と
も
、
今
後
の
分
析
課
題
で
あ
る
。 

郭
沫
若
の
詩
は
、
常
に
記
念
詩
的
な
意
味
を
担
っ
て
い
る
が
、
一
九
五
〇
年

代
後
期
か
ら
一
九
六
〇
年
代
の
新
様
式
サ
イ
ズ
の
作
品
に
つ
い
て
言
え
ば
、
共

産
主
義
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が
反
映
す
る
と
い
う
社
会
を
構
成
す
る
要
素
で

あ
っ
た
反
面
、
彼
自
身
の
生
活
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
っ
た
と
い
う
側
面
か
ら

の
考
察
が
、
次
の
私
自
身
の
研
究
の
課
題
で
も
あ
る
。 

と
い
う
の
も
、
端
的
に
い
え
ば
、
郭
沫
若
は
、
こ
の
中
国
二
百
年
に
於
い
て
、

書
の
政
治
化
を
最
も
推
進
し
た
人
物
で
あ
る
が
故
に
、
逆
に
個
人
の
耽
美
的
執

着
に
メ
ス
を
入
れ
る
と
い
う
側
面
も
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 百

花
斉
放
、
反
右
闘
争
、
大
躍
進
と
い
う
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
書
と
い
う

分
野
は
つ
ね
に
そ
の
書
人
の
心
の
速
度
で
も
あ
り
、
時
代
の
速
度
で
も
あ
る
。 

そ
し
て
本
章
で
テ
ー
マ
に
し
た
第
三
期
郭
体
を
改
め
て
簡
易
に
定
義
す
れ
ば
、

第
二
期
と
第
一
期
の
郭
体
の
止
揚
、
反
右
闘
争
に
よ
っ
て
伸
縮
が
ト
ー
ン
ダ
ウ

ン
し
た
意
気
の
姿
と
言
え
る
。 

                                         

          

 
1 

拙
稿
「
郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
期
に
於
け
る
書
法
様
式
の
類
型
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
ー
「
漢
詩
」
の
分
析
を
中
心
と
し
た
政
治
性
及
び
建
築
と
書
法
と
の
照
合
」

(

『
京
都
語
文
』
二
十
五
号 

二
〇
一
七
年
十
一
月 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会) 

2 

宮
下
尚
子
「
中
国
の
文
字
改
革
と
郭
沫
若
」(

『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
第
三
号 

二

〇
〇
三
年
十
二
月 

日
本
郭
沫
若
研
究
会
事
務
局 

)

郭
沫
若
「
为
中
国
文
字

的
根
本
改
革
铺
平
道
路 

在
全
国
文
字
改
革
会
议
上
的
讲
话
」(

『
山
西
政
报
』

一
九
九
五
年
七
月) 

3 

薛
倩
「
中
国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
部
的
发
展
历
程
与
历
史
贡
献
」(

『
当
代
中

国
史
研
究
』
二
〇
一
七
年
九
月) 

4 

钱
克
兴
「
郭
沫
若
与
西
安
」(

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
八
年
十
二
月) 

钱
克
兴

「
晚
年
郭
沫
若
的
诗
墨
情
怀
和
行
旅
书
写-

 

以
郭
沫
若
与
古
都
西
安
为
中
心

的
考
察
」(

『
郭
沫
若
学
刊
』
二
〇
一
０
年
三
月) 

5 

戴
健
「
宣
纸
制
作
技
艺
的
文
化
生
态
探
析
」(

『
中
国
艺
术
时
空
』
二
〇
一
七
年

九
月) 

6 

任
重
「
建
国
初
期
周
恩
来
建
筑
思
想
探
析
」(

『
毛
泽
东
思
想
研
究
』
二
〇
〇
六

年
十
一
月) 

唐
文
「
建
国
初
期
居
民
区
的
苏
联
建
筑
模
式
设
计
研
究-

 

以
武

汉
红
钢
城
九
街
坊
为
例
」(

『
艺
术
与
设
计(

理
论)

』
二
〇
一
五
年
十
月) 
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Ｄ 
 

社
会
主
義
運
動
か
ら
文
革
、 

そ
し
て
晩
年
に
於
け
る
書
の
変
貌 

第
十
五
章 

大
躍
進
、
調
整
時
代
、
一
九
五
八
年
か
ら 

一
九
六
二
年
ま
で
の
郭
沫
若
の
文
学
と
書 

 

ー
視
察
時
に
於
け
る
第
三
期
郭
体
か
ら
第
四
期
郭
体
ま
で
の 

過
程
と
そ
の
詩
、
書
の
思
想 

一 

緒
論 

郭
沫
若
は
一
九
五
八
年
五
月
、
科
学
技
術
の
現
代
化
の
実
現
と
、
国
防
建
設

と
尖
端
科
学
技
術
方
面
の
専
門
人
材
の
育
成
の
た
め
に
、
当
時
の
中
国
科
学
院

院
長
郭
沫
若
グ
ル
ー
プ
の
科
学
者
と
、
党
中
央
に
中
国
科
学
院
創
建
の
新
型
大

学
の
建
議
を
提
出
。
建
議
は
党
と
国
家
リ
ー
ダ
ー
の
劉
少
奇
、
周
恩
来
、
鄧
小

平
、
聶
栄
臻
ら
の
支
持
を
得
て
、
中
央
書
記
処
会
議
で
批
准
さ
れ
、
同
年
九
月

に
中
国
科
学
技
術
大
学
が
北
京
で
正
式
に
成
立
し
、
国
務
院
の
任
命
で
郭
沫
若

が
校
長
と
な
っ
た
。 

建
国
期
か
ら
没
年
の
一
九
七
八
年
六
月
に
至
る
ま
で
、
中
国
科
学
院
首
任
院

長
、
中
国
科
学
技
術
大
学
首
任
校
長
、
中
央
人
民
政
府
委
員
、
政
務
院
副
総
理

兼
文
化
教
育
委
員
会
主
任
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
副
委
員
長
、
中

国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
部
主
任
、
歴
史
研
究
所
第
一
所
長
、
中
国
人
民
保
衛

世
界
和
平
委
員
会
主
席
、
中
日
友
好
協
会
名
誉
会
長
、
中
国
文
聯
主
席
、
中
国

共
産
党
第
九
、
十
、
十
一
届
中
央
委
員
、
第
一
・
二
・
三
・
五
届
全
国
政
協
副

主
席
等
を
務
め
た
郭
沫
若
に
と
っ
て
、
一
九
五
八
年
は
一
つ
の
文
化
行
政
面
で

の
節
目
と
な
る
年
で
あ
り
、
大
躍
進
政
策
時
代
か
ら
、
経
済
調
整
時
代
、
文
化

大
革
命
前
へ
と
連
な
る
彼
の
足
跡
を
構
成
す
る
大
き
な
意
義
の
あ
る
時
期
と
言

え
る
。 

 

本
章
で
は
、
そ
の
足
取
り
を
追
う
こ
と
か
ら
始
め
、
詩
、
書
作
と
の
関
係
を

探
っ
て
行
き
た
い
。 

 

二 

一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
視
察
デ
ー
タ 

 
 

ー
残
存
す
る
漢
詩
を
中
心
と
し
て
の
分
析 

郭
沫
若
は
政
治
家
で
あ
る
が
故
に
、
国
内
外
を
問
わ
ず
会
議
や
視
察
に
飛
び

回
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
北
京
の
中
南
海
を
基
点
に
、
政
治
、
文
化
な
ど
の
行
政

的
な
目
的
で
、
中
央
の
伝
書
鳩
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
そ
れ
が
、
所
謂
、
中
南
海
と
地
方
と
の
時
差
を
意
味
し
て
い
る
。 

本
章
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
視
察
を
行
っ
た
郭
沫
若
の
漢
詩
、
そ
れ
も
『
郭
沫
若

旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』1

に
残
存
す
る
も
の
を
基
に
、
視
察
の
デ
ー
タ
を
復
元
し

た
い
。 

前
近
代
的
な
士
大
夫
が
旅
や
左
遷
時
に
、
多
く
漢
詩
や
書
を
残
し
て
い
る
が
、

郭
沫
若
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
視
察
が
、
そ
う
い
う
旅
で
あ
っ
た
と
言
え
る

か
も
し
れ
な
い
。 

『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』(

一
九
八
二
年)

に
拠
る
と
、
一
九
五
六
年

は
六
首
、
一
九
五
七
年
は
十
首
と
少
な
く
、
一
九
五
八
年
以
降
増
産
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
百
花
斉
放
期
は
旧
詩
を
作
る
旅
行
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と

と
、
行
政
的
な
多
忙
さ
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
ろ
う
が
、
一
九
五
八
年
後
の

旧
詩
の
増
産
は
、
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
旅
行
に
便
乗
し
て
、
先
に
も
触
れ

た
が
、
文
化
面
に
も
何
ら
か
の
予
算
が
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
推
察
で
き
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
残
さ
れ
た
漢
詩
を
中
心
に
一
九
五
八
年
以
降
の
、
郭
沫
若
の
視

察
に
関
係
す
る
足
取
り
を
追
っ
て
み
た
い
。 

付
言
で
あ
る
が
、
残
さ
れ
た
書
の
有
無
は
確
認
で
き
た
も
の
と
い
う
意
味
で

あ
る
。 
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日時 漢詩名 場所 　　目的
書の

有無
1957年12月～1958年1月 访埃及杂吟十二首 エジプト アジア・アフリカ人

民団結会議出席

1958年2月1日(北京) 题司马迁墓 陝西省文化局

の要請で題詞

歴史

1958年3月上旬 蝶恋花 北京 頌歌(妇女节)

1958年初(北京) 为如东水利工程题诗 手紙への返書

にて題詞

大躍進政策

1958年5月/6月 遍地皆写不赢十四首 河北省西北部 大躍進政策

1958年7月1日 雄师百万挽狂澜―“七一”参加十三陵水库
落成典礼书怀

北京 大躍進政策

1958年7月初 颂十三陵水库(西江月二首) 北京 大躍進政策 ●

1958年7月中旬 在载军大会上二首 スウェ―デン ストックフォルム軍

事大会
1958年8月19日 声声快 北京 大躍進政策

1958年9月7日 告别北戴河 長春 大躍進政策

1958年9月13日 庆武钢一号高炉出鉄 (调寄《西江月》) 北京 大躍進政策

1958年10月28日 志愿军凯歌 北京 頌歌

1958年秋 歌颂中朝友谊　四十八首 朝鮮 朝鮮視察

1958年11月 悼 振 同志郑 锋 弔詩

1958年12月 咏黄山灵芝草 北京 大躍進政策

1959年1月25日 颂武汉/访武钢 武漢 大躍進政策

1959年1月26～30日 英雄树下花争放(迎宾馆) 広州 歴史・大躍進 ●

1959年2月12日 游西湖 杭州 大躍進政策

1959年2月12日 游孤山/登六和塔/虎跑泉 杭州 歴史・大躍進

1959年2月12日 花港观鱼 杭州 歴史・文化

1959年2月16日 雨中登国际大厦二首 上海 大躍進政策 ●

1959年2月18日 颂曲阜/观孔府/游孔林/游孔庙/观大成殿 山東 歴史

1959年2月19日 齐鲁多文物六首(趵突泉) 山東 歴史・大躍進 ●

1959年2月25日 喜雪 北京 頌歌

1959年2月26日 再喜雪 北京 頌歌 ●

1959年2月 因如泰运河在九圩港竣工题贺 大躍進政策

1959年3月2日 题革命烈士诗抄 北京 頌歌 ●

1959年3月30日 《光荣的中国人民志愿军》题辞 北京 頌歌

1959年3月 电影 北京 文化・世界平和

1959年5月 游北欧诗四首(在瑞典首都游米利士园) スェ―デン 視察 ●

1959年6月7日 题徐悲鸿《八骏图》 北京 文化

1959年6月28日 访无锡四首 無錫 歴史・大躍進

1959年6/7月 【豫秦晋纪游二十九首】

1959年6月30日 访安阳殷墟/观园形殉葬坑十三首 安陽 歴史

登袁世凯墓 安陽 歴史・政治

1959年7月 颂郑州 鄭州 歴史・大躍進

访花园口 歴史

颂洛阳二首 洛陽 歴史

观龙门石窟斥美帝摧毀 歴史・政治 ●

盗窃文物二首

访奉先寺石窟 歴史

访半坡遗址四首 西安 歴史 ●

重游华清宫读董老和诗 歴史・政治 ●

1959年7月 因再用旧韵奉酬

颂太原 太原 大躍進・歴史

游晋祠 歴史 ●

看三槽出钢 大躍進政策

访窦大夫祠 歴史

经济交流 北京 大躍進政策

游莫干山二首 杭州 歴史
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日時 漢詩名 場所 　　目的
書の
有無

1959年8月3日 题济南李清照故居 済南 歴史

题山东民间剪纸 大躍進・文化

1959年9月5日 题《图书馆学通讯》 北京 学術

1959年9月5日 颂北京四首 北京 頌歌

1959年9月7日 题气象馆 北京 学術・建築

1959年9月12日 题福建省工艺美术展览会 北京 文化

1959年9月14日 十年建国增徽识八首 北京 頌歌・建築

1959年10月7日 会运会闭幕 北京 スポーツ

1959年 赠朱琳同志 文化

1959年11月28日 咏邱少云烈云 援朝抗美

1960年 题赠东风剧团 文化

题成都带江草堂 文化・頌歌

1960年1/２月 重庆行十六首(飞过秦岭) 重慶 歴史・頌歌 ●

题红岩村革命纪念馆 頌歌・文化

1960年3月22日 颂延安 延安 頌歌

1960年3月22日 访杨家岭毛主席所住窑洞 延安 歴史・大躍進

1960年3月22日 谒延安烈士陵园 延安 歴史・頌歌

1960年3月23日 游乾陵/吊章怀太子墓 西安 歴史

1960年5月27日 喜闻攀上珠穆朗玛峰 チベット 学術・頌歌

1960年6月8日 紫竹院观鱼二首 北京 民間生活 ●

1960年9月4日 蝶恋花-《题园林植物栽培》 北京 百花斉放

1960年9月6日 十六字三首―题国画插图版《百花齐放》 北京 百花斉放 ●

1960年9月10日 读《忠王李秀成自述》二首 北京 歴史

1960年9月30日 赠日本友人/《夕鹤》 北京 政治・外交

1961年1月6日 游古巴松树河谷 キューバ 政治・外交

1961年1月19日 飞渡大西洋 スイス 視察

1961年1月23～25日 昆明杂咏九首(游黑龙潭) 昆明 歴史・文化・大躍進 ●

1961年2月3日 挽杜国庠同志二首/校场口事件十五年 北京 歴史・政治

1961年2月11日 颂湛江 湛江(広東) 頌歌

1961年2月12日 雷州青年运河 雷州半島(広東) 建設

1961年2月13日 游湖光崖 福建 歴史

1961年2月16、17日 题为海南岛兴隆农场/咏油棕/鹿回头 海南島 産業

1961年2月19、20日 游天涯海角/天涯海角 海南島 文化 ●

1961年2月20日 颂海南岛 海南島 頌歌

1961年2月27日 赠崖县歌舞团 海南島 文化

1961年2月27日 咏五指山 海南島 歴史 ●

1961年3月3日 访那大 海南島 歴史

1961年3月10日 访柳侯祠 海南島 歴史 ●

1961年3月15日 游从化温泉 海南島 文化

1961年3月18日 回京途中 武漢 歴史・文化

1961年3月27日 诗一章―献给第二十六届乒乓球锦标赛 北京 スポーツ

1961年3月31日 题郁曼陀二首 北京 歴史・文化

1961年5月7日 访泰山杂咏六首(在极顶观日出未遂) 山東 歴史 ●

1961年6月16日 颂党庆二首(其一) 北京 頌歌 ●

1961年7月1日 再题福建省工艺美术展览 北京 文化

1961年8月30日 曼德勒既事 北京 歴史

1961年9月3日 回昆明 昆明 歴史

1961年9月5日 宿楚雄二首 楚雄(雲南省) 歴史・文化

1961年9月7日 在昆明看演话剧 《武则天》 雲南 文化 ●

1961年9月7日 万人冢/天生桥 雲南 歴史

1961年9月7、8日 大理温泉/大理石厂/望夫云/洱海月 大理 文化

1961年9月9日 负石观音 大理 歴史・頌歌
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日時 漢詩名 場所 　　目的
書の

有無
1961年9月9日 朝珠花 大理 文化

1961年9月12日 赠关肃霜同志 雲南 文化・頌歌

1961年9月12日 题为云南农业展览馆 雲南 文化

1961年9月14～18日 再出夔门七首 (三峡)四川 文化・歴史 ●

(宿万县)/(过西陵峡其一) 歴史・頌歌

1961年9月18日 蜀道奇 歴史・頌歌 ●

1961年9月20日 谒晋冀鲁豫烈士陵园(西江月) 河北 歴史・頌歌

1961年9月20日 登赵武灵王丛台 河北 歴史・頌歌

1961年10月 对联一副 北京 頌歌

1961年10月7日 题赠日本代表团 北京 外交

1961年10月25日 看《孙悟空三打白骨精》 北京 文化・教育

1961年10月26日 湖笔 北京 文化 ●

1961年10月29日 游上海豫园 上海 文化・歴史 ●

1961年10月30日 游闵行 上海 大躍進

1961年10月30日 登锦江南楼十八层 上海 建築・頌歌 ●

1961年10月31日 赠上海京昆实验剧团 上海 文化

1961年11月1日 溯钱塘江三首 浙江 文化・歴史

1961年11月 七里泷 浙江 建設

1961年11月5日 访句山樵舍 浙江 文化

1961年11月9日 流溪水电站即景 広東 建設

1961年11月10日 游凤院棵树园 従化 文化

1961年11月13日 从化温泉 従化 文化

1961年12月1日 流溪河水库观鱼 広州 文化

1961年12月3日 观百丈瀑二首(其一) 広州 文化 ●

1961年12月9日 远眺 従化 文化

1961年12月17日 看《牛郎识女》舞剧 従化 歴史・文化

1961年12月21日 游端州七星岩四首 端州 文化

1961年12月22日 题桂花轩/游鼎湖山 肇慶 文化

1961年12月28日 题赠广东图书馆 広州 建築・文化

1961年12月 登阅江楼怀叶挺及独立团诸同志 肇慶 歴史・頌歌

1961年冬 偶成 文化

1962年1月7日 访萝冈洞四首 広州 文化 ●

1962年1月9、10日 再访萝冈洞/题广州听雨轩 広州 文化・頌歌

1962年1月14日 游佛山诗三首 広東 文化

1962年1月18日 郑成功光复台湾三百周年纪念 広東 歴史・軍事　国光計画 ●

1962年1月21日 咏黎族姑娘/咏椰子树 広東 文化

1962年1月25日 南海劳军 海南島 軍事 　

1962年1月30日 东风吟四首 海南島 文化・頌歌

1962年1月30日 咏梅(卜算子) 広東 文化・頌歌

1962年2月3日 看渔民出海 海南島 歴史・文化

1962年2月7日 海南岛西路纪行十一首 海南島 文化・頌歌

(赴崖城道中)/(东方县途中口占) ●

1962年2月9日 重访那大学院 海南島 教育

1962年2月11日 题海口东坡祠 海南島 歴史・政治

1962年2月 题《五朵红云》 海南島 文化

1962年2月24日 题品石轩 文化

1962年2月24日 七律二首 文化・頌歌

1962年3月7日 访孙中山先生故乡五首 中山 歴史・頌歌 ●

1962年3月8日 咏梅二绝有怀梅兰芳同志二首－题传记纪
录片 《梅兰芳》

広州 文化

1962年3月 赠祝希娟同志 文化・頌歌 ●

1962年3月30日 题为西冷社六十周年(七律) 北京 文化
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日時 漢詩名 場所 　　目的
書の

有無
1962年4月9日 题为赵一曼纪念馆 北京 建築・文化 ●

1962年4月 题赠范政 北京 文化・頌歌

1962年4月12日 闻广西博白有緑珠里 北京 文化

1962年6月 挽涂长望同志 北京 頌歌

1962年7月17日 纪念八一建军节三十五周年 北京 頌歌・軍事 ●

1962年夏 银画银勾―题湖州笔店一品斋《湖州颖

谱》

北京 文化

1962年8月25日 咏北戴河二首(其二) 河北 歴史・政治 ●

1962年8月26日 题沈阳抗美援朝烈士纪念碑 軍事・援朝抗美

1962年8月26日 题天福山抗战起义纪念碑二首 軍事・頌歌

1962年9月6日 北戴河一夕即景 河北 文化

1962年9月10日 游鴿子窝 河北 文化

1962年秋 火中不灭凤凰俦－黄继光，邱少云二烈士

逝世十周年

北京 軍事・頌歌 ●

1962年9月25日 题为黄山风景摄影展览 北京 文化

1962年10月19日 题上海延安饭店 上海 頌歌

1962年10月22日 如梦令二首 舟山 領土・頌歌 ●

1962年10月23日 西江月 舟山 頌歌

1962年10月23日 看舟山集艺越剧团演出《双阳公主》 舟山 文化

1962年10月23日 访普陀山 普陀県 政治

1962年10月26日 访宁波天一阁 寧波 歴史・頌歌

1962年10月28日 访三味书屋 紹興 歴史

1962年10月28日 东湖 紹興 文化

1962年10月29日 钗头凤 (游沈园) 紹興 歴史・文化

1962年10月29日 题《试马》 杭州 文化

1962年10月29日 登钱塘六和塔 杭州 歴史・文化

1962年10月 途次上饶 上饒 歴史・頌歌

1962年11月1日 游武夷泛舟九曲池 福建 歴史 ●

1962年11月1日 游武夷二首(其二) 福建 歴史・文化 ●

1962年11月 咏南平二首 南平 歴史 ●

1962年11月 自南平至福州 南平 文化

1962年11月6日 如梦令－ 参观福建省博物馆 福建 学術・文化 ●

1962年11月 题赠福州脱胎漆器厂 福建 文化

1962年11月8日 游鼓山二首 福州 歴史

1962年11月12日 途次莆田 莆田 歴史

1962年11月12日 木兰陂六首/题东圳水库 莆田 歴史・建設

1962年11月13日 咏泉州/咏五里桥 泉州 歴史・頌歌

1962年11月13日 金鸡水利工程歌 泉州 建設 ●

1962年11月16日 参观郑成功纪念馆 厦門 歴史 ●

1962年11月21日 用厦门高集海堤 厦門 建設

1962年11月 登日光岩 厦門 歴史・軍事

1962年11月23日 访问厦门前线二首 厦門 歴史・軍事

1962年11月23日 题赠某炮艇/登云顶岩访问前线部队 厦門 軍事

1962年11月23日 西江月－ 题赠厦门大学 厦門 教育

1962年11月24日 游南普陀 厦門 歴史・文化

1962年11月30日 书赠厦门文物商店 厦門 文化

1962年冬 西江月(1962年初冬在鼓浪屿看龙溪专区

木偶剧团演出)

鼓浪嶼 文化

1962年11月下旬 重游三都澳 三都澳 歴史・文化

在三都澳水警区二首 三都澳 軍事

乘炮艇由三都澳赴黄岐 厦門 軍事

在黄岐 黄岐 軍事

1962年12月25日 喜看电影《槐树庄》 北京 文化
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以
上
、
郭
沫
若
の
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
漢
詩
と
書
は
右
の

表
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。 

郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
に
伴
う
視
察
は
、
一
九
五
八
年
に
始
ま
り
は
す
る
が
、

当
時
の
書
は
あ
ま
り
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
視
察
自
体
も
一
九
五
九
年
に
本
格
化

し
、
以
後
も
様
々
な
目
的
を
持
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
視
察
地
は
、
中

国
科
学
院
分
院
を
始
め
、
極
め
て
政
治
的
、
文
化
的
な
地
で
あ
り
、
行
く
と
こ

ろ
ど
こ
ろ
を
、
紅
色
に
染
め
て
い
く
意
味
合
い
を
持
っ
て
、
詩
は
賦
さ
れ
、
書

は
揮
毫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
作
詩
の
目
的
を
、
「
歴
史
」
「
学
術
」
「
政
治
」
「
文

化
」
等
と
分
類
し
た
が
、
本
来
峻
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
特
に
そ
う

い
う
要
素
が
強
い
と
い
う
意
味
で
用
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
も
断
っ
て
お
く
。
取

り
分
け
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
「
歴
史
」
と
は
、
イ
コ
ー
ル
「
学
術
」
の
意
味
も

多
分
に
含
ん
で
い
る
場
合
が
多
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

次
章
で
は
、
そ
の
残
さ
れ
た
書
が
、
ど
の
よ
う
な
時
期
、
場
所
、
意
味
、
様

式
で
書
か
れ
た
の
か
を
分
析
し
、
そ
の
変
遷
を
辿
っ
て
い
き
た
い
。 

三 

視
察
と
漢
詩
と
書
の
意
義 

 

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
視
察
の
際
の
詩
と
書
に
限
定
し
た
。
無
論
、
郭

沫
若
は
、
首
都
北
京
で
も
詩
を
詠
い
、
書
も
残
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
資
料

が
膨
大
に
な
る
の
で
、
ほ
ぼ
割
愛
し
た
い
。 

 

ま
た
書
式
サ
イ
ズ
を
一
九
五
五
年
頃
か
ら
使
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
、
今
で
言

う
四
尺
全
紙(

小
画
仙)

に
絞
っ
た
の
は
、
郭
沫
若
が
視
察
時
に
残
し
た
書
は
、

ほ
ぼ
そ
の
サ
イ
ズ
で
あ
り
、
そ
の
紙
の
様
式
が
、
視
察
に
常
備
さ
れ
た
紙
だ
と

推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

で
は
年
代
を
追
っ
て
、
そ
の
場
所
、
意
味
、
書
様
式
な
ど
を
分
析
し
て
い
き

た
い
。 

ま
ず
当
時
（
一
九
五
九
年
か
ら
六
〇
年
）
の
文
学
界
の
趨
勢
に
つ
い
て
、
岩

佐
氏
は2

、 

一
九
五
九
ー
六
〇
年
の
中
国
政
治
を
つ
ら
ぬ
く
の
は
「
反
右
傾
」
思
潮
だ

っ
た
。
五
九
年
以
後
中
国
は
三
年
続
き
の
大
自
然
災
害
に
み
ま
わ
れ
、
さ

ら
に
ソ
連
の
援
助
停
止
が
あ
り
、
毛
沢
東
の
大
躍
進
経
済
政
策
は
挫
折
し

た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景
に
五
九
年
ー
六
〇
年
の
中
国
は
左
傾
化
を
強

め
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
五
九
年
七
月
中
共
八
期
八
中
全
会
（
中
国
共
産
党

第
八
回
全
国
代
表
大
会
第
八
回
中
央
委
員
会
全
体
会
議
）
が
江
西
省
盧
山

で
開
か
れ
る
が
、
会
議
で
大
躍
進
政
策
を
批
判
し
た
彭
徳
懐
国
防
部
長
が

反
党
と
さ
れ
て
失
脚
し
た
。
毛
沢
東
は
影
の
大
躍
進
批
判
は
党
内
に
存
在

す
る
右
傾
思
想
、
右
寄
り
の
感
情
を
代
表
し
て
い
る
と
判
断
、
八
月
以
後

反
右
傾
闘
争
が
展
開
さ
れ
る
。
六
〇
年
は
こ
の
「
反
右
傾
」
の
延
長
線
上

に
文
芸
界
で
も
一
月
に
巴
人
（
一
九
〇
一
ー
七
一
）
の
「
論
人
情
」
が
批

判
さ
れ
る
な
ど
、
人
道
主
義
、
人
間
性
論
な
ど
を
槍
玉
に
あ
げ
た
批
判
運

動
が
起
こ
っ
た
。
六
〇
年
七
月
に
は
第
三
次
文
代
会
（
中
国
文
芸
工
作
者

第
二
次
代 

表
大
会
）
が
開
か
れ
、
文
芸
界
に
お
け
る
反
修
正
主
義
闘
争
の

よ
び
か
け
が
行
わ
れ
た
。 

と
述
べ
ら
れ
さ
ら
に
、
一
九
六
一
年
か
ら
六
二
年
に
就
い
て
は
、 

 
 

一
九
六
一
年
ー
六
二
年
の
基
調
は
大
躍
進
な
ど
「
左
傾
」
の
路
線
に
よ
っ

て
生
じ
た
経
済
の
混
乱
を
正
す
た
め
の
調
整
政
策
で
あ
る
。
文
芸
界
も
ま

た
「
左
傾
」
の
過
ち
を
正
す
べ
く
政
策
的
な
措
置
を
と
っ
た
。
文
革
後
に

明
ら
か
に
さ
れ
た
資
料
で
は
、
文
芸
界
に
お
け
る 

「
左
傾
」
の
是
正
に
積

極
的
に
動
い
た
の
が
周
恩
来
、
陳
毅
ら
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
六
一
年
ー
六

二
年
に
開
か
れ
た
新
僑
会
議
（
「
全
国
文
芸
工
作
者
座
談
会
と
故
事
片
創
作

会
議
」
六
一
年
六
月
）
、
紫
光
閣
会
議
（ 

在
北
京
の
劇
作
家
と
の
座
談
会
、

六
一
年
二
月
）
広
州
会
議
（
「
全
国
話
劇
、
歌
劇
、
児
童
劇
創
作
座
談
会
」

六
二
年
二
月
）
、
大
連
会
議
（
「
農
村
題
材
短
編
小
説
創
作
座
談
会
」 

六
二

年
八
月
）
な
ど
一
連
の
会
議
で
五
七
年
以
後
の
学
術
界
、
文
芸
界
の
非
民

主
的
状
況
を
厳
し
く
批
判
し
、
文
芸
に
対
す
る
過
度
の
干
渉
を
戒
め
る
発

言
を
繰
り
返
し
た
。
例
え
ば
周
恩
来
は
紫
光
閣
会
議
で
次
の
よ
う
に
述
べ

た
と
い
う
、 

こ
れ
を
書
い
て
は
い
け
な
い
。
あ
れ
を
書
い
て
は
い
け
な
い
。
さ
ら
に

人
様
に
レ
ツ
テ
ル
を
貼
る
。
右
傾
だ
、
保
守
だ
と
。
か
く
し
て
大
変
多 
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く
の
作
品
が
公
式
化
、
概
念
化
、
低
俗
化
し
た
も
の
と
な
る
。
作
家

は
た
だ
間
違
わ
な
い
こ
と
だ
け
を
求
め
、
功
績
あ
る
を
求
め
な
い
。

も
ち
ろ
ん
良
い
作
品
な
ど
で
き
は
し
な
い
。
こ
れ
は
党
委
員
会
の
指

導
と
関
係
が
あ
る
。 

そ
れ
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
「
条
例
」
の
形
で
公
式
化
す
る
こ

と
も
試
み
た
。
そ
の
文
芸
領
域
に
お
け
る
「
条
例
」
が
六
二
年
四
月
に

公
布
さ
れ
た
「
関
千
当
前
文
学
芸
術
工
作
者
若
千
問
題
的
意
見
」
い
わ

ゆ
る
「
文
芸
八
条
」
で
あ
る
。
当
時
の
党
の
文
芸
工
作
に
「
少
な
か
ら

ぬ
欠
点
と
過
ち
」
が
存
在
し
て
い
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、「
百
花
斉
放 

百
家
争
鳴
」
の
原
則
の
徹
底
、
民
族
遺
産
の
批
判
的
継
承
と
外
国
文
化

の
批
判
的
摂
取
、
文
芸
批
評
の
正
し
い
展
開
な
ど
、
そ
れ
を
是
正
す
る

八
点
の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
う
し
た
一
連
の
調
整
政
策
は

六
一
年
ー
六
二
年
前
半
の
『
詩
刊
』
の
編
集
方
針
に
も
反
映
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
掲
載
作
品
は
と
げ
と
げ
し
た
内
容
の
も
の
が
減
り
、

穏
や
か
な
作
品
が
主
流
を
占
め
て
い
る
。「
戦
歌
」
と
「
頌
歌
」
の
二
本

立
て
で
あ
っ
た
の
が
、 

戦
歌
が
ほ
と
ん
ど
掲
載
さ
れ
な
く
な
っ
た
、
と

い
っ
て
も
い
い
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
ず
っ
と
続
い
て
い
た
「
批
判
」
文

の
掲
載
が
、
こ
の 

期
間
は
途
絶
え
て
い
る
。
『
詩
刊
』
の
こ
う
い
う
誌

面
構
成
は
、
や
は
り
「
調
整
」
を
軸
に
動
い
て
い
た
当
時
の
文
芸
界
の 

雰
囲
気
の
反
映
な
の
で
あ
ろ
う
。 

と
総
括
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
中
で
当
時
の
郭
沫
若
の
旧
詩
の
在
処
は
、
考
古
視
察
に
伴
う
歴
史
詩
や

大
躍
進
政
策
を
讃
え
る
詩
が
主
流
と
な
る
。 

Ａ
こ
の
「
再
喜
雪
」
は
一
九
五
九
年
二
月
二
六
日
の
作
詩
で
、
二
二
日
に
メ
キ

シ
コ
将
軍
、
カ
ル
デ
ナ
ス
随
行
な
ど
の
全
国
主
要
都
市
の
視
察
を
終
え
、
北
京

に
帰
り
発
表
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
書
は
そ
の
春
、
小
圃
同
志
、
つ
ま
り
彭
桂

萼
の
た
め
に
揮
毫
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
容
は(

図
１)

 

 
 
 

肜
肜
春
雪
望
無
涯 

習
習
東
風
煥
物
華 

赤
県
翻
成
銀
世
界 

青

山
斉
放
白
梅
花 

豊
年
魚
夢
天
同
楽 

公
社
人
歌
日
不
斜 

海
外

帰
来
双
燕
子 

呢
喃
迷
却
旧
時
家 

(

大
意)

や
わ
ら
か
な
春
の
雪
が
果
て
し
な
く
続
き
、
そ
よ
ふ
く
社
会
主
義

の
風
が
景
色
を
輝
か
せ
て
い
る
。
赤
い
中
国
は
、
銀
世
界
に
変
わ
り
、

緑
の
山
に
は
、
白
梅
の
花
が
一
斉
に
咲
き
誇
る
。
豊
年
の
魚
の
夢
は

天
と
共
に
楽
し
む
こ
と
。
人
民
公
社
の
歌
頌
は
、
日
が
沈
む
こ
と
は

な
い
。
海
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
燕
の
夫
婦
、
囀
り
な
が
ら
昔
の
巣
を

探
し
て
迷
っ
て
い
る
。 

 

 

つ
ま
り
、
大
躍
進
と
人
民
公
社
運
動
に
拠
る
変
革
を
、
美
し
き
中
国
の
風
景

と
し
て
詠
い
上
げ
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
人
民
公
社
運
動
で
大
き
く
変
わ
っ

た
中
国
の
姿
を
早
春
の
風
景
と
、
舞
い
戻
っ
た
燕
に
託
し
て
、
帰
国
華
僑
の
夫

婦
が
故
郷
の
余
り
の
変
わ
り
よ
う
に
生
家
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
様
子
を
述
べ

る
こ
と
で
賛
美
し
て
い
る
。
毛
沢
東
が
五
八
年
に
提
唱
し
た
「
両
結
合
」（
革
命

的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
革
命
的
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
結
合
）
芸
術
理
論
の
一
つ
の
実

践
で
あ
ろ
う
。 

従
来
、
郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
時
の
新
詩
の
研
究
は
、
先
鞭
が
付
け
ら
れ
て

い
る
が3
、
詩
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
皆
無
に
等
し
い
。
た
だ
こ
の
詩
か
ら
は
、

新
詩
同
様
の
政
治
ロ
マ
ン
チ
ズ
ム
は
、
内
包
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
、

図 1 
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そ
の
表
出
が
、
書
と
し
て
の
姿
態
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
第
二

期
郭
体
と
比
べ
る
と
、
や
は
り
些
か
の
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
が
読
み
取
れ
る
。 

 
 

私
は
第
一
二
章
「
郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
期
に
於
け
る
書
法
様
式
の
類
型
と

そ
の
背
景
に
つ
い
て
」4

の
中
で
、 

こ
れ
ら
の
よ
う
に
、
公
共
性(

建
築
等)

、
政
治
性(

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ)

と
言

う
よ
り
は
、
名
所
の
感
慨
を
詠
じ
、
ま
た
個
人
的
に
同
志
に
委
嘱
さ
れ
て

書
す
場
合
、
純
正
の
第
二
期
郭
体
で
は
な
く
、
第
一
期
郭
体
と
第
二
期
郭

体
が
混
合
さ
れ
た
よ
う
な
様
式
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
こ
こ
で
も
、
第

三
期
郭
体
と
定
義
し
た
い
。 

ま
た
こ
の
現
象
に
よ
っ
て
逆
説
的
に
第
二
期
郭
体
が
、
公
に
対
し
て
、
共

産
党
を
謳
歌
す
る
嬉
々
た
る
生
命
力
を
内
包
し
た
プ
ロ
パ
カ
ン
ダ
を
目
的

と
す
る
様
式
で
あ
り
、
そ
の
程
度
の
如
何
に
よ
っ
て
、
書
風
が
変
化
し
て

い
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
ど

こ
に
飾
ら
れ
る
か
と
い
う
意
識
も
、
や
は
り
そ
の
書
風
に
影
響
を
与
え
て

い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

と
述
べ
た
。 

そ
れ
を
踏
ま
え
て
も
、
こ
れ
ら
の
書
を
分
類
す
れ
ば
、
第
一
期
郭
体(

文
語
へ

の
白
話
の
流
入
様
式)

と
第
二
期
郭
体(

第
一
期
郭
体
へ
の
文
語
体
流
入
様
式)

の
止
揚
体
、
つ
ま
り
や
は
り
第
三
期
郭
体
と
見
做
す
べ
き
も
の
と
や
は
り
考
え

ら
れ
る
。 

Ｂ
郭
沫
若
は
、
一
九
五
九
年
六
月
二
八
日
か
ら
、
安
陽
、
鄭
州
、
洛
陽
、
三
門

峡
、
西
安
、
太
原
等
の
視
察
に
向
か
っ
た
。
そ
の
時
の
詩
で
、
翌
七
月
十
一
日

に
帰
京
し
、
十
三
日
に
発
表
さ
れ
た
も
の
が
図
２
で
あ
る
。 

当
時
の
漢
詩
は
、【
豫
秦
晋
纪
游
二
十
九
首
】
と
言
わ
れ
、
そ
の
中
の
「
观
龙

门
石
窟
斥
美
帝
摧
毀
」
（
〈
龍
門
石
窟
を
参
観
し
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
の
破
壊
を

責
め
る
〉
が
当
詩
で
あ
り
、
洛
陽
博
物
館
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
ま
さ
に
歴
史

性
、
学
術
性
の
高
い
意
味
合
い
を
担
っ
て
い
る
。 

 

中
州
文
物
誰
摧
残 

屈
指
当
推
美
利
堅 

唐
墓
已
聞
偸
駿
馬 

竜
門
又

見
劫
飛
天 

挖
墻
鑿
壁
真
堪
恨 

鮮
恥
寡
廉
殊
泰
然 

贓
品
今
存
博
物

館 

按
図
索
驥
待
来
年 

(

大
意)

河
南
省
の
文
物
は
誰
が
毀
損
し
た
の
か
、
指
折
り
数
え
て
み
れ
ば
み

な
ア
メ
リ
カ
。
唐
墓
で
は
既
に
駿
馬
が
盗
ま
れ
た
と
聞
き
、
龍
門
で
は

ま
た
飛
天
の
彫
刻
が
強
奪
さ
れ
た
の
を
見
た
。
墻
を
掘
り
壁
を
鑿
つ
や

り
方
は
ま
こ
と
に
憎
ら
し
い
。
清
廉
さ
も
恥
も
な
く
平
然
と
し
て
い
る
。

盗
品
は
今
や
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
陳
列
、
証
拠
を
つ
か
ん
で
の
盗
品

捜
索
は
、
今
後
を
待
と
う
。 

 

 

当
時
、
大
躍
進
政
策
の
下
、
反
浪
費
、
反
保
守
運
動
の
中
で
、
近
現
代
的
な

文
物
の
収
集
、
整
理
工
作
が
行
わ
れ
、
一
九
五
九
年
に
は
〈
社
会
主
義
建
設
之

部
〉
と
い
う
陳
列
が
完
成
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、「
厚
今
薄
古
」
と
い
う
政
府
の
指

導
の
下
で
は
あ
る
が
、
社
会
主
義
と
歴
史
を
結
び
つ
け
る
役
割
を
持
っ
て
、
博

物
館
が
林
立
す
る5

。 

そ
し
て
こ
の
洛
陽
博
物
館
も
、
一
九
五
八
年
に
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

郭
沫
若
が
そ
れ
ら
博
物
館
事
業
の
指
導
的
な
任
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。 

歴
史
遺
跡
の
豊
富
な
中
原
地
方
の
代
表
的
な
博
物
館
な
の
に
、
貴
重
な
歴
史

遺
産
の
展
示
が
少
な
い
。
展
示
さ
れ
て
も
毀
損
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
あ
れ
も
、

こ
れ
も
と
指
を
折
っ
て
数
え
る
と
み
な
ア
メ
リ
カ
に
持
ち
去
ら
れ
た
か
、
ア
メ

図 2 
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図 3 

リ
カ
の
手
で
毀
損
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
。
い
ま
は
ア
メ
リ
カ
の
博
物
館
に
あ
る

そ
れ
ら
を
、
い
つ
か
証
拠
を
突
き
付
け
て
取
り
返
す
ぞ
、
と
い
う
決
意
で
詩
を

結
ぶ
。
当
時
の
郭
沫
若
の
主
要
な
敵
は
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
。
こ
れ
も
反
米
愛

国
が
一
つ
の
テ
ー
マ
。
そ
の
よ
う
な
政
治
的
立
場
で
詠
わ
れ
た
詩
が
、
こ
の
詩

で
あ
り
、
そ
し
て
書
あ
る
。 

 

こ
の
図
２
の
書
も
、
第
三
期
郭
体
に
分
類
で
き
る
が
、
そ
の
中
で
も
図
１
同

様
、
第
二
期
的
、
つ
ま
り
文
語
的
要
素
が
強
い
書
風
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

文
革
前
に
郭
沫
若
は
、
自
己
の
歴
史
研
究
を
全
面
否
定
す
る
が
、
逆
か
ら
見

る
と
全
否
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
に
郭
沫
若
は
、
歴
史
を
重
ん
じ
て

い
た
。
つ
ま
り
毛
沢
東
と
今
古
の
重
心
の
綱
引
き
を
、
常
に
行
っ
て
い
た
忠
臣

で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

そ
の
右
派
と
左
派
の
綱
引
き
の
力
の
駆
け
引
き
、
配
合
が
、
書
に
如
実
に
現

わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

Ｃ
郭
沫
若
は
一
九
六
〇
年
一
月
末
か
ら
二
月
六
日
ま
で
重
慶
に
視
察
旅
行
し
、 

北
京
に
帰
っ
た
そ
の
六
日
に
【
重
庆
行
十
六
首
】
と
し
て
整
理
し
た
。
そ
の
な 

か
で
、
図
３
の
「
飞
过
秦
岭
」
（
〈
飛
行
機
で
秦
嶺
山
脈
を
越
え
る
〉
が
詠
わ
れ 

て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
款
記
か
ら
、
黎
夫
同
志
、
つ
ま
り
常
黎
夫
に
与
え
ら
れ 

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。 

 

群
山
界
秦
蜀 

宛
転
万
竜
遊 

海
抜
四
千
米 

天
高
一
指
頭 

雪

涛
眉
下
湧 

雲
海
望
中
収 

瞬
息
巴
渝
到 

嘉
陵
緑
似
油 

(

大
意)

群
が
る
山
々
は
秦 

（
陝
西
省
）
と
蜀
（
四 

川
省
）
の
境
界
、
そ 

の
山
容
は
何
万
も
の 

龍
が
ゆ
る
や
か
に
遊 

ぶ
か
の
よ
う
だ
。
海 

抜
は
四
０
０
０
メ
ー 

ト
ル
、
天
高
く
そ
の 

頂
き
を
指
す
。
雪
波
が
眉
の
下
に
湧
き
、
雲
の
海
は
視
界
に
収
ま
る
。 

一
瞬
で
巴
渝
（
重
慶
）
に
着
き
、
嘉
陵
の
川
の
緑
色
は
、
油
の
よ
う
に 

な
め
ら
か
に
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
、
帰
途
、
飛
行
機
か
ら
の
眺
め
を
詠
っ
た
も
の
で
、
一
九
三
六
年
の

長
征
の
懐
古
、
若
し
く
は
一
九
四
五
年
、
蒋
介
石
と
の
談
判
の
た
め
に
初
め
て

延
安
か
ら
重
慶
に
飛
ん
だ
機
上
で
作
っ
た
、
毛
沢
東
の
最
も
有
名
な
作
品
「
沁

園
春
雪
」
と
同
じ
く
、
中
国
の
大
地
の
美
し
さ
と
雄
大
さ
を
、「
万
龍
」「
雲
海
」

な
ど
の
大
胆
で
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
語
を
運
用
し
て
描
い
て
い
る
。
こ
の
詩
を

作
っ
た
と
き
、
郭
沫
若
の
脳
裏
に
は
毛
沢
東
の
「
雪
」
が
去
来
し
て
い
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
政
治
性
は
あ
ま
り
汲
み
取
れ
な
い
が
、
そ
の
書
は
、
第
二
期

に
近
い
気
迫
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

Ｄ
一
九
六
〇
年
十
二
月
末
か
ら
キ
ュ
ー
バ
で
の
式
典
、
視
察
の
帰
途
、
一
九
六

一
年
一
月
二
三
日
に
昆
明
に
立
ち
寄
っ
た
。
そ
し
て
「
游
黑
龙
潭
」（
黒
龍
潭
に

遊
ぶ
）
【
昆
明
杂
咏
九
首
】)

が
発
表
さ
れ
、
図
４
の
如
く
書
と
し
て
残
っ
て
い

る
。 

 

茶
花
一
樹
早
桃
紅 

百
朶
彤
雲
嘯
傲
中 

 
 

驚
醒
唐
梅
睜
眼
倦 

襯
陪
宋
栢
倍
姿
雄 

 

崔
嵬
筆
立
天
為
紙 

婉
転
横
陳
地
吐
紅 

 

黒
水
祠
中
三
異
木 

千
年
万
代
頌
東
風 

(

大
意)

ツ
バ
キ
の
木
は
と
っ
く
に
桃
紅
色
の
花 

を
つ
け
、
何
百
も
の
紅
霞
が
自
由
に
咲
き 

誇
っ
て
い
る
。
目
覚
め
た
唐
梅
が
ぱ
っ
ち 

り
、
寝
飽
き
た
目
を
見
開
き
、
ぴ
っ
た
り 

寄
り
添
う
宋
柏
が
雄
姿
を
際
立
た
せ
て
い 

る
。
険
し
く
切
り
立
っ
た
岩
山
の
空
を
紙 

と
な
し
、
や
わ
ら
か
に
体
を
丸
め
て
横
に 

伏
せ
、
地
に
紅
を
吐
く
。
黒
龍
潭
の
祠
の 

図４ 
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三
種
の
異
る
木
は
、
千
年
万
代
に
わ
た
り
、
社
会
主
義
を
讃
え
て
い
る
。 

 そ
し
て
款
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

  
 

 

一
九
六
一
年
一
月
廿
三
日
游
昆
明
黒
龍
潭
即
事
、
祠
中
三
異
木
、
即 

唐
梅
、
宋
柏
与
茶
花
也
。 

（
大
意
）
昆
明
の
黒
龍
潭
に
遊
び
、
眼
前
の
事
を
詠
ん
だ
。
祠
中
三
異
木
と 

は
唐
梅
、
宋
柏
と
ツ
バ
キ
で
あ
る
。 

 

 

こ
の
雲
南
と
三
異
木
と
郭
沫
若
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
が
あ
る6

。 

雲
南
の
風
景
と
歴
史
を
社
会
主
義
の
紅
色
に
染
め
た
こ
の
漢
詩
は
、
横
幅
で
書

か
れ
、
こ
れ
も
第
三
期
郭
体
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

Ｅ
一
九
六
一
年
十
一
月
か
ら
一
九
六
二
年
三
月
十
日
の
帰
京
ま
で
、
郭
沫
若
は

四
か
月
の
長
期
間
を
広
州
で
過
ご
し
て
い
る
。
こ
の
長
期
の
滞
在
中
に
多
く
の

詩
と
書
を
残
し
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
銭
理
群
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に7

、 

 
 

一
九
六
二
年
は 

中
国
に
と
り
多
忙
な
一
年
で
あ
っ 
た
。
年
初
に
は
、
大

飢
饉
が
引
き
起
こ
し
た
当
然
の
成
り
行
き
と
し
て
、
広
州
と
香
港
と
の
間

で
大
規
模
な
密
航
が
行
わ
れ
、
全
世
界
を
震
撼
さ
せ
た
。
こ
れ
以
前
に
お

い
て
は
、
中
国
で
発
生
し
て
い
た
こ
と
は
大
飢
饉
も
含
め 
情
報
封
鎖
さ
れ

て
い
た
た
め
、
世
界
に
は
何
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
三
万
九
千
人

の
密
航
に
よ
り
、
中
国
の
内
幕
が
公
の
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 
片
時

も
大
陸
反
攻
を
忘
れ
ず
に
い
た
蒋
介
石
は
こ
れ
に
鼓
舞
さ
れ
、
今
こ
そ
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
警
戒
し
た
毛
沢
東

は
こ
の
年
の
五
月
に
人
民
解
放
軍
参
謀
総
長
に
対
し
、
「
《
台
湾
に
い
る
》

蒋
介
石
集
団
四
〇
万
人
の
秋
以
降
の
上
陸
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
語

っ
た
。
ま
た
六
月
に
は
『
人
民
日
報
』
社
説
と
い
う
形
で
、「
全
国
人
民
は

警
戒
を
高
め
、
蒋
介
石
匪
賊
集
団
の
軍
事
的
冒
険
を
粉
砕
す
る
準
備
を
整

え
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
促
し
た
。
果
た
せ
る
か
な
、 

一
〇
月
一
日
か
ら
一

二
月
六
日
に
か
け
て 

蒋
介
石
は
前
後
し
て
、
高
雄
よ
り
武
装
勢
力
を
九
度

出
発
さ
せ
、
東
南
沿
海
地
区
で
騒
擾
を
起
こ
し
、「
ゲ
リ
ラ
の
回
廊
」
を
建

設
し
よ
う
と
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
人
数
も
少
な
け
れ
ば
規
模
も
大
き

く
な
く
、
毛
沢
東
の
見
積
も
り
を
は
る
か
に
下
回
る
も
の
だ
っ
た
。
に
も

関
わ
ら
ず
、
緊
張
し
た
局
面
が
生
ま
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
台
湾
へ
の
対
応
を
托
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。 

そ
の
残
さ
れ
た
書
は
、
や
や
大
味
な
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
中
で
も
、
一
九

六
二
年
一
月
十
八
日
の
「
鄭
成
功
光
復
台
湾
三
百
周
年
紀
念
」（
鄭
成
功
台
湾
解

放
三
百
年
記
念
）
の
書
は
、
落
ち
着
い
た
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る(

図
５)

。 

台
湾
自
古
属
中
華 

漢
族
高
山
是
一
家 

豈
許
腥
羶
蒙
社
稷 

不
容 

蟊
賊
毀
桑
麻 

千
秋
大
業
駆
荷
擄 

一
代
英
雄
賜
姓
爺 

三
百
年
来 

民
気
盛 

教
他
紙
虎
認
前
車 

(

大
意)

台
湾
は
昔
か
ら
中
国
に
属
し
、
漢
族
と
高
山
族
は
一
家
族
で
あ
る
。

西
方
の
侵
略
者
が
社
稷
を
侵
す
こ
と
を
ど
う
し
て
許
そ
う
か
。
害
虫

が
桑
麻
を
喰
ら
う
の
を
許
し
は
し
な
い
。
オ
ラ
ン
ダ
を
駆
逐
し
た
の

は
千
年
の
大
業
、
一
代
の
英
雄
は
国
姓
を
賜
る
。
三
百
年
間
、
人
民

の
意
気
は
盛
ん
で
、
張
子
の
虎
（
帝
国
主
義
）
に
前
の
失
敗
の
教
訓

を
認
め
さ
せ
る
。 

 

図 5 
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こ
の
幅
は
、
厦
門
鄭
成
功
紀
念
館
の
為
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
公
共
建
築
物

に
は
、
当
時
こ
の
第
三
期
郭
体
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
但
し
戦
時
の
覇

気
を
少
し
く
含
み
出
し
、
当
時
の
中
国
の
国
際
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言

え
る
。 

Ｆ 

一
九
六
二
年
期
の
作
と
し
て
も
う
一
つ
八
月
二
五
日
の
作
、
河
北
省
視
察

時
を
想
い
作
ら
れ
た
「
咏
北
戴
河
二
首(

其
二)

」
を
見
て
み
た
い
。(

図
６)

 

 

魏
武
東
征
此
地
過 

秦
皇
遺
鐲
為
応
磨 
秋
風
払
岸
翻
銀
浪 

滄
海
連 

 

雲
氾
碧
波 

明
月
瓊
楼
誰
秉
燭 

青
春
高
閣
我
聞
歌 

解
衣
磅
礡
忘
吾 

汝
席
地
暮
天
誦
戴
河 

 

(

大
意)

曹
操
は
東
征
し
て
こ
の
地
を
過
ぎ
、
始
皇
帝
の
東
巡
の
遺
跡
は
今
も 

残
っ
て
い
る
。
秋
風
は
岸
に
吹
い
て
銀
の
波
を
翻
し
、
蒼
海
は
雲
を
連
ね
、 

青
い
波
を
あ
お
い
で
い
る
。
明
月
の
高
楼
、
誰
が
燭
を
取
る
の
だ
ろ
う
か
。 

青
春
の
高
閣
で
私
は
歌
を
聞
く
。
毛
沢
東
主
席
の
恩
恵
は
、
我
と
汝
を
忘 

れ
さ
せ
、
地
べ
た
に
座
っ
て
夕
暮
れ
に
、
毛
主
席
の
詞
「
北
戴
河
」
を
常 

に
朗
誦
し
て
い
る
。 

 

こ
の
書
は
、
杭
州
の
西
冷
印
社
の
為
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
九
六

一
年
頃
か
ら
こ
の
手
の
細
身
の
書
風
が
散
見
さ
れ
る
。 

 

因
み
に
一
九
五
九
年
に
は
、
歴
史
劇
「
蔡
文
姬
」
に
よ
っ
て
、
曹
操
の
三
国

志
演
義
以
来
の
評
価
に
対
し
て
翻
案
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
は
、
悲
劇

を
喜
劇
に
転
じ
る
き
ざ
し
を
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
躍
進
期
の
失
敗
、

大
飢
饉
に
あ
っ
て
の
、
当
時
の
時
勢
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
こ
の
作
品
の
形
態
は
、
無
論
第
三
期
郭
体
に
分
類
で
き
る
が
、
郭
沫

若
は
使
う
筆
を
愛
用
の
筆
だ
け
で
な
く
、
別
の
筆
も
実
験
的
に
使
い
始
め
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。 

四 

視
察
書
体
の
様
式
と
変
遷 

ー
毛
沢
東
の
復
権
と
詩
の
唱
和
へ 

 

先
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
郭
沫
若
の
一
九
五
八
年
か
ら
一
九
六
二
年
の
書

風
は
、
概
ね
第
三
期
郭
体
、
つ
ま
り
第
二
期
の
文
語
様
式
へ
の
白
話
様
式
の
流

入
体
、
第
一
期
と
文
語
様
式
の
流
入
体
た
る
第
二
期
郭
体
の
止
揚
体
で
概
ね
解

消
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

時
に
第
一
期
が
、
ま
た
時
に
第
二
期
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
振
り
幅
の
な
か
で
、

演
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

敢
え
て
言
え
ば
、
一
九
六
一
年
十
一
月
か
ら
広
州
で
過
ご
し
た
四
か
月
の
期

間
、
当
時
の
書
は
、
些
か
粗
野
な
も
の
が
多
く
、
そ
れ
は
視
察
体
と
は
違
う
、

台
湾
の
大
陸
反
抗
へ
の
戦
意
の
意
味
合
い
を
持
っ
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
あ

り
、
こ
れ
が
、
第
四
期
郭
体
へ
の
胎
動
で
あ
っ
た
と
も
言
え
る
。 

 

し
か
し
、
象
徴
的
に
言
え
ば
、
一
九
六
三
年
一
月
元
旦
の
東
風
、
つ
ま
り
社

会
主
義
へ
の
頌
歌
「
満
江
紅
」
詩
を
基
点
に
、
第
三
期
郭
体
に
再
び
第
二
期
的

な
気
迫
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
一
九
六
三
年
十
月
九
日
作

詩
の
図
７
の
「
国
庆
节
之
夜
月
亮
与
太
阳
对
话(

满
江
红)

」〈
国
慶
節
の
夜
、
月

と
太
陽
の
対
話
〉
の
よ
う
に
、
第
四
期
郭
体
と
言
う
べ
き
、
第
三
期
と
は
明
確

に
、
ま
た
別
物
の
態
様
を
示
す
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
引
伸
さ
れ
て
、
一
九
六

七
年
の
毛
沢
東
と
の
唱
和
体
、
懐
素
風
の
連
綿
体(

図
８)

へ
と
展
開
さ
れ
て
い

く
。 

図 6 
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こ
れ
は
、
視
察
体(

第
三
期
郭
体)

か
ら
毛
沢
東
の
好
ん
だ
「
頌
歌
」
「
戦
歌
」

へ
と
、
新
た
な
旧
詩
の
在
り
処
を
模
索
、
発
見
し
て
い
く
姿
が
、
書
に
も
反
映

さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 五 

小
結 

 

本
章
で
は
、
大
躍
進
期
か
ら
国
民
経
済

調
整
時
代
、
特
に
一
九
五
八
年
か
ら
一
九

六
二
年
の
郭
沫
若
の
視
察
時
の
書
に
つ
い

て
言
及
し
た
。 

 

総
括
し
て
言
え
ば
当
時
の
視
察
時
の
書

は
、
常
備
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
四

尺
全
紙
に
、
第
三
期
郭
体
で
書
さ
れ
た
も

の
と
定
義
で
き
る
だ
ろ
う
。 

 

そ
し
て
第
一
二
章
「
郭
沫
若
の
大
躍
進

政
策
期
に
於
け
る
書
法
様
式
の
類
型
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
」
に
於
い
て
、「
郭
沫
若

の
、
後
に
名
所
旧 

跡
詩
・
記
念
詩
・
建

築
詩
等
に
ま
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る 

第
三
期
郭
体
書
風
に
つ
い
て
の
詳
論
」
に
つ
い
て
の
課
題
を
示
し
た
が
、
こ
の 

名
所
旧
跡
詩
・
記
念
詩
・
建
築
詩
等
と
い
う
分
類
は
、
概
ね
「
視
察
体
様
式
」 

と
総
括
で
き
、
文
学
界
の
左
傾
路
線
と
少
し
く
並
行
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か 

に
な
っ
た
と
言
え
る
。 

そ
し
て
次
の
課
題
と
し
て
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
五
年
の
文
革
に
至
る

三
年
間
の
郭
沫
若
の
書
が
、
如
何
に
変
貌
し
て
い
っ
た
か
、
そ
し
て
そ
れ
は
、

ど
う
い
う
政
治
的
背
景
を
有
し
、
そ
れ
が
文
学
、
書
に
投
影
さ
れ
た
か
分
析
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 

そ
の
課
題
を
明
記
し
て
、
本
章
の
末
尾
に
し
た
い
。 

                                        

          

 
1 

国
华
・
徐
培
均
编
注
『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞
系
年
注
釈
』
上
・
下(

一
九
八
四
年 

黑
龙
江
人
民
出
版
社
出
版) 

2 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

3 

邢
小
群
「
试
析
郭
沫
若
在
大
跃
进
年
代
的
诗
歌
活
动
ー
从
《
百
花
齐
放
》
到
《
红

旗
歌
谣
》
」(

『
中
国
青
年
政
治
学
院
学
报 

』
二
〇
〇
三
年
五
月) 

贾
振
勇
「
“
遍

地
皆
诗
写
不
赢 

”
ー
郭
沫
若
大
跃
进
时
代
的
诗
歌
创
作
与
诗
学
观
念
」(

『
郭

沫
若
学
刊
』
二
〇
〇
五
年
六
月 

) 
4 

拙
稿
「
郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
期
に
於
け
る
書
法
様
式
の
類
型
と
そ
の
背
景

に
つ
い
て
ー
「
漢
詩
」
の
分
析
を
中
心
と
し
た
政
治
性
及
び
建
築
と
書
法
と

の
照
合
」(

『
京
都
語
文
』 

二
五
号 

二
〇
一
七
年
十
一
月) 

5 

储
著
武
「 

“
厚
今
薄
古
”
ー
一
九
五
八
年
历
史
学
大
跃
进
」(

『
安
徽
史
学
』

二
〇
一
七
年
一
月)

 
6 

甘
立
荣
「
郭
沫
若
诗
中
的
“
三
异
木
”
」(

『
生
态
文
化
』
二
〇
一
五
年
十
月) 

7 

銭
理
群
著 

; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に
よ

る
中
華
人
民
共
和
国
史
』(

青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

図 7 

図８ 
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第
十
六
章 

一
九
六
三
年
か
ら
文
革
に
至
る
ま
で
の 

郭
沫
若
の
漢
詩
の
在
処
と
書 

ー
郭
沫
若
「
満
江
紅
」
詩
の
社
会
史
的
意
義
を
中
心
に
し
て 

 
 
 

 
 
 
 

一 

緒
論 

 
 

ー
郭
沫
若
と
「
満
江
紅
」
詩
の
意
義
と
展
開 

一
九
六
二
年
、
世
界
の
形
勢
は
変
化
を
見
せ
、
中
国
も
国
際
的
に
孤
立
、
緊

張
が
高
ま
っ
た
。
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
で
の
中
ソ
の
武
力
衝
突
、
ア
メ
リ
カ
の
ベ

ト
ナ
ム
侵
攻
、
イ
ン
ド
軍
の
中
国
国
境
で
の
紛
争
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
、
こ
れ
ら

に
伴
う
ソ
ビ
エ
ト
と
の
関
係
悪
化
な
ど
、
中
国
共
産
党
は
、
様
々
な
政
策
転
向

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
た1

。 

六
二
年
十
月
い
わ
ゆ
る
キ
ュ
ー
バ
危
機
が
起
こ
る
と
、
中
国
は
「
キ
ュ
ー
バ

支
持
、
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
反
対
」
を
唱
え
、
ま
た
ソ
連
政
府
を
批
判
し
、
フ

ル
シ
チ
ヨ
フ
と
も
対
立
す
る
。 

 

事
態
に
大
き
な
変
化
が
生
ま
れ
る
の
は
六
二
年
九
月
中
共
八
期
十
中
全
会
以

後
の
こ
と
で
、
会
議
の
席
上
毛
沢
東
は
社
会
主
義
社
会
に
お
け
る
階
級
と
階
級

闘
争
の
存
在
、
資
本
主
義
復
活
の
可
能
性
を
指
摘
、
階
級
闘
争
の
必
要
性
を
語

り
、
修
正
主
義
の
防
止
と
反
対
を
提
起
し
、
そ
れ
は
会
議
の
コ
ミ
ユ
ニ
ケ
に
書

き
込
ま
れ
た
。
六
三
年
か
ら
は
社
会
主
義
教
育
運
動
が
始
ま
り
、
中
国
は
短
い

調
整
期
を
経
て
再
び
激
し
い
政
治
の
季
節
に
入
っ
て
い
く2

。 

 

そ
し
て
そ
の
翌
年
、
一
九
六
三
年
一
月
元
旦
、
郭
沫
若
は
最
初
の
「
満
江
紅
」

を
発
表
し
た
。 

 

 
 

滄
海
横
流 

方
顕
出 

英
雄
本
色 

人
六
億 

加
強
団
結 

堅
持
原
則

天
垮
下
来
擎
得
起 

世
披
靡
矣
扶
之
直 

聴
雄
鶏
一
唱
遍
寰
中 

東
方

白 

太
陽
出 

氷
山
滴 

真
金
在 

豈
銷
鑠 

有
雄
文
四
巻 

為
民
立

極 

桀
犬
吠
尭
堪
笑
止 

泥
牛
入
海
無
消
息 

迎
東
風
革
命
展
紅
旗 

 
 

 

乾
坤
赤 

 
(

大
意)

海
岸
の
流
れ
が
氾
濫
す
る
大
異
変
の
な
か
に
お
い
て
、
英
雄
の
本
来

の
能
力
は
発
揮
さ
れ
る
。
人
民
六
億
は
団
結
を
強
化
し
、
原
則
を
堅
持

し
て
お
り
、
た
と
え
天
が
お
ち
て
来
た
と
し
て
も
、
支
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
世
間
が
倒
れ
伏
せ
ば
、
こ
れ
を
扶
け
て
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
や
る

こ
と
は
で
き
る
。
雄
鶏
が
地
球
に
暁
を
告
げ
る
の
を
我
々
は
聞
き
、
東

は
白
ん
で
来
た
。
太
陽
が
出
れ
ば
、
巨
大
な
氷
山
も
融
け
る
が
、
真
実

の
金
は
ど
う
し
て
融
け
よ
う
か
。
雄
勁
な
文
章
四
巻(

「
毛
沢
東
選
集
」) 

に
も
ら
れ
た
思
想
が
、
人
民
の
日
標
を
は
っ
き
り
と
示
し
て
い
る
。
暴

君
桀
の
犬
は
盲
目
の
忠
誠
心
か
ら
正
し
い
人
間
尭
に
吠
え
か
か
る
が
、

真
理
を
見
失
っ
た
そ
の
様
子
は
笑
止
千
万
で
あ
る
。
泥
牛
が
海
に
入
っ

て
、
そ
れ
っ
き
り
音
沙
汰
な
く
な
る
よ
う
に
、
彼
ら
も
そ
う
な
る
で
あ

ろ
う
。
東
風
を
迎
え
、
革
命
は
赤
旗
を
ひ
る
が
え
し
て
前
進
し
て
い
る
。

や
が
て
全
世
界
が
赤
い
色
に
燃
え
る
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
詩
は
、
こ
の
国
難
に
対
し
、
国
際
的
孤
立
感
か
ら
き
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
強
化
、
毛
沢
東
の
権
力
の
再
確
立
と
、
そ
の
核
心
と
な
る
思
想
、
社
会
主

義(

東
風)

を
讃
え
た
も
の
で
あ
っ
て(

「
左
傾
急
進
主
義
」)

、
こ
れ
以
後
、
郭

沫
若
の
漢
詩
と
書
の
意
味
合
い
が
視
察
詩
中
心
か
ら
変
貌
を
見
せ
て
い
く
。 

当
時
を
概
観
し
て
岩
佐
昌
暲
氏
は3

、 

八
期
十
中
全
会
の
「
資
本
主
義
復
活
の
危
険
性
ー
社
会
主
義
段
階
で
の
階

級
闘
争
の
必
要
性
」
と
い
う
提
起
は
、
文
芸
界
を
含
む
全
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

領
域
に
激
震
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
劉
建
彤
の

小
説
「
劉
志
丹
」
が 

批
判
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
六
三
年
五
月
に
は
昆

曲
「
李
慧
娘
」
が
批
判
さ
れ
、
九
月
に
は
毛
沢
東
が
伝
統
演
劇
と
そ
れ
を

管
轄
す
る
文
化
部
を
「
帝
王
将
相
部
、
オ
子
佳
人
部
、
あ
る
い
は
外
国
死

人
部
だ
」
と
批
判
、
十
二
月
に
は
演
劇
以
外
の
芸
術
形
式
は
「
問
題
が
少

な
く
な
い
」
、
社
会
主
義
改
造
は
「
ほ
と
ん
ど
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
」
と

批
判
す
る
「
批
示
」
を
書
い
た
。
こ
の
「
批
示
」
に
基
づ
き
六
四
年
四
月
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か
ら
文
芸
界
で
は
整
風
運
動
を
展
開
、
問
題
点
の
点
検
を
お
こ
な
い
、
五

月
に
は
そ
の
報
告
書
草
案
を
ま
と
め
た
。
六
月
毛
沢
東
は
こ
の
草
案
に
「
批

示
」
し
、
文
芸
界
（
全
国
文
芸
界
聯
合
会
と
そ
の
傘
下
の
各
協
会
）
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
書
い
た
。
こ
れ
ら
の
協
会
と
こ
れ
ら
の
協
会
が
掌
握
し

て
い
る
出
版
物
の
大
多
数
（
少
数
の
、
い
く
つ
か
の
も
の
は
、
よ
い
と
い

わ
れ
て
い
る
が
）
は
、
こ
の
十
五
年
間
、
基
本
的
に
（
す
べ
て
の
人
で
は

な
い
）
党
の
政
策
を
実
行
せ
ず
、
役
人
風
や
旦
那
風
を
吹
か
し
て
、
労
働

者
、 

農
民
、
兵
士
に
接
近
せ
ず
、
社
会
主
義
の
革
命
や
建
設
を
反
映
し
な

か
っ
た
。
こ
こ
数
年
間
は
、
な
ん
と
修
正
主
義
す
れ
す
れ
ま
で
転
落
す
る

に
い
た
っ
て
い
る
。(
中
略)

果
た
し
て
こ
の
「
批
示
」
に
よ
り
文
芸
界
は

再
び
整
風
運
動
の
や
り
直
し
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
果
、
映

画
「
北
国
江
南
」
、
「
早
春
二
月
」
が
「
ブ
ル
ジ
ョ
ア
個
人
主
義
、
人
道
主

義
を
賛
美
し
て
い
る
」
な
ど
と
し
て 
批
判
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
多
く
の

作
品
が
批
判
に
さ
ら
さ
れ
た
。
六
四
年
夏
以
降
、
批
判
は
学
術
界
に
も
及

び
、
哲
学
界
で
は
楊
献
珍
、
馬
定
、
経
済
学
で
は
孫
冶
方
、
歴
史
学
で
は

剪
伯
賛 

、
呉
唸
ら
へ
の
批
判
が
展
開
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
批
判
運
動
の
継

起
は
や
が
て 

始
ま
る
文
革
の
前
触
れ
で
あ
っ
た
。 

 

二 

一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
六
年
ま
で
の
漢
詩
と
書 

 

(

●
は
図
版
あ
り
。)

 

・
こ
れ
ら
の
漢
詩
は
、
王
继
权
・
姚
国
华
・
徐
培
均
编
注
『
郭
沫
若
旧
体
詩
詞

系
年
注
釈
』
上
・
下(

一
九
八
四
年 

黑
龙
江
人
民
出
版
社
出
版)

に
拠
っ
て
、

整
理
し
た
。 

・
図
版
は
『
二
十
世
纪
书
法
经
典 

郭
沫
若
』(

河
北
教
育
出
版
社 

广
东
教
育
出

版
社
一
九
九
六
年
十
二
月)

『
郭
沫
若
书
法
集
』(

郭
沫
若
书
法
集
编
委
会 

四
川

辞
书
出
版
社
出
版
发
行 

一
九
九
九
年)

『
依
据
教
育
部
中
小
学
书
法
教
育
指
导

纲
要
编
选 

中
国
最
具
代
表
性
碑
帖
临
摹
范
本
丛
书 

郭
沫
若
卷 

』(

人
民
美
术

出
版
社
二
〇
一
七
年
十
一
月)

参
照
。 

ま
た
、
作
詩
の
目
的
を
こ
こ
で
も
、「
歴
史
」「
学
術
」「
政
治
」「
文
化
」「
頌

歌
」
等
と
分
類
し
て
い
る
が
、
本
来
峻
別
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
特
に

そ
う
い
う
要
素
が
強
い
と
い
う
意
味
で
用
い
た
こ
と
を
こ
こ
で
も
断
っ
て
お
く
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
上
の
文
学
界
の
左
傾
化
を
前
提
に
、
そ
の
変
化
の
整
理
、

分
析
か
ら
始
め
て
行
き
た
い
。 
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　日時 　　　漢詩名 　場所 書の有無

1963年1月1日 满江红 1963年元旦书怀 北京 頌歌

1963年2月7日
“二七”罢工四十周年(满
江红)

北京 頌歌

1963年2月15日
纪念孙诒让诞生一一五周
年

北京 学術・歴史

1963年2月21日 赞雷锋(满江红) 北京 頌歌

１９６３年春 题赠福州工艺品展览会 北京 文化

１９６３年春 续鸳鸯湖棹歌 広西 文化・頌歌

1963年3月21日 南宁见闻 広西 学術・文化

1963年3月24日 满江红 広西 学術・歴史

１９６３年春 在南宁看美协画展 広西 文化

１９６３年春 武鸣纪游二首 柳州 文化

1963年3月 途次柳州 歴史

1963年3月 重访柳侯祠 柳州 歴史・政治

1963年3月 在柳侯祠植树 柳州 歴史・政治

1963年3月 柑香亭 柳州 歴史・政治

1963年3月 柳州登立雨峰 柳州 歴史・政治

1963年3月 满江红－ 咏芦笛岩 文化・頌歌

1963年3月 满江红 ―咏七星岩 文化・頌歌

1963年3月 满江红 文化・頌歌

1963年3月 题月牙楼 広西 文化

1963年3月 西江月 ―再题月牙楼 桂林 文化・頌歌

1963年3月 榕树楼 桂林 歴史

1963年3月
西江月－ 雨中重登榕树楼
即事

桂林 文化

1963年3月
桂林登叠彩山仰止堂见瞿
式耜张同敞浮雕像诗以赞
之(二首)

広西 歴史・政治

1963年3月 春泛漓江 広西 文化

1963年3月 游阳朔舟中偶成(四首) 桂林 文化・頌歌

1963年3月28日 满江红 興安 文化・頌歌

1963年3月28日 灵渠 興安 文化・歴史

1963年3月
看高甲剧团演－《连升三
级》

泉州 文化

１９６３年
题赠潮安县革命历史文物
陈列馆

歴史・政治

1963年8月15日 断手再植 (满江红) 北京 頌歌

1963年9月16日 看周霖同志画展题赠 北京 文化

1963年10月9日
国庆节之夜月亮与太阳对
话(满江红)

北京 頌歌

1963年11月4日 为新安江水电站题诗 新安江 建設

1963年11月11日 访韶山 (满江红) 湖南 頌歌

1963年12月5日 读毛主席诗词(满江红) 北京 頌歌

１９６３年秋 柏子白如花 文化

１９６３年秋 题如东丁店水闸 江蘇
建設・人民公
社

1964年1月25日 访鞍钢 遼寧 建設・頌歌

同日 访南京 南京 歴史・頌歌

●

●

　　目的

●

●

●

●

●

●
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　日時 　　　漢詩名 　場所 書の有無

1964年2月13日 向解放军学习 (满江红) 北京 軍事

１９６４年春
满江红(赞彭加木同志并以
奉赠)

頌歌

1964年夏初饮高桥银峰 歴史・文化

１９６４年夏初 1964年5月5日漫题 安徽 歴史・頌歌

1964年5月5日 为天台县国清寺作 天台 歴史・文化

1964年5月12日 题雁荡灵岩雄鹰峰 浙江 文化

1964年5月13日 赞雄鹰峰 浙江 文化

同日 游雁宕 浙江 文化・頌歌

1964年5月14日 游雁荡合掌峰 浙江 文化

1964年5月15日 游温州江心屿 浙江 文化・頌歌

同日 题青田石雕厂 浙江 文化・頌歌

1964年5月17日 题石门瀑布 浙江 文化

1964年5月18日 游冰壶洞 浙江 文化

1964年5月19日 重登烟雨楼 浙江 文化・頌歌

1964年5月21日 游黄山(五首) 安徽 文化

１９６４年 莫愁湖 南京 文化・政治

1965年1月30日
题傅抱石画《延安画卷 七
首》

北京 文化・頌歌

１９６５年初夏 赠周铁衡先生 北京 文化・頌歌

1965年3月5日 观话剧女飞行员后题词 北京 文化・頌歌

1965年3月8日 “三八”节之夜 北京 頌歌

1965年5月6日 寄题广西勾漏洞 広東 文化・頌歌

1965年6月16日 在海丰 広東 歴史・頌歌

1965年6月17日 题普宁革命纪念馆 広東 歴史・頌歌

1965年6月17日 雨中游(党石)石 広東 文化・頌歌

1965年6月18日 外砂桥上 江西 軍事

1965年6月25日 井冈山巡礼(二首) 瑞金 頌歌

1965年6月26日 颂瑞金(四首) 赣州 頌歌

1965年6月27日 赴赣州途中(二首) 赣州 頌歌

1965年6月28日 登赣州城内八境台 赣州 頌歌

1965年6月28日 登郁孤台 興国県 歴史・頌歌

1965年6月29日 緑化歌 江西 頌歌

1965年6月29日 宿泰和 江西 文化

1965年6月30日 过桐木岭 江西 文化・頌歌

1965年7月1日
在茨坪迎「七一 」(念奴
桥)

江西 頌歌

1965年7月1日 黄洋界 井岡山 歴史・頌歌

1965年7月2日 龙潭 井岡山 文化・頌歌

1965年7月3日 访茅坪毛主席旧居 江西 頌歌

1965年7月3日 红军会师桥 寧岡龍市 頌歌

1965年7月4日 宿永新 江西 頌歌

1965年7月4日 宿吉安 江西 文化・頌歌

1965年7月5日 访南昌 江西 文化・頌歌

1965年7月6日 访景德镇三首 景徳鎮 文化・頌歌

1965年7月7日 登湖口石钟山 江西 文化・頌歌

　　目的

●

●

●

●
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　日時 　　　漢詩名 　場所 書の有無

1965年7月8日 登庐山三首 江西 文化・頌歌

1965年7月8日 乘民主轮赴武汉 江西 文化

1965年10月20日 题三江程阳桥 北京 建設・政治

１９６５年
贺日本内山书店成立三十
周年纪念

文化・政治

1966年2月6日 题卧蕉图 (水调歌头) 文化・頌歌

1966年2月21日 喜雪(水调歌头) 北京 頌歌

1966年2月22日 参观大连港(水调歌头) 大連 頌歌

1966年3月15日 赞焦裕禄(水调歌头) 大連 頌歌

1966年4月23日 西南建筑(水调歌头) 西南 建設・頌歌

1966年7月16日
看武汉第十一届横渡长江
比赛(水调歌头)

北京 頌歌

　　目的

●

三 

毛
沢
東
と
の
関
係
と 

 
 
 

漢
詩 

建
国
期
か
ら
文
革
期
の
知
識

人
の
状
況
に
つ
い
て
克
明
に
吐

露
し
た
銭
理
群
氏
に
拠
れ
ば4

、 

一
九
六
二
年
五
月
毛
沢
東
は
、 

 

蒋
介
石
上
陸
に
備
え
る
よ
う 

人
民
解
放
軍
参
謀
長
に
指
示 

し
た
後
、「
敵
が
少
し
く
ら
い 

暴
れ
て
く
れ
た
ほ
う
が
逆
に 

良
い
」
と
い
う
一
言
を
残
し 

た
。
そ
し
て
、
孟
子
の
言
葉 

を
さ
ら
に
引
用
し
て
「
憂
患 

に
生
き
、
安
楽
に
死
し
、
敵 

国
外
患
無
く
ば
、
国
恒
に
亡 

ぶ
〔
人
は
憂
い
の
中
で
は
長 

く
生
き
、
安
楽
の
中
で
は
死 

に
向
か
う
も
の
で
あ
り
、
敵 

国
外
患
が
無
け
れ
ば
国
と
い 

う
も
の
は
常
に
滅
ん
で
い
く 

も
の
で
あ
る
の
意)
」
と
大
言
、 

つ
ま
り
、「
多
難
な
れ
ば
邦
を 

興
す
べ
し
〔
多
難
の
と
き
こ 

そ
邦
土
の
振
興
を
図
る
に
ふ 

さ
わ
し
い
〕
」
と
い
う
語
を
毛 

沢
東
は
信
じ
て
い
た
こ
と
に 

な
る
。
ま
た
毛
沢
東
は
一
九 

六
四
年
、
外
国
の
共
産
党
指

導
者
に
向
か
っ
て
、「
私
は
こ
こ
数
年
は
さ
ほ
ど
気
分
が
優
れ
な
か
っ
た
が
、

闘
争
が
ひ
と
た
び
始
ま
る
や
意
気
高
揚
と
し
て
き
た
」
と
語
っ
た
。
ち
ょ

う
ど
一
九
六
二
年
年
末
か
ら
翌
一
九
六
三
年
年
初
に
か
け
て
、
毛
沢
東
は

詩
興
が
大
き
く
振
る
う
よ
う
に
な
り
、
立
て
続
け
に
二
篇
の
詩
を
書
き
上

げ
た
。「
冬
雲
」(

中
略)

こ
の
詩
は
一
九
六
二
年
一
二
月
二
六
日
、
六
九
歳

の
誕
生
目
を
迎
え
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
詩
は
「
満

江
紅
」
と
題
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
一
萬
年
は
太
だ
久
し
、
只
朝
夕
を
争

い
」「
要
し
一
切
の
害
人
蟲
を
掃
除
せ
ば
、
全
て
敵
無
か
ら
ん
」
な
ど
と
詠

ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
よ
り
明
ら
か
な
の
は
、
少
な
く
と
も
一
九
六
三
年
の

年
初
に
毛
沢
東
の
方
針
が
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
は
国
際
、
国
内
双
方
で
全
面
的
な
階
級
闘
争
を
開
始
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。 

と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
に
郭
沫
若
は
一
九
六
三
年
一
月
に
「
満

江
紅 

一
九
六
三
年
元
旦
書
懐
」
を
発
表
、
そ
の
後
も
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六

四
年
ま
で
に
か
け
て
陸
続
と
「
満
江
紅
」
を
発
表
し
た
。 

 

「
満
江
紅
」
は
、
基
本
的
に
毛
沢
東
の
頌
歌
で
あ
り
、
当
時
、
郭
沫
若
が
走

資
派
時
代
に
あ
っ
て
、
そ
の
毛
沢
東
の
復
権
に
加
担
し
た
こ
と
を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
。
つ
ま
り
郭
沫
若
は
、
資
本
主
義
の
潮
流
に
対
し
て
、
あ
く
ま
で
「
東

風(

社
会
主
義)

」
体
制
を
保
守
す
べ
き
思
想
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

ま
た
一
九
六
五
年
に
は
、
毛
沢
東
の
詩
を
書
と
し
て
手
掛
け
た
も
の
が
多
く

残
っ
て
い
る
の
も
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
、
特
に
一
九
六
四

年
か
ら
一
九
六
六
年
当
時
の
書
風
は
、
第
三
期
郭
体
に
再
度
、
第
二
期
的
な
裂

帛
の
気
迫
が
蘇
っ
て
く
る
。 

こ
れ
は
、
第
四
期
郭
体
と
定
義
す
べ
き
も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
文
学
界

の
左
傾
化
の
流
れ
の
中
で
、
旧
文
化
と
し
て
形
成
さ
れ
た
こ
の
書
風
の
変
化
と

毛
沢
東
と
の
関
係
を
次
章
で
は
、
見
て
行
き
た
い
。 

四 
第
四
期
郭
体
に
至
る
道
程
と
定
義 

 

抗
日
期
の
第
一
期
郭
体
、
つ
ま
り
文
語
様
式
へ
の
白
話
様
式
の
流
入
か
ら
百
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花
斉
放
期
の
そ
れ
へ
の
再
度
文
語
様
式
の
流
入
を
経
て(

第
二
期
郭
体)

、
大
躍

進
期
、
調
整
期
の
第
三
期
郭
体
（
や
や
白
話
体
様
式
・
但
し
伸
縮
あ
り
）
、
そ
れ

は
第
二
期
と
第
一
期
の
止
揚
の
姿
を
見
た
が
、
一
九
六
三
年
頃
か
ら
ま
た
文
語

性
、
換
言
す
れ
ば
伸
縮
の
激
し
さ
と
野
太
い
気
迫
が
盛
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く5
。 

 

当
時
の
政
治
状
況
に
就
い
て
、
先
の
銭
理
群
氏
は
、 

一
九
六
三
年
二
月
、
中
国
共
産
党
中
央
は
工
作
会
議
を
開
き
、
劉
少
奇
が

「
現
代
修
正
主
義
に
反
対
す
る
闘
争
の
問
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
報
告
を

行
っ
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
毛
沢
東
が
劉
少
奇
の
報
告
の
中

に
挿
入
し
た
言
葉
で
あ
る
。
我
が
国
に
修
正
主
義
が
現
れ
る
か
ど
う
か
、

可
能
性
が
あ
る
と
言
え
ば
あ
る
し
、
無
い
と
い
え
ば
無
い
。
と
い
う
の
も

人
に
よ
っ
て
は
、
三
斤
の
豚
肉
と
、
少
し
ば
か
り
の
紙
巻
き
タ
バ
コ
で
も

そ
の
人
を
買
収
で
き
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
社
会
主
義

教
育
を
農
村
で
進
め
て
こ
そ
、
修
正
主
義
を
根
絶
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。
こ
の
毛
沢
東
の
言
葉
に
は
意
味
が
二
つ
あ
る
。
ま
ず
は
、
農
村

で
の
社
会
主
義
教
育
運
動
の
発
動
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ

は
後
に
四
清
運
動
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
の
目
的
は
修
正
主
義
を
根

絶
し
、
社
会
的
基
盤
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
次
に
「
三
斤

の
豚
肉
と
、
少
し
ば
か
り
の
紙
巻
き
タ
バ
コ
で
も
買
収
で
き
た
り
す
る
」

と
い
う
言
葉
が
実
質
的
に
意
味
し
て
い
た
の
は
、
困
窮
を
極
め
た
時
期
に
、

農
村
の
基
層
レ
ベ
ル
の
幹
部
た
ち
が
自
分
の
取
り
分
以
上
に
利
益
を
取
り

上
げ
、
賄
賂
を
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
問
題
の
存
在
に
つ
い
て
で
あ
る
。

毛
沢
東
は
、
農
村
の
基
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る
党
組
織
の
腐
敗
の
問
題
を
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
毛
沢
東
の
主
観
的
な
判
断
と
意
図
と
し

て
は
、
「
修
正
主
義
を
根
絶
す
る
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
一
方
で
、
「
農
村

の
基
層
レ
ベ
ル
に
お
け
る 

党
組
織
の
腐
敗
の
問
題
」
も
ま
た
、
解
決
せ
ぬ

ば
な
ら
ぬ
問
題
と
し
て
現
実
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
修
正
主
義
の
根
絶
に
向
け
て
の
意
気
が
反
映
し
た
書
風

が
第
四
期
郭
体
と
定
義
で
き
、
文
革
直
前
ま
で
の
郭
沫
若
の
エ
レ
ル
ギ
ー
マ
ッ

ク
ス
の
最
後
の
書
風
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
特
徴
の
一
つ
に
気
脈

の
強
さ
、
連
綿
の
有
無
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 

本
章
で
は
、
そ
の
変
遷
過
程
を
、
詩
、
書
の
両
面
か
ら
見
て
行
き
た
い
。 

先
ず
、
一
九
六
三
年
の
国
慶
節
の
書
、
満
江
紅
「
日
月
対
話
」(

図
１)

は
、 

 

国
慶
良
宵 

月
華
我 

精
神
抖
擻 

遥
望
見 

天
安
門
外 

歓
愉
如
昼

光
柱
千
尋
天
網
大 

弾
花
万
簇
錦
屏
秀 

問
太
陽 

君
在
北
美
洲 

能

見
否 

太
陽
道 

哪
能
夠 

白
宮
外 

人
牽
狗 

向
黒
人 

迎
面
撲
胸

張
口 

血
肉
横
飛
天
地
暗 

水
竜
乱
掃
妖
魔
吼 

果
然
呵 

地
獄
在
人

間 

花
旗
醜 

(

大
意)

国
慶
節
の
良
宵
は
、
月
は
私
を
輝
か
せ
、
精
神
は
、
雑
念
を
払
う
。 

遙
か
に
天
安
門
の
外
を
望
み
喜
び
は
、
昼
の
よ
う
だ
。
光
の
柱
は
高
く 

天
の
網
も
広
い
。
弾
花
は
に
し
き
の
山
と
な
り
、
秀
で
た
屏
と
な
る
。 

太
陽
に
問
う
に
は
、
君
は
北
ア
メ
リ
カ
に
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
る 

の
か
と
。
太
陽
の
道
は
、
ど
こ
で
足
り
る
の
か
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の 

外
で
、
人
は
犬
を
連
れ
て
い
る
。
黒
人
に
向
か
っ
て
、
面
と
向
か
っ
て
、 

胸
を
う
ち
、
口
を
開
く
。
血
肉
は
横
に
飛
び
、
天
地
は
暗
く
、
水
竜
は 

図 1 
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妖
魔
を
見
出
し
咆
哮

ほ
う
こ
う

す
る
。
果
た
し
て
、
地
獄
は
人
間
世
界
に
あ
り
、 

星
条
旗
は
醜
い
。 

と
自
国
を
讃
え
、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
差
別
、
さ
ら
に
は
当
時
に
於
け
る
ジ
ョ
ン
・

F

・
ケ
ネ
デ
ィ
の
政
治
、
外
交
行
動
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。 

こ
の
時
期
の
書
風
は
、
ま
た
第
二
期
的
な
気
迫
と
伸
縮
が
看
取
で
き
る
。 

  

そ
し
て
図
２
の
一
九
六
四
年
秋
の
書
、
「
下
龙
湾
七
律
八
首
之
一
」(

図
２)

は
、 

 

仙
女
三
千
尽
害
羞 

銀
紗
罩
面
怕
凝
眸 

虚
点
鸞
影
陳
金
鏡 

嬾
巻
珠
簾

上
玉
鈎 

待
到
両
全
人
去
后 

掲
開
重
幕
日
当
頭 

原
来
回
避
非
無
故 
只

見
英
雄
不
見
修 

(

大
意)

仙
女
は
三
千
、
辱
め
を
尽
く
し
、
銀
色
の
砂
は
一
面
を
覆
い
、
瞳
を

驚
か
す
。
虚
し
い
点
に
鸞
の
影
が
映
り
、
金
の
鏡
を
な
ら
べ
、
だ
る
く
巻

か
れ
た
珠
の
簾
が
玉
の
か
ぎ
に
か
か
っ
て
い
る
。
腕
の
立
つ
人(

二
人
の
ソ

ビ
エ
ト
書
記
長)

が
去
っ
た
あ
と
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
が
登
場
す
る
。
も
と

も
と
会
談
を
避
け
る
の
は
訳
が
な
い
わ
け
で
な
い
。
た
だ
英
雄
を
み
る
だ

け
で
、
修
正
主
義
を
見
は
し
な
い
。 

 

こ
の
毛
沢
東
を
持
ち
上
げ
る
詩
は
、
海
南
島
で
作
ら
れ
、
時
の
ソ
ビ
エ
ト
の

修
正
主
義
を
批
判
、
中
国
の
マ
ル
ク
ス
、
レ
ー
ニ
ン
主
義
を
讃
え
た
内
容
で
あ

り
、
そ
の
書
相
は
、
第
二
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
更
な
る
圧
力
、
つ
ま
り
情
熱
が

加
え
ら
れ
、
ま
さ
に
時
の
頌
歌
、
戦
歌
の
佇
ま
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

次
の
図
３
は
、
一
九
六
五
年
一
月
に
郭
沫
若
が
毛
沢
東
の
詩
、
一
九
五
九
年

の
作
、
七
律(

廬
山
に
登
る)

を
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
、
郭
沫
若
は
毛
の

詩
を
書
と
し
て
、
よ
く
手
掛
け
る
よ
う
に
な
る
。 

 

一
山
飛
峙
大
江
辺 

躍
上
葱
蘢
四
百
旋 

冷
眼
向
洋
看
世
界 

熱
風
吹 

雨
洒
江
天 

 

雲
横
九
派
浮
黄
鶴 

浪
下
三
呉
起
白
煙 

陶
令
不
知
何 

処
去 

桃
花
源
裏
可
耕
田 

(

大
意)

い
ま
に
も
飛
び
立
と
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
長
江
の
広
い
水
面
の

す
ぐ
わ
き
に
、
突
如
と
し
て
廬
山
が
聳

え
て
い
る
。
自
動
車
を
新
し
く
で
き
た

道
路
に
走
ら
せ
る
と
、
緑
の
渦
巻

く
樹
海
の
中
を
、
四
百
も
の
カ
ー

ブ
を
一
気
に
ぬ
け
て
、
頂
上
へ
出

た
。
冷
や
や
か
な
眼
で
鄱は

陽よ
う

湖こ

を

見
る
。
世
界
を
見
る
。
広
大
無
際

の
天
の
一
隅
で
は
、
熱
風
が
雨
を

吹
き
付
け
、
雨
は
力
を
込
め
て
長

江
の
空
か
ら
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
さ
て

眼
を
転
ず
れ
ば
、
上
流
武
漢
三
鎮

の
上
に
雲
が
横
た
わ
り
、
ふ
と
伝

説
の
黄
鶴
が
飛
ん
で
い
る
よ
う
に

見
え
た
。
さ
ら
に
視
線
を
反
対
に

図 2 

図 3 
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移
す
と
、
長
江
下
流
の
、
歴
史
が
あ
り
物
産
豊
富
な
呉
の
国
々
に
、
い

ま
や
近
代
工
業
の
白
い
煙
が
太
く
何
百
本
と
立
ち
上
っ
て
い
る
。
さ
て

こ
の
付
近
に
暮
ら
し
て
い
た
県
知
事
、
陶
淵
明
は
ど
こ
に
い
っ
た
の
か
。

か
つ
て
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
桃
花
源
に
あ
こ
が
れ
た
彼
は
、
い
ま
や
現
実
の

桃
花
源
で
、
嬉
々
と
し
て
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。6 

 

こ
の
書
に
は
更
な
る
厚
み
、
墨
量
が
加
味
さ
れ
て
お
り
、
使
わ
れ
た
筆
も
変

化
し
た
こ
と
が
容
易
に
類
推
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に

第
四
期
の
書
は
、
第
二
期
を
骨
格
に
し
て
、
さ
ら
に

ト
ー
ン
が
高
ま
り
、
厚
み
が
加
わ
っ
た
様
式
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
の
図
４
の
一
九
六
六
年
四
月
の

書
、
「
西
南
建
筑(

水
调
歌
头)

」
は
、 

図
４ 

建
設
飛
騰
進 

西
南
改
面
容 

四
処
翻
江
倒 

 
 

海 

火
熱
斗
争
中 

 

遥
想
長
征
路
上 

両 
 

万
五
千
余
裏 
豪
邁
有
遺
蹤 

 

形
勢
殊
今 

昔 

革
命
壮
心
同 

 
成
渝
竣 

宝
成
継 

 

滇
黔
通 

塹
山
堙
穀 
鉄
軌
連
穿
万
畳
峰 

 
 

怒
激
風
雷
雲
水 

駆
除
熊
羆
虎
豹 

赤
幟
映 

天
紅 

要
把
乾
坤
改 

光
明
来
自
東 

(

大
意)

建
設
は
飛
躍
的
に
進
み
、
西
南
の
旧
様
を 

 

改
め
る
。
四
つ
の
場
所
か
ら
江
に
流
れ
、
海 

 

に
至
り
、
ま
さ
に
火
熱
、
闘
争
中
で
あ
る
。 

 

遙
か
に
長
征
の
道
を
想
い
、
二
万
五
千
キ
ロ
、 

豪
邁
の
足
跡
が
あ
る
。
形
勢
は
、
今
昔
を
分 

 

け
る
が
、
革
命
の
志
は
変
わ
ら
な
い
。
成
渝

せ

い

ゆ

鉄 

道
が
竣
工
し
、
宝
成
鉄
道
を
経
由
し
、
滇
黔

て
ん
き
ん

鉄

道
を
通
過
す
る
。
山
を
打
ち
砕
き
、
鉄
路
は
万
畳
の
峯
を
穿
つ
。
激
し

い
風
雷
、
雲
水
が
、
熊ゆ

う

羆ひ

虎こ

豹
ひ
ょ
う

を
駆
除
し
て
、
赤
旗
が
天
の
紅
に
映
え
、

乾
坤
を
改
め
て
、
光
明
は
東
風
か
ら
や
っ
て
来
る
。 

 と
あ
る
が
、
こ
の
書
も
第
四
期
郭
体
の
完
成
さ
れ
た
書
相
を
呈
し
て
い
る
。 

ま
た
図
５
の
書
は
一
九
六
六
年
五
月
の
作
で
あ
る
が
、「
西
江
月 

游
南
郊
公

园
」
詩
が
書
さ
れ
て
い
る
。 

 

暫
憩
武
侯
祠
畔 

黄
花
白
蝶
満
園 

当
年
軍
閥
閙
頻
繁 

而
今
換
了
人
間 

昨
日
才
過
五
一 

遊
人
万
万
千
千 

赤
巾
系
頚
多
少
年 

期
望
紅
色
接
班 

(

大
意)

し
ば
ら
く
武ぶ

侯こ
う

祠し

の
畔

ほ
と
り

で
憩
い
、
黄
色
い
花
や
白
い
蝶
が
公
園
に
満
ち

て
い
る
。
当
年
は
軍
閥
が
、
頻
繁
に
動
き
、
今
は
人
民
に
か
わ
っ
て
い
る
。

昨
日
漸
く
五
月
一
日(

労
働
節)

を
過
ぎ
遊
び
人
は
、
数
多
い
。
赤
ず
き
ん

を
か
け
る
も
の
は
、
何
歳
な
の
か
。
紅
色
の
社
会
主
義
グ
ー
ル
ー
プ
に
与

す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。 

図 5 
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こ
の
書
も
第
四
期
郭
体
で
あ
り
、
因
み
に
こ
れ
ら
一
九
六
三
年
以
降
に
量
産

さ
れ
る
第
四
期
郭
体
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
文
革
前
の
郭
沫
若
の
心
境
は
、

共
産
主
義
の
政
策
の
頌
歌
、
戦
歌
、
毛
沢
東
の
称
揚
に
限
ら
れ
て
く
る
も
の
の
、

旧
文
化
が
多
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
感
情
も
高
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
看

取
さ
れ
る
。 

つ
ま
り
、
文
革
前
に
は
郭
沫
若
は
、
孤
立
す
る
国
際
状
況
の
中
で
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
の
高
揚
、
戦
意
を
表
に
出
し
、
毛
沢
東
に
更
な
る
偶
像
化
を
求
め
た
半

面
で
、
毛
沢
東
と
共
に
旧
文
化
的
表
現
を
用
い
、
そ
れ
と
共
産
主
義
を
繋
ぐ
視

角
を
、
む
し
ろ
促
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。 

ま
た
文
学
思
想
と
書
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
修
正
主
義
に
反
対
し
、
第
二
期

の
時
と
は
真
逆
に
左
派
を
全
面
肯
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
っ
て
、
裂
帛
の
気

迫
が
書
姿
に
再
び
反
映
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

五 

文
革
前
の
息
子
、
郭
世
英
の
動
向 

 

ま
た
当
時
、
郭
沫
若
の
意
識
に
文
革
中
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
た
息
子
、
郭
世

英
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。 

再
度
、
銭
理
群
氏
の
証
言
に
よ
れ
ば7

、 

大
学
の
反
逆
者
は
、
未
来
の
哲
学
者
の
中
よ
り
現
れ
た
。
今
日
つ
ね
に
話

題
に
登
る
の
は
、
北
京
大
学
哲
学
科
の
Ｘ
社
で
あ
る
が
、
な
か
で
も
当
時

最
も
注
目
を
集
め
た
の
が
、
そ
の
中
に
い
た
郭
沫
若
の
息
子
郭
世
英(

一
九

四
二
～
一
九
六
八)

で
あ
っ
た
。
郭
世
英
は
他
の
人
に
父
親
の
こ
と
を
、「
こ

の
社
会
を
飾
る
最
大
の
文
化
的
衝
立
て
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
た
。
郭
世

英
は
父
親
の
苦
し
い
胸
の
内
を
も
ち
ろ
ん
分
か
っ
て
い
た
が
、
彼
自
身
に

も
、
苦
し
み
や
問
題
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。「
五
四
運
動
の
頃
の
父
は
、

あ
ん
な
に
自
由
に
詩
を
書
い
て
い
た
の
に
、
今
や
ど
う
し
て
こ
う
い
う
意

思
表
現
の
自
由
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
？
」
と
考
え
た
郭
世

英
は
、
自
ら
の
サ
ー
ク
ル
の
名
を
「
Ｘ
社
」
と
し
て
い
た
が
、
こ
れ
は
戸

惑
い
を
表
す
た
め
に
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
Ｘ
と
は
未
知
数
で

あ
り
、
十
字
架
で
あ
り
、
交
差
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
疑
う
こ
と
で
あ
り
、

こ
の
世
に
い
く
ら
で
も
存
在
す
る
未
知
で
、
は
っ
き
り
と
は
つ
か
め
ぬ
問

題
を
疑
い
、
そ
し
て
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
は
彷
徨
う
こ
と
で
あ
り
、
交
差
点
に
立
ち
、
十
字
架
を

背
負
い
、
あ
て
も
な
く
彷
徨
う
こ
と
も
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

六
〇

年
代
の
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
モ
ノ
を
考
え
る
こ
と
へ
の
欲
望

と
能
力
を
ま
だ
失
っ
て
い
な
か
っ
た
大
学
生
に
共
通
し
た
苦
し
さ
が
こ
こ

に
お
よ
そ
反
映
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
彼
は
、
「
精
神
解
放
の
要
求
」
、

「
自
由
の
要
求
」
、
「
絶
対
的
真
理
の
要
求
」
と
い
う
三
つ
の
罪
で
捕
ら
え

ら
れ
て
し
ま
う
。「
精
神
」「
自
由
」「
真
理
」
が
ひ
と
し
く
罪
悪
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
、
六
〇
年
代
の
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
若
者
た
ち
へ
の

思
想
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
本
当
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
を
よ
く
説

明
し
て
く
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
最
高
幹
部
た
ち
を
激
し
く
怒
ら
せ
た

ら
し
く
、
毛
沢
東
も
「
幹
部
の
子
弟
も
ま
た
、
つ
ま
ら
ぬ
騒
ぎ
を
起
こ
し

て
い
る
。
こ
れ
は
整
頓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 

」
と
い
う
指
示
を
与
え
、

郭
世
英
を
、
最
高
幹
部
の
子
弟
に
お
け
る
反
逆
者
の
代
表
と
見
な
し
た
。

内
側
よ
り
、
し
か
も
子
や
孫
の
世
代
よ
り
起
こ
っ
た
こ
う
し
た
反
逆
は
、

強
い
警
戒
を
必
然
的
に
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
Ｘ
社
は
幹
部
子
弟

が
変
質
し
た
こ
と
の
典
型
と
な
っ
た
。
毛
沢
東
が
革
命
の
後
継
者
に
つ
い

て 

触
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。 

と
述
べ
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
息
子
が
人
質
的
な
存
在
と
な
り
、
郭
沫
若
を
苦
悶

さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。 

 

こ
の
状
況
下
で
郭
沫
若
は
、
毛
沢
東
の
い
わ
ば
付
き
人
と
な
り
、
第
四
期
郭

体
に
よ
っ
て
、
強
く
毛
沢
東
へ
の
支
持
を
表
明
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

六 
文
革
前
夜
の
郭
沫
若 

文
革
が
始
ま
る
直
前
の
一
九
六
六
年
一
月
、
中
国
科
学
院
党
組
書
記
張
勁
夫
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を
通
し
て
中
共
中
央
に
提
出
し
た
辞
表
が
却
下
さ
れ
た
後
、
北
京
大
学
に
あ
る

「
郭
沫
若
批
判
」
の
大
字
報
特 

集
欄
に
毎
日
の
よ
う
に
郭
沫
若
打
倒
を
叫
ぶ
批

判
文
が
張
り
出
さ
れ
た
。
そ
の
張
勁
夫
宛
て
の
郭
沫
若
の
手
紙
の
書
面
は
、 

張
勁
夫 
同
志 

 

本
日
、
書
面
の
形
で
わ
た
く
し
の
長
い
間
持
っ
て
い
た
個
人
的
な
願
い
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
く
し
は
耳
が
難
聴
で
す
。
最
近
視
力

も
大
変
衰
え
ま
し
た
。
科
学
院
の
仕
事
に
対
し
て
ず
っ
と
職
責
を
果
た
し

て
い
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
自
身
は
大
変
つ
ら
い
で
す
。
悔
し
い
あ
ま
り
に
、

い
つ
も
居
て
も
立
っ
て
も
居
ら
れ
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
科
学
院
の
一
切

の
職
務
（
院
長
、
哲
学
社
会
科
学
部
主
任
、
歴
史
研
究
所
所
長
、
科
学
技

術
大
学
学
長
等
）
を
辞
退
す
る
考
え
を
前
か
ら
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
か

ご
検
討
の
う
え
そ
れ
を
上
申
し
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
上
層
部
の
批
准
を

心
か
ら
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
こ
の
考
え
は
ず
い
ぶ
ん
前
か
ら
十
分
に
考

慮
を
重
ね
た
も
の
で
す
。
他
の
不
純
な
意
図
は
決
し
て
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

ど
う
か
ご
明
察
願
い
ま
す
。 

 

敬
礼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

郭
沫
若 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
六
六
年
一
月
二
七
日 

＊
原
文
は
『
郭
沫
若
書
信
集
』
（
下
）
に
よ
る
。 

＊
張
勁
夫
は
当
時
中
国
科
学
院
党
組
書
記
兼
副
院
長
を
務
め
て
い
た
。 

 

そ
し
て
四
月
十
日
、『
林
彪
同
志
委
托
江
青
同
志
召
開
的
部
隊
文
芸
工
作
座
談

会
紀
要
』
の
前
書
き
で
、 

全
党
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
の
大
旗
を
高
く
揚
げ
、
反
共
産
党
、

反
社
会
主
義
の
い
わ
ゆ
る
学
術
権
威
た
ち
の
反
動
的
な
ブ
ル
ジ
ョ
ア
立
場

を
徹
底
的
に
暴
露
し
、
学
術
界
、
教
育
界
、 

マ
ス
コ
ミ
、
文
芸
界
お
よ
び

出
版
界
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
動
思
想
を
徹
底
的
に
批
判
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
文
化
領
域
の
指
導
権
を
奪
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
を
達
成
す
る
に
は
、
ま
ず
共
産
党
内
部
、
政
府
、
軍
も
し
く
は
文
化

領
域
に
紛
れ
込
ん
だ
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
代
表
人
物
を
批
判
し
、
粛
清
せ

ね
ば
な
ら
な
い8

。 

と
書
か
れ
た
の
が
毛
沢
東
の
指
示
で
あ
る9

。 

 

さ
ら
に
そ
れ
を
受
け
て
四
月
十
四
日
、
全
人
大
常
務
委
員
会
副
委
員
長
で
あ

る
郭
沫
若
は
全
人
代
常
務
委
員
会
第
三
〇
回
会
議
で
即
席
発
言
の
形
で
自
己
批

判
を
行
っ
た
。
そ
れ
は
、 

 
 

数
十
年
来
、
ず
っ
と
ペ
ン
を
持
っ
て
も
の
を
書
き
、
そ
し
て
い
く
ら
か
翻

訳
も
し
ま
し
た
。
字
数
か
ら
言
え
ば
、
恐
ら
く
数
百
万
字
が
あ
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
日
の
基
準
を
持
っ
て
判
断
す
る
な
ら
、
以
前

書
い
た
も
の
は
、
厳
格
に
い
う
な
ら
、
全
て
焼
き
尽
く
す
べ
き
で
、
ま
っ

た
く
価
値
が
あ
り
ま
せ
ん
…
。
わ
た
く
し
は
今
労
農
兵
に
学
ぶ
べ
き
で
す
。

そ
し
て
彼
ら
を
師
と
し
て
仰
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
わ
た
く
し
は
す

で
に
七
十
い
く
つ
に
な
り
ま
し
た
が
、
志
な
ら
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
全
身
泥
ま
み
れ
、
油
汚
れ
ま
み
れ
、
そ
し
て
血
ま
み
れ
に
な
り
た

い
。
も
し
も
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
が
攻
撃
し
て
く
る
な
ら
、
彼
ら
に
向
か

っ
て
手
榴
弾
で
も
投
げ
た
い
も
の
で
す
…
。1

0 

と
い
う
内
容
で
あ
る
。 

こ
の
自
己
批
判
の
発
言
が
『
人
民
日
報
』
に
公
表
さ
れ
た
十
日
後
、
郭
沫
若

は
日
本
自
由
民
主
党
顧
問
の
松
村
謙
三
氏
一
行
と
自
宅
で
会
見
。
そ
の
際
、
な

ぜ
焚
書
の
発
言
を
し
た
の
か
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
郭
沫
若
は
書
斎
に
ず
ら

り
と
並
ん
で
い
る
書
棚
を
指
し
「
ほ
ら
、
本
は
ち
ゃ
ん
と
そ
こ
に
あ
る
ん
じ
ゃ

あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

私
は
本
を
焼
く
べ
き
だ
と
い
う
の
は
私
自
身
を
否
定
す
る

こ
と
で
、
“
鳳
凰
涅
槃(

鳳
凰
は
５
０
０
年
ご
と
に
自
ら
焼
身
し
火
の
中
か
ら
再

生
す
る)

”
と
い
う
意
味
に
す
ぎ
な
い
で
す
よ
」
と
躱
し
た
と
い
う
（
一
九
六
六
、

五
、
十
五
『
人
民
日
報
』;

王
廷
芳
「
周
総
理
和
郭
老
的
友
誼
」
）1

1

。 
因
み
に
郭
沫
若
は
、
一
九
六
六
年
一
月
か
ら
七
月
の
間
ま
で
は
、
少
な
く
と

も
幾
つ
か
の
旧
詩
を
残
し
て
い
る
。 

そ
し
て
そ
の
姿
こ
そ
が
、
図
４
と
図
５
の
第
四
期
郭
体
で
あ
り
、
郭
沫
若
は

そ
の
旧
詩
に
込
め
る
気
迫
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
第
二
期
よ
り
も
凄
ま
じ
い
も
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の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
現
象
は
、
郭
沫
若
の
矜
持
の
示
す
と
こ
ろ
と
解
釈
し
て
も
良
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。 

七 
小
結 

 
 

ー
「
文
革
」
突
入
を
前
に 

 

本
章
で
は
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
六
年
八
月
の
第
八
期
十
一
中
全
会
で

の
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
つ
い
て
の
決

定
」（
十
六
か
条
）
で
文
化
大
革
命
の
定
義
が
正
式
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
以
前
の
、

郭
沫
若
の
旧
詩
と
そ
の
書
相
を
幾
ら
か
整
理
し
た
。 

 

史
料
不
足
の
感
も
あ
り
、
本
格
的
な
分
析
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、

郭
沫
若
は
書
に
於
い
て
、
当
初
は
旧
文
化
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
に
利
用
し
、
敢

え
て
左
傾
化
と
合
流
す
る
開
き
直
り
に
よ
っ
て
、
そ
の
消
滅
に
は
抵
抗
し
て
い

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

つ
ま
り
、
従
来
の
白
話
体
様
式
、
文
語
体
様
式
の
綱
引
き
と
い
う
よ
り
も
、

社
会
主
義
運
動
が
本
格
化
す
る
中
で
、
旧
文
化
の
生
き
残
り
を
か
け
て
、
な
り

ふ
り
構
わ
ず
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
印
象
的
に
、
派
手
に
、
目
立
と
う
と
演
出

し
た
様
式
が
当
該
期
の
書
風
と
も
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

 

敢
え
て
書
法
風
格
史
的
に
言
え
ば
、「
卒
意
」
が
甚
だ
し
く
な
る
と
言
え
る
だ

ろ
う
が
、
そ
の
内
実
は
、
そ
の
よ
う
な
政
治
的
背
景
に
於
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
、
マ
ッ
ク
ス
に
至
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
は
、
総
じ
て
白
話
と
文
語
の
振
り
子
運
動
と
、
生
き

残
り
を
懸
け
て
闘
争
、
ま
た
賛
歌
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
存
在
感
あ
る
力
感

の
追
求
に
移
行
す
る
二
つ
の
流
れ
で
解
消
で
き
る
よ
う
に
思
う
。 

換
言
す
れ
ば
、
第
四
期
郭
体
か
ら
文
革
に
至
る
ま
で
の
書
は
、
権
力
に
奉
仕

す
る
一
筋
に
し
か
、
書
の
在
り
処
、
存
在
価
値
は
見
出
だ
せ
な
か
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。 

一
九
六
五
年
、
一
九
六
六
年
頃
、
ま
た
そ
の
後
の
文
革
突
入
後
の
、
郭
沫
若

の
学
術
、
文
芸
の
苦
悶
は
、
さ
ら
に
足
を
止
め
て
詳
細
に
窮
理
し
て
い
き
た
い

と
思
う
。 

                                        

          

 
1 

 

天
児
慧
『
中
華
人
民
共
和
国
史
』(

岩
波
新
書 

一
九
九
九
年) 

2 
 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

3 

注
２
参
照
。 

4 

銭
理
群
著 

; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に
よ
る 

中
華
人
民
共
和
国
史
』(

青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月) 

5 

拙
稿
「
郭
沫
若
の
大
躍
進
政
策
期
に
於
け
る
書
法
様
式
の
類
型
と
そ
の
背
景
に

つ
い
て
ー
「
漢
詩
」
の
分
析
を
中
心
と
し
た
政
治
性
及
び
建
築
と
書
法
と
の
照
合
」

(

『
京
都
語
文
』
二
五
号 

二
〇
一
七
年
十
一
月 

佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会) 

6 

武
田
泰
淳 

竹
内
実
『
毛
沢
東 

そ
の
詩
と
人
生
』(

一
九
七
一
年
七
月 

文
藝
春

秋) 
 

7 

注
４
参
照
。 

8 

一
九
六
六
年
四
月
十
八
日
『
解
放
軍
報
』
社
説
「
高
挙
毛
沢
東
思
想
偉
大
紅
旗
、

積
極
参
加
社
会
主
義
文
化
大
革
命
」
。 

9 

本
章
で
の
考
察
は
、
武
継
平
氏
の「
郭
沫
若
の
自
己
批
判
の
懸
案
」(

『
言
語
文
化

論
究
』
二
〇
号 

二
〇
〇
五
年
二
月 

九
州
大
学
大
学
院
言
語
文
化
研
究
院)

に
詳
し
く
、
参
照
さ
せ
て
頂
い
た
。 

1
0 

一
九
六
六
年
五
月
五
日
『
人
民
日
報
』
掲
載
、
郭
沫
若
署
名
文
「
向
工
農
兵
群

衆
学
習
、
為
工
農
兵
群
衆
服
務
」
。 

1
1 

「
郭
沫
若
の
自
己
批
判
」(

『
郭
沫
若
研
究
会
報
』
第
五
号 

二
〇
〇
四
年
九
月 

日
本
郭
沫
若
研
究
会) 
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第
十
七
章 

文
化
大
革
命
期
に
於
け
る
郭
沫
若
の

思
想
変
転
下
の
詩
詞
と
書 

ー
蘭
亭
論
争
の
行
方
と
毛
沢
東
と
の
関
係
に
於
け
る 

書
風
の
変
貌
を
巡
っ
て 

一 

緒
論 

一
九
六
二
年
、
八
期
十
中
全
会
の
「
資
本
主
義
復
活
の
危
険
性-

社
会
主
義
段

階
で
の
階
級
闘
争
の
必
要
性
」
と
い
う
提
起
は
、
文
芸
界
を
含
む
全
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
領
域
に
激
震
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
会
議
の
席
上
劉
建
彤
の

小
説
「
劉
志
丹
」
が
批
判
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
六
三
年
五
月
に
は
昆
曲
「
李

慧
娘
」
が
批
判
さ
れ
、
九
月
に
は
毛
沢
東
が
伝
統
演
劇
と
そ
れ
を
管
轄
す
る
文

化
部
を
「
帝
王
将
相
部
、
オ
子
佳
人
部
、
あ
る
い
は
外
国
死
人
部
だ
」
と
批
判
、

十
二
月
に
は
演
劇
以
外
の
芸
術
形
式
は
「
問
題
が
少
な
く
な
い
」、
社
会
主
義
改

造
は
「
ほ
と
ん
ど
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
」
と
批
判
す
る
「
批
示
（
文
書
に
よ

る
指
示
）
」
を
書
い
た1

。 

そ
し
て
そ
の
よ
う
な
趨
勢
の
中
、
一
九
六
三
年
一
月
元
旦
、
郭
沫
若
は
最
初

の
「
満
江
紅
」
詞
を
発
表
し
た
。 

こ
の
詞
は
、
こ
の
国
難
に
対
し
、
左
傾
路
線
に
よ
っ
て
生
じ
た
経
済
混
乱
か

ら
正
す
た
め
の
国
民
経
済
調
整
時
期
か
ら
、
六
三
年-

 

六
四
年
、
孤
立
す
る
国

際
情
勢
の
中
で
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
強
化
、
す
べ
て
を
階
級
闘
争
に
結
び
つ

け
る
「
左
傾
」
の
急
進
主
義
が
中
国
を
覆
い
、
文
革
の
思
想
的
基
盤
が
形
成
さ

れ
て
い
く
中
で
発
表
さ
れ
た
。 

因
み
に
郭
沫
若
は
一
九
六
三
年
一
月
に
「
満
江
紅 

一
九
六
三
年
元
旦
書
懐
」

を
発
表
後
も
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
四
年
ま
で
に
か
け
て
陸
続
と
「
満
江
紅
」

を
発
表
し
て
い
る
。 

ま
た
一
九
六
五
年
に
は
、
毛
沢
東
の
詩
を
書
と
し
て
、
手
掛
け
た
も
の
が
多

く
残
っ
て
い
る
の
も
特
筆
す
べ
き
事
実
で
あ
る
。 

そ
し
て
そ
の
詩
詞
の
姿
で
あ
る
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
九
六
三
年
、
特
に

一
九
六
四
年
か
ら
一
九
六
六
年
当
時
の
書
風
は
、
第
三
期
郭
体
に
再
度
、
第
二

期
的
な
裂
帛
の
気
迫
が
蘇
り
、
単
体
主
義
を
逸
脱
し
時
に
連
綿
線
が
姿
を
見
せ

る
第
四
期
郭
体
、
さ
ら
に
一
九
六
七
年
に
は
、
そ
の
強
い
気
脈
と
連
綿
運
動
が

拡
張
さ
れ
、
狂
草
風
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
は
、
第
五
期
郭
体
と
定
義
す
べ
き

も
の
と
言
え
る
だ
ろ
う
が
、
こ
の
書
風
の
変
化
と
毛
沢
東
と
の
関
係
は
密
接
に

連
関
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う2

。 

こ
れ
ら
一
九
六
三
年
以
降
に
量
産
さ
れ
る
第
四
期
郭
体
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
文
革
前
の
郭
沫
若
の
心
境
は
、
共
産
主
義
の
頌
歌
、
戦
歌
、
毛
沢
東
の
称

揚
に
限
ら
れ
て
く
る
も
の
の
、
旧
文
化
が
多
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
感
情

も
高
ぶ
っ
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。
つ
ま
り
文
革
前
に
郭
沫
若
は
、
や
は

り
毛
沢
東
に
旧
文
化
と
社
会
主
義
を
繋
ぐ
視
角
を
、
む
し
ろ
促
し
て
い
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
傍
証
と
し
て
、
郭
沫
若
は
、
自
己
批
判
を
行
っ
た
当
時
、
一
九
六
六
年

一
月
か
ら
七
月
の
間
ま
で
は
、
少
な
く
と
も
幾
つ
か
の
旧
詩
を
残
し
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

そ
し
て
そ
の
姿
こ
そ
が
、
真
正
の
第
四
期
郭
体
で
あ
り
、
郭
沫
若
が
そ
の
旧

詩
に
込
め
る
気
迫
は
衰
え
る
ど
こ
ろ
か
、
第
三
期
よ
り
復
古
し
、
そ
の
第
二
期

よ
り
も
凄
ま
じ
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
、
郭
沫

若
の
矜
持
の
示
す
と
こ
ろ
と
解
釈
し
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。 

ま
た
一
九
六
五
年
六
月
、
雑
誌
『
文
物
』
に
発
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の
「
王
謝

墓
誌
の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
は
、
文
章
と
筆
跡
の
両
面
か
ら
「
蘭

亭
序
」
が
王
羲
之
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
否
定
。
一
九
四
五
年
以
後
、
頌
歌
中

心
、
取
り
分
け
一
九
六
三
年
ご
ろ
か
ら
、
毛
沢
東
へ
の
賛
歌
が
目
立
つ
よ
う
に

な
っ
た
中
で
の
こ
の
論
は
、「
唯
物
史
観
の
問
題
、
主
に
階
級
闘
争
の
問
題
」
と

し
て
、
学
術
問
題
か
ら
政
治
問
題
へ
と
波
及
を
み
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

 



229 
 

本
章
で
は
、
以
上
の
流
れ
を
踏
ま
え
、
一
九
六
六
年
八
月
の
第
八
期
十
一
中

全
会
で
の
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
つ
い

て
の
決
定
」（
十
六
か
条
）
で
文
化
大
革
命
の
定
義
が
正
式
に
明
ら
か
に
さ
れ
る

頃
の
、
郭
沫
若
の
旧
詩
と
そ
の
書
相
を
幾
ら
か
整
理
し
た
。 

 

つ
ま
り
郭
沫
若
は
文
革
前
夜
ま
で
は
旧
文
化(

旧
詩
・
書)

に
よ
っ
て
、
来
た

る
べ
き
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大
革
命
に
対
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
左
袒
し

つ
つ
も
、
旧
文
化
の
面
で
は
そ
の
在
処
を
探
っ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

現
象
的
に
は
文
革
当
初
、
一
九
六
六
年
時
は
第
四
期
郭
体
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に

一
九
六
七
年
時
に
は
毛
沢
東
風
の
狂
草
様
式
、
第
五
期
郭
体
に
よ
っ
て
、
書
の

表
出
を
演
じ
て
い
る
。 

 

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
、
如
何
に
解
釈
す
べ
き
か
を
問
う
こ
と
が
、
本
稿

の
中
心
命
題
で
あ
る
。 

       
 

 

二 

一
九
六
五
年
か
ら
一
九
六
六
年
に
か
け
て
の 

郭
沫
若
の
漢
詩
と
書 

一
九
六
五
年
六
月
、
雑
誌
『
文
物
』
に
発
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の
「
王
謝
墓
誌

の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
は
、
文
章
と
筆
跡
の
両
面
か
ら
「
蘭
亭

序
」
が
王
羲
之
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
た
が
、
そ
の
論
が
書
か
れ
た
日

付
け
は
一
九
六
五
年
三
月
三
一
日
で
あ
る
。 

こ
の
論
は
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
唯
物
史
観
の
問
題
、
主
に
階
級
闘
争

の
問
題
」
と
し
て
、
学
術
問
題
か
ら
政
治
問
題
へ
と
波
及
を
み
せ
る
が
、
こ
れ

を
文
革
の
予
兆
と
見
做
す
見
解
が
既
に
提
出
さ
れ
て
い
る3

。 

さ
ら
に
文
革
が
始
ま
る
直
前
の
一
九
六
六
年
一
月
二
七
日
、
中
国
科
学
院
党

組
書
記
張
勁
夫
を
通
し
て
中
共
中
央
に
提
出
し
た
辞
表
が
却
下
さ
れ
た
後
、
北

京
大
学
に
あ
る
「
郭
沫
若
批
判
」
の
大
字
報
特 

集
欄
に
毎
日
の
よ
う
に
郭
沫
若

打
倒
を
叫
ぶ
批
判
文
が
張
り
出
さ
れ
た
。 

 

ま
た
四
月
十
四
日
、
全
人
大
常
務
委
員
会
副
委
員
長
で
あ
る
郭
沫
若
は
全
人

代
常
務
委
員
会
第
三
〇
回
会
議
で
も
即
席
発
言
の
形
で
自
己
批
判
を
行
っ
た
。 

し
か
し
、
郭
沫
若
は
、
一
九
六
六
年
一
月
か
ら
七
月
の
間
ま
で
は
、
少
な
く

と
も
幾
つ
か
の
旧
詩
を
残
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
留
意
さ
れ
た
い
。 

 

文
革
後
、
一
九
六
〇
年
代
の
詩
詞
を
表
に
す
る
。 
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日時 詞詩名 　詞・　詩 内容 書の有無

1966年8月16日 访鞍钢 水调歌头 詞 頌歌

8月19日
上海百万人大游行庆祝文化
大革命 水调歌头

詞 頌歌

9月5日 读毛主席的第一张大字报 詞 頌歌

炮打司令部 水调歌头

9月9日 文革水调歌头 詞 頌歌

10月1日 国庆水调歌头 詞 頌歌

10月12日 长征红卫队水调歌头 詞 戦歌

10月28日 导弹核武器试验成功 詞 戦歌

10月31日 蔡永祥    水调歌头 詞 弔詞

11月28日 大民主   水调歌头 詞 頌歌

12月29日 新核爆  水调歌头 詞 戦歌

1967年6月19日 第一颗氢弹爆炸水调歌头 詞 戦歌

6月30日 纪念党的生日 沁园春 詞 頌歌

8月20日 亿延安大学 念奴娇 詞 頌歌

8月22日
参观北京市聋哑治疗语言训
练班    念奴娇

詞 頌歌

9月21日 科大大联合 满江红 詞 頌歌

1968年1月12日 考察须弥 沁园春 詞 頌歌

2月14日 登采石矶太白楼 水调个头 詞 頌歌

3月3日 科技大学成立革命委员会 詞 頌歌 ●

沁园春

9月28日 毛主席去安源 满江红 詞 頌歌

向工人阶级致敬 满红江 詞 頌歌

12月28日 迎接一九六九年 沁园春 詞 頌歌

1969年4月 满红江三首 詞 頌歌

庆祝九大开幕 詞 頌歌

歌颂九大路线 詞 頌歌

庆祝九大闭幕 詞 頌歌

1969年9月9日 西江月 二首 詞 頌歌

献给地震预报战线上的同志
们

 

三 

近
似
す
る
よ
う
に
な
る 

毛
沢
東
の
書
と
の
関
係 

Ａ 

毛
沢
東
の
生
涯
と
初
期
の 

詩
詞
と
書 

 

こ
こ
で
毛
沢
東
の
人
物
と
詩
詞
及

び
書
に
就
い
て
、
一
瞥
し
て
お
き
た

い
。 毛

沢
東(

一
八
九
三
ー
一
九
七
六)

。

中
国
の
政
治
家
・
思
想
家
。
湖
南
省

湘
潭
県
の
人
。
中
国
共
産
党
の
最
高

指
導
者
と
し
て
、
中
国
革
命
を
最
終

的
勝
利
に
導
き
、
中
華
人
民
共
和
国

の
建
国
、
さ
ら
に
は
文
化
大
革
命
を

発
動
し
た
中
国
の
革
命
家
。 

毛
沢
東
は
一
般
的
に
詩
よ
り
も
詞

を
得
意
と
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
つ
い
て
は
後
章
で
言
及
す
る

が
、
そ
の
書
相
に
つ
い
て
は
、
図
１

に
見
え
る
よ
う
に
、
建
国
前
の
資
料

は
、
便
箋
の
類
に
書
か
れ
て
い
る
。

図
１
の
便
箋
に
は
、
第
十
八
集
団
重

慶
辨
事
處
と
あ
り
、
こ
れ
が
、
最
も

確
証
の
あ
る
史
料
と
言
え
る
。 

 

一
九
四
五
年
年
八
月
十
四
日
、
日

本
が
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
連
合
国
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側
に
通
告
、
八
月
十
五
日
に
終
戦
を
迎
え
た
（
日
本
の
降
伏
）。
同
二
八
日
か
ら
，

第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
の
中
国
政
局
の
収
拾
と
国
共
関
係
の
調
整
と
を
目
的

と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の 

P
.
J.

ハ
ー
レ
ー
大
使
の
仲
介
の
も
と
に
蒋
介
石
と
毛
沢

東
は
重
慶
で
会
談
し
、
国
共
和
平
・
統
一
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た(

蒋
毛
重
慶

会
談)

。
そ
の
時
、
延
安
か
ら
駆
け
付
け
た
毛
沢
東
を
旧
知
の
詩
人
柳
亜
子
が
宿

舎
を
訪
ね
、
自
作
の
詩
を
送
り
、
こ
れ
に
対
し
て
毛
沢
東
は
、
こ
の
「
沁
園
春

雪
」
詞
を
贈
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

こ
の
手
帳
に
書
き
付
け
た
よ
う
な
詞
の
書
は
、
草
卒
に
書
か
れ
、
後
に
見
ら

れ
る
よ
う
な
過
剰
な
演
出
は
ま
だ
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
当
時
期
に
於
い
て
も
、

毛
沢
東
は
日
常
的
に
行
草
書
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
、
そ
の
教
養
が
あ

っ
た
こ
と
と
、
他
の
共
産
党
革
命
闘
士
同
様
、
科
挙
文
字
と
は
隔
絶
し
た
、
自

分
の
癖
字
を
肯
定
し
て
い
た
こ
と
は
了
解
さ
れ
よ
う
。
屈
託
の
な
い
明
る
さ
、

憂
い
を
感
じ
さ
せ
な
い
線
質
が
毛
の
持
ち
味
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

Ｂ 

書
品
「
長
征
論
」
論 

近
現
代
の
東
ア
ジ
ア
史
を
俯
瞰
し
た
時
、
そ
れ
は
戦
国
時
代
さ
な
が
ら
の
、

「
戦
争
」
の
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
群
雄
割
拠
す
る
時
代
に
於
い
て
大
陸
の
勝
利

者
た
り
え
た
の
が
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
、
つ
ま
り
は
中
国
共
産
党
で
あ

る
が
、
そ
の
勝
利
へ
の
一
つ
の
転
機
と
さ
れ
た
の
が
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
年
）

か
ら
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
年
）
に
か
け
て
の
所
謂
「
長
征
」
で
あ
る
。 

 

そ
の
内
実
は
中
国
国
民
党
軍
の
包
囲
掃
蕩
作
戦
に
よ
り
根
拠
地
の
撤
退
を
迫

ら
れ
、
行
っ
た
脱
出
作
戦
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
湖
南
省
江
西
省
の
根
拠
地
か

ら
陝
西
省
北
部
ま
で
の
十
一
省
を
踏
破
す
る
「
二
万
五
千
里
」
の
行
軍
は
、
敵

の
追
尾
軍
か
ら
逃
れ
、
敵
の
封
鎖
線
を
突
破
し
、
大
自
然
の
険
阻
難
関
を
越
え
、

指
導
内
部
の
対
立
と
分
裂
を
経
て
、 

兵
力
を
十
分
の
一
に
失
う
、
受
難
の
行
程

で
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
長
征
は
教
訓
と
さ
れ
、
後
に
中
国
共
産
党
は
一
九
八

六
（
昭
和
六
一
年
）
の
五
〇
周
年
記
念
の
講
話
で
、
長
征
精
神
を
「
革
命
理
論

と
革
命
事
業
に
対
す
る
無
比
の
忠
誠
心
」「
犠
牲
を
畏
れ
ず
敢
え
て
勝
利
し
、
楽

観
に
満
ち
た
、
一
往
無
前
の
英
雄
的
気
概
」「
大
局
を
考
慮
し
、
規
律
を
厳
守
し
、

緊
密
に
団
結
す
る
高
尚
な
品
徳
」「
民
衆
と
連
携
し
、
艱
苦
奮
闘
、
誠
心
誠
意
人

民
に
奉
仕
す
る
崇
高
な
思
想
」
と
長
征
神
話
と
し
て
総
括
す
る
に
至
っ
た4

。 

 

ま
た
長
征
途
上
の
一
九
三
五
（
昭
和
十
年
）、
貴
州
省
遵
義
県
で
行
わ
れ
た
遵

義
会
議
で
は
、
派
閥
闘
争
の
勝
利
に
よ
る
と
こ
ろ
の
「
中
央
三
人
組
」
、 

毛
沢

東
、
張
聞
天
、
王
稼
祥
に
権
力
が
移
行
、
毛
沢
東
の
党
内
影
響
力
を
大
き
く
伸

長
さ
せ
た
こ
と
は
否
め
な
い
だ
ろ
う
。
図
２
の
書
は
、
ま
さ
に
そ
の
長
征
詩
で

あ
る
。 

 

紅
軍
不
怕
遠
征
難 

萬
水
千
山
只
等
閒 

五
嶺 

逶
迤
騰
細
浪 

烏
蒙
磅
礴
走
泥
丸 

金
沙
水
拍 

雲
崖
暖 

大
渡
橋
橫
鉄
索
寒 

更
喜
岷
山
千
里 

雪 

三
軍
過
後
盡
開
顔 

(

大
意)

中
国
赤
軍
は
長
征
が
ど
ん
な
に
困
難
で
あ
ろ 

 

う
と
お
そ
れ
は
し
な
い
。
け
わ
し
い
山
、
急
な 

河
が
い
く
つ
も
前
途
に
待
っ
て
い
る
の
を
、
ま 

る
で
平
坦
な
道
で
も
い
く
よ
う
に
、
平
然
と
通 

り
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。 

五
嶺
の
山
々
は
う
ね
う 

ね
と
幾
重
に
も
つ
づ
く
が
、
赤
軍
の
眼
に
は
小 

さ
な
波
が
た
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
烏
蒙
の 

雄
大
な
山
厳
は
も
の
す
ご
い
勢
い
を
も
っ
て
そ 

び
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
、
こ
ろ
が
っ
て
い 

図 1 

図 2 
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く
泥
の
弾
丸
の
描
く
線
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い 

。
金
沙
江
の
急
流
の

ぶ
つ
か
る
断
崖
は
、
高
く
そ
び
え
て
雲
が
か
か
り
、
暑
い
こ
と
は
暑
い

が
、
ま
あ
暖
い
程
度
と
で
も
い
っ
て
お
こ
う
。
そ
の
さ
き
、
大
渡
河
に

は
橋
が
か
か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
鎖
だ
け
で
、
急
流
の
う
え
に
、
高

く
か
か
る
鉄
の
鎖
は
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。 

岷
山
の
ど
こ
ま
で
も
つ
づ

く
雪
景
色
を
賞
で
な
が
ら
、
長
征
の
最
後
の
難
所
を
、
わ
が
赤
軍
の
兵

士
た
ち
は
つ
い
に
歩
き
き
っ
た
。
難
所
を
す
ぎ
て
、
い
ま
兵
士
た
ち
の

顔
は 

ひ
と
り
残
ら
ず
笑
っ
て
い
る
。5 

 

こ
の
詩
文
は
、
一
九
三
五
年
十
月
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
の
行
軍
の
美
化
、

来
る
時
代
を
予
知
し
、
事
実
を
捏
造
す
る
創
造
力
の
産
物
に
他
な
ら
な
い
。
こ

の
よ
う
な
「
詩
文
」「
書
」
の
力
量
は
ゆ
く
ゆ
く
三
人
組
の
中
で
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を

掌
握
し
た
、
毛
沢
東
の
政
治
力
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の
書
は
、
党
の
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
だ
け
で
は
な
く
、
毛
の
内
部
闘
争
の
勝
利
宣
言
と
し
て
の
意
味
を
蔵
し

て
い
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
詩
も
七
言
律
詩
、
平
起
式
で
平
仄
、
押
韻
と
も
乱
れ
は
な
い
。
毛
は
現

代
詩
だ
け
で
な
く
、
近
体
詩
に
も
習
熟
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
そ

の
戦
時
に
於
い
て
作
ら
れ
た
多
数
の
書
に
よ
っ
て
、
毛
が
曹
操
以
来
の
「
槊
を

横
た
え
て
詩
を
賦
す
」
の
精
神
を
継
承
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。 

そ
し
て
そ
の
筆
勢
溢
れ
ん
ば
か
り
の
書
の
佇
ま
い
は
、
郷
里
の
先
輩
、
狂
草

の
名
手
と
し
て
名
高
い
懐
素
を
拠
り
所
と
し
て
い
る
と
い
う
説
が
既
に
提
出
さ

れ
て
い
る
が6

、
そ
の
詩
の
「
興
」
の
在
処
は
、
僧
の
禅
味
と
は
か
け
離
れ
た
政

治
性
に
あ
る
と
こ
ろ
が
、 

根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
六
朝
貴
族
趣
味
か
ら
の

解
放
の
意
味
を
有
し
て
い
た
懐
素
と
は
違
い
、
儒
教
道
徳
か
ら
の
解
放
、
伝
統

文
化
に
依
っ
て
抑
圧
さ
れ
た
感
情
の
解
放
、
来
る
共
産
主
義
の
実
現
を
謳
歌
す

る
か
如
く
「
天
真
」
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
姿
は
沈
鬱
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
、
歓

喜
を
感
じ
さ
せ
る
禅
味
を
抜
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
書
で
あ
る
。 

ま
た
こ
の
詩
作
は
、
一
九
三
五
年
の
作
で
あ
る
が
、
こ
の
書
の
款
記
に
は
、

一
九
六
二
年
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
過
剰
な
演
出
の
一
群
の
書
は
、
建
国
以
後

再
度
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
性
格
を
担
っ
て
書
さ
れ
た
も
の
と
推
察
で
き
、
管
見

で
は
、
大
躍
進
政
策
の
失
敗
に
よ
る
失
脚
時
期
、
一
九
六
一
年
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。 

た
だ
し
、
こ
の
仮
説
に
は
幾
つ
か
の
反
証
が
想
起
さ
れ
る
。 

一
つ
目
は
、
款
記
は
後
に
、
詞
が
作
ら
れ
た
時
期
と
し
て
挿
入
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
、
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代
に
手
帳
の
類
に
も
回
想
と
し
て
書
か
れ
て
い

た
と
い
う
説
。
二
つ
目
は
、
横
幅
の
演
出
の
書
に
も
一
九
二
〇
年
代
の
年
紀
が

書
か
れ
て
お
り
、
一
九
六
一
年
以
後
と
断
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
説
で
あ
る
。 

一
つ
目
の
説
に
つ
い
て
は
、
そ
の
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
が
、
図
一
の
確

た
る
史
料
の
示
す
よ
う
に
、
や
は
り
戦
中
は
手
帳
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
方
が

妥
当
で
あ
り
、
二
つ
目
の
年
紀
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
と
記
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
前
半
部
の
題
名
の
横
に
挿
入
さ
れ
、
図
二
の
よ
う
に
款
記
と
し
て
、

末
尾
に
記
さ
れ
て
い
な
い
と
言
う
こ
と
が
、
区
別
の
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

つ
ま
り
、
手
帳
の
一
九
二
〇
年
代
の
款
記
の
書
は
、
一
九
五
〇
、
六
〇
年
代

に
書
か
れ
た
と
は
い
え
、
戦
時
中
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
さ

ら
に
、
演
出
型
の
横
幅
は
一
九
六
一
年
以
後
の
款
記
が
殆
ど
で
あ
り
、
一
九
二

〇
年
代
の
年
紀
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
書
さ
れ
る
位
置
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り
、
演
出
型
の
横
幅
は
、
失
脚
時
の
挽
回
期
に
求
め
た
い
。 

そ
の
当
時
一
九
六
二
年
五
月
毛
沢
東
は
、
先
章
で
も
見
た
よ
う
に
蒋
介
石
上
陸

に
備
え
る
よ
う
人
民
解
放
軍
参
謀
長
に
指
示
し
た
後
、「
敵
が
少
し
く
ら
い
暴
れ

て
く
れ
た
ほ
う
が
逆
に
良
い
」
と
い
う
一
言
を
残
し
、
孟
子
の
言
葉
を
さ
ら
に

引
用
し
て
「
憂
患
に
生
き
、
安
楽
に
死
し
、
敵
国
外
患
無
く
ば
、
国
恒
に
亡
ぶ
」、

つ
ま
り
多
難
の
と
き
こ
そ 

邦
上
の
振
興
を
図
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
語
を

信
じ
て
い
た
。
ま
た
毛
沢
東
は
一
九
六
四
年
、
外
国
の
共
産
党
指
導
者
に
向
か

っ
て
、「
私
は
こ
こ
数
年
は
さ
ほ
ど
気
分
が
優
れ
な
か
っ
た
が
、
闘
争
が
ひ
と
た

び
始
ま
る
や
意
気
高
揚
と
し
て
き
た
」
と
語
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
一
九
六
二
年
年

末
か
ら
翌
一
九
六
三
年
年
初
に
か
け
て
、
毛
沢
東
は
詩
興
が
大
き
く
振
る
う
よ

う
に
な
り
、
立
て
続
け
に
二
篇
の
詩
を
書
き
上
げ
て
い
る
。 

例
え
ば
「
冬
雲
」
詩
は
一
九
六
二 

年
一
二
月
二
六
日
、
六
九
歳
の
誕
生
日
を
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迎
え
た
際
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一
つ
の
詩
は
「
満
江
紅
」
と
題
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
内
容
か
ら
少
な
く
と
も
一
九
六
三
年
の
年
初
に
毛
沢

東
の
方
針
が
す
で
に
固
ま
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
際
、
国

内
双
方
で
全
面
的
な
階
級
闘
争
を
開
始
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。 

毛
は
当
時
の
情
勢
に
あ
っ
て
、
書
に
よ
っ
て
民
意
の
鼓
舞
、
宣
伝
役
を
も
担

当
、
新
様
式
を
確
立
、
郭
沫
若
も
そ
こ
に
自
身
の
詩
と
書
の
在
処
を
求
め
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

四 

文
革
前
夜
と
書
の
在
処 

毛
沢
東
の
提
倡
し
た
大
躍
進
政
策
が
失
敗
し
、
三
年
続
き
の
自
然
災
害
と
ソ

連
と
の
対
立
も
重
な
っ
た
結
果
、
数
千
万
人
の
餓
死
者
を
出
し
た
。
一
九
五
九

年
、

毛
沢
東
は
政
策
失
敗
を
認
め
て

国
家
主
席
を
辞
任
し
、
実
質
的
な
権

力
を
一
時
的
に
失
い
経
済
は
調
整
局

面
に
突
入
し
た
。 

経
済
の
第
一
線
を
退
い
た
毛
沢
東

は
政
治
面
で
の
反
撃
に
移
り
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
階
級
と
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級

の
間
の
階
級
闘
争
、
社
会
主
義
と
資

本
主
義
と
い
う
二
つ
の
道
が
存
在
す

る
と
し
て
、
階
級
闘
争
が
強
調
さ
れ

て
い
っ
た
文
化
大
革
命
前
夜
の
詩
が

次
の
詩
で
あ
る
。 

や
が
て
起
こ
る
文
化
大
革
命
で
は
、

毛
沢
東
に
反
対
す
る
立
場
を
取
っ
て

国
家
の
運
営
を
任
さ
れ
た
劉
少
奇
や

鄧
小
平
ら
は
、「
実
権
派
」
と
し
て
つ

い
に
打
倒
さ
れ
た
。 

こ
の
図
３
の
作
品
、「
和
郭
沫
若
同

志
詞
（
満
江
紅
・
一
九
六
三
年
元
旦
書
懐
に
唱
和
す
る)

」
は
、
文
化
大
革
命
を

発
動
す
る
直
前
の
毛
沢
東
の
心
境
が
よ
く
分
か
る
詩
で
あ
る
。 

 

小
小
寰
球 

有
幾
個
蒼
蠅
碰
壁 

嗡
嗡
叫 

幾
声
凄
厲 

幾
声
抽
泣 

螞
蟻
縁
槐
誇
大
国 

蚍
蜉
撼
樹
談
何
易 

正
西
風
落
葉
下
長
安 

飛
鳴

鏑 

多
少
事 

従
来
急 

天
地
転 

光
陰
迫 

一
万
年
太
久 

只
争
朝

夕 

四
海
翻
騰
雲
水
怒 

五
洲
震
盪
風
雷
激 

要
掃
除
一
切
害
人
蟲 

全
無
敵 

(

大
意)

小
さ
な
地
球
の
う
え
で
、
ま
し
て
極
微
極
小
な
ハ
エ
が
何
匹
か
壁
に

頭
を
ぶ
つ
け
て
（
出
口
も
わ
か
ら
ず
）
ブ
ン
ブ
ン
い
っ
て
い
る
。
か
す

か
に
た
て
る
音
は
淋
し
げ
で
あ
り
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
泣
い
て
い
る
。 

蟻
が

槐
の
樹
に
孔
を
あ
け
て
大
国
だ
と
威
張
っ
て
も
、
大
蟻
が
樹
を
ゆ
さ
ぶ

る
と
わ
め
い
て
も
、
口
で
大
言
壮
語
す
る
の
は
た
易
い
こ
と
だ
。
い
ま

や
西
風
に
落
葉
は
し
き
り
と
長
安
に
散
り
し
き
（
帝
国
主
義
者
。
反
動 

派
の
没
落
は
あ
い
つ
ぎ
）
、
そ
の
落
葉
を
射
る
よ
う
に
鳴
鏑
の
矢
が
、
勇

ま
し
く
発
射
さ
れ
飛
ん
で
い
く
（
わ
れ
わ
れ
の
革
命
の
宣
言
は
発
せ
ら

れ
、
た
た
か
い
は
始
ま
っ
た 

）
。
い
く
つ
か
の
事
は
、
こ
れ
ま
で
も
解

決
が
急
が
れ
た
。
天
地
は
転
回
し
、
時
間
は
一
刻
一
刻
と
迫
る
。
一
万

年
か
け
て
歴
史
に
結
論
を
ゆ
だ
ね
た
い
が
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
時
間

が
か
か
り
す
ぎ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
一
日
半
日
を
争
う
ほ
か

は
な
い
。
四
海
は
わ
き
た
ち
、
雲
も
水
も
怒
っ
て
い
る
。
五
大
洲
は
激

し
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
、
暴
風
と
雷
鳴
が
激
し
い
。
一
切
の
、
人
（
人
民 

）

を
害
す
る
虫
（
帝
国
主
義
・
反
動
派 

）
を
き
れ
い
に
除
去
し
よ
う
。
こ

の
（
革
命
的
人
民
に
よ
う
）
た
た
か
い
は
天
下
無
敵
で
あ
る
。7 

 
ま
さ
に
毛
沢
東
の
書
技
の
力
量
が
、
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た
、
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
な
絶
叫
の
書
と
言
え
る
。 

因
み
に
郭
沫
若
の
原
詞
「
満
江
紅
・
一
九
六
三
年
元
旦
書
懐
」
は
、 

滄
海
横
流 

方
顕
出 

英
雄
本
色 

人
六
億 

加
強
団
結 

堅
持
原
則 

図 3 
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図４ 

図 ５ 

天
垮
下
来
擎
得
起 

世
披
靡
矣
扶
之
直 

聴
雄
鶏
一
唱
遍
寰
中 

東
方
白

太
陽
出 

氷
山
滴 

真
金
在 

豈
銷
鑠 

有
雄
文
四
巻 

為
民
立
極 

桀

犬
吠
尭
堪
咲
止 

泥
牛
入
海
無
消
息 

迎
東
風
革
命
展
紅
旗 

乾
坤
赤 

で
あ
る
。 

な
お
、
郭
沫
若
は
一
九
五
七
年
の
反
右
派
闘
争
以
降
、
毛
沢
東
に
迎
合
す
る

よ
う
に
な
り
、
一
九
六
六
年
か
ら
の
文
化
大
革
命
発
動
後
に
は
、「
私
が
以
前
に

書
い
た
全
て
の
も
の
は
、
全
て
焼
き
捨
て
る
べ
き
で
、
少
し
の
価
値
も
無
い
」

と
の
自
己
批
判
を
行
い
、
一
層
毛
沢
東
に
迎
合
す
る
度
合
い
を
高
め
て
い
っ
た
。 

図
４
・
５
の
作
品
は
、

先
の
毛
沢
東
詩
と
こ
の
自

作
詩
を
書
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
と
も
に
一
九
六
七

年
の
作
で
あ
る
。
ま
た
そ

の
書
風
も
所
謂
「
郭
体
」

で
は
な
く
、
毛
沢
東
が
基

盤
に
し
た
懐
素
風
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
を
第
五
期

郭
体
と
定
義
し
た
い
。 

 

当
時
文
革
の
時
代
に
あ

っ
て
、
郭
沫
若
は
毛
沢
東

に
同
化
し
、
す
り
寄
っ
て

ゆ
く
姿
が
そ
の
書
か
ら
も

看
取
さ
れ
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五 

蘭
亭
論
争
時
の 

 
 

漢
詩
と
書 

郭
沫
若
は
、
一
九
六
五

年
三
月
三
一
日
、
北
京
に

て
「
王
謝
墓
誌
の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
を
書
き
上
げ
た
。
そ
し

て
一
九
六
五
年
六
月
に
雑
誌
『
文
物
』
に
発
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の
「
王
謝
墓
誌

の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
に
対
し
て
、
翌
月
七
月
か
ら
論
争
が
開

始
さ
れ
る
。 

そ
の
六
月
、
郭
沫
若
は
、
広
州
、
江
西
に
視
察
に
赴
い
て
い
る
。
郭
沫
若
は
、

当
時
広
州
で
、
図
６
の
よ
う
に
蘭
亭
序
を
書
し
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に
は
、(

図

七) 一
九
六
五
年
六
月
十
二
日
夜
書
於
広
州
白
雲
山
山
荘
客
舎
之
山
水
相
逢
處 

羅
培
元
同
志
以
韓
珠
舩
旧
蔵
定
武
蘭
亭
影
印
本
贈
書
此
以
報
之 

 

郭
沫
若
補
注
於
汕
頭 

一
九
六
五
年
六
月
十
八
日
晨 

と
あ
る
よ
う
に
、
羅
培
元
か
ら
贈
ら
れ
た
定
武
蘭
亭
に
対
す
る
返
礼
と
し
て
書

し
た
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

そ
の
定
武
蘭
亭
に
つ
い
て
、「
王
謝
墓
誌
の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」

の
中
で
の
言
及
を
敢
え
て
探
せ
ば
、
そ
の
蘭
亭
偽
作
説
の
論
拠
と
な
っ
た
李
文

田
の
書
論
が
、
定
武
蘭
亭
の
跋
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。 

図 6 
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そ
し
て
、
そ
の
郭
沫
若
の
蘭
亭
の
書
風
を
分
析
す
る
と
、
そ
の
用
筆
は
直
筆
で

書
か
れ
、
文
字
の
配
置
も
実
物
と
違
う
部
分
が
多
い
。
ま
さ
に
偽
作
蘭
亭
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。 

例
え
ば
、
二
行
目
か
ら
行
数
が
変
化
し
、
蘭
亭
実
物
四
行
目
の
「
崇
山
」
は
、

書
き
込
み
に
な
っ
て
い
な
い
。
実
物
十
三
行
の
「
因
」
の
訂
正
も
無
視
さ
れ
、

十
七
行
目
の
「
向
之
」
部
の
上
塗
り
も
な
さ
れ
ず
、
二
一
行
目
「
痛
」
の
上
書

き
、
二
五
行
目
の
塗
り
つ
ぶ
し
、「
夫
」
の
上
書
き
も
無
視
さ
れ
、
最
終
行
の
「
於
」

は
、
書
き
込
み
扱
い
に
さ
れ
、「
文
」
の
上
書
も
ま
た
無
視
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

文
字
の
用
筆
も
臨
書
と
い
え
な
い
よ
う
な
独
自
の
書
風
で
書
か
れ
た
と
こ
ろ
も

随
所
に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
は
、
蘭
亭
序
へ
の
軽
視
、
偽
作
と
は
こ
う
い
う
も

の
だ
と
言
わ
ん
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

ま
た
当
時
の
漢
詩
の
書
と
比
較
す
る
と
、
前
章
で
見
た
毛
沢
東
詩
の
書
は
従

来
通
り
の
第
四
期
郭
体
の
佇
ま
い
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
蘭
亭
論
争
に
拠

っ
て
、
郭
体
の
書
風
が
変
貌
す
る
よ
う
な
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
む
し
ろ
そ
の
書
風
は
、
郭
沫
若
の
郭
体
作
品
の
側
款
の
趣
に
似
て
い
る

と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

換
言
す
れ
ば
、
蘭
亭
論
争
と
は
、
反
動
派
を
炙
り
出
さ
ん
為
の
仕
掛
け
、
政

策
に
過
ぎ
ず
、
自
身
の
書
と
は
直
接
的
な
関
係
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

六 

郭
沫
若
の
『
蘭
亭
偽
作
説
』
に
纏
わ
る
政
治
的
背
景
と
書
論
史
的

考
察
の
た
め
の
基
礎
整
理 

一
九
六
五
年
六
月
、
雑
誌
『
文
物
』
に
発
表
さ
れ
た
郭
沫
若
の
「
王
謝
墓
誌

の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
は
、
書
論
と
言
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
政
治

問
題
と
さ
れ
た
、
歴
史
上
稀
な
現
象
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
学
問

は
そ
の
背
後
に
あ
る
思
想
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
連
関
し
て
お
り
、
延
い
て
は
国

体
の
問
題
へ
と
波
及
す
る
可
能
性
を
常
に
蔵
し
て
い
る
。 

 

書
と
書
論
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
、
概
ね
平
和
を
期
し
て
時
の
宮
廷
趣
味
に
奉

仕
す
る
こ
と
が
多
く
、
時
に
そ
の
腐
敗
に
抵
抗
す
る
も
の
の
、
こ
の
場
合
も
共

産
党
と
い
う
現
代
宮
廷
に
奉
仕
し
た
論
説
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 

ま
た
本
章
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
中
国
政
治
文
化
史
を
書
論
に
纏
わ
る
具
体

的
な
言
説
を
精
査
に
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
人
的
蠢
き
、
つ
ま
り
政

治
史
を
垣
間
見
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
そ
の
書
論
の
是
非
を
問
う
こ

と
は
、
二
義
的
で
あ
る
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
き
た
い
。 

 

と
こ
ろ
で
、
従
来
の
本
邦
で
の
研
究
で
は
、
当
論
に
関
し
て
主
に
学
術
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
の
論
考
が
多
数
を
占
め
る
。
主
だ
っ
た
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、 

・ 

小
南
一
郎
「
蘭
亭
論
争
を
め
ぐ
っ
て
」
『
書
論
』
第
三
号 

一
九
七
三
年 

・ 

高
橋 

健
三
「
李
文
田
、
郭
沫
若
の
「
蘭
亭
」
偽
作
説
を
め
ぐ
る
一
小
論
―

書
体
の
変
遷
を
追
っ
て
」 

『
櫻
美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』
十
九
号 

一

九
九
四
年 

・ 

村
上 

幸
造
「
押
韻
か
ら
見
た
蘭
亭
詩
―
蘭
亭
叙
の
偽
作
説
に
関
連
し
て
」

『
大
阪
工
業
大
学
紀
要 

人
文
社
会
篇
』
第
三
七
巻
一
号 

一
九
九
二
年  

・ 
井
田
有
哉
「
王
羲
之
書
『
蘭
亭
序
』
の
偽
作
説
考
」
『
帝
京
国
文
学
』
第
七

号 
二
〇
〇
〇
年 

・ 

菅
野
智
明
『
近
代
碑
学
の
書
論
史
的
研
究
』
研
文
出
版 

二
〇
一
一
年 

図 7 



236 
 

・ 

魚
住
和
晃
『
書
聖 

王
羲
之
』
岩
波
書
店 

二
〇
一
三
年 

等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。 

 
そ
し
て
、
そ
の
郭
沫
若
の
蘭
亭
論
、
さ
ら
に
そ
れ
に
纏
わ
る
論
争
の
論
文
に

つ
い
て
の
邦
訳
は
、 

・ 

谷
川
鉄
雄
・
佐
々
木
猛
『
蘭
亭
序
論
争
訳
注
』
中
央
公
論
美
術
出
版 

一
九

九
三
年 

が
あ
る
が
、
郭
沫
若
に
対
し
て
最
も
存
在
感
を
示
し
た
論
敵
、
高
二
適
の
「『
蘭

亭
序
』
の
真
偽
駁
議(
《
兰
亭
序
》
的
真
伪
驳
议)

」
の
訳
は
、
何
故
か
な
さ
れ

て
い
な
い
。 

七 

蘭
亭
論
争
を
取
り
巻
く
人
間
関
係 

ー
支
持
者
と
反
駁
者
の
整
理 

 

本
章
で
は
、
そ
の
蘭
亭
論
争
を
年
代
順
に
一
覧
し
、
そ
の
大
要
を
確
認
し
た

い
。 

一
九
六
五
年 

 

こ
の
郭
沫
若
の
論
文
に
対
し
て
、
同
年
の
七
月
初
め
に
は
、
反
対
の
論
調
、

東
方
雨
の
「『
蘭
亭
』
趣
味
」
が
香
港
の
『
大
公
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
。
続
い
て

七
月
二
三
日
の
『
光
明
日
報
』
で
高
二
適
の
「『
蘭
亭
序
』
の
真
偽
駁
議
」
、
八

月
一
九
日
『
文
匯
報
』
に
唐
風
の
「『
蘭
亭
序
』
の
真
偽
に
関
す
る
問
題
」
、
八

月
号
の
『
学
術
月
刊
』
に
厳
北
溟
「
東
晋
の
書
法
芸
術
の
発
展
か
ら
見
た
『
蘭

亭
序
』
の
真
偽
」
、
商
承
祚
「
東
晋
の
書
法
の
風
格
を
論
じ
て
『
蘭
亭
序
』
に
及

ぶ
」
等
が
次
々
と
新
聞
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
、
郭
沫
若
の
考
え
に
反
駁
し
た
。 

こ
れ
ら
反
対
意
見
で
な
く
、
七
月
三
〇
日
『
光
明
日
報
』
に
は
宗
白
華
の
「
『
蘭

亭
序
』」
を
論
じ
た
二
通
の
手
紙
」
が
掲
載
さ
れ
、
郭
沫
若
の
論
が
補
強
さ
れ
た
。 

 

ま
た
同
年
の
『
文
物
』
第
六
期
に
郭
沫
若
の
『
光
明
日
報
』
に
連
載
さ
れ
た

論
文
が
再
録
さ
れ
、
同
期
の
『
文
物
』
に
は
、
郭
沫
若
の
論
旨
の
根
拠
と
さ
れ

た
出
土
文
物
が
紹
介
さ
れ
た
。「
南
京
人
台
山
東
晋
興
之
夫
婦
墓
発
掘
報
告
」「
南

京
戚
家
山
東
晋
謝
鲲
墓
簡
報
」「
南
京
板
橋
鎮
石
閘
湖
晋
墓
清
理
簡
報
」、
方
介

堪
「
晋
朱
曼
妻
薛
買
地
券
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
同
年
『
文
物
』
第

十
期
に
は
「
南
京
象
山
東
晋
王
丹
虎
墓
和
二
・
三
号
墓
発
掘
簡
報
」
十
二
期
に

は
「
北
京
西
郊
西
晋
王
浚
妻
華
芳
墓
清
理
簡
報
」「
介
紹
几
件
晋
代
的
行
草
塼
刻
」
、

程
方
英
「
晋
刻
郭
永
思
手
簡
残
瓷
片
」
等
が
発
表
さ
れ
た
。 

郭
沫
若
は
、
八
月
二
一
日
の
『
光
報
日
報
』
で
「
『
駁
議
』
の
検
討
」
、
八
月

二
四
日
に
は
『
光
明
日
報
』
に
「
『
蘭
亭
序
』
と
老
荘
思
想
」
を
掲
載
し
、
こ
の

二
つ
の
論
文
は
高
二
適
の
反
駁
に
対
す
る
反
論
で
あ
り
、『
文
物
」』
九
期
に
再

録
さ
れ
た
。 

『
文
物
』
第
十
期
に
は
、
竜
潜
「
『
蘭
亭
序
帖
』
迷
信
の
上
着
を
取
り
払
う
」

啓
功
「『
蘭
亭
』
迷
信
は
破
棄
す
べ
し
」
于
碩(

郭
沫
若
の
筆
名)

「
『
蘭
亭
序
』

は
鉄
案
に
あ
ら
ず
」
及
び
阿
英
の
「
晋
磚
の
文
字
か
ら
『
蘭
亭
序
』
の
書
法
を

述
べ
る
」
の
四
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
が
、
阿
英
の
副
題
「
郭
沫
若
の
『
蘭
亭
序
』

偽
作
説
の
た
め
の
補
足
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
論
文
は
郭
沫
若
を
支
持
、

補
強
し
た
も
の
で
あ
る
。 

『
文
物
』
第
十
一
期
に
は
徐
森
玉
の
「
『
蘭
亭
序
』
の
真
偽
に
つ
い
て
の
私
見
」

趙
万
里
の
「
字
体
上
よ
り
『
蘭
亭
序
』
の
真
偽
を
試
み
に
論
ず
」
于
碩
「
東
呉

に
す
で
に
〈
暮
〉
字
が
あ
っ
た
」
の
三
論
掲
載
。
十
一
月
、
姚
文
元
「
海
瑞
罷

官
」
を
評
す(

『
文
匯
報
』
、
次
い
で
『
人
民
日
報
』)

『
文
物
』
第
十
二
期
に
は

甄
予(

李
長
路)

「
『
蘭
亭
序
』
の
妄
を
弁
じ
て
例
を
挙
ぐ
」、
史
樹
青
「『
簫
翼
賺

蘭
亭
図
』
よ
り
『
蘭
亭
序
』
を
論
ず
」
、
伯
炎
甫
「
『
蘭
亭
』
弁
偽
一
得
」
の
三

論
文
が
掲
載
。 

一
九
六
六
年 

 

一
九
六
五
年
十
月
に
初
稿
が
書
か
れ
、
翌
年
一
月
の
修
訂
を
経
て
『
中
山
大

学
学
報
』
一
九
六
六
年
第
一
期
に
載
せ
さ
れ
た
商
承
祚
の
「
東
晋
の
書
法
の
風

格
を
論
じ
て
『
蘭
亭
序
』
に
及
ぶ
」
は
、『
文
物
』
誌
上
の
論
争
の
総
括
し
、
郭

沫
若
の
偽
作
説
に
反
対
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
。 

 

★
四
月
、
郭
沫
若
自
己
批
判 

 

こ
の
五
月
に
「
五
・
一
六
通
達
」
に
よ
っ
て
、「
文
化
大
革
命
」
は
大
き
な
展

開
を
見
せ
、
蘭
亭
論
争
は
の
み
こ
ま
れ
て
い
く
。 



237 
 

一
九
七
一
年 

 
魯
迅
の
論
敵
で
あ
っ
た
章
士
釗
は
、
唐
の
柳
宗
元
の
詩
文
に
考
証
を
加
え
た

研
究
書
『
柳
文
指
要
』
を
著
し
た
が
、
そ
の
中
で
「
蘭
亭
序
」
に
触
れ
た
柳
宗

元
の
二
篇
の
文
章
を
根
拠
に
、
郭
沫
若
の
偽
作
説
に
反
対
を
唱
え
た
。「
柳
子
厚

の
蘭
亭
に
関
す
る
見
解
」 

一
九
七
二
年 

郭
沫
若
は
、
既
に
趙
万
里
が
そ
の
論
文
で
言
及
し
た
『
三
国
志
』
の
晋
代
写

本
に
つ
い
て
新
た
な
考
察
を
試
み
、『
文
物
』
第
八
期
に
「
新
疆
よ
り
新
し
く
出

土
し
た
晋
人
の
写
本
『
三
国
志
』
残
巻
」
を
発
表
し
、
章
士
釗
の
異
論
に
も
反

論
。
こ
の
論
文
は
、『
蘭
亭
論
弁
』
で
巻
頭
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
文
が

最
新
で
あ
り
、
最
後
の
論
文
で
あ
っ
た
。 

『
文
物
』
第
十
一
期
に
「
南
京
象
山
五
号
・
六
号
・
七
号
墓
清
理
簡
報
」
が

掲
載
。 

一
九
七
三
年 

 

二
月
に
王
一
羽
「
東
晋
の
字
体
は
隷
書
の
筆
意
を
離
脱
し
て
い
な
い
」
、
李
長

路
「
『
蘭
亭
』
の
妄
を
弁
じ
て
例
を
挙
ぐ
・
小
補
」
を
発
表
、
郭
沫
若
を
擁
護
。 

一
九
七
七
年 

十
月
『
蘭
亭
論
弁
』
が
文
物
出
版
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
巻
頭
の
「
出

版
説
明
」
が
書
か
れ
た
の
は
、
一
九
七
三
年
三
月
で
あ
り
、
既
に
四
年
が
経
過

し
て
い
る
。 

翌
七
八
年
六
月
郭
沫
若
没
。 

・ 

本
章
は
、
谷
川
鉄
雄
・ 

佐
々
木
猛
『
蘭
亭
序
論
争
訳
注
』(

中
央
公
論
美

術
出
版 

一
九
九
三
年)

に
依
拠
、
加
筆
し
た
。 

八 

郭
沫
若
の
学
術
的
蘭
亭
論
法
略
説 

 

郭
沫
若
の
「
王
謝
墓
誌
の
出
土
か
ら
蘭
亭
序
の
真
偽
を
論
ず
」
は
、
凡
そ
七

つ
の
段
落
と
二
つ
の
追
記
、
併
せ
て
九
つ
の
要
旨
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
、
そ
の
批
判
を
行
う
の
で
は
な
く
、
先
ず
は
そ
の
概
要
を
正
確
に
把
握
す

る
こ
と
か
ら
始
め
、
そ
の
学
術
性
を
確
認
し
た
い
。 

① 

王
興
之
夫
婦
の
墓
誌 

② 

謝
鲲
墓
誌 

③ 

墓
誌
か
ら
書
法
を
論
ず 

④ 

「
蘭
亭
序
」
の
真
偽 

⑤ 

仮
託
説
を
補
足
す
る
証
拠 

⑥ 

偽
作
さ
れ
た
の
は
い
つ
か 

⑦ 

王
羲
之
の
筆
跡
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か 

・ 

書
後 

・ 

再
書
後 

一 

王
興
之
夫
婦
の
墓
誌 

発
掘
さ
れ
た
王
興
之
夫
婦
墓
誌
に
現
わ
れ
る
王
興
之
を
王
彬
の
子
で
あ
る
と

す
る
説
を
考
証
す
る
。
王
彬
は
、
王
正
の
第
三
子
で
、
そ
の
次
兄
が
王
羲
之
の

父
、
王
曠
で
あ
り
王
興
之
と
王
羲
之
は
従
兄
弟
関
係
に
あ
る
。
考
証
の
手
法
と

し
て
、
文
献
学
的
に
は
『
世
説
新
語
』
『
晋
書
』
を
用
い
て
い
る
。 

二 

謝
鲲
墓
誌 

 

謝
鲲
墓
誌
の
謝
鲲
の
文
献
考
証
。
謝
鲲
の
子
、
謝
尚
と
従
子
の
謝
安
は
王
羲

之
と
親
交
が
厚
か
っ
た
。
謝
氏
と
王
氏
は
東
晋
の
名
族
。 

三 

墓
誌
か
ら
書
法
を
論
ず 

顔
劉
氏
墓
誌
、
王
興
之
婦
人
墓
誌
、
劉
尅
墓
誌
は
先
の
二
つ
の
墓
誌
と
合
わ

せ
て
わ
ず
か
三
五
年
の
間
の
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
東
晋
の
初
め
の
三
〇
数
年

は
、
こ
れ
ら
の
墓
誌
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
基
本
的
に
ま
だ
隷
書
の
段
階
に
あ
っ

て
、
北
朝
の
碑
刻
と
一
致
し
、「
顔
劉
氏
墓
誌
」
の
何
字
か
が
の
ち
の
楷
書
の
筆

意
を
持
つ
だ
け
で
あ
る
。 

さ
ら
に
阮
元
の
北
碑
南
帖
、
碑
刻
と
尺
牘
の
違
い
に
よ
る
差
異
を
批
判
す
る

理
由
に
、
晋
の
陸
機
の
平
復
帖
と
前
凉
の
李
柏
「
書
疏
稿
」
が
と
も
に
行
草
書

で
あ
り
、
一
方
が
南
方
の
も
の
、
一
方
は
北
方
の
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
類
似
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
南
朝
と
北
朝
の
写
経
の
字
体
は
、
い
ず
れ
も

隷
意
の
筆
意
に
富
ん
で
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

ま
た
顔
劉
氏
墓
誌
は
、
王
羲
之
と
同
時
代
の
行
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
書
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法
が
隔
た
っ
て
い
る
こ
と
も
蘭
亭
序
の
信
憑
性
を
疑
う
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
。 

四 

「
蘭
亭
序
」
の
真
偽 

 
「
蘭
亭
序
」
が
『
文
選
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
清
の
李
文
田
、

張
魏
の
説
を
挙
げ
て
、
蘭
亭
の
真
偽
を
分
析
し
て
い
る
。 

五 

仮
託
説
を
補
足
す
る
証
拠 

王
羲
之
の
「
臨
河
帖
」
と
伝
世
「
蘭
亭
序
」
を
比
較
し
、
増
加
さ
れ
た
悲
観

的
な
部
分
は
、
当
時
の
蘭
亭
の
詩
に
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
『
世
説
新
語
』
で
「
骨

骾
」
と
称
さ
れ
た
精
神
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
悼
み
の
部
分
は
、
孫

綽
の
「
蘭
亭
後
序
」
に
拠
っ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
だ
と
判
断
す
る
。 

六 

偽
作
は
さ
れ
た
の
は
い
つ
か 

 

ま
ず
『
晋
書
』
王
羲
氏
伝
の
中
に
「
蘭
亭
序
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
梁

か
ら
唐
ま
で
の
約
六
〇
年
間
の
隔
た
り
が
、
偽
作
が
行
わ
れ
た
時
期
と
考
え
る
。 

劉
餗
の
『
隋
唐
嘉
話
』
や
何
延
之
の
『
蘭
亭
記
』
は
、
に
そ
の
言
及
が
見
ら

れ
る
が
と
も
に
唐
の
玄
宗
の
天
宝
年
間
の
書
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
『
法
書
要

録
』
巻
二
〔
梁
の
武
帝
と
陶
弘
景
の
間
の
往
復
書
簡
〕
や
梁
の
虞
龢
『
論
書
表
』

で
は
、
晋
や
宋
の
時
代
に
二
王
の
書
が
偽
作
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

そ
こ
で
郭
沫
若
は
、
そ
の
偽
作
者
を
陳
代
の
智
永
と
断
定
す
る
。 

七 

王
羲
之
の
筆
跡
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か 

 

先
ず
梁
の
武
帝
の
「
書
評
」
で
は
、
「
王
右
軍
の
書
は
、
字
勢
雄
強
で
あ
り
、

龍
の
天
門
に
跳
ね
、
虎
の
鳳
闕
に
臥
す
よ
う
だ
」
と
あ
る
が
、
唐
の
韓
愈
は
、「
羲

之
の
俗
書 

姿
媚
に
趁は

し

る
」
と
あ
り
、
唐
の
張
懐
瓘
は
「
逸
少
の
草
は
女
郎
の

才
が
あ
る
が
、
丈
夫
の
気
が
な
い
。
貴
ぶ
に
足
ら
な
い
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に

清
の
包
世
臣
は
「
書
評
に
謂
う
、
王
右
軍
の
字
勢
は
雄
強
で
あ
る
と
。
も
し
『
淳

化
閣
帖
』
の
刻
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
う
な
ら
、
ま
っ
た
く
「
雄
強
」
の
妙
を

見
な
い
。
即
ち
「
定
武
蘭
亭
」
も
ま
た
ほ
め
ら
れ
な
い
」
と
全
く
違
う
評
価
が

下
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
理
由
に
つ
い
て
康
生
が
、
王
羲
之
は
唐
以
前
や
唐
初
に
お
い
て
草
隷
、

隷
書
、
章
草
を
よ
く
す
る
こ
と
で
名
を
知
ら
れ
て
い
た
と
考
え
た
。
つ
ま
り
王

羲
之
の
字
跡
は
隷
書
の
筆
意
を
脱
し
て
い
な
い
。
郭
沫
若
も
同
様
に
王
羲
之
の

実
像
は
、
李
文
田
の
説
を
更
に
一
歩
進
め
、
隷
書
の
筆
意
が
あ
っ
て
始
め
て
よ

い
。
そ
の
隷
書
の
筆
意
と
は
、
方
筆
を
用
い
て
逆
入
平
出
、
つ
ま
り
筆
を
下
す

と
き
は
鋒
を
蔵
し
、
筆
を
離
す
と
き
は
鋒
を
収
め
な
い
。
所
謂
「
蚕
頭

さ
ん
と
う

」
や
「
燕
尾

え

ん

び

」

を
形
成
す
る
。
南
北
朝
の
人
の
碑
刻
の
字
や
写
経
の
書
は
、
す
で
に
鋒
を
収
め

て
い
る
が
、
ま
だ
方
筆
を
用
い
て
、
一
点
一
画
、
一
起
一
収
、
す
べ
て
筆
鋒
は

紙
や
絹
の
上
で
三
角
形
を
画
く
よ
う
に
転
折
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
用
筆
が

隷
書
の
筆
意
、
王
羲
之
の
書
と
判
断
し
た
。
つ
ま
り
先
の
新
出
土
碑
や
李
文
田

が
拠
っ
た
「
爨
宝
子
碑
」
「
爨
竜
顔
碑
」
の
姿
が
そ
れ
に
近
い
と
考
え
た
。 

八 

書
後 

蘭
亭
序
の
「
癸
丑
」
の
二
字
は
、
後
で
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
王
羲
之
が
干
支
を
忘
れ
る
は
ず
が
な
い
と
し
、
偽
作
の
証
拠
と
し

た
。
ま
た
神
竜
本
蘭
亭
が
智
永
の
書
し
た
真
蹟
で
あ
り
、
そ
の
濃
筆
と
淡
筆
の

箇
所
を
分
析
し
、
そ
の
濃
淡
の
差
は
、
文
章
を
書
き
上
げ
る
過
程
で
、
何
度
も

改
訂
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。 

 

さ
ら
に
王
羲
之
と
王
献
之
の
歴
代
評
価
を
挙
げ
、
王
羲
之
を
守
旧
派
、
王
献

之
を
革
新
派
と
分
類
し
、「
稿(

速
度
の
速
い
新
し
い
草
書)

行(

行
書)

の
間
」
と

い
う
道
は
、
梁
陳
以
後
、
特
に
隋
唐
以
後
の
書
法
の
主
流
を
開
拓
し
た
と
し
、

こ
の
変
化
は
、
顔
真
卿
に
い
た
っ
て
最
高
の
域
と
考
え
た
。 

 

あ
と
は
新
出
土
の
「
劉
覬
買
地
券
」(

四
八
五
年)

の
書
風
に
言
及
し
、
そ
れ

が
、
隷
書
の
気
分
を
留
め
て
い
る
が
、
後
の
真
書
や
行
書
と
あ
ま
り
隔
た
っ
て

お
ら
ず
、
こ
の
こ
と
は
王
献
之
の
い
う
「
稿
行
の
間
」
の
道
を
辿
っ
た
証
拠
と

す
る
。 

九 

再
書
後 

新
出
土
の
王
丹
虎
磚
志
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。8 

九 
碑
学
派
へ
の
造
詣 

で
は
、
次
に
郭
沫
若
の
蘭
亭
論
弁
に
真
っ
向
か
ら
対
立
し
た
高
二
適
の
「『
蘭
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亭
序
』
の
真
偽
駁
議(

《
兰
亭
序
》
的
真
伪
驳
议)

」
に
つ
い
て
見
て
行
き
た
い
。

こ
の
論
は
、『
文
物
』
一
九
六
五
年
第
七
期
に
肉
筆
原
稿
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
。 

 

そ
の
中
で
、 

 

首
先
郭
先
生
之
为
此
文
。
愚
以
为
是
系
于
包
世
臣
在
其
《
艺
舟
双
楫
》
论
书

十
二
绝
句
内
。
咏
“
龙
藏
寺
”
诗
。
诗
云 

“
中
正
冲
和
龙
藏
碑
，
坛
场
或
出

永
禅
师
，
山
阴
面
目
迷
梨
枣
，
谁
见
匡
庐
雾
霁
时
。
”
世
臣
设
想
“
龙
藏
寺
”

为
陈
智
永
僧
所
书
。
又
其
自
注
“
称
，
龙
藏
寺
’
出
魏
，
李
仲
璇
’
，
敬
显
隽
’

碑
。
…
…
左
规
右
矩
近
《
千
文
》
。
《
书
平
》
谓
右
军
笔
势
，
雄
强
’
此
其
庶

几
。
若
如
，
阁
帖
’
所
刻
，
绝
不
见
，
雄
强 

’
之
妙
，
即
《
定
武
兰
亭
》
亦

未
称
也
”
等
语
。
世
臣
本
以
北
碑
起
家
，
其
不
信
“
禊
帖
”
及
大
王
书
，
此

影
响
尚
属
微
薄
。(

余
疑
包
未
见 

帖
本
佳
刻
，
其
于
华
亭
摸
“
‘
澄
清
堂
”
又

顷
水
雨
十
一
字
，
未
为
能
手
。
而
世
臣
极
称
之
。
至 

“
龙
藏
寺
”
为
北
齐
张

公
礼
之
书
，
宋
拓
本
字
迹
尚
存
，
何
可
张
冠
李
戴
。)

至
李
文
田
题
端
方
《
定

武
兰
亭
》
，
疑
问
丛
生
。
其
断
语
称
“
文
尚
难
信
：
何
有
于
字
。
”
这
问
题
就

显
得
重
大
了
。 

何
况
郭
先
生
对
“
右
军
传
世
诸
帖
，
尚
欲
作
进
一
步
的
研
究
”

主
张
来
。 

今
吾
为
驳
议
行
文
计
。
请
先
把
清
光
绪
十
五
年
顺
德
人
李
文
田
跋

端
方
的
帖
语
所
存
在
的
诸 

疑
义
，
概
括
起
来
，
分
为
两
点
。
盖
缘
郭
文
李
跋
，

前
后
都
有
错
杂
突
出
的
意
义
。
窃
恐
理
之
难
清
；
词
安
可
喜
。 

 

（
大
意
） 

ま
ず
郭
先
生
の
こ
の
文
は
、
愚
か
に
も
包
世
臣
《
芸
舟
双
楫
》
論
書
十
二
絶

句
の
系
統
で
考
え
て
い
る
。
そ
の
「
詠
龍
蔵
寺
詩
」
。
詩
に
は
「
中
正
沖
和
な

り
龍
蔵
碑
、
壇
場

だ
ん
じ
ょ
う

に
し
て
或
い
は
永
禅
師
よ
り
出
づ
。
山
陰
の
面
目
は
、
梨り

棗そ
う

に
迷
わ
さ
れ
、
誰
か
見
ん
、
匡
廬

き
ょ
う
ろ

の
霧
霽は

る
る
の
時
。
」
と
言
う
。
世
臣
は
、

龍
蔵
寺
は
陳
の
智
永
の
書
す
と
こ
ろ
と
考
え
た
。
ま
た
そ
の
自
注
に
「
龍
藏

寺
は
、
魏
の
「
李
仲
璇

り
ち
ゅ
う
せ
ん

」
「
敬
顯
雋

け
い
け
ん
し
ゅ
ん

」
両
碑
か
ら
出
た
…
そ
の
左
右
の
規
矩

は
「
千
字
文
」
に
近
い
と
称
え
る
。
梁
の
武
帝
の
『
評
書
』
で
は
右
軍
の
筆

勢
を
「
雄
強
」
と
言
い
、
こ
の
碑
は
、
そ
れ
に
近
い
も
の
が
あ
る
。
も
し
「
淳

化
閣
帖
」
に
刻
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
絶
対
に
「
雄
強
」
の
妙
は
見
ら
れ

な
い
。
た
と
え
《
定
武
本
蘭
亭
序
》
で
あ
っ
て
も
、
ま
た
か
な
っ
て
い
な
い
」

と
あ
る
。
世
臣
は
、
も
と
も
と
北
碑
か
ら
一
家
を
成
し
、「
蘭
亭
序
」
を
信
じ

ず
に
、
王
羲
之
の
書
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
の
影
響
は
さ
ほ
ど
大
き
く
な

い
。(

私
は
、
包
は
い
ま
だ
帖
本
の
佳
刻
を
見
て
お
ら
ず
、
華
亭
の
摸
し
た
「
澄

清
堂
」
の
「
又
頃
水
雨
…
」
の
十
一
字
は
腕
利
き
で
は
な
い
が
、
世
臣
は
極

め
て
こ
れ
を
も
称
え
て
い
る
。「
龍
蔵
寺
」
に
至
っ
て
は
、
北
斉
の
張

ち
ょ
う

公こ
う

礼れ
い

の

書
で
あ
り
、
宋
拓
本
の
字
跡
を
な
お
存
し
て
い
る
。
な
ん
と
食
い
違
っ
て
い

る
で
は
な
い
か
。) 

李
文
田
が
端
方
の
《
定
武
蘭
亭
》
に
題
す
る
に
至
っ
て
、
疑
問
が
生
じ
て
い

る
。
そ
の
判
断
は
、
文
は
な
お
信
じ
難
く
、
ど
う
し
て
字
も
そ
う
で
な
い
こ

と
が
あ
ろ
う
か
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
あ
き
ら
か
に
重
大
で
あ
る
。

ど
う
し
て
郭
先
生
の
王
羲
之
の
諸
帖
に
対
し
て
、
な
お
一
歩
研
究
を
進
め
る

べ
き
と
す
る
主
張
は
言
う
ま
で
な
い
。
今
反
駁
の
た
め
に
文
章
を
計
画
す
る
。

先
に
清
の
光
緒
十
五
年
の
順
徳
の
人
、
李
文
田
が
端
方
の
帖
語
に
跋
し
た

諸
々
の
疑
義
を
概
括
す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
二
点
に
分
け
た
。
多
分
郭
文
、

李
跋
に
よ
っ
て
、
前
後
に
錯
雑
突
出
の
意
義
が
あ
る
。
理
論
の
濁
り
を
恐
れ
、

安
定
し
た
詞
を
喜
ぶ
べ
き
で
あ
る
。 

 

と
あ
る
よ
う
に
、
碑
学
派
の
包
世
臣
の
説
に
拠
っ
て
い
る
と
い
う
高
二
適
の
批

判
が
示
す
よ
う
に
、
郭
沫
若
が
碑
学
派
の
書
論
に
造
詣
が
深
か
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 
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十 

碑
帖
の
学
の
超
克
と
し
て
の
郭
沫
若
の
書
境 

そ
も
そ
も
郭
沫
若
は
、
市
川
在
住
時
に
も
、
西
洋
考
古
学
と
の
接
触
に
と
も

な
う
変
質
の
中
で
、
金
文
、
甲
骨
文
の
研
究
に
尽
力
し
て
お
り
、
ま
た
抗
日
戦

争
期
に
も
金
石
の
題
跋
や
そ
れ
を
題
材
に
し
た
漢
詩
を
い
く
つ
か
残
し
て
い
る
。 

 

例
え
ば
一
九
年
四
〇
年
五
月
に
は
、
図
８
の
よ
う
な
題
跋
を
書
き
、
そ
の
よ

う
な
題
跋
を
生
涯
を
通
じ
て
い
く
つ
か
書
し
て
い
る
。 

   

郭
沫
若
は
、
嘉
定
府
中
学
堂
在
学
時
に
包
世
臣
の
『
芸
舟
双
楫
』
を
教
材
に

使
っ
て
お
り
、
早
く
に
そ
の
「
経
世
致
用
」
書
論
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

つ
ま
り
郭
は
、
今
文
経
学
の
思
想
、
碑
学
観
念
の
昇
華
の
上
に
、「
为
革
命
而

文
艺
」
を
成
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。9 

 

更
に
一
九
六
一
年
に
書
さ
れ
た
扇
面
の
書
（
図
９
）
に
は
、
『
自
題
詩
》
「
有

筆
在
手 

有
話
在
口 

以
手
写
口 

龍
蛇
乱
走 

心
無
漢
唐 

目
無
鍾
王 

老

当
益
壮 

興
到
如
狂
」
と
書
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

内
容
は
、
書
論
で
あ
る
が
、
そ
の
「
以
手
写
口
、
龍
蛇
乱
走
。
心
無
漢
唐
、

目
無
鍾
王
。
老
当
益
壮
、
興
到
如
狂
。
」
と
あ
る
の
は
、
手
で
口
語
を
書
し
、
漢

唐
の
碑
学
も
、
鐘
繇
、
王
羲
之
の
帖
学
も
関
係
な
く
、
興
が
到
れ
ば
「
狂
う
」

よ
う
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。 

 

こ
の
「
口
語
の
表
出
」
と
い
う
書
境
こ
そ
が
、
碑
学
、
帖
学
を
超
克
し
た
、「
経

世
致
用
」
の
極
致
の
郭
沫
若
の
「
革
命

の
書
の
姿
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

十
一 

自
己
批
判
時
の
詞
と
書 

先
に
も
述
べ
た
が
、
一
九
六
六
年
一

月
二
七
日
、
中
国
科
学
院
党
組
書
記
張

勁
夫
を
通
し
て
中
共
中
央
に
提
出
し
、

ま
た
四
月
十
四
日
、
全
人
大
常
務
委
員

会
副
委
員
長
で
あ
る
郭
沫
若
は
全
人
代

常
務
委
員
会
第
三
〇
回
会
議
で
も
即
席

発
言
の
形
で
自
己
批
判
を
行
っ
た
。 

 

こ
の
時
点
で
、
郭
沫
若
の
詩
、
書
が

ど
う
変
化
し
た
か
確
認
し
た
い
。 

郭
沫
若
の
自
己
批
判
後
の
詩
は
、
旧

詩
で
は
な
く
、
詞
が
専
ら
と
な
る
。
そ

れ
は
、
北
宋
の
蘇
軾
の
「
水
調
歌
頭
」

を
冠
し
た
頌
歌
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
一

九
六
三
年
以
来
の
「
満
江
紅
」
詞
を
継

承
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
書
姿
は
、
長
め
の
横
幅
に
第
五
期
郭
体
で
書
し
た
も
の
で
あ
り
、
図
４
、

図
５
の
よ
う
な
佇
ま
い
を
示
し
て
い
る
。 

ま
た
そ
れ
ら
の
詞
も
、
一
九
六
六
年
七
月
が
最
後
、
一
九
六
六
年
八
月
の
第

八
期
十
一
中
全
会
で
の
「
中
国
共
産
党
中
央
委
員
会
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
大

革
命
に
つ
い
て
の
決
定
」（
十
六
か
条
）
で
文
化
大
革
命
の
定
義
が
正
式
に
明
ら

か
に
さ
れ
た
以
降
は
、
書
と
し
て
は
管
見
で
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。 

つ
ま
り
自
己
批
判
後
の
郭
沫
若
の
書
は
、
毛
沢
東
の
得
意
と
す
る
詞
に
よ
っ

て
、
政
治
に
奉
仕
す
る
頌
歌
に
よ
る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
。 

所
謂
「
旧
詩
」
は
、
蘭
亭
論
争
期
の
一
九
六
五
年
七
月
頃
で
一
度
終
息
す
る

こ
と
な
る
。 

図 8 

図 9 
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十
二 

一
九
六
七
年
時
の
書
相
と
文
革
様
式
の
意
味 

 
文
革
が
正
式
に
開
始
す
る
一
九
六
六
年
八
月
か
ら
、
郭
沫
若
は
旧
詩
の
作
を

し
ば
ら
く
手
掛
け
て
い
な
い
。
但
し
一
九
六
七
年
十
月
十
五
日
に
、
毛
沢
東
の

「
満
江
紅
・
和
郭
沫
若
同
志
」
詞
と
自
作
詩
「
満
江
紅
・
領
袖
頌
」
詞
を
書
し

て
い
る
。
こ
の
懐
素
風
の
毛
沢
東
の
書
風
に
迎
合
し
た
様
式
が
、
郭
沫
若
の
文

革
様
式
、
つ
ま
り
第
五
期
郭
体
で
あ
る
。 

 

そ
の
日
記
や
『
沫
若
詩
詞
选
』
を
見
る
と
、
文
革
後
の
一
九
六
〇
年
代
は
専

ら
詞
を
手
掛
け
、
一
九
七
〇
年
代
に
な
る
と
詩
も
散
見
さ
れ
る
。 

そ
の
役
割
は
、
文
革
中
の
毛
沢
東
崇
拝
は
、
始
め
か
ら
宗
教
儀
式
的
な
要
素

を
持
ち
、
毛
沢
東
の
バ
ッ
ジ
、
ポ
ス
タ
ー
、
肖
像
、
銅
像
、
著
作
、
語
録
、
詩

詞
は
す
べ
て
「
聖
な
る
も
の
」
と
し
て
ど
の
家
庭
に
も
置
か
れ
た
が
、
郭
沫
若

の
書
も
そ
の
付
き
人
的
な
性
格
を
持
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

因
み
に
次
子
、
郭
世
英
は
北
京
大
学
哲
学
系
卒
業
後
、
一
九
六
八
年
北
京
農

業
大
学
の
紅
衛
兵
に
拷
問
自
白
を
迫
ら
れ
自
殺
、 
三
子
郭
民
英
も
中
央
音
楽
学

院
卒
業
後
、
一
九
六
七
年
中
国
人
民
解
放
軍
海
軍
に
参
加
後
、
自
殺
し
て
い
る
。 

 

新
し
い
階
級
関
係
論
、
そ
こ
で
強
調
さ
れ
た
の
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主

義
の
理
論
か
ら
し
て
、
階
級
は
人
々
の
社
会
的
な
経
済
地
位
に
よ
る
区
分
で
あ

る
が
、
解
放
後
の
十
七
年
で
階
級
関
係
に
変
動
が
生
じ
、
以
前
は
地
主
や
資
本

家
な
ど
が
搾
取
階
級
で
、
革
命
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
現
在
人
民
を
圧
迫
し
搾

取
し
て
い
る
の
は
特
権
階
級
で
あ
り
、
そ
の
高
級
幹
部
子
弟
の
造
反
は
、
血
統

論
を
理
論
的
支
柱
に
し
て
い
た
。
よ
っ
て
血
統
論
を
吹
聴
す
る
も
の
、
唱
導
者

た
ち
は
ま
た
は
ば
か
り
も
な
く
「
我
々
は
既
得
権
益
者
だ
」
と
血
統
論
を
論
じ
、

既
得
権
益
を
守
ろ
う
と
し
た
た
め
、
こ
れ
は
必
然
的
に
激
越
な
論
争
と
な
っ
た

こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。 

 

十
三 

郭
沫
若
と
毛
沢
東
の
詞
と
書
と
の
関
係 

 

毛
沢
東
は
、
そ
の
「
詞
集
」
が
載
せ
ら
れ
た
一
九
五
七
年
一
月
に
出
た
「
詩
刊
」

創
刊
号
の
編
集
長
・
臧
克
家
に
宛
て
た
手
紙
の
中
で
、 

 
 

詩
は
当
然
新
詩
を
主
体
と
す
べ
き
で
あ
り
ま
し
て
、
旧
い
ス
タ
イ
ル
の
詩

は
少
し
作
っ
て
も
よ
ろ
し
い
が
、
若
い
人
に
す
す
め
る
の
は
よ
く
あ
り
ま

せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
は
、
思
想
を
束
縛
す
る
し
、

ま
た
学
び
に
く
い
か
ら
で
す
。 

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
毛
沢
東
が
、
敢
え
て
詞
を
好
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、

岡
崎
俊
夫
氏
は
、
以
下
の
二
つ
の
理
由
を
述
べ
て
い
る1

0

。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
本
来
女
性
的
な
詞
を
、
毛
澤
東
が
な
ぜ
好
ん
で
作

つ
た
り
詩
も
作
つ
て
は
い
る
が
、
と
く
に
詞
を
多
く
作
つ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
。
そ
れ
は
、
詩
が
士
大
夫
の
固
定
化
し
た
の
に
反
し
、
詞
は
戯
曲
、

小
説
の
中
に
入
り
、
民
衆
の
中
に
そ
の
響
き
を
保
つ
て
い
た
、
つ
ま
り
、

よ
り
人
民
的
で
あ
る
か
ら
と
説
明
で
き
ま
し
よ
う
が
、
さ
ら
に
も
う
一
つ

の
答
え
が
あ
る
。 

と
し
た
上
で
、 

 
 

こ
の
ス
メ
ド
レ
ー
の
神
秘
的
な
印
象
は
、
多
分
に
当
時
の
延
安
の
環
境
、

ま
た
は
そ
れ
を
う
つ
す
彼
女
の
特
殊
な
個
性
に
よ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
し

よ
う
が
、
し
か
し
ま
た
毛
澤
東
の
か
く
さ
れ
た
一
面
が
こ
れ
に
よ
つ
て
照

し
出
さ
れ
た
と
い
え
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
彼
女
の
感
じ
た
「
女
性

的
な
も
の
」「
耽
美
派
」「
精
神
の
孤
独
」「
男
女
の
愛
」
‐
こ
れ
ら
は
、
外

な
ら
ぬ
、
詞
の
持
つ
性
格
で
あ
り
ま
す
。
従
つ
て
ス
メ
ド
レ
ー
は
毛
澤
東

に
詞
人
を
直
観
し
た
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
…
要
す
る
に
、
私
は
、
毛
澤
東

の
中
に
、
女
性
的
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
が
詩
よ
り
も
多
く
調
を
生
ん
だ

の
だ
と
い
う
こ
と
を
い
い
た
い
わ
け
で
す
。 

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
先
の
言
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
詞
を
作
り
続
け
た
理
由

に
つ
い
て
、 

 
 

ま
た
、「
矛
盾
論
」
と
同
じ
こ
ろ
に
書
か
れ
た
と
い
う
「
実
践
論
」
に
よ
れ

ば
、
感
性
的
認
識
ー
理
性
的
認
識
ー
実
践
と
い
う
こ
の
過
程
は
永
久
に
終

る
と
こ
ろ
が
な
い
そ
う
で
す
。「
客
観
的
に
存
在
す
る
世
界
の
變
化
の
運
動

は
永
久
に
終
わ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
実
践
の
う
ち
で
人
々
の
真
理
の
認
識
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も
永
久
に
終
わ
る
こ
と
が
な
い
」
こ
れ
は
永
遠
の
相
に
お
い
て
、
事
物
を

と
ら
え
る
仕
方
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
あ
る
歴
史
史
的
一
定
時
期

の
存
在
は
虚
無
と
も
い
え
ま
し
よ
う
。
毛
澤
東
は
、
そ
う
は
い
つ
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
は
一
種
寂
寞
の
ひ
び
き
が
あ
り
ま
す
。
孤
独
の
形
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
こ
そ
詞
に
限
ら
ず
、
中
国
の
伝
統
的
な
詩
人
の
魂
で
あ

り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
詩
魂
は
「
プ
チ
ブ
ル
の
息
子
」
で
あ
る

た
め
に
得
ら
れ
た
の
だ
か
ら
、
人
民
の
た
め
に
奉
仕
す
る
に
は
完
全
に
捨

て
去
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
だ
ろ
う
か
ら
い
や
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い 

、
孤

独
の
深
淵
を
の
ぞ
い
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
、
真
の
人
民
愛
と
い
う
も
の
は

生
れ
て
来
る
の
で
は
い
か
。
あ
の
、
臧
克
家
に
興
え
た
手
紙
は
、
こ
の
問

い
に
答
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
あ
れ
は
、
若
い
人
に
新
し
い
詩
魂
を

燃
や
す
こ
と
を
す
す
め
た
も
の
で
、
そ
の
励
ま
し
と
し
て
、
自
分
の
旧
い

詞
を
発
表
し
た
の
で
は
な
い
か
。
ー
と
、
こ
ん
な
ふ
う
に
問
い
か
け
た
く

な
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。 

と
、
そ
の
詞
の
意
義
を
推
察
し
て
い
る
。 

 

さ
て
毛
沢
東
に
対
し
て
、
郭
沫
若
も
早
く
か
ら
詞
を
作
ら
な
か
っ
た
訳
で
は

な
い
が
、
そ
れ
が
量
産
さ
れ
る
の
は
、
明
か
に
一
九
六
三
年
以
降
で
あ
る
。 

つ
ま
り
は
、
郭
沫
若
に
と
っ
て
の
当
時
の
作
詞
の
量
産
は
、
外
的
な
要
因
、
当

時
の
社
会
情
勢
と
毛
沢
東
と
の
関
係
に
よ
る
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。 

十
四 

い
つ
、
ど
の
よ
う
に
旧
文
化
は
、
姿
を
消
し
た
の
か 

ー
空
白
の
時
代
の
意
味 

文
化
大
革
命
期
の
知
識
人
の
精
神
的
葛
藤
に
つ
い
て
は
、
銭
理
群
氏
の
『
毛

沢
東
と
中
国
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
い
。
そ
れ

に
拠
れ
ば1

1

、 

紅
衛
兵
の
大
字
報
は
、
造
反
と
は
暴
力
、
一
切
の
人
情
温
情
を
排
除
し
、

人
と
人
と
の
間
の
「
殺
し
合
い
」
を
実
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、

極
め
て
容
易
に
人
間
性
の
悪
の
部
分
、
内
在
的
な
残
虐
さ
を
露
呈
し
た

が
、
彼
ら
は
同
時
に
た
だ
こ
の
よ
う
な
大
破
壊
、
大
殺
戮
を
通
じ
て
の

み
、「
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
の
新
世
界
を
作
り
出
す
」
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ

て
い
た
。
彼
ら
の
理
解
す
る
「
新
世
界
」
は
、
ま
た
一
つ
の
矛
盾
の
終

着
点
で
も
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
旧
思
想
、
旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧
習
慣
」

と
徹
底
的
に
手
を
切
っ
た
無
限
に
純
粋
で
全
く
汚
れ
の
な
い
理
想
社
会

で
あ
る
。
こ
れ
は
紅
衛
兵
の
造
反
の
二
重
性
と
い
う
も
の
で
、
理
想
主

義
と
専
制
、
そ
し
て
殺
戮
と
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
り
、
も
っ
と
正
確
に

言
え
ば
、
理
想
主
義
の
旗
印
の
下
で
の
専
制
と
殺
戮
、
紅
衛
兵
と
は
天

使
と
悪
魔
の
混
合
体
で
あ
っ
た
。(

中
略)

ま
た
高
級
幹
部
子
弟
を
主
と

す
る
紅
衛
兵
、
そ
の
造
反
の
対
象
は
何
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
細
か
く
清
華
付
属
中
紅
衛
兵
の
大
字
報
を
見
る
と
分
か
る
の
は
、

彼
ら
は
四
つ
の
造
反
を
意
図
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
つ
は
修
正
主

義
の
黒
幕
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
、
二
つ
目
は
「
四
旧
」
、
つ
ま
り
旧
思
想
、

旧
文
化
、
旧
風
俗
、
旧
習
慣
を
打
破
す
る
こ
と
。
三
つ
目
が
学
校
を
一

七
年
統
治
し
た
修
正
主
義
教
育
路
線
に
反
対
す
る
こ
と
。
そ
し
て
四
つ

目
が
「
す
べ
て
の
牛
鬼
蛇
神
」
を
や
っ
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
老
紅
衛

兵
の
革
命
造
反
運
動
に
お
い
て
、
最
も
有
名
な
の
は
、
「
四
旧
の
打
破
」

で
あ
ろ
う
。
簡
単
に
紹
介
す
る
と
「
四
旧
打
破
」
は
毛
沢
東
が
発
動
し

た
文
化
大
革
命
の
一
つ
で
あ
る
が
、
早
く
も
文
革
前
の
一
九
六
五
年
、

毛
沢
東
が
フ
ラ
ン
ス
の
国
務
長
官
と
接
見
し
た
際
に
も
こ
う
言
っ
て
い

た
。「
消
失
す
べ
き
は
中
国
の
過
去
の
思
想
、
文
化
と
風
俗
で
、
現
れ
る

べ
き
も
の
は
ま
だ
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
思
想
、
風
俗
と
習
慣

で
あ
る
」
と
。
す
な
わ
ち
、
毛
沢
東
が
文
革
の
中
で
推
進
し
た
の
は
、

一
切
の
伝
統
を
断
ち
切
る
文
化
路
線
で
あ
り
、
そ
れ
を
明
確
に
表
現
し

た
の
は
、
文
革
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
封

〔
封
建
〕
、
資
〔
資
本
主
義
〕
、
修
〔
修
正
主
義
〕
を
徹
底
し
て
批
判
す

る
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
中
国
伝
統
文
化
、
西
洋
文
化
、
ま
た
ソ

連
修
正
主
義
と
中
国
自
身
の
左
翼
革
命
文
化
ま
で
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を

排
除
す
る
た
め
の
リ
ス
ト
に
加
え
た
。
こ
の
角
度
か
ら
し
て
、
紅
衛
兵
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に
よ
る
全
て
を
焼
き
尽
く
す
「
革
命
行
動
」
は
、
毛
沢
東
の
意
図
に
合

致
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

と
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
時
勢
で
は
、
文
革
時
の
郭
沫
若
は
、
毛
沢
東
に
寄
り
添
う
形
で
、

書
法
を
捨
て
、
詞
を
細
々
と
書
く
し
か
そ
の
旧
文
化
の
拠
り
所
が
な
か
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。 

十
五 

小
結 

 
 

ー
付
き
人
観
の
始
ま
り
と
展
開
の
総
括 

 

郭
沫
若
も
他
の
文
学
者
同
様
、
作
詩
の
時
、
ノ
ー
ト
で
作
っ
て
か
ら
書
の
作

品
化
を
し
て
い
る
は
ず
で
、
そ
の
間
隔
に
も
別
の
思
惟
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。 

 
 

つ
ま
り
、
郭
沫
若
は
文
革
時
、
毛
沢
東
同
様
、
詞
を
作
っ
て
も
書
と
し
て
作

品
化
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
阻
む
思
惟
、
書
で
表
現
で
き
る
の
は
、
毛
沢

東
の
み
で
、
他
は
「
四
旧
」
と
解
さ
れ
る
懼
れ
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。 

 

こ
こ
で
文
革
期
の
郭
沫
若
の
書
に
つ
い
て
概
括
す
れ
ば
、
巩
蒙
氏
が
、 

，
中
年
后
，
在
苏
，
颜
基
础
上
参
以
米
芾
笔
法
意
趣
终
成
“
郭
体
”
书
法

面
貌
，
尤
以
行
草
书
为
长
。
晚
年
因
一
味
“
跟
随
”，
学
习
借
鉴
怀
素
失
败
，

又
由
于
各
种
客
观
原
因
形
成
了
重
“
宣
情
”
的
书
法
取
向
，
导
致
书
法
出

现
衰
退
。 

 

と
総
括
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
ど
こ
で
も
付
い
て
い
く
「
付
き
人
」
観
が
促

進
さ
れ
る
端
緒
が
、
社
会
主
義
教
育
運
動
開
始
の
一
九
六
三
年
時
期
の
第
四
期

郭
体
、
そ
し
て
決
定
的
に
表
れ
る
の
は
文
革
前
期
の
第
五
期
郭
体
と
言
え
、
そ

し
て
そ
の
後
「
四
旧
打
破
」
の
た
め
禁
じ
ら
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

そ
し
て
郭
沫
若
の
書
が
、
再
び
別
の
姿
で
世
に
現
わ
れ
る
の
は
、
文
革
後
期
、

さ
ら
に
外
交
の
具
と
し
て
の
別
の
文
脈
で
の
確
立
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
と
言

え
る
だ
ろ
う
。 

 
                                         

          

 
1 

岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
史
研
究
』(

汲
古
書
院 

二
〇
一
三
年) 

2 

拙
稿
「
大
躍
進
、
調
整
時
代
、
一
九
五
八
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
郭
沫
若
の
文

学
と
書
ー
視
察
時
に
於
け
る
第
三
期
郭
体
か
ら
第
四
期
郭
体
ま
で
の
過
程
と
そ

の
詩
、
書
の
思
想
」(

『
郭
沫
若
研
究
会
穗』
二
〇
号 

日
本
郭
沫
若
研
究
会
事
務

局 

二
〇
一
八
年
十
二
月) 

3 

紀
紅
「
演
出
さ
れ
た
「
蘭
亭
論
争
」
ー
紙
上
論
争
の
光
と
影
１
．
２
」(

『
金
石
書
学』

三
．
四
号 

二
〇
〇
〇
．
二
〇
〇
一
年
十
二
月 

藝
文
書
院) 

4 

鐙
屋
一
「
「
長
征
精
神
」
論
の
現
代
的
位
相」(

『
目
白
大
学 

総
合
科
学
研
究
』
六

号 

目
白
大
学
総
合
科
学
研
究
編
集
委
員
会 

二
〇
一
〇
年
三
月) 

5 

武
田
泰
淳 

竹
内
実
『
毛
沢
東 

そ
の
詩
と
人
生
』(

文
藝
春
秋 

一
九
六
五

年) 
6 

大
野
修
作
「
書
学
を
学
ぶ
人
の
た
め
に 

第
一
二
三
回 

梅
屋
庄
吉
と
孫
文
の
書
」

(

『
書
道
美
術
新
聞
』
第
九
四
七
号 

二
〇
一
〇
年
一
〇
月) 

7 

注
５
参
照 

8 

谷
川
鉄
雄
・
佐
々
木
猛
『
蘭
亭
序
論
争
訳
注
』(

中
央
公
論
美
術
出
版 

一

九
九
三
年)

参
照
。 

9 

吕
金
光
「
郭
沫
若
的
今
文
经
学
思
想
与
碑
学
观
念
」(

『
中
国
书
法』
二
〇
一
三

年
〇
五
期
总
二
四
一
期) 

1
0 

岡
崎
俊
夫
「
毛
沢
東
と
詞」(

『
東
京
支
那
学
報
』
四
号 

一
九
五
八
年
六
月) 

1
1 

銭
理
群
著 ; 

阿
部
幹
雄 

[

ほ
か] 

訳
『
毛
沢
東
と
中
国 

: 

あ
る
知
識
人
に
よ
る

中
華
人
民
共
和
国
史
』(

青
土
社
二
〇
一
二
年
十
二
月)  
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第
十
八
章 

郭
沫
若
の
晩
年
の
文
学
と
書 

 

一 
緒
論 

 

郭
沫
若
は
文
革
期
に
於
い
て
、
書
と
詩
の
制
作
は
「
四
旧
」
の
一
環
と
し
て

か
禁
じ
、
旧
文
化
で
は
毛
沢
東
に
寄
り
添
う
形
で
専
ら
詞
の
制
作
に
努
め
て
い

た
が
、
一
九
七
〇
年
以
後
、
再
び
書
と
詩
の
制
作
に
着
手
す
る
。 

 

郭
沫
若
は
四
人
組
に
つ
い
て
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
二
一
日
に
『
水
調
歌
头
』

と
し
て
「
粉
砕
四
人
帮
」
詞
を
発
表
し
て
い
る
。 

 

大
快
人
心
事 

揪
出
四
人
帮 
政
治
流
氓
文
痞 

狗
头
军
师
张 

还
有

精
生
白
骨 

自
比
则
天
武
后 
铁
帚
扫
而
光 

篡
党
夺
权
者 

一
枕
梦

黄
粱 

野
心
大 

阴
谋
毒 

 

诡
计
狂 

真
是
罪
该
万
死 

迫
害
红
太

阳 

接
班
人
是
俊
杰 

遗
志
继
承
果
断 
功
绩
何
辉
煌 

 

拥
护
华
主

席 

拥
护
党
中
央
（
簡
体
字
マ
マ
） 

(

大
意)

人
心
を
大
い
に
こ
こ
ろ
よ
く
す
る
で
き
ご
と
、
ひ
き
ず
り
だ
し
た
四

人
組
。
政
治
ゴ
ロ
、
筆
を
操
る
な
ら
ず
も
の
。
狗
の
ア
タ
マ
な
る
軍
師

の
張
。
そ
の
う
え
に
魔
物
を
う
め
る
白
い
骸
骨
。
み
ず
か
ら
な
ぞ
ら
え

る
則
天
武
后
。
鉄
の
ほ
う
き
も
っ
て
掃
き
、
き
よ
め
た
り
簒
党
奪
権
者

ど
も
。
ひ
と
ね
む
り
の
黄
梁
の
夢
な
り
し
か
。
野
心
が
大
き
く
、
陰
謀

は
毒
で
あ
り
、 

詭
計
は
狂
っ
て
い
る
。
本
当
に
罪
は
万
死
に
値
す
る
。

紅
太
陽
を
迫
害
し
た
が
、
後
継
者
は
英
傑
で
、
遺
志
は
果
断
に
継
承
す

る
。
功
績
は
何
と
輝
い
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
華
主
席
を
擁
護
し
、
党
中

央
を
擁
護
す
る
。 

 

毛
沢
東
側
近
の
王
洪
文
、
張
春
橋
、
江
青
、
姚
文
元
ら
四
人
組
も
一
九
七
六

年
一
〇
月
の
北
京
政
変
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
、
華
国
鋒
体
制
に
取
っ
て
代
わ
ら

れ
た
。
北
京
政
変
は
四
人
組
ら
の
文
革
左
派
と
華
国
鋒
ら
の
文
革
右
派
と
の
権

力
争
い
で
あ
っ
た
が
、
当
年
の
毛
沢
東
の
死
と
四
人
組
の
逮
捕
に
よ
り
文
革
は

実
質
的
な
終
焉
を
迎
え
、
一
九
七
七
年
に
そ
の
終
結
が
正
式
に
宣
言
さ
れ
た
。

そ
し
て
一
九
八
一
年
年
の
中
国
共
産
党
第
一
一
期
中
央
委
員
会
第
六
回
全
体
会

議
の
決
議
で
公
式
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

た
だ
実
際
は
、
郭
沫
若
は
、
文
革
中
の
日
中
国
交
修
復
時
に
詩
と
書
の
制
作

を
再
開
し
て
い
る
こ
と
に
着
眼
し
た
い
。 

一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明
に
よ
っ
て
、
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
が
国

交
を
結
び
、
そ
の
共
同
声
明
は
、
同
年
九
月
二
九
日
に
北
京
で
、
日
本
側
は
田

中
角
栄
首
相
、
中
国
側
は
周
恩
来
首
相
の
署
名
に
よ
り
成
立
し
た
。 

本
章
で
は
文
革
後
期
、
当
時
の
外
交
家
と
し
て
の
郭
沫
若
の
文
化
活
動
、
更

に
文
革
後
か
ら
没
年
ま
で
の
活
動
と
三
段
に
分
け
て
、
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

二 

郭
沫
若
の
詩
と
詞
に
つ
い
て 

文
革
期
か
ら
晩
年
の
残
存
、
確
認
で
き
る
詩
詞
と
書
を
整
理
す
る
と
以
下
の

よ
う
に
な
る
。 
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日時 詞詩名 　詞・　詩 内容 書の有無

1970年5月10日 赠日本松本芭蕾舞团 詩 外交

二首

1970年9月初 西江月 詞 頌歌

1971年2月
日本文化交流协会成立十五
周年纪念

詩 外交

1971年6月27日 五十党庆 詩 頌歌

1971年8月 悼松村谦三先生 詩 外交

1971年9月13日 陪高棉战友访问西北 詩 外交

诗词三首

浣溪沙 詩 頌歌

9月15日 满江红 詞 頌歌

9月16日 七律 詩 頌歌

1971年12月11日 屈原在日本第三次演出 詩 外交

1972年秋 祝中日恢复邦交 沁园春 詞 外交 ●

1973年春
人民中国日文版创刊二十周
年

詩 外交

越王勾践破吴剑 文化

1973年4月11日 息庵碑 詩 外交

1973年4月17日 照公塔 詩 歴史

1973年6月 题长沙楚墓帛画 西江月 詞 文化

1974年10日 赠日本狮子座剧团 詞 外交

西江月

1975年夏
日本冈山六高建校七十五周
年纪念

詩 外交
●

1976年1月13日 悼念周总理 詩 弔詩

1976年9月 毛主席永在 二首 詩 弔詩

1976年10月21日 粉碎四人帮 詞 政治

1976年12月16日 怀念周总理 念奴娇 詞 頌歌

1976年12月24日 怀念毛主席 满江红 詞 頌歌

1976年12月29日 迎接一九七七年 詞 頌歌

东风第一枝

1977年2月6日 农业学大寨 詞 頌歌

望海潮

1977年2月12日 歌剧 白毛女 重上舞台 詞 頌歌

亿秦娥

1977年2月26日 工业学大庆 水调歌头 詞 頌歌

1977年3月19日 捧读 毛泽东选集 第五卷 詞 頌歌

1977年3月26日 怀念董老 詩 弔詩

步董老 九十初度 原韵

1977年3月27日 纪念抗日战争四十周年 詩 記念詩

浣溪沙

1977年6月 为东风剧团题诗 詩 頌歌
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以
上
、
内
容
を
確
認
す
る
と
、
文
革
の
開
始
後
、
書
の
残
っ
て
い
な
い
一
九

六
六
年
八
月
か
ら
一
九
七
〇
年
頃
で
は
、
専
ら
詞
に
よ
る
頌
歌
、
そ
し
て
一
九

七
〇
年
か
ら
日
中
国
交
正
常
化
に
向
け
た
工
作
を
端
緒
に
、
詩
の
制
作
が
再
開

さ
れ
る
。
因
み
に
日
本
と
関
係
す
る
場
合
の
詩
歌
は
、
詩
で
あ
る
場
合
が
多
い

と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
、
一
九
七
〇
年
以
後
、
周
恩
来
や
毛
沢
東
の
弔
詩
は
詩
で
あ
る
が
、

他
の
頌
歌
は
没
年
ま
で
、
依
然
、
詞
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

三 

残
存
す
る
書
の
分
析 

ー
三
つ
の
変
貌
過
程
と
頌
歌
を
中
心
に
し
て 

 

残
存
す
る
文
革
中
期
以
後
の
書
を
類
型
化
す
る
と
、
凡
そ
三
つ
に
分
類
で
き

る
。 一

つ
は
図
１
の
頌
歌
、
二
つ
目
は
図
３
の
日
中
国
交
正
常
化
に
纏
わ
る
詞
、

そ
し
て
三
つ
目
は
図
４
の
最
晩
年
の
境
涯
を
詠
う
詩
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
先

ず
図
１
の
書
に
就
い
て
分
析
し
た
い
。 

  

図
１
の
「
登
采
石
矶
太
白
楼 

水
调
个
头
」
の
書
は
、
詞
自
体
は
一
九
六
八
年

二
月
十
四
日
に
作
ら
れ
、
書
さ
れ
た
の
は
一
九
七
三
年
の
初
冬
で
あ
る
。 

 

久
慕
燃
犀
渚 

来
上
青
蓮
楼 

日
照
長
江
如
血 

千
裏
豁
明
眸 

洲
畔

漁
人
布
罶 

正
是
鰣
魚
時
節 

我
欲
氾
中
遊 

借
問
李
夫
子 
願
否
与

同
舟 

 

君
打
漿 

我
操
舵 

同
放
謳 

有
興
何
須
美
酒 

何
用
月
当

頭 

《
水
調
歌
頭
·
遊
泳
》
暢
好
迎
風
誦
去 

伝
遍
亜
非
欧 

宇
宙
紅

旗
展 

勝
似
大
鵬
遊 

 
(

大
意)

ひ
さ
し
く
東
晋
の
温
嶠
が
、
犀
の
角
を
燃
や
し
て
深
淵
を
照
ら
し
、

水
中
の
怪
物
の
姿
を
見
、
物
事
の
本
質
を
見
抜
く
と
さ
れ
る
な
ぎ
さ
を

慕
い
、
青
蓮
楼
に
上
り
来
る
。
太
陽
が
長
江
を
照
ら
す
姿
が
血
の
よ
う

で
、
千
里
の
美
し
さ
を
開
い
て
い
る
。
中
洲
の
ほ
と
り
の
漁
師
が
、
竹 

ひ
ご
で
編
ん
だ
か
ご
（
魚
を
捕 

ら
え
る
た
め
の
道
具
）
を
仕
掛 

け
、
ま
さ
に
ハ
ス
を
と
る
季
節
。 

私
は
、
水
面
に
遊
ぼ
う
と
し
て
、 

か
り
に
李
白
に
問
い
か
け
た
、 

同
じ
船
に
乗
っ
て
も
い
い
で
す 

か
と
。
あ
な
た
は
こ
み
ず
を
打 

ち
、
私
が
舵
を
と
り
、
一
緒
に 

謳
い
放
と
う
。
興
が
あ
っ
て
な 

ぜ
美
酒
を
ま
と
う
か
。
ど
う
し 

て
月
に
頭
目
を
さ
せ
よ
う
か
。 

《
水
調
歌
頭
·
遊
泳
》
暢
べ
て 

風
を
迎
え
う
た
い
去
り
、
ア
ジ 

ア
に
遍
く
伝
え
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ 

は
も
う
い
い
。
宇
宙
に
紅
旗
を 

か
か
げ
、
す
ぐ
れ
て
大
鵬
が
遊 

ぶ
よ
う
で
あ
る
。 

 

こ
の
頌
歌
は
内
容
的
に
党
を
讃
え
て
い
る
が
、
そ
の
書
風
を
分
析
す
る
と
、

文
革
初
期
の
頌
歌
の
書
風
と
は
全
く
違
い
、
筆
勢
の
な
い
、
小
粒
で
お
と
な
し

い
、
萎
縮
感
の
あ
る
書
風
を
構
成
し
て
い
る
。 

 

ま
さ
に
文
革
後
期
の
郭
沫
若
の
心
境
を
如
実
に
物
語
っ
て
お
り
、「
文
革
後
期

体
」
、
第
六
期
郭
体
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

四 

日
中
国
交
正
常
化
に
於
い
て 

ー 
最
後
に
託
さ
れ
た
仕
事 

 

一
九
七
二
年
の
日
中
共
同
声
明
に
よ
っ
て
、
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国(

中

図 1 



247 
 

国)

が
国
交
を
結
ん
だ
。
共
同
声
明
は
、
同
年
九
月
二
九
日
に
北
京
で
、
日
本
側

は
田
中
角
栄
首
相
、
中
国
側
は
周
恩
来
首
相
の
署
名
に
よ
り
成
立
し
た
。
中
華

人
民
共
和
国
は
四
九
年
の
成
立
以
来
、
日
本
と
の
国
交
が
な
か
っ
た
た
め
、
一

般
に
は
「
国
交
回
復
」
で
は
な
く
「
国
交
正
常
化
」
と
称
さ
れ
る
。
郭
沫
若
は

そ
の
時
、
田
中
角
栄
の
故
宮
博
物
館
の
案
内
役
を
し
て
い
る(

図
２)

。 

 

そ
れ
ま
で
の
日
本

は
、
五
二
年
の
日
華

平
和
条
約
締
結
以
来
、

中
国
国
民
政
府(

台

湾)

と
の
間
に
国
交

を
結
ん
で
い
た
。
中

国
と
同
様
に
、
太
平

洋
戦
争
に
お
い
て
争

っ
た
隣
国
で
あ
る
ソ

ビ
エ
ト
連
邦
共
和
国(

現
在
の
ロ
シ
ア)

と
の
間
で
は
、
五
六
年
に
国
交
が
回
復

し
た
。
し
か
し
当
時
の
日
本
で
は
、
台
湾
で
の
権
益
を
持
つ
親
台
勢
力
が
与
党

自
民
党
関
係
者
な
ど
に
多
く
、
中
華
人
民
共
和
国
と
は
貿
易
も
含
め
た
関
係
が

長
ら
く
希
薄
な
ま
ま
だ
っ
た
。
こ
の
一
方
で
、
米
国
は
中
ソ
対
立
な
ど
に
乗
じ
、

七
二
年
、
ニ
ク
ソ
ン
大
統
領
が
北
京
を
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
東
ア
ジ
ア
新
秩

序
構
想
に
よ
り
、
日
本
の
頭
越
し
に
米
中
関
係
を
深
め
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
た

め
、
日
本
政
府
は
野
党
社
会
党
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
急
速
に
中
華
人
民
共
和

国
に
接
近
を
は
か
り
、
日
中
共
同
声
明
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
日
中
共
同
声
明
に
よ

っ
て
、
日
本
は
中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
中
国
唯
一
の
合
法
政
府
と
し
た
た
め
、

日
華
平
和
条
約
は
終
了
。
中
華
民
国(

台
湾)

は
日
本
と
の
国
交
を
断
絶
し
た
。

ま
た
、
七
八
年
に
は
日
中
平
和
友
好
条
約
が
調
印
さ
れ
て
い
る
。
田
中
角
栄
は
、

日
本
の
親
台
勢
力
を
押
さ
え
て
日
中
国
交
樹
立
を
遂
げ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
中

国
で
は
最
も
高
名
な
日
本
の
政
治
家
と
し
て
「
古
い
友
人
」
と
呼
ば
れ
た
。 

 

郭
沫
若
は
、
そ
の
政
治
家
、
外
交
官
と
し
て
、
最
後
の
大
仕
事
に
向
き
合
っ

た
こ
と
に
な
る
。 

 

一
九
七
〇
年
か
ら
七
二
年
ま
で
の
作
詩
・
詞
は
、
凡
そ
二
〇
年
間
在
住
し
、

第
二
の
故
郷
と
し
た
日
本
と
中
華
人
民
共
和
国
と
の
橋
渡
し
の
役
を
担
っ
た
軌

跡
で
も
あ
る
。 

図
３
の
「
祝
中
日
恢
復
邦
交 

沁
園
春
」
は
、 

 

赤
県
扶
桑 

一
衣
帯
水 

一
葦
可
航 

昔
鑑
真
盲
目 

浮
枹
東
海 

晁
衡

負
笈 

埋
骨
盛
唐 

情
比
肺
肝 

形
同
唇
歯 

文
化
交
流
有
耿
光 

堪
回

想 

両
千
年
友
誼 

不
等
尋
常 

豈
容
戦
犯
猖
狂 

八
十
載
風
雷
激
大
洋

喜
霧
霽
雲
開 

渠
成
水
到 

秋
高
気
爽 

菊
茂
花
香 

公
報
飛
伝 

邦
交

恢
復 

一
片
歓
声
起
四
方 

従
今
后 

望
言
行
信
果 

和
睦
万
邦 

(

大
意)

中
国
と
日
本
は
、
一

衣
帯
水
。
小
舟
で
航
行
で
き
、

昔
鑑
真
は
盲
目
で
東
海
に
船

出
し
、
阿
倍
仲
麻
呂
は
、
遊

学
し
て
盛
唐
に
骨
を
埋
め
た
。

感
情
は
肺
と
肝
に
比
較
で
き
、

形
は
唇
と
歯
と
同
じ
く
す
。

文
化
交
流
は
光
を
放
っ
た
。

回
想
に
堪
え
れ
ば
、
二
千
年

の
友
誼
は
、
尋
常
で
は
な
い
。

ど
う
し
て
戦
犯
狂
気
、
八
〇

年
の
風
雷
で
大
洋
を
荒
立
て

よ
う
か
。
霧
雲
が
開
く
の
を

喜
び
、
渠
に
水
が
流
れ
、
秋

空
高
く
空
気
が
清
々
し
く
、

菊
が
茂
り
花
が
香
る
。
両
国

の
声
明
が
飛
び
伝
え
、
国
交

が
回
復
し
、
一
片
の
歓
声
が

図 2 

図 3 
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四
方
に
起
こ
っ
た
。
今
よ
り
の
ち
、
言
行
一
致
で
万
国
の
和
睦
を
望
む
。 

 
と
あ
る
よ
う
に
ま
さ
に
日
中
関
係
の
「
暗
黒
」
か
ら
の
「
光
明
」
の
文
学
、
詞

で
あ
る
が
、
郭
沫
若
が
当
時
手
掛
け
た
日
本
と
の
外
交
詩
の
書
風
は
第
四
期
郭

体
に
似
た
気
迫
が
戻
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
第
七
期
郭
体
と
定
義
で
き
よ
う
。 

 

五 

最
晩
年
の
書
と
学
問 

ー
七
〇
年
の
光
陰
の
意
味 

一
九
七
七
年
春
、
病
中
の
郭
沫
若
は
、
殷
代
後
期
の
武
丁
の
妻
で
あ
る
婦
好

の
墓
か
ら
出
土
し
た
青
銅
器
に
よ
っ
て
、
殷
周
社
会
に
対
す
る
自
説
の
正
し
さ

裏
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
喜
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
当
時
の
書
が
、
図
４
で
あ
る
。 

 

閑
釣
茶
渓
水 

臨
風
誦
我
詩 

釣
竿
含
了
去 

不
識
是
何
魚 

(

大
意)

閑
で
釣
り
を
す
る
茶
溪
の
水
、
風
に
臨
ん
で
我
が
詩
を
朗
誦
す
る
。 

釣
竿
を
一
諸
に
持
ち
運
び
、
何
の
魚
か
分
か
っ
て
い
な
い
。 

 
 

十
一
歳
の
時
に
作
っ
た
「
茶
溪
」
の
詩
で
あ
る
が
、
そ
の
款
記
に
、 

 

幼
時
所
作
即
興
詩
一
首
、
王
廷
芳
同
志
嘱
為
書
出
、
彷
彿
縮
短
了
七
十

年
的
光
陰 

(

大
意)

幼
き
時
作
っ
た
即
興
の
一
首
、
王
廷
芳
同
志
に
委
嘱
さ
れ
書
い
た
。

彷
彿
す
る
七
十
年
の
時
間
の
短
さ
を
。 

 

こ
の
回
想
の
詩
は
、
最
晩
年
、
病
床
の
郭
体
の
姿
、
第
六
期
が
や
や
気
力
の

枯
れ
た
最
後
の
郭
体
、
政
治
か
ら
の
引
退
、
諦
観
の
書
風
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
か
。 

ま
さ
に
「
経
世
致
用
」
の
書
か
ら
、
脱
け
出
し
た
文
人
趣
味
の
書
に
回
帰
し

た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
翌
年
一
九
七
八
年
六
月
十
二
日
に
郭
沫
若
は
世
を
去
る
こ
と
に
な
る
。 

 

☆
本
論
で
の
人
物
略
歴
等
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ク
・B

・
ギ
ブ
ニ
ー
編
『
ブ
リ

タ
ニ
カ
国
際
大
百
科
事
典
』
、
小
学
館
『
日
本
大
百
科
全
書
』
、
近
藤
春
雄
編
『
中

国
学
芸
大
事
典
』(

大
修
館
書
店)

等
の
辞
典
類
に
拠
っ
た
。 

☆
ま
た
九
章
か
ら
始
ま
る
郭
沫
若
の
書
法
に
つ
い
て
の
立
論
は
、
新
説
と
し
て

私
独
自
の
論
を
展
開
し
た
が
、
近
現
代
中
国
文
学
史
に
就
い
て
は
、
岩
佐
昌
暲

氏
の
史
論
に
、
ま
た
建
国
後
の
社
会
史
に
就
い
て
は
、
当
時
の
知
識
人
の
証
言
、

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
し
て
、
銭
理
群
氏
の
説
に
多
く
基
盤
を
置
い
た
。
こ

こ
に
、
そ
の
学
恩
に
謝
意
を
示
し
て
お
き
た
い
。 

図 4 
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終
章 

 

全
十
八
章
に
及
び
日
中
二
〇
〇
年
の
書
論
史
、
思
想
史
、
政
治
史
、
文
学
史
、

社
会
史
、
書
法
史
を
相
互
連
関
的
に
鳥
瞰
し
た
。
前
半
は
、
学
際
的
な
書
法
思

想
史
を
三
つ
の
潮
流
で
捉
え
、
中
後
半
は
、
郭
沫
若
の
学
芸
、
そ
し
て
書
法
史

に
つ
い
て
、
社
会
科
学
史
的
に
考
察
し
た
。 

 

郭
沫
若
と
い
う
人
物
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
簡
単
に
は
述
べ
ら
れ
な
い
が
、

近
代
中
国
、
現
代
中
国
を
通
観
す
る
上
で
、
最
も
象
徴
的
な
人
物
の
一
人
で
あ

ろ
う
し
、
近
代
か
ら
、
西
洋
化
に
よ
っ
て
齎
さ
れ
た
「
経
世
致
用
」「
実
学
」
の

流
れ
を
、
書
に
於
い
て
も
見
事
に
体
現
し
た
人
物
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

ま
た
別
の
言
い
よ
う
を
す
れ
ば
、「
託
古
改
制
」
と
い
う
政
治
手
法
を
用
い
る

こ
と
の
で
き
た
人
物
と
し
て
、
近
代
以
降
の
文
人
の
殿
と
し
て
郭
を
位
置
付
け

る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い 

 

「
経
世
致
用
」
「
実
学
」
の
極
致
、
「
実
際
に
世
の
用
、
役
に
た
つ
」
姿
が
、

書
の
「
政
治
化
」
と
言
え
、
書
や
文
学
を
政
治
に
利
用
し
た
故
に
文
学
に
於
い

て
は
、「
郭
老
、
郭
老
、
诗
多
、
好
的
少
」
と
人
口
に
膾
炙
さ
れ
る
所
以
の
一
つ

で
あ
ろ
う
が
、
書
で
は
ど
う
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。 

 

敢
え
て
書
に
於
い
て
言
う
な
ら
ば
、
書
を
政
治
化
し
た
故
に
、
書
作
品
も
多

く
残
し
、
ま
た
傑
作
も
多
か
っ
た
と
、
逆
説
的
に
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

無
論
、
郭
沫
若
に
も
、
伝
統
中
国
文
人
同
様
に
、
異
常
な
程
の
耽
美
的
趣
味

へ
の
執
着
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
文
脈
で
の
郭
沫
若
の
書
の
分
析
は
、

別
稿
に
譲
り
た
い
。 

 

本
論
で
は
、
抗
日
戦
以
来
の
書
を
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
政
治
化
の
書
と
定
義

し
、
七
つ
に
類
型
、
観
念
思
想
化
せ
ん
と
試
み
た
。
郭
沫
若
の
書
風
の
変
遷
は
、

総
じ
て
白
話
と
文
語
の
振
り
子
運
動
と
、
闘
争
と
賛
歌
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し

て
存
在
感
あ
る
力
感
の
追
求
と
い
う
二
つ
の
流
れ
で
概
ね
解
消
で
き
る
よ
う
に

思
う
。 

通
観
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
故
に
、
精
査
な
社
会
史
、
文
学
史
と
の
照
合

に
就
い
て
は
、
隔
靴
掻
痒
の
念
は
免
れ
な
い
部
分
も
あ
ろ
う
が
、
本
論
が
郭
沫

若
書
法
論
の
基
底
と
な
り
得
る
器
と
し
て
の
始
ま
り
で
あ
り
、
緻
密
性
の
高
い

更
な
る
高
次
元
の
考
証
、
分
析
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 

例
え
ば
、
本
論
で
定
義
し
た
七
つ
の
郭
体
は
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
時
代
の
傾

向
、
特
徴
で
あ
っ
て
、
本
来
峻
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
こ
と
を
、
こ

こ
で
断
っ
て
お
き
た
い
。
つ
ま
り
変
貌
に
至
る
推
移
過
程
が
あ
る
は
ず
だ
ろ
う

し
、
白
黒
と
急
変
す
る
の
で
な
く
、
グ
レ
ー
な
時
期
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。 更

に
言
え
ば
、
第
二
期
が
書
け
た
と
き
は
第
一
期
が
、
第
三
期
が
書
け
た
と

き
は
第
一
、
二
期
が
、
第
四
期
が
書
け
た
と
き
は
第
一
、
二
、
三
期
が
、
と
い

う
具
合
に
、
郭
沫
若
が
あ
ら
ゆ
る
ス
タ
イ
ル
を
時
と
場
合
に
よ
っ
て
書
き
分
け

る
こ
と
は
で
き
た
で
あ
ろ
う
し
、
そ
の
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。 

そ
う
い
う
用
途
・
目
的
や
時
の
気
分
等
に
よ
る
書
き
分
け
に
つ
い
て
や
、
個

別
事
象
的
に
各
体
の
収
束
先
を
辿
る
考
察
も
、
今
後
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

と
こ
ろ
で
、「
文
学
史
」
に
就
い
て
、
岩
佐
昌
暲
氏
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。 

作
家
が
文
学
作
品
を
生
み
出
す
と
き
に
、
そ
の
基
に
な
る
発
想
法
と
い
う

も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
そ
の
作
家
が
生
活
し
て
い
る
社
会
や
時

代
に
、
そ
の
根
本
の
と
こ
ろ
で
は
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
前
提
に
立
つ
と
「
元
に
な
る
発
想
法
」
の
中
に

は
、
あ
る
特
定
の
社
会
の
、
特
定
の
時
期
に
生
活
す
る
作
家
な
ら
ば
、
ど

の
作
家
も
大
な
り
小
な
り
そ
れ
を
逃
れ
が
た
い
よ
う
な
「
時
代
に
共
通
の

発
想
法
」
と
、
個
々
の
作
家
を
他
の
作
家
と
区
別
す
る
、
彼
の
作
品
の
独

自
性
を
形
成
す
る
基
盤
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
「
作
家
固
有
の
発
想
法
」

と
の
、
二
種
類
の
発
想
法
が
あ
る
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
く
る
。
前
者
の

「
共
通
の
発
想
法
」
を
仮
に
あ
る
時
代
・ 

あ
る
社
会
の
「
支
配
的
な
発
想

法
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
と
、「
支
配
的
な
発
想
法
」
を
軸
に
文
学
史
（
の

時
期
区
分
）
を
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。 
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つ
ま
り
あ
る
「
支
配
的
な
発
想
法
」
に
よ
っ
て
作
品
が
書
か
れ
て
い
る

時
期
が
一
つ
の
文
学
時
期
で
あ
り
、
次
に
そ
れ
と
異
な
る
新
し
い
発
想
法

が
生
れ
、
そ
れ
が
支
配
的
に
な
っ
た
と
き
か
ら
新
し
い
文
学
時
期
が
始
ま

る
と
い
う
時
期
区
分
の
考
え
方
で
あ
る
。
こ
う
い
う
考
え
方
は
別
に
新
し

い
も
の
で
は
な
く
、
文
学
史
の
時
期
区
分
に
は
必
ず
そ
う
い
う
考
え
方
が

前
提
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
わ
ざ
わ
ざ
こ
う
い
う
こ
と

を
言
い
出
す
の
は
、
中
国
現
代
文
学
に
お
い
て
は
政
治
史
・ 

社
会
史
の
時

期
区
分
を
も
と
に
し
た
「
近
代
ー
現
代
ー
当
代
」
と
い
う
時
期
区
分
が
、

文
学
史
を
考
え
る
上
で
の 

大
き
な
枠
組
み
と
し
て
ま
だ
存
在
し
て
い
る

か
ら
な
の
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

《
岩
佐
昌
暲
『
中
国
現
代
詩
研
究
』
汲
古
書
院
》 

 

こ
の
着
想
は
、「
文
学
」
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
つ
ね
に
連
動
関
係
に
あ
っ

た
「
書
」
に
も
言
え
る
よ
う
に
思
う
。 

 

つ
ま
り
、
岩
佐
氏
の
言
う
前
段
を
要
点
的
に
三
つ
に
ま
と
め
、
演
繹
す
る
こ

と
を
許
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
書
に
も
「
時
代
・
地
域
に
共
通
す
る
発
想
法
」

が
あ
っ
て
、
つ
ま
り
そ
れ
が
社
会
の
「
支
配
的
な
発
想
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
基

軸
と
し
て
書
法
史
の
時
期
区
分
を
な
し
え
る
だ
ろ
う
。 

さ
ら
に
も
う
一
方
で
「
作
家
固
有
の
発
想
」
を
認
め
、
そ
の
「
支
配
的
発
想

法
」
と
二
重
構
造
に
あ
っ
て
、
そ
れ
が
基
端
と
な
っ
て
異
な
る
新
し
い
発
想
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
次
に
支
配
的
に
な
っ
た
と
き
、
新
し
い
書
法
史
の
時
期
区
分

が
形
成
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

換
言
す
れ
ば
、
「
作
家
固
有
の
発
想
」
と
そ
れ
が
、
「
支
配
的
な
発
想
」
へ
と

変
貌
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
よ
っ
て
、
細
か
く
時
期
が
措
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。 

ま
た
そ
の
支
配
の
推
移
を
考
え
る
と
き
、
そ
の
新
た
な
時
代
を
拓
く
固
有
の

発
想
に
は
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
存
在
感(

書
で
言
え
ば
新
し
い
書
法
風
格)

・
思
想

性(

郭
沫
若
の
場
合
、
往
々
に
し
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー)

・
美
術
性(

文
房
四
宝
な
ど

様
式
へ
の
拘
り)

の
三
者
が
、
少
な
く
と
も
大
き
な
要
素
と
な
る
だ
ろ
う
。 

 

さ
れ
ど
こ
れ
ら
の
観
念
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
依
然
と
し

て
書
法
史
に
於
い
て
も
、
政
治
史
・
社
会
史
の
時
期
区
分
を
も
と
に
し
た
「
近

代
ー
現
代
ー
当
代
」
と
い
う
時
期
区
分
が
、
大
き
な
枠
組
み
と
し
て
存
在
し
、

苛
烈
な
政
治
国
家
で
あ
る
中
国
の
文
学
史
の
よ
う
に
「
暗
黒
」
と
「
光
明
」
の

繰
り
返
し
と
ま
で
は
明
確
に
言
え
な
い
ま
で
も
、
細
部
へ
の
配
慮
が
な
さ
れ
て

い
な
い
し
、
展
望
も
で
き
な
い
史
観
状
態
と
言
え
る
。 

さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
書
法
史
に
於
い
て
は
、
文
学
史

で
は
既
に
自
明
と
さ
れ
る
政
治
史
と
社
会
史
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
の
関
係
す
ら
、

充
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

但
し
時
代
に
支
配
的
な
発
想
と
な
り
え
な
か
た
作
家
個
人
の
発
想
の
中
に
は
、

社
会
的
に
主
流
で
あ
っ
た
郭
沫
若
を
含
む
共
産
党
系
の
白
話
派
で
な
く
、
別
の

文
脈
で
文
語
派(

書
法
風
格
史
至
上
主
義
派)

内
で
、
む
し
ろ
中
国
書
法
史
的
な

見
方
を
す
れ
ば
本
流
と
な
る
書
法
家
達
が
、
社
会
の
裏
面
と
な
る
あ
ら
ゆ
る
場

で
活
動
し
て
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
く
、
今
後
の
研
究
課
題
で
も
あ
る
。 

と
も
あ
れ
政
治
の
本
流
、
社
会
を
支
配
す
る
発
想
、
政
治
家
と
し
て
毛
沢
東

に
最
も
近
い
立
場
に
あ
っ
た
郭
沫
若
の
書
や
、
考
え
方
を
、
謂
わ
ば
「
先
決
事

項
」
の
「
時
代
を
書
い
た
書
」
と
し
て
基
幹
に
構
築
す
る
こ
と
が
、
当
初
か
ら

の
目
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
最
後
に
断
っ
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。 

つ
ま
り
本
論
、
取
り
分
け
そ
の
中
核
を
成
し
た
郭
沫
若
書
法
論
は
、
郭
が
強

く
基
軸
に
し
た
動
乱
の
世
を
生
き
抜
く
た
め
の
社
会
、
権
力
へ
の
奉
仕
、
換
言

す
れ
ば
「
時
代
に
支
配
的
な
発
想
」
、
書
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
、
「
作
家
固
有
の

発
想
」
と
の
振
幅
、
齟
齬
と
止
揚
の
姿
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
故
に
、
岩
佐

氏
の
文
学
史
構
想
に
基
づ
く
書
法
史
研
究
の
狼
煙
と
し
て
、
そ
の
挑
戦
の
始
ま

り
と
位
置
付
け
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
ま
で
は
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 


	博論中扉.pdf
	博論目次.pdf
	序章.pdf
	第1章.pdf
	第2章.pdf
	第3章.pdf
	第4章.pdf
	第5章.pdf
	第6章.pdf
	第7章.pdf
	第８章.pdf
	第９章.pdf
	第１０章.pdf
	第１１章.pdf
	第１２章.pdf
	第１３章.pdf
	第１４章.pdf
	第１５章.pdf
	第１６章.pdf
	第１７章.pdf
	第１８章.pdf
	終章.pdf



